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横浜国立大学工学部長 田 口 武一

横浜国立大学工学部の前身であります横浜高等工業学校が，大正 9年に創設され

ましてから，満50周年を迎えました昭和45年11月には，その輝かしい歴史を顧み，

将来の発展を祈りまして，恩師ならびに卒業生多数が参集し，盛大な記念祝典が挙

行されました.その節，せん越ながら， 50年史編さんの希望を申し上げましたとこ

ろ，幸いにも先輩，同窓各位多数のご賛同を得まして，今回創立 50年史が発刊さ

れ，ここに序文執筆の光栄に浴しますことは，まことにしあわせな時代に際会し得

ましたことでございます.

顧みますれば，この50年間に，本学園は草創期から発展期へと，まことに輝かし

くも多難な道を踏破し，当工学部の今日を得たのであります.古くは関東大震災，

ついで第2次世界大戦，その後の学制改革と幾多の激動期に直面して，よくそれを

克服し，その規模も開設当初の機械工学，応用化学，電気化学の 3学科から，今日

の大学院をもっ10学科l研究施設の工学部へと，大いなる進展を続けて参りました.

また，この間，多数の教官の研究業績とともに，今や 13，000名に及ぶ卒業生が，

わが国産業界へ貢献しております成果は，まことに目 ざましいものがあります.そ

もそも学園の社会的評価は，教官の熱誠もさることながら，多く の卒業生の不断の

努力の蓄積に負うところがきわめて大きいのであります.おそらく，過去の50年間

に比較し，今後の発展の速さは格段の違いがありましょうが，当工学部は，本学史

上に，特筆すべき確固たる基礎をすでに築き上げたのであります.

しかしながら，半世紀続きました弘明寺時代に，別れを告げなければならない時

期が近づいております.創立以来50年の足跡をここ弘明寺の地に残し，それにまつ

わる幾多の感懐には，限りない京惜の念を禁じ得ませんが，今後一層の飛躍を期し

て，近く常盤台の新キャンパスに統合し，ここに光輝ある一時期を画します.そし

て50年にわたってつちかわれました誇るべき伝統をもっ弘明寺時代のすべては，偶

然にも本史の内容そのものとなっております.

私はこの記念すべき機会に，過去50年間における本学園の先覚者各位の功績をた



たえ，先輩，同窓，関係者の偉業を凶想して，深甚なる敬意;と謝意、を表し，来るべ

き新時代に対処する決意、を新たにして，さん然、たる本学50年の歴史に，いやが上に

も輝かしい栄光を加えるべきことを念願してやみません.

終りに，本50年史を刊行するにあたりまして，先輩，同窓、の諸賢，本学教職員各

位から賜わりました絶大なご協力，ならひ、に本書編さんに貴重な資料を提供された

方々，さらに執筆編集に直接たずさわれた方々に，心からお礼を申し上げ，あわせ

て本学が躍進発展の一途をたどりますことを祈念しまして序文と致します.



工学部創立五十周年を祝して

横浜国立大学長越村信三郎

天地人三才をめぐる時間の連続は無限である. この流れの先頭に悼さして，わが

学園の工学部は五十年のかがやかしい歴史をつづった.悠久の流れにくらべれば，

この歳月はほんの一瞬と言えるかもしれない. しかし個人の生涯にとっても，組織

体の生命にとっても，これは祝典に価するー区画一-goldenjubileeを意味してい

る.

この半世紀は，日本の歴史にとって変転と激動の記録の連続であった.工学部の

前身，横浜高等工業学校が大岡の地に創設されたのは，第一次世界大戦直後の1920

年である.そしてこの学園は間もなくこうむった大地震の災禍のなかから不死鳥の

ようによみがえり，大恐慌，満洲事変，日中戦争，第二次世界大戦などのきびしい

試練にも耐えぬいて，こんにちの隆盛に到達したのである.

大正から昭和の初頭にかけて，初代校長，鈴木煙洲先生は，日本の教育史に特筆

すべき三無主義の厄火をかかげて数多くの青年を育成された.

富山保先生はこのパトソを受けついで，戦中，戦後の学園を守りぬき， 1949年，

高商と師範を統合して国立大学を創建し，初代学長に就任されたのである.

高工時代から工学部時代にかけてこの学園に集った教授スタッフは日本一流であ

り，また歴代の学部長， II部主事を助けて校務に献身した職員のはたらきも抜群で

あった. 自然の名教はこれらの人たちのあいだに協和音を奏でたのである. こうし

た校風にはぐくまれて，創造的精神にみちあふれた万余の人材が，昼間と夜間との

分ちなく，大岡の学園を巣立っていった.

これらの人たちが戦前，戦中，戦後にかけて日本の工業技術の発展につくした役

割は大きかった.それはスイスの科学技術を世界的水準に高めたチューリヒ工科大

学のそれに比肩されうる.

工学部は新しい装備をととのえ， 1976年までに常盤台の統合地に移転することに

なる.そのときには東大，東工大とならんで名実ともに日本有数の学部となるだろ

う.



いま五十年の歴史をさかのぼり，往年を回想しながら耳を澄ますと，かつての根

岸や横浜公園の球場にどよもした勇ましいエールがきこえてくる.

「ハイザ高工， ・H ・"…」

Alma Materの栄光をたたえるこのエールをもって，工学部の jubileeをことほ

ぐ私の言葉の結びとしたい.

1972年 7月 23日



往時を回想しながら学園創立五十年を祝う

富山 保

大正年間の第一次世界大戦を契機として，我国産業は欝然として勃興したるに促

され，国立実業専門学校増設の国是が決定したる時，横浜市は従来貿易一辺倒であ

ったが，永遠の繁栄を維持するためには併せて工業立市も又緊要なりとの世論も起

り，高等工業誘致の声が識者間に昂揚され，県市協同して巨額の寄附金を拠出して

横浜市に高等工業学校設立が決定した結果，わが横浜高等工業学校が大正九年四月

に弧々の声を揚げた.初代学校長としては不世出の教育家鈴木達治先生が任命せら

れた.鈴木校長は独特の自由啓発の教育主義により，正満十五年間心血を注がれて

教育指導に当られ「名教自然Jの標語により表現される学風を確立し，先生御退任後

も堅持して三十年を経過し，昭和二十四年その学風伝統を持続しながら新制大学工

学部に移行し，五十有余年を閲みして現在に到った.創立当初は三学科を数うるに

過ぎなかったが，現在は三倍の九学科に拡充せられ，此歳月間に幾百幾干の英才を

育成して世に送り，国連の隆盛に寄与貢献し得て創立当時の要望に応えたことは淘

に慶祝の至りである.五十年は必しも長しとはせぬが，古人は人間の一生涯になぞ

らえる歳月であり，我が学園も発足以来今日に到る聞に幾多の変遷波欄重畳は免れ

得なかった.発足以来僅三年にしてかの関東大震災に遭い建物設備の殆んど全部が

壊滅したが，直ちに焦土の上に立ち上がり挙校一致復興に全力を尽し，年ならずして

厄災前の機能を恢復したるのみならず建築，造船の二学科の増設を見るに至った.

鈴木先生は昭和十年学校長としての大任を完遂せられて退任せられた.その後間も

なく我国は腕古の大戦に突入し，その影響を受けて教育，研究の遂行上少なからざ

る障硬を受けたことは否み得ないが，協力一致多くの難闘を突破し，且此間時勢の要

望に応えて航空工学科の新設を敢行して拡充発展の一途を進み得た.唯戦時中数多

くの卒業生が戦線に立ち，あたら英才を懐きながら戦場の露と消えたことは忘れ得

ぬ痛恨事であった.尚終戦に際しては，占領軍の命により航空工学科廃止の悲運と

なりたるは遺憾の至りであった.又終戦米軍進駐直後軍より全学園接収の厳命を受

けたが，よく学校の特殊事情を理解せしむる事を得辛じて命令解除，接収を他と転



換することとなり事無きを得たこと真に天恵であった.多年培はれた教育， 研究の

成果により昭和二十四年には審査機関より最優秀の判定を得て，堂々と大学工学部

に移行するを得，爾来関係担当方々の捷ざる努力により四学科増設，更に待望の大

学院の新設等真に剖目に値いする発展を遂ぐるに到った.更に近く常盤台に広蓑実

に十数万坪の敷地獲得に成功し，其処に近い将来壮麗なる建物と最新式の設備を有

つ世界的有数の大殿堂に移転すること決定したる払jに慶祝此上もないことである.

学園創立五十周年を迎え暴に記念大祝宴ありて堂に沿れる錬達の卒業生と歓談し，

又今次五十年史の編纂成り脱稿刊行を見る.何れも教育者のみに与えられる最大愉

悦であり，関係方々の努力に対し深甚なる謝意と慶祝を表する所以のものな り.

IIi4手1147年12月12日に冨山先生は逝去されました.ここに謹んで先生のど冥福を祈り，

絶':jtとなりました祝昨を掲載させていただきました.発刊の上は本史をご霊前に捧げた

し、と干千じます. 〈田口記〕



例

1. 本「横浜国立大学工学部50年史」は，大正9年

に創設された横浜高等工業学校，終戦直前に名称の

かわった横浜工業専門学校の各時期，および学制改

革による大学期の3期にわたる発展の過程をたど

り，創立50周年にあたる昭和45年までの経過を記述

したものである.

その内容は大きく 2編にわかれ，前編の高工時代

は，鈴木校長時代の約15年間，および富山校長時代

の約15年間が2章に大別され，第1章は鈴木校長時

代として創設から鈴木校長退任と富山校長就任，な

らびに名教自然、碑の設立までとし，第2章は富山校

長時代で，昭和10年から昭和24年の学制改革による

大学移行，冨山学長退任までが述ベられている.後

編は，大学期時代として，新制大学の誕生から富山

学長時代を経て昭和45年までの約20年聞にわたる記

録となっている.

また，編集の方式は，原則として編年体とした.

2. 本書の編集については，特別の委員会等は設け

られず，創立50周年記念祝賀会席上の田口工学部長

の提案を同窓の菅要助氏(大正13年電気化学科第2

期生，現東芝音楽工業K.K.社長)がとり上げ，同

氏のご紹介による布雄吉氏*にお願いして，全般の

執筆を担当していただいた.一方，工学部内では各

学科における同窓生の先任者をもって学内の世話人

会を構成して，編集方針ならびに原稿内容の検討に

参加するとともに資料の収集にも努力した.

各学科世話人は次の通りである.

機械工学科小栗 達(昭和17年9月卒〉

応用化学科佐藤菊正(昭和19年9月卒〉

電気化学科友成忠雄(昭和7年 卒)

建築学科田口武一(昭和7年 卒)

造船工学科吉岡 勲(昭和7年 卒〉

電気工学科都築泰雄(昭和30年 卒)

金属工学科井口栄資(昭和39年 卒〉

なお，化学工学科，安全工学科は，卒業生もまだ

きわめて少なく，これに参加することはしなかっ

た.

また，創立当初から開設された機械工学，応用化

学，電気化学の3学科が満50周年を迎えたというこ

とと，長年月の!日l本学に勤務されたということで，

注 同氏は，東京芝浦低気綜式会社85年史の編さん者，文学土

ちE
口

斎藤輝治(機械工学科第1期生大正12年卒)，阿部

滋弘(応用化学科第1期生大正12年卒)，河村文一

(電気化学科第3期生大正14年卒〉の3先生に，主

として前編および後編の初めの部分の原稿の査読を

お願いして正確を期した.

3. 資料の収集については，荒井文治氏(機械昭和

10年卒，本学教育学部教授)，鈴木博人氏(応化si'l

和28年卒，岡村製作所課長)，平林興郎氏(電化Rr1

和8年卒，萩原電気K.K.東京事務所長〉平川芳彦

氏(応化昭和14年卒，日石化学K.K.調査室長)等

のご協力に負うところが大きく，同氏等が提供され

た横浜高工時報，横浜工業会誌，また煙洲鈴木達治

先生に関する「自由教育10年j，r名教自然j，r六ツ
川夜話j，r煙洲残筆j，r入愚亭独噺j，r先生の思い

出j等の著書が，特に前編に関するきわめて重要な

資料となった.

また，応用化学科，電気化学科のそれぞれ同窓会

誌である「応化会会報」と rDENKAjも有力な資

料であった.

その他，開校当時からの横浜高等工業学校一覧，

横浜国立大学要覧も各年代における学科編成，規則

なとeの重要出~で、あった.

工学部関係教職員からのものとしては，故森川幾

久雄名誉教授(応化昭和4年卒〕の日記は貴重な資

料の一つであったし，機械工学科元教授中本守氏，

現教官鶴岡武，小川忠彦電気化学，丸尾孟造船

工学，飯島健一電気工学，青木隆一化学工学，北川

徹三安全工学の7教授からもそれぞれ資料をいただ

し、Tこ.

なお，豊倉富太郎，鈴木房孝，藤堂勇雄，木下恭

二，宮本統，佐藤仁，沢村鶴松，井口栄資，鳥飼直

親，高橋正雄等各教官から在学，在職当時を回顧願

って，種種お話を伺い，そのほか，多数の方々のご

協力をお願いした.

また，特に工学部松尾延治事務長，同遠藤敏雄二部

事務長による主として学内関係資料の収集が大きな

力となった.

後編における資料は，前記要覧等のほか，教授

会，評議会の議事録，学報，広報等で正確なことは

わかったが，これらには，とかく大学全体の記録の

みが多く ，昭和44年の大学紛争のため，大学新聞の

散逸等は大きな痛手であり，多くの現職教職員から



のご協力があったとはいえ，前編に比較して資料の されたので，資料収集の不足，編集の不手ぎわ等を

貧困に苦しんだ. まぬがれなかったばかりでなく，紙数の制約上数多

なお，これらの資料による個人の発言内容等には くの資料を割愛してしまったのはまことに残念であ

多少の誤りと思われる点もないことはなかったが， った.

あえて訂正せず原文のままとし，また，編集者の主 本書の発刊によって今後さらに資料の追加もあろ

観をきらって客観性を重んじたため，多少冗長とな うが，他日の完成を期したし、と思う.

っても全文を掲載したところが多い 5. 本文中の個人名についてはすべて敬称を省略

口絵，および随所に挿入されている写真は，各年 し， r漢字Jは，固有名調等を除き原則として当用
代各学年の卒業アルパムから複写したものが多い. 漢字を用い， rかなJは現代かなづかいによった.
4. 本企画が決まってから，資料の収集，執筆， ただし引用文については原文のままとした.

印刷までがわずかに2年半とし、う短時間のうちにな
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序章 日本における実業専門学校の歴史

(1) 明治時代

日本における実業専門学校の歴史は古い.すなわち明治36年3月27日勅令第62号をも って「実業

学校令」を改正し， r第 2条 実業学校ニシテ高等ノ教育ヲ為スモノヲ実業専門学校トス」とし
同年4月1日施行した.次の7校を施行の日より実業専門学校とした.

したがってそれ以前には正式には実業専門学校と称するものは存在しなかった.いずれも皆中

等程度の実業学校で「只例外的に更に高等実業学校の設置を認めたに過ぎない」懐柔教育切年史382頁)

札幌法学校盛岡高等農林学校東京高等商業学校神戸高等商業学校東京高等工業学校

大阪高等工業学校京都高等工芸学校 (以上7校)

次に明治時代の官立工業専門学校を一覧すると次の通、で，京都内等工芸学校，秋閏鉱山専門

学校を含めて8校に過ぎない.

〔東京!白i等工業学校〕 明治23f!:二東京職工学校を改めて東京工業学校とし，問34年 東京高等工

業学校と改称昭和4年東京工業大学となる

〔大阪高等工業学校〕明治29年5月創設問34年大阪高等工業学校と改称昭和4年大阪

工業大学となる

〔京都山i等工芸学校〕 明治32年創立

〔名古屋 I~Jj~~~;工業学校〕 明治38年設立

〔熊本市i等工業学校〕 明治30年第五山i等学校工学部として創設 問39年分離して熊本高等工業

学校となる

〔仙台市i等工業学校〕 明治39年仙台高等工業学校として創立 明治45年東北帝国大学工学専門

部となり 大正10年東北帝大を離れて1111台高等工業学校と旧名に改称

〔米沢i:':j等工業学校〕 明治42年設置 同年開校t

〔秋田鉱山専門学校〕 明治43年設置 44年開校

注く〉勅令第62号

実業学校令中左ノ通改正ス

第2条/2 実業学校ニシテ高等ノ教育ヲ為スモノヲ実業専門学校トス

第3条第 1項・・・..以下略

l 

明治36年3月261::1



附則

本令ハ明治36年4月1日ヨリ施行ス 以下略

く〉勅令第61号明治36年3月26日改正昭和3年8号昭和18年39号

専門学校令

第1条 高等ノ学術技芸ヲ教授スノレ学校ハ専門学校トス

専門学校ハ特別ノ規定アノレ場合ヲ除クノ外本令ノ規定ニ依ノレヘシ

第2条 北海道府県又ハ市ハ土地ノ情況ニ依リ必要アノレ場合ニ限リ専門学校ヲ設置スノレコトヲ得 但

シ沖縄県ハ此ノ限ニ在ラズ

第3条略

第4条略

第5条 専門学校ノ入学資格ハ中学校若ハ修業年限4箇年以上ノ高等女学校ヲ卒業シタノレ者又ハ之ト

同等ノ学力ヲ有スノレモノト検定セラレタノレ者以上ノ程度ニ於テ之ヲ定ムヘシ

但シ美術，音楽ニ関スノレ学術，技芸ヲ教授スノレ専門学校ニ就テハ文部大臣ハ別ニ其ノ入学資

絡ヲ定ムノレコトヲ得

前項ノ検定ニ関スル規程ハ文部大臣之ヲ定ム

第6条 専門学校ノ修業年限ハ3箇年以上トス

第7条 専門学校ニ於テハ予科，研究科及別科ヲ置クコトヲ得

第8条 官立専門学校ノ修業年限，学科，学科目及其ノ程度並予科，研究科及別科ニ関スノレ規程ハ文

部大臣之ヲ定ム…・・・以下略

第12条 第1条ニ該当セザノレ学校ハ専門学校ト称スノレコトヲ得ス

附則

第13条本令ハ明治36年4月1日ヨ L之ヲ施行ス
第14条 明治20年勅令第48号ハ之ヲ廃止ス

第15条以下省略

(2) 大正時代の高工教育の拡充

さきに述べたように明治時代の高等工業学校は秋田鉱山専門学校を入れて全国でわずか8校に

過ぎなかった. しかしながら， このような少数の高工では，世界の一流凶に伍(ご)しえないこ

とは明らかである.欧州大戦後このことが痛感され高専教育の大拡張が論ぜられた.

寺内内閣時代(大正5年~大正7年)に岡田良平文部大臣は，高等教育の拡大の大きな意図を

抱いていたが実現をみないうちに，内閣は原内閣(大正7年~大正10年)に変わり，中橋徳五郎

が文部大臣となった.この時 4，450万円の追加予算を第41議会に提出可決した.この計画は大正

8年度から大正13年度に至る 6カ年間に，総収容力を 2万人とし高等学校8校を25校に，高工8

校を18校に，高等農林5校を10校に，高等商業5校を12校に，外語l校を2校になど大々的に新

設するものであった(文部省実業教育50年史上これによって増設された高工は本校を含め次の通

りであった.

横浜高等工業学校

桐生高等工業学校 大正4年桐生高等染織学校として誕生，創立当初は色染科と紡織科であっ

たが，大正8年応用化学科を加えた

広島高等工業学校 大正9年1月創立創立当初の学科は機械工学科電気工学科 応用化学

，) 
H 



科醸造学科

金沢高等工業学校 大正9年11月創立 当初の学科は土木工学科機械工学科応用化学科

明治専門学校 明治42年4月私立明治専門学校として開校大正10年3月文部省に移管

鉱山工学科冶金工学科機械工学科応用化学科電気工学科

東京高等工芸学校 大正10年12月創立 当初の学科は工芸図案科金属工芸科精密機械科

木材工芸科印刷工芸科

神戸高等工業学校 大正10年12月設立当初の学科は建築科電気科機械科

浜松高等工業学校 大正9年設立当初の学科は機械学科電気学科応用化学科

徳島高等工業学校 大正11年10月設立当初の学科は機械工学科応用化学科土木工学科

長岡高等工業学校 大正12年12月設立当初の学科は電気工学科機械工学科応用化学科

褐井高等工業学校 大正12年12月設立当初の学科は建築科機械科繊維工業科

山梨高等工業学校 大正13年9月設立当初]の学科は機械工学科電気工学科土木工学科

3 



第1章 鈴木校長時代 (大正9年~昭和10年)

序 世界大戦と工業立国 横浜市の希望

横浜市にわが横浜高工が設立されたのは大正9什ーであるが，それまでには横浜市に官立の大学

はおろか 高等専門学校さえーっもなかった.

鵬翼第2号(後述)にも記してある通り「顧みれば慶応2年に野毛の修文館が始て建てられた

ことは，恐らく我が横浜市に於ける官立学校の起源であらう .爾来多くの学校が有志の人々に

よって創められたが，要するに英語専門の学校で，工業教育など思ひもよらぬことであった.然

るに文迎進歩，往|時の-t:魚、村が'I任者1Iを凌がんとする大都市とな り，商工業の発達に伴って多くの

中等諸学校が競って創設さるるに至ったが，高等専門の諸学校に至っては，未だーもその建設の

運びに至らなかった.是れ誠にわが横浜市の為に否日本の為め遺憾この上なき次第であった.J

このように横浜市に大正の始めに至るまで向等専門学・校が一校もなかったことは，諸学校の集

中している東京に近傍していたことが主たる原凶であったであろう.

大正3年世界大戦が突発し，日本は空前の経済的繁栄をみるに至った.大正3年 (1914)から

大正8年 (1919)にかけて農林，水産， 鉱工業の総生産高は価格で3倍以上に増加 した.とくに

工業生産は5倍以上となった 製鉄，造船，機械総具の生産は急速に上昇した.工業立国が識者

の聞で叫ばれ，わが横浜市も横浜港から発達した商業都市であったが，貿易のもとは工業である

として，工業の振興が市是として杓出されるに至った.

ちょうどこの頃，すなわち大正5年頃であるが広島市に高等工業学校が新設されるといううわ

さが横浜市の有力者である井上準之助， 佐藤善作，けl付房次郎らの耳にはいった.中村房次郎は

ミÿ l~1 内閣の文相高田早苗を訪問し ， 横浜市に高工を設けることを陳情した 文部省では横浜に専

門学校を設置するなら，高工よりもむしろ高商を可とするという空気が強かった.しかし，さき

にも述べたように，横浜としては工業立市を市是としていたので，高工招致を力説した. 一方

県，市では有志、と相はかつて，土地および創立費を政府に寄付することにより，これが実現を期

することとなり ，着々とその工作を進めた.以上が木校が設立されるまでの一般情勢である.



第1章 第1節 設立

1. 設立に至るまで

大正5年12月22日，有吉神奈川県知事から岡田文部大臣にあてて，横浜市に高等工業学校を設

置されたいと申請，同時に創立費として大正6年度から大正10年度まで5カ年継続して計75万円，

および敷地2万余坪を寄付する旨を菓申(りんしん)した.

そして同月28日，前記創立費，および敷地寄付の件は採納された.敷地は横浜市大岡町字中

町，久能下にまたがり 2万1071坪(約69，534. 5 m2)が選定された.なおこの内訳は横浜市が創

立費45万円，神奈川県が敷地全部と創立費30万円であった.

この間の事情については大正5年12月14日に聞かれた神奈川県会における有吉知事の説明が訂ち

しいので次に記しておく.

0県第28号議案
自大正6年度
至同 10年度神奈川県教育寄附金継続年期及支出方法...."...…・・・………・・ー・…-………・可決

1金30万円 教育寄附金

内訳

金6万円 大正6年度支出額

金6万円 大正7年度支出額

金6万円 大正8年度支出額

金6万円 大正9年度支出額

金6万円 大正10年度支出額

右高等工業学校建築設備費寄附金トシテ支出スルモノトス

0県第29号議案
不動産処分ノ件....... …・ ・ー・ υ ・・・ ••• ・・・ー・・・…・ー・…・ ・・…・………・・……可決

左ノ土地ヲ県下ニ高等工業学校設置ノ為該敷地トシテ国ニ寄附スノレモノトス 但シ政府ノ都合ニ依リ

敷地トシテ適当ナラスト認メラレタノレトキハ之ヲ売却シ該売却代金ヲ以テ更ニ適当ノ土地ヲ買入レノ上

寄附スノレモノトス

横浜市南太田町字西中耕地 1778番地ノ 1

l 原野段別1町6反7畝歩

同所1778番ノ11

1 原野段別7段 1畝20歩

同所字震耕地1868番ノ 1

1 原野段別1町4反3畝9歩

合計段}]IJ 3町8段1畝29歩

此価格金13万7508円

以上の県第27号同第28号同第29号議案は，高等工業学校設置に関係ある議案である.
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0提案理由知事説明

主主ニ提案ヲ致シマシタ大正6年度追加予算並ニ是ニ伴フ諸案ノ大体ノ説明ヲ致シタイト恩ヒマス.日雀今

我国ノ工業界ノ状況ハ未曾有ノ活気ヲ呈シテ居リマス.誠ニ御同慶ニ存ズノレ処デアリマス.而カモ海外

諸国ニ於ケノレ批評ヲ閲キマスノレト云フト，我製品ガ組製濫造デアノレト云フ処カラ，将来此戦後ニ於テ我

国生産品ノ信用ヲ持続スノレト云フコトニ就テ大ニ危倶ノ念ヲ懐カシムノレコトガアリマスノレコトハ誠ニ憂

慮ニ堪へヌ処デアリマス.是モ原因ニ就テハ色々ゴザイマセウト恩ヒマスガ，併シ其中デ斯様ニナリマ

シタノレ大ナノレ理由ト申シマスノハ，注文ガ非常ニ多イニ拘ラズ，我生産力ガ是ニ伴ハヌト云フコトガ大

ナル理由デアノレマイカト思ハレノレノデアリマス.生産力ヲ塙加スノレト云フニ就テハ，素ヨリ資本モ要リ

マス・ン，原料モ要リマスガ，而カモ此生産力ヲ進メノレニ就テ今日工業界ガ最モ苦痛ヲ感ジテ居リマス処

ハ，之ニ当ノレ処ノ人物デアリマス.殊ニ其中デモ技術者デアノレト云フコトハ明白ナノレ事柄テ.アリマス.

政府ニ於キマシテハ此点ニ鑑ミノレ処カ'アリマシテ，大ニ実業教育ノ進行ニカヲ致サレノレ趣意デアリマ

ス.ソレデ是ニ就テハ色々計画lサレテ居ノレ処モ多々アノレヤウデアリマスガ，而カモ御承知ノ通リニ政府

ノ財政モ色々ノ事業ノ為ニ頗ノレ急迫ヲ告ゲテ居ノレ次第テ・アリマスカラ，必要ハ認メテ居ノレガ，直チニ之

ヲ実行スルト云フ処ニモ至リ兼ネテ厨ルヤウナ次第デアリマス.併シ此実業教育，殊ニ工業ノ高等ノ技

術ニ当ル人物ヲ養成スノレト云フコトハ今日ノ時勢ニ於テ最モ急務トスル処テーアリマスノレ処カラ，何トカ

致シテ之ヲ実行スノレ方法ヲ講ジタイト云フノデ，主主エ政府一一 ト即チ閤地方トガ共ニカヲ数セテ此今日

ノ刻下ノ急務ニ当ノレヤウニシヤウヂヤナイカト云フ処カラ，政府ハ是ヨリ年々必要トシマスノレ処ノ経常

'1'1ヲ支弁イタシマスノレガ，之ヲ建設スノレ最初ノ費用ハ之ヲ地方ノ供給ニ待ツコトカ'出来ノレト，此計画ヲ

直チニ実行スノレコトカ'出来ノレト云フ処カラ段々ト評議ヲ重ネマシテ政府ニ於テモ地方ニソレダケノ決心

ガアレパ経常費ヲ負担スルト云フ意味デ予算ヲ組ム， ドウ云フ状態デアルカト云フ相談ヲ受ケマシタ.

然ルニ是ハ重大ナル問題テ.アリマスノレガ故ニ，参事会員諸君ハ索ヨリ，本会ノ議長，副議長，市部会ノ

議長，副議長，郡部会ノ議長，冨1]議長，此県会ノ役員諸君ニ非公式ナガラ御集リヲ願ヒマシテ内相談ヲ

致シマシタ処，サウ云フ趣旨デアノレナラパ，素ヨリ今日ノ国家ノ急務ニ応ズノレ事柄テ'アノレノミナラズ，

又此地方トシテハ地方ノ工業招致ト云フ上ニ於テモ多大ノ使宜ヲ得ノレコトデアノレシ，又都市ニ於ケノレ工

業者ニ対シテ或ハ研究上ノ便宜ヲ与へ，或ハ技術者ヲ招鴨スノレニ就テノ便宜ヲ与へ，其他此地方ヲ発展

向上セシムル上ニ於テ高等工業ノ出来ルト云フコトハ，単リ今日 ノ国家ノ急用ニ応ズルパカリデナク，

地方ヲ発展セシムノレ上ニ於テ多大ノ効果ガアノレコトデアノレ故ニ，是ハ宜シク政府ノ希望スノレ処ヲ容レテ

地方ト政府ト共同シテ此事業ヲ遂行スノレコトガ得策デアノレト云フ意味ヲ以テ同意ヲ表サレマシタ.其結

果ニ基キマシテ更ユ是ノ、県パカリノカデモ実ハ多額ノ費用ヲ要、ンマスノレノデ，負担ニ就テ心配ヲ致シマ

シテ，所在ノ地トナノレベキ横浜市ニ対シテモ其幾部ヲ負担セシムノレコトガ適当ト存ジマ、ンテ，更ニ之ヲ

市ニ諮リマシタ.市長ハ又ソレゾレノ方面ニ対シテ内交渉ヲ遂ゲマシタ処ガ，市ニ於テモ素ヨリ是ニ就

テハ異論ノアル筈モアリマセズ，大ニ賛成ノ意ヲ表スルコトニ相成リマシタ.其金額ノ大要ヲ申シマス

ノレト，敷地ハ素ヨリ全部， ソレカラ建築費ガ50万円，其建築ノ中ニ探械類ノ設備ヲ致シマスノレ設備費，

初度調弁費ガ25万円， ソレデ金ト致シマシテ要スノレ処カ(75万円，ソレニ敷地ヲ加へテ提供ヲスルト云フ

コトニシテ貰ヒタイト云フ希望デゴザイマス.ソコデ此大体ノ趣旨ニ於テソレガ適当ナリト云フ相談ガ

纏リマシタカラ，更ニ此市ト県トノ負担区分ニ就キマシテ，市ハ其中ノ45万円ヲ提供スル.県ハ丁度県

有財産トシテ所有シテ居リマスノレ久保山ノ土地ガ，是ハ以前ニ売却スルコトニナツテ居リマシタノガ，

其催予定価格ガ高イガ為ニ売レズニ残ツテ居リマシタ.此土地ラ提供ヲ致スコトユ致シマシテ，此価格

ガ13万余円ト確カ記憶シテ居リマスノレガ，坪平均12門デアリマス.此土地ト其他ニ要スノレ処ノ費用30万

円，合セテ43万円ト云フモノヲ県ガ負担ヲスノレ，斯ウ云フ事ニ相談ヲ進メマシテ是デ略々内協議ガ調ヒ

マシタ.ソコデ其旨ヲ政府ニ返答致シマシタ.政府ハ此結果ニ基キマシテ来年度ノ予算ニ此建築費ヲ提

案サレルコトニ定マリマシタ.ソレニ就キマシテ是ニ関係イタシマスル議決ヲ求メテ県ノ意思ヲ決定致

ス必要ガゴザイマスルカ'故ニ，是ニ関スル議案ヲ提案ヲ致シマシタ次第デアリマス.ソコデ唯今県ガ持

ツテ居リマスノレ其敷地ヲ政府ニ提供イタシマシテ政府ガ其敷地デ可ナリト認メマシタ時ニハ至極簡単ニ

事ガ運ピマスノレガ， ソレガ不適当ナリト認メラレタ時分ニハソレニ代ノレモノヲ提供スノレ必要カ'ゴザイマ
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そのころの鈴木校長 問国文部大臣〈悶和2年コ

ス.其場合ニハ唯今ノ敷地ヲ売却致シマシテ其売却代金ヲ以テ敷地ヲ購入、ノテ是ニ充テル考デアリマ

ス.是等ニ対シマシテ願ハクハ本会ニ於キマシテモ相当便宜ナル方法ヲ購ゼラレルヤウニセラレムコト

ヲ深ク希望イタシマス.大体此案ニ伴ヒマス経過並ニ趣旨ハ以上申述ベルヤウナ次第デアリマス

つづいて大正6年10月9日東京高等工業学校長阪田貞一他4名が木校創立委員に委嘱された.

こうして設立の準備が着々と進められた.大正6年度より敷地の埋立て整理に着手し，同7年

度より建築にとりかかった.しかしそのころから物価が異常に騰貴し，その影響をうけ工事は予

定通りには進捗(しんちょく)しなかった.

2. 横浜高等工業学校設置鈴木達治 初代校長に任命

大正9年1月19日，勅令第15号をもって文部省直轄学校官制を改正し，木校の設置が公布され

た.そして同日付けで，東京高等工業学校教授鈴木達治が，木校初代校長に任命された.

鈴木達治が本校校長に任命された時は齢50歳で，人間としても最も円熟した時で、あり，後にい

わゆる名教自然で知られる新しい教育方針を胸にいだいて，勇躍赴任してきたのであった.鈴木

校長は最初に校長任命の内意を受けた時のことを次のように述べている.

「私は初めて文部省に呼び出され，松浦局長から口頭で，お前を今般新設される横浜高等工業

学校々長に任命するとの旨申し渡され，同時に学校は万事校長に任すのであるから，よろしく頼

むと付言された.学校の経営は勿論文部省の軟骨下にあるが，万事常校長に任すの一言は私には

有難かった.J (名教自然碑の由来と教育私見の断片より)

鈴木校長の専攻は化学であった.しかし校長として赴任するや深く期するととろがあり，多年

にわたり化学の講義のために編集した数10所のノートを庭前に持ち出し，ことごとく焼き棄て，

化学，物理，数学の書物，雑誌類は学校図書館に寄付し，背水の陣をしいて，学校経営に専念す

ることを心に誓った.

3. 鈴木校長の略歴

明治4年9月11日愛媛県字摩郡松柏村 525(今日の伊予三島市)鈴木礼作の長男として生れる.

小学校卒業後，15歳で笈(きゅう)を負い，京都同志社予備校に学ぶ.明治19年9月同志社本科 1年

に編入される.同校4年修了で，同志社系のハリス理科学校に入学.化学を専攻し，3年の課程

を修め卒業した.同志社におい.ては校長新烏裏，教頭浮田和民の感化を受けること大であった.
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第3代

東京高等工業学校長

阪国貞一

明治27年7月前記の理科学校卒業後，熊本の私立英学校に赴任したが間もなく常任し，熊本第

第2代

東京高等工業学校長

手島精一

間もなく化学教賓の助手となる.その問高等学しばらく英語を講じ，五高等学校の嘱託となり，

明治29年東京帝国大学化学科に入学， 32年同校卒，直ちに仙台第二百校卒業の資格試験をとり ，

明治37年広島高等師範学校教授に転ずる.広島高師在職3年等学校講師となる.後教授となり，

で蔵前の東京高等工業学校教授に任ぜられ，直ちに欧州留学を命ぜられる.欧州では主としてド

イツのハノパーの高等工業学校に籍を置き勉学2年10カ月，アメリカ経由で帰朝，横浜高工校長

蔵前に職を奉じ.この間わが国工業教育の父といわれた同校校長手島精ーのに任ぜられるまで，

指導影響を受けること大なるものがあった.本校校長就任は手島校長の推貌(すいばん)による

という.

のち煙洲と改めた.けだし煙草を好むことはなはだしかったに先生ははじめ天羊と号したが，

よるという .

新進気鋭の教授陣4. 

大正9年1月19日，文部省直轄諸学校職員定員令によると本校の職員の定員は校長 1，教授

5，助教授1，書記3であった.ついて、同年4月17日職員の定員が教授5を8，助教授lを3，

同年同月31日助教授3を4に改められた.さらに10年4月26日に教授8を13に，書記3を4に，

助教授4を6に， 書記5を6に

鈴木校長は校長に任命されるや直ちに各科の教授陣を選考，着々諸般の準備を進め，新進気鋭

の少壮有能教授，助教授，講師を充当することができた.次に着任順に記す.

| 本校職名 | 氏 名 | 

書記4を5に，11年4月29日に教授13を20に，助教授6を10に，

改められた.

考(前任校その他〕

東京高工教授

東京高工助教授

文学士

九大助教授，パチエラー ・オプ ・サイエンス

公立中学校教論理学土

広島高師教授理学士

秋田鉱専教授工学士

理学土

東京高工助教授

備

鈴木達治

堀江不器雄

岩橋遵成

遠藤政直

安 川 数太郎

長俊

伊藤万太郎

平野利貞

石 垣松 三

飯塚正市
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理学士

文部属，マスター・ オプ・アーツ

理学士

理学士

理学土

東京高師訓導

理学士

桐生高工助教授

東京高工教授

工学士

理学士

理学士

池内 本

水野常吉

富 山 保

草間時務

渋谷武松

浅井郁太郎

小林 !↑Ii 

佐々木等

柏木一三

藤 川 由太郎

河合 匡
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書記として庶務課主任小林長之助， 会計課主任大山春翠，中谷章一，図書課調慈心が任命された.

なおこのうち助教授石垣松三 (9年12月21日)講師平野利貞 (10年1月31日〉講師佐々木等(//)は

( )内の年月日を以ってそれぞれ依願免本官または解嘱された.

また創立時の教職員一覧は資料「教職員名簿Jを参照されたい.

11 

〔開校時の在外研究員J(留学教官)

研究題目

教授 遠藤政直 大正7年11月 9年1月 欧，米 水力及水車

11 柏木 大正7年 9年10月 イム 合成化学

11 藤村利常 年月日不AfJ 11年2月 瑞典 合金類

/1 河合 匡 大正10年11月 12年月不明 英，仏 材料強弱

長 俊 大正11年3月 12年月// 英 化学工業

助教授 堀江不器雄 大正11年3月 12年月 H 蘭印 化学原材料

所場至自名氏

なおひきつづき大正年代には教授横山盛彰，教授池内本，講師伊藤直，教授安川数太郎，教授津団幹

夫らがそれぞれ欧米各地に留学した.

事務取扱について5. 

大体 1年ごとに順次交代する事鈴木校長は各学科に恒久的な学科長を置くことを不可として，

この制度は長く持続された.務取扱の名称で，各科の科長事務を司る者を任命することとした.

設立時のこと

(1 )設立時の思い出 書記 小林長之助(商工時報 l附，5年10月25日)

当校設置の官制が発布になりましたのは大正9 とが事務員として任命されたのであります.

年 1月19日で，同日に現校長(鈴木達治)が就任 私はこれよりさき， 当学校創立事務嘱託とし

せられ，その月の28日に大山氏(大山春翠〉と私 て，文部省実業学務局に勤務し，すでに当学校設

9 
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立の事務に関係しておりましたが，当校職員とし

て正式に勤務したのは任命当日からでありまし

た.

いよいよ官制が出ましたので，文部省の室を借り

受けて，横浜高等工業学校創立事務所の看板を掲

げ，同時に設置された広島高工創立事務所と同居

姻江教授

して事務を開始したのでありますが，当時は職員

としては校長と私どもの3人の所帯でありまし

た. 2月中はこの事務所で規則の草案，学生募集

等の仕事をして. 3月1日から本校内に事務所を

移し，同時に各職員が就任して入学試験から授業

開始の準備をしたのであります.

(2) 創立時の思い出 教授堀江不器雄 (商工時報昭和5年10月25円)

鈴木校長もお若く非常にお元気だった.談論甚 に，研究に，校友会的活動に精進した.町では横

だ放胆で昼食後の食堂は賑やかだった.根岸のお 浜に初めてできた専門学校で最高学府の学生たる

宅から山越しに徒歩出動せられることも多かっ 誇りと名誉，羨望に甚だ多幸祝福すべき生活であ

た.各科の大教授達も30台の青年で学生の年齢と った.その後震災の大試練を受けた学生諸君は，

の開きが少なく，加うるに創業の気鋭が学園に充 学校職員の復興精神と協調し.盛んなる精神生活

満し実に液刺たるものがあった.学生は各自学園 時代が再現し，幾多の業績を残している.

学風創立の責任感が強く字義通り自由啓発，正課

7. 横浜高等工業学校規則

大正 9年 1月23日 本校の規則が制定された.これは本校の原始規則でああので，煩(はん)を

いとわず次に記載する.

1.横浜高等工業学校規則

第 1章総則

第 1条 本校ハ実業学校及専門学校令ニ拠リ工業ニ従事スヘキ者ニ高等ノ学術技芸ヲ教授スノレヲ以テ目

的トス

第2条 本校ノ学科ハ機械工学科応用化学科電気化学科トス

第3条本校各学科ノ修業年限ハ3箇年トス

第4条 本校ニ研究生及選科生ヲ置クコトアノレヘシ

研究生及選科生ニ関シテハ別ニ規定アノレ場合ヲ除ク外本科生ニ関スノレ規定ヲ準用ス

第2章学科課程

第5条 各学科ノ学科目及其ノ:程度ハ左ノ如γ但シ必要ノ場合ニ於テハ定時間外又ハ休業期間ユ於テ臨

時講演ヲ聴カシメ又ハ実習ヲ諜スルコトアルヘシ
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機械工学科

誌とと
第1学年毎週教授時数 第2学年毎週教授時数 第3学年毎週教授時数

第1学期|第2学期防3学期第1学期|第2学期|第3学期第1学期|第2学期|第3学期

修 身 1 1 l 1 1 1 1 1 l 

体 操 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

英 至ロ五ロ 5 5 5 4 4 4 

数 Aザ比ー 6 6 6 4 4 4 

物 理 寸品ゐーι 4 4 4 

機 構 a寸品a一. 1 1 2 

員寸応材ιー料強用弱学及力機械学力
2 2 2 

2 2 3 

水 力 守品一 2 2 

水 力 機 2 2 2 2 

者弘 カ 品寸ιー 1 1 2 

蒸 気 機 関 2 2 2 3 2 

内 燃 機 関 2 2 

空 気 機 械 1 1 

電 気 工 学 2 2 2 2 2 

物 理 実 験 3 3 3 

聖子主議壁 3 

11 10 8 9 11 9 10 13 18 

製作法 2 2 2 2 2 2 

工 場 実 習 6 6 6 3 3 3 3 

実験工学講義 2 

機械工学実習 3 6 6 

逮 搬 機 械 2 2 

鉄鋼及合金 2 2 

汽 関 事 1 1 

紡 績 1 1 1 

経 済 原 論 2 2 2 

工場経営法 2 2 2 

k-
日 計 型 39 

応用化学科

二三工lニ;;72Z4第出21L|第百;73Z期

4 

3 
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機 械 ，ヲ抽4ー」 2 2 2 3 3 3 

電 気 工 A寸凶ー 2 2 2 

機 械 製 図 5 5 5 

化 学 実 習 17 15 17 13 13 13 17 17 17 

事!f， 済 原 論 2 2 2 

工場経 営法 2 2 2 

納脂工業 2油脂工業 2油脂工業 2油脂工業 2顔料塗料 2顔料塗料 2

被及アル 3際及71レ3工薬業品化類学 d 。化学肥料 4
学干合合成工成工化業化朱 唾2 a 澱学踏合粉工成工業業化，砂 。ゐ。'"製造化学特論

カリ工業 カリ工業

学合成工化業 2 

磁醇化学 2

A 
tコ LI

 
--ロ

39l 39 

電気化学科

孟ごとi船学年一数 第2学年毎週教授時数 第3学年毎週教授時数

第1学期|第2学期防3学期第 1学期|第2学期|第3学期第1学期|第2学期|第3学期

修 身 1 1 1 1 1 1 1 

体 操 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

英 至ロロE 5 5 5 4 4 41 2 2 2 

数 守出一
. 
4 4 4 

物 理 ~ 血ら 4 4 4 

無 機 化 《す叫ー 6 3 3 

有 機 化 片寸品ゐー 3 3 4 

物 理 イヒ Aす~ 4 4 

鉱 物 Aす叫日 2 

電 気 磁 気 2 2 2 

製造 化 学通論 3 3 3 

機 械 A寸Uιー 2 2 2 3 3 3 

電 気 工 A寸a白. 2 2 2 

機 械 製 図 5 5 5 

化学及電気化学実習 15 13 15 15 15 15 19 19 19 

経 済 原 三IDi間h 2 2 2 

工場経営法 2 2 2 

電気製造化学特論{

電解工業 3電解工業 3電解工業 3電炉工業 3電炉工業 3電炉工業 3

m鍍m鋳 3宿泊工業 3電灯 3 

メh
口 計 39

1 
39
1 

39 

第3章学年，学期及休業日

第6条 学年ハ 4月1日ニ始リ翌年3月31日ニ終ノレ

第7条 学年ヲ分チテ 3学期トス其ノ期間左ノ 如シ

第 1学期 4月1日ヨリ 8月31日ニ至ル

第2学期 9月1日ヨリ 12月31日ニ歪ル

第3学期 1月1日ヨリ 3月31日ニ歪ノレ

第8条休業日ハ左ノ如、/

1 祝日，祭日

1 日限日

1 本校記念日

12 



1 春季休業 4月1日ヨリ 4月7日ニ至ノレ

1 夏季休業 7月11日ヨリ 9月10日ニ至ノレ

1 冬季休業 12月25日ヨリ翌年1月7日ニ至ノレ

第4重量 入学，在学，退学及処罰

第9条生徒ヲ入学セシムヘキ時期ハ学年ノ始メ 1箇月以内トス

第10条 各学科第1学年ニ入学ヲ許スヘキ者ハ品行方正，志望輩固ニシテ左ノ各号ノ 1ニ該当シ且入学

検定及身体検査ニ合格シタノレ者タルヘシ

1 中学校ヲ卒業・ンタノレ者

2 専門学校入学者検定規程ニ拠ノレ試験検定ニ合格シタノレ者

3 一般専門学校ノ入学ニ関シ専門学校入学者検定規程第8条第 1号ノ指定ヲ受ケタノレ者

4 工業学校ヲ卒業シタル者

第11条 中学校又ハ工業学校在学者ニシテ当該学校長ヨリ該学年3月末日迄ニ卒業スヘキ見込アリト認

定セラレタノレ者ハ其ノ証明ヲ以テ入学ヲ願出ツノレコトヲ得

前項入学志願者ハ其/学校ヲ卒業シタノレトキ直ニ卒業成績証明容ヲ提出スヘシ但シ卒業試験ニ落第シ

タノレ者ニハ入学ヲ許サス

第12条 試験検定ハ左ノ学科目中3学科目以上ニ就キ中学校卒業ノ程度ニ依リ本校ニ於テ之ヲ行フ

l 国語 1 英語 l 数学

l 物理 1 化学 1 図画

~13条 入学志願者ハ第2条ニ掲ケタノレ学科中ニ就キ志望学科ヲ指定スヘシ但シ志望学科2箇以上ヲ指

定スノレ場合ニハ志望/順序ヲ明ニスヘシ

第14条 入学ヲ出願スノレ者ハ左ノ書類ニ入学検定手数料及写真(入学志願前6箇月以内ニ撮影シタノレ脱

帽半身手札形)ヲ添へ学校長ニ差出スヘシ

1 入学願書

2 戸籍謄本

第15条 入学ノ許可ヲ得タノレ者ハ其ノ許可ノ日ヨリ20日以内ニ尊属親又ハ監督者ノ連署シタノレ誓書(第

2号書式)ヲ学校長ニ差出スヘシ

第16条生徒ハ本校所定ノ1llfJ服制帽ヲ着用スヘシ

第17条 生徒疾病其ノ 他巳ムヲ得サノレ事由ニ依リ欠席セントスノレトキハ其ノ事由ヲ詳記シテ速ニ届出ツ

ヘシ但シ病気ノ為メ欠席7日以上ニ亘ノレ者ハ医師ノ診断書ヲ添付スルヲ要ス

第四条 生徒徴兵令第13条ニ依リ 1年志願兵ニ服役セント欲スノレ者ハ学校長ノ許可ヲ得テ其ノ間休学ス

ノレコトヲ得

第四条 生徒疾病ニ依り引統キ3箇月以上修学シ能ハスト思料スノレトキハ医師ノ診断書ヲ添へ尊属親又

ハ監督者連署ヲ以テ願書ヲ差出シ許可ヲ得テ其ノ学年間休学スノレコトヲ得

前項ニ依リ休学ヲ許可セラレタノレ者ハ次学年ノ始メヨリ更ニ原級ノ課程ヲ修ムヘシ

第20条生徒改姓，改名，改印，転籍若ハ転居ヲ為シタノレトキハ其ノ旨直ニ届出ツヘシ但、/改姓，改

名，転籍ノ場合ニハ戸籍抄本ヲ添付スノレヲ要ス

第21条 生徒ハ学校長ノ許可ヲ受クノレニアラサレハ他ノ学校等ニ入リ又ハ各種ノ試験ニ応スノレコトヲ得

ス

第22条 生徒己ムヲ得サノレ事由ニ依リ退学セントスノレトキハ其ノ事由ヲ具シ噂属親又ハ監督者連署ノ上

学校長ニ願出テ許可ヲ受クヘシ但シ疾病ニ依リ退学セントスノレ場合ニ於テハ医師ノ診断書ヲ添付スノレ

ヲ要ス

第23条 左ノ各号ノーニ該当スノレ者ハ其ノ学籍ヲ除ク

1 成業ノ見込ナシト認メタル者

2 課業ニ怠慢ナリト認メタノレ者

3 正当ノ理由ナクシテ引統キ30臼以上欠席シタノレ者
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4 授業料納付ノ催告ヲ受クノレモ尚之ヲ納付セサノレ者

第24条 生徒ニシテ校規命令又ハヨ11育ノ趣旨ニ違背シ其ノ本分ヲ失へリト認ムヘキ行為アノレ者ハ学校長

之ヲ処罰スノレコトアノレヘシ

第5章修業及卒業

第25条 各学年ノ諜程修了ハ該学年中平素ノ勤惰及学業ノ成績等ヲ考査シテ之ヲ定ム

第26条 第3学年ノ課程ヲ修了シ成績考査ニ合格シタノレ者ニハ卒業証書ヲ授与ス

第27条 第3学年ノ成績考査ノ結果卒業証書ヲ授与セサノレ者ニハ詮議/上修業証書ヲ授与スノレコトアノレ

ヘシ

第28条 成績考査ニ関スル細則ハ~Ij ニ之ヲ定ム

第6章 入学検定手数料，授業料，実習実験資

第29条 入学検定手数料ハ金3円トス

第30条 授業料ハ 1学年本科生及研究生ハ金35円選科生ハ金30円トス

第31条 授業料ハ 1箇年ヲ左ノ 3期ニ分チ毎期ノ始メニ於テ之ヲ徴収ス

本科及研究生 選科生

第 l期(自 4月至8月)

第2期 (自 9月 至12月)

金12円

金12円

金10円

金10円

第3期(自 1月 至3月〉 金11円 金10円

第32条 研究生選科生ニハ実習実験ニ要スノレ貸用ノ全部若ハ 1部ヲ負担セシムノレコトアノレへシ

第33条 入学検定手数料，授業料及実習実験費ハ一旦納付ノ後ハ何等ノ事由アノレモ之ヲ返付セス

第34条 休学ノ許可ヲ得タル者ハ其ノ期間内授業料ヲ徴収セス

第35条 授業料ハ定日ニ之ヲ納付スへシ但シ定日以後ニ入学ヲ許可セラレタルトキ又ハ休学中ノ者其ノ

事由止 ミ出席シタノレトキハ其ノ日ヨリ 5日以内ニ之ヲ納付スヘシ

第36条 授業料ヲ定日ニ納付セサノレトキハ第23条ニ依リ処分ス

第7章研究生

第37条 本校又ハ他ノ実業専門学校卒業者ニシテ既修ノ学科ニ就キ更ニ研究セント欲スル者アルトキハ

詮議ノ上研究生トシテ2箇年以内在学ヲ許可スノレコトアルヘシ

第38条 研究生タラント欲スノレ者ハ其ノ研究セント欲スノレ事項及在学ノ期間ヲ具シタノレ願書ヲ学校長ニ

差出スヘシ

第39条 研究生ハ本校内ニ於テ研究ニ従事スノレモノトス但シ必要ノ場合ニ於テハ或ノレ期間ヲ限リ指導教

官指揮ノ下ι学校以外ユ於テ研究スルコトヲ許可スノレコトアルヘシ

第40条 研究生ハ其ノ研究事項ヲ了リタルトキハ研究報告書ヲ学校長ニ差出スヘシ

第41条 学校長ハ研究報告書ヲ考査シ其ノ成績佳良ナリト認メタノレトキハ証明書ヲ授与ス

第 8章選科生

第42条 本校所定ノ各学科ノ中， 1学科目若ハ数学科目ヲ選択専修センコトヲ願出ツノレ者アノレトキハ詮

議の上選科生トシテ入学ヲ許可スノレコトアノレヘシ

第43条 選科生トシテ入学ヲ許可スヘキ者ハ品行方正，志望奪回，年齢17年以上ノ者ニシテ左ノ各号ノ

1ニ該当シ且入学検定及身体検査ニ合格、ノタノレ者タルヘシ

1 3箇年以上引続キ志望学科目コ関スノレ工業ニ従事シタノレ者

2 工業学校ヲ卒業シタノレ者

第44条 選科生/入学検定ハ所選ノ学科目ヲ学修スノレニ必要ナノレ学科目ニ就キ試験検定ヲ行フ

第45条 選科生ノ入学時期ハ毎学年ノ始メ 1箇月以内トス但シ特別ノ場合ニハ学年ノ半途ニ於テ入学ヲ

許可スルコトアルヘシ

第46条選科生ノ在学期間ハ 3箇年以内 トス

第47条 選科生ニシテ成績考査ニ合格シタノレ者ニハ所選/学科目履修ノ証書ヲ授与ス

第48条 選科生ハ制服制帽ヲ着用セサノレコトヲ得
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外国人入学規程

第 1条 外国人ニシテ本校各科課程ノ教授ヲ受ケント欲シ外務省在外公館又ハ本邦所在ノ 外国公館 (領

事館，公使館，大使館〉ノ紹介書ヲ添へ入学ヲ願出ツノレ者アノレトキハ詮議ノ上入学ヲ許可スノレコトア

ノレヘシ

第2条 外国人ニ対シテハ総テ本校規則ヲ準用ス

第 1号書式

入 学

第 1志望

志望 指第定セサノレ者ハ
第 2志望

学科 1室望ノ外記
入ヲセス

第 3志望

願 書

私儀御校へ入学前記学科修業仕度候間御試験相成度検定料金3円相添へ此段相願候也

現 在 所

本籍及族称

家 業 氏名(右側一仮名)
ヲ附スヘシ

日 附 大正年 月 日 出生年月日 明治年 月日生

横浜高等工業学校長鈴木達治殿

歴
A寸~ー」 業

Eノ己、 役

職 業

履
賞 罰

主主一三竺 |総点 |平均 |総員 |席次

点7孟4与 第 学年

業 第 学年 I . I 
成 最終学年

綴

備 考

右者大正 年 月 当校卒業予定 )ノ者ナリ依テ之ヲ証ス

専門学校入学者検定規程ニ拠ノレ試験検定ニ合格

大正年 月 日 学校長

備 考

1.卒業者ニ対シテハ本文中 「予定及専門学校以下ノ21字ヲ」卒業予定ノ者ニ対シテハ 「専門学校以下

ノ21字ヲJ塗抹シ又検定合格者ニ対シテハ「卒業予定jノ4字ヲ塗抹シテ其下ニ「ニ於テjノ3字
ヲ記入セラ レタシ

2.学業成績ハ入学志願者ノ出身学校長ニ於テ証明セラノレヘキモノ トス

3.卒業見込ヲ 以テ出願スノレ者ニ対シテハ最終学年欄ニ該学年第2学期ノ成績ヲ記入シ其次ノ欄ニ第 1

学期成績ヲ記入セラルヘキモノトス

4.専門学校入学者検定規程ニ拠ノレ試験検定合格者ニ対シテハ検定ヲ行ハレタル学校長ニ於テ証明セラ

ノレヘキモノトシ其成績ハ最終学年ノ次ノ欄ニ記入セラノレヘキモノトス
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第2号書式

収
紙
付
印

銭
印
3
入
貼
印

誓書

私儀今般御校へ入学許可相成候ニ付テハ校規命令及訓育ノ御趣旨ヲ遵守シ専心学業ニ勉励

可致候{J)テ誓書如此候也

道，府， 県，何国，市，郡，区，町，村大字何番地

道，府， 県，筆，士族，平民，戸主或ハ何某何男又ハ弟等

何 某囲

何年何月何日生

右何某在学中御規則等堅ク相守ラセ候事ハ勿論退学後タリトモ同人在学中ニ係ノレ一切ノ事

件ハ拙者ニ於テ引受可申候此段保証仕候也

現住所道，府， 県，何国，市，郡，区，町， 村大字何番地

道，府， 県，華，士族，平民，何業

尊属親又ハ監督者 氏 名囲

何年何月何日生

横浜高等工業学校長何某殿

学年暦

4月1日 第1学期始，春季休業始 10月17日 神嘗祭

4月3日 神武天皇祭 10月31日 天長節祝日

4月7日 春季休業終 11月23日 新嘗祭

4月8日 授業開始 12月25日 冬季休業始

7月11日 夏季休業始 12月31日 第2学期終

7月30日 明治天皇祭 1月1日 四方拝，第3学期始

8月31日 天長節，第1学期終 1月7日 冬季休業終

9月1日 第2学期始 1月8日 授業開始

9月10日 夏季休業終 2月11日 紀元節

9月.1日 授業開始 春分日 春季皇霊祭

秋分日 秋季皇霊祭 3月31日 第3学Wl終

8. 電気化学科について

設立H寺における本校の学科は，さきに述べたように機械工学科，応用化学科，電気化学科の 3

科であったが，このうち電気化学科は当時としては他校より注目された学科で、あった.この学科

を本校3科の中に加えたことは，鈴木校長の日本化学工業に対するなみなみならぬ意欲的な現わ

れともいえる.これは次の富山二代校長の話にもあるように，鈴木校長の恩師であり本校創立委

員長でもあった東京高等工業学校長手島粕ーの意向を受けついだものであろう.

そもそもわが国の工業学校に電気化学科の名が見えるのは東京高等工業学校で明治29年のこと

である.同校60年史 (337ページ)に次の通り記されている.

電気化学科沿革

1. 明治29年5月当校規則の改正によって，化学工芸部・機械工芸部の名称を廃し，同時に電気工業
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科を電気工科と改め，その下に本科は「電気化学分科Jなる名称にて設置せられ，同年9月より授業を

開始した.

1. 明治31年6月電気工科を電気科と改称せられた.

1. 明治44年8月規則を改正し本科を電気化学科と改称して，独立の一科とした.

本校の電気化学科新設当時の思い出として富山保は後年次のように記している.

電気化学工業は比較的近年に起った工業で，特 が，開校直前に海外留学生として欧洲に出発され

に我国に於ては当時まだ揺箪時代と申してもよい たので，恰度その月に欧米に2ヶ年視察見学して

位であった.しかし同時に世界大戦を契機として 帰国した自分が，講師として任命せられ，教授と

我国の電気化学工業も最近の化学工業として急激 全く同等の職務を司ることとなり，その直後に助

に勃興するの気運が醸成するに至ったので，他の 教授として任命された小林鼎氏及び桜井春雄氏と

2科と全く同時に 1学級40名の学生を入学せしめ 協力して電気化学科創設発足する一切の事項を担

て発足するという英断を敢行することになった. 当することとなった.

これはおそらく学校の創立委員長であられ，工 自分は身分は講師であったが，特に電気化学科

業教育の鼻祖と仰がれた前東京高等工業学校長手 の事務取扱に任ぜられ，前記小林，桜井両氏と共

島精一先生が，明治29年日本で始めて同校に電気 に学科の基礎造りに全力を尽した 自分が最年長

化学科を設けられ，又同先生が最も信頼厚く且， であったが，それとても年歯漸やく30に達した許

かつてその電気化学科長をせられたことのある教 りであり，学生との年齢の距りも少なく教師とい

授鈴木達治先生を横浜の学校長に推薦せられたの うよりは兄弟子の様な気分で教室でも実験室でも

で，両先生のご発議に基いて立案せられたことと 親しく接しておった.開設された翌年には新進気

察せられる.(中略) 鋭の横山康彰氏を迎えて教授陣は強化された.

電気化学科は教授予定者としての藤村利常氏 (横浜沼化会報第4号昭和44年9月1日)

9. 敷地，建物，設備

(1) 敷地，建物

前述のように，本校創立に当たっては，神奈川県より土地および創立費，横浜市より創立費が

寄付され， 直ちに土地が選定され，大正6年度より建物が起工され，同 8年度 事務室，教室，

坪 数 評 価 額

敷 地 20.467坪 511.680円

建 物 2.343 583.292 

工 作 物 70.038 

備品図 書 類 633.106 

(震災直前調べ 横浜復興誌による)

その当時の冨山 保
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実験室の一部が完工し， I司12年初めにはほとんど全建物が完成するに至った.

建物の内訳は次の通り.

ギ務室及教室 木造(2階建)H車建主!と 170坪

付属舎 木造(平家建) 1棟建坪 26坪

普通教室 木造(平家建) 1棟建坪 170坪

付属舎 木造(平家建) 1線建坪 26坪

第l応用化学実験室木造(平家怨) 1煉建坪125坪

第2応用化学実験室 木造(平家処) H車連坪 125坪

付属舎 木造(平家建) 1棟 建坪 5坪

第3応用化学実験室木造(平家建)1棟建坪 26坪

第1屯気化学実験室木造(:!J1家建) 1煉処坪 125坪

第2';:[t気化学実験室 木造(平家建) 1棟建坪 125坪

生徒控室 木造(平家建) 1棟建坪 75坪

物置 木造(平家建) 1棟建坪 40坪

物置

小使 室

木造(平家建) 1棟建坪 7坪

木造(平家建) 1 棟建坪 25坪

第1機械工場実験室木造(平家建) 1棟建坪 150坪

第2機械工場実験室 木造(平家建11棟 建坪 180坪

職工控室 木造(平家建)U東建坪 20坪

薬品庫鉄筋コンクリート(平家建lU東建坪 8坪

水力尖験室 木造(平家建) H車建坪 60坪

議立 木造(2階建) H車 連坪 148坪

書庫及倉庫 煉瓦造(2階建)1棟建坪 30坪

柔剣道場 木造(平家建11棟建坪 73坪
砂置場

動力>>..汽健室

第l渡廊下

第3波廊下

外材料置場

i記 iリ}

l棟建坪 5坪

鉄筋プロック造 1棟建坪 l坪

木造(平家建) 建坪 48坪

木造(平家建) 建坪 訂坪

l 棟建坪

4棟建坪

(大正大震災誌記載による)

なおこのうち誹堂は全建物中最後，すなわち大正10年4月落成したもので，横浜開港記念会館*

にその範をとり，収容人員1，OOO~I，講堂としては， 採光， 音声いずれも満足すべきもので ， J詩壇

その当時の講堂
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は特に電気，

~ ~‘ 

ガス， 7.kをも使用することができ，また映写設備もあり本校自慢の建物であった.

道

骨

.1 3・，"

a土) 峨浜開港記念会館は，明治42年開港50年記念に建築したものであったが，大震災で廃虚となった

横浜高主手工業学校平面図

19 

(大正9年学校重要覧による)
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(2) 設 備 (注)大正10年学校一覧より

本校各科ニ於テ設備シタノレ諸機械， 器具及図書類ハ頗ノレ多数ニ上リマスノデ， 之ヲ枚挙スノレコ トハ困

難デアリマスガ，左ニ其主ナノレモノノミヲ燭ゲマス.

機械工学科

O木工実習室

321吋帯鋸米国タレセント会社製. 6 g尺旋盤 礁々商庖製2台

O鋳造実習室
鋳鉄熔解炉 1. 合金用瓦斯熔解炉 2 

0鍛造実習室
「ハンドレットウェート」空気鎚 英国マッセー会社製，焼入及焼鈍用瓦斯炉 英国オノレデー， エン

ドオニオンス会社製，第2号アセチリン熔接及切断装置 山武商会製

0仕上実習室
81央旋盤 小松鉄工所製 1. 6 ~尺旋盤 米国ロッヂエンドシップレー会社製 1. (オーノレギー

ア型〉 米国モナ-!l会社製1.仏国エノレノ ー会社製 1.園池製作所製24吋旋盤 磁々商脂製 1. 

36吋ラヂアノレドリノレ 唐沢鉄工所製 1. 12吋センスチプ， ドリノレ 米国レランドギフォード会社

製.16吋シェ ーパー 米国グーノレド，エパハー ト会社製. 6吋プレーナー 東京瓦斯電気工業株式

会社製.2吋半ホリゾンタノレボーリングマシン 英国カーンス会社製， 第2号ユニヴァ ーサノレシリ

ングマシン 米国シンシナター会社製，ユニヴ ァーサノレツーノレエンドカッタ ーグラインダー 米国ノ

ノレトン会社製

0材料実験室

30噸ユニヴァ ーサルテス乎ングマシン 瑞西国アムスラ ー会社製，松村式衝撃試験機，プリンネル式

硬度試験器米国オノレセン会社製， γ ョーア氏スクレロスコープ 100粍精密測定器 瑞西国

ゼネヴォア会社製， 圧力計試験器 東京計器製作所製， 本多式焼入試験装置等

0水力実験室

300粍低圧ターピンポンプ及125粍高圧ターピンポンプ各1台 共ニ瑞西国ェ γ ヤウィス会社製ニシ

テ30馬力変速電動機ノ両端ニ直結ス

41"tターピンポンプ 小松鉄工所製.10馬力変速電動機ニ直結ス
スパイラノレタ ービン 瑞西国エシヤウィス会社製，水頭4.57米，水量198リート ノレ，廻転数1分間300

オプンフリユーム白沢式タービン 電業社原動機製造所製，水頭15央，水量7立方吹，廻転数1分間

400 

インパルスタービン 独逸国フォイト会社製，水頭61米，水量20リートノレ，廻転数1分間 1，3∞
速度調整機試験用タコグラフ 独逸国ホーン博士製11吋半ハイドローリックラム，米国ライフ製造会

社製

水盆狽u定用タンク，高圧タンク，ウェーア実験用開渠等

O熱機関実験室

義汽縫1台 媛房及動力用ノ目的ヲ以テ設備ス，英国「バフ'コックエンド，ウィノレコックスJ会社製

100馬力， 常用圧力 150封度被熱面積983平方吹

竪型復式蒸汽機関1台 英国「ロビーJ会社製，汽筒直径高圧7吋半，低圧11吋半，衝程7吋，毎分
回転数200乃至400ニテ発生馬力20乃至40

「タ ーボ」発電機1台 米国「スターテヴアント j会社製，直流 250rヴオノレトJ10 rキロワソトJ
毎分回転数3600

横型単式蒸気機関1台 東京岡機械製作所製，汽筒直径8!1，t半，衝程8lt，t半，毎分回転数250， 発生

馬力20

触面凝結器1式横浜船渠会社製，冷却面積98平方択

空気圧縮機1台 米国「インガーソーノレラント」会社製，気筒直径7n，j"， 衝程6吋， 毎分回転数350.

空気圧力80封度ニテ所要動力10馬力
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石油機関1台 東京池貝鉄工所製，陸上用6馬力， 気筒直径6吋半， 毎分回転数 380

吸入瓦斯機関1台 大阪藤村機械株式会社製，8馬力， 気筒直径7吋4分ノ 1，衝程1111す，毎分回転

数 270

自働車「シヤシーJ1台 米国「フォードJ会社製
電動発電機1台 米国「ウェスチングハウス」会社製

市中電力ヲ購入シテ校内ニ直流電力ヲ供給ス

応用化学科

分析化学，有機無機実習用並ニ精密実験器械類ノ必要ナルモノハ大略備へテアリマス，猶半工業的実

験施行ノ為メ左ノ化学機械ガ設備セラレテ居リマス.

粉砕機，遠心分離機，低圧蒸気乾燥務，真空脚筒，粉磨機，低圧蒸発器，メリノレ式溜過器，オート ク

レーヴ，乾飽装置

化学及化学工業ノ研究ニハ是等ニ関スル文献ヵー必要デアリマスガ独逸化学会誌及外4部ノ完結シタル

図書ヲ所有シテ居リマス.

電気化学科

電気化学基礎実験ニ要スノレ設備ハ完成シ其他ニ於テ主トシテ根本トナノレベキ設備ヲ整ヘマシタ.即チ

電動発電機 1基 安小電機製作所製

直流15キロヲ5-20ヴォーノレトノ任意ノ電圧ニテ最高電流1，000アンペア迄ノ強電流ヲ発電、ン得ノレモ

ノ

蓄電池

チユードノレ T.14型(容量420アンペア時) 60個 チユードノレ蓄電池会社製.

同 T.44型(同 1，320 同 ) 5個帝国蓄電池会社製

此発電機並に蓄電池ハ電解実験ニ用フ

配電盤 1組 敷島電機製作所製

発電機及蓄電池ヨリノ電流ヲ任意電圧ニテ所定ノ場所ニ送ル

単相誘導調整器 35キロ 1基 芝浦製作所製

単相変圧器 30キロ 1基 向上

両面ニ依ツテ単相交流ヲ電圧0-100ヴオノレトノ最高電流 1，000アンペア迄ノ範囲内任意ニ調整供

給ス電気炉実験ニ用フ

単相 1.5キロ特別高圧変圧器 1基 東京電機工業会社製

ケノトロン及機械的整流装置附属

整流サレタノレ最高12万ヴオノレトノ特別高圧電流ヲ以テオゾナイザー及コツトレノレ氏法ノ実験ニ用フ

其他金相学研究実験用顕微鏡 3個 ワットソン会社製

同 用 写真機 1個 ライヘノレト会社製

酸水素発生装置，電解漂白装置，オゾン発生装置

抵抗式，弧光式ノ諸電気炉等ハ相当規模ニ設備シ粉砕機，ボールミルセントリフューカソレ等ト相侠

チテ工業的実験ニ供ス

尚文献トシテ左記2種ノ雑誌モ其初号ヨリ備附ケタリ

Transactions of the American electrochemical society. 

Zeitschrift fur elektrochemie. 

基礎学科

物理学教室ニハ教授上一通リノ器械器具ガ設備シテアリマスガ，特ニ光学ノ一部及車産射学ニ関スノレ研

究装置ニ重キヲ置キ，ラヂウムノ如キハ10ミリ瓦(価格 2，800円〉ヲ有シテ居リマス.数学教室ニハ計

算機械(ミリヨネーア〕ヲ初メ積分器，求積器，表面模型等ガ備へテアリマス.
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本校の全景{震災前)

10. 図書課とオーナーシステム ./ 

木校に図書課を設け，主任として基礎学科英語教授マスタ{・オブ ・アーツ水野常吉，書記調

慧心を置いた.大正11年の図書目録によると，和漢洋3，000部7，000冊を超え，とれを第1門

事会，殺害，随筆，雑書，新聞，雑誌，第2門 宗教，哲子，教育，第3門 文学，語学，歴

史，伝記，地誌，紀行，第4門政治，法律，経済，財政，社会，統計，第5門 数学，物理

学，医学，第6門化学，第7門機械，第8門 美術，音楽，娯楽，体育，第9門産業，交

通，通信，家事の9部門に分け一般共通的の図書は中央図書館に置き，専門図書は該当学科の図

書館分室に置いた.

木校の誇りとするところは，できるだけ多くの人にこれらの木を読んでもらうために，日本で

は珍しい自由閲覧方式 「オーナーシステム」を採用したことである.

なおとのオーナーシステムは，学校の方針として後年までつづけられた.実際問題として当初

はまれに図書の散供(いつ)することもあったが，次第に学生.の自由自治の精神により，図書のなく

なるとともごくまれとなり，一般参観者などオーナーシステムに感嘆して帰るのが常であった.

これら苦心して集めた図書はすべて，大震火災のため焼失したが，その後また逐次貴重書が集

められ，これらは後に述べるように，第2次世界大戦の際の横浜大空襲にも戦災をまぬがれ，戦

後の学問研究の大いなる助けとなった.

11. 寄宿寮

さきに述べたように本校の所在地は横浜市の南端に位し，新開地ともいうべきところであった

ので宿舎が少なかった.第1回入学者は全国各地から集まっていたので，寮が必要であった.そ

こで鈴木校長は，大岡町および蒔田町に寮を設置し，第一寮，第二寮と称した.両方あわせて20

数名を収容した.この寮はいずれも民家を借り受けたもので，設備なども不完全であったが，男

子志を立てて郷聞を問てきた軒いJ(llに燃える学生たちは，木校の校是である自治の精神を休し，

楽しい学生生活を享受した.

ついで・大lF.12年，校友会所同のヤ斗:得市寮を木校近くの大岡町岸ヶ谷の山腹に建築，5月 4日
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震災前の校舎

地鎮祭， 8月20日落成した.建坪130余坪 (528m2)収容人員36名であった.

たまたま 9月1日の大震災に遭遇したが，破損軽微であったので，一時被災市民の収容所にあ

てた.11月1日授業開始に当たり，学生の寄宿寮とし非常に寮生から喜ばれた.

寮生活の思い出 村上泰助 (機微1期生高工時報昭和10年7月)

その頃の寄宿舎というのが民家を借りていたも 気な有様で，ついには生徒の方から教務におられ

ので，二つありましたが，何分にも民家なのでー た飯塚さんあたりに，たまには寄宿舎へきてくれ

つの家に10人がやっと'C:した. と頼んだような具合で，生徒が監督されるという

舎監もなければ先生も見回りに来ないとし、う暢 気分は少しもなかった.

12. 設立当時の学校の周辺

さきに述べたように，神奈川県が選定寄付した土地は，横浜市大岡町字中ノ町で敷地が2万

1，000余坪(69，000余mりあったこれは大正5年木校創立決定のとき，時の神奈川県知事有吉忠

ーが本校の将来の発展を考え，当時同時に設立決定した同種他校のきめられた敷地 1万5，000坪

(50，000 m2)よりも 5，000坪(16，500m2)以上も多い敷地であった.しかしその土地は1柴田であっ

た.それを北側の小山を切り崩して幾尺か埋め立てたので・ある.

この土地のことについては「高工教育」昭和2年5月発行の横浜高工特集に次の通り記している.

大正3，4年頃までは一望の水田で，本校の整

地は勿論その一部であり，その内の三分のーが桃

畠で、あった.大正3年に電車が延長され本校正門

前が現在の通り終点となったが，その時で・さへ附

近の家と言つてはたった一軒終点の角にだんご屋

が出来たのみて-あった.

その後大正5，6年に，弘明寺前に花柳界が許可されて，一時に人家がたちならび， 8， 9年ま

で繁栄したが，本校開設に先だち時の有吉知事が撤廃を命じて，全く跡を!斬ち学校街にかわった

のである.

次に当時の学生達に親しまれていた学校近くの名所，古跡について記しておく.

(1) 弘明寺

学生が野球の応援のとき声をからして歌った本校応援歌に「弘陵健児のその自由の声はJというのが
ある.弘陵とはいつごろ誰がつけたものか詳かにしないが，おそらく本校開設後間もなく誰がし、うとな

く生れたもので，弘明寺の岡という意味であろう.
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大関川の桜

その当時の弘明寺

現在京浜急行の駅を弘明寺というが，これは弘明寺の寺領の中を電車の線路が横切っており，そこに

設けられた停留場なのである.

弘明寺は中区弘明寺町字山下267番地にあり，瑞応、山蓮華院と称し真言宗高野山金剛峯寺の直末で，

寺伝によれば，開基は弘法大師で大同4年(809年〉の伽藍(がらん〕の建立という.一時は寺運盛んであ

ったが中道にして衰え，鎌倉時代にはいって源頼朝の尊崇を受けるに及んで再び隆盛に赴いた.治承5

年 (1181年)源家累代祈願所となったことが東鑑に見えている.現在の寺前の仁王門は江戸時代の建築

といわれている.本尊十一面観世音は藤原時代の作といわれ，身の丈1m 8. 1木1体の荒彫りでこの

種のものとして非常に珍しい貴重な文化財で国宝に指定されている.

坂東33番の うち第14番札所であり，明治にはいり荒廃したとはいえ，後ろに山を背負い，梅林を控

え，樹木うっそうとしていたが，湘南電車が境内を横断するにおよんで樹木は切られ， 山は削られ殺風

景なものとなってしまった.しかし本校開設当時はなお若干趣を有し，門前は一面の田んぼであった.

(2) 若宮八幡宮

中区大岡町2158番地に鎮座，創立年代不詳，明治41年村社鹿島大神，村社神明社，村社熊野神社，無

格社神明社他4社を合言1:'..毎年9月6日. 7日例祭があった.

(3) 伊勢山皇太神宮

明治3年，現在の地に奉遷，横浜総鎮守とした.明治8年県社.震災により神殿その他焼失したが，

その後再建された.

(4) お三の宮(日枝神社 ・稲荷神社)

今の大岡川と中村川にはさまれた伊勢佐木町付近一帯の土地は，江戸時代初めまで釣鏡形の入海にな

っていた.万治2年 (1659)~寛文 7 年(1667) にかけて吉田勘兵衛によ って開かれ， 横浜市域の新田

で一番規模の大きな，一番早くに出来た新田で・あった.後に吉田新田と名付けられたが，日枝神社通称

お三の宮はその新田の鎮守として，勘兵衛によって創建されたものである.祭神は大山昨命で，新聞守

護のため法華経を埋め江戸の山王社を勧請したもので，初めは山玉大権現または山王宮と称せられ，そ

れがお三の宮と転靴(か〉したとも，また工事中の再度にわたる防波虎欠撲を海神の崇りと思い，それを

静めるために立ったおさんとし、う女性の霊をまつったためこの名がついたともいわれている.事実は前

者だとみるのが有力で，人柱があったかどうかは別としても，おさんの宮の人柱は根強い信仰となり今

に伝えられてきたのである.

稲荷神社も同時に建立されたものである作三の宮崎誌による)・
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(5) 三殿台遺跡と三殿台考古館

明治時代より縄文時代の貝塚として知られていたが，全域の発掘調査が行なわれたのは， 1959-1961 

年で， 1万平方メートノレの台地上に，縄文，弥生，古境の3時代の集落跡があり，純文は8，弥生は200，

古墳は43の住居跡が残っていて，出土した器具類は付設考古館に収めてあり一般に公開している.

(6) 横浜公閤

わが国最古の公園で，圏内には四角な広い芝地があり，桜樹が多く植えられ名所の一つでもあった.

大正12年の関東大震災にはこの公園に逃げこみ2万余人の生命が助かったという.芝地の大部分はその

後野球場となり，圏内は緑樹が枝を交えているが，これら樹木は全部この公園で助かった人が長〈忘れ

ないため，公園復旧に際し寄付したもので，北隅に音楽堂.西隅に児ZE遊技場などがある.また，ここ

は日本の野球の発祥地でもある(繍浜めぐり 昭和8年12月1日発行)

(7) 大岡川

分水嶺は峯のキュウで知られる門海山で，この峯々からわき出た清水が集まり流れ落ちると ころが氷

取沢町で大岡川の源流といわれる.笹下から上大岡へと落ちるまでを笹下川とし、し、，そしてここで日野

町から発し鎌倉街道沿いに流れる日野)11と合流し大岡川となる.弘明寺観音付近から花咲町付近までは

)11の西岸に桜が植えられ市内桜の名所に数えられでもいたが，戦争中多く薪に利用され，今はその面影

もないし，護岸工事のためおもむきを異にしてしまった.また花の木町を中心とした沿岸のなっ染工場

の汚水でよごされ，宅地化が外門に進むにしたがって下水化し，川底も浅くなってしまった.

(8) 蒔田城跡

通町1了目から南方丘一帯の丘陵地がそれで，北条氏綱が女婿吉良佐兵衛依頼康のため築放したが，

北条が滅び吉良も城をすて武州世間ヶ谷に移ったといわれるので，この城塞そのものがL、つなくなった

のかはさだかではない.今はその跡に学校(成美学園 旧横浜英和女学校)が建てられ大分変わってし

まっている.

(9) 外人墓地

ペリーの 2度目の来航の際事故死した水兵に対し，米政府が特に海の見える丘と墓地を指定し，当時

の増徳院の境内の丘に埋葬したのが外人墓地第1号で あった.外入居住の増加に伴い，外人専用墓地

も5，600余坪(18，4∞nt)に広がり，百年を経て多数の外人が眠っている.墓地はさまざまなデザインの
大理石などの美しい石材が刻まれて立ちならび，四季おりおりの草花が植えられ，明るく美しい独特な

風景をかもし出し公園化されている.生麦事件の英人レノ ックス ・リチャードソンなどの墓がある.

(10) 山下公園

大桟橋入口から山下橋ぎわまでの道路に沿った面積22，462坪 (74.124.6nt)の細長い臨海公園で，大

正14年に震災復興事業のひとつとして，震災の焼土，灰燈(かし、じん)をもって埋立てに着手，総工費約

80万円で完成した.当時は数多い常緑樹，日米親善国際パラが植えられ，その間に芝ふや池があって，

広く港が展望され，世界ーの臨海公園と自負されていた.昭和10年3月から 6月にかけて震災復興記念

大博覧会が催されたのもここである.終戦後昭和34年6月の全面接収解除まで米軍将校宿舎用地として

接収を受け，その後，公園のきわを鉄道高架が走ったので大分景色をそこねたが，手を入れ市民の憩い

の場となっている.噴水中央には，昭和35年に姉妹都市米国サンディエゴ市から贈られた水の守護神の

像が立っている.

。1) そのころの交通
l. 市電

そのころ電車は弘明寺まで通じていた.これは横浜電気鉄道株会式社による経営で，駿河橋ーお三の
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宮大正2年9月14日，お三の宮一弘明寺は大正3年9月19日開通した.市電すなわち横浜市電気局に経

営が移ったのは大正10年4月1日であった.震災によってほとんど媛滅状態となったが応急修理をし

て.12年10月26日弘明寺一日本橋線はその他の5系統と共に早くも運転を開始したが，車両の被害はな

はだしく無がし、車であった.

2. 京浜急行

大正14年12月27日湖南電鉄が設立され，黄金町 浦賀区間の工事に着手し，昭和5年4月1日に開通

した. 弘明寺駅の開業も同年月日でつまり開通と同時であった. のち京浜電鉄に吸収(昭和16年6月

23日〕東横・小田急，京浜の合同(昭和17年2月7日)等を経た.(京浜低気鉄道沿革史附和24年5月30日発行)

13. 創立時代の思い出

創立時代の思い出として記録に残っているものを記して，当時の学校周辺を想像してもらうこ

ととする.

設立当時の思い出 鈴木達治 (初代校長)(高工時報 20周年記念祭特集号)

開校当時は実に貧弱なもので，今の学校敷地は た.附近の街も寂しいところで今の通り 1丁目の

深田であったところを裏山を崩して埋立てたもの 停留場へ来れば学校の校舎は見えていた.

である.校庭というものも実に殺風景極まってい

校庭の樹木 鈴木達治 (六ツ川夜話昭和15年4月記)

校庭の桜は学校創立の大正9年のもk.若宮八幡

の境内にあったものを移し植えたものである.当

時は全くの幼木で運搬から植込みまで一切合財1

本80銭の取引きで数は33本であった.その後幾本

か枯れて今は30本足らずになっている.20年経っ

た今日は弘明寺附近の桜の名所となった.

学校の庭樹としては桜の他に公孫樹と梅が植わ

っている.その当時は門をはいると正面に講堂が

あった.これは正面道路で，この道路の中程から

左右に分れて各一筋の路がついていた.この三筋

その頃小使 山口真造 (高工時報昭和5年10月25日)

私が参りました時(大正9年3月1日)校門横

の土堤がなく昔の仇討ちのように青竹を斜に組ん

だ竹やらいでした.学校へ志願してきますと係の

人はたった2人で.1人は今の大山さんと文部省

の新山さんという人が今の小使室のところにあっ

たパラックに陣取っていました.愈々 勤めること

の道路の並木として私は棒の苗木を植えることを

命じておいた.所が係の主任大山春翠君が正面の

街路樹として公孫樹を植えた.そして同時に左右

の側路には棒を植えた.これらの苗木は. 2. 3 

年たってあの大震災で大部分は焼かれて今残って

いるのは5. 6本に過ぎない.また学校の残り三

方の境界は静岡から茶の実をとりょせ機種した.

これは震災にあって僅かしか残らなかった.なお

今のバラック講堂前のアカシヤの木は大陵会の会

員がある夏支那満洲旅行をした時の記念である.

になって見ますと丸で原っばの中で、淋しいことは

一通りでなく ，それに隔日の宿直で受付へ宿った

のですから弱りました.表通りと言っても百姓家

がポツポツあっただけでしたから，あれから考え

ると随分開けたものです.

大正9年頃の学校附近 阿部滋弘 (応化 l期生横浜国大教授)(名教自然)

大正9年横浜高工が開校した当時の大岡川の堤 一帯が花で覆われていた.ここは鎌倉街道のはっ・

は，横浜の桜の名所の一つで，その並木は，今は れで，それから先は家もまばらで，麦畑からは雲

アーケードで覆われている商届街の西側lから，も 雀の上るのも見えた.それに緑色に塗った木造2

う古木になって花も余りつかない工学部の構内に 階建ての校舎があり，門扉の広い正門の西側には

ある桜並木にもつづき.4月初め頃はこのあたり 石で積んだ太い短い門柱の左右に小松のある堤が

26 



連っていた外特に柵はどこにもなく，学園の芝生 で，近くの人は子供を連れて構内へよく遊びに来

も花壇にも「立入禁止」の札は一つもなかったの た.

創立時の学校周辺 書記小林長之助(高工時報 No.127) 

当時の学校附近は人家極めて少なく，学校の宿 になっていましたが，裏通りは見渡す限り回や畑

直室から中島の市電停留場を見通せる一面の回闘 で当時私共は草深き都と称した位であります.今

で，学校の境界から細道を隔てて南北ともに畑或 (昭和5年〉から思えば全く隔世の感とでもいう

は水団で，弘明寺観音の表通りだけが僅かに町並 のでしょう.

倉IJ立当時 斎藤輝治 (機械1期生本絞教授) (高工時報 20周年記念号)

本校創立当初は勿論，その後数年聞は本校の存 一同もまた当時の学生も皆揃って我が校風を輿‘し

在などは横浜市民と雌も知らない者が大多数で， て，世人をしてその真価を発輝し，将来大いに寄

しかも旧市のはずれに在った為に，桜木町駅で下 与雄飛せんことに大いに努力苦心を払った.

車して学校の所在を聞いても，即座に返答は得ら されば学生たる者外に向つては当市唯一の最高

れなかった.且つまた横浜は元来貿易を主とする 学府の一人としての衿持を以って行動し，内にあ

都市で、商業は盛んであったが，工業に至つては頗 つては各科としてまとまりつつも更に科を超越し

る貧弱で，大工場の如き殆どなかったといってい て一回となり共に校長先生を中心として勉学訓練

い.また同時に教育ということにも頗る冷淡であ にはげみ以って学校宣揚につとめた.一言にして

ったが，その非を悟って高工を当市唯一の最高学 言えば，創造の希望に燃え緩沸lたる意気が横溢し

府として創設し工業立市を一大目標とするに至っ ていた.

た.このような訳であったから校長先生始め職員

普の思い出 石井欣之助 (第1悶入学者)(横浜工業会報 No.9)

弘陵原頭.....その頃はまだこんな言葉はなかっ 大量に入学した横浜一中.!!Ilち神中出身者が，その

た.……弘明寺の市電終点の草原に木の香も新ら 中学の制帽をかぶって押し歩き幅をきかせてい

しい横浜高工ができ，そこで第一回の入学試験が た.

行なわれ，我々は大きな希望をし、だし、て校門をく まだ万事草創の時代で何もかもこれからという

ぐった.しかしまだ制服も，制帽もなく，受験浪 学校で一年生だけしかし、ないのでお互に語りあう

人姿か，中学の制服のままであった.この時最も ことも真剣であり悩も多かった.

懐しき芽生えの頃 村上泰助 (機械1期生) (高工時報昭和10年7月)

大正9年私が横浜へ来た時は，本建築の工事が

丁度出来かかっていて.¥，、かにも工事場らしい竹

矢来が結い閤らしてありました.木の一本もない

原の中に殺風景な校舎がポッカリと立っているだ

けだったが，何か新らしみが感ぜられました.

何しろお三の宮から，弘明寺まで郊外電車のよ

うに砂利を敷いたレーノレが畑の中を通っていたよ

うな始末で，本牧行がやってくるのを製図室の窓

から見て置いては飛び出して帰ったものでした.

実習の工場や講堂も 1年2年と経つうちに追々

完成されて，殺風景だった構内にも棒や公孫樹の

商が心細く風に吹かれていました.

当時は学生の数も少なかったせいもあるでしょ
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うが，各科ともお互に結びついていて，何か事が

起ると，すぐ心を合せてやったものです.

私たちの服装というのは鈴木校長が「服装はな

んでもいい」ということだったので最初はまちま

ちでソフトや鳥打や中には中学生の時の帽子をか

ぶって来る者もいて，あまり統ーがつかないから

というので，学生の方からの意見で，教務の先生

と学生委員とがはかって服装をきめたのですが，

さあ服がきまると徽章も定めねばならぬ，そこで

生徒から募集して，当選したのが，機械1期の金

子という人の図案で，そこに少し手を加えたのが，

今に伝わっているあの波の徽章です.



14. 第 1回入学者

学校!JJ~地もきまり ， 校舎も不完全ながらほぼ整い， 教授陣もおいおいとそろい，ここにいよい

よ開校のはこびとなった.それにはまず学生を迎えねばならない.

設立時の本校の学科は前述のjl!!り機械工学科，応用化学科，電気化学科の3科で受験資絡は

1. 中学校を卒業した者

2. 専門学校入学者検定規程による試験検定に合格した者

3. 一般専門学校の入学に関し専門学校入学者検定規程第8条第l号の指定を受けた者

4. 工業竿校を卒業した者

と規定されていた.

以上により全国から集まった志願者総数は 656名であった.大正 9年3月24日よ り3日間本校

において，記念すべき第 1回入学試験が施行された.この試験の結果，この難闘を突破して蹄か

しい本校第1回入学の栄冠を獲得した者は 115名であった(他に選科生電化 1名，J芯化1名). 

今各科別にあげると次の通りである.なおこの時の検定料(入学試験料)は3円であった.

宇十 名

機械工学科

電気化学科

応用化 学 科

入学志願者

325 

入学者

41 

149 

182 

計ー 656 

35 

39 

115 

また入学者を地方別で、見ると，さすがに地元神奈川が最も多く26名で，東京の11名，長野，兵

庫の各5名，千葉，愛知lの各4名がこれについでいる.

15. 授業開始と校長訓旨

木校の輝しいスタートともいうべき初めての授業は，大正9年4月12日をも って開始された.

授業開始にあたって，鈴木校長は次のような訓宵をおこない難関を突破してここに本校第1回

入学者となった 110余名の生徒たちに，さらに一段の希望と感激を与えた.いま煩(はん)をいと

わずこの時の校長訓旨を記しておく.この第1回の鈴木校長の訓旨の中に長く本校の特色となっ

た，いわゆる自由啓発の教育方針とおよび海外発展の校是が打ち出されていた.

授業開始ニ際シ学校長ノ訓旨

本校ハ神奈川県ト横浜市トガ大正5年ニ75万円

ト其敷地トヲ政府ニ寄附シテ設立スノレコトニナリ

同6年度ヨリ敷地ノ埋立整理ニ着手シ同7年度ヨ

リ建築ニ取掛リ，同8年度ヲ以テ落成ノ筈デアリ

マシタガ，時局ノ為メ物価ガ異常ニ騰貴シタ其影

響ヲ受ケマシテ未ダ全ク海成ニハ至リマセンガ，
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略ポ授業ニハ差支ナキマデニ運ピマシタノデ，主主

ニ予定ノ通リ本日ヨリ授業ヲ開始スノレコトニ致シ

マシタ.開校ニツキ入学生徒募集ヲ致シマシタ処

ガ定員120名ニ対シ656名ノ応募者ガアリマシタ.

今斯ノ如キ難関ヲ通過シ来レノレ諸君ト一堂ノ下ニ

相見ノレコト ヲ得ノレノ ハ， 実ニ諸君ノ為メニ慶賀ニ



堪ヘヌコトデ我輩満腔ノ喜悦ヲ感ズノレ次第デアリ 国トナリツツアリマス.而シテ資本ト労働トハ工

マス.然、シナガラ同時ニ他/多クノ落第者ノ為メ 業ニ於ケノレ二大要素デアリマス.サレパ此ノ二大

ニハ同情禁ズノレ能ハザノレ所カ'ア リマス.中学又ハ 要素ニ関スノレ十分ナノレ知識ト理解トヲ有スノレコト

工業ノ卒業生ハ何レモ我ガ校ニ入学シ得ノレ資格ヲ ハ殊ニ必要デアラフト思ヒマス.是レガ又抑モ工

具備、ンテ居ノレノデアリマスガ募集定員ヲ超過スノレ 業界ニ立ツ人々ノ人格ノ大切ナノレ要素ヲ形成スノレ

為ニ余儀ナク選抜試験ヲスノレノデアリマス.今回 モノト信ズノレノデアリマス.国家ノ歴史ヤ哲学/

不幸ニシテ選抜ニモレタ人々/中ニモ学材ニ於テ 上ニ基礎ヲ置キタノレ社会及ピ経済ノ知識ハ特ニ実

又品性ニ於テ優秀ナ人ガアツタデアラウト恩ハレ 業界ニ立ツ人々ニ円満ナノレ徳性漏養ノ材料ヲ供給

ノレノデアリマス.随テ諸君ハ入学ノ孝ヲ得タト云 スノレモノト信ズノレノデアリマス.尚ホ此等ニ関ス

ツテ決シテ自分等ノミ優秀ナ青年デアノレト云フ自 ノレ我輩ノ所見ハ諸君在校ノ|昔]随時吐露、ノテ諸君ノ

負高慢ノ心ヲ起シテハナラヌ.自負高慢ノ心ハ今 参考ニ供シタイト思フテ居リマス.

日折角蔵チ得タノレ諸君ノ月桂冠ヲ汚損シ，ヤガテ 第2. 横浜ハ我ガ国ニ於ケノレ古キ貿易港トシ

ハ諸君ヲ堕落失意ノ境ニ導クモノデアノレコトヲ思 テ長l崎ト共ニ最モ早ク且ツ広ク世界ニ其名ヲ知ラ

ハマ却テ益々謙譲ノ心ヲ起シテ学ニ努メネパナラ レタノレ処デアリマス.ソレガ為メ普ハー小漁村ニ

ヌト恩ヒマス. 過ギナカツタ処ガ今日ニ於テハ我ガ国六大都市ノ

倦テ我輩ガ今主主ニ諸君ヲ迎ヘタトイフコトハ恰 ーニナツテ居ノレノデアリマス.サレパ其地理上ノ

モ我家ノ子弟ヲ迎フノレガ如キ感ガスノレノデアリマ 便宜ヨリ本校ハ海外ニ於ケノレ工業ニ関シ当然特別

ス. ドウカ健康デ無事デ業ヲ卒ヘノレ様ニト只管祈 ノ関係ヲ存スベキデアリマスカラ，本校ハ特ニ此

願シテ止マナイノデアリマス.特ニ諸君ハ当校閲 点ニ留意、致シタイト考へテ居ノレノデアリマス.ソ

始第1回ノ入学者デアノレ. 3年後ニハ第1回ノ卒 コデ将来ハ海外ノ工業ニ関スル特別講座ノ如キモ

業生トシテ校門ヲ出ノレノデアノレカラ恰モ我カ'家ノ ノヲ設ヶ，此ノ方面ニ志アノレ学生ノ為メニ特ニ其

長子ノ如キ感カ'スノレノデアリマス.サレパ諸君ニ 素養ト知識トヲ授ケタイト恩フテ居リマス.私自

於テモ我輩=対スノレ恰モソノ父兄ニ対スノレ如キ親 身ハ従来此ノ方面ニ多少ノ注意ヲ致シテ来タノデ

愛ノ情ヲ以テセラレン事ヲ希望スノレノデアリマ アリマスカラ，此等ノ事項ニ関シテハ随時ソノ所

ス.長子タノレモノハ将来其一家ノ責任ヲ負フ義務 見ヲ発表、/タイト思ツテ后リマス.

ヲ有スルヵー如!l.我ガ校ノ将来ニ於テ善良ナノレ校 上記特色アル我校教育ノ目的ヲ達スノレ方針トシ

風ヲ起シ国家ニ貢献スノレコトニ就テハ諸君ハ我鷲 テハ成ノレベク自由ニシテ且ツ啓発的ノ教育ヲ施シ

創業ニ関係スノレモノト共ニ大ニ其資務ヲ有スベ タイト云フ考デアリマス.即チ諸君ヲ最モ自由ナ

キデアリマス.其業績如何ハ将来続々校門ヲ出ヅ ノレ境遇ニ置キ其ノ天賦ノ才能ヲ阻害セズ，恰モ春

ノレ卒業生ノ上ニ重大ナル影響ヲ及ボスコトヲ覚悟 光慈雨ニ浴スノレ花木ノ虫日夕其天票ノ才能ヲ培養発

シナケレバナラヌ.ソコデ今日始業ニ当テ，我ガ 育セシメタイト考へテ居リマス.決シテ日蔭デ成

校ハ果・ンテ如何ナノレ目的ヲ以テ又如何ナノレ方針ニ 長セシメタクナイ.陰雨ニ腐朽セシムノレコトナキ

由テ学生ノ教養ニカメントスノレカトイフコトヲ詳 様ニト考へテ居ノレノデアリマス.而シテ主主ニ特ニ

シク説明シテ置ク必要ガアルト信ジマス.此ノ種 注意致シタキコトハ自由卜云フ意義デアリマス.

学校ノ目的ハ実業学校令及専門学校令ニ拠リ「工 即チ自由ト ハ決シテ即チ放縦ト云フ意味デハナイ

業ニ従事スベキ者ニ高等ノ学術技芸ヲ教授ス/レヲ ノデアリマス.自由ハ容易ニ気健ニナル傾向ガア

以テ目的トス」ト規定セラレテアリマス.本校ハ リ，又屡々自由ト気健トハ混同セラノレノレ場合ガア

勿論此ノ規定ニ基イテ教育ヲ施シマス.ケレドモ ノレ様ニ思ハレマス，此区別ヲ判然ト心得テ居ラネ

又一ツノ学校トシテ出来ノレナラパ何等カノ特色ヲ パ大ナノレ過失ヲ生ジ教育ノ目的修養ノ効果ガナク

有シタイト恩フノデアリマス.何ヲ以テ本校ハ其 ナリマス.否ナクナノレノミナラズ或ハ反対ノ結果

特色トシタイカト云フト我議ハ主主ニ二ツノ事項ヲ ヲ生ズノレコトナキヤヲ恐レノレノデアリマス.気健

挙ゲタイノデアリマス. ハ人ヲ墜落ニ導キ自由ハ人ヲ向上ニ就カシムノレ道

第1.技術上ノ知識ノ外ニ一般社会及ビ経済ニ デアリマス.二者ハ全然反対ノモノデアリマス.

関スノレ知識ノ修得ニ就テ特ニ注意ヲ払ヒタイト恩 サレバ自由教育ト云ツテモ，学課ニ欠席スノレモ出

フテ居ノレノデアリマス.今日ノ日本ハ大ナノレ工業 席スノレモソハ勝手次第ト云フノデハナイ .理由ナ
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クシテ欠席スルノハ気儀デアノレ. コレスデニ一歩

堕落ニ墜チタト同様デアノレ.或ハ規定サレタル校

貝リヲ全然厳ミナイモ亦全ジク気健デアノレ，決シテ

自由ト混同スベカラザノレモノデアノレ.我輩ノ所謂

自由教育トハ人間天賦ノ才能ニ適応、シテ教育ヲ施

シタイト云フノデアリマス.諸君ハ既ニ法，文等

ノ学科ヲ撲パズシテ工科ヲ撲択セラレタルコトハ

諸君ノ天賦ノ才能ハ法，文等ヨリモ工科ニ適応シ

テ居ノレ人々ト考へテ居ノレノデアリマス.然、シナガ

ラ諸君ハ中学ノ業ヲ 5ヶ年修業サレタノレ今日ニ於

テモ自分ハ果シテ工業ニ其天賦ノ才能ヲ有スノレ

ヤ，又工業ニシテモ如何ナノレ工業ノ分科ニ其才能

アノレヤハ的確ニ自覚スノレコトハ困難デアラウト思

ヒマス.又是レヨリ当校ニ 3ヶ年学ンデモ尚ホ且

ツ的確ニ自覚スノレコトハ出来ナイカモ知レナイ.

ソコデ本校ハ其間ニ於テ諸君ノ此等ニ関スノレ自覚

、カF成ノレベク的確ニ出来ノレ様ニ教育ヲ進行サセタイ

ト思フテ居リマス.勿論本校ノ主タノレ目的ハ身体

健全，思想堅実.知識豊富タノレ技術者ヲ社会ニ出

シテ製造工業ノ現場ニ従事セシムノレノデアリマ

ス.然'/ナガラ我ガ校ハ自由教育ヲ尊重スノレ為メ

決シテ此目的方向ニ諸君ヲ強制スノレノ意志ガナイ

ノデアリマス. 3年ノ修業期間ニ於テ自分ハ工場

ノ現業ニ不適当デアノレ. ソレヨリモ研究室ニ引箆

リテ創意的研鍍ニ従事シタイ.或ハ其二者何レモ

自分ニハ適応シナイ.自分ハ工業製品ノ販売取引

ユ従事シタイトノ考ヲ起ス人ガアノレカモ知レマセ .

ン.域ハ:i!!ニ其範閤外ι出デ工業上ノ著作又ハ記

述ニ志シ或ハ工業教育ニ従事シタ可ト云σ人ガア

ノレカモ知レマセン.当校ハ諸君ヲ強制jシテ千遍ー・

律ニ教育スノレ考カ'ナイ. ソコデ今ヨリ 3年間ノ修

業中ニ於テ諸君ガ自分ハ果シテ工業ノ如何ナノレ方

面ニ其才能ガ適応シテ居ノレカト云フコトヲ発見シ

的確ニソノ自覚ヲ有タレンコトヲ希望シマスーコ

入学式の思い出 阿部滋弘 (償浜工業会e肱附荊j10年4月)

レガ又自由教育ノ自然ノ結果デアラウト考ヘマ

ス.第1年ニ於テ学プベキモノハ工業ニ必須ノ基

礎学科デアツテ，誰ニデモ必要ナ学科デアル.第

2年以上ニナレパ各種ノ題目ハ漸次分岐シテ来ノレ

カラ其際ハ成ノレベタ範囲ヲ広クシテ撲択修業ノ使

ヲ与へンコトヲ考へテ居ノレノデアリマス.上述/

如キ方針ヲ執ノレニ於テハ其試験制度ニ於テ又其他

ノ施設ニ於テ従来世間ニ執リ来レノレ方法ト異ナノレ

点ハ自然ニ生ズノレ事ト恩ヒマス.然シ此等ハ随時

適当ナノレ時機ニ其意見ヲ発表シテ諸君ノ覚悟ヲ促

スコトト致シマス.

諸君言フハ易クシテ行フコトハ困難デアル.特

ニ厳格ナル規則ヲ以テ束縛セラレズシテーツノ団

体カ規律アリ制裁アリ所調一糸乱レズ整然トシテ

其団体ガ所期/目的ヲ逮スノレコトハ団体所属ノ各

員ガ各自責任ト義務トヲ知ノレコトニ由テ初テ行ハ

ルノレノデアツテ実‘ニ，困難ナノレ事デアリマス.当

校モーツノ団体デアリマス.我輩ノ所謂自由啓発

的教育ヲ完フスノレ為ニハ職員ト学生トハ一層ノ緊

張ト響励トヲ要スノレコトト忠ヒマス.我邦メ現状

【ト将来トヲj慈へパ斯ノ如キ組織ノ下ニ修養ヲ積マ

シムノレコトハ最モ肝要ノコトデアノレト思フノデア

リマス.又斯ノ虫日夕教育セラレタノレ人物デナケレ

バトテモ国家/良材トナノレコトガ出来ナイ二子考へ

ノレノデプリマス.諸君ρ 十分此ノ主芳、ニ共鳴シテ

自己/責任ト義務トヲ自覚セラレンコトヲ切望シ

て77-.

今ヤ国家ガ人材ヲ要スノレコト益切デアリマス.

特ニ年少気鋭ノ人材ヲ要シマス.諸君ハ速カニ業

ヲ卒へ研究事項ナリ又事業ナリ何レニシすモ自分

ニ適応セノレ方面ニ向ヒ若タシテ責任ノ地位ニ就キ

社会ニ独立ノ地歩ヲ占v!， 諸君ノ父兄ヲ光栄ナラ

シメ ，又諸君ノ国家ヲ光栄ニ導カレンコトヲ切ニ

希望スル次第テ.アリマス.、よ

!-l' 

入学，あの入学式といふものを忘れる ζとが出 かぶれないし，ヨ Lヘヨレな』匝に鳥打帽子ム，その他

きない.大ていの学校ならば創立であっても学校 iは和服に鳥打，ホー歯め下駄といった県合;('，こ

の制帽徽章などは既にきまっておるであろうが， れが市電から下りてゾロゾロと校門を入るところ

それは入学した学生から募集して図案を求めると は全く見物であった.夏服から制服になり，ー応募

いう具合で式場で申された校長の自由主義という した中から徽章もきめられ次で校歌の募集もあっ

ものは実行の上にも全く徹底したものであった. たが，こ札ばい Lのがなかったよ王うで土井晩翠に

したがって 1年， 2年と浪人生活をやったものは 依頼されるということを聞いた.こ』易いうところ

勿論，中学からすく・入ったものでも中学の帽子は へ入ってきて我々は仕来りというか正大きく言え
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ば校風とでもいうものがない事に多大の不便を感 じたがまた一方のびのびとして嬉しかった.

16. 第 2回目の入試

大正10年3月の入学志願者総数は556名で.入学者は127名(他に選科機械β名 応化2名)

であった.内訳は

科 名

機械工学科

応用 化 学科

電気 化 学科

計

17. 開校式と校長答辞

無試験無採点無首罰の三無主義を表明

入学者数 入学者

247 42 

121 43 

188 42 

556 127 

大正10年10月29日，本校にと っては記念すべき開校式が本校講堂において挙行された.この年

は9月から約1カ月余も陰うつな秋雨が降りつづいていたが，この日は天が当校の前途を祝福す

るかのように秋らしくからりと晴れ上がり，参会者一同の顔もH青れ晴れとしていた.

この日当局からは中橋文部大臣，山崎実業学務局長，井上神奈川県知事その他来賓としては消

浦枢府副議長，吉武東京高工，下山米沢市i工，)11口広島高工，的場明治専門，三輪千葉医専， 長

屋外国語学校等の各直結学校長をはじめ，朝野5∞ 名の来臨があった. (なお弟校である神奈川

県立商工実習学校の開校式もー諸に挙行された.) 

この席上，鈴木校長は来賓に対する答辞で特に本校の教育方針としての無試験，無採点，無賞

罰主義のいわゆる三無主義を説明し，多大の感動を与えた.これは長く本校の校是となり，当時

官立学校としては破怖の特色ある教育方針として識者の注目を浴びた.

中橋徳五郎文相は祝辞として大略次の通り述べた.

33年前人口4万に過ぎなかった横浜市は今や40 その発展を望むことが出来ぬ.是非主も工業の基

余万となり，特に近年の発達は著しいものがあり 礎をこ与に樹てその永久の発達に備えねばならぬ

ます.実に市の現状及び将来を考えれば， 唯単に ということは私，屡々耳にする所もあるがこれ誠

我国貿易にのみ依頼せずして，工業と相倹たねば に同感であります.

またj青浦釜吾子爵も大略次のごとく 祝辞を述べた.

由来商・業地商業国と離もその背景に工業がな す目而して工業の背後には工業の進歩を促すべき

ければ本当の発達は出来ない.英国が商業国とし 基礎たる教育の必要なるはいうまでもありませ

て永久の命脈を保有しているのは植民地の関係も ん.

あるが要はその背後に工業があるからでありま
. 

開校式ニ於ケル学校長ノ答辞 ラズ，本日横浜高等工業学校並ニ神奈川県立商工

来賓閣下各位，御繁劇ノ身二アラセラノレノレニ係 実習学校ノ 開校式挙行ニ際シ，当局トシテハ文部
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大臣閣下，神奈川県知事閣下，来賓トンテハ清浦

子爵閣下ヲ始メ朝野ノ貴顕多数ノ御臨場ヲヨミウ

ン，且ツ御懇篤ナノレ祝辞並ニ御奨励御鞭縫ヲ賜ハ

リ，淘ニ二校ノ光栄之ニ勝ノレモノガアリマセン.

主主ニ両校ノ教職員学生々徒一同ヲ代表シ，謹ンデ

厚ク御礼ヲ申・ン上ゲマス.

此無上ノ光栄ニ浴スノレ機会ニ於イテ，私ハ両校

ノ校長トシテ，此両校ガ如何ニ シテ相提携スノレニ

至リタルカ又此両校カ'今後如何ナノレ抱負ヲ以テ其

発展ヲ図ノレカ，簡単ナカ、ラ主主ニ一言スノレコトハ，

私ノ当然/義務デアリ且ツ此開校祝賀ニ賛同ヲ君主

ウシタノレ来賓関下各位ノ御盛意ニ酬ユノレ所以デア

ノレト存ジマス.

私ハ東京高等工業学校ノ前々校長手島精一先生

ノ門下生デア リマス.手島先生ハ我国工業教育ノ

先覚者デアリ ，元勲デアツタコトハ，世既ニ定評

ガアリマス.而・ノテ先生ノ工業教育ニ於ケノレ本領

ハ寧ロ工業徒弟及ピ工業補習教育ノ方面デアツタ

ト私ハ信ジテ居リマス.私ガ先年当校経営ノ内命

ヲ受ケマシタ時，潜ニ先生ノ志ヲ継承、'/，其本領

トセラノレル所ヲ本校ニ於テモ取11カ実現セシメタイ

トノ希望ヲ抱イテ居リマシタガ，私ノ微力ナノレ，

斯クノ如キ計画ハ前途甚ダ主主遠/事ト思ツテ居リ

マシタ.然ノレニ大正8年9月故安部幸兵衛氏ハ

1，000，000円ヲ公共事業ノ経費トシテ神奈川県ニ

提供セラレマシタ.此ノ資金使用ニ就イテハ県/

当局及ピ横浜市ノ之ニ関係セラレ夕方々，並ニ県

政ニ参与セラノレノレ諸君ト私共トノ考ガ宰ニシテ一

致共鳴シ，遂ニ設立ヲ見ノレニ至ツタノガ，実ニ此

ノ商工実習学校デアリマス.私ノ宿志ガ斯クノ如

ク容易ニ又速カニ成立シタコトハ実ニ望外ノ喜ピ

デアリマシテ故安部氏ニ対・ンテハイフモ更ナリ県

及市ノ各位ニ対シ厚ク感謝ノ意ヲ表スノレ次第デア

リマス.

横浜高等工業学校ハ実業学校令及専門学校令ニ

ヨリ ，工業ニ従事セントスルモノニ高等ナノレ学術

及技芸ヲ授クノレヲ以テ目的トシ，目下機械工学，

応用化学，電気化学ノ 3科ガ設置セラレテ居リマ

ス.修業年限ハ 3ヶ年デアリマスガ，学理ニ相当

スノレ実地ノ技術ヲ練習セシムノレコトハ，此短日月

ヲ以テシテハ容易ノ事デアリマセン.放ニ技術ノ

練習ニハ特ニ実際的工場ノ訓練ヲ要シマス.

仰テ商工実習学校ハ実地ニ重キヲ置イテ居リマ

ス.工業部ノ方ハ本校即チ横浜高工トノ逮絡上，

マタ同ジク 3科ヲ置キ修学年限ハ 5ヶ年デ其各工
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場ハ営利的経営ニ立脚セシメテ居リマス.此ノ工

場テッ、本校ノ学生ニモ亦実際的経営ニ当ラシメ ，

技術的ノ訓練ヲ主主ニ補フコトト致スノデアリマ

ス.商業部ノ方ハ此実地工場ノ経営即チ原料ノ買

入，製品ノ荷造リ運送，販売等ニ就キ実地練習ヲ

致スコトトシマス.本校ハ実習学校ニヨリ多大ノ

利便ヲ得ノレト同様ニ，又実習学校ハ本校ヨリ多大

/利便ヲ得ノレコトト信ジマス.斯クノ 如ク相提携

以テ暦歯輔車ノ関係ニアノレコトハ即チ両校併立/

主旨ニ外ナラヌノデアリマス.

次ニ本校ハ実習学校ト異ナリ文部省ノ直轄デア

リマス.然レドモ其所在ヨリシテ至大ナノレ関係ヲ

当市及ピ当県ニ有シテ居リマス.JWチ此程度ノ専

門学校トシテ，所在地ト交渉ナシニ超然、孤立スノレ

コトハ出来マセン.広ク我国ノ製造工業ノ実際ト

常ニ11節絡交渉ヲ有タネパナリマセン.而シテ特ニ

私ノ希望スノレ所ハ何ヨリモ先プ県及市ノ実業方面

トノ緊密ナノレ聯絡関係テ'アリマス.即チ，是等ト

善良ナノレ理解ヲ有チタイト思ヒマス.具体的ニ云

ヘパ県及市ノ諸工場ハ，我両校ノ為メニ差支ナキ

限リ開放セラレ，我ガ教授及学生生徒ノ見学ニ資

セラレタイノデアリマス.同時ニ諸工業会社ニ於

テ技術上ノ困難ナノレ事件ニ遭遇セラノレノレニ於イテ

ハ，本校ニ交渉ヲ願ヒタイノデアリマス.本校ハ

其教育ノ余裕アノレ限リ ，叉本校ノ可能デアノレ限リ ，

其等技術上ノ困難ヲ排除スル事ニ努力イタシタイ

ノデアリマス.是等ハ本校トシテ当然ノ義務デア

リマスカ，猶本校ハ横浜ナノレ最モ光栄アノレ貿易港

ニ所在スノレ特殊ノ関係ヨリ学校ガ自発的ニーツノ

特色ヲ具備シタキ一事ガアリマス.是レ所謂植民

地的物産ノ研究デアリマス.外国ニテハ之ガ研究

ニ特別ノ講座ガ設ケラレテ居リマスカ¥本邦ニ於

テハ未ダ之ヲ試ムノレニ至ツテ居リマセン.当校ニ

於テハ特ニ此点、ニ注意シ，支那ヲ初メ南洋，南米

ニ至ノレマデ工業上ノ物資ノ研究ニ努力イタシタク

既ニ其端緒ヲ関キツツアリマス.此点ニ就キ只今，

川口広島高等工業学校長ノ御宣伝ヲヨミウシタルコ

トヲ感謝イタシマス.

以上我校ノ本領及ピ其特色ヲ発揮スノレニ於テ，

豊富ナノレ国家ノ援助ヲ期待スノレコトノ切ナノレト同

時ニ， 当県及当市ノ同様ナノレ後援ヲ懇願シテ止マ

ザノレ次第デアリマス.

最後ニ本校ガ是等ノ希望，抱負ヲ以テ如何ニ学

生ヲ薫陶スノレカニ就テ一言ヲ許サレタイノデアリ

マス.教育ノ根抵トスノレ精神ハ，先帝ノ下シ賜ヒ



タノレ教育勅語ヲ遵奉スノレノデアリマス.而シテ本

校ガ昨年四月授業開始以来特ニ標務シテ居リマス

モノハ，自由啓発ノ教育主義デアリマシテ勿論教

育勅語ヨリ流レタノレ一泊滴=過ギナイノデアリマ

λ.之ヲ論ジ之ヲ宣伝スノレハ易キモ実践ノ難キヲ

看取シ，本校ハ従来/採点的試験制度ヲ断乎トシ

テ廃棄イタシマシタ.之ガ為メニ特ニ懇篤ヲ極ム

ル教師ノ指導ト学生ノ自覚自発ヲ絶大ニ要求シテ

居ノレ次第デアリマス. 自発的修学ハ独リ真正ナノレ

学業ノ成績ヲ収ムノレノミナラズ，叉学生/品性陶

冶ニ影響スノレ処至大ナノレモノアラント信ジテ居リ

マス.業ヲ終へテ社会ニ立チ責任ヲ重ンズノレ人，

名節ヲ尚プ人，彼ハ頼モシキ人，彼ハ苦節ヲ共ニ

スノレニ足ノレノ人ト我モ許シ人モ許ス人格者ハ無理

解ナノレ束縛ヨリ脱シ監視ナキ自由ノ環境ニ自発的

ノ薫陶ヲ授ケラノレ、コトニ由ツテ， ヨリ多ク輩出

スノレコトト確信シ，所謂試験的勉強ヨリ青年学生

ヲ解放イタシマシタ次第デアリマス.

主主ニ重ネテ来賓閣下各位ニ敬意ヲ表シ，両校ノ

教職員学生々徒一同ヲ代表シ，本日ノ御盛意ヲ感

謝イタシマス.

当時を追想して鈴木校長は「名教自然碑の由来と教育私見の断片」において次のように述べて

いる. I初め開校式に中橋文部大臣は|市席することを容易に承諾せられなかった.東京以外の開

校式には出席しないということであった.和、は再三懇請して終に承諾を得た.三無主義の黙諾を

得んが為であった.式後大臣随行の山崎実業学務局長等から三無主義で行くことが出来るなら結

構であると，いささか消極的ではあったが別に異議疑問をはさむ人はなかった.大臣は実業家出

身であった為か一言の批判もなかった.J 
(注) 神戸大学工学部50年史 (p.12-13)によれば神戸高工でも早くから無試験，無落第を原勝L. rこの制度は績浜高工にならったもの
である」とある.

18. 記念祭

(1) 前夜祭

開校式の行なわれた10月29日の前日28日には校門前の大アーチには「祝開校」の扇額(へんが

く) を掲げ，紅白のまん幕を張りめぐらし，本館前には万国旗を四方に張り波した.午後4時 1

発の花火と共に，本校生をはじめとし横浜-rll，同二中，浅野総合中学，皇道中学，商工実習の

各校生徒ら 1，200名が青年|欽を先頭にちょうちんをかさしつつ校歌と記念祭歌を合唱して大行進

をおとなった.

学校正門より大|前l町，関外，関内，県庁，商業会議所，市役所に至り万歳三11昌，横浜公園に至

り91時散会した.横浜全市を挙げての喜びの前奏ItEIで‘あった.

開段式と鈴木校長 正門前
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(2) 記念植樹

10月29日午前9時，図書館前で，校長，教職員生徒一同によ って，開校記念、樹の値樹式を挙行

し7こ.

(3) 記念祭

10月29日開校式に引きつづき午後は校庭で運動会を開催，本校はじめ付近中，商業学校，小学

校生徒らも参加した.30日， 31日の両日は学校全部を一般に公開し盛大な記念祭を催し，学生の

製作したものを一般の観覧に供した.入校者25，000余名に上った.なお31日夜は詩堂で学生主催

の余興を行ない，これまた満場立錐(り っすい)の余地なき盛会であった.

この余興には開校記念祝賀劇と称して，電1の「出家とその弟子J，応2の風刺劇「飢餓J，機

1の悲喜劇「命の針j，応1の「忘れてきたシルグハ ットj，電2の史劇「ナーマンj，機2の風

刺劇「荒革命の旅j，のほか各科各級のマンドリン，ノ〈イオリンの演奏があった.

(主として高工時報制覇1.6年11月1日思い出による)

(4) 記念祭の歌

1. いざや歌はん記念祭 2. いさvやたたへん記念、祭 3. いざや歌はん記念祭

長き夜ふけて横浜の

灯の波映ゆる街々に

残る健児の栄ある名

胸にあふるる歓びの 夕日照り添ふもみぢ紫の

声はとどろくこのあした 赤き心の燃える時

仰ぐ理想の高き空 染めなす波の旗じるし

(アムーノレ河の曲譜〕

(5) 記念祭の意義について

記念祭そのものの是非についてはとかくの論議があるが，その意義について，創設者である鈴

木校長は，六ツ川夜話 (52回)で次のように述べている.

私が歳前に在職していた大正初年頃の同校の記

念祭は非常に盛大であった.おそらく一高と蔵前

両校の記念祭が二大記念祭であったであらう.一

高の方は所調向陵男子の意気を示した実に朗かな

記念祭であった.蔵前の方は全く実質的なもの

で，学校を開放して世間に工業知識を普及すると

同時に，学校といふものを以て東京市民の楽しみ

をや成することにあっただらうと思はれる.私は

蔵前の手島校長に沢山のものを教へられその意見

に敬服していた.それで本校に於ても開校早々こ

の記念祭を始めた.畢寛本校のそれは蔵前になら

ったものである.

記念祭とL、ふものはお祭り騒ぎじゃ，学生のす

19. 本校の校風と三無主義

る仕事としては相応しからぬことじゃと学校外の

世間でも面白からぬ感情を持っている者もあらう

と思ふ.

然、しこのお祭ということは古今東西を問はず行

はれている. これは政治の一つである.記念祭

といふものは学校政治即ちスクール ・ポリティッ

クの一つであると思ふ.百姓が秋豊年祭をするや

うに学校も一年一度お祭りをする…・ー(中略〕・・

・・・非常に元気よく朗かにこの数日を過すのは誠に

結構な事であると思ふ.無論記念祭後もこの気分

を牛のよだれのやうに流している事は大禁物であ

る.これは祭に対する私の見方である

定

本校の校風は鈴木校長着任と同時に興った.大正9年4月12日の授業開始の日の校長訓旨，同

10年10月 29 日 の開校式の校長式辞などにおいて自由主義， 三重~、主義が本校の教育主義として宣言
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され，教職員，学生一同が相協力してこの校是の達成に努力した.この主義主張はいうはやすく

成すは最も難いことではあったが「校風徐ろに興り」官立専門学校としてはまことに特異な校風

が形成されていった.

いわゆる鈴木校長の唱えた三無主義とは無試験，無採点，無賞罰主義である.鈴木校長は，

「三無主義は決して私の創意のものではない.又この三無主義を実行するに於て，私のと った手

段といふものも，何一つ私の創意といふものはない.凡ては先哲又は先輩同僚の人々がその範を

示してくれた足跡を，そのまま踏み又その形式に少し許りの修正を加へたものに過ぎないのであ

るJ.(名教自然碑の由来と教育私見の断片)

と述べているが，鈴木校長の傑出しているところは，これを無理せずに自然に実行に移してい

ったところにある.同じ書に次のように苦心を述べている. 1"さて三無主義を以て高工の教育に

当ってみたが，単なる信念、のみでは容易く目的が達せられない感じがせられてならない.そのま

まにして置けば，放縦に陥入る危険があり，野放し教育になる恐れがある.そこで私は私の教育

上の信念である自覚を， 学生の脳樫に値えこまねばならなし、と考え，同時に学校の性質をよく学

生に理解せしむる為に，私は1週1度1時間教壇に立つこととした.……」

自由教育を実行するには，学校全体が自由の空気を呼吸しなければならない.すなわち校風が

興らねばならない.校長や教授陣はもちろんのこと，給仕や小使に至るまで，校j試に染まり，一

団とならなければならない.そのためには校長教授障は自ら率先し，細部に目をくばり，あらゆ

る努力をなし，校長から学生まで一つにならねばならぬ.あらゆる障害を乗り越えてこれを実際

に実行していったととろに，鈴木校長の真面目があった.

「我校の自由教育は，三無主義を徹底的に実行するを以て，第一の要諦とした」と鈴木校長は

各処で述べている.煩をいとわずさらに 「自由教育10年」に鈴木校長の述べているところを記す

こととする.

我校の学風とする自由啓発主義の樹立は，決し

てこれを訓練に求むべきではない.各自の自覚，

責任に直面しての自覚，研究に対しての自覚，困

難に対しての自覚，これらの意味の自覚を措いて

他に求むることはできない.放に学校はこれらの

意味よりして生徒の自覚，自発を要求すること甚

大なのである.業を卒えて社会に出て責任を重ん

ずる人，名節を尚ぶ人，彼は頼もしき人，彼は苦

節を共にするに足る人と吾も許し人も許す人格者

は無理解なる束縛より脱し，監視なき自由の環境

にあって，自発的の薫陶を受くることによって，

始めて生れ出づべきものと確く信ずるものであ

る.これわが校が無試験，無採点主義を採用して所

謂試験的勉強より青年を解放したる所以である.

然しながら斯くの如きは言ふべくして行い難き

ところである.凡そ集団生活は如何に厳格，細密

なる規則を設くるも所謂一糸乱れず整然、たる秩序

を保つが如きことは難事中の難事とされている.

況やそのすベてを解放して，然かも猶その成果を

挙げんと欲せば，須らく集団構成の各個人がその

責任と義務の完壁を期するの外はないのである.

わが校はこの完壌に向って，二六時中絶えざる努

力を継続する一つの修養団体なのである・・・ 教

育の功果如何はこれを短日月の経験に徴して早計

に批判し去るべきものではないと考える.わが校

の主義とし，主張するところも皐寛するに多年の

歳月によって解決せらるべきであって，今主主に予

断を許されないところであるが，所信よりすれば

必ずその花を開き，実を結ぶべき秋の到来すべき

ことを疑はざるものである.

なお前文でも見るように鈴木校長は自由主義と称したり，あるいは後に自由啓発主義といった
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りしているが，この両者は同 じことを意味していたようである.

鈴木校長は終戦後自由啓発主義について次のように語っている. (六川目白昭和28年)

昭和の初め頃から，帝国々防の第一線は，満洲 発主義と改め，世の中をカモフラージュした.し

にあると唱え初めてからは，帝国主義の気勢は， かし教育の内容については少しも異なるところが

益々尖鋭を加えてきた.園内の世論も軍国主義に なかった.無益の反抗を避けるに過ぎなかった.

拍車をかけて，自由主義は表面に顔を出すこと 皇室中心主義を奉じ，教育の中心を，教育勅語に

は，許されなかった.我校は自由主義を標袴した 置きながら，御神影を奉戴せず，教育勅語の下賜

が，それでなくとも，当初から多少の危険と不安 を受けず，従って三大節に職員生徒を招集して，

を感じた.その当時中学教育者で自由教育を主張 御神影の祝賀式を行なわず，三大祭日に一同を野

した為め，教職をなげ捨てなければならなかった 放しにして置いた事は，私自身には確固たる信念

校長さえあった.私は倫理の教授岩橋遵成君の知 と，闘志に燃えて居た.・

恵をかりで，自由の下に二字を添加して，自由啓

20. 校風徐興

大正12年 1月26回，自由啓発の思想を徹底，樹立するため，教職員，学生の有志、によって，校

j町余興会が設置され，1月31日第1回例会を開催した.

横浜高工学校一覧(大正12年度)には次のように記している.

[校風徐興会〕 訪11育上学校当局の期待する処，

若し学生の希望する処と相容れざるところあら

ば，両者の弊処欠陥互に気附かず，意志の疎通を欠

き，為めに教育の能率漸減するの事実なきを保し

の代表者並に有志者を加え，ーの協議会を輿し教

育振興上に関する諸問題を討究することとなした

り.名づけて校風徐興会と称し，その第1回を大

正12年1月31日開催したり.健全商事良なる校風は

難し.殊に自由啓発を標傍する本校に於ては居常 全校の和衷協数により益々発揚せんことを希望し

意を主主に留めざるべからず.本校教職員と学生と てやまず.

の聞に協議成立し，毎学期凡そ 1回全職員と学生

鈴木校長は，校風徐興について昭和 4jrの第7回卒業式の式昨で次のように述べ，本校の校風
が徐々ではあるが形成されつつあることを喜んでいる.

学校の経営として最も努力を要することは校風

の樹立にあると思う .古人日 く，清風徐に来って

水波起らずと，校風も徐々に吹き興すと波湖を生

ずることがなからうと患い，急がずに同僚と一致

して，不断の努力をつxけ爾来9年となる.この

9年の聞に縦げながら校風のある形が生じて来つ

Lあるのではなからうかと想像せられ，喜びに堪

へぬ次第で、ある.

吾校の標傍する自由啓発は，校風の根元となら

なければならぬと考へます.

また荒牧寅雄(大正15年機械卒)は商工時報で次のように諮ってし、る.

名教自然が示すよ うに自由教育を標傍して立っ

た煙洲鈴木先生が，技術教育に独自の方式を採用

されたこの学校は，横浜というエキゾチックな雰
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21. 徽章校歌

本校の波に高工の徽(き)章は創立後間もなく何かなくてはということで，本校生徒に呼びか

け懸賞募集をしたところ，機械1期生の金子徳雄のものが当選した.これに少しく手を加えたも

のが，あの波に商工のわれらが横浜高工の徽主主である.
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一噛炉内

A
骨量鴨

Se晶暗殺
骨

横浜高工徽章

横浜高工校歌

校歌

「希望の光うららかの 曙ともに聞かれて」われらのなつかしい校歌については残念ながら資

料として存在するものは何もない.ただ口づたえで次のようにいわれている.徽章と同じよう

に，創立時，一般職員，生徒から募集したが，佳作が得られなかった.それで-鈴木校長はかつて

二高で同僚であった有名な詩人の土井晩翠に依頼し，できたのがこの校歌であると.作曲者の中

田章についてもつまびらかにしない.

22. 商議委員

文部省の規則として各校に商議委員数名を置くこととなっていた.これは学校経常に関し重大

なことについて審議する機関である.本校商議委員会規程は大正10年制定された.

横浜高等工業学校商議委員会規程 (大正10年制定〉

第1条 文部省直轄諸学校官制第19条ニ依リ横浜高等工業学校ニ商議委員会ヲ置ク

第2条商議委員ハ左ノ人員ヲ以テ之ニ充ツ

神奈川県知事叉ハ其ノ他ノ神奈川県高等官 1名

横浜市長叉ハ其ノ他ノ横浜市吏員 1名

商工業ノ経験アノレ者 3名以上7名以下

第3条 商議委員会ハ学校経営上重大ナル事項其ノ他学校長ニ於テ必要ト認ムノレ事項ヲ審議スノレモノト

ス

第4条 商議委員会ハ文部大臣ノ諮問アノレトキハ意見ヲ陳述スヘシ

第5条 商議委員会ノ会議ハ学校長之ヲ関キ其ノ議案ヲ提出スノレモノトス但シ商議委員ニ於テ意見アノレ

トキハ之ヲ議案ト為スコトヲ得

第6条 商議委員会ノ議事ニ関スノレ規定ハ委員会ニ於テ定ムノレコトヲ得

第7条 商議委員会ノ決議ハ学校長ヨリ之ヲ文部大臣に報告スヘシ

初めての委員には次の7人が任命された.

日本銀行総裁 井上準之助

原合名会社社長原 富太郎

神奈川県知事井上孝哉 禁浜商業会議所会井坂 孝

渡辺銀行頭取渡辺福三郎 横浜市長久保田政周

'd7 



左右同銀行頭取左右田喜一郎

なお昭和17年までの委員をここに記しておく.

。大正11年

日本銀行総裁井上準之助

神奈川県知事井上孝哉

壁浜商業会議事井坂 孝

原合名会社 長々 原 富太郎

渡辺銀行頭取 渡辺 福三郎

喜右ザ伊壁左右田喜一郎

。大正12年

井上準之助

き浜商業会議事井坂 孝

原合名会社々 長 原 富太郎

渡辺銀行頭取渡辺福三郎

横浜市長渡辺勝三郎

神奈川県知事安河内麻吉

富右ザ伊里左右田喜一郎

。大正13年

井上準之助

雲浜商業会議富井坂 孝

原合名会社々長原 寓太郎

渡辺銀行頭取渡辺福三郎

横浜市長渡辺勝三郎

中村房次郎

FF伊壁左右田喜一郎
神奈川県知事清野 長太郎

。大正14年

井上準之助

井坂孝

原 富太郎

神奈川県知事堀切善次郎

渡辺福三郎

中村 房次郎

横浜市長有吉忠 一

左右田喜一郎

。大正15年

井 t 準之助

井坂孝

原 富太郎

渡辺福三郎

中村 房次郎

横浜市長有吉忠一

左右田喜一郎

く〉昭和 2j-lミ

日本銀行総裁井|ニ 準之助

労ニ坂 孝

神奈川県知事池田 宏

原 寓太郎

渡辺福三郎

中村房次郎

横浜市長 有吉 忠 -

O昭和4年

大蔵大臣井上準之助

井坂孝

原 富太郎

渡辺福三郎

中村房次郎

神奈川県知事山脈治郎

横浜市長有吉忠-

O昭和5年

大蔵大臣井上準之助

井坂孝

原 富太郎

横浜市長 大 西 一郎

渡辺福三郎

中村房次郎

神奈川県知事山脈治郎

有吉 忠 一
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。昭和7年

井坂孝

原 富太郎

横浜市長大西一郎

渡辺福三郎
守二

神奈川県知事襲山助成

市村房次郎

有吉忠一

。昭和9年

井坂孝

原 富太郎

横浜市長大西一郎

神奈川県知事横山助成

中村房次郎

貴族院議員有吉忠一

。昭和10年

井坂孝

神奈川県知事石岡 馨

原 富太郎

中村房次郎

貴族院議員有吉忠一

横浜市長青木周三

O昭和11年

井坂孝

原 富太郎

中村 房次郎

神奈川県知事半井 清

貴族院議員有吉忠一

横浜市長 青木 周 三

。昭和15年

井坂孝

中村房次郎

貴族院議員有吉忠 一



横浜市長青木周三

。昭和16年

井坂孝

中村房次郎

23. 観光外人招待大音楽会

貴族院議員有吉忠一

横浜市長半井 清

神奈川県知事松村光麿

く〉昭和17年

井坂孝

rt村房次郎

貴族院議員有吉忠一

績浜市長半井 清

大正12年3月1日米国観光団 1，500余名がエムプレス ・オプ ・フランス号で横浜港に入港し

た.本校校友会音楽部は3月3日夜，本校講堂に観光団を招待し大音楽会を開催大盛況であった.

本件につき「学校一覧」には次のように記している.

「……本校は横浜なる帝国の首港に位置せるものとして此挙の決して徒労にあらざりしを欣幸

とす.J 

24. 第1回卒業式

大正12年3月17日，本校第1回卒業式が本校講堂で挙行された.思えば大正9年開設と同時

に，第1期生として入学した学生はここに3年の後雪(けいせつ)を積んで，めでたく本日卒業式

に臨むこととなったのである.卒業生はもちろんのこと，校長始め教職員一同の喜びは如何ばか

りのものがあったろうか.

卒業式の時の鈴木校長の告辞がよく第 1回卒業生に対するきびしい期待と喜びを伝えている.

なお当日は本校とは特に関係深い後藤新平が臨席して講演を行なった.

学校長告辞 須ラク国土ヲ以テ任ジ同窓ノ間ニ於テハ先輩ヲ以

本日当校第一回卒業式挙行=際シ当局文部大臣 テ任ジ以テ其実績ヲ挙グノレコトヲ今後一日ト1M[モ

代理並ニ朝野来賓閣下各位ノ御来臨ヲ君主ウシ厚タ 忘レテハナラヌ.

感謝イタシマス.特ニ後藤子爵閣下ニハ大ナル御 来賓閣下各位，本校ハ大正9年4月開校以来屡

家庭ノ御不幸後デアリ，且叉国家公私御多用ノ折 々宣言主張イタシマシタ主義方針ナノレモノガアリ

ニモ拘ラズ御来臨一場ノ御教示ヲ賜ルコトハ，我 マス.

卒業生ハ勿論本校ノ光栄之ニ過ギズ淘ニ感激ニ堪 本校ハ実業専門学校トシテ工業ニ関スノレ高等ナ

ヘヌ所テ・アリマス. ノレ学術技芸ヲ教授イタ γマスガ，是等ノ上ニ猶特

卒業生諸君，3年鐙雪ノ功空シカラズ本日ノ光 ニ注意ヲ傾注シテ居ノレ事項L 2ヲ簡単ニ申上ゲ

栄ヲ獲ラレタノレヲ衷心ョリ喜ビマス.叉是等卒業 マス.

生ヲ指導誘披シタル教官諸君ノ丹誠及ピ終始諸般 第一国家ノ歴史ヤ哲学ノ上ニ基礎ヲ置キタル社

ノ事務ニ服シタル職員諸君ノ労ニ対シ，私ハ学校 会及経済ノ知識ヲ獲得セシムルコトデアリマス.

長トシテ厚ク感謝イタシマス.卒業生諸君ガ今日 是等ノ知識ハ実業界ニ立ツ人々ニ円満ナノレ徳性酒

ノ如キ光栄ニ浴スノレ事ハ畢完我国家ヵー諸君ニ期待 養ノ材料ヲ供スノレモノト信ズノレカラデアリマス.

スノレコト大ナノレ為メデアノレ.諸君ノ責任ハ此期待 第二ニハ国際的工業ノ開拓デアリマス.是レ横

ニ孤負スノレコトナキヲ祈ツテ止マザノレ次第デアリ 浜ト云フ光栄アノレ貿易港ニ設立セラレタノレ地理的

マス.諸君ハ又我校第一回ノ卒業生デアノレ.諸君 ニ必然的ナ計画デアルト信ジマス.

ノ今後ニ於ケノレ業績如何ハ我校将来ノ運命ニ影響 本校創業日猶浅ク是等ノ特色ヲ発揮スノレノ充分

スノレ処砂カラヌノデアリマス.然ラパ諸君ハ二重 ナノレ機会ニ接、ン得ズト難鋭意此方針ニ進行スノレ積

ノ責任ヲ有シテ居ノレモノデアノレ.社会ニ立ツテハ リデアリマス.後者ノ主義ノ為メニハ本校ハ既ニ
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昨年3月在外研究生トシテ教官ヲ蘭領印度及海峡

殖民地方面ニ派遣シ現ニ此方面ノ化学工業ヲ調査

研究セシメツ、ァリマス.叉今回ノ卒業生中ニモ

今後直ニ海外ニ渡航シ事業ニ従事γ;研究ニ没頭セ

ントスノレモノ両3名アノレコト我校ノ方針ガ実行ノ

端緒ニ就キタノレモノト観察シテ居リマス.猶本校

ノ、教育ノ方針トシテ自由啓発主義ヲ取リ従来ノ試

験制度ヲ全廃シ強制j的試験勉強ヨリ学生ヲ解放シ

自己ノ責任ヲ重ンジ自発的ノ勉強ニ由リ其課程ヲ

卒ヘシメマシタ故，今日ノ如キ盛典ニ際会シ其儀

礼ニ相応・ンキ各種賞品ノ授与，特待生，優等生等

ノ表彰ハ全然行ハヌノデアリマス.是レ我国憲法

ノ政治，自治ノ制度ニ順応シ社会ニ立チ独歩ノ地

位ヲ占メ責任ヲ重ンジ名節ヲ尚ピ虚偽ヲ退ケ正義

ヲ社会ニ捧ズノレ人ノサ折ノ如キ主旨ニ由リ教育ヲセ

ネパナラヌト信ズノレ為デアリマス.I羽下各位此ノ

如タニシテ今日92名ノ卒業生ヲ社会へ初メテ送リ

出シマス.不幸ニシテ一般工業ノ不景気ニ際会イ

25. 支那北京双橋無線電信と遠藤教授

タシマシタ.特ニ化学工業ガ甚シキニ拘ラズ当校

ハ二科マデ化学工業ニ属シテ居リマス.事長レドモ

世上ノ同情ニ由リ大ナノレ困難ヲ見ズ各方面=略就

職ノ途ヲ得マシタコトハ実ニ欣幸トスノレ処デアリ

マス.

卒業生ノ業績如何ハ，今後世間ガ実証シテ下サ

ルコトデ学校トシテハ至大ノ注意ヲ払フ処デアリ

マス.是等ノ新人物中ニハ必ズヤ高材逸足所調千

里ノ馬アノレコトト信ジマス.幾多ノ駿馬アノレコト

ヲ信ジマス.併シ之ヲ策ツニ其道ヲ以テセズ，之

ヲ食ツテ其材ヲ尽サシムノレコトガ出来ナケレパ或

ハ駕馬ニ等シク空シク槽樫ノ間ニ麟死セシムノレ恐

ガアリマス，是レ叉我校ガ鋭意、教育ニ尽スト共ニ

弘ク社会ニ希望スノレ処デアリマス.何分ニモ閣下

各位並ニ江湖ノ厚キ御後援ト御鞭健トヲ今後益々

仰ギタイ次第デアリマス.

主主ニ蕪辞ヲ開陳シ本日ノ卒業式ニ於ケノレ閣下各

位ノ御芳情ヲ厚ク感謝イタシマス.

機械工学科教授遠藤政直は，大正12年三井物産株式会社の依頼で，無線電信用発電機を運転す

る蒸気タービン付属の特殊精密速度調整機を設計製作した.当時としてはこれは画期的なもので

あった.三井物産はこれを用いた無線電信設備を支那北京郊外の双橋無電台に納入したので，遠

藤教授は1臼3年双橋に調整のためi刊中

のように記し同教授の{偉章業宅そど称えている.

遠藤教授は昨年(大正11年)以来三井物産の

依頼をうけて，無線電信用発電機を運転すべき蒸

気ターピンに付属する特種精密速度調整機を設計

製作せり.是より先，同社は支那政府との間に北

京双橋に於て欧米各国と直接通信し得る大無線電

信局を建設することを契約し，その工事を進行し

たるも，該無線電信に使用する所の発電機を運転

するに蒸気タービンを直結使用するの方法を取り

たるを以て，蒸気タービンの廻転数をこの種発電

機に於て特に必要なる精密の程度を以て正確に一

定に保持するの必要を生じ，その変化の限度は負

荷の如何なる変化に対しても正速度の0.1%以下

とせられたり.抑もこの蒸気タービンを以て無線
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電信発電機を直結運転するの装置は，外国に於て

もその例なし上述の如く精確なる動作をなす調

整機の製作は至難の事とせられたり.而してこれ

が設計は同教授自らこれを担当し，整作はその監

督の下に石川県小松製作所に於てなさしめ竣工す

るに及びて，本校水力実験室を利用してその予備

試験をなし，順次これを支那に発送したり.本年

(大正12年)6月上旬同教授は支那双橋の現場に

出張し，取付及び働作の調節に従事したりしが，

良好の結果を収めて11月中旬帰朝せり.北京無線

電信は今や日米支間の国際問題として，世界の注

意する処なるが，これが建設に本校の関与する処

あるは本校の欣幸とする処なり.



26. 横浜工業懇話会

木会は，鈴木校長がその敬愛する東京';:1工校長手島粕ーの故生11にならって創設したもので，大

正11年5月横浜銀行集会所で第l回を聞いた.

工業および工業教育に従事するもので，横浜市ならびに付近にある者が相会して毎月 l回15日

と日をきめ， (ただし 7，8月は休み)名士の講演会を開き，会員相互の意見を交換し，気脈相

通じ，斯(し)界の向上発展に資するを目的とした.

初めの聞は主として工業に関する講演であったが，おいおいと範囲が広まり政治， 経済， 外

交，教育，軍事と各方面にわたり， 講師も当時の一流人士が招かれた. 会員数300名以上とな

り，毎回出席者も 150名以上の大集会となった.

本会は22年間つづき回を重ねること 227回に及んだが，終戦後惜しいかな自然消滅の形となっ

fこ.

その聞の講演者の主なる人は問実，石橋湛IIJ， 大河内正敏，有吉忠一， 梶原仲治，結城豊太

郎，藤原l咲平，白川義則，安達謙厳，小鳥政二郎，鈴木梅太郎， 沢田節蔵， 休々木{言綱，商春

彦，白鳥敏夫，大西滝治郎，鳥居竜蔵，芦田均，伊藤正徳，布胞勝治， 沢田廉三，徳百帝京峰等で

あった.

付(1) 県立商工実習学校 (県立商工高等学校)

大正8年横浜の豪商，安部幸兵衛は死去に際し，当時の金で 100万円を県に公共事業費とし

て寄付した.

鈴木達治はそのころ，横浜日工の創立に関係していたので，商業と工業を合わせた中等学校を

横浜高工の付属として，すなわち文部省直轄の学校として共に経営したいと考え，熱心にこの件

を申出て運動をした.

県ではとのほか.図書館，病院，育英資金等その金の使用申込みは数10件あったが，子弟の教

育を第一義と考え，県立商工笑習学校設立に踏みきった.

鈴木校長はこれは当初の文部省直轄という同校校長案とは違っていたが，大局的見地から一歩

を譲り，同校経営の任を引き受けた.よって県は直ちに横浜而工の隣接地に敷地を選定したが大

正9年の開校には間にあわなかったのでτ5工の校舎の-ffsを借り受け，高工と同時に開校の運び

となった.

鈴木初代校長の抱負は次の通りであった.すーなわち，木校(商工実習)は実地に重きを置き，

工業部の方は横浜高工と同じく 3科を置き，各工場を営利的経営に立脚せしめ，相互に補いあ

い，商業部の方は工場の原料買入れ，製品の荷造り，運送，販売などの実地練習をする.丙工は

実習学校により多大の利{更を得ると同様に，実習さ学校はまた日工より技術その他の助けを得る.

このように相提携して唇歯輔車(しんしほしゃ)の関係にあることを理想とした.

創立満10周年の昭和7年1月鈴木校長は退任し，主事の山木政人が二代校長に就任した.

昭和36年鈴木達治永眠の日，同窓会々長大須賀与喜三は「私たちの県立商工高等学校は安部幸

41 



商工高校2代絞良 山本政人

兵衛翁と鈴木先生のお二人がおられなければ，この世に生れることが出きなかった学校です.創

立当初において，あいついで起った学校の危機は実に先生の卓越した手腕によ って，それぞれ無

事に切り抜けることができ発展の一路をたどることができた.Jと弔辞に述べている.

i'0革

大正9.4.1 安部幸兵衛の寄付金により神奈川 14.7.5 運動場設置

県立商工実習学校(5年制〉設立， 17.2.28 三代校長，村上泰助就任

設置学科商業，工業(機械，電気， 22.5.31 四代校長，椙山威郎就任

応用化学) 23.4. 1 神奈川県立商工高等学校と改称

9.4.19 第1回入学式，初代校長に横浜高 設置学科全日制J商業，工業
等工業学校長鈴木達治兼務就任 〈機械 ・電気 ・工業化学)

12. 8.16 事故により本館焼失 定時制工業

12. 9. 1 関東大震災により残存校舎倒壊 (機械 ・電気〉

15.2.6 現校舎本館完成 26.4. 1 定時制課程に商業科増設

昭和3.2.9 実習工場完成 28. 3.31 体育館兼講堂完成

7.1.20 二代校長，山本政人就任 36. 2. 1 五代校長，稲毛俊郎就任

14.6.22 夜間部設置 (2年制〕設置学科工 41. 9. 2 六代校長，田中信義就任

業(電気 ・応用化学〉

付(2) 横浜市立大岡工業補習学校 (市立横浜工業高等学校)

横浜商工鈴木校長は，横浜に着任早々から横浜に補習学校を設立すべきであるとの理想をもっ

ていた.J理問働いている者のために夜間工業教育を施す学校を経営したいというのは，鈴木校長

の師事していた蔵前の東京高工手島校長のいだいていた工業教育についての素志でもあった.鈴

木校長はこの手島校長の遺志を横浜において実現したいと考えた.そしてこれを時の横浜市長久

保田政周に進言した.市長は一言のもとに賛成，その創立を鈴木校長に一任した.

こうして大正11年4月，横浜高工の校舎設備を借用して，夜間補習の横浜市立大岡工業補習学

校が開設された.

校長は鈴木達治，主事はかつて鈴木校長が広島高師で、の教え子，横浜女子師範教諭であった隅

部朴をも ってした.授業は同年4月24日横浜高工において開始された.機械科，応用化学科の2

科があった.大正12年3月31日横浜工業専修学校と改めた

後横浜工業高等学校と改名し，現在も横浜岡立大学内に工学部と関係をも って運営されている.
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iけ革

大正11.4.1 横浜市立大岡工業補習学校と して 23.4. 1 学制改革によって横浜市立横浜工

官立横浜高等工業学校内に創立， 業高等学校と改称.

中等部に機械工学科と応用化学科 23.4.30 校長安川数太郎，績浜市立大学教

を設置.横浜高等工業学校長鈴木 授に転出.本校教諭梶谷忠吉，校

達治，校長事務取級となる. 長の事務を取扱う.

12. 4. 1 横浜市立横浜工業専修学校と校名 24. 3.31 本校教諭梶谷忠吉，市立戸塚高等

改称. 学校へ転出.

13.4. 1 高等部を設け機械工学科.応用化 24.4. 1 本校教諭長谷川光次，校長の事務

学科を設置. を取扱う.

14.4.1 中等部電気工学科を増設. 24.6.30 本校教諭長谷川光次，校長の事務

15.4. 1 中等部建築工学科を増設. 取扱を解任.

昭和2.4.1 高等部に電気工学科を増設. 24.7. 1 横浜国立大学長富山保，本校校長

3.4. 1 高等部に建築工学科を増設. を兼任.

10. 3.31 横浜高等工業学校長鈴木達治退官 24. 7.15 横浜国立大学長富山保，本校校長

のため本校校長事務取扱を解かれ 兼任を解かれる.国立横浜工業専

る.横浜高等工業学校長富山保， 門学校教授斎藤輝治，校長に着任.

本校校長事務取扱となる. 28.3.31 土木科を廃止.在校生を建築科に

10.4. 1 青年学校令による学校となり，仁'.1 吸収し建設課程とし，建築コース

等部高等部の別を廃止し， 高等小 と土木コースに暫定的に分ける.

学校を入学資格とする修業年限4 31. 3.30 校長斎藤輝治退職.

年の本科に改組. 31. 4 . 1 副校長長谷川光次，校長に就任.

10.10. 1 公立青年学校神奈川県横浜市立横 34.12. 1 横浜市中区翁町4の132元横浜市立

浜工業専修学校と校名改称. 寿小学校を寿分校とし，電気，電

15.3.30 横浜高等工業学校長冨山保，校長 子，建築の3科を設置.

事務取扱を解かれる. 38.4.1 電気通信科の新入生から電子科と

15. 4. 1 実業学校令工業学校規程に基づく 改称.

学校に組織替えを行ない，横浜市 39.5. 1 校長長谷川光次，市立戸塚高等学

立横浜工業学校と改称.機械科， 校校長に転出.市立南高等学校副

応用化学科，電気通信科，建築科 校長山崎友美，本校校長に着任.

の4科を設置修業年限は4年.横 40.4.1 造船科の募集を停止.

浜高工主事鈴木京平校長に就任. 43.3.31 造船科を廃止.

16.3.31 校長鈴木京平，官立東京高等工芸 43.3.31 校長山崎友美，市立桜丘高等学校

学校長に転出. 校長に転出.

16. 4. 1 横浜高等工業学校長富山保，本校 43.4. 1 市立横浜商業高等学校校長代理石

校長事務取扱となる. 山延雄，本校校長に着任.

17.4. 1 造船科，航空科の2科を増設.応 45.4.1 工業化学科の募集を停止.

用化学科を工業化学科と改称.

20. 8.15 横浜工業専門学校長冨山保，本校

校長事務取扱を解任.横浜工業専

門学校教授安川数太郎，本校校長

に着任.

21. 3 .31 終戦により航空科を廃止.在校生

は機械に吸収.

21. 4 . 1 土木科を増設.
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27. 校友会の発足

横浜高等工業学校校友会は本校創立の直後すなわち大正9年6月，学生の発起により組織的に

成立し，同年10月9日発会式を挙行し，その時校友会会則を決定した.

本会の目的は会員の心身を錬磨(れんま)し，相互の親ぼくをはかるにあった.会員は全生徒

および全教職員で会長に学校長を置き，名古[1に部長があった.会費は生徒が1カ年金8円で，教

職員もそれぞれ会費を納入した.設立時には，総務，文芸，弁論，野球，庭球，競技，剣道，柔

道，音楽，水泳の101t[1があった.大正14年には端艇部，絵画部ができた.

なお付言すれば，このうち最も古いのが弁論部で発会式前の 9年 6月19日発足し，ついで野球

部7月2日，庭球部10月2日の順であった.また文芸部の雑誌「鵬璽」の第1号が発行されたの

は，10年3月8日であり，柔剣道行11道場の落成したのが10年9月で，その月の24日に道場開きを

行なった.また庭球部のテニスコート，野球部のグラウンド，競技部のトラッグ，フィールド等

も不十分ながらおいおいと整備された.

次に 9年10月9日制定された校友会々則を記すが，木会則は永く木校校友会の原始会則として

守られた.本校友会は爾(じ)来常生の自治によ って運営され，後にもしばしば述べるように心身

の鍛練と相互親ぼくの目的を達したが，昭和15年12月「新体制」により解散され報国団となった.

横浜高等工業校友会会則

第 1章総 則

第1条本会ハ横浜高等工業学校校友会ト称ス

第2条 本会ハ会員ノ心身ヲ錬磨シ併セテ会員相互ノ親睦ヲ計リ 以テ協同的精神ヲ瀕養シ自治ノ校風ヲ

発揮スノレヲ以テ目的 トス

第3条本会々員ハ左ノ四種トス

1. 通常会員(学生) 2. 賛助会員(職員) 3. 特別会員(卒業生及修業生〉

4. 客員(旧職員)

第4条 本会ハ其目的ヲ達センカ為メ左ノ各部ヲ置ク

総務部文芸部 弁論部 野球部庭球部競技部 水泳部 剣道部柔道部弓道部

尚別ニ左ノ事業ヲ行フ

本校記念祭其他

第 5条本会ニ左ノ役員ヲ置ク

1. 会長 学校長ヲ推戴ス

1. 部長 各部ニ l名宛賛助会員中ヨリ会長之ヲ委嘱ス

1. 幹事 総務部ニ 1名賛助会員中ヨリ会長之ヲ委嘱ス

1. 委員 各部ニ若干名宛通常会員ノ互選ニヨリテ定メ会長ノ承諾ヲ経ノレモノトス

但総務部委員ハ各科2名宛選出スノレモノトス

1. 委員長 各部ニ 1名宛当該委員中ヨリ互選ニヨリテ定ム

尚本会ノ庶務及会計事務ヲ処理スル為メ本校事務員若干名ニ会長之ヲ嘱託ス

第2章役員，評議会

第6条役員ノ任務左ノ如シ

1. 会長ハ本会ヲ総理ス 1. 部長ハ当該部ノ指導ニ任シ兼ネテ部務ヲ管理ス但シ総務部長ハ

会長事故アノレ時，代理ヲナシ叉庶務及会計ノ事務ヲ統理スノレモノトス
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1. 幹事ハ部長ヲ補佐、ン部長事故アノレ時ハ其事務ヲ代理ス

1. 委員長ハ当該部ノ委員ヲ代表シ兼ネテ部務ニ参与ス

第7条 本会ハ各部長幹事委員長総務部委員ラ以テ評議会ヲ組織シ左ノ事項ヲ審議ス議長ノ、総務部長之

ニ当ノレ

予算決定 本会則ノ改正基本金及会費ニ関スノレ件其他重要ナノレ事項

第8条 評議会ハ評議員過半数ノ出席ヲ要シ其決議ハ出席者3分ノ 2以上ノ同意ヲ要スノレモノトス

第9条 評議会ハ会長ノ許可ヲ経テ之ル執行スルモノトス

第10条 役員(会長ヲ除ク)ノ任期ヲ 1ヶ年トシ毎年2月中ニ改選叉ハ委嘱ス但シ翌年度予算ニ関スノレ

事項及卒業生送別等ニ関スノレ事項ノ外ハ翌年3月マテ旧役員各所定ノ任務ニ従事スノレモノトメ

第3章会計

第11条 会員ハ左ノ会費ヲ納ムノレモノトス

1. 通常会員ハ 1ヶ年金8円(第1学期4門，第2学期4円授業料納付期ニ於テ分納〉トス

又入会ノ際入会金1円トス 1. 賛助会員ハ毎月俸給月額200分ノ lトス

1. 特別会員ハ卒業年度ヨリ20年間毎年1円宛納付スノレモノトス但シ便宜上一時ニ納メントス

ノレモノハ金15円トス

第12条 臨時ニ費用ヲ要スノレ時ハ評議会ノ決議ヲ経テ徴収スノレコトアノレヘシ

第13条 本会ハ収支決算ヲ毎年1回適当ノ方法ヲ以テ会員ニ報告ス

第14条各部ハ毎年3月当該部ノ収支決算ヲ会長ニ報告シ又次年度予算ヲ作成シテ総務部ニ提出スヘシ

第15条 毎年ノ予算ハ総務部ニ於テ査定シ其原案ヲ評議会ニ提出スノレモノトス

第4章基本金

第16条 本会ハ其基礎ヲ輩閤ニシ事業ノ発達ヲ図ランカ為メ基本金ヲ置ク

第17条本会基本金ハ毎年度ノ決算剰余金，特}Jljl収入，通常会員ノ入会金及特別会員納付ノ一時金ヲ以

テ之ニ充ツ

第18条基本金ハ会長之ヲ保管ス

第四条基本金ノ使途ハ別ニ之ヲ定ム

第5章雑則

第20条 本会々則ヲ改正シ又修正セントスノレ時ハ会員20名以上ノ同意ヲ得テ評議会ニ其議ヲ提出スノレコ

トヲ得

第21条 本会各部細則ハ当該部ニ於テ之ヲ定J評議会ノ承認ヲ経テ会長ノ許可ヲ受クルモノトス

なお設立当時の校友会役員についてはまこ とに遺憾ではあるが， 記訴がないのでここに大正13

年度の役員を載せておく.

校友会役員 (昭和13年度)

会 長鈴木校長

総務部長長 教授同幹事飯塚教授

文芸部長大西教授問委員長置村忠雄

弁論部長水野教授問委員長岩井三郎

野球部長 今 井教授同委員長横溝 実

庭球部長木戸講師 問委員長佐々木祐吉
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競技部長飯塚教授同委員長山口 祝

剣道部長横地講師同委員長石川菊治

柔道部長河合教授問委員長村岡敏明

音楽部長三井詩的l 問委員長山下 博

水泳部長桜井助教授 同委員長牧野 三郎



発足当時の校友会

校友会は立派な会則もでき，学生自治のわが校の方針により着々として，その飽旨にそって教

職員ならびに全校生徒が協力して発展，充実していった.

文芸部は後の新聞部の前身であるが，大正10年3月8日には機関紙鵬翼第l号を出し，同年12

月には，第2号を発行した. この記念すべき鵬翼第 1号は散供して入手することができなかっ

たが，幸いに 2，5， 6 号が1~H泊先の横浜市立図書館に蔵されていたので‘見ることができた.

NO.2は菊判 143頁で発行兼編集人小林長之助，発行所横浜尚等工業学校校友会とな ってい

る.この NO.2は開校記念、号となっており，内容は多分に文芸的である.

運動部としては前記のように野球，庭球，競技，剣道，柔道，水泳の古11があったが詳しい記録

がないので正確なことはわからない，前記の鵬翼の1-11の記事や高工時報などに載った思い出話を

つづりあわせて，そのころをしのんでみよう.

。野球部

まず野球場であるが，水田を埋め立てただだっぴろい広つばを部員が汗みずくとなってならし

平らとし，休み時間のキャ ッチボールから始ま った そのうちメンバーもやっとそろってくると

相手がほしくなり，あまり強くないチームに試合を申しこんで草野球が開始された.

手始めに行なった試合は大正10年7月半ばごろ行なわれた対藤沢中学戦である.この時は投手

阿部(後の本校教授応化第 l回)の肩さえて 14-3で破っている.同年11月6日蔵前(東京高工)

を本校グラウンドに迎え20-9で大勝，1口l月lロ2日には同じく本校グラウンドに神中を迎え2幻1一5

でこれまた大勝(ただし前回練2迄習主g試合でで、は負けている)つづいて型1口1月1日3日には同じ本

楽専を迎え 1日3一9で勝ち，大正12年には初代池内部長がフランスへ留学したので，教務主任の飯

塚晶山が二代部長と立った.以上のように野球部は徐々に力をつけてきて14年対高商戦を受けて

立つ素地がで、きた.

0庭球部

大正10年には庭球コ ー ト(何面か不明)もでき，10月15日には生徒も先生も一緒になって校内

池内教授

鵬翼第2号
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秋季庭球大会(軟式)を開催， 11月23日には貿易新報社後援で県下中等学校庭球大会を開催，神

奈川師範，神奈川工業，一中，二中，横浜商業，逗子開成中学，小田原中学，県立農業，藤沢中

学，関東学院が参加，神奈川師範が藤沢中学を2-1で破り優勝している.

。競技音11

競技部では創立(大正9年4月)以来なんとかトラ ックを完成させたいと熱望したが， Iそは

余りに完全に過ぎし為に万事多端の際にある我校としてはこの計画を許さずJ(鵬翼 No.2より)

予算要求は笑現しなかった. しかし大正10年夏に至り校長，部長に懇望した結呆，200円の予算

が出ることとなった. しかしいかに物価の安い当時でも 200円では，どうにもならず，400メー

トルトラックを300メートルで我慢し，暑中休暇を利用して工事をすすめ，ょうやく悲願のトラ

ックは不完全ながら完成した.

12月4臼待望のトラ ッグ聞きを開催，校内個人戦を行なった.種目は50，100， 200， 400， 800 

メートル競走，円盤投，鉄弾投射，槍投，走高跳，棒高跳，走幅跳，三段跳であった.参考まで

に述べれば.この時の 100メートルの記録は，電化桜井春雄の11秒8んであった.

。柔，剣道部

柔，剣道部は大正10年9月待望の武道場が落成したので，9月24日，道場聞きを兼ねて第1回

校内武道大会を開催，当日は市内中学校および瞥察署を招待した.

以上のようにグラウンド，庭球コート， トラッグ，柔，剣道場などが不完全ながら完成し，校

友会の活動が活発となったが， 12年夏の震災は一瞬にしてこれらの施設を烏有(うゅう)に帰せ

しめた.

野球部のできた頃 (償浜高工・績浜高謝定期野球戦史より抜粋)

横浜高工野球部のおいたちを語るにあたってま とめられた方で，一高式のコーチで選手を鍛えら

ず忘れてならないことは，野球部創立の思人であ れた.中学時代野球の経験のあった桜井春雄氏

り育ての親だった池内本先生のことである.当時 (府立一中出身)が主将で，部費は500円であった.

の池内先生は他の多くの先生と異なり，頭髪は5 この桜井氏と石井欣之助氏とがグラウンドでキャ

分刈り，正義感に溢れたちょうど夏目激石の坊ち ッチボーノレをしたのが野球部の始まりという.

ゃんの感じで，学生からはポンチャン(先生の本 当時はグラウンドといっても，田を埋めたてて

という名からくる〉というニックネームで親しま やや平らかにしたくらいで凸凹があり，穴ありの

れていた.先生は少壮有為の物理学者で，放射線 ものだった.大きな岩の聞に深い割れ目があり，

で知られているフランスのキューリー研究室に留 球がはいると手をさしこんで探している聞にホー

学されたとし、う連想とは程遠い熱血漢であった. ムランになったりした.

先生はー高では素手，足袋はだしで3塁手をつ

思い出を語る 村上着手助 (機械第l回卒) (高工時報附flll0年7月)

丁度今パラックの建っているところが運動場 でした.何といっても今の運動部に較べたらお話

で，それも埋立てたばかりの柔い土だったので， にも何にもなったものではありませんでしたが，

私たちが自分でならしたり，固めたりしてトラッ 伸び伸びと楽しんでやっていた境地は，今でもこ

クを作ったものです.応化の阿部さんが野球部の のましいものです.

投手をしておられて相当の珍試合が見られたもの
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野球部の昔話 阿部教授 (応化第I回卒) (高工時報酬IJlO年8月14日)

私の頃は中学校とよくやりました.こちらが弱 ートノックは凄いもので，外野手などは先生が打

いので，つづけて負けると評判が悪くなるのでし っと同時に，後へしりぞかないと頭の上を越され

ばしば藤沢中学などと行い勝ってごま化しまし るおそれがありました.

た.そのころの野球部長は池内先生で，先生のシ
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第1章第2節 関東大震災とその復興(大正12年9月~大正15年)

大正12年9月1日午前11時58分，関東南部をはげしい大地震が襲った.震源地は東京から80キ

ロメートル離れた相模湾の北西部で，後にその規模はマグネチ ュード 7.9と称された.震源地に

近い神奈川県では，小田原が全家屋の8-9剖が倒壊し，市内は全焼，鎌倉では神社仏閣が多数

倒嬢，横浜では中心部が最もひどく建物が多数倒壊し，またたく聞に各方面から火災が起き，多

数の圧死者，焼死者，溺死者を出した.その災害がいかに悲惨なものであったかは， 1"大正大震

火災誌神奈川県警察部編纂大正15年」に次のように述べている.

大正12年9月1日は早朝より駿雨数々来襲し， !晴雨朝馬車 (*)を鎖し，天候の険慈を憂慮、せしめしも恰

も厄日と称せらるる二百十日の前日なりし為め，世人は敢て意に介せざるものの如かりしに，午前10時

頃より風雨歎み残暑の陽光は灼くが如く雨後の地上を照して蒸熱く，時辰将に正午に入らんとし早きは

既に食卓に就きたるものもあらん鰍，此の華IJ那実に此の一刻那なりき，恰も遠雷を聴くが如き身に感応

する異様の地鳴りを覚へしょと恩ふ間もなく突如として，強烈なる上下動の大震は起れり.さしも建築

の堅牢を以て閣へ，従来地震感の極めて徴弱なりし 我が神奈川県庁々会すら動揺激甚にして，床上を

歩行することさへ能はず，症に風浪上の 孤舟も雷ならず 四壁掃き天井鳴 り室内の書架，書函は前後

左右に乱倒し，旬旬して猶且つ身の安定を保つ能はざりしが，一瞬間にして天地鳴動し隣接せる，警察

部の一部たる衛生試験室，横浜税関，横浜郵便局，中央電話局，英，米， 露国領事庁等は倒潰し譲々た

る砂姻四方に起り殆ど照尺を弁ずべからず僅に窓を排して街頭を般下すれば倒潰家屋は街衝を擁塞し，

電柱倒れ樹木擢け傷者は鮮血に塗れて!I申吟し，死者は算を乱して地上にイトれ，右往左往に逃げ惑ふ民衆

の叫喚は随所に起り直ちに全市の潰滅を相感せ'しめたり.

(注) 朝敬(ちょうとん) 朝Hのこと

震災当時の横浜港 復興後のホテルニューグランド前通
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1. 大震災と本校

人事は測るべからず.人生一寸先は閣(やみ)という.本校はこの大震の数カ月前の大正12年3

月第1回の卒業生を世に送り出し，自由啓発の校風徐ろに興り伸びゆく若人の力は校内に満ち

満ち，その前途は洋々として聞け各方面から大きな期待が持たれていた.教室，実験室，講堂，

柔剣道場，図書室などの建物，諸設備などようやく整い，さてこれからという機運がみちあふれ

ていたのであった. しかるに真にこの一利那(せつな)，いっさいが灰じんと帰してしまったので

ある.

激震ト共ニ煉瓦作リノ書庫及ピ鉄筋ブロッグ構造ノ動力室ハ倒潰シタリ.他ノ校舎モ甚シキモノハ半

漬シ然ラザルモノモ皆多グノ損害ヲ受ケタルガ如・ン.震後数分ニシテ応用化学科及電気化学科ノ実験室

ヨリ火災ヲ起シタリ.当時余(鈴木校長)ハ在校執務中ナリシヲ以テ出勤中ノ同僚ト共ニ消火ニ尽力セ

シモ入手少ナグ防火ノ水ナグ如何トモナシ難グ終ニ水力笑験室，機械工学科ノ実験室 1棟，職工控室，

物置2棟及ピ応用化学科ノ 1小工場ヲ|除キ 他ハ悉タ灰燈ニ帰シ 殆ド全焼ノ厄ニ遭遇シタノレハ遺憾ナ

リトス.

と鈴木校長は当時の模様を，横浜市i等工業学校一覧(自大正12年至13年)の中で述べている.実

に被災校舎2，292坪 (7，564m2)で残存校舎はわずかに291坪 (960m2)であった.

また鈴木校長から震災の型日 (9月 2日)鎌田文部大臣にあてた報告書には次の通り述べられ

ている.

9月1日小官出動執務中，正午少し前突然激震に逢ふ.ノl伯:11見出に粉々機を失し，半ふじて逃れ校庭

に出づ.震始後僅かに数分にして，既に電気化学及応用化学科実験室より火気を認む。直ちに消火栓を

開き，消火に従事せしめんとするも鉄管に一滴の水なし。更に廊下破簸工事に着手せしも，入手なく効

を奏せず，機械工学科工場一棟，水力実験室一棟，織工控室一様，写真印刷室一様(県有)応用化学特

別工場(小建築〉ー械を残し他は全n-I¥焼失せし事，実に遺憾千万なり.

猶重要書類を蔵する会計課保管の金庫は執務中開扉せしものを閉鎖せんとせしも激震の為め既に扉を

煩じ閉鎖不能に|縮れり.此れが為め内容幾分持出したるも，危険にして屋内作業を許さず，巳むなく焼

失に委したり

また横浜)長災誌によれば，次の通り記されている.

市内大岡町なる横浜高等工業学校は，大正9年

1月の設立に係り，震災前に在つては，市内及県

下に於ける唯一の直轄専門学校であった.今次の

激震では，煉瓦造の書庫及鉄筋プロック構造の動

力室が倒潰し，他の建物も半潰乃至大破し，破損

を見なかったのは講堂及印刷所だけであった.当

時学校は暑休中で，生徒は 1名も居合はさなかっ

たけれども，授業開始も遠からぬので，校長以下

職員傭人等20余名登校し，夫々準備中であったが，

何れも逸早く校庭に避難し，軽傷者 1名を出だし

たに過き'なかった.然るに震後数分にして，電気

化学科実験室内の蓄電池及応用化学実験室の薬品
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より発火したので，一同は直に消防に著手した

が，水道が悉く断水してゐたので寸効なく，巴む

なく，破壊消防に努むるの一方，辛うじて重要書

類の幾部かを校庭に搬出したに過ぎなかった.其

うち火は折柄の強風に勢を得て見る見る各建物に

延焼し，遂に応用化学科実験室 ・事務室 ・講堂 ・

書庫 ・普通教室・生徒控所 ・機械工学科教室を灰

燈となして，僅に機械工学科の一部即ち実験工場

の一隅 ・水力実験室 ・職工控所等を半浪乃至破損

の鐙残存せしめたtこ.lbまり，全校の八分通りを挙

げて烏有に帰せしめた事は，淘に遺憾の至りであ

った.以上の損害見積額は，建物で約150万円，



備品・標本・器械・図書等で約45万円計 195万円 た者10名を算した如きは，他と一列一斉の損害で

に達した.然し乍ら生徒職員より雇傭人に至るま あったのである.

で，一人も犠牲を出ださなかったことは，実に不 僅に焼残った校舎は，災後暫く擢災民の避難所

幸中の幸で，後の調査に拠れば，京浜其の他に散 として提供し，収容者日々200人内外を算したが，

居せる卒業生にも亦一人の死傷を見なかったので 20日頃には全部退散した.

あった.職員中で類焼に遭った者8名倒潰に遭っ

関東大震災 阿部滋弘 (応化l期) (かたりすと No.3 附和40年)

私はその時月給45門で科の助手をしていた.夏 を引き出し，元栓を廻したが水の出るはずもな

休みを2週間ほどもらって家に帰り，丁度研究室 く，庭には処々に深くて長い亀裂が出来ていた.

へ出てきた日だった.雲足は低く速く，横降りの 渡り廊下を壊して延焼を防ぐつもりでやりはじめ

しゅう雨がしぶきをあげるとみる簡に忽ち晴れ たが，これも丸太一本ぐらいで突いてもとても壊

て，暑い陽が照るような不安な日であった.先生

の柏木さんは2年程サパチエの研究室におられて

帰ってきて間もなくのことで，ニッケノレ触媒でニ

トリノレの還元をやっておられた.先生が仕事をや

っておられるので，上衣だけぬいですぐそれを引

きついで，昼に科の図書室の中にあった自分の机

にもどり，腰かけてホッとした時であった.精子

ごとゆり上げられるひどい衝動のくり返しの後

に，左右に大きくゆれて，額は落ち，書棚は倒

れ，崩れた壁土の姻りで室中が暗くなる程だっ

た.室からとび出し実験室を通って外へ出ょうと

するのだが，とてもまともには歩けない.実験台

につかまり，叉反対側の壁を突張りようやく庭に

出た.瓦は全部落ちて土だけが屋根に残ってい

た.余震は続いていて，とても上衣を取りに室に

戻ることも出来ない.そのうちに実験室の数ケ所

と蓄電池室から火災が起った.岩井三郎(あとで

箸視庁の研究所長になった〉と，消火栓のホース
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れない.最後には独身者だけが残って必死にやっ

たが力尽き，結局燃えるにまかせる外なかった.

溶剤の維が爆発する毎にコンクリート倉庫の窓か

ら黒姻りと，赤い炎が，ほんとうに天に沖するよ

うに上るのを，浪のようにゆれる草原に坐って眺

めている時，何とはなしに涙が溢れた.下宿が戸

部にあったので，山伝いに行って遠くから見ると

焼けてあともない.生麦にあった先生の家へたど

りついたのが夕方だったが，早く出たはずの先生

はまだ帰っていない.若い奥さんが心配されるの

で何度も横浜の駅の方へ迎えに出かけた.火に追

われ廻り道をし暗くなってからようやく帰って来

られ，前の草原に一家と不安な夜をあかした.

翌日は東京の空，横浜の空ともに黒い煙雲に覆

われて，太陽がにぶい朱色に見えた.

大正9年に開校した学園もこのようにして焦土

となった.

野毛山公園より震災当時の市中を望む



震災の思い出 番記主任 人ー山春翠 (同工11捌)

9月1日土曜日でした.今少しで金庫に抑しつ これからだ.大いに活動したのは.校長の不眠不

ぶされそうな大難は免れたが火は出た.大事な会 休の指侮命令下に.校長のお供をして貨車で東京

計帳簿だけでも取り出さんと事務室へ飛びこん 文部省へ行ったり，その帰りでしたね.横浜駅か

だ.漸ゃく帳簿10数冊を投げ出し得て，後日諸調 ら戸部電車線路を伝って帰校の途中，たしか藤棚

査に支障を来さなかったのは不幸中の幸でした. 近辺でした.葦簾張の掛茶屋で校長にスイト ンの

その間家族の安否を考える迫更になし.校長はじ ご馳走になった時のその美味，今に忘れられん

め数名の職員，巡視，小使らと天魔の狂うに任か ね.或は授業開始の為，パラ ック急造に奔走する

すの外術なかったことは悲惨の極みでした.さあ など随分活動したね.

2. 復興の第一声

9月1日横浜は灰 じんに帰した.鈴木校長が，無事であったわが家に帰りついたのは夜の 9時

過ぎであった.陰暦7月21日の月は中天にかかり凄惨一入(せいさんひとしお)であった.校長一

家は庭前にかやをつり避難してきた人々と共lにこ1

鈴木校長は震災の翌2日庭I前予初Jに卓をすえ，文部大医あてに前記の 「学校全部焼失」の報告書を

したため，これを使の者に県庁へ持参させ，知事経由で文部省に届けることを依頼した.まだ火

災はおさまらず，東京への交通の道は途絶しており，不運(ふてい)の徒が横行しているというう

わさが飛んでいた.

鈴木校長は「越えて 7日混乱と不安と死屍(し)の街を横切って仮設の県庁に安河内知事，市役

所に渡辺市長，商業会議所によ|抜会頭，野村j二千三，戸外嘉作諸氏を訪れ，更に日本橋を経て弘明

寺に至り，学校裏なる飯塚教授宅に開かれた最初の職員会議に列して，種々善後策を講ずるとこ

ろがあった.J (自由教育10年)

翌8日には文部省より)11原，四方田両属が慰問使として来校 校長は大山書記を帯同11日横浜

より無蓋の貨車に乗り，途中幾多の困難をなめながら，小石川大塚の東京高師内の仮設の文部省

をたずね赤司次官，粟屋実業学務局長に会い報告，同日東京に 1泊，翌日の，寵災(りさい)直轄学

校長会議に出席，席上横浜高工としては一日も早く授業再開をしたい旨を強く述べた.

14日，焼け残った職工控室で職員会議開催，衆議は期せずしてこの際他力を待たず，自力をも

って授業再開の手段を講ずべしと決ま った.

9月15日 市中4カ所の要所，すなわち日本橋，馬車道，横浜駅，学校前に次の立て札が立て

られた.

「仮校舎を急造し，成るべく速に授業開始の予定 横浜高等工業学校」

この立て札の開校声明はおそらく横浜での復興第一声であったであろう.

一方緊急の場合であったので，校長独断で清水組に交渉， 100坪(330m2) のノ〈ラックを学校敷

地内に急造することとした.つづいて9日17日，在学生に対し次のステートメントを発表した.

前略 省みれば本校は開校以来，職員，学生諸君と共に拾据経営，主主に3年有半を経過し，今や設備

成って声名共に高からんとするに方り，一朝にして此の災厄に遵ふ，真に痛恨に堪へません.……仮校
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大正15年頃の母校 復興吋時の弘明寺市電終点

舎を構内に急造し，更に横浜舎密研究所を借り受け，叉寄宿舎の設備をなし，以って成るべく速かに授

業を開始せんことを簿画し，凡そ第三学年は11月1日より，第二学年は12月1日より，始業し得る予定

であります.

仰て学生諸君に於ては其問多少の余日あるを以って，各自白修に努め，貴重なる此光陰を空過せざら

んことを望むと共に，此の不慮の天災地変に由る困難に際し，主主も意気を温喪せず，捲土重来の勇を鼓

し，進んで将来の発展を企図し，自由啓発の学風を確立し以て他日の大成を期せん事是我が大国民の資

格を完うする所以にして，我校の責任重大なりと信じます.切に諸君の健康を祈る.

大正12年9月17日 横浜高等工業学校長

こうして開校の準備は焼土の中から職員一同の一致協力によって着々その歩を進めた.

3. 名古屋へ移転命令

大震火災後わずかに20日，わが校の開校準備は校長はじめ教職員，在校生一同の努力によって

着々と進められた.だれもかれも物資の窮乏，家族への心配，交通不便等々をはねのけて，汗み

どろ，血みどろになって一意専心学校復興に必死であった.

9月21日，鈴木校長は文部省に出頭を命ぜられた.何事ならんと再度上京すると，次官ならび

に実業学務局長から，名古屋へ移転せよと申し渡された.まさにH青天の震盛(へきれき)とはこの

ことであった.次官は「東京の直轄学校の多くは焼失したが，県知事と名古屋市長の両方から現

在名古屋の陸軍幼年学校の建家があいているので，これを使用することにより，直轄学校のひと

つを引きうける.との申し向があり文部省としては横浜高工を名古屋に移す方針を決めた」と.

しかし鈴木校長は断固として「パラッグでよいから，是非焼け跡でヤ校を復興したい」と嘆願

した.次官はパラックは， り災民を優先するから学校復興は困難であると，名古屋へすぐ移るよ

うにと命令した.鈴木校長はそれでも承知しなかったので，その日はついに物別れとなった.

横浜へ帰った鈴木校長は早速，原富太郎，中村房次郎ら横浜の有力者をとい，相談の結果 横

浜復興会長らの名前で文部大臣あてに陳情書を提出した.その「陳情書」は次の通りであった.

今回ノ震災ニ依リ横浜市ハ全滅ノ悲運ニ遭ヒタリト雌モ市民ハ従来未聞ノ勢ヲ以テ市勢ノ挽回ニ熱中

シ袋ニ市会ハ満場一致横浜市ノ復興ヲ決議シ近クハ官民合同ノ下ニ横浜復興会ヲ設立シ貿易ニ産業ニ其
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ノ他各般ノ事項ニ付積極的活動ヲ開始シ今ヤ挙市一致寝食ヲ忘レテ新都市ノ建設ニ努力セサノレハナシ政

府亦夙ニ帝都ノ復興ト共ニ当港復興ノ大方針ヲ確立セラレ現ニ総理大臣ヲ始メ当局者ヨリ屡々当市責任

者ニ言明セラレタノレトコロナリ然ノレハ頃日灰聞スノレ所ニ依レハ横浜高等工業学校ヲ一時他ニ移転、ン授業

ヲ開始セムトノ議アノレ由素ヨリ臨時応急策に過キスト量産モ斯ノ如キハ熱狂セノレ市民ヲシテ政府ノ真意ヲ

誤解セシメ為メニ極度ノ激昂ヲ招来スノレニ到ノレヘク国策上極メテ遺憾トスノレノミナラス当市復興上一大

障害タリ宜シク如上ノ事情御賢察ノ上直ニ当市ニ応急設備ヲ施シ速ニ授業ヲ開始セラルル様御詮議ヲ仰

度上申候也

大正12年9月26日

績浜復興会長 原 富太郎 横浜市会議長 平沼亮三

横浜商業会議所会頭弁坂 孝 横浜市長 渡辺 勝三郎

文部大臣岡野敬次郎殿

鈴木校長はこの移転反対の陳情書を持って9月27日三たび文部省におもむき，実業局長に提出

した. 9月30日横浜市会では'学校非移転の決議をした.文部省ではこのような学校側，および地

元横浜市の熱意に動かされ，移転説はついに立消えとなった.

4. 授業再開

この学校側の断固たる授業再開の声明に近在の学生はもちろんのこと，休暇で帰省中の者も続

々と登校してきた.途中交通機関はまだまだ不便をきわめており，また物資も極度に欠乏してい

たが，愛校心にもえる若人達にはものの数ではなかった.

教職員は授業再開の準備のため，東奔西走し，一方学生達も必死となってその協力を惜しまな

かった. 10月10日校庭の焼け跡に学生ならびに卒業生の有志が集まり，学校の復興は自分らの手

でと復興の旗轍(きし)を立て次の撤(げき)を飛ばし，同志、を糾合し，労力奉仕を申し出た.この

撤を一読すれば，当時の学生がいかに学校を愛したかがよくわかる.

機

鳴呼 我が親愛なる会員諸君にして，誰かこの震火による本校の悲惨なる焼失を傷まざるものあらん.

今や横浜及び近郊にあって，この大震火に同ーの不幸なる運命に陥ったるものも，身を容るるに足る

べき仮宅の出来を遅しとして，本校の復興のために起ち，而して叉遠方の地にあって，本校の不幸を憂

ふるもの交通の不便を意とせずして来浜登校し，同じく本校復旧のためにー管の力を致さんとするも

の，期せずして一団体を作るに至り，今日焼け跡に有志として大会を開けり.

吾々は全市及び本校の無残なる;焼け跡を見るにつけても，一倍の大勇気を以て復旧にカを尽すべき念

益々切にして，愛校の精神と鉄腕との高く響鳴するものあるを覚ゆ，来れ ! 愛校の念に燃ゆる我が校

友会会員諸君.集れ，自治自発に平素志操を練る有志、諸君 !

大間近在にして，吾々愛校の念に燃ゆる正義の労働を慰するため，安全の住宅を提供せんとするもの

既に50軒に及ベり.食物に対する憂も更らになし.乞ふこれ等に対する心配は少しも持つこと勿れ.

ハンマー，ツノレハ・ン， シャベノレ等便宜持参せられたし.

大正13年10月1日 横浜高等工業学校校友会有志

こうして焼け跡整理工事は即日開始され， 10月20日終了した.この労働jに従事した者139名，

延べ人員 747名であった.工事中は各自校庭で自炊しながら寸時を惜しんで作業をつづけた.
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復興計画はこのように内外の努力により，順調に進み，また名古屋移転説もいつか立消えとな

り，待望の授業は予定通り再開された.すなわち，応化および電化の両科の3年生は，東神奈川

の横浜舎密(セーミ)研究所*で， 他の各学年は本校焼残りの校舎および急造のパラ ッグを使用す

ることにより， 11月1日より逐次授業を開始した.

(注) 横浜舎密研究所

横浜舎密研究所は大正3年中村房次郎が発起人となり，化学研究を目的として東神奈川浦島町

に設立された.所長が当時東京高工の化学の教授であった鈴木達治で，主任が二代横浜高工校長

となった冨山保であった.鈴木教授は学校の関係上1週1回しか来所できないので，当時明治専

門学校で教授をしていた富山保を懇請して主任として招勝(へい)したのであった.富山保は，こ

こにいる聞に学位を獲得した.研究所には化学研究に必要な文献類を始め相当な設備があった.

大正12年の震災ではこの研究所は幸いに焼失をまぬがれた.

5. 横浜市復興会と本校

大震災で最も大きな被害を受けた横浜市でらは，その復興は官民一致，公私一体，全市民をあげ

て協力しなければよくなしあたわずとして， 9月19日 渡辺市長は，仮庁舎に全市の有力者200

余名を召集し協議会を開催した.

この協議会で渡辺市長議長となり，横浜市復興会々長に原富太郎を推し，満場一致で賛意が表

された

つづいて 9月30日，創立総会を開催，出席委員96名であった.開会にあたり，会長原富太郎は

「横浜の復興は横浜市民の力を以ってせねばならぬ.自ら復興するの決心と努力がなければ他の

救助も同情も集るはずはないJと大要次の如き烈々(れつれつ)たるあいさつを述べた.

今回図らずも本会々長たる御推選を蒙れり.非

才克く重任に勝る器に非ず.されど横浜復興の大

業は成敗の問題たらず荷も市民たらむものは其の

衆智衆力を傾注して各自の総てを儀牲として当る

べき義務ありと信ず.{J;て此の際辞退するが如き

は市民の一分として忍びざる所なり.故に皆様の

一致協力を唯一の頼とし自ら端らず一時御請をな

せり.

而して此の際簡単に所感を申陳べむに，今回の

事変は素より未曾有の災害なるが叉半面に幾多の

光明を見出し得ベし.顧みれば今回は横浜開港以

来吾々祖先が其の心血を注ぎて60年来蓄積せる総

ての機関も組織も挙げて一朝の姻と消えしめた

り.されど斯くの如きは横浜の外形を焼燦せるも

市の本体は俄然として尚ほ存在せり.而して主主に

横浜市の本体と称するは市民の精神なり.市民の

元気なり.常に市の中枢となり原動力となりて活

動せらるる御列席の200有余の諸君が斯く健在な
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るは以て本市の本体の鍛然たるを断定するに難か

らず.併しながら諸君の中には多年の行懸りもあ

らむ.主義の相違もあるべく叉党派の争も之れあ

りしならむが今日となりでは皆過去一場の夢とし

て改造の大業完成までは赤心を披歴して協力一致

猛進せざるべからず.既に御会問の諸君は悉く熱

烈なる御決心を有せらるるを思へば乃ち今日の閤

黒樫に一路の光明を認むといふ所以なり.

更に叉吾々の見出し得るーの光明は新らしき文

化を利用するに於て絶好の機会なること之れな

り.惟ふに最新の文化は之れを巧みに利用するも

のは勝ち利用せざる者の敗るるは現代の大勢なる

が之れを利用するに当り旧来の組織を破嬢するに

非ざれば其の決行は容易ならざるが本市は今や全

く一枚の白紙となれり.随って最新の文化を利用

するに任意なるは千載一遇の好機とL、ふベく吾々

が不幸中に見出し得る第2の光明となす所以な

り.



倦上記の諸光明を認むるも事実問題として急を

要するは資金にして国家の援助に侠たざるべから

ざるも吾々は他の援助を仰ぐに先立ち先づ自ら背

水の陣を張らずんば他の同情も援助も期待すべか

らざるべし.かかれば吾々市民は横浜なる焼残り

の孤城に篇城して事若し成らずんば各枕を餅ベて

討死せんのみ.

次に叉吾々の見出せる光明は数千年来の常道た

る勤倹実行の機会を得たることなり.今仮りに横

浜今回の損失を5億円と仮定し40万市民が 1日に

50銭の余剰を得るとせば 1日に 20万円 1ヶ月に

600万円 1年に7.200万円となるを以て7年にして

5億円を償還し得るのみならず旧市街は新文化に

依りて美化すベし.之れ乃ち算数上より認め得る

第3の光明なり.

に一度死地を踏みたる我等は今や一層我横浜市を

愛し且之れが為に益協力奮闘せむとするの念に満

たされつつあり.若し夫れ各人一斉に奮ひ起たば

旧横浜にも優る新横浜の再現に接するの日決して

遠きに非ざるべきなり.我等ままに「横浜市復興会J
を組織し市政当局者と相侠ちて当面の重要事項を

講究し以て最も敏速に叉最も適切に震災の善後と

復興の大策との遂行を期せむとするもの叢し之れ

が為のみ.翼くは各自協心室主力勇み奮って此の大

難を挽回し以て新横浜の再興を図らん哉.

横浜市復興会設立趣意書

我横浜市は未曾有の大震に遭ふて其の中心地区

全く潰滅し全市の大部分亦同時に焼失し60有6年

間の努力に依りて築き上げたる金港の面目今や幾

んど尋ぬるに由なからむとす.我等市民此の窓外

なる天災を体験し感慨切々真に耐へ難きものあり

と雌も我等は此の際唯主主然自失して己むべきに非

ず.我等の財産は今や斉しく焦土化し我等の多く

は叉其の一家近親の者とも死別し具に人生の悲痛

を喫しつつあるも，而かも此の惨事に際会して尚

ほ且生残りたる幸福を念へば我等実んぞ残存の心

血を漉ぎ我横浜市の復興を期せざるベけんや.現

亮三

定吉

慶三郎

哲郎

左治郎

賢二

利二郎

磐

幾太郎

元太郎

凡平

忠三郎

宇之助

三省

義

τt 一 司

信 弘

房次郎

彦崎

沼

内

保

野

谷

藤

辺

崎

宅

尾

内

浅

浜

保

東

平

竹

上

小

堀

近

渡

山

三

若

牧

湯

大

机

伊

渋

綿

上

中

石
沢

野

甲

村

塚

委員長

副委員長

同

委員長

副委員長

岡

委員長

副委員長

問

委員長

副委員長

同

委員長

副委員長

問

委員長

副委員長

同

委員長

副委員長

部業事市

役員は次の通りで，本校鈴木校長の名が見える.

村野常右衛門

児玉謙次 部

都市計画部

運輸交通部

部

主要役員

会長 原 富太郎

顧問 大谷嘉兵衛

安河内麻吉

島田三郎

部長 原

池田勝次郎

芳賀権四郎

渡辺福三郎

田中茂

松下久次郎

神鞭常孝

安芸杏

左右田喜一郎

鈴木達治

湾

業

港

生

富太郎

石川 徳右衛門

若尾幾造

渡辺文七

松原権四郎

上郎清助

出口直吉

佐藤政五郎

守屋此助

総務部

部員

部l

部

易

業

貿

工
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周

孝

作

作
嘉

彦

島

坂

井

尾

洋 三(会計〉小

井坂 孝

委員長井

副委員長戸

同赤

(庶務)野村

計画部 部長

市財政部



同 東条玉太郎

金 融 部 委員長大久保利賢

副委員長井上治兵衛

同 斎藤虎五郎

(各部委員名省略〕

こうして，との復興会は横浜市復興の大核子となったが，大正15年 ほぼ所期の目的を達し解

散となった.横浜市会はその功績を認め次のような感謝状を贈呈し，その労苦をねぎらった.

感謝状横浜市復興会

大正12年9月1日ノ震火災ハ我カ横浜市ヲtt1滅シテ棲惨ヲ極メ終ニ其ノ興廃如何ヲ疑ハシムノレニ至レ
リ，此ノ秋ニ方リ横浜市復興会ハ飯然起チテ焦眉ノ救済応急ノ措置並ニ前途ノ復興ニカメ ，数力協心ー

ノ遺漏ナタ克ク緩急、ヲ稽へ善後ヲ処ス，殊ニ 470余ノ重要案件ヲ凝議シテ対策ヲ定メ実現ヲ期シ中央政

府ニ披陳頗ル昂メテ要望ヲ達シ官民ノ問ニ介在シテ調制躍動宜シキニ適シ内ニ自失セル市民ヲ激励シテ

自立ヲ促ス等寝食ヲ廃シ終始熱誠ヲ極メタノレ行動ハ悉F肯繁ヲ得テ復興ノ禅補タラザノレナク本市ノ今日

アノレ与リテ其力大ナリ，而カモ漸P秩序ノ依復ヲ告クノレヤ更に将来ヲ策シテ討究研鎖ヲ重ネ之ヲ持続シ

テ満3年ノ久シキニ及へノレハ其ノ労功寒ニ顕著ニシテ永遠ニ録スヘキモノトスi乃テ主主ニ市会ノ議決ヲ経

テ感謝ノ意ヲ表ス

大正15年10月14日 横浜市長正三位勲二等有吉忠一

(横浜復興史附和7年より)

この復興会で鈴木校長は総務部，および工業部の委員となったが，11月16日の工業部委員会で，

石塚彦輔，出口直吉両委員から，本校に土木，建築の両科をI開設し，県立商工実習学校に色染科

を増設の件が付議可決され， 続いて総会で可決された.文部大臣あて陳情書は次の通りであっ

?こ.

陳情書横浜高等工業学校拡張の件

由来関東及東北地方の生産物は犠浜港に於て，海外に分散せらるるもの多く，特に帝都の物産に於て

然りとす.若夫れ輸入品に歪りては，当港は重要の関門にして，大小の貸物此地を経由せざるはなし.

今若し之らの原料を当地に於て加工し，之を需要地に移出するに於ては，其利便と国益とは蓋し挙げて

数ふべからず.今や未曾有の大震災に遭ひ，万事根抵より立て直しを要するのとき，工業都市の建設は

刻下の急務にして， 総て技術者養成機関たる横浜高等工業学校を直ちに復旧し，更に進んで其規模を拡

張し，従前及既定計画の学科の外に建築及び土木の2科を措置せらるるを得ば，当市復興を促進する，

其幾何なるかを知るべからず.願くば如上の事情御賢察の願意，御採用被下候様至急御詮議を仰度奉懇

願候

大正12年月日

文部大臣 岡野敬次郎殿

横浜市復興会長原 富太郎

10月26日との陳情書を携え，平沼亮三，出口直吉，中村房次郎，鈴木達治は文部省に出頭，詳

細に陳情し，文部省は大体においてこれを諒とした. しかし大蔵省で、はなかなか了承困難の模様

であったので，原富太郎，井坂孝，中村房次郎，鈴木達治は再三にわたり大蔵省と折衝の結果，

土木科を除き，建築学科増設の了解をとりつけることができた. (自由教育10年による)

鈴木校長は昭和3年3月の卒業式の時，当時を思い次のように述べている.

「御承知のように大震災により東京，横浜が忽ち焦土と化しました際に，敢然と起ちました横

浜復興会は原布太郎氏を会長とし，災害復興のために勇気と熱心，その意気は天を衝くの概を示

したので、ありました.今なお当時を想起いたしましてもその壮烈なるにlUI.湧き肉躍るものがござ

います」
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震災後の毘門 学関全債

6. 震災の損害と復興

この大震火災により，本校のこうむった損害は，建物約150万円，備品約45万円計約 195万円

(横浜市震災誌による)であったが，これは単.に数字の上のことで，有形無形の損害は，はかり

知れぬものがあったことはもちろんのことである.

しかし，幸いにして教職員60名とその家族，360名の学生，第1回卒業生99名中， 1名の死亡

者もなかったことは真に天ゅうであった.

これが復興に要する復興費として文部省では新?を費 163万7，825円， 設備費68万8，7000円，

計232万6，525円が計上された. (横浜復興誌)

復興後の水力実験室

同 .C 

58 

応化実験室

低気炉実験室



(しかしながらその後の緊縮財政のためなかなか予算がとれず建築工事は予定通り進まず，復

興工事の完了したのは昭和12年であった)

なお仮校舎(木造ノミラ ッグ銭高級施工)は大正12年12月中旬起工， 13年3月上旬落成した.

8棟(とう)2，250坪 (7，425m2)，工費34万 5，000円であった. なおこのうち，最も大きな間口

9間 (16.2m)奥行63間 (114m)の校舎は13年1月15日の強震で倒壊したが，全体の工事の進展

にはほとんど障害もなくほぼ予定通り完工した.

各科の設備については，13年度30万円の予算で進められ，概略次の通りであった.

〔機械工学科〕

水力実験室および機械実習工場は火災をまぬが

れたが，損害甚だしかったため応急修理をした.

火災にあった機械類で修理できるものはできるだ

け修理して使用した.新しく購入装置した主なも

のは，次の通りである.

低圧渦巻卿筒(端西ヅノレツアー会社製)

30頓万能試験機

硬度試験器各種

フエロース歯車切機械

万能研磨機(ランジス会社製〉

平面研磨機(チンメノレマン会社製)

精密測定器(ゼネボア会社製〉

廻転体平衡検査器(オルセンカーウエン会社製)

寄宿寮2むね開設

アムモニア式製氷機 (1日製造能力2頓)

〔応用化学科〕

当科は全部焼失したので設備全部新たに購入.

各種試験者苦，測定器類，応用化学に関する文献等

も購入.

〔電気化学科〕

当科も全部焼失.分析実験室，物理化学実験室，

基礎電気化学実験室，金相学および高温度実験室，

電解化学実験室，電鋳電鍍実験室，電炉室，配電

室，帯電池室等を設霞.

なお，基礎学科の物理学教室も設備を整えた.

概説すれば，短日月の聞に授業に大体差支えのな

い程度に充実することができた.

大正13年4月 1日寄宿寮2むねが開設され，震災によ って下宿が不足していたのを補うことが

できた.

興風館(峯谷町所在)，復興館(力者町所在)の2寮でいずれも学生36名ずつを収容した.

鈴木校長は学校一覧に次のように述べて，全校教職員学生一同に呼びかけ，今後の努力を要望

している.

「吾人はこの大震災により得たる貴重なる経験を傾尽し，帝都及木市復興の帰趨に鑑み，至誠

事に当り熱心労に服し速かに復旧の実をあげ，以て我校の使命を全うせんことを祈って止まざる

なり.重量し我校復興の前途また決して容易ならざるものあらん.然らば飽くまで緊張せる態度を

持続し 9月12日震災に関し下されたる大詔の趣旨を休し，事に当り...・..本校が開校以来標携し

来れる自由啓発の学風を確立して以て今後の天災をして天啓たらしむべく，余は全校教職員学生

と共に，切々偲々一致協数以て鞠朗努力せんことを欣ぶもの也」

7. 大震災追憶会

震災の翌年の大正13年に本校および商工実習学校，工業専修学校3校の職員で震災当時在職し

た者が集まり大震災追憶会を組織した.t事年9月1日粗食をたべながら震災当時をしのぶ会合で
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ある.死線を越えた仲間が当時の娘苦(かんく)を忘れず，相互援助の精神をもって，将来ますま

す発奮努力することを目的とするものである.木会は鈴木校長在任中毎年9月1日に必ず開催さ

れた.

8. 震災記念奨学資金と互助主義10銭会

震災の翌日年大震災のため学資支給の途が断たれ，修学が困難となった学生に対し，当面の救

済をはかり，一方この大天災を永久に記念するため，校友会の事業のひとつとして，震災記念奨

学資金が設けられた.

きょ出予算額を 6，000円と定め，その中の 3，100円を在学生，卒業生，および教職員一同できよ

出，残り 2，900円を一般篤志家の寄付にまつこととした.

13年度中に集まった額は3，473門82銭となった

内訳は次の通りである.

学生 981円50銭

卒 業 生 230円

職 員 877円10銭

小 計 2，088円60銭

神戸高工校友会 90円86銭

秋田鉱専学生 50円

三菱合資

久原鉱業

貝島健次同百吉

その 他

小 計

合計

500円

200円

500門

4門36銭

1， 385円22銭

3，473門82銭

この資金は毎月 10円ないし25円を木校在学生に補給し，木人卒業後，任意本校に返済する規定

で，この時点ですでに14名の学生に補給していた.

なお，このとき補給した被災学生10数名は大正15年3月全部学業を中断することなく卒業する

ことができた.その後，学資補給を要する学生を救済するため，同資金では不足となるので，大

正15年，新たに互助主義10銭会を組織した.これは本会の趣旨に賛成の教職員学生が1箱のたば

こ，1回の電車賃を節約して，たとえ10銭でもお互いにきょげiするもので，このきょ金は震災記

念奨学資金に繰入れられた.大正15年現在で， 7名の学生が学資の補給そうけていた.

この震災記念奨学資金は，これからずっと長く継続され，多数の学生がこのお陰をこうむった.

このことにつき鈴木校長は，昭和8年3月の卒業式の式辞で，次のように述べている.

「あの震災当時，災害のため学資に窮した学生は約14人程ありました.幸にして神戸高工，秋

田鉱専などから若干の慰問金がありましたので，それに職員，在学生および卒業生その他からの

寄付金を加え，ここに震災記念奨学資金部が創立されました.繭来10ヶ年間，資金の調達に一方

ならぬ苦労をいたしましたが，最近発明を奨励する目的を以って組織された公心一円会が解散し

てその資金約5，000円の寄付をうけ，ここに本部は思いがけなき幸運に際会しました.貸与をう

けた学生がいかに安心して木校にその勤学を継続しつつあるか，また父兄が如何に喜びつつある

か察すべきであります」

9. 第 2回卒業式挙行

大震災の余燈(よじん)まださめやらぬ大正13年3月17日，第2回卒業式が挙行された.
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卒業者は機械工学科42名，応用化学科42名，電気化学科37名，計 121名，機械工学選科を修業

したもの2名であった.

当日は特に民有社社長徳富蘇峯の講演があった. (この時の校長告辞の記録はない)

10. 復興成り更生期へ

大正13年，バラッグながら校舎もほぼ完成し，興風館，復興館の2寮もできた.大正9年から

12年までを本校の創生期とすれば，13年から15年までを更生期といえよう(高工時報昭和10年11月

1日号回怨15年による). この更生期中でも大正14年は，わが学園の能動時代であって，後年盛ん

となった数多くの事業の創立がこの年になされた.

待望の建築学科の創設がその最も大きなものであり，第2が高工!時報の誕生，第3が大陸会の

発足，第4が互助主義十銭会の生まれたこと，第 5が対高商野球戦の開始，第6が端艇3隻新

造，第7に横浜工業会の創立等々である.

鈴木校長は前項でも述べたように大震災直後「今次の天災をして天啓たらしむべく」全校教職

員，学生と共に一致協力して 1日も早く復興したいと述べたが，当時の復興に対する全学の意気

実にさかんなるものがあり，全学一致して事に当たるという学風がこれら事業をつぎつぎと実現

していったといえよう. つぎに順次その展開を述べる.

震災後のバラック時代の思い出 矢田部庄栄 (応化大正15年度卒) (高工時報221号昭10年9月25日)

パラックの建った最初に入学したのが私達大正 あったので，始めのうちは高工の方へ高商の職員

13年4月グループで，これがパラック第l回入学 生徒は宿借りしていた関係もあり幅もきかなかっ

生であった.学校へはいって一番最初に感じたの たのである.今の湖南弘明寺駅ができる前はあそ

はバラックが新しかった為，木材の呑，防腐剤と こには大きな梅林があって，春になると梅の花見

塗料の臭い，この三つの臭いがプーンと一緒に鼻 が始まったものだが，吾々も学校の暇を見つけて

をついた. はそこへ行ってオデンなどで一杯ゃったりして，

その時代は先生も生徒も皆若かったので，元気 お午からの講義にフーフ一言いながらきいた事も

緩測としたものがあって，先生と生徒との隔りな あったが，幸い先生にも見つからず(黙視かも知

どなかった.先生が生徒を見るのは兄弟か何かの れぬが〕すんだという様な事もあった.化学の実

ような親しみのある目で見，生徒も先生を非常に 験などで余り刺戟的な蒸気を出す様な時には蒸発

懐しいものに思っていた. 皿やビーカーをさげて野外で実験をや った もの

学生としては意気にまかせて非常に無茶をやっ だ.実験の間で、は定ってクローパの上で甲羅干し

た事もあった.定期戦のあとなどザキは高工の生 をやった.

徒が一人舞台のように威張って歩いていた.高商 このパラック時代の初期に於ては全校に再建，

はわれわれと一緒に大正13年に第1回の入学者が 更生或は建設的覇気が旺盛であった.

11. 端艇3隻進水

大正14年2月21日午後2時，山下町海岸で新造端艇3隻の進水式が挙行された.定刻， 長端艇

部長の開会の辞，林委員長の工事報告があり，鈴木校長より新艇にパナマ，マゼラン，スェズと

それぞれ命名があった.これはいうまでもなく世界3大航路にちなんで名づけられたもので， レ

セップス，マゼラン，パスコダガマ 3偉人をしのんで，わが校のだれが最初にこの3海峡を通過
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するか，海外雄飛を目ざす本校にふさわしい艇名であった.命名式後応化， 電化，機械3科の選

手整列，鈴木校長より舵手(だし ゅ)に各YTCの文字を染め出した青色の艇旗を授与，終わって

各選手それぞれの艇に艇旗を立てて乗りくみ，岸壁に結んだ5色のテープを鈴木校長は名首 (あ

いくち)を抜いて順次に切り放すと，新艇は岸を離れて沖合にこぎ出た.この時花火が打ち上げ

られ，岸に集う学生は「旗に象る波のあと 広き遠きにあこがれて」と校歌を合唱してこのよき

日を祝っTこ

新艇は固定隻6人乗り， 1隻 900円で，学校，教職員およひ卒業生らのき ょ金によったもので

あった.この艇により ，のちに述べるように，横浜商工端艇部無敵の100戦100勝が達せられたの

であった.

12. 第3回卒業式

大正14年3月17日第3回卒業式が挙行された.前大蔵大臣，本校商議委員井上準之助が来賓と

して祝辞ならびに講演を行なった.なお本校の弟校ともいうべき，神奈川県立商工実習学校は第

1回，横浜市立横浜工業専修学校は第2回の卒業式を同時に行なった.

〔本校卒業生〕 機 械 科 22名

機械工学科 36名 電 気 科 11名

応用化学科 35名 計 80名

電気化学科 32名 計 103名 〔横浜工業専修学校〕

選科修業者 5名 中等部機械工学科 16名

〔商工実習学校〕 商業部 33名 応用化学科 4名

工業部応用化学科 14名 計 20名

この日鈴木校長は卒業生に対し式辞を述べ，その際本校の教育方針としての自由啓発主義と三

無主義についての信念、を披歴した.

学校長式辞

……而シテ今日本校ト シテノ第3回，実習学校ト

シテ第 1回，専修学校ト シテ第2回ノ卒業式ヲ挙

行スノレニ当リ其5ヶ年ノ久シキニ渉リ未ダ嘗テ所

謂校規ニ触レ校則ヲ破リ其ガ為メ停学若クハ放校

等ノ処分ヲ受ケタノレモノノ 1人モナカツタコトハ

特ニ申上ゲタキコトデアリマス.若シ斯ノ如キ不

都合ナノレモノハ皆無デアツタカト云ヘパ決シテ左

様デハアリマセン.3校1∞o有余ノ青少年ヲ集メ
校規校則ニ 1人モ触レノレコ トノナイト云フ様ナ感

化ノアノレ教育ハ私校長ヲ初メ教職員一同余リニ不

徳且ツ無能デアリマス.只少数ヲ罰シテ多数ヲ懲

ラシメ或ハ少数ヲ賞シテ多数ヲ奨励スノレト云フガ

如キ方法ヨリモ之ヲ懲ラサズ之ヲ賞セズシテ全校
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ヲ挙ゲテ相互理解ニ導キ自治自覚ノ下ニ教育ヲシ

叉教育ヲセラレノレ卜云フ根抵ニ立ツテ努力シタマ

デ、ァリマス.我学校/教育ハ子弟ヲ教養シテ新

タナノレ人物ヲ作ツタトハ毛頭モ学校トシテハ考へ

テ居ラナイノデアリマス.発達スベキ天賦ノ才能

進歩スベキ天菓ノ徳性ハ夫々各個人ニ宿ツテ居ル

モノト信ジテ居リマス.我自由啓発主義ノ 教育ハ

是等天賦天票ノ才能徳性ヲ阻害スルコトナタ自由

ニ其発達ヲ促進セシムノレ即チ名教ハ自然デアノレト

心得テ只管努力シタ次第デアリ マス.麗カナノレ春

/日光ト恵風滋雨ヲ投ゲ与ヘタ積リデアリマス.

而γテ其生育シタ苗木ヲ今社会ニ提供スノレノデア

リマス.此苗木ノ中ニハ将来亭々ト γテ天ヲ摩ス



ノレ幾多ノ喬木アノレコトヲ信ジマス.共E古木タノレ3

校ノ学科課程ニハ各差別ガアリマスガ.苗木トシ

テハ何レモシカ信ズノレノデアリマス.而シテ是等

ノ苗木ハ如何ナノレ地味ノ所ニ移植セラノレ、ヵ，如

何ナノレ肥料ガ施サノレ、ヵ，如何ナノレ保護カ事与へラ

ノレ、ヵ，此ノ 208本ノ苗木ノ将来ニ就テハ切ニ来

賓各位及ピ一般社会ノ連解アノレ御後援ト御鞭撞ト

ニ待ツ次第デアリマス.

申シ後レマシタガ本日ハ前大蔵大臣井上準之助

閣下ハ特ニ我々学校ノ卒業式ニ御来臨下サレマシ

タコトハ学校並ニ卒業生諸君ノ光栄ト深F感謝ニ

堪へナイ次第デアリマス.

政府が我高等工業ノ設立ヲ決定シタノハ大正5

年デアリマシテ当時閣下ハ正金銀行ノ頭取トシテ

当横浜ニ御在職中デ其創立ヲ恩ヒ立ラレ且ツ御尽

力下サレタ結果デアノレコトハ隠レタノレ事実デアリ

13. 海外発展と大陸会の誕生

マス.サレパ閣下ハ横浜市トハ深イ御関係ガアリ

本校トモ叉浅カラヌ因縁ガアノレト存ジマス.閣下

ノ御尽力ニヨツテ出来タ我学校ノ校舎ハ其設備ト

共ニ，一昨年ノ大天災ノ為メニ一朝ニシテ灰櫨ニ

帰シ今日ハ背ノ其ノ面影ヲ只此パラックニ残シテ

居ノレノミデアリ，叉閣下ト関係深キ我市ハ其建築

物其橋梁，道路，今日親シク閣下ノ御覧ノ通リ実

ニ悲惨ノ状態デアリマス.今日社会ニ送リ出ス我

208人ノ若キ学生等ハ何レモ此大天災ニ遭遇シツ

プサニ其ノ苦難ニ処シタノレモノデ天災ヨリノ復興

ニ大ナノレ決心ヲ有、ンテ居ノレモノデアリマス.国家

棟梁ノ材タノレ閣下ト復興未ダ半ナラザノレ此ノ横浜

市デ，シカモ此パラ ック講堂ノ内ニ瞥咳ニ接シ得

ルコトハ一層其ノ決心ヲ緊張セシムル所以デ，私

モ亦一市民トシテ閣下ニ感謝措ク能ハザノレ処デア

リマス.柳カ蕪辞ヲ陳述シテ式辞ト致シマス.

海外の物資を研究しこれを輸入して，わが国の乏しい資源、を補い，大いに工業立国に資しよう

というのは，鈴木校長の開校以来の大旗臓の一つであった.

大正14年，この趣旨にのっとり，学生の手によって大陸会が生まれた.広く学内外から会員を

募り大いに海外に雄飛せんとの意欲を燃やした.次にその概略を述べる.

(1) 設立に至るまで

1. 掘江助教授を南洋へ派遣

大正11年3月，当時助教授であった掬li_[不撚雄を蘭領東印度，および馬来(マレー)半島方面へ

在外研究生として派遣，同助教授は化学工業に関する原材料の研究を行ない， 12年5月帰校し

大陸会記録鐙

鈴木校長筆
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た.おそらく大学，高専で南洋へ資源調査に留学した鴨矢(こうし)であろう.しかし不幸震災の

ため-11寺この計画も後続が断たれた.

2. 支那見学旅行団

大正13年に至 り，支那見学旅行団が組織され，本校各科3年生計13名は教授飯塚品山(体育)

引率のもとに朝鮮，満洲，支那各地を見学:した.7月4日横浜を出発，釜山に上陸京城，仁川，

平撲を見学，満洲に入り，奉天，大連，旅順を経て海路青島に渡り済南，曲阜(干し子廟)泰山，

天津，北京を視察，8月2日無事帰校した

3 支那視察学生回

大正14年夏季休暇を利用 して，外務省対支文化事業として，支那視察学生団が組織された.各

帝大，単科大学3校，私大3校，雨前12校，高校3校，山工3校，高等農林 1校，高商2校よ り

各1名ずつ合計23名で，本校の鈴木校長がその団長を委嘱された.7月26日出発，ハルビンより

上海に至る支那各地を見学し，8月29日無事帰校した.

以上の3件などが大きな刺激となり，海外発展の何らかの機関を持とうとの声が学生聞から倉

然(きゅうぜん)としてお ζ り， 14年秋，応化専科3年斎藤興次が第一声を上げ，職員側から助教

授堀江不器雄， 学生側から，前記斎藤~次をはじめ， 入沢貞二(応化2 年)， 西井守蔵(応化3

年九時間雅夫(電化2年)，笠井進一(応化 3年)，田代盾志(電化 3年)，前回春助(電化 3年)

栗林達男(機械3年)，平田義雄(応化3年)，比嘉樽吉(応化3年)が発起人となり，大陸会を

結成し，鈴木校長が会長に推薦された.その飴意書および会則は次の通りであった.

大陸会趣意書

鎖国300年の扉を開きて主主に60年，吾人の先輩は泰西の文物を採り.3.000生存の歴史ある日本精神を以

て奮励努力し，よく我国をして世界三大強国の地位に列せしむをる得たり.

現代の日本を担ふ吾人は何を以て此光輝ある先輩の業績に応へ，且つ後世子孫に対する所あらん乎.

熱々我国の現状を静視するに内 産業不振にして国民の生活安定を欠き，外 国際関係に於いて痛痕

甚だしきものあり.是れ国土狭臨加ふるに天然、の資源乏しきが為にして， 7，000万の人口を抱擁せる我

国が，更に年毎に780万人を逓増する実状にあるを患はX吾人は実に時期の重大なるを痛感せざるを得

ず.

f古jに狭少なる地域に多数の住民を支持せんと欲せば広〈天与の資源を圏外に輸出する方策を樹講せざ

るべからず.実に工業立国の大策を講ずべきあるのみ.

広く世界の情況を察するに，豊富なる工業原料を蔵して， 者人の利用を侠てる大陸あり，吾人と協力

して共存共栄の理想を実現せんと欲する国民あり， 吾人の国外事情に精通する肝要なるは国より論を倹

たず.

幸にして我横浜の地は日本の門戸に位し，広く世界に通じ，正に天涯比隣の観あり.現代の国民に課

せられたる内容の充実は，淘に此地に起てる寄人の隻肩に懸りて特に重大なるを覚ゆ.我が横浜高等工

業学校はその創立と共に海外発展の大旗峨を掲げてより既に6星霜欧洲大戦の不況に次ぐに関東大震災

を以てし，復興の大業未だ成らず，国歩類難を極む，此秋に当り，吾人の素志益4織烈を加へ，吾人の

抱負を貫かんとする意志愈々奪固なるものあり.

ままに同志脅(あい)謀り，大陸会を組織し互に研鎖攻究を重ね以て此重責に当らんとす.

大正14年秋
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後藤新平

大陸会会員IJ

第 1条本会は大陸会と称す

第2条 内外事情を調査研究し，特に産業の隆盛

を期するを以て目的とす

第3条 第2条の目的を達成するため左の事業を

行ふ

1 内外の事情の調査研究

2 毎月一回例会を開き会員の調査研究を発

表し併せて会員相互の意見を交換す

3 出版物を発刊し時々講演会を開く

4 其他必要なる事項

第4条会員は左の2種とす

正会員 本会の目的に賛同し入会したる

もの

(2) 創立総会

賛助会員 本会に於て特に推薦したる者

第5条本会に左の役員を置く

1 名誉会長 1名

1 会長 1名

1 相談役 若干名

1 幹事 若干名

第6条略

第7条正会員は会費1ヶ年金3円を毎年4月納

入す

但し学生々徒よりは会費を徴集せず

第8条略

第9条略

大陸会の創立総会は，大正14年10月3日午後本校講堂で，本会会員第1号である後藤新平子爵

をはじめ，横浜の政治家として知lられた守屋此助らのほか，外来者300余名本校，専修学校，笑

留学校教職員学生生徒ら 400名，計700名という多数の賛同者を集め盛大に行なわれた.後藤

子爵は「大陸会の本領は島国根性をj先い落とし，大陸と共に生きるべきである」と述べ，鈴木

校長は「万里の長城」と題し支那大陸を論じた.

(3) その後の活動

第 1回海外視察団

ついで、大陸会では:大正15年の夏季休暇を利用して;第1回海外視察団を組織し満鮮を視察した.

団員33名 今井教授，田中少佐(本校配属将校)引率のもとに 7月23日横浜出発，大連，旅順，

鞍111，遼陽，奉天，撫)1慎，長春に至り再び奉天に引返し，本演湖，安東県を経て，朝鮮にはいり，

新義州、1，平壌，京城，仁川，釜山を視察， 8月11日無事帰校した.

その他講演会としては次の通りであった.

65 



第1回講演会 大正14 10 26 八坂丸の地中海に於ける金塊引揚げ l
作業について l 片岡弓八

2 1/ 11. 27 南北中米視察談 l 南洋協会理事 井上雅二
3 1/ 12. 17 揚子江流成に於ける支刻IIli情 後藤朝太郎

4 1/ 15. 2. 19 南洋視察談 藤山雷太

5 1/ 5 . 26 アフガニスタン旅行談 ii 元院理東オ事亜デ同文書 田鍋安之助

6 1/ 6. 11 
殖満南米馳童事話情事情講務違塑量宇他

lリ ジャネ 野田良治
t イロ種鮮事政

1/ 10. 12 !! 元監朝 務総 有吉忠一

7 不詳 l殴軍少将 佐藤安之助

8 1/ 南洋を見る(主として馬来半島) 鈴木達治

9 11 1/ (前回のつrき); 1/ 

10 1/ 11 11 ) ノ/

11 昭和2 1 . 24 支那民族性の推移と長江流域の形勢 | 後藤朝太郎

14. 学校教練の実施

大正14年第2次加藤内閣の時，字垣陸相の手で，いわゆる軍備縮小(軍縮〉が実現した.当時陸軍の兵

力は25個師団(台湾軍，関東軍を除く〉であったが，そのうちの 4個師団を廃止した.これはひとつに

は国際的な平和主義の大潮流，またひとつには日本国民の熱望によぎなくされ，世論を先制して国防力

の改善をはかるためで・あった.しかし，陸軍は人員，馬匹を減らした代わりに，装備の改善機械化を促

進し，それだけ重工業との結合を深めた.すなわち字垣軍縮は平時の常備兵員数をへらし，その分の費

用を軍備の充当，育成にあてた.そして総力戦の思想をとりいれて中等学校以上の学校に現役将校を配

属して生徒の軍事教練を義務化した.陸軍現役将校学校配属令の公布がこれである.また，市町村には

青年訓練所を設け，その訓練をうけたものは現役兵にとられた時，在営2年を 1年半に短縮することと

した.このようにして，有事の際動員しでもすぐ役に立つ予備兵力の増強をはかった.

(日本の歴史井上滑による)

この軍事教練の実施が決まると，学連(学生社会科学連合会〉をはじめとする学生団体，いわゆる進

歩的教授等でつくっていた教育擁護同規などでは，研究の自由を圧迫するものとして反対した.

(巾央公論社・日本の歴史 今井清ーによる)

本校では，大正14年より陸軍少佐田中忠三郎を配属将校として迎え，教練を実施したが，学生

聞には特に反対はなかった.大正14年から大正15年にかけて日常の教練のほかに実施した特別訓

練のおもな事項を述べると次の通りである.

(1) 大正14年夏兵営における幹部特別訓練.

(2) 大正14年秋対抗野外演習

編成の内容は無電，有電，号旗，火煙，火光，来:馬伝令，写真，活動写真 (2巻撮映)， 軍楽

|欽，偽装，記事，救護等の各政lを置いた.

(3) 大正15年春諸兵連合演習ならびに新兵器実験および見学，

(4) 大正15年夏満鮮戦跡，工場等の視察旅行.

(5) 大正15年è~大箱根山嶺踏破.

学校長としては大正14年のミ午f

年の終戦まで、つづく軍事教練の当時の見月解平のひとつとして次に記しておく.
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学校教練ノ実施

昨年来我言論界ニ於テ賛否交々起リタノレ教練ノ

振作所謂軍事教育ナノレモノハ愈本校ニ於テモ去ノレ

4月ノ新学年ヨリ実施セラノレ、事トナリマシタ.

本校職員及学生中ニハ最初カラ之ニ反対ノ意見ヲ

有スルモノガナカツタノミナラズ，寧ロ之ヲ積極

的ニ賛スノレ点ニ於テ既ニ豊富ナノレ資料ト準備トガ

久シク蓄積セラレテ居マシタ.故ニ其実施ニ当リ

テハ何等ノ支障ヲ見ズ，今日マデ実ユ順調ナノレ進

捗ヲ見ノレニ至リマシタ.是レ他方ニハ最初ノ配属

将校田中忠三郎少佐ノ時勢ト青年トニ対スル理解

ヲ有シ，且懇切熱心ナノレ努力ニヨルノデアツテ，

特ニ問少佐ニ感謝スノレ次第デアリマス.

学校教練ノ目的ガ学生ノ心身ヲ鍛錬・ン団体的観

念ヲ酒養シ併セテ国防能力ヲ増進セシムノレ為テ・ァ

ノレコトハ，是レ当局/学校教練ニ期待スル処デア

ツテ何人ト難モ異議ハナカラウト思ヒマス.然レ

ドモ学校トシテ此教練ノ目的ニ直面正視スノレトキ

ハ訓練ト国防トノ二大条件ニ対シ採ノレベキ手段ヲ

如何ニスベキカハ，自然ト解決セラノレベキモノガ

アノレ様ニ思ヒマス.本校ノ如キ自由啓発ノ教育ヲ

施ス処ニ於テ，理解ナキ第三者ヨリ見ノレトキハ如

何ニモ自由放縦デ規律モ節制モ服従モナキガ如ク

恩ハレマセウガ，事実ノ真相ハ決シテ然ラズデア

リマス. i特ニ厳格ナノレ規律ヲ以テ束縛セラレズ

シテ一個ノ団体ガ規律アリ制裁アリ所調一糸乱レ

ズ整然、トシテ其団体ガ所期ノ目的ヲ逮スルコトハ

団体所属ノ各員ガ各自其責任ト義務トヲ知ノレコト

ニ由ツテ初メテ行ハノレ、モノデアリマス.J (第

一年本校一覧参照〉是レ本校ヵrl}fJ校以来標務セノレ

所テ二全校打ツテ一団トナリ共ニ甚大ノ努力ヲ此

点ニ傾注シ来ツタノデアリマス.此:n重ナノレ訓練

ニ我団体ガ万折レ矢尽キ今更ニ軍事教育ニ之ヲ委

ネパナラヌ必要ヲ認メテイナイ.併シナガラ国防

ニ至ツテハ大ニ然ラズデアル.世界大戦以来人類

ノ平和ヲ唱道スノレコトガ大ニ普通的ニナツタコト

ハ世界人類ノ為メニ祝福スベキ事柄デアノレ.然レ

ドモ何人モ国防ヲ不必要トスノレモノハナイ .一旦

不幸ニシテ外国ト戦端ヲ開カンカ.今日ノ戦争ハ

昔日ノソレト大ニ其趣ヲ異ニセルハイフ迄モアリ

マセン.仮令ヘパ明治年間ニ於ケノレ我々ノ二大戦

役ニ於テハ大体戦線ニ立ツテ居ノレ戦士サへ健闘シ

テ居レパ国民全体ハ大ナノレ危害ヲ感ジマセンデシ

タ.併シ今日飛行機ヤ潜水艦ヤ其他ノ武器ガ使用

セラル、ニ於テハ我日本帝国全土ガ敵ニ対シテ危

害ニ暴露セラノレ、モノト見ナケレパナリマセン.

国家ノ長主主ト国土トヲ以テ任スノレ青年ハ国防ノ技

能ト知識トヲ養成シ霞カズシテ何ヲ以テ国民全体

ガ枕ヲ高ウシテ安ンズノレコトガ出来マセウカ.一

朝有事ノ時ニ当リ独リ戦線ニア/レ陸海軍ノ戦土ニ

ノミ国家ノ安危ヲ託、ンテ以テ事足ルベキ時代ハ既

ニ遠ク過ギ去リマシタ.今日青少年教育ニ於テ国

防ノー科ヲ加フノレコトハ時代ノ要求デアリ最モ必

要デアノレ.故ニ国防ハ軍事教育ノ第一条件トシナ

ケレパナラナイ，規律，節制等ノ訓練的効果ハ其

副産物デアリマス.我校自由啓発，自覚自治ノ訓

練ガ叉此ニ由ツテ百尺ノ竿頭一歩ヲ進ムノレモノト

シテ深ク期待・ンテ居ノレ次第デアリマス.是レ我校

全体ガ今回ノ軍事教育ニ対スノレ見解デアリマス.

思い出を語る 矢田部庄栄 (応化附和2年卒) (商工時報昭和10年9月25日号)

箪教もこの時代に他の大学，専門学校に卒先し

て生徒が自発的に熱心にやったというのも，一方

では当時の初代教官回中少佐の熱誠と，指導宜し

きを得たのはもちろんであるが，全国第一の折紙

をつけられたのもこの時代であった.時には，野

外演習に高商と合同で陸軍から活動写真の撮映隊

を頼んできて，演習状況をフィノレムに収め一般公

15. 諸設備よ うやく整う

衆に公開し，また陸軍関係，学校関係をも持ち廻

って見せた.藤沢での野営のタベ等には音楽部が

楽隊を組織して盛んな音楽のタベ等をやって町民

を驚かしたが，これも矢張りバラック時代(震災

後より昭和6年頃)の建設的意気の現われと思わ

れる一

震災後，大正13年4月からの新学期には，一応授業に差支えない程度に諸設備は整ったが，そ

の後 1， 2年聞に急速に充実した.簡単に次に記す.
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〔機械工学科〕 クーノレマン ・ウルトラワーゲ

アムモニア式製氷機 14年7月初めより製氷に ジーデントップ ・ジグモンディ ・シュバルト

着手，9月中旬まで運転，市場に供給 ウノレトラミクロスコープ(団体液体両様〕

石鹸工場 15年4月より運転 コンプトン型象限エレクトロメートノレ

75馬力重油機関 研究に資すると共に校内動力 〔電気化学科〕

の補助 2キロワット直流分捲電動発電機 uま
〔応用化学科J 3キロワット直流複捲電動発電機 1基

アインタウンレプラクトメートノレ 抵抗測定器

ナッテイング ・スペクトロ比色計 波型分解器

リュウイス ・スベク トロフ ォトメ ートノレ 〔基礎学科〕

ヴァノレヴジェネレーター X光線H125万ボノレト直流発電機

、/ヨッパー・ ゴム験機試 1式 性能検査機械20余種

16. 建築学科の増設

建築学科

第 1学年毎週教授時数 第2学年毎週教授時数 第3学年毎週教授時数

よいごT第1学期|第2学期|第3学期 第 l学期|第2学期|第3学期 第1学期|第2学期|第3学期
修 身 1 1 1 1 1 

体 操 4 4 4 4 社 4 

外 国 ヨロロi 5 5 4 4 3 3 3 

物 理 A寸Lー 3 3 

漢 文 2 2 2 

数 Aで't-与 4 2 2 

配景図学 l l 

建築構造 3 3 3 3 

材料強弱 2 2 2 

建築材料 1 1 1 

建 築 史 2 2 2 l 1 

扱IJ 量 l 1 

施 工 法 1 

鉄骨鉄筋 3 3 

日 本 画 2 2 ヲ

木 炭 画 8 8 8 6 6~ 

塑 {象 4 4 4 

建 築 山十ι 1 1 21 2 2 2 2 

建築法規 1 

製 rアJレケオロジー 5 

図クラ ν ック 7 7 

段計
2;」

i『ヨh 計 41 41 41 41 411 41 

大正14年5月22日文部省令第23号ヲ以テ本校規程'1コ改正シ建築学科ヲ増設セラレ同時ニ学科課程ヲ制定.

本校に，建築学科を増設するの件はさきに横浜ilifU興会の羽で述べたilI!りであるが，当局では

13年11月予算を計上， いよいよ14年度より開校の述びとなった.
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中村教授

そこでは年 3月下旬.Jj IJに建築学科生徒募集広告を出し. 4月11日入学試験を行ない，第1回

入学生として37名を収容した.教授陣は次の通り ，

教授 フランス政府公認建築士中村 J[煩平

H 工学土建部裕一郎

17. 建築学科と中村教授

講師(建築史)文学士斎藤茂三郎

嘱託中末郁二

中村教授の教育はいわゆる英才教育といおうか，芸術教育といおうか，官立の専門学校の教育

としては全く特異なものであった.鈴木校長は中村教授のよき理解者であり，鈴木校長あって初

めて中村式教育が実現したといいうる.これらのことについては，第1期生である，網戸武夫が

煙洲残筆(昭和34年干IJ)のI-rでの「煙洲先生と草創期の建築科」および中村教授の「建築科志望

の学生に与う」を次に記載しておくので参考とされたい.

煙洲先生と草創期の建築学科 網戸武夫

建築学科が横浜に創設されるまでの経過については沢山のエピソードがある.

当時我国の建築界の長老であった現社会党の曾称主主氏の父君達蔵博士および故宮本百合子さん父君中

条精一郎氏の両氏に，当時の校長短洲先生が再三に亙って相談され，フランスの美術大学を卒業され

D.P.L.G.の称号を得て帰朝された中村順平先生を科長に推されて創立されたものである. 任命される

までの手続とかその他文部当局との折衝など，従来の慣習にこだわらず，痩洲先生は自由澗達な，貫か

ねば止まない熱意で，各方面を動かされて，中村順平先生の建築学科を実現されたのである.

この建築学科が当時の我が国の建築界の風潮に抗って孤高の学風を堅持するには，煙洲先生あって初

めて可能であり，中村順平先生もまた煙洲先生なくしては 1日として教育の場を日本国土の上に恐らく

持ち得られなかったに相違ない.我国建築界の動乱の中に生れその中で生育したわれわれ初期の学生

は，維新前夜の中に生きる異状な渦巻を身を以て，体験してきたのである.

中村先生の教育はまことにきびしく. 1本の描く線にも容赦する処はない.天才教育といおうか，息

の切れたものは3年というマラソン競争より落伍するより仕方がなかった.

1年から 3年までは製図教室を一つにして上級生と下級生とは故参と新参との区別を日常の修練の上

でも劉然、と強いられ，然かも実力によって甲乙を明確にするとし、う合理性に裏付けされた徹底的な優才

教育であった.教室は昼夜の別なく開放され，寒中といえども夜を徹してストープが燃やされて思う存

分に教育の機会が与えられた.文部省直轄という専門学校としては到底思いも及ばない自由さを満喫出

来たのである.これは煙洲先生の名教自然という教育に対する信念と熱情あふれた中村順平先生の火の

出る様な教育とによらねば許されるものではなかったと恩、う.その意味でも我々はまことに幸福であっ

た.

この様にして技術の修練に終始しながらも学生が先生の教育の間に体得したものは技術ではなかっ

た.芸道の修練即ち人間性の鍛練を強くたLきこまれた.いLかえれば自我の確立ということを徹底的

に教えられたのである.この自我は民族の自覚と強く結びついて誇りにまで強調され，格調の高い批評
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精神に点火し若い学生の血を燃やし，たぎらせた.

中村先生の横浜建築界に残された歴史の一時期は度はずれた狂い咲きの様に，今となっては背の語り

草となろうとしているが，何時か忘れられない中に日本の教育特に建築教育の歴史の上に記録として残

して置かねばならないものだと思う.

〔建築科志望の学生に与う〕 中村順平

青年諸君.諸君は中学校叉は之に相当する学校

を卒業して，只今恐らくは諸君の一生を左右すべ

き職業選定の運命に逢着して，真商目に前途を見

つめて居るに相違ない.そして将来建築士になろ

うとして，若し横浜高等工業学校建築学科本科

〈教員養成所は別〉入学の宏、を持っているならば，

今主主に諸君に述ベる事柄を注意深く読んで，よく

附に落ちた上で諸君の前途の方向を定めなければ

脅に入学手続が無駄骨折りとなるばかりでなく，

折角入学しても修学が不可能であり従って将来真

の建築士にも成り得ずして，国家叉は世界人類文

化の為にも無益な事になるかもしれぬ.

夫故先ず建築士とは如何なる職掌か従って如何

なる素質を持った者が選ぶべき性質のものである

かということを簡単に述べようと思うが，此際注

意すべきは諸君の建築に志した他の友人達とは全

然相違した様な事をいうかも知れぬから，今諸君

に説く建築士というものの実例として，現在日本

の建築家建築学生叉は生徒の素質や天伎を対象と

して脳裏に描いて理解しようと努めると，甚だ解

りにくい事が起ることがあろうから諸君の頭を謙

虚にしてままに述べる事柄をよく聞いてもらいた

し、.

一体建築士とは何であるか

此の定義は下の通りである.

「建築士 (Architecte)とは諸々の比例 (Pro-

portion) の美や，配置やその装飾を自分で創造

して以て諸々の建物を構成し，その命令の許に之

等を施工せしめ，是等の工費を制規通りに処理し

て行く芸術家である.J (1878年発刊仏蘭西翰林学
院編集の書に之を定義す)

此の内で比例の美とは卑近な例でいうと，日本

の男女の洋服が実に見苦しいとし、う事実があった

とする，それは身体を構成している五体の長さの

比例や大きさの比例が甚だ悪い為であって，同じ

手足を持ち同じ様な構造でありながら，希蝋彫刻

に見る身体は実に見事にも美しく尊いという事

は，即ち五体の比例が誠に美しい為である.これ

と同じく諸々の建物がその総てにおける比例の如
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何に依つては，後世建物の存続する限り人心を慰

め欣ばしめる程に美化させられるものであり，叉

建物の機能に従って之が有用価値をも高めてくる

のである.それ故文化のある国の建築には比例の

美が大きな要素となってくるのである，それにも

拘らす.比例lには一定の規則がない，千変万化物の

夫々に応じて存在し，必ずしも常に科学的である

とは限らずして，芸術的なる動機によって創作解

決しなければならぬ事が多いのである.従って建

築士とは芸術的なる素質によって比例の美を創生

し此等を組合せて種々の建物や，その内外の装飾

や，庭国並びに都市を創造すべき天職を有った芸

術家である.従ってこの職業が全然、科学の範囲の

みで物を設計する土木技術家芳くは構造専門家

(シピノレエンジニアー)とは全然その立場を異に

している事に注意すべきであり，諸君が此等と建

築士とを混同々一夜して，一国文化のー要素であ

るべき建築芸術を低下せしめる原因としてはなら

ない.

建築士は叉建築請負師とも全然相違する.建築

士が自分の創造した芸術を実際に建てる場合に

は，請負師等の手で施工せしめて此等を監督こそ

すれ，その職掌は営利業者たる請負師建築材料商

人および此等の雇人とは寧ろ反対の立場にあるの

である.従って建築士にして営業に関係するもの

は，外国でも日本でも，建築士の名を返還せしめ

る堅い道義上の規約がある.それ故特に物質上に

趣味叉は欲求を有する者に対しては甚だ適した職

業とはし、えなし、かも知れぬ.

建築士を志す青年はどういう素質である

ことが最適当か

もし諸君が建築士たらんことを志望するなら

ば，諸君はここに述べんとする学術および技芸に

対して，各人が各々の才能を十分ふり返って考え

て貰いたい.諸君は己に中等教育を卒え立派な各

自違った特長を有った有為な青年である事を信ず

るが，只この場合において各人が個々の特長を自

覚して適材適所を選ぶという一事だけが，どんな

に諸君と国家および世界人類との将来に幸福を官官



らすかを考えて，それぞれの天票の素質に就て，

自らを考察して将来の方針を定めて貰いたい.諸

君は不幸にして建築を余り多く見ていない事が装

だ残念であるけれ共，若し左に掲げる諸科目にし

て諸君に十分の素質があったと自覚するならば，

それはやがて建築士を宏、すに適した素質であると

考えて差支えない.建築学は学校で修学する事が

出来る.然し建築士の素質は学校で教えることが

出来ないからである.従って先づ，

第1.何といっても出来るだけ画を描くことに優

れていなければならぬ.画といっても自己

の個性本位な単に見た目に美しい画を描く

というのではない.己の今迄に想像も出来

なかった物体でもその形を正確且忠実に出

来得るだけ実物に近く描き現はし得る画を

描く事を絶対に必要とする即ち出来るだけ

立派な写生画家でありたい事である.若い

諸君が今迄の過去において，例えば中学校

在学時代を通じて，他生徒と比較して以上

の性質の画について己がどれだけの技能を

持っていたかを追想して賞いたい.幸にし

て諸君がこの点において非常に優れていた

ならば，此後諸君の厳格且真率な写生の努

力は想像力を増進し，平面立体面の観念お

よび視覚が発達し，比例に対する限識感情

は繊細且つ豊富になって来るもので，この

実証は200年来巴里国立美術院の建築学生

においても優れた写生画家が最も深い創造

構成芸術家になっており，また如何に画家

としての素質なき日本の建築志望者が後年

の不首尾に建築士たることを拘禁したかの

事実を見ても判る事である.それ故相当若

くは以上に勝れた写生画家でない限り，諸

君は建築士として志しても大成の見込が全

くないのであるから始めから入学を志望し

18. 対高商野球戦始まる

ない方が本人の為である.

以上の素質は即ち諸君が此後の努力次第

で発芽し成長し大成し得る建築士としての

核子であって，同時に叉製図の作製および

工事の施行の時にも必要な要素である.従

って諸君が高工入学における 口頭試問に当

って，時には石膏写生を為さしめられる事

もあろうし，また入学をした後にもなお，

木炭写生と製造とを十分勉強しなければな

らぬ.

第2.科学としては論理推理的の能力が必要であ

る.これは諸君の芸術を深くもし芸術的価

値を高め，これなくては諸君の思想を実現

する事が出来ないのである.また建築士の

社会的実務に当っても是等の能力は必要で

ある.而して先づ数学が出来るだけ優れて

いる事が望ましい.少くとも算術平面立体

幾何，代数，就中幾何および幾何図学は甚

だ重要であって，諸君は入学してからも是

等の数学を土台とし更に進んで種々な高等

数学の修学を続けねばならぬ.然、し是等は

建築家の要素として甚だ大切で・ありとはい

え第二義的のものである事は勿論である.

何故かなら諸君に最も必要な想像力および

芸術的才能は是等によって決して発芽する

ものではなし、からである.

建築芸術は常に構造的に真でなければな

らぬ.この為諸君は数学を十分に修得すべ

きである然、し呉々も数学に依て建築芸術の

富IJ意が生れるものと誤解しては大変であ

る.語学者必ずしも文豪ではない.

第3.其他健全な文学によって己の思想感情を啓

発してゆく事は甚だ重要な事であって，こ

れがやがて諸君の創作上の原動力となるべ

き筈のものである.

大正14年7月，対横浜高商野球対抗戦が行なわれた.後年ハ7 の早慶戦とうたわれ，横浜ッ子

の人気を2分したといわれた対高商戦のはじまりである.

横浜高商20年史(昭和18年刊行〕によれば， 同校は大正13年 3月開校. 14年3月まで高工校内

の仮校舎で授業をつづけ. 3月27日に南太田富士見台の新校舎に移転.4月1日より新校舎で事

務を開始，となっている.引越し後の 5 月 25 日，木校グラウンドで，はじめて同工対~.~商の野球
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戦が行なわれた.この時は，日没となったので、6回10-10で引分けの成績であった.とれはきた

るべき定期戦の前哨(ぜんし ょう)戦ともいうべきものであった.すなわち，まだ3年生のいない

高商側であったが，この成績に気をよくし，毎年日をきめて定期戦をやろうではないかと，正式

に本校野球部へ申入れがあった.本校もこれを受けて立ち，いよいよ第1固定期戦は同年7月

1日，横浜開港記念日に新山下球場で開催されることとなり，両校とも応援団を組織し張切っ

たが，この日は雨で:'rl-'ll二， ~.;! 2日に挙行，本校が4A-3で初勝利を得た， 翌日年7月1日同球

場で第2回戦が行なわれ，このH

高商・高エ定期野球戦 績浜野球協会々長 山口久

高商対高工の定期戦が始まったのは震災後の大正14年からで，との定期戦がかもし出した熱狂と興奮

は，単に両校の学生応援団がそうなっただけでなく，広くいえば，横浜市民全部が，そのるつぼの中に

投げこまれたものなのです (繍浜尚尚 ・ 両 l 定期球野戦史よ~ ) 

19. 第4回卒業式

大正15年3月17日第4回卒業式が挙行された.同時に神奈川県立商工実習学校第2回，横浜市

立横浜工業専修学校第3回の卒業式を挙行した.前首相高橋是i古が来臨し学生に一場の演説をし

た.当日の学校長式辞は次の通りである.

なおこのなかで本校教職員は本校の復興ならぬうちは卒業式にも記念祭にもいっさい式服は着

用しないことにきめたと述べられてし、る.

学校長式辞

'"大正12年ノ大震災ハ人類ガ経験シタノレ天災ノ

最モ惨憐タノレモノデアリマシタ.而シテ今回卒業

シタル青年ノ多数ハ此災害ニ学生トシテ際会・ン，

我々ト其苦難ヲ共ニシタル同志デアリマス.而シ

テ本校トシテハ其最後ノ学生ヲ出スノデ私ト シテ

ハ実ニ名残惜シイ感ジガ致シマス.

彼ノ天地ヲ焦ガス火焔ニ直面シタノレ青年， アノ

凄惨ナノレ破綾ト無数同胞ノ目モ当テラレヌ残骸ノ

間ヲ奔走シタル青年ニ由ツテ，復興ノ大業ハ成就

セラレナケレパナラヌ.ノ ミナラズ偉大ナノレ人物

ヲ此ノ天災ガ生ミ出スモノ ト私ハ確信シテ鋭意災

20. 互助主義公心一門会

後ノ教育ニ当リマシタ.爾来少クモ我校ノ復興成

ラヌ中ハ卒業式ニモ記念祭ニモ礼服ヲ着用シナイ

ト我々同僚ガ一致、ンテ居ノレノハ単ニ節約ヲスルト

云フケチナ消極主義ノ観念カラデハアリマセン.

只以上ノ確信ヲ国守セントスノレ一片欧々ノ志ニ過

ギナイノデアリマス.我250名ノ卒業生ガ在学中

ニ於テ其学業ニ顕ハレタノレ成績ノ如何ヲ問ハズ，

此雰閤気ノ中ニ鐙雪ノ功ヲ積ミタノレコトハ，彼等

ノ将来ニ何等カノ意義ガ潜在スノレコトヲ信ジマ

ス.何卒来賓各位ノ御引立ヲ重ネテ御願ヒ致ス次

第デアリマスー…・.

横浜市の工業は震災前は，その工業立市の市是によりかなり降盛をたどりつつあり，特に家内

工業は市の経済の重要項目であった.ところが大正12年の大震災により全く昔の面影はなくなり

市にと ってはゆゆしい問題となった.

大正15年12月，本校が音頭をと って市の工業発展を目的として互助主義公心一門会なるものを

設立した.
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工業上の研究費の援助，その成果に対する表彰，工業上の調査などを行なった.その資金源、と

して，個人または法人から毎月一口一円の会費を徴収したが，これが会名のできたゆえんであるー

21. 横浜高工時報発行

大正14年1月15日横浜高工時報第1号が発行された.以来幾多の変遷はあったが学校新聞の雄

として連綿として終戦直前の昭和19年4月28日第399号に至るまで・続いた.次に当時のことを記

しておく.

(1) イオン会時代

大震災の余憤(じん)いまだ消えやらず，パラックの校舎が骨組み最中の大正12年暮れごろ，当

時応化の1年生(第4期生)の級では山口辰男(後，横浜市大教授) らが中心となって「イオンの

叫び」 という謄写版刷 りのささやかな級会誌を発行した.これはわずか50ページばかりのもので

あったが，級メンバ-40のイオンは，若き情熱に燃えて各自こづかいを節約して経費にあて，真

っ黒になって謄写版を刷って発行をつづけた.そのうちグラス会誌では物足りないというので，

学校全体の新聞にしようということになった.こうして名も横浜市工時報と改め， 大正14年1月

15日第1号を発行した.

第 1号の発刊の言葉に「……吾々は組として40名足らずで，お互を向上さしているだけでは物

足りなくなりました. 組としての団結だけでは満足し得ない気分に捉れ~U したのです.そして周

囲を見廻した時，そこには3つの科によ って障壁が作られている諸君が，さらに科の下に統一さ

れている小さい30何名かの組々で，各自やれるだけのことをやって行かれるのを見出したので‘

す.

この時です.組として完全な団結にある吾々はも っとラージスケールに学校として完き団結に

までなりたいと痛感したのは……吾々は若いのです.痛切に感じたことを何でそのまま投げ捨て

ておくことが出来ませうや.……お互いこれから時報を介して団結して行きませう.・・・…」なお

第1号は編集兼発行人は横浜町工飯塚品iJ_J，印刷所横浜市西戸部町紫成社となっている.

(2) 創刊時代

こうして若人の熱情によって学生新聞としての I~:J工時報は誕生したが，間もなく経済難に陥っ

た.自由購読の制度をと ったため購読者はきわめて少なく，広告も思うにまかせなかったからで

ある.しかしながら，熱心な学生有志達の手によ って第27号まで統刊された.当時の金で 1，500

円余の経費がこれら有志のこづかいその他から支弁されたのであった.

この時分は編集も幼稚で，タブレ ット版4段組，I日5号活字であった.発行も月 1回か2回が

せいぜいであったようである.

(3) 文芸部の不振

本校校友会に文芸部が設けられたのは大正10年3月であった.じ来校友会会誌「鵬翼」が文芸

部によ って発行されていた. I鵬翼」とは鈴木校長が伊達政宗の次の詩からとって名づけたもの

である.
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図南鵬翼何時振 久待扶揺万里風 伊達政宗

しかしながら，文芸一本槍の文芸雑誌としての鵬翼は間もなく行きづまりを生じ，衰微してい

っfこ.

(4) 出版部の出現

イオン会の手で27号まで発行された高工時報は，いよいよ経営が苦しくなってきたが，一方時

報を救う道として，鵬翼を糾合して校友会で経営してはどうかという案が出た.天正15年3月こ

の案がし、れられ，文芸部を出版部と改め，この校友会出版部で時報を発行することとなった.初

代出版部長として藤村教授が就任した.

大正15年の学校一覧によると校友会の項に「同版部は従来の文芸部を改称したるものにして昨

年以来学生有志によ って刊行せられたる「横浜市工時報」を引受け発行することとなり，本年末

までに41号を出し，思想の発展，消息報道，通信等の機関として重要なるものと認めらるるに至

りました」とある.

乙うして時報は第28号から校友会出版部の手で発行されるに至り，藤村部長の積極的施策と相

まって，経営難も解消し漸次充実味を加えていった.藤村部長の経営方針は

(1) 校友会全部に配布すること

(2) 毎年 1回鵬翼に相当する特別号を発行すること

(3) 従来の文芸部の文化的事業をできるだけ継承する こと

(4) 経費は出版部費と購読料によ ること

(5) 収支の会計報告を紙上に発表すること

等であった.なお初代委員長は応化の山下俊雄，会計は電化の足助七郎であった.

次に高工時報の編集方針は，学生の寄稿を本体とし，木校自由教育主義の徹底に眼目をおくと

高工時報 28号大正15年4月1:;日
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とであった.学校としては，新開発行に対してはあくまでも学生自治を信頼し，干渉あるいは検

閲などということはいっさいしなかった.大正15年末横浜貿易新報から吉田昌興が教務課嘱託と

して来任し，その指導により，新聞半叡型7段組，活字旧5号という，ややスマートな体裁とな

った.高工時報の発展については後節に逐次述べることとする.

横浜高エ時報 大正15年4月15日第28号について

更新横浜高工時報No.28は3色版刷り表紙で内容10頁6段組旧5号活字であった.新入生歓迎号とい

う特別号である.定価1部10銭，編集兼発行人藤村利常，印刷所横浜市南仲通5.98文筆印刷株式会

社.発行所横浜高等工業学校校友会出版部となっている.

22. 大正年代の記念祭について

第1回の記念祭は第1節で述べたように開校記念日の大正10年10月29日......，31日に行なわれた.

これは，先輩格の蔵前あたりの思想を多分に受けついでいて，主として校内を開放し，学園と一

般市民との交流をはかり，あわせて工業知識の普及につとめるという意味を持っていた. (当時

は29日から31日の天長節祝日までの3日間であったが，後に明治節ができてから11月1日......，3日

までと変わった)当初は好景気時代の名残りがまだあり，記念祭も向こう見ずな稚気がみなぎっ

ており，学生たちもなかなか元気なものであった.なかでも，天長節祝賀の学生芝居は珍でもあ

り，悲壮でもあった.最初の年，大正10年の天長節の自には開港記念館で，横浜居住の外人など

にも招待状を出し，入場券にフレミアムがついて飛んで‘売れたというくらいの人気があった.rl'， 
し物は「ペニスの商人」などであったが，活人画などに至っては，樟(ふんどし)一木の全裸体

で，10月末の寒さの中で，石像になった男があったくらいの，当時としても無茶といえば無茶を

やってのけた.大正12年は震災で記念祭はとりやめとなったが，翌日年は， うつ勃としてわき上

がった復興の気迫に記念祭も調子が上がり，学生芝居は各科競演となり，田舎回りの壮士芝居そ

このけのできばえで、市民の大喝采(かっさい)を博し，ハマの名物となった.

しかしこの学生劇も，岡田文相(大正13年~昭和2年)の時，社会風教上よろしかずとして禁

止令が出て，以来本校では音楽会に切り替えられた.

大正14年建築科ができ記念祭も 4科競争のかたちとなった.このとき建築科では校舎に船首と

船尾をくっつけて大海賊船に仕立て，さすが建築科なるかなと感心させた.大正15年の記念祭に

は建築科では正門前に異色あるエッフェル曜を建て，一躍市民の人気の的となり，加えて芸術行

進なる一大デモンストレーショシを行ない，市内をねって歩き市民をア ッといわせた.以来記念

祭にはなくてはならぬものとなった.

なおこのエッフェル塔に刺激されて，以後各科でもこぞって自分の科の歓迎塔に腐心しだした.

とのようにして，ハマの名物記念祭は一つの型がで、き上がっていった.

23. 横浜高工のベヒシュタイン ・ピアノ

前項で述べたように，岡田文相のとき学生劇が禁止となったので，鈴木校長は学生たちの失望
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を思い，その代償としてベヒシュタインのピアノを購入し，音楽会開催に切り替えさせた.この

ピアノは当時ではぜいたくともいえる日制liなもので，震災[白後としては思い切った買い物で，そ

の時分横浜ーのピアノといわれた.

ベヒシュタインのピアノ 鈴木達治 (煙洲残事)

岡田良平さんが文部大臣に任命せられてから，

学生劇を禁止したことがあった.本校でもそれま

で学生劇が盛んで，天長節の祝賀会には市内の呼

び物とまでなっていたのであったが，私は生徒を

納得させて，当時学校としては過分の 6，000円を

投じ，ベヒシュタインのピアノを買い込み，学生

劇jの代わりに音楽会を開催して人気を集めた.そ

の直後，岡田文相が来校されたので，私はピアノ

を示し， iこれは学校には過分のものと，御叱り

を受けるかも知れないが，学生は子供であるか

ら，学生劇とし、う玩具を取り上げたからには， 他

の手にこれに代る新しい玩具を掴まさねばならな

い.高等数育に於ても，矢張りこれは教育の一手

段であると心得たためである」と説明したことが

ある.

先生の恩い出 、-Ii¥'{浜工業会理事長 山口辰男 (傾洲夜およ り)

「子供からおもちゃを取上げたら， 7JIJのおもち おもちゃを買ってやるよJと買って下さったおも

やを買ってやらなきゃ，子供だって怒るよ.文部 ちゃの一つは，今この壇上にあるベヒシュタイン

省は学生から学生劇lを取上げたから，ワシゃ別の ・フルコンサート ・グランド ・ピアノでした.

ベヒシュタイン SM'I， (!:n_時報 252サ昭和12年3月31-1) 
我々が我々の講堂にベヒシュタインを持ってい ために，わざわざ現在の学校の講堂で音楽会を関

るということは実に偉大な誇りである. いたものだそうだが，無型もないことだろう.

僕もときどき音楽関係の人に会うこともある が，しかし我々が真に誇りとするのはただ l万

が， i高工には立派なピアノがあるのですねjと 円以上もする高価なピアノを所有していることに

よく聞かされた.また東京の各音楽学校などでも， 終るものではない.…......高等工業にかくも立派

皆償浜商工にはベヒシュタインがあるということ なベヒシュタインを擁しているということは情操

を承知している.実際僕はその有名なのには驚い 方面に殊に音楽方面に一大自覚をもっているとい

ている.このピアノは現在なお日本でも数えるほ うことを表徴したものである.そこに我々の誇り

どしかないとの事だが事実横浜第一のピアノであ がある.

ろう .以前は横浜ではこのピアノを使用したいが

(注〉 ベヒシュタイン

1. Friedrich Wilhelm Karl 8echstein 1826-1900 

ドイツのピアノ製作者， ドイツの各種ピアノ製造会社で働いた後， ロンドンおよびパリへ旅行してパ

ーベ (Pape)およびタリーゲノレシュタイン (Kriegelstein)のもとでも研究し， 1853年わずかの資本で

ベノレリンにピアノ製造会社を設立した.まもなくハンス ・ビューローをはじめ多くのピアノの巨匠たち

が彼のピアノに興味を示したので非常に発展し，しだいに大型の演奏会用ピアノ製作に従事するように

なり， ロンドン，パリ，ベテノレフツレグなどにも支j苫を持った.第一次世界大戦前には約 1， 100人の従業

員を擁し，年産4，700台を数えた.彼の死後第二次世界大戦て‘ベルリン工場は破壊されたが， 1949年再

開され，今日でもベヒシュタイン ・ピアノはスタインウエーと並んで世界最高級の楽器とされている.

(平凡社百科辞典より)

2 このベヒシュタイ ン・ピアノについては戦後に後日談がある.

24. 横浜工業会創立

われらが横浜工業会は大正14年10月創立された.これは木校の出身者によ って組織された， し、

わば卒業生の統合的集まりである.さきにも述べたように本校第 1回卒業生は大正12年94名，同
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13年に 123名，同14年に 103名となり，さらに各年増加するわけであるから，同窓生としても学

校としても，何らかの集まりが必要となってきたのは当然のことで，むしろ本会の創立は遅きに

過ぎたとも思われた.

このことに関し会長である鈴木校長は横浜工業会の創立に際しこれを祝して「工業会の創立

が，梢々遅れた気味はありますが，之が所謂自然の発達で，我校の主義に適合したものと思いま

す.故に此会の組織には，少しも無理がない.出身者各自が自然と其の必要を自覚して，興り来

った結果であると思はれます.この様な自然的発達の団体は将来必ず健全な発育をするものと私

は特に喜ぶ次第であります.……市して同時に諸君の僚友，特に同窓出身者と手を取り，信義を

重んじ，名iinを向び，社会奉仕の崇刈なる信念、を持して，益々発展を期して貰ひたいのである

諸君の母校たる我校は又諸君の期待に孤負*することなく ，時勢に遅れず，?it々 社会の先駆とな

り，絶えず諸君と連絡を保ち，諸君の後援となることを勉めます.Jと述べている.

(注)孤負する(そむく〉

本会では本会の目的(会則第 1条 本会は会員の親睦をはかり併せて工業の発展に資す)達成

のため大正15年5月機関紙として横浜工業会誌を発刊した.木誌は消長はあったが昭和118年8

月第18巻 1，2， 32'7合併号まで継続刊行された. (戦後の復活については別に述ベる)

横浜工業会第1回総会

第 l回総会は大正15年10月31日(天長節，母校記念祭故終日)に開かれた.事務報告，会計報

告の後，鈴木会長の市洋視察談があった.なお常議員の改選があり次の通り当選した.

村J'.泰肋石井暁門田実上条勉石原輝一石井文縦横田義雄荒木義雄

内田義信菅要JJ)J 河村文一越川嘉治

25. 震災後の校友会

前節で述べたように，運動施設はすべてあの大震災で破壊されてしま った.間もなくそのグラ

ウンドのあとには，復興のパラ ックが建てられ，運動部の練習どころではなくなった.しかし若

人の熱はそれを克服して，わが校友会各部は次々と再起した.
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野球部

大正13年の春ともなると「始頭せんとする元気.rfllえ難く，熱心な努力により校舎の側に，沙漠

の如きグラウンドを借り，真に復興的努力を積んだ.J (鵬翼第5号) 5月末ょうやくグラウンド

新設の運びとなり， 6月中旬に完成した. 6月13日開場祝賀の校内野球大会を催した.つづいて

横浜球界の雄商友野球団を 8-5で破った.6月23日駒場農大を迎え 16-1で撃破，7月横浜復

興大会には卒業生および在校生で弘陵グラブを結成参加した.また，7月18日帝大主催の高専野

球大会に出場，浦和高校に 4-5で、敗れた.

翌14年は当部にとっては記念すべき年で，対i自i商野球戦が初めて行なわれた.このことについ

てはさきに述べた通りである.

庭球部

この時代庭球部は軟式から硬式へ移る過渡期で，コートの問題，経費の問題など種々の難聞に

行き当たり，音11としては大変苦労が多かった.時代の趨勢により本校に硬式をとり入れたのは大

正13年であった.そして15年春に硬式で対高商第1固定期戦が開始され，つづいて秋に第2回戦

が行なわれ，本校は幸い2回とも勝つことができた.対高商定期戦としては野球部につぐ古い歴

史を持っている.

7J，.t7I< i5ll 

水泳のプール(といっても借りものの貯水池)も震災で破壊されたが， 13年6月にはようやく

修復されて使用可能とな り，7月初めグラス対抗水上競技会が聞かれた.まだこの時分には横浜ー

には「淡水遊泳場J (このころはこのように称していたようである)がなかった(鵬翼第5号に

よる)ので，校内にプールの設立が強く望まれた.対高商水上定期戦が初めて行なわれたのはず

っと後の昭和10年のことである.
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第1章 第3節 10周年を迎える(昭和2年~昭和5年)

本節で‘は昭和の初めから本校が創立10周年を迎えた昭和5年までを記述する.

大正15年12月25日， 大正天皇が亡くなられ，摂政の地位にあった皇太子硲仁が皇位につき昭和

と改元された. 日本はこのころ大きな転換期にさしかかっていた.rそれは天皇即位の 3ヶ月後

の金融恐慌に始り ，内に外に社会不安が日ましに大きくなり，血なまぐさい弾圧，暗殺，クーデ

ターがくりかえされ，遂に太平洋戦争となったのである.J(中央公論社 ・日本の歴史 ・ファ シズムへの道)

すなわち昭和時代は金融恐慌ではじま った.rちょうどこの時， これまで何とか取りつくろっ
てきた日本経済の矛盾が爆発し， 2 fjニ2月，地方の小銀行の破産がおこり， 3月には東京の波辺

銀行も倒れ， 4月には鈴木商庖が破産し，鈴木に無担保で巨額の貸付をしていた台湾銀行が危機

にひんした.若槻内閣は総辞職し，翌日台湾銀行は休業，東京の十五銀行はじめ大小の銀行，会

社が相ついで、倒れ，空前の大金融恐慌となった.J(岩波新書 ・日本の歴史)

神奈川県では「まず昭和2年3月15日に波辺銀行本が休業， 1週間後の22日には代表的な郷土銀

行である左右田銀行*も休業した.……預金者が連日同行の前にひしめくさまを見て，政府も

50円以下の預金者には全額支払いを命じたものの，銀行側も打つ手はなく，これが原因の親子心

中，発狂など悲惨な事件が相ついだ J(脱売新聞社横浜支局制・神刺!の雌史)

そして左右田銀行は同年，現横浜銀行に買収合同された.次に第二銀行(株主はほとんど横浜

商人)も打ちつづく財界不況のため銀行整理の意を決し， H日和3年4月横浜銀行に預金全額と，

これに相当する資産を引きついだ.また横浜貿易銀行も経営不振となり， 3年5月， 同じく横浜

銀行に合同された(主として繍浜銀行ω年史による)・

(注) 本校初期尚議委員に 渡辺銀行頭取渡辺福三郎，左右凶銀行頭取liお旧喜一郎 がある(商議蚕員の噴参照)

昭和3年2月，普通選挙法による第1回総選挙が行なわれた.11月京都で天皇即位の大礼があ

った.この間中国における情勢は緊迫の度を加え，昭和2年，第1次山東出兵， I司3年第2{欠出

兵とあいついだ.4年7月， 田中内閣総辞職し，浜口内閣成立， 10月アメリカに始まる空前の大

恐慌が世界全体をおおい，日本経済も最大の危機におちいった.失業者は 300万人以上と推定さ

れた.5年11月浜口首相が東京駅で、撃たれて重傷を負った.

一方，わが学園では経済界の不況による政府の緊縮財政のため，大震災の時のパラッグ建築の

まま授業をつづけざるを得なかった.当時初めて本校へ受験にきた学生は隣の商工実習と本校を

とりちがえたほどであった.昭和2年，入試にも無試験制度を採用した.昭和4年，造船工学科
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が新設された.悩和5年，本校は創立10周年を迎えたが鈴木校長の考えで，なんら特別の祝賀行

事は行なわなかった. 5年 6月横浜工業会は社団法人となった このころはいわゆる就職難時代

で，本校もその例外ではあり得なかった.

1. 第5回卒業式

本校第5回卒業式は昭和2.ij'.3月17日午前，誹堂で挙行された.卒業生は機械工学科38，応用

化学科30，電気化学科33，他に本科修業 1，選宇1.1，計103名であった.この時鈴木校長は式辞

の中で本校のいわゆる自由啓発の教育方針と無処罰主義について述べた.なお当日は南洋協会会

長 田男爵の議出があった.

学校長告辞

……来賓各位，私は今日の如き機会に於て，目立

々本校の自由主義教育に就き御話を致して来ま

した.突を申せば私は現代教育に於て，齢からず

不j簡を感じて居る一人であります 私の限には多

くの学校と云ふものは，皆単純に職業的教育を施

して居るのみの様に思はれてなりません.即ち学

校に於て理学，工学，法律，経済等を学んで技術

家となり，弁護士となり，判検事となり，官吏と

なる 1怪究職業を目標とする教育に過ぎないので

あります.此為め立派な技術家が 出来て， 鉄道

や，電気事業や，其他のものが能く設備せられ凡

ての事が便利になり，官吏や法律家が揃って社会

の組織や制度の樹立に努力を致しませうが，夫れ

で決して人聞社会が安定せらるる訳でもない，幸

福が増進せらるる訳でもない，又国家の基礎が堅

実になったとも考へられないのであります

欧洲に於て近代異常の発達をした職業教育の跡

を観れば其功過は明白であると思ひます.J!Pち世

界大戦争を起して，彼の悲惨極まる末路を{乍りま

した.今日我国人にして欧洲各国を視察し，其鋭

意、回復を計りつつあると云って，其勉強振を三嘆

するものが多くありますが，悟らずんば悲惨の末

路を又繰り返すに過ぎないのではなし、かと恩はれ

ます.欧洲の職業教育に倣ひたる我教育も，最早

や既に行き詰りつつあることは各方面の不平不満

より観ても明らかなことと思ひます.

勿論我国に於ても，技術の習得のみでは不可で

ある，知識の収得のみでは不可である，人絡養成

と相待って始めて教育が完成せらるべきであると

は，何人も語る処であ ります 而して:tt人格養成

には如何なる主義，如何なる方法に拠るやと云へ

ば，勤勉であれ，忠実であれ，信用を重んぜよ，
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日く何， 日く 何と凡ての道徳の目次を列ねて之を

奨励鞭縫し，若し之に違反するものがあれば悉く

之を懲戒処罰すると云ふ所調道徳主義教育を加味

して居る許りである様に恩、はれます.無論加味し

て居ることは決して不可でない，併し此道徳主義

教育は一方から観れば賞罰主義猶極端に云へば万

事が懲戒主義教育とまでなって居るのでなからう

か，頗る疑問である.而して之は教育家自身が既

に道徳家であり，又人格者であると云ふ立場から

出立して居るかの様に考へられます.果して然、ら

ば之で現代青少年は満足し得るでありませうか.

故に彼等の学校に在るや，心あるものの多くは

不満ながら，不平ながら，其校規校則に服従し，唯

無事に卒業証書を得，卒業者の得権により，就職

の機会を望んで居るのみで，学校を以て彼等が真

に生きたる愉快な修養の場所と考へず，従って人

生に対する明るい気分を消失し，共存共栄の奉仕

的精神を消磨するに至らしむるものと思ひます.

故に社会に出でては，自己の価値に生きることを

忘れ，正義に立つことを忘れ，金力や権力に生き

んと焦慮するに至り幸にして成功せば其得たる金

力や権力に耽溺するに至ることさへあるは実に慨

歎すべきことであります.然、らば深甚の考慮は，

徒に利害得失にのみ払はれ，朝には此の主義タに

は彼の主義と，臨機応変のことのみ流行し，恰も

迷へる羊，而も大なる迷羊が現はれ来ることに誰

しも不思議を感じないのでせうか.走れ皐覚我国

職業教育の弊貨であると信ずる外ありせん道徳、

主義の加味もままに至れば無力であります.仮令無

力ならずとも，微力であると私は信じます.

是れ我等の学校に於て所調道徳主義教育を踏み

越え，自由主義を採り，之を線抵として職業教育

をなしつつある所以であります.



此自由主義から割出したる施設に就ては，既に

声明したるものは若干ありますが，ままに更に一つ

を添加するものは無処罰主義であります.過去7

年間に於て，我三校は何れも之を実施して居りま

すが，就中最も其試練に苦辛したものは商工実習

学校であります.而して終に未だ一人も処罰いた

しません.罪悪をし犯したるものを，校門の外に

放逐して学校は浄化したとは， 決して考へられま

せん.停学を命じたとて必ずしも改俊が期せられ

るものとは信じません.処罰主義教育によって何

処に共存共栄の意義がありませうか，何処に奉仕

的精神がありませうか.何処に社会互助主義があ

2. 入試にも無誌験制度を採用

りませうか.無処罰主義の実行には我実習学校は

其の学校を所謂社会事業にまで延長し，自ら其重

任と苦痛とを背負うたことは実に涙の事業で，若

干の教師に対しては特に深甚の敬意を払って居り

ます.

併しながら我校の自由主義教育は決して徹底し

て居るとは申しません.只日夜我々は其徹底に努

力して居るのみであります.此の如き主義主張の

下に今年も 280有余の人物を出しました.来賓客

位並に我社会が何卒是等青少年を御鞭縫御引立下

さる様ままに御紹介を兼ねて御願致します…….

本校では前にもしばしば述べたように在学生の試験はいっさい行なわず，いわゆる無試験無採

点主義をと っており，官立学校としては全く破格な教育方針だと世聞から驚きの目で見られてい

たが，昭和3年度からは入学試験にまで無試験制度を採用して，世間をさらにあっといわせた.

本校学校一覧昭和3年度に「所謂無試験制度を採用して入学志願者の選抜を為す」とある.この

ころ入試に無試験制度採用の可否が盛んに論ぜられていたが，実際無試験にふみ切っとたとは鈴

木校長の大英断といえよう.

このことについて当時の入学者自身が驚いた様子が次の話でわかる.

思い出を語る 都筑正芳 (犠械9問卒)(尚工時報昭和10年10月)

我々の入学したのは昭和3年です ちょうど無 所の学校かJi何故この学校を志望したかJなど

試験入学の始まった年で、す その頃の中学生にと 月並の試問 1.2分の後解放されてほっとする.し

つては正に晴天の震震で、した.特に学校をサボっ かし，こんな事で及落を決められるかと思うと，

て受験勉強ばかりしていた者は大周章です.…・ ・ 何だか心細く感じました.

口頭試聞は至って簡単でした.屠所に引かれる羊 最初の事で先生方も勝手が分らなかったか，私

のように試問主へはいると，内には半円形に偉そ のようなものまで償恨のあの波の徽章を戴く身分

うな先生方がずらりと並んで居ります.i君は何 になりました.

鈴木校長はこれについて次のよう に述べている .(煙洲残筆)

私は入学試験にも学科を用いず，専ら中学時代

の成績と面接による結果を総合して判定したもの

である.主主:答:試験の点数のみに拘泥せずして入学

者を決定することは，色々な情実が侵入する訳で

ある.しかし，その情実には夫々明確な理由がな

くてはならない.例えば工業家の子弟には工業学

校であるからには，多少の便宜を与えても差支え
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なかろうとし、うが如きである.工業教育は国家の

工業を隆盛にすることが目的であるならば，その

方向に向って使利を考えて然るベしと思った.…

…私の在職15年の聞には情実というものが相当あ

ったと記憶するが，私は常に公然として行い，そ

れについて自分の良心を曇らせたことはーっとし

てなかった.



3. 3博士生れる

昭和3年初め，本校教官の中から 3人の博士が誕生した.全国高工では珍しいことであった.

池内 本(物 理 教授)理学博士 博士論文 短波長の等質X線より空気に生ずるピータ一線について

柏木一三(応用化学 教授)理学博士 H フルフラル誘導体の研究

富山保(電気化学講師)理学博士 /1 キザントゲン酸の電雌恒数とその加里溢の加水分解について

なお安川数太郎(数学教授)も昭和3年ロンドン大学より Doctorof Scienceの称号を受けた.

4. 荒木講師 世界一周競争に

荒木講師は，時事新報主催の世界一周競争選手志願者370名中より選ばれ，東行選手として昭

和3年4月4日，桜咲く祖国を鈴木校長らの見送りを受けて勇躍出発.ニューヨ ーク，ロンド

ン，パリ ，ベルリン，モスクワの5大都市を通過し，所要時間33日16時33分29秒の世界的新記録

で5月10日帰日，勝利の栄冠を得た.(横浜工業会総 No・3-1) 

5. 柏木教授若く して逝く

応化教授，理学博士柏木一三は 昭和3年4月30日，脳膜炎のため死去した.享年38蔵.

明治24年10月7日東京府下千駄ヶ谷に生れ，青山学院中等部，第一高等学校を経て，東京帝国

大学理科大学化学科入学，大正5年7月卒業，大学院へ進む.大正9年本校開始と共に教授とし

て迎えられる.この聞大正7年米，英，仏，瑞留学，同9年10月30日帰朝.

昭和3年3月3日理学博士となる.英，独，仏語に堪能で，人格高潔，学を好む人であった.

5月4日， 本校において告別式が行なわれた.

6. 第6回卒業式

第6回卒業式は昭和3年3月15日午後3時30分より本校講堂で行なわれた.

機械40，応化36，電化36，建築32，他に応化修業 1，機械選科 1，合計146名で，建築学科は

この年初めて卒業生を出した.校長式辞においてもこの点について述べている.なおこの日鎌悶

枢密顧問官が来臨，講演を行なった.

荒木選手出発
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なおどこの学校でも卒業式は午前ときまったものであったが，本校ではこの年から午後3時30

分とした.このことについては，当時の横浜貿易新総で「鈴木校長一流の奇抜な卒業式 けふ午

後 3時30分から」として次の通り記している.

『従来卒業式と言えば午前と決ったものだが，それが午後となり，その上横浜高工の自慢の学生

オーケストラ団が君ケ代の国歌並に「希望の光うららかに」の校歌を演奏，猶叉来賓には三校々

章に型どった菓子に「三体一心」と表書した記念、の御土産を贈るなど卒業式の定石は散々に破ら

れたわけである.右につき鈴木校長は「本校の来賓には都市の名士千余名を招待したが，これら

の方々はいづれも多忙であるから午前に挙式して一日丸つぶれとなっては甚だ御気の毒であり，

又時間経済から言っても大損失であるが，午後にすればひと仕事をして帰宅までの聞を利用し得

るので都合がよし、」と語ったJ

学校長告辞

・・…本校は今や内外の経営順調に進み，自由主義

の旗色が持Jj次濃厚を加へつつあることは誠に問題E

に堪へぬ次第でございます.……本校の卒業者は

本国を以て第6回と致しますが，中で建築学科は

本年始めて32名の第1回卒業者を出すものでござ

います.就きましては貴重な時間でございますが

一言申述べることを御許し願ひます.

御承知の通り大震火災によって東京，横浜が忽

ち焦土と化しました際に，敢然として起ちました

横浜復興会は原富太郎氏を会長とし，災害復興の

為めに勇気と熱心，其意気は天を衝くの概を示し

たのでありました.今猶当時を想起致しましても

其壮烈なるに血湧き肉躍るものがございます

然して我が横浜復興会は大正12年の10月16日に

工業部会を開きまして我横浜高工の復旧を速かに

し既設三科の外に土木，建築の両科を増設すべ

きことを議決致しました.又続いて総会に提出し

てこれ又議決致しました.この決議は時の岡野文

部大臣に上申しましたところ，この議が容れられ

まして大蔵省に廻付されましたが，其後迂余曲折

を経まして阿科の内建築のー科のみを大正14年4

月より開設さるるに至りました 此れ全く原，井

坂，中村，平沼，石塚，出口等諸氏の異常なる努

力がこの結果となったものであります.この記憶

すべき建築科の第1回卒業者を出しますことは誠

に感慨の深いものでございます.同時に産みの親

たる横浜復興会に満腔の謝意を表するものでござ

います.叉横浜復興会に於かれでも定めて御満足

の事と察するのであります.

1'1-思ひまするに，一国の文化はどうしても其国
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の有する芸術によって批判さる可きものと考へる

のであります.一園芸術のうち最も重きをなすも

のは建築でございましょう.建築は芸術の最も大

にして，最も秀で、たるものと言ふことが出来まし

ょう.

然らば何故に芸術は重んぜられるかと申します

とそれは一々人間の工夫，創作によって出来るも

のだからであります.これ芸術が一国文化の上に

重きをなす所以でございます.更にこの芸術上に

於て建築が重きをなす所以は，その時代々々，そ

の社会々々の各相は建築によって後世に残される

からでございます.即ち建築は文化に芸術に必須

のものと言はねばなりません.

文化を形造るものは建築の外に発見，発明等の

要素があります.例へて申しますと現代文化の表

現と致しましては自動車，飛行機，ラヂオ等はい

ずれもそれであります.然し自動車，飛行機，ラ

ヂオを持つもの必ずしも文化国であり，文化人で

あるとは申されません.現に之等の諸機械は我国

にも沢山あります.然らば我国の文化であるかと

申しますと，遺憾ながら只だ持っていると言ふ丈

けであり，他所のものを使用していると言ふ丈け

であって決して我国の文化とは申されないのであ

ります.何んとなれば只だあると言ふ点から言ひ

ますれば，馬来半島にも，瓜睦にも，スマトラに

も，ポノレネオにも，セレベスにもあるのでありま

す.故に其国の文化とするには其国の発明であり

創作であり，機械芸術を以って作り上げたもので

なければなりません.

我国は世界の一等国と誇り，三大強固と誇って



います.何故一等国であり，三大国であるかと申 果したいと思ふのでございます.本校の各科は単

しますと，それは軍備の点に於て偉いと言ふ丈け に建築科に限らず機械工学科にしろ，応用化学科

でありまして，文化の点から申しますと誠にお恥 にしろ，電気化学科にしろいづれも同じ精神を以

しい次第でございます.我国は文化の点から申し って教へ，学んでいるのでありまして工業国家奉

ますと常に債務国の立場にありまして曾て債権国 仕の笑を挙ぐることを眼目と致しているのでござ

とはなり得ないのでございます.果して然りと致 います.この点は本校各科のみならず三体一心で

しますれば我国は後世文化史上に一等国として， ありまする，商工実習，工業専修両校に於ても同

将た三大国たりとして歴史を残すことが出来まし 様であります.3校は斯くして所謂打って一丸と

ょうか甚だ寒心に堪へない次第でございます. なり文化促進の第一線上に立つことに努めている

私どもはどうかして文化の債務国から脱して債 のでございます.

権国とならねばなりません.それには我国民が奮 今日の式日に当りまして我々 3校はこの精神の

起一番，その償却に任せ.ねばなりますまい.この 貫徹に精進するものであることを私から社会に宣

意味で本校建築科はその義務を負担し，其義務を 言致します.

7. 御大典と本校

昭和3年11月10日，天皇は京都において即位の大礼をあげられ，国をあげて奉祝した.

本校では鈴木校長がこの大典に参列の栄に浴した.校長は11月7日小林書記を帯向上京， 11月

10日賢所大前の儀，同日午後紫震殿の儀， 11日賢所御神楽の儀，17日大餐夜宴の儀に列し19日帰

校した.

本校では奉祝のため校庭に菊の花壇を5カ所に作り一般に公開，見物多数でにぎわった.

11月10日の御大礼の当日は，全校職員生徒は本校講堂に集合，御大礼奉祝の儀挙式，同夜は市

主催の奉祝行事に参加， 14台の花車，牛車を連ね提灯(ちょうちん)行列で市内を練った.

8. 校旗

昭和3年12月15日東京，神奈川，千葉，山梨，埼玉 1府4県の諸国体親閉式が二重橋前で行な

われたが，本校では 3年生全員が参列した.その時までは本校にはきまった校旗がなかったの

で，いそぎ仮校旗として蛾(のぼり)式のものに本校名を大書したものを持参した.昭和3，4年

の学校一覧に 13年生全員二重橋前に於て御親聞の光栄に浴す.背嚢，外被の武装と峨式の新校

旗異彩を放っ」とある.

この峨式の校旗は，地はモスリンで文字は当時庶務課主任であった小林長之助の筆である.

その後昭和5年ごろ，および昭和7年ごろにも新校旗制定の話が出，図案まできま ったが実現

せず，この峨式のものが昭和124年まで正式の校旗として用いられた.

この轍式の校旗は他校では見られぬ純日本式のもので鈴木校長のお気に入りであり，かっ桃太

郎の校旗と通称され卒業生，在校生も非常な愛着を持っていた.

との校旗は現在も学校にたいせつに保管されている.
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9. 第7回卒業式

昭和4年 3月15臼第7回卒業式を挙行した.機械36，応化39，電化37，建築29，計141名であ

った.来賓として両国早苗早大総長が講演を行なった. 高田総長は本校創立の際の文部大臣であ

る.鈴木校長は式辞において本校の校風おもむろに興ると述べた.

学校長告辞

ー・我々の学校は創立以来自由啓発と無処罰とを

旗印として奮闘して参りました.御承知の通3校

夫々国立，県立，市立と其所管は臭って居ります

が，全く同じ主義主張の下に所謂三体一心となり

努力し来ったのであります.

私が考へますに，学校の経営として最も努力を

要することは校風の樹立にありと恩ひます.古人

の句に「清風徐に来って，水波起らずjとありま

す.校風も徐々に吹き興すと波欄を生ずることが

なかろうと存じまして，急がす.に同僚と一致して

不断の努力を続け爾来9年となります.9年の歳

月は短いとは言へませぬが，学校の生命から見れ

ば実に短日月でありませう.然して此9年の聞に

腕げながら，校風の或る形が生じて来つLあるの

ではなからうかと想像せられ喜びに堪へぬ次第で

あります.

吾校の標傍する自由啓発は，校風の根元となら

なければならぬと考へます.然して其意義の根抵

には創作力の動きが潜在して居ると言ふことは，

最も大切なる点であります.人間の職業は広い意

味に於て凡て芸術的であります.芸術は創作を求

めて遜進するものであります.

凡そ国民が創作カを失ふときは，其国家の帰趨

する処は，国際間に於て労働国になるより外ない

こと L存じます.其大切なる創作力は自由啓発の

洗礼を受けたるものにより，其大成が期せらるム

ものであると考へます 短を棄て長を採るといふ

ことを金科玉条と考へる如きは，自由啓発の洗礼

を受けざるものL言であります.

此点に於て吾校の最も喜ぶべきことは，昨年以

来教授及講師中より，学位論文の提出により 5人

の理学博士を議出したことJ..，叉実習学校より有

為の教育者を出したること Lであります.勿論之

等の方々が，其天棄の素質と努力とによりて菰

得たる美しき賜でありますが，何れも創作の途を
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辿り行くもので，自由啓発の学風に陸離たる光彩

を添へたるものと信じ，欣快に堪へざる処であり

ます.人或は質実剛健の青年を養成するとか，勤

勉努力の人を作るとか申しますが，人聞はしかく

飴細工かしんこ細工の様に思ふ鐙の人物といふも

のを養成せらる与ものでありませうか.私共の微

力に於て其困難なることを能く承知いたして居り

ます.

学校教育の第一義は訓練にあらずして自覚にあ

り，責任に直面して自覚する，研究に対して自覚

する.困難に対して自覚せしむるにあります.然

して自覚の要諦は自由啓発の学風を樹立するにあ

りと信じて居ります.其適切なる例を示し下さっ

た同僚に対して私は深甚の謝意を表し，且つ吾校

を祝福して居る次第であります.

此等の人々は教育界の勇将であります.叉自由

啓発の学風の下にある者は，皆勇将ならざるはな

しと信じます.勇将の下に弱卒なしとせば此の如

き教師の訓育を受けたる我青年は決して弱卒では

なく，何れも一騎当千の若武者だと信じます.只

今此等青年470人を来賓各位並に社会に御紹介申

上げることは，我校の最も快心と致すところで御

座います.何卒彼等の前途に多大の御同情と御後

援を願ひ上げます…・・・.

猶又今日高田閣下を御迎へ申上げることは，更

に重大なる意味があります.それは我校の創立と

閣下との関係であります.即ち大正5年我校の創

立に決裁を与へられたる時の文部大臣は閣下であ

ったからであります.然して最初に其献策をなし

たる人は当市の中村房次郎氏で，同氏も今日御来

場を辱ふしたる次第でありまして，此の実に因縁

深き御両氏が御揃ひで本日御臨場を得ましたこと

を深く光栄と致しまして特に感謝の意を表する次

第であります.



川I1京教授

10. 造船工学科の新設

昭和4年3月30日，文部省令第10号を以て本校に造船工学科を新設することに決まった.よっ

て生徒を募集し同年4月10日より造船工学科の授業を開始した.

本校に造船工学科が開設されるに至ったわけは次の経過があった.昭和4年度に東京，大阪両

高工が大学に昇格してので，両校がもっていた各科を全国の高工に案配した.その結果，造船

工学科は大阪より神戸高工に移ることになっていたが，神戸では土木科を希望したので，造船工

学科は全国高工から姿を消す形勢となった.このとき鈴木校長は造船工学科は関東造船界の中心

である当横浜に置くべきだと決意し，当校に新設されんことを要望した.とうして当校に昭和4

年度より造船工学科が新設され，高等工業学校では造船工学科を有するただ一つの学校となっ

Tこ.

教授方針としては基礎的学理と実習および製図等に重きを置き，学校卒業後造船所に入社して

もすぐ実務のできる優秀なエンジニアを養成するように心がけた.

なお特筆すべきことは，造船学と航空学とは共通点が多いから，卒業生が航空機製作等もでき

るよう意を用いたことであった.たとえば航空力学等を講じたことなど航空機が将来急速に発達

し国防上も重要なものになるという「鈴木校長の先見の明」からで，これは将来当校に航空機科

が増設される基となるものであった.

昭和5年刊行の自由教育10年に，鈴木校長は次の通り航空機の重要なことを述ベている.

「何れの事業も国家的事業だといえばいえない事はないかも知れないが，特に造船業，航空機

製作業は直接国防に関係するものであって，政府はこれら工業の発達すると否とは単に工業の盛

衰に関するのみならず，国防上国家の安全を期する上よりして優秀なる技術の進歩発達を促して

おる次第である.従ってこれら工業の進歩発達のためには種々の方法を以て奨励している.

かく国家的使命を帯び工業の中堅となるべき優秀技術者の養成を任務とするため当科は相当重大

性を持っているものである .J

なお造船工学科設置の経緯については，との科の第l回卒業生を出した昭和7年3月の第10回

卒業式のときの鈴木校長式辞を参照されたい.

なお造船工学科の学科課程と教授陣は次の通りであった.
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造船工学科

昭和4年3月30日文部省令第10号ヲ以テ本校規程中ヲ改正造船工学科ヲ増設セラレ同時ニ学科課程ヲ制
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物理実験ハ第1学年エ於テ隔週3時間トシ計画及製図時間内ニ於テ之ヲ課ス

昭和4年造船工学科

教授木鋼船構造，銭装，製図学科事務取扱工学士 川原五郎

助教授船舶算法，製図

助教授数学，応用力学

工学士寺沢一雄

理学土遠藤箆郎
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鈴木校長の先見の明

このことについては，昭和7年造船 1期卒業現木学教授吉岡勲が，煙洲残筆(昭和34年刊行)

の中で「鈴木先生への傾斜」と題して，次のように述べている.

造船工学科というのは，先生の横浜高工で‘の5人息子の末子でして昭和4年3月の生れです.あるい

は史子のようなものと言えるかも知れません.とし、うわけは，在学中いく度か先生からいきさつをおき

きしたことですが，今ではこういうことを聞く機会も少ないと思いますので披露しておきましょう.
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昭和4年3月大阪高工が工業大学に昇格するについて，文部省は造船科を神戸高工に新設しようとし

たのですが，当時は経済不況に入った頃で卒業生の就職が困難で、あったため，神戸ではこれを断わり号|

き受け手がなくなりました それでは専門学校に造船科がなくなってしまうのでまことに惜しい.それ

に造船工業のような大量生産方式にのりにくいものは，輸出工業として日本の国情に合っている.幸い

に横浜は当時日本第一の貿易港であったので，立地条件もすこぶるよいから，こちらで引き うけようと

先生が申し出られたものだったようです.これには一つの条件がついていて，他の学校には設けないと

いう約束が文部省との聞にできていたということでした.以来30年先生の先見は見事に当たって，造船

工業は今や外貨獲得では断然他を引き離して首位に立つようにさえなり，我々の造船工学科の卒業生は

すでに 900人を越えその大部分が業界の中核となって，全国各地で働いております.しかし，文部省は

あの約束を守らないで，その後3校に増設しました

11. 外人教師赴任

昭和4年 5月22日付けで雇外国人教師ドクトル・エンジニア アルフレッド ・レーゲンスブル

ゲルが着任した.当時発行の「高工教育」は次の通り「話のたね」として記している.

「横浜高工では今度独逸カールスルーへ高等工業学校教授， ドクトル アルフレッド ・レーゲ

ンスプルゲル氏を招耳号することに内約成立したが，来春来朝の運びとなるらしい.同氏は宗教上

の立場から土曜は筋肉労働例へば(字を書くことや実験等)に服しないといふことを条件として

いるのが一寸変っている.ベ{パ{も随分出している新進学者であるが授業は物理，化学の実験

であるそうだ.J

なお， ドクトル アルフレッド ・レーゲンスフ.ルゲルは昭和14年 3月31日まで在任した.

12. 工業教員養成所の設置

昭和4年4月1日勅令第40号を以て文部省直轄学校官制に改正を加え，本校に工業教員養成所

が付設された.本校教授鈴木京平が主事，同三井透が教授に選任された

入学者は機械7，応化7，電化4，建築7，計25名であった. (整成所に造船工学科はない)

特典として「入学検定料の免除JI無月謝」でなお生徒の半数には毎月 25円ずつの手当てが出

た. 入学資格も一般専門学校入学資格者のほかに師範学校卒業者，小学校本科正教員免状所有

者，実業学校卒業者にも入学資格が与えられた.

附設工業教員養成所規程

第1章総 則

第1条 本所ハ実業学校教員養成規程ニ拠リ工業ニ関スノレ学校ノ教員タルヘキ者ヲ養成スノレヲ以テ目的

トス

第2条 本所ノ学科ハ機械工学科，応用化学科，電気化学科，及建築学科トス

第3条各学科ノ修業年限ハ 3箇年トス

第2章学科課程

第4条 各学年ノ学科目及其ノ程度ハ横浜高等工業学校当該学課程ヲ適用シ更ニ実習時間内若クハ授業

定時間外ニ於テ左ノ学科目ヲ課ス
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よごと
第 1'学年 第 2 学年 第 3 学年

第1学期|第2学期|第3学期第1学期|第2学期|第3学期第1学期|第2学期|第3学期
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第3章入学及在学

2 2 

2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

3 

3 
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3 

5 

第5条 各学科第1学年ニ入学ヲ許スヘキ者ハ品行方正志望意図ニシテ左ノ各号ノーニ該当シ且入学検

定及身体検査ニ合格シタノレ者タノレヘシ

1. 師範学校ヲ卒業シタノレ者

2. 中学校ヲ卒業シタノレ者

3. 専門学校入学者検定規程ニ拠ノレ試験検定合格者

4. 実業学校ヲ卒業シタノレ者

但シ尋常小学校卒業程度ヲ以テ入学資格トスノレ修業年限5年，高等小学校卒業程度ヲ以テ入学資

格トスノレ修業年限3年若クハ之ト同等以上ノ学校ヲ卒業シタノレ者

5. 前号ニ該当スノレ者ノ外専門学校入学者検定規程ニ依リ一般専門学校ノ入学ニ関シ無試験検定ノ指

定ヲ受ケタル者

第6条前条第1第2第4及第5号ニ該当スル学校在学者ニシテ当該学校長ヨリ該学年3月末日マテニ

卒業スヘキ見込アリト認定セラレタル者ハ其証明ヲ以テ入学ヲ願出ツノレコトヲ得

前項入学志願者ハ其学校ヲ卒業シタノレトキハ直ニ卒業証明書ヲ提出スヘシ

但シ卒業試験ニ不合格ノ者ニハ入学ヲ許サス

第7条 入学ヲ出願スノレ者ハ入学願書ニ写真(志願前6箇月以内ニ撮影シタノレ脱帽半身手札形〉ヲ添へ

学校長ニ差出スヘシ

第8条 左ノ各号ノーニ該当スノレ者ハ其学籍ヲ除ク

1. 成業ノ見込ナシト認メタル者

2. 課業ニ怠慢ナリト認メタル者

3. 正当ノ理由ナクシテ引続キ30日以上欠席シタル者

第9条本所ハ入学検定料及授業料ヲ徴収セス

第4章義 務

第10条本所卒業者ハ大正4年文部省令第7号実業学校教員養成規程第2条ノ義務ヲ負フヘキモノトス

第11号 大正4年文部省令第7号実業学校教員養成規程第5条各号ノーニ該当スノレトキハ授業費及学費

ヲ償還スヘキモノトス

但シ文部大臣ハ事情ヲ酌量シテ其全部又ハ一部ノ償還ヲ免除スルコトアルヘシ

附則

第12条横浜高等工業学校規則第6条乃至第9条第12条第13条第15条乃至第21条ノ 2第23条乃至第26条

第47条乃至第55条ハ之ヲ本所ニ適用ス
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13. 対高商野球戦 中止となる

大正14年に開始された対横浜南i商野球戦は同15年第2回戦を行ない，両校応援団の熱狂に加え

両校ファンの騒ぎはついに横浜名物のーっとなり ，ハマの早慶戦と称された.昭和2年の第3回

は新山下町グラウンドで7月10日行なわれ，1-0で本校が勝ったが，諒闇(り ょうあん)中であっ

たので，太鼓などの鳴り物は禁止され応援も比較的静かであった.翌3年は滝頭球場で7月1日

挙行，3-4で木校が敗れた.昭和4イj'.に至り， 高商側から試合を実力本位にやるため，3回戦と

したし、とのFFI入れがあり，両校の芯見が対立し一時中止となり ，I'fiJ 5年にも妥協点に達しなかっ

た.こうして 2カ年間試合は中絶し定期戦は見られなかった.なお本件については本節終わりの

校友会野球部の項を参照されたい.

14. 航空研究会

本校航空研究会の発会式は昭和5年4月26日，本校教官食堂で開催された.会長造船工学科教

授川原五郎のあいさつの後，田中館博士の講演があった.本研究会は日本学生航空連盟の下部組

織で，横浜ではこの時点では本校と関東学院が加盟していた.

なお本校航空研究会は操縦部と研究部の2部に分かれ，前者は操縦を専門に実施し，後者は機

体の分解組立て，発動機の分解組立て，およびこれらの実験，電気系統，照明，通信，パラシュ

{ト等に各方面の技術的研究を行なうものであった.

飛行織から比た

全景(附有12年

ごろ)
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15. 第8回卒業式

昭和5年3月15日，第8回卒業式が例年の通り 3校合同で挙行された.本校卒業生は機械35，

応化34，電化35，建築27，他に修業 3，選科 1，合計135名であった.

鈴木校長ーはこの日告辞の中で，本校が今年1月19日で創立満10周年を迎えたことを喜び，この

10年を 1期とし 3校の職員子弟とさらに一段の勇気をも って今後にまい進したいと述べた.なお

当日は来賓として桜井帝国学士院長が特別講演を行なった.

学校長告辞

・u 次に我校も今年1月19日を以て，創立満10

ヶ年の経過を見ました.大震火災以来，既に8ヶ

年，建築，造船の両科を加へ，其内容は拡大いた

しましたが.全国に比類なき，破れ小屋で，努力

して居ります.満10ヶ年の祝賀会を催し，盛儀を

極めたきは，素より願ふ処でありますが，一方国

家経済の難局より，他方我復興建築の未だ着手だ

に至りません故に，此満10年を迎ふるに当り何等

特別の祝賀を催さず，一意国家奉仕の前途を見か

けて，勇往遜進いたす許りで叉一同の快心とする

処であります.只商工実習学校に於きましては，

此機会を以て，創立の資金を寄附したる，故安部

16. 創立10周年を迎える そのころの職員

幸兵衛氏を記念する為め，記念事業会を輿し，本

年11月1日の学校章IJ立記念祭を卜し，其記念事業

を完成したいと，只今奔走中で，既に其事業を世

間に発表しであります.御承知の事と存じます

が，何分の御後援，御賛同を願ひ上げます.

10年の歳月，人生としては決して短きにあら

ず.久しきに亘れば人情叉自然緊張の意気を消失

するの憂がある.自由教育叉自覚主義の受難を恩

はざるに非らず.併し自由教育も，幾多の受難と

試練を経て能く達成すベきであると覚悟し，此10

年を1期とし3校の職員子弟と更始一新の勇気を

以て.今後に処したい覚悟を持って居ります…….

昭和5年1月19日をもって本校はここに早くも創立10周年を迎えた.この間関東大震災に遭遇

するなど，まととに風荒るる10年であった.不景気のため震災後8年を経たにかかわらず文部省

の予算がとれず，未だにその当時のパラッグ建ての破れ教室で我慢を余儀なくされ，荒廃の様子

は全国一と称されたほどであった.

しかしながら鈴木校長はじめ教職員先輩，学生一体となっていわゆる自由啓発主義の校風を徐

(おもむ)ろに興し，横浜高工の名は，全国に知られるに至った.

木校は当初の 3科のほかに建築，造船の2科を加え，教職員，生徒数もふえ一層の充実ぶりを

示した.乙のころの本校教職員は次の通りであった.

職 員 験，製図

学校長 理学土鈴木達治 教授 山下誠太郎

o機械工学科 マスター，オプ，サイエンス，イン， エ

教授学科事務取扱 工学博士遠藤政直 ンヂニアリング(ミシガン大学)

パッチエラー，オプ，サイエンス(マサ 応用力学，熱力学，内燃機関，実験，製

チウセツツ，インスチチユート，オプ ・ 図

テクノロジー〉 教授 工学士岡村幸雄

水力学， 水力機械， 空気機械， 実験工 化学機械，機械学，製図

学，実験，実習，製図 教授 工学士山田嘉久

教授 河合 匡 蒸汽機関，製図，実験

材料強弱学， 機械設計， 金属材料， 実 講師 工学士徳永晋作
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汽関車 教授 工学士竹内強一郎

助教授 斎藤輝治 マスター，オブ，サイエンス(タ.ウトマ

水カ実験，工作法，実習 ウス大学〉

助教授 鈴木正次 電気工学，電気実験

運搬機械，製図 教授 工学士飯沼義雄

J語 4名 (在外研究中〉

工手 6名 講師 理学博士理学土富山 保

く〉応用化学科 電解工業，理論電気化学

教授 理学士津団幹夫 助教授 河村文一

製造化学通論，鍛アノレカリ肥料，化学実 分析化学

験 助教授 中島正己

教授 理学士今井行雄 電気化学実験，湿式冶金

無機化学，分析化学，燃料化学，化学実 講師 正木康作

験 パッチエラー，オプ，サイエンス(ユタ

教授 堀江不器雄 大学〉

油脂工業，熱帯特産物化学工業，化学実 製造化学概論，実験

験 講師 小林 1ft! 
教授学科事務取扱 橋本重隆 電解化学

化学通論，理論化学，繊維素工業，実験 雇 6名

教授 理学士鈴木京平 工手 1名

皮革工業，化学実験 く〉建築学科

講師 沢 全雄 教授 フランス政府公認建築士 中村順平

砂糖工業 建築学，建築設計，建築図学，木炭写生

講師 理学士小山亮清 教授学科事務取扱 佐藤 好

有機化学，一般化学，実験 応用力学，材料強弱，鉄骨構造，耐震構

雇外国人教師 ドクトル，エンジニア 造

アノレフレッドレーゲンスプノレゲノレ 講師 工学博士阿部美樹志

化学実験 鉄筋コンクリート構造

助教授 阿部滋弘 講師 文学士斎藤茂三郎

有機合成化学，化学実験 建築史

助手 山口辰男 講師 工学土森井健介

化学実験 建築構造，建築材料

書記 井奈薫次 講師 工学士山田七五郎

雇 4名 旋工法

o電気化学科 助教授 伊藤三郎

教授学科事務取扱 理学土藤村利常 幾何図学，配景図学，測量

電炉工業，高温度計及金相学電炉及金相 講師 渡辺郁ー

実験 塑造

教授 理学士横山盛彰 震 4名

物理化学，有機電気化学，電池及蓄電池 o造船工学科
工業 教授学科事務取級 工学士川原五郎

教授 藤川由太郎 木鋼船構造，綴装，製図

マスター，オプ，エレクトリカノレ，エン 講師 工学土福岡弘一

ジニアリング(コーネノレ大学〉 講師 海軍造兵少佐矢ケ崎正経

電気工学，実験 助教授 工学士寺沢一雄
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船舶算法，製図 教練

助教授 理学士遠藤重郎 嘱託 野村洋一郎

数学，応用力学 数学教室

講師 工学士近藤政市 嘱託 小菅義雄

工手 2名 簿記

。基礎学科 麗 1名(物理教室〉

教授 理学博士理学士安川数太郎 o配属将校
ドクター，オプ，サイエンス(ロンドン 歩兵第49聯隊附陸軍歩兵中佐 吉野栄一郎

大学) 。庶務課

数学 書記 主任小林長之助

教授 理学博士理学士池内 本 雇 3名

学科事務取扱 く〉教務課

物理，物理実験 教授(兼) 主任安川数太郎

教授 理学士渡辺義勝 講師 横地捨次郎

数学 助教授 石川房治

教授生徒主事 文学士大西友太 助教授 本間淳治

修身，英語 書記 鈴木快市

教授 理学士加藤述之 嘱託 吉田昌輿

物理実験 雇 1名

教授 理学土木戸 潔 。会計課

物理，物理実験，数学 書記 主任大山春翠

教授英語，独語 文学土三井 透 書記 寺沢亀吉

教授 竹内秀雄 書記(兼〕 鈴木快市

英語 雇 5名

講師 法学博士法学土問 実 。図書課

課外講演 教授(兼〉 主任三井 透

講師 石橋湛山 書記 長尾和肥虎

経済 雇 2名

講師 文学土内勝 潅 o事務嘱託
仏蘭西諮 波多野重太郎

講師 文学士元木 消 。嘱託教師

独語 柔道矢部 正作

助教授 石)11 房治 剣道飲島四男之助

体育 弓道浦上 栄

助教授 生徒主事補本間淳治 。学校医

体育 医学博士加藤耕蔵

講師 荒木東一郎 0附設工業教員養成所
マスター，オブ，サイエンス(オハイオ 主事 教授鈴木京平

大学〕 教授 文学士三井 透

工場経営法 心理学，論理学

講師 理学士内田義信

鉱物

講師 座間美都治

漢文

嘱託 大木波之輔
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17. 10周年記念式

昭和5年11月1日開校記念日を迎え，創立10周年記念式が午前9時より本校講堂で挙行され

た.式は国歌合唱にはじまり，ついで鈴木校長のあいさつ，職員代表として遠藤教授の祝辞， 生

徒代表として仲谷勇(機械昭6卒)の祝辞があった.そのあとで引きつづき，10年勤続者下記13

名に記念品が贈呈され，代表者安川教授の謝辞があり，校歌合唱，校長の万歳三唱でめでたく式

を終わった.

10年以上勤続者

任命年月日 勤続年月数 官職 氏名 大正 9.3.15 10年7.5月 教授 安川数太郎

大正 9.1.19 10年9.5月 校長 鈴木達治 同 5.31 10年5月 // 池内 本

同 1. 28 10年9月 書記 大山春翠 同 7.31 10年3月 講師 冨山 保

同 1.28 // // 小林長之助 同 8.25 10年2月 工手 山口 恵一

同 1. 31 11 教授 期江不器雄 同 9. 1 10年1月 // 土村庄次郎

同 3. 1 10年8月 小使 山口真造 問 10.10 10年0.5月 職工 桐山陽一

同 3. 3 /ノ 教授 遠藤政直 同 10.11 11 講師 小林 鼎

10周年記念祭

記念祭は恒例により菊薫る11月1日から3日まで学園を一般に公開してにぎやかに行なわれ

た.例年のことであるが記念祭は全く学生の手で自由活発な発想のもとに計画実行された.今年

は特に10周年というので学生のカの入れ方も大変なものであった.

'!J.川教授 10周年記念祭
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自由教育10年

「自由教育10年」

10周年記念出版として「自由教育10年」が昭和5年10月31日発行された.4.6版 150ページ.

発刊の序に「満10年と言うと，どとでも御祝ひをするのが普通である.本校でも大いにお祝ひ

をしたいのであるが，時節柄お祭騒ぎは一切差控へて，何か記念、に残るものをと考えて本書を刊

行した.Jと編者の鈴木校長は述べている.木書が刊行されるや，全国新聞紙はこれを紹介し，

各方面に非常な反響を呼んだ.

18. そのころの寮の費用

昭和5，6年浜口内閣は緊縮財政を打ち出し，-1並の中は不景気時代であった.このころ当校寄宿

舎の経費は次の通りで，18円30銭(月)というのは，この当時としても緊縮実行の小額と言える.

寮 費 2.∞円 修養費 .20 その他 .25

食費 14.00 衛生費 .05 計 18.30

水道料 50 娯楽運動費 .25 

電灯料 .40 懇親会費 .15 (昭和5年5月調)

19. そのころの軍事教練

大正14年，文部省の方針として'ア・校教械が実施され，それについての本校の見解は前に述べた

通 りであるが， 国土防衛に対する鈴木校長の信念、と初代教官歩兵第49連隊付田中忠三郎少佐，2 

代同連隊付吉野栄一郎中佐の熱心な陥導で，q:生も積極的に訓練にはげみ，国家の要請にこたえ

た.訓練は学校内における教練のほかに野外訓練が年rll行事として行なわれ，また年一回の査聞

には陸軍より 111，少将級が査開官として来校し毎年優秀との講評を受けた. 次に11日和3年から 5

年にかけての教練の一端を記しておく .

<>昭和3年4月24，25日，野外教練のため横須賀へ行軍，軍舵，工廠を見学し下士官集会所で宿泊し

た.

<>同年5月30，31日 6月1日，野外教練のため河志野に行軍，営舎に宿泊L，軍隊と連合演習の後，

騎兵， 歩兵両学校および鉄道隊を見学した.

。同年11月30日， 野外教練のため藤沢に行軍し，遊行寺に宿泊，藤沢中学ならびに同町青年訓練所生徒

と連合演習を行なった.また問町民のため野外劇， 講演，映画を公開した.
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。昭和4年1月28日，教練査閲のため小川第 1旅団長来校，雪中分列式を行ない偉観であった.

o同年5月23日より25日まで， 2年生は箱根， 富士裾野方面で野外演習を行なった.
o同年7月6日より 8日まで， 3年生は横須賀よ り軍艦長門に便乗，清水港まで航行，野外演習を行な
っTこ.

。同年10月10日， 1年生は千葉県習志野，四街道方面へ行軍した.

o昭和5年4月28日， 第3年生全員は海事思想体験のため，横須賀軍港，海軍工廠および海空博覧会を
見学した.

。同年5月末， 2年生は東大久保の陸軍技術本部を見学の後， 砲兵第1連隊で4日間にわたり野外演習

をおこない兵営生活を体験した.

。同年11月11日よ り3日間，3年生は相模平野で行なわれた佐倉連隊および第3連隊の秋季対抗演習に

参加した.

o同年11月19日より22日まで， 1年生は野外教練のため横須賀重砲兵連隊で宿営ならびに三崎回り行軍
を行なった.

o同年12月10日，校庭において昭和5年度教練査閲があった.査閲官は梅津第1旅団長で真崎第1師団
長が臨席した.梅津査閲官の講評は「真剣味にあふれ，全般の成績極めて優良Jとあった.

これら訓練は学生にと ってはきびしさもさることながら，在校3年間の楽しい思い出として運

動会や記念祭などと共に忘れ得ぬもののーっとして卒業記念アルパムの一葉を飾っていた.

20. 鈴木校長 文部省審議会委員に

鈴木校長は昭和2年12月19日付けで文部省よ り文政審議会委員に，同年4月末，体育 ・運動審

議会委員にそれぞれ任命された.

21. 横浜工業会社団法人となる

本校卒業生によ って組織されている横浜工業会については前述したが，昭和3年11月4日の第

3回総会で，これを社団法人に改めることを決議，同4年11月3日の第4回総会で社団法人の定

款を可決， In'J 5年 5月設立認可となり， 同年6月2日登記を完了，ここに「社団法人横浜工業

会」が発足した.

業昭 商
会和 工

昭 設五 省
和 立年

指令
五 / -ー

商 年 件月 工
工 五 許二 社 第 自午
大 月 可十 団
臣 九 ス七 法 四
日 日 設人 一 可一

俵
附請申 立者 横浜

4ノ、. 

号
エ; 書

孫
社団 阿業ぷ:z;込Z 

法 外部

人 十

横浜 コ滋
圃 一

工 名弘
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名誉会長鈴木達治(学校長)初代理事長斎藤輝治(機1期)で，大阪，台湾，名古屋の3支

部が置かれた昭和5年・5月現在，正会員(卒業生)数 957名，死亡34名，現在数 923名であっ

た.なお正会員分布状態は東京284名，神奈川 235名， 大阪55名，兵庫32名，台湾25名等でその

他全国各地に会員があった.

社団法人償浜工業会定受賞

第1章総 則

第1条 本会ハ社団法人横浜工業会ト称ス

第2条 本会ノ主タノレ事務所ハ横浜市中区大岡町

740番地横浜高等工業学校内ニ置ク

第2章 目的及事業

第3条 本会ハ工業ノ進歩発達ヲ図リ併セテ会員

相互ノ親睦ヲ図ノレヲ以テ目的トス

第4条 本会ハ第3条ノ目的ヲ達スノレ為メ左ノ事

業ヲ行フ

1. 工業智識ノ普及ニ関スノレ施設

2. 工業ニ関スノレ学理及実際ノ調査研究ヲナシ

且ツ之ヲ発表スノレコト

3. 各工業団体トノ連絡ニ関スノレ事業

4. 会員相互ノ親睦並ニ横浜高等工業学校トノ

連絡ニ関スノレ施設

5. 海外発展ニ資スノレ為メノ施設

6. 其他必要ト認ムノレ諸般ノ事業

第3章会 員

第5条会員ヲ分チテ左ノ 3種トス

1. 正会員

2. 賛助会員

3. 特別会員

第6条 正会員ハ左ノ資格ノ lヲ備フノレモノトス

1. 横浜高等工業学校卒業者及修業者

2. 同校附設工業教員養成所卒業者

3. 同校ニ在学セシモノニシテ評議員会/承認

ヲ終タノレヲ者

第7条 賛助会員ハ本会ノ主旨ニ賛同シ会費トシ

テ一時ニ金 100円以上ヲ納入シタル者叉

ハ物品其他ノ寄贈ニ依リ本会/事業ヲ援

助シタノレモノニ シテ評議員会/承認ヲ経

タノレ者

第8条特別会員ハ左ノ各号ニ該当シ評議員会ノ

推薦ニ依ルモノトシ会費納入ノ義務ナキ

モノトス

1. 横浜高等工業学校職員並ニ職員タリシ者

2. 同校附設工業教員養成所職員並=職員タリ

シ者
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第9条正会員ハ会費トシテ年額金6円ヲ負担ス

ノレコトヲ要ス

第10条 入会叉ハ退会セントスノレモノハ其旨本会

ニ届出ツヘシ

第11条 会員ニシテ定款叉ハ総会ノ決議ニ違反シ

タノレ者及本会ノ名誉ヲ致損シタノレ者ハ評

議員会ノ決議ヲ経テ除名スノレコトアノレヘ

シ

第12条 会員退会，死亡叉ハ除名セラノレルモ既納

ノ会費其ノ他ノ返還ヲ求ムルコ トヲ得ス

第13条本社団ニ名誉会長及名誉会員ヲ鐙クコト

ヲ得

名誉会長及名誉会員ハ工業ノ発達ニ関シ

功績顕著ナノレモノ叉ハ学識名望アルモノ

ヨリ総会ノ決議ヲ以テ推薦シ会費納入ノ

義務ナキモノトス

第4章役 員

第14条本会ニ左ノ役員ヲ置ク

1. 理事 15名以内

1. 監事 5名以内

1. 評議員 120名以内

第15条評議員ハ会員総会エ於テ正会員中ヨリ之

ヲ選挙ス

理事叉ハ監事ハ評議員会ニ於テ正会員中

ヨリ選挙ス

前項ノ規定ニヨリ理事叉ハ監事ニ選挙セ

ラレタノレ評議員ノ、評議員ノ資格ヲ失フ

理事ハ互選ヲ以テ理事長1名常務理事若

干名ヲ定ム

第16条評議員ハ理事長ノ諮詞ニ応シ重要ナル会

務ヲ審議ス

理事ハ理事会ニ出席シ重要ナノレ事務ヲ決

議ス

監事ハ民法第59条規定ノ職務ヲ行フモノ

トス

第17条理事長ハ本社団ヲ代表シ会員総会，評議

員会，理事会ヲ招集シ議長トナリ其ノ決

議事項ヲ執行シ会務ヲ統理ス

常務理事ハ理事長ヲ補左シ常務ヲ掌理ス



理事長著故アルトキハ理事長~名ニ依ル

理事之ヲ代理ス

第18条役員ノ任期ハ弐ヶ年トシ毎年其ノ半数ヲ

改選ス但シ再任ヲ妨ケス

補欠役員ノ任期ハ前任者ノ残期間トス

役員任期満了ノ場合其後任者ノ就任スノレ

迄ハ前任者其職務ヲ行フモノトス

等19条 理事叉ハ監事ニ欠員ヲ生シタノレトキハ評

議員会ニ於テ直チニ補欠選挙ヲ行フ

第20条 評議員ニ欠員ヲ生シタノレ場合ハ次ノ会員

総会迄延期スノレコトヲ得

第5章会 議

第21条理事会ハ隔月 1回之ヲ開催ス，但シ必要

アノレ場合ハ臨時之ヲ開催スノレモノトス

理事会ハ理事3分ノ 2以上ノ出席ヲ要シ

其ノ決議ハ出席数ノ過半数ヲ以テ之ヲ決

ス

可否同数ナノレトキス議長ノ決スノレ所ニヨ

ノレ

理事会ハ場合ニ依リ書面決議ノ方法ュ依

ノレコトヲ得

第22条評議員会ハ理事長ニ於テ必要ト認メタノレ

トキ之ヲ関キ評議員3分ノ l以上ノ出席

ヲ要ス

評議員会ノ決議ハ出席者ノ過半数ヲ以テ

之ヲ決ス，可否同数ナノレトキハ議長ノ決

スノレ所ニ依ノレ

評議員10名以上叉ハ監事ノ請求アリタノレ

トキハ理事長ハ遅滞ナク評議員会ヲ関ク

コトヲ要ス

第23条評議員会ノ権限左ノ如シ

1. 総会提出ノ議案ノ審議

1. 事務施行ニ関スノレ規定ノ議決

第24条本社団ノ定時総会ハ毎年4月之ヲ開キ前

年度事業報告，財産目録，貸借対照表，

収支決算ノ承認ヲ経ヘキモノトス

臨時総会ハ理事長又ハ理事会ニ於テ必要

ト認メタノレトキ，監事又ハ10分ノ 1以上

ノ会員ヨリ会議ノ目的タル事項ヲ示シテ

請求アリタルトキ之ヲ開ク

第25条 総会ハ会員5分ノ 1以上出席スノレニ非サ

レハ議決スノレコトヲ得ス

第26条 総会ニ於テハ予メ通告シタノレ目的事項以

外ノ決議ヲ為スコトヲ得ス

総会ノ通知ハ少クトモ10日以前ニ会議ノ
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目的タノレ事項ヲ記載シテ会員ニ通知スノレ

コトヲ要ス

第27条総会ノ決議ハ出席会員ノ過半数ヲ以テ之

ヲ為ス可否同数ナノレトキハ議長之ヲ決ス

定款改正ノ決議ハ会員3分ノ 1以上出席

シタノレ会員総会ニ於テ出席者3分ノ 2以

上ノ同意アルコトヲ要ス

第28条会員ハ30名以上ノ賛成ヲ以テ議案ヲ総会

ニ提出スノレコトヲ得但シ定款変更ノタメ

ニスノレ議案ハ会員50名以上ノ賛成ヲ以テ

スノレコトヲ要ス，前項議案ハ遅クトモ総

会開催前20日マテニ其ノ理由ヲ具シ書面

ヲ以テ理事長ニ送達スノレコトヲ要ス

第四条 総会ニ於ケノレ会員ノ表決権ハ平等トス

会員ハ委任ニヨリ表決ヲナスコトヲ得，

但シ会員以外ノ者ニ委任スノレ事ヲ得ス

前項ノ規定ニヨリ表決権ヲ委任シタノレモ

ノハ出席者ト見倣ス

第30条総会ノ決議録ハ議長及出席会員弐名署名

ノ上之ヲ保管ス

第6章資産及会計

第31条本社団ノ資産ハ本法人設立ノ際ニ於ケノレ

別紙目録記載ノ資産ノ外基本金寄附金及

ヒ其他ノ諸収入金ヨリ成ノレ

本社団ノ資産ノ管理並ニ処分ニ関スノレ重

要ナノレ事項ハ第27条第2項ノ決議ヲ経ノレ

コトヲ要ス

第32条 本社団ノ経費ハ資産ヨリ生スノレ果実，会

費，寄附金其他ノ収入ヲ以テ支弁ス

第33条本社団/経費予算ハ理事之ヲ作製シ会員

総会ノ決議ヲ経ノレコトヲ要ス

第34条本社団ハ毎年正会員ノ会費ノ一部ヲ基本

金ト シテ積立ツノレコトヲ要ス

前年度剰余金ハ評議員会ノ決議ヲ経テ基

本金ニ繰入ノレノレコトヲ得

第35条本社団ノ会計年度ハ毎月 4月1日ニ始マ

リ翌年3月31日ニ終ノレモノトス但シ初年

度ニ於ケノレ事業及会計年度ハ本法人設立

ノ日ョリ始マノレ

第7章支 部

第36条本会ハ各地方ニ支部ヲ置ク

第37条 支部ニ関スノレ規定ハ)J1jニ之ヲ定ム

附則

第38条 本定款ニ依ノレ初年度役員ノ半数ニ限リ任

期ヲ壱年トシ抽銭ヲ以テ之ヲ定ム
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第四条

助

校友会の発展(昭 2-5)22. 

校友会とは何ぞや.I全校の教職員と生徒とがいわゆる水いらずで最も自由に，最も愉快に智，

体育の両方面を修め研いてゆく機関であるJ(横浜高工時報昭和6年3月28日〕本校の校友会は前

めざましい発展を

次に昭和2-5年の聞の発展の跡をた

この間，節で述べたように，大正9年秋誕生し昭和5年には10周年を迎えた.

遂げ，横浜高工校友会の名は全医|にとどろくにいたった.

どり当時を回想しよう.

部の増加

設立当初は，わずかに10部あったものが昭和5年には正式な部が17部，ほかに準部が19部合計

あとは10部台が大明大の23部が筆頭で，神戸商大， ・立正大学22部，

36部門となっfこ.

当時全国大学24校のうち，

多数であった (神戸高商学友会昭和6年初調べ). これによってみると本校の 36部は数の上では大学

なお本校生徒でどの部にも属しないという者はほとんど並み，否大学以上ということができる.

なかった.いずれもどの部かに入部して活躍していた.次に36部をあげると

端艇 ・弓道絵画 ・野球 ・庭球 ・競技 ・剣道 ・柔道 ・水泳音楽ー〔音(1)・総務 ・出版 ・講演

山岳(・印設立時より)ア式蹴球ラグビー籍球

ホッケー倶楽部ラ航空研究会乗馬クラブ .アルコ ー会 .排球グラブ射撃クラブ〔準音11]

.YMCA 俳句会独語会英語会 'エス語会写真倶楽部映画研究会ジオ倶楽部

蹴球 605.40 

筒球 279.45 

言十 7.542.00 

カメラ倶楽部

936.15 

698.60 

465.75 

372.55 

93.15 

球

技

道

泳

画

野

競

柔

水

絵

盆栽倶楽部

652.00 

266.95 

93.15 

279.45 

327.60 

生花会園芸倶楽部

校友会昭和5年度予算 (円〉

総務 232.85 端艇

講演 465.70 弓道

庭球 702.10 山岳

剣道 465.75 ア式

音楽 605.40 出版

漢詩会

総務部

決算等の事務を行主主予算の編成，各部を統制し，各級から選出された15名の委員から成る.

う.各級から選出の代議員の猛者(もさ)を相手に統制， 指導してゆくととはなかなかの苦労がい

った.名誉職的，縁の下の力持ち的存在でもあった.
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野球部

ハマの早慶戦，対高商定期戦が昭和4年に中止となったことは前項で述べたが，中止となった

年までの戦績は次の通りであった. (昭和6年再開)

第1回戦大正14年 4A-3 本校勝

第2回戦大正15年 4-5 11 負

第3回戦昭和2年 1-0 11 勝

第 4回戦昭和3年 2-4 11 負

こうして対高商戦が中止されたが，これに代わるべきものとして当時の藤村部長らが発起して

昭和4年に市民体育復興記念野球大会と銘打つて高工戦を行なうことになった.参加校は本校，

名古屋，浜松，桐生の4校で，この時は桐生高工が優勝，翌 5年には参加校は本校，名古屋，浜

松，桐生，福井，山梨の6校とな り桐生と本校が決勝を争い 8-2で本校が優勝した.

この他高専大会などに出場している.野球部の記録によると年度別対外試合成績は次の通り.

昭和2年 9戦7勝勝率77.8%

3年 18戦11勝 11 61. 2% 

4年 30戦18勝 11 60% 

5年 38戦23勝 11 60.5% 

あの頃の思い出 字国典夫(由化問4卒)

私は鹿児島一中の卒業で，先輩にすすめられて

本校へ入学した.鹿児島一中は当時私が投手で甲

子園へも進出したので目をつけられたのでしょ

う.大正15年に電化へはL、ったところ野球部長の

池内先生が，お前ちょっと投げてみろと言われ，

素手で受けられたのにはびっくりした.先生は一

高の名三塁手でした.

対高商戦は大正15年は 4:5で敗れた.そのと

きの投手は私で捕手が大久保伍郎さん〈応化昭2

卒〉遊態が竹井光男さん(電化昭2卒)， 3塁が北

里次郎さん(電化昭2卒)でした.まだ野球部が

できて間もなくて曲がりなりにもチームができた

というだけで，今から考えると草野球程度でした

でしょう.

しかし意気込みだけは大したものでした.翌2

年の対高商戦は 1:0で勝ち，次の3年は2:4で

籍球部

負けでした.この年夏の全国高専大会では，高商

を破り，晴れの甲子園へ出場しました.私として

は対高商戦はこれで 2:2の成績でした.1回戦

には，福岡高校を破り， 2回戦で，矢折れ力尽き

て同志社に敗れました.兎に角ピッチャーは私一

人で，チーム全体も補欠が 2，3名いたぐらいのも

のでした.大阪からの帰途は私だけ2等寝台に乗

せて貰いました.これが横浜から全国大会に出場

した最初でした.

対高商戦の時は両校の応援団が大変なもので，

柔，剣道衣に朴歯の高下駄でした.終戦の時の有

名な佐々木武雄(建築昭3卒)さんは当時の応援

団長でした. 阿部さん作*のあの「聴けや我らが

雄々しき叫びを」は私どもの時にできたように思

います.
(注)この応援歌は阿部滋弘作といわれているがそうではなく

作詞小林正平 t沼化昭和3年卒)

作曲田中晋 (建築附和3年卒)

本校に籍球部ができたのは昭和3年である.前年の昭和2年に簡球倶楽部として誕生，翌年校

友会の正式部として認められた.昭和3年から対高商定期戦を開始，戦績は次の通り.

第1回昭和3年6月本校 25-27 高商

2 11 4 11 11 15-32 11 
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第3回昭和5年6月 本校 25-16高商

また昭和4年から市内4専門学校リーグ戦が開始され，第1回(昭4)優勝は高商で本校3位，

第2回(昭 5)優勝は関東学院で，本校は2位であった.

競技部

大正9年校友会発足と同時に誕生，初代部長は飯塚晶山教授， 2代が石川房治助教授であった.

対高商定期戦は昭和2年11月本校トラックで開催，戦績は次の通り.

第1回 昭和2年本校 30-27 高商

2 

3 

3 

4 

" 26. 5-30. 5 " 

" 28. 5-28. 5 " 

4 5 "  30-27" 

ζのほか大正14年より開始された全国高工陸上競技連盟に毎年出場.特に昭和5年6月7，8両

日当番校であった本校校庭で行なわれた第6回大会では，次の成績で見事本校が優勝した.

本校56点福井50点名古屋31点浜松25点桐生11点

対外事業としては，昭和2年まで本校競技部が主催してきた県下中等学校体育大会，翌3年

より 6年まで・主催の全関東中学校陸上競技会があった.

対内事業としては，大正15年から始められたハマの名物対級駅伝競走がある.これは校内対級

競技中も っとも各級が力を入れたもので，級ごとの応援団は春の学園の花であった.また秋には

級対抗競技が開催された.

柔道部

本部も大正9年発足，古い伝統と歴史を持っていた.初代部長藤川教授，ついで、横山教授，佐

藤教授，橋本教授とつづく.大正時代の記録は現存していないが，昭和初期からの対高商定期戦

の戦績は次の通りである.

第 1回昭和2年本校敗

2 

3 

3 

4 
" 
11 

4 5 引分

対外事業としては県下中等学校柔道大会を主催している.

その他では昭和3年11月3日記念祭当日，浜松高工を迎え 5名を残して勝つ.なおこの年は東

京高工，名古屋高工にも勝っている.

庭球部

庭球部も本校創立後まもなくその第1歩をふみ出した.大正15年に至り対高商定期戦が開始さ

れた.戦績次の通り.

第1回大正15年6月本校 6-3高商

2 11 15 12 6-3 

3 昭和2年6月 2一7

101 



第4回昭和2年12月本校 6-3高商

5 

6 

It 3 5 

"4  5 

6-3 

8-1 

昭和5年からY専を加え市内 3専門学校リーグ戦が開始され，初優勝をとげた.

昭和5年5月本校 5-4高商

本校 5-4Y専

また全国高専大会には昭和5年に初めて出場し決勝戦にまで進出したが，惜しくも高師に敗れ

た.このほか対外的には県下中等学校庭球大会(軟式)を主催，対内的には校内大会(軟式)があっ

た.

剣道部

最も古い部の一つ， 初代部長横地講師の創業期の古武士的熱心さ， 2代安川教授の数学者らし

いき帳面さで部も充実.昭和5年には.3段2名，2段7名，初段10名を擁する大部となったが，

天われに組せず対浜松高工定期戦，東大主催全国大会いずれにも敗退無念の涙をのんだ.

昭和3年10月27日 東京高工に遠征し大将同士の決戦となり奮闘して勝つ.

弓道部

ー弓道部は柔，剣道部と共に最も古い部の一つ，創設時より浦上栄範士の教えをうけてし、た.(な

お同範士は終戦直前まで‘本校嘱託をつとめた). 

昭和3年より開始の対高商定期戦では 3，4，5年と連勝，意気高いものがあった. 昭和5年6

月の成績は，各選手5名出場，各20射で高工75中，高商55中であった.

音楽部

音楽部の歴史も古い，初代部長藤村教授のとき，大正12年3月1日聞かれた観光外人招待大音

楽会は， 浜の人気を博した.2代三井部長に受けつがれ，音楽部はさらに発展した.

昭和5年の時点では，音楽部の中に (1)オ{ケストラ部 (2)マンドリン部 (3)コーラス部 (4) 

邦楽部の4部があり，行事の主なるものは天長節祝賀の新人紹介音楽会，明治節祝賀音楽会，卒

業生送別演奏会の3つであった.このころには音楽部の有する楽器も充実してきた.特に本校の

ボート部(大岡川にて)

剣道部(昭和5年)
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ベヒシュタインのピアノのは有名であった(前述).また卒業式にオーケストラで祝うことは本校

独特のものであった.

絵画部

絵画部が孤有(ここ)の声をあげたのは，大正14年であった.当部生みの親は当時応化3年の市

村三男と応化1年の矢閏部庄栄である.2人とも陸上競技部の選手であった. 絵画部が運動選手

によって創設されたことは興味あることであった.

絵画部の部室は常に開放されており，部員外の同好の士を歓迎していた.記念祭祝賀展などに

部員の作品を展示し，地味ながら大衆化に努力していた.

絵画部では昭和5年度のしめくくりとして6年2月25日から3月1日まで伊勢佐木町相模屋7

階ホールで，展覧会を開催(建築展も共催)，入場者は1日平均1，∞0名を越え大好況であった.

講演部

当部も最も古い部の一つ，初めは弁論部と称していた.学内，学外の世論の指導者を以て任じ

ていた.本校講演部の特徴の一つは広く名士を招き，その風ぼうに接し，その高説を聞く講演会

の開催であった.また夏季休暇中における学生による工業普及の国内各地での巡回講演も有名で

あった.横浜全市青年雄弁大会，校内雄弁大会などを行事として行なっていた.

ラグビ一部

当部の誕生も古い.大正12年末， 電化中島正己(大正15卒，後本校助教授)らによってゼブラ

倶楽部の名で、弧々の声をあげた.昭和2年正式に校友会に編入，初代部長に三井教授を迎えた.

翌3年大木教官部長時代に関東ラグピー協会に甲種会員として入会した.

昭和5，6年ころは当部は黄金時代と称された.昭和5年秋行なわれた市民大会での対高商戦は

高商をノートライ 前半 9-3後半23一Oで堂々と破っている.

蹴球部

当部が校友会の正式部として認められたのは昭和4年のことであった.

大正15年春から設立準備にとりかかり，昭和2年ナイキ倶楽部として誕生，昭和3年神奈川県

ア式蹴球連盟が設立されるや横浜高商などと共にこれに加入，翌4年ア式蹴球部として校友会に

編入，初代部長は体育の石川助教授であった.翌5年寺沢教授が2代部長となった.

対高商戦は， 3度戦って 3度引分けとなっている.すなわち

昭和3年本校 1ー1高商

4 11 0-0 11 

5 11 3-3 " 

端艇音11

端艇音11は本校校友会の撃であった.戦えば必ず勝つ，とはこの部の合言葉であった.

大正9年校友会端艇部として誕生，同14年2月21日，海外発展の理想、に燃える鈴木校長命名の

パナマ(機械)マゼラン(応化)スエズ(電化)の3艇が進水した.以来この3艇に鍛えられた

当部は横浜公園前における市内専門学校競漕に連勝，昭和4年に始まった墨堤における神宮大会
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での優勝と全く向かう所敵なしの概があった.また毎年夏行なわれた校内対級，対科レースは若

き血をわきたたせる年中行事の一つで、あった.

山岳部

校友会では最も若い部，初代部長が加藤述教授，昭和5年第1班富士登山，第2班白馬岳，第

3班燕，槍縦走，第4班槍，穂高縦走，第5班烏帽子岳，槍縦走，第 6班針の木，杓子岳，白馬，

第 7班白根三山縦走，第8班八ヶ岳，第 9班聖岳，赤石面，間岳，第10班海岸キャンピングと多

彩な行動を行なった.

出版部 高工時報の項で別に述べた通りである.

応援歌

このころ野球その他の試合に弘陵健児によってさかんに歌われ，またその後もずっと愛唱され

た応援歌3，4を次にあげておく.

応援歌 小林正平(俗化昭3卒)作詞
田中晋 (建築昭3卒)作曲

1. 聴けや我等が雄々しき叫びを

弘陵健児のその自由の声は

文月の空に街して

金港の波高らかに歌うなり

奮え奮えいざやいざ奮え

2. 見ょや英姿の嫌爽たるを

寄せ来る敵を打ち破るに何ぞ

大岡の原野に培われたる

男子よ起てよ剣を執る時なるぞ

奮え奮えいざやいざ奮え

3. 起てよいざ起て我等が健児

宇宙の黙示しかと身に秘めつつ

心の緒琴ただ一筋に

弘陵の蔚ゆる若葉に報いずや

奮え奮えいざやいざ奮え

応援歌阿部滋弘作詞

青春の力満てる 我が黒鉄の腕

高く高く高く 覇者の剣かざす

青春の血潮たぎる 我が胸さくるまで

高く 高く 勝闘の凱歌あぐる

秋ぞいま 秋ぞいま 奮え若き人

我等が希望を負いて いざ奮え

応援歌 作者不詳

弘陵緑し烈日に映ゆ 時来りて血は胸にたぎる

かったる響，力，力 熱砂に相樽つ若き日の叫び

宇内に輝く 自由の学徒 おお起つべき時将に今

時に弘陵緑濃き 高工，高工，高工，横浜高工
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応援歌 作者不詳

1. 大岡の野に吹き荒ぶ

嵐に散るや花吹雪

過ぎてぞ時は初夏の

Fローパの香にさしそえば

黙示の声をさとりうる

自由の園の気は高し

2. 日はうららかに風なぎて

金港の波和らぎて

千鳥の夢は深く とも

弘陵健児の若き血は

遠きを望み仰ぎ見て

世々に光を放つなり

3. 緑樹の蔭のささやきに

答えて響くさざなみの

何を歌うて祝うらん

聞け弘陵の健男児

宴のむしろ高らかに

祝歌噴いし去年の日よ

4. 誓いて来たる一年の

見よ健闘の夜は明けて

烈火の時は今熟す

立たずや健児時ぞ今

鍛えし腕に剣とりて

栄ある戦たたかえや



第1章第4節校運ますます隆盛(昭和6年~昭和10年)

昭和6年4月若槻内閣成立，同年9月18日奉天北郊の柳条溝で満鉄の線路が何者かによって爆

破された.これが満州事変の発端であり，以後14年にわたる大戦争の第一歩となったのである.

同年暮れ，また内閣が変わり犬養内閣となった. 7年1月満州事変は遂に上海事変へと進展，

同年2月元蔵相井上準之助， 3月三井の総帥団琢磨とつづけて血盟国によ って暗殺された.つづ

いて 5月15日，一団の海軍将校が自動車で首相官邸にのりつけ「話せばわかる」という犬養首相

を「問答無用」と射殺した.いわゆる 5，15事件がこれである.このように同の内外はいよいよ

ただならぬ様相を呈してきた.

7年5月斎藤内閣成立， 8年3月日本は「東洋平和の根本方針につき連盟と全くその所信を異

にする」として国際連盟を脱退，いわゆる東洋の孤児となる. 9年7月岡田内閣成立.10年12月

海軍軍縮会議を脱退，太平洋は無条約時代となった.こうして12年7月の日華事変(日中戦争と

も称する)へと突き進んでゆく.

一方，わが国の軍備拡張に伴う軍需工業の発展は金属，機械器具，化学などの重化学工業の急

速な発展となり景気は6年暮れから立ち直ってきた. (主として岩波新書昭和史による)

わが学園においては昭和6年に至りようやく復興建築予算が認められ，基礎工事のグイ打込み

の音で授業中の学生はうれしい一方，その騒音に悩まされた.昭和4年，5年と中止となってい

た対高商野球戦は昭和6年再開され，浜の人気をさらった.なおこの時代は本校運動部の黄金時

代で各部が全国の覇(は)を唱えた.昭和7，8年に至り軍需景気により長らく不況をかこった就

職状況も好転してきた.昭和9年満州事変ぼっ発.軍事教練の強化など学生生活もおいおいと緊

迫の度を加えてきた.

1. 入試全国高工ーの難関

昭和6年度の本校入学志願者受付けは， 2月10日から開始され，3月11日をもって締め切られ

た.募集人員200名に対し受験者総計2，052人で，実に全国高工中第一の難関であった.なお晴

れの入学式は， 4月10日午前9時より挙行，鈴木校長の本校方針の大綱についての講話の後，安

川教授より教務課について，横地誹師より生徒心得について注意があった.
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2. 第9回卒業式

昭和6年3月14日，第9回卒業式が例年のとおり 3校合同で行なわれた.本校の卒業生は機械

36，応化31，電化40，建築29，ほかに修業6，選科4，計 146名であった.

当日鈴木校長は式辞の 111で，就職状況について述べたほかに特に商工実習が10周年を経過した

ので，同校創立者安部幸兵衛翁の偉業について述べるところがあった.

学校長告辞

我高等工業学校及商工実習学校は，昨年を以て

早くも創立満10周年を経過し、たしました.，'i]1jに誇

るべき書跡とてはありませず，叉学校の年齢とし

ては， 10年位は僅かの歳月でありますから，別段

取りたてて記念祭行事を致さず，些かな内祝で済

せました.

唯商工実習学校は此機会に於て，創立者安部幸

兵衛氏の絢像を，同校庭に建立して記念いたしま

した.……・ ・今後校庭に於て，我等教職員及び生

徒は，日夕此胸像に対し，独立自尊の人故安部翁

の塊爽たる風貌を仰ぐと共に胸像建立の事業を想

起し，我実習学校精神教育の尊き悌として永へに

残ることと信じます.

……而して世間一般不況のため，卒業生の就職

難には実に閉口するのであります.然るに今年

は，卒業銀を繰上げて，既に2月中旬南洋に渡り

ましたものが2人あります.猶此中旬には更に2

人の同方面行が予定されて居ります.併し此等は

例外のことで一般には中々容易ではありません.

付商工実習学校安部翁の胸像を建設

然し何れも頭と腕を鍛へ上げたものですから，其

処に自信を持って，各自の努力と学校の斡旋で，

何とか都合をつけたいと思って居ります.此点に

就て切に来賓各位の御同情と御助力をお願ひいた

します.

現下社会の情勢を観察いたしますと，教育界は

左傾思想防圧と，卒業生の就職，上級学校への進

出とに没頭して， 他を顧みるの余裕がない有様で

あります.文部当局に於ても亦同様であります.

国家最高の目的や，国民の帰趨何れの辺にあるや

は，全く指導的精神に欠如して居るかの様に考へ

られます.此れは独り教育界のみならず，凡ての

方面に於ても亦然りと言はねばならぬことは，真

に痛嘆すべきことであります.

卒業生諸君，今日は金子堅太郎子爵が，特に諸

君の前途を祝福せんがため，態々御来臨下さいま

した.市して憲法制定に関する御話を拝聴し得る

ことは何よりの幸福と存じます・H ・..

商工実習学校では昭和5年をもって創立満10周年を迎えた.同校ではこれを記念して，創立者安部孝

安部司会兵衛翁胸像
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兵衛翁の胸像をj建設することとなり，一般から資金の寄付を仰ぎ総計9.500円を得た. このうち3.000

余円で胸像を建設，残り 5.∞0余円で安部記念奨学会を設立した.
なおこの 9.500円のうち3.000円は，商工実習の教職員および生徒が3年5カ月間，毎月わずかの積

立てをして蓄えたものであった.

3. 第2期復興建築工事始まる

本校では大震災後応急工事としてパラッグ建てで授業を再開したが，その後一般的不況のため，

予算がとれず，長らく全国高専ーと称された破れ建築で我慢をしてきた.昭和5年7月7日田中

文部大臣が視察のため来校し，教育に関する諸施設について聴取，聞きしにまさる荒廃に驚き 1

日も早く復旧すべきことを約した.このことについて 「自由教育10年」に鈴木校長は次のとおり

記している.

我校は大震火災後，応急工事として仮校舎を建

築し，一方復興予算として 171万円を計上せられ

たのであったが，諸種の事情のため今日〈昭和5

年)に至るも未だ着手を見ず，依然たる仮校舎に

7年を過したのである.殊に建築，造船の学科の

如き，市の小学校バラック建築の古材を移して，

使用して居る惨状である.

然かも昭和2年より 5年に至る継続事業とし

て，建築を完成せらるべきであったが，我校現在

敷地の地盤軟弱の為，基磯工事に要する費用の大

なるに拘らず，該費用を予算上に増額せらるるこ

となく，叉開校以来我校の性質上其所在地として

檎便宜を欠ける等の為，大震火災直後神奈川方面

に移転の議が起ったが，仮校舎竣工となり其後大

正14年11月商議員会を開いた結果，現敷地に決定

し，只校舎の位置を敷地交換により後方に移動せ

しむることとなった.

然、るに昭和2年8月，校舎地盤軟弱を理由とし

て再び移転問題を惹起し，事態急、となれる為，商

議員会を開会し，附議するところがあったが，其

結果私は京浜各新聞社を招き，席上我校は移転せ

ず，復興建築は現在地に再築すべき旨を声明する

に至った.

其後鋭意復興建築進捗に努力し，文部省並に我

校より建築委員本を選出して協議を遂げ，或は予

算増額を具申するところがあったが，執れも具体

的成果を挙ぐるを得ず，就中昨年(昭和4年〉成立

せる浜口内閣の緊縮政策の犠牲となりて，既定予

算額より更に減額せられ百数十万円となった.

諸物価は今日低落せりとは言へ，敷地工事に失

費多き為所期の建築を得ること困難なるも，とに

角本春には実際着工せらるべき機運となった.

我校復興建築に当つては，特に商議員中村房次

郎氏に感謝するところが多い.

(注) 横浜高工建築委員(昭和3年) 架屋次官，建都普通学務局長.1':1上突梁学務局民.秋保哲学官，柴垣建築課長，伊東工業教育:l!l!

艮，木村会計課長，鈴木校長，遠藤教授

文部省ではその後，別図のごとき建築設計図を作成，と りあえず第2期工事として一部予算を

計上，昭和6年初め入札の結果236.000円で大林組に落札，早速工事にとりかかることとなり，

同年3月28日，伊勢山皇太神宮宮司祭主となり，厳かに地鎮祭を執行した.文部省からは中村技

師が出張所長として在校，事務を開始した.今回の工事は，水力実験室，鋳物工場，機械科実習

室，応用化学科および電気化学科の一部等であった.

なお本工事はその後，予定どおり着々と進み，昭和7年 9月の夏休み明けにはほぼ完成した.

この第2期復興工事について遠藤政直教授は横浜工業会誌(昭和6年7月発行)で，大略次の
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通り述べている.
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本建築はいろいろの事情で延び延びになってい

たところ，一月になって急に着工することとなっ

た.実はこの本建築に先だち，ここは余り地盤が

よくないので他処へ移転してはどうかという話も

あった.

杭代だけでも 3万数千円を要することとなるか

第2期工事
校舎配置図

らであった.

本館建築くい打ち工事

さて今の工事が完了した後の継続工事はどうな

るのか，最近また割当てがある模様であるが，幾

分でも費用があれば，漸次継続して行くうちには

どうにかなることであろう…

また斎藤輝治教授は後年次のよう に当時を語っている.

4. 

遠藤教授が文部省から建築主任技師を委託され

私はその助手として手伝っていた.

余り地盤が悪いので鶴見市場に建てようとした

が，これは校長その他の反対で沙汰やみとなった.

ボイラーノレームの煙突を基準として機械，電化の

消費組合の設立

両袖から建てられ，その両袖をつなぐ正面を工事

して完成された.その後間もなく鉄の統制がとら

れたので，まことにきわどいところであった. 4 

ヶ所に約90尺の杭を打込み沈下試験をした.これ

は遠藤教授指導で私がやりました.

昭和4年ごろ，学生控所の売庖改善問題に端を発し，当時物価がいちじるしく高騰し学生生活

も楽ではなく，物価高にあえぐ学生の必然的な要求として学生自身による売庖の経営，すなわち
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学生消費組合設立の声がわきおこった.各科から 1名の委員を選出し消費組合調査委員会が結成

され，昭和5年5月28日その第1回委員会が開催された.

委員長嘉藤作次郎(機械3)委員小竹雄四郎(応化 3)鎌塚明 (電化3)松本延太郎(建築 3)

吉岡勲(造船2)であった.

これは多忙な学生が学業の余暇をさいての調査で大変な仕事で、あった.しかし各委員は全国高専以上

の百数十校に消費組合の有無の照会をし，現在施行中の組合の定款規則等を調べる一方，本校学生の購

買力，消費量の調査をするなど精力的に実情を掌鍾することに努めた.またその経営方法等についても，

出資金の問題，仕入れの問題，販売の方法等素人の学生としては苦心のいることであった.

こうして一応の調査も終わり，学校当局の了解も得たので，5年12月22日，校友会評議委員会を関

乞組合設立の可否につき論議の結果満場一致で実施することに決定.今後は実際運営に当たることと

なる2年生から実行委員を選出し，設立準備に当たることとなった.

ついで昭和6年2月18日の校友会総会において横浜高工校友会消費組合設立が宣言され，新学

期よりいよいよ事業を開始するとととなった.

学校側ではこのため特に横浜市教育課に勤務していた今井圭三を教務課主任として招へいし専

務理事に任じた.

消費組合はこうして設立されたが，今後の述営をどうしてゆくかは大きな問題であった.

事務的には今井専務理事の下に2名の事務員を雇い，資金的には組合員の山賢(組合加入に際

し金2円を出資，卒業の時返還)のほかに学校より 300円を借り入れた.仕入れは全くの素人の

学生の手によることゆえ，遅々として進まぬことは，はじめはやむを得ぬことであった.しかし

ながら学校側の積極的な援助と組合員の熱烈な協力によ って，まずは好調のスタートを切ること

ができた.

すなわち4月初めの売上高は，1日300円平均で最高 1，000円以上の日もあり，4月の総売上高は

9，000円以上に達した.おもなものは教科書，製図機械， 洋服，食堂などあった.

なお組合では次の標語をかかげた.

1. 相互扶助の協同社会建設

1. 利潤の撤廃

1. 学生大衆による組合管理

売/;!l風対

1. 学生は学生の応へ

1. 横浜高工消費組合を支持せよ
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横浜市i工消費組合の創立当時の組織は次の通りであった.

組合長鈴木校長

専務理事今井圭三

理 事 15名 (各級よ り1名選出)

監 事 7名(内 2名は職員より委嘱，他の 5名は各科より 1名ずつ互選)

評議員各級より 3名選出(評議員会は最高決議機関)

組合員全校職員，生徒

なお創立1年後の昭和6年度決算では，804円57銭の剰余金 (利益)を得たので，準備金，特

別積立金，繰越金等にあてることができた.

5. 校長の暑中見舞状

鈴木校長は昭和4年から，夏季休暇中の学生に対して，暑中見舞状を出していたが，昭和6年

には体裁を巻紙式とし，それへ一一々自主主の署名をして出した. これに対して学生や父兄からの返

書も多く ，学校と学生，父兄との気持ちの交流に大いに寄与したことは見逃せない.少しく長い

が慰問状を次に抜粋して載せておく.

拝啓今夏は気候殊の外不順であ りますが，貴

君には別に御変りはありませんか.我校には些の

異状もありません.只だ復興建築が日々進渉し，

目下鉄筋の組立中であ りまして略外形を想像し得

るに至りました.9月の学期始めには定めて驚か

れることであらうと思ひます.

さて貴君はこの暑中休暇に当って，色々の御計

画の下に活動せられつLあることと信じますが，

帰するところは懐かしき故郷の土を踏まれ，温か

き家庭の人とならる Lことと思ひます.

貴君はよく我国体の真髄を噛みしめ，大国民た

るの自覚と自信を体得し，併せて我校の自由啓発

主義に範り，充分自制jある言動あらんことを望み

ます.

猶時事に就て一言しt.:..'v、と思ひます.近年我園

、の対外関係を直視しますと，明治時代に我等の父

祖の発揮した凝潮たる理想と，信念は徒らに消磨

e、
4 

6. -社団法人横浜工業会第 1回総会

し，国民の気力に一大変調を示しつ与あることは

昨今の対支，対露問題を考証して充分察知し得る

ことであらうと思ひます.

然し斯く言へばとて貴君等は直接此れ等の問題

に関与する立場ではありません.只管人格の修養

と学術の研究を本分とせねばなりません.そうし

てそれが線て国家の隆盛と，国威宣揚の狼本とな

るものであります.老生国司王を憂慮する点に於て

敢て人後に落ぬと自信しますが，唯微力にして報

国の実を示すこ とが出来ません.偏へに我弘E聖子

弟諸君の発憤，努力に待つ所以であります.

何卒この上とも心身を鍛練せられ，来る新学期

には大手を振って意気揚々と登校せらる Lょう今

から鶴首してゐます.

末筆ながら父兄の方4へ敬意、を表します.よろ

しく御伝言下さい.

昭和6年8月 横浜高等工業学校長鈴木達治

社団法人となった横浜工業会第1回総会は昭和6年4月29日，横浜開港記念館で開催された.

議長すこ斎麟治が推され，議事に入り河村文ーより事務報告，村上泰助より会計報告の後鈴木校

長を名誉各ままに推薦した.
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この時点での会員数は，機械科卒業生320名，応用化学科卒業生280名，電気化学科卒業生3ω

名，建築科卒業生88名で，ほかに特別会員68名，名誉会員 7名，名誉会長 1名，会計 1，137名で

あった.なお死亡会員は40名をかぞえた.

7. 浜の早慶戦復活とその収支決算

昭和4年， 5年と中止された対高商野球定期戦は，機熱して両校の意見まとまり，昭和6年に

至り復活し， 6月 1-2日公園球場において行なわれた.第 l戦 5-12A， 第 2戦 3-6で，武

運ったなく本校の敗るるところとなった.久しぶりの浜の早鹿戦とて，両日とも会場は内外野と

も超満員となり，両軍応援団の熱気はグラウンドの内外に充満した.

今経理面より当時の運営その他をうかがってみることとする.

収入 第1日 4.021円 内野 5.∞0人外野 7.606人(有料のみ〉
第2日 4.338円40銭 〆/ 5.000人 11 

計 8，359円40銭 計 10，∞0人

総計

支出 球場使用料 1. 253円94銭

印刷，宣伝
諸経費 831門77銭出札，審判謝礼

計 2，085円71銭

差引残高 6，273円89銭

以上の通りであったがこの残金を両校で3.136円94銭5厘す.つ折半した.

これを当校では次のごと く処分した.

1. グラウンド復興基金積立

2. 仮グラウンド地均費

3. 定期戦雑費

4. ユニホーム代

5. ボーノレ及パ ット代補助

言十

2.000円

400円

199円99銭

211円90銭

325円05銭

3136円94銭

9. 192人( 11 

16， 798人

26，798人

なお入場者数は2日間において球場開始以来のレコードを作った.有料入場者26，798人無料入場者

5，000人であった.

本試合会計について責任者である電化3年の閏淵克己は，高工時報第139号(昭和6年6月25日〕に

おいて次のごとく述べている.

f2日間での諸費用は僅か全金額の10%で，しかもその中に球場修理費80余門を含んでいる.学生ス

ポーツとして如何に各方面の，ことに校友諸君，青年団，警察等の犠牲的な努力に侠っかを物語ってい

ると思います.われわれは本試合の目的の中に斯道発達を目したるを以て本残額を最も有効に支出し入

場料問題に対して明確なる解答を与えんとするものであります.J 
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8. 横地講師逝く

昭和6年10月11日，横地捨次郎講師が死去ーした.横地講師は，わが国最初の体育教程機関であ

った文部省体操練習所第1回卒業生で卒業後東京府，静岡県，奈良県を歴任，広島高師の教職を

経て朝鮮総督府に奉職14年，本校創立されるや体操科講師として来任，以来10余年本校体育に尽

すいした.わが国体育研究家の鼻祖で‘あった.なお長らく本校剣道部長をつとめ本校の名物先生

の一人であった.

なお8年11月11日東京多磨墓地に横地講師の銅像が本校，商工実留の職員，生徒らにより建設され，

その除幕式が行なわれた.その碑文は次の通りである.

「故横地捨次郎先生資性明朗質実従事育英四十七年或奨合理体操之法或修全鮮体育之基其薫化有柄然

者実為斯界先覚主主門人故旧荷謀建碑以煩其徳干時昭和七年十月」

9. 記念祭に祝賀飛行機墜落

開校記念祭の第3日目であ り，かっ明治節にも当たる昭和6年11月3日， 全校が一般観覧者で

わきかえっていた校庭へ，母校訪問飛行に飛来した横浜商工実習学校出身者操縦の飛行機が失速

し墜落，死亡したといういたましい事故が起きた.

この日本校ならびに商工実習開校記念祭の行事のーっとして，実習校出身の津間沼飛行学校軽

飛行倶楽部の2等操縦士大里保蔵 (20歳)は，母校祝賀訪問飛行のため，千葉県津田沼町の伊藤

飛行場から仏国アンリオ式28型80馬力機に3等操縦土宮脇文作 (23歳)を同乗し，一気に横浜市

に飛来，母校上空を50メートルの低空で‘3度旋回，大陸会の「満蒙の権益を守れJr日本の主張
を貫け」の宣伝ピラを撒布盛んな歓迎をうけながら飛行~II午前10時15分ごろ，突然機体が速力を

失い，見物人の少ない高工建築科製図室前の校庭に機首を下にして墜落した.

直らに鈴木校長はじめ職員，学生らがかけつけたが，両操縦士ともほとんど即死であり，いか

墜落した飛行機

横地先生領徳俳
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んとも手当ての方法がなかった.

なお幸いに多数群衆のいる校庭をさけ，比較的人の少ない建築科前の広場につっこんだため群

衆には被害者がなかった.

学校当局では，このため祝賀の音楽会や仮装行列を中止し，遺体は校長室に移し，関係者一同

で通夜をし，両操縦士のために弔意を表した.鈴木校長は暗然として次のように語った.

何とも遺憾の至りである.ただ見物の群衆にー れぬ.両君が尊い犠牲的精神から最後の手段をと

人の怪我人もなかった事は不幸中の幸であり両飛 ったのは実に感激に堪えない.

行士が群衆の点を考慮せずに自己の安全を図って (当時の新聞紙および高工時報記事による)

滑走着陸すれば自己は或は安全であり得たかも知

10. 大陸会の活躍

(1) 満州駐屯軍慰問

本校大陸会では満州駐屯軍慰問のため，高田富男(応化)，黒田福雄(応化)，大崎交明(電化)， 

松本才(建築)の4人を満州へ派遣した.

一行は昭和6年11月3日午後9時，鈴木校長はじめ教職員，大陸会委員，先輩，在校生ら多数

の見送りを受けて横浜駅を出発，釜山，京城を経て 6日午後1時寒冷はだを刺す奉天に到着，駅

の2階にある兵たん部に持参の本校ならびに横浜市内各校有志から送られた慰問状3，200週と

慰問袋7∞袋を手渡し，直ちに関東軍司令部を慰問，翌7日北大営を訪問，再び司令部へ引き返

し，関東軍司令官本庄中将にあいさつ，翌8日長春，9日寛城子，吉林， 10日南嶺，鄭家屯， 11

日四平街をそれぞれ慰問し12日奉天に戻り同日奉天発， 15日無事横浜へ帰着した.

(2) 満鮮旅行団

わが大陸会では昭和7年の夏休みを利用して満鮮旅行を行なった.一行は団長堀江教授，大山

会計課長，学生19名で，7月11日横浜を出発，朝鮮経由で， 京城， 仁川， 平壌を経て 16日満州

奉天着，軍司令部を訪問，横浜市小学児童よりおくられた慰問文3，000通を渡し，撫I1国，公主嶺

を視察， 19日新京着，長春，ハルピン，鞍山そ見学，旅)1蹟，大連を経て29日無事神戸港へ帰着し

7こ.

11. 井上準之助暗殺される

昭和7年2月9日午後8時，元蔵相井上準之助(本校商議委員)は，選挙応援演説を行なうた

め本郷駒木ノト学校校門をはいったところを，血盟国員の 1人にピストルで、暗殺された.

井ヒ準之助は本校商議委員として，創立以来本校のために尽力するところ多大であった.遭難

の翌日鈴木校長は私邸を弔問， 2月12日横浜開港記念会館で行なわれた告別謹拝式には生徒代表

と共に参拝し，さらに校長は青山霊場の告別式に参列， 学校よりの花輪を供えた.

12. 活字合金の研究で本校卒業生賜杯

本校大正14年機械科卒，青木信利は昭和6年12月23日，活字合金の研究で印制術に光明をもた

らすものとして，賜杯の光栄に浴した.
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本校では7年2月10日講堂で青木先輩を招き賜杯記念講演会を開催した.

会は鈴木校長のあいさつ，河合教授の解説ののち青木信利は 「活字合金の研究」と題して苦心

談を語った.同日夜横浜銀行集会所で歓迎夕食会を聞き，鈴木校長天杯を手にして同氏のために

乾杯した.

13. 第10回卒業式

昭和7年 3月15日午後3時から，第10回卒業式が講堂で挙行された.今年は造船工学科および

付設工業教員養成所の第l回卒業生を出したことで特筆される.

式は在学生のオーケストラによる同歌によ って聞かれ，鈴木校長の熱のある式辞，大西横浜市

長の祝辞，原嘉道枢密顧問官の:憲法に関する有益な講話があり，卒業生代表の答辞ののち，オー

ケストラの校歌で式を閉じた.

学校長式辞

・・ー一昨年の第9回迄は，県立商工実習学校も，

此卒業式に参加致しまして，所調三体一心を標務

したる県と市と政府の合併卒業式でありました

が，昨年私が実習学校長を勇退致しました為め，

今年からは両校のみの卒業式となりました.併し

乍ら 他方本校に於て，今年最初の造船工学科及

び，附設工業教員養成所，各第一回の卒業生を輩

出致しました事は，実に本校の慶賀と致す処であ

ります.

前年東京及び大阪の高等工業学校が昇格して，

各工業大学となるに関連し，本校には新に電気工

学科が増設せらる L事になって居りました.本校

叉其準備に着手して居りましたが，増設実施の前

年，即ち昭和3年に至仏大阪高等工業学校の造

船工学科は，元来神戸高等工業学校へ行くべきで

ありましたが，神戸高等工業学校は土木工学科を

選択したる為め，其健に致し置かば，全国高等工

業学校中に於て造船工学科が無くなる事になりま

した.文部当局に於ては，多少其点に憂慮する処

がありましたので，当校は進んで此造船工学科を

引受け，既定の電気工学科を棄てたのでありま

す.果して，此交換が当を得たるか否かに就て

は，其衝に当った私としては絶へす.責任を感じて

居る次第で御座います.

抑我国は所謂海国で， 第1，造船工業は是非共

世界何れの国よりも，優るとも決して劣つてはな

らない覚悟を持たなければならない.第2，横浜

は貿易港たる事を忘れてはならない.第3，造船

工業は大量生産の許されないもので，特に我国情
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に適応した大工業であると云ふ感念を持つべきで

ある.第4.飛行機及飛行船は，今後異常の発展

を見るものと想像して差支なからふ.而して船舶

は海を行き，飛行機及飛行船は空を行く ，故に其

学問上の原理は海空殆んど共通のものでありま

す.即ち，造船工学は航空工学と，其軌をーにす

るものであります.其れが為めに，本年造船工学

科を卒業したる22名tドの若干は，特に航空，即ち

飛行機に関する学課を専攻したるものでありま

す.さらば将来，我造船工学科は名実共に海と空

との工学に分科するか，更に進んで航空工学科と

して独立するかの運命を持って居ります.果して

此が実現を得ば，我校が造船工学科を選択したと

云ふ事は，決して誤れりと云ふべきで無いと考へ

るのであります.

而して，此が実現に関しては，我校の所在地た

る横浜市並に，神奈川県下の賢明なる方々の御後

援を偏に仰ぐ次第であります.即ち以上4ケ条の

考慮、が，我校が造船工学科を選択した理由であり

ます.

工業教員養成所も，叉本年第1回の卒業生を輩

出致しました.教育の改造問題は多年朝野の懸案

であり，政府当局に於ても，既に其所謂教育制度

改革に就き其具体案を提出し，昨年諸方面に一大

衝動を与へましたが，何等なす処なく終に事止み

となりましたことは，遺憾千万であります.凡ゆ

る国民生活の状態は，教育と因果関係を有するこ

とは勿論のこと L存じます.さらば国民生活の行

詰りは叉教育の行詰りで，随て教育の改造を叫ば



るLことは，当然の事で有ると考へます.然るに

も係らず，教育制度は無論の事，其教育の精神と

云ふものまで，殆んど旧により改善せられない様

に恩はれます.jj!1lち，相変らず詰込み主義，知識

偏重主義，卒業証書万能主義が最も有力でありま

す.

我校は時流に慣はず，自由教育10年，無試験，

無採点，無処罰の三無主義を宣伝じて，奮闘して来

ました.素より不完全にして，遺憾の点勘からず

と雌も，附設工業教員養成所は，即ち，此雰囲気

の裡に，其最初の卒業生を出しました.異日国家

教育の，霊知異材が比内より生じ来らん事を，期

待して止まざる次第であります.

卒業生諸君，今日憂国の人士が口を聞けば，国

家多事叉国歩多難と申します.特に満洲及上海事

件に就ては，我国は全く国際的孤立の状態になっ

て居ります.斯の如き開国以来，未だ嘗てなき処

であります.満蒙に関しては，私は大正4年に，

東蒙古に於ける天然曹達を探検して，鉄道其他の

交通機関なき当時，鄭家屯及挑南附近を踏査致し

ました.爾来満洲及支那各地へは数回来往致しま

して，満蒙と我国との関係に就きましては，常に

14. 第11回卒業式

昭和8年 3月15日，第11回卒業式が挙行された.

留意致して居りました.大正14年に支那より帰り

ました機に於て，我校に大陸会を創立致しまし

た.我国と亜細亜大陸との間には海がない，我国

は亜細亜大陸の東端である.凡ての国策が，此趣

旨より画策されねばならぬと云ふ根拠から，此会

の名称が来ったのであります.

而して市内の有志と，本校と協同して，満蒙

支那を研究し来りました. 昨年満洲事変の勃発

するや， 我校は率先して，満洲軍慰問使を派遣

し，且つ慰問金の募集及各所に於ける講演等に由

て，大に国民の士気発揚に勤め，更に叉，臨時的

満蒙研究会を組織して，各方面より満蒙研究の実

蹟を挙ぐる事に努力致しましたことは，満蒙に留

意する私に取って，叉一大会心の事でありまし

た.

国家有為の青年が，今日の如き国家多端，国歩

毅難，国際的無援孤独の時局に直面して，我国家

の成立と，其動向を認識体験し得る事は，異日国

家棟梁の材となる素地を作る事に於て，叉此上な

き好機会で有ると信じ卒業生諸君に向って祝福

せねばならぬ事と存じます

機械33，応化39，電化36，建築29，造船23，他に本科修業者1，選科1，計162名，工業教員

養成所20，fi計 182名，市立工業専修学校 180名が卒業した.なお来賓として深井日本銀行副総

裁の講演があった.

学校長式辞

-…・此等卒業生を養成する為めに教職員各位の

御努力は尋常ではあ りませんでした.思想混乱の

世相の裡に動揺し易き多数青年を指導誘披して，

其針路を誤らしむることなく，国家の目的と其帰

趨を理解せしめ，失職者の多き事業界の風波の中

に，職を求めて安処せしむる等，並大抵の骨折で

はありません.特に我自由教育は細心なる注意

と，大胆なる施設を要します.実路以来既に十有

三年未だ嘗て其域壁の一角だも崩さず，歩一歩づ

ふ其所定、の目標に向って進行しつムあるを見るは

実に快心の事にして是れ実に各位の不断の努力

と，崇高なる犠牲心の発露に外ならないと信じま

す.私は学校長とて，此機会に於て深甚の謝意を
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表する次第であります.

諸君の在学中は，実に我国として内外多事，所

謂非常時でありました.内に於て政治経済思想共

に安定する処なし特に昨年2月より 5月に豆

仇一種の暗黒時代をさへ出現しました.外に於

ては満洲及上海に於ける戦乱と，国際聯盟の波測

がありました.其等に就ては屡々私が此壇上より

所見を吐露し諸君の注意を促し，且つ参考に供し

ました.一方諸君に於ては，他に率先して，慰問

使を満蒙の奥地まで派遣し，或は視察団を送り，

寿府，上海派遣軍及関東皇軍へは，激励叉感謝の

電文を致し，校内に於ては満室長研究会等を組織

し，我校健児として赤心報閣の意気を表示し得た



ことは，実に多とするに足ると存じます.我全権

の寿府を退去したることに由り，所調大風一過の

観があります.聯盟脱退が余儀なかったことは，

我外交の失敗であるか否やは，別の事として有く

も世界の外交場裡に， 40有余国を相手にし其所信

を主張して，一歩も狂げざる其態度は我国外交と

しては空前の事に属し，帝国の威信叉大に発揚せ

られたることは，実に痛快の歪りであります.此

の如きは万古不易の我国体に帰因することは勿論

でありますが，叉一方に於ては我国工業の進歩発

達が貢献することの砂からざるは，何人も否定す

ること能はざる処と存じます

回顧するに，我国の工業は戦争の度毎に長足の

進歩をいたしました.就中世界戦争の時には特に

目醒しき進歩発展を遂げましたが，爾来10有余

年，之を現今の状態と比較いたしますと，叉隔世

の観があります.大戦後打続く大不況の裡にも，

独り工業技術上の進歩発達は，実に確実なる針路

を辿って進展して来たことは，実に我国として，

非常に心強き次第でありまして，私をして，転々

好景気は粗製濫造を恋にせしめ，不景気は技術の

進歩を促進せしむるの思ひをなさしめます.

諸君は，在学中体得したる，非常時の我帝国，

学得したる専門的智識，自由啓発により練磨した

る人格，何れも貴重なものでありますが，猶至っ

て貧弱なものと存じます.今後世に立ち社会を以

て学校の延長と心得，造次顛irliにも向上修養の途
を忘れず，益々其包容を大にし，叉技術家たりと

雄も，天晴国土の風を以て，一層君国の為めに尽

粋せられ，我国工業の充実に勤め，国威発揚に貢

献せられんことを希望いたします.

来賓各位，本校の創立は大正9年でありまし

た.当時既に不景気の風は全国tこ吹き渡り，相当

に就職難の芦がありました.大正12年に初めて卒

業生を出しましたが，崇気は更に回復せず，卒業

生の就職が困難でありました爾来10ヶ年にし

て，今年初めて梢愁眉を聞きました.

併し景気が良からうが，慈しからうが，卒業し

たものが如何なる地位にでも就職を為さしめ其処

を得せしめなければなりま吐ん.何卒閣下各位の

御同情御後援を仰ぎ度く，懇願する次第で御座り

ます.

我校の出身者が，其成績が佳良であると賞賛を

されますれば，我々教職員に取ては此程熔敷い事

がありません.同時に其成績が悪いと非難されま
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すれば，我々教職員に取っては，此程参考にな

り，叉刺戟になるものはありません.

併しながら此等の批判を聞くにつけ，時とする

と私に一種不満の感を起さしむることがあり ま

す.それは優良な卒業生であると，何だか其工場

に能率のよい機械か，器具を購入したるかの如き

忠、ひを為さしめ，劣等なものであると悪い機械

か，器具を購入したかの感を持って唐らる与こと

であります.今度購入した機械がとても能率が良

い.此では金が儲かる，今度の機械は非常に故障

が多い，此ではやり切れないと云ふ様に，全然人

間と機械を混同して居られる様であります.併し

此は決して東京や，横浜での事ではありません.

惑しからず御容赦を願ひます.

或は広き意味に於て，左様な理屈になるのかも

知れませんが，人間と機械との聞には，其処に何

等か，恨本的の相違があることを，確信いたして

居ります.故に今日流行する，管理工学即ち能率

増進法とか，事業の合理化と云ふことに於ても，

能率や事業其物のみを攻究して，人聞を除外した

法規を作ったならば，何時かは其弊を受けるもの

と，私は想像いたします.米国や独逸や其他，外

国ならいざ知らず，我国では必す.其弊がありま

す.如何となれば，法律に於ては人間の自由は，

其等外国で能く確保せられて居るかも知れません

が，人間天賦の自由は，より豊かに，我民族が社

会的に保有して居ると信ずるからであります.

此の如き問題は，平素私の頭に断へず来往する

処のものであります.来賓各位には，平素御懇親

を苦言ふする方々でありますから，機を以て御垂教

を賜はらば幸甚の至りで御座ります.

此は一つの楽屋話しでありましたが，今一つお

開きを願ひたいことがございます.其れは我校に

於ける震災記念資金部の事業であります.彼の震

災当時，災害の為め学資金に窮した学生は約14人

程ありました.幸にして神戸高工，秋田鉱山専門

学校等から若干の慰問金がありましたので，其れ

に職員在学生及び卒業生其他 よりの寄付金を加

へ，主主に震災記念奨学資金部が創立されました.

爾来10ヶ年間，資金の調達に一方ならぬ苦労を致

しましたが，最近発明を奨励する目的を以て組織

せられた，公心一門会が解散して，其資金約5千

円の寄付を受け，ままに本部は思ひがけなき幸運に

際会しました.如何に貸与を受けた学生が，安心

して本校に其勤学を継続しつつあるか，叉其父兄



が如何に喜びつLあるかが，察すべきでありま 寄付せられたるが如き，公心一門会員各位の御同

す.特に公心一門会の如きものを，私をして容易 情と，御理解は何と感謝を申上げて宜敷か，只々

に組織せしめ，叉其清算に由て，其多額の資金を 感激に堪へぬ次第で御座ります.・

15. 軍事教練

軍事教練については前節で・も述べたが，昭和8年秋の3年生の野外演習は，少しく戦線異状あ

り，と言える.との演習は10月4日から7日まで滝河原で行なわれたが教官の国方中佐が帰郷不

在のため，本校職員で軍職にあった伊藤歩兵少尉(建築教授)鈴木工兵少尉(機械助教授)北里

工兵少尉(電化麗)が軍服姿で随行，指導をした.国方中佐の代役を仰せつかった大木教官も感

心するほどの出きばえで全員和気あし、あいの野外訓練であった.

16. 第13回開校記念祭

昭和8年11月1日から3日まで恒例の開校記念祭が開催された.校内開放は快晴にめぐまれ，

参観者は前年度よりはるかに多かった.校内の催しは各科とも大体前年度同様だったが，売庖，

喫茶庖が復活し賑わった.校外進出の催し物としては横浜名物の建築科芸術大行進「大主亜細亜

義」および応化の「ダルマ行列」があったが，第1日目は夜行なわれ中途で秋雨におそわれ，第

3日目は朝香宮妃殿下亮去のため取止めとなった.

17. 就職状況ようやく好転

(1) 就職難時代

大正の終わりから昭和初頭の金融逼迫(ひっぱく)，つづいて世界パニッグと，日本経済は10数

年不況にあえいだがその間就職難，失業者の増加が，大きな社会問題として憂慮された.

ところが景気は日支事変を契機として立ち直り，職業難も昭和6年ごろがピーグで， 7年末ご

ろからようやく好転しはじめた.

記念祭(昭和8年)

軍事教練の小休止(昭和7年)
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本校卒業生は世聞から優秀と認められていたのと，校長はじめ職員一向の努力により大部分が

何とか適所へ就職することはできたが，しかし，世間一般の情勢からは例外ではあり得なかった.

横浜高工時報昭和6年 3月5日号に校友会講演部委員栗林藤作(機械)が，当時の就職難が如何

に深刻なものであったかをi欠のよう に述べている.

毎年同じセカンドにきざまれて回り来る卒業期3月は，幾年か前わが国資本主義が上向線を辿りつつ

進展を続けていた時代，学生にとって華かに祝福さるべき幸福の3月であった.しかし深刻化しゅく財

界不況は，遂に失業問題の解決を絶望的状態に落入らしめ，必大なるイ ンテリ予備軍の畳々たる中に，

更に無数の失業者群を街頭にぬり出す3月となった.我に職を与えよ.ノ パンを与えよ ! それは大学

専門学校3万の卒業生の肺附よりほとばしり出る現実に対する苦悩の叫びだ.猛烈なる就職運動の勝者

と生活不安のドン底に墜落さるる敗者との二分は，昨日の純真なる学徒をして，前者は魂の抜けたる一

個の傍儲乃至一個の小利巧なる機械たらしめ，後者は建設的現実性を欠く一個の反逆児たらしむ.肉弾

相交ゆる就職戦線を凝視めながら，なおさ主命を賭して突進せざるを得ない者の必然の結果といわんか，

.・・眼前に展開されたる苛酷なる就職難の脅威に萎縮するか，将叉……そは自由主義の真髄をつかむ諸

兄により実証されることである.別離の哀愁を胸に秘めて一文を送る.

高工時報昭和5年12月20日号には「恐慌の最中に乗出す卒業生」と題して

大金餓首と日々に増大する失業群! この底知れぬ不景気! わけても失業地獄の展開の中に来春3

月叉もや25.000の大学高専の卒業生が投げ出されようとしている.今日この頃，今春学校を出たものの

43.9百は未だに彼らの安定した職場を見出すことが出来ずにいる.

と述べ，本校昭和6年春卒業生の就職率を次のように記している.

応化 100%. 機械97%，建築75%，電化525杉 (5年12月調査)

さらに前出の昭和6年 3月の第9回卒業式の校長式辞には「世間一般不況のため卒業生の就職

難には実に閉口するのであります.……此点に就て切に来賓各位の御同情と御助力をお願ひいた

します.Jと述べている.

【昭和6年までの本校卒業生の就職状況】

この就職難がどのようなものであったかの具体的数字について，非常に興味ある統計が横浜工

業会昭和6年の会誌に山口辰男(応化4期，大15卒)調査で記載されている.本校のごとき有名

校で、かっ実力十分な卒業生を擁している学校においてすら，このころの就職難がいかなるもので

あったかがよくうかがわれる.次に簡単に転載する.

機械 322名 応化 309名 電化 307名

名 % 名 % 名 % 
1. 官庁方面 63 19.57 45 14.56 52 16.94 

2. 会社工場 H 168 52.19 152 49.19 125 40.72 

3. 学 校 H 21 6.52 35 11. 33 51 16.61 

4. 自 営 10 3.11 10 3.23 3 0.98 

5. 上 級学校 10 3.11 7 2.27 6 1. 95 

6. 海外方面 4 1. 24 4 1. 29 4 1. 30 

7. 兵 役 5 1. 55 4 1. 29 7 2.28 

8. ルン ペン 41 12.73 52 16.84 59 19.22 
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この統計のうちのルンペン*が失業者をさしており，筆者(山口辰男)は次のように解説して

いる. Iルンペンとはまことに失礼な言ひ分ですが時節柄，職業を得られない諸兄をこう呼んで

みました.御気にさわったら御許し願ひたい.このルンペン諸氏の数は相当多く，実に機械41名，

応化52名，電化59名の多きに達しております.このルンペン氏らは各期とも殆ど同数位宛ありま

す.この中には第9期を除く以外は，全然未就職と言ふのはなく，何れも中途にして失業された

諸氏が多いのであります.J

(注) ルンペン (Lumpenドイツ) (ポロ，腐の意) 浮浪人失業者 (広辞苑)

なおこの調査の対象は大正12年第1回卒業生から昭和6年3月卒業の第9期生までの合計である.

機械 (1 期~9 期〉卒業生総数 336名 死亡 14 行方不明 0 調査対象 322名

応、化( 11 ) 11 329 10 10 309 

電化( 11 ) 11 322 死亡 ・行方不明 計15 307 

また，6年2月8日の東京日日新聞(神奈川東日)には「街に出たエンジニア就職地獄を蹴飛

ばして 力だめしの聞かな生存浜の高工に胆を練った人々」として応化昭2卒のK.Yの米屋，

応化大14卒M.Iの画家，電化昭4卒 R.Hの洗たく屋，同科同期卒Y.Hの養鶏業など変わっ

た方向へ進路を求めた人々のととを載せている.

昭和7年はじめに至っても，まだ不景気風は去らず，失業者はちまたに満ちあふれた.昭和7

年3月5日高工時報では「卒業生を送る」と題し「ここに長々と述べるまでもなく，現社会の情

勢は世界的経済恐慌激化のグライマッグスに達し，幾万という失業者群は， 餓死線上を訪檀し

ている.而してその惨状極まるルンペン層には本年も亦句日の後に幾千というインテリ階級が加

えられんとし，今や世は就職難の最高潮に達せんとしている.……」

(2) ようやく好況に向かう

昭和8年になると景気は好転をみせはじめた.岩波新書 ・昭和史によると「昭和7年秋ごろか

らようやく恐慌をぬけ出した日本資本主義は， 8年， 9年と景気回復の坂を上りつづけた.日本

が列国に先んじて景気回復に向かったのは，軍事費の増大と，時局匡救費の放出にともなう財政

インフレと，金輸出再解禁以後の為替安を利したダンピング輸出にもとづくものであった.昭和

7年度の一般会計予算は，追加予算を含め20億円をこえ，前年の14億7千万円をはるかに上まわ

った.とりわけ軍事費は6年の4億6千万円(総予算の31.2%)より 7年， 7億円(35.9%)，8 

年， 8億5千万円 (37.9%)，9年， 9億5千万円 (449杉)とうなぎ上りにあがった.

軍需インフレによって，従来軽工業中心だった臼木資本主義は，金属，機械器具，化学などの

重化学工業を急速に発展させた.これら3部門の工業生産額は6年には工産総額の34%だったの

が10年には48%に上り，重化学工業の労働者の占める比率は6年の22%より10年末の34%と上昇

した.これとともに職工1，000人以上の大企業の生産額は6年より10年末までの聞に 7倍以上に

増大し満州|ブームといわれた9年， 10年はとくにサラリーマン階級にとっては，一時的にもせよ
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生活の安定感を回復した.それは農業恐慌がまだ続いて米価その他の生活費が安く，労働者の生

活に比較して相対的に安定していたためであった.銀座のカフエーが全盛期を迎えたのもこの時

期であった」とある.

昭和8年3月第11回卒業式の鈴木校長の式辞中に

「本校は大正12年に始めて卒業生を出しましたが，景気はさらに回復せず，卒業生の就職が困

難でありました.爾来10ヶ年にして，今年始めて梢愁眉を聞きました.・・・…」とある.

(3) わが世の春となる

これが昭和10年となると次のように「猛景気の就職陣」となる.すなわち昭和9年12月20日の

高工時報によると「我が世の春を謡歌する猛景気の就職陣，全科決定目隠に迫る」という見出し

で次のように記している rさて卒業と共に心配になるのは自分の職業であるがこと 2，3年来，

軍需工業，インフレ景気の波に乗って就職戦線も全く活況そ呈し，数年前の如く各先生の宅を廻

って歩き，それでも間に合わなくて学校は出たけれどと嘆いた事などは全く夢のよう .Jとあり，

さらに各科に分けて記している.略記すると次の通り，

【機械工学科】

当科は12月6日に早くも全員就職が決定した.従来最も良好な状態にあった機械科においても

年内に全部決定したことは初めてである.就職先の内訳けは ム機械製作工場 17ム人絹製糸，

製菓，紡績，製糖 10 ム電気機械 5 ム航空，自動車 3 ム満鉄，鉄道 4 ムその他 2

【応用化学科】

「今までに半分以上決定しており，残りも大体交渉中で，来春になれば例年の如く京浜間工場

から申し込みがあるから， 3月末までには全部決定する」と先生方も落着いている.

【電気化学】

「年内には全部目鼻がついて，売切れの看板を出す程で既に確定，又は内定したものが32名，

残りも交渉中です.就職先は住友，三菱，三井， 日本窒素，満鉄，曹達が重なところ，とにかく

2学期中に殆ど目鼻がついたのは近年稀なことですJ

【建築学科】

「当科は例年各科に比して遅れ勝ちだが今年は5名がすでに決定，残りも来年3月迄には片が

つく」と先生方も楽観.

【造船工学科】

全国に唯ーっというこの科の就職状況の優秀なことは世間に知られたこと， しかし今年はどう

した事か決定した者は 1/3， 申込み数の多い割に決定が少ないという珍現象を呈している.

18. 本校6博士祝賀会

本校職員中，昭和3年以来昭和8年までに博士の学位を授与されたもの9名という多数に達し

たが，この事は本校の名誉であるのみならず，横浜市の誇りであるとして，市の有識者 井坂孝，
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原富太郎，大西一郎，渡辺福三郎，横山助成，ヰl村房次郎，有吉忠ーらが発起人となり，昭和9

年2月24日午後 5時半より横浜ニューグランドで祝賀宴を聞いた. (なお柏木一三，池内本，富

山保の3博士はすでに昭和3年祝賀会を聞いたので，今回はそれ以後の6博士を主賓とした.

出席者 170余名で盛会であった.席上，有吉商工会議所会頭は大略次の通りの祝辞を贈った.

横浜高工は神奈川県と横浜市が創立費も敷地も のは絡しい限りである.そしてこれらの名誉ある

一切合財引きうけて立てた学校て、ある.わが横浜 学者を横浜高工にピックアップされた鈴木校長の

にとっては，わが子の様である.その子が段々と 手腕に多大の敬意を表する.

成長して一度に6博士の祝賀会をやる様になった

当日の主賓である 6博士とその主要研究論文は次の通りである.

草間 時蕃(応化) iナフタリンの接触環元について」

安川数太郎(数学)

遠藤政直(機械)

横山盛彰(電化)

「変量函数の平均値，標準偏差，相関係数及び度数分布について」

「ターピンポンプに関する実験的研究」

「チグロヘキサーン及その誘導体の電解酸化について」

河合 匡(機械)

木戸 潔(物理)

「常温加工による金属の諸機械性質の変化に関する研究」

「化合物及イオンの磁気係数について」

19. 第12回卒業式

第12回卒業式は昭和9年 3月15日午後3時より本校講堂で工業専修学校と合同で行なわれた.

との日来賓として荒木大将(前陸相)を迎え，在郷軍人 100余名，県市の名士，父兄等多数の来

会者を見，さすがの大講堂もあふれんばかりであった.

校長の式辞，横浜市長の祝辞，荒木大将の講演，卒業生の答辞あって午後6時終了した.

なお鈴木校長は後述のように昭和10年2月退任したので，これが同校長の卒業式式辞の最後と

なった.

学校長式辞

...卒業生諸君，今や蛍雪の功成り本日を以て

各其所定の業を了へ， 340人一団となって，校門

を出づることは，実に目出度き限りであります.

門に僑り，諸君の錦衣帰郷を待つ，父兄諸君に於

ても，撫御満足の事と察します.特に大正12年，

第1回の卒業生を社会に送って以来打続く不景気

の為め，折角校門を出でLも，就職難の為め，一

方ならず苦労をいたしましたが，経済界の一陽来

復せる為め，今年初めて就職難より解放せられ，

漸く愁眉を開き得たることは，突に御同慶の至り

に堪へさ.る次第であります.抑も諸君が我々の学

校に於て学び得た処のものは，技術家として，又

科学者としての全くいろはに過ぎないものであり
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ます.此より社会に出で.1.，刻苦勉励之を大成せ

しめねばなりません.而して自由啓発，自治自覚

の我校精神は諸君の全生涯を通して，深く脳裡に

徹底せしめ，場爽たる国土的風格と，真撃なる科

学者的態度を以て，奮励努力， 一身を忘れて，国

家の為め尽痔し，以て皇恩の万分のーに酬ひ奉ら

んことは，男子の本懐でありまして，造次顛1市に

も忘れてはなりません.

教職員諸君，過去1年間，和衷協同，不肖を助

けて，厳格なる規則も，叉規約もなく，一見頗る

放慢無秩序の裡に，規律と，制裁を樹立して，整

然、として，今日の盛典に達せしめたる，諸君の御

努力に対し，此機会に於て，深甚の謝意、を表しま



記念祭での建築科大行進(ルネッサンス) (昭和9年)

す.特に卒業生の就職に就ては，一方ならぬ御苦 べきことは，我校教育に，陸離たる有終の美を，

労をかけ，叉，就職難の時に於て，一層の面倒を 添へるものと存じます.猶此等間断なき，職務に

見る次第でありまして，実に容易ならぬ.職責以 服しながら，更に諸君の学術に精進せられ，学界

外の重任であります.就職は卒業生に取り，実に に貢献せられたる，幾多の業蹟が現れてゐます.

重大なる件で，利害関係の鍾綿したる，実際問題 此等の業蹟は，学生の指導教育上，無言裡に大な

であります.此れが取扱の如何は，教育の根源に， る感化を及ぼすベきは言ふまでもありません.此

大なる影響を，及ぼすものと信じます.愛情を隊 機会に於て，感謝と，敬意を表する次第でありま

れたる，無邪の心境を以て，就職の為めに尽くす す…・・.

20. 昭和9年の記念祭

開校ここに14年， 11月1日講堂において開校記念式が挙行された.遠藤，鈴木(京)，池内，大

西4教授および鈴木校長の祝辞ののち校歌斉唱，万歳三唱があって式を終わり，配られた赤飯を

一同で食し当日を祝った.午後は名物の記念、祭に移った.同日および翌2日は雨で人出も少なか

ったが，最終日の 3日の明治節の日は快晴に恵まれ，入場者2万人以上の盛況であった.今年は

実業教育50周年に当たり，鈴木校長もひとつ大いにやるべしと声をかけたので，例年に増して，

職員，校友会も大はりきりであった.また，各科の催し物も非常時を反映したものが多く盛大で

あった.なかでも建築科の名物の芸術大行進は 「ノレネ ッサンス」と題した山車を先頭にして2

日， 3日市中をねり歩き人気をさらった.

21. 実業教育50周年 鈴木校長河合教授表彰

昭和9年をも って実業教育満50年になったので，文部省を中心として各地で盛んな行事が行な

われた.この50年を記念して文部省実業学務局から昭和9年10月に刊行された「実業教育50年史」

の序につぎのように記されている
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松日1文部大臣(中央)来校 (昭和10年)

我国の教育制度は明治5年に頒布された学制に 大方の清鑑を煩はす次第である.

濫自書する.……如実に我国の実業教育法令と認む 50年の歳月短かしと言ふべからずと離も，今や

べきものは寧ろ明治16年に発布された農学校通則 実業専門学校52.実業学校1，003. 実業補習学校

に在ると信ずる.本年はそれより満50年に相当す 15.082を数へ，…・・ 実業教育創始以来700万に余

るところから，仲秩10月を期し，実業教育50周年 る人材を養成し，以て邦家の発展に貢献しつつあ

記念を催し，その事業のーとして本容を編纂し， るは偉なりと云ふべきである…・・.

鈴木校長河合教授表彰

鈴木校長は昭和8年11月13日，帝国教育会50年記念、として同会より教育功労賞が贈られた.

また鈴木校長，河合教授は昭和9年10月20日実業教育50周年記念会より，実業教育功労者とし

て表彰された.

22. 松田文相の来校

昭和10年1月10日午後，松田文相(松田源治，岡田内閣)菊地実業局長が本校在視察した.航

空科の独立問題，本建築促進問題等を控え，文相の来校は注目されるところであった.

23. 高工時報創刊10周年を迎える

昭和10年1月15日をもって，わが横浜高工時報は創刊10周年を迎えた.さきに述べたように大

正14年1月15日， 1号を刊行してから早くも10年を経過した.この10年間部長，委員長，部員と

時報発行に携わった人々は年月と共に変わったけれども，そこには時報精神，高工スピリットは

変わることなく ，その紙面は全国学生新聞中他に比肩するもののない充実ぶりを示した.昭和10

年1月19日第200号をもってその記念、号とした.

その記念号の部説では 110周年を迎えて更に躍進を期す」として次のように述べている.
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厳正忠実なる態度を持し，常に世論の喚起を 横浜市内有力団体であることは時報が一般社会層

促し，不偏不党，学内融和，自由主義扶育を標携 にも浸潤しつつある証左でもある.この10年の健

し，校友の自覚を助長，また弘陵に関心を有する 実なる発展を基礎に，さらに自由主義達成の彼岸

一般人士の圧倒的歓迎を受け，校外発送の6割が へ遜遂せんとするものである.

24. 創立15周年

昭和10年1月19日をも って本校はここに 15周年のめでたい日を迎えた(大正9年1月19日勅令に

よって本校の設置が公布).このことに関し10年1月18日の新学期に当たり，鈴木校長は15年ぐらい

でお祝いをするのは学校としては早い.今年は何も特別のことはしない，と次の通り語った.

「何周年のお祝などということは卒業生が主となってすべきことで，世の中からあの人はと言

はれる程の傑物も出ていない今から，それに15周年に祝辞を読む為に急ごしらへのモーニングな

ど板にっかぬものを着こんで来たととろで噴飯ものである.25年もしたら必ずや卒業生中にも傑

物が出てきて本当に25周年祭を飾る ことであらうと確信して，今年の15周年は平年として過すつ

もりである.J 

25. 学園人事

池内教授退官

本校の名物教授でポンちゃんで親しまれていた池内本教授は，昭和8年9月30日付けで自ら教

授の職を退きあと講師を委嘱された.

同教授は本校創立時代に年齢わずかか36歳で物理学教授として赴任， 14年間本校教授として本

校のために尽くした.同教授はまた一高の名3塁手として鳴らした人で，本校の初代野球部長と

して，素手で投手の球を受け選手たちを驚かせた.あだ名のポンちゃんは名前の本を夏目激石の

坊ちゃんにもじったものである.

退官にあたって同教授は次のように語った.

物理学界は新量子論のめざましき発展により自

分など扶手して唯々その進歩の早きに驚ろくのみ

である.f?lJへば数年前に自分も少しばかり実験し

た事のあるコンプトン効果についても，その当時

の理論は今や古典的理論と言はるる様になってし

まってゐる.

叉他方現代の世相を観るに5，15事件*突発以

来，益々 j軍沌たる状態となり自分には全く分らな

くなった.この際静かに考へて見たい

(商工時報退官に当り私の心境)

(注) 5，15事例 l刷荊17年5月151J 三ヒ卓，山i~~:Z::.:両海軍中尉らが首相官邸を鑓い，犬養首相をピストルで射殺した事件.

木戸教 理学博士に

木戸潔教授はかねて母校東北帝大へ 「化合物及イオンの磁気係数に就て」の論文提出中のとこ

ろ，昭和8年11月理学博士の称号が授与された.これで本校8人目の博士が誕生したわけであ

る.なお日木学術振興会より研究費 1，700円が交付された.
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東北帝大総長鉄の本多光太郎博士の愛弟子である.

河合教授工学博士に

機械工学科の河合匡教授はかねて東京帝大に「常温加工による金属の諸機械性質の変化に関す

る研究」という論文を提出していたが，昭和8年12月工学博士の称号を授与された.本校では9

人目の博士で工学博士は2人目である.

なお同教授は蔵前の工業教員養成所出身の学究で‘ある.

安中助教授逝く

応化助教授安中足穂は病気のため， 10年1月12日死去した.行年31歳の若さであった.

長崎生れ，本校応化第3期で大正14年卒，故柏木博士門下で仏国トールズに留学，ポール ・サ

パチエー (ノ ーベル賞受賞者)に師事し， I有機化合物に関する触媒の作用」について学位を得，

昭和5年5月帰国，本校においては飲柏木教授の「フランの誘導体の研究」を継承，研究をつづ

けていた篤学の土で，その死は各方面より惜しまれた.

26. 校友会運動部の活躍

昭和6年から 9年にかけて本校運動部の活躍はめざましくー黄金時代を画した.若人たちは3

年の弘陵生活に青春の血をたぎらせ 1・金港の波高らかにJ I大岡の原野にJI拡陵の粛ゆる若葉

に」走り，漕ぎ，投げ，撃ち，歌い，ある時は勝って欣喜雀躍(きんきじゃくやく)し，ある時は

敗れて明年を誓って泣き，若き日の感激を満喫した.

次にこのころの主な優勝記録を拾ってみよう.

<昭和6年度>

1. 対高商定期戦

野球 負 5 -12， 3-6， 5月31日，6月1日公園球場

庭球勝 5-3，5月17日

競技負

柔道勝

蹴球負

28-29， 6月14日 Y校々陸

6月24日 本校道場大将1人を残して勝

1-6， 2月12日公園球場

駅伝ゴール前風景 (附和7年)
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ボート部合宿所にて

ポート部 (附和7年)

龍球勝

弓道勝

ラグピー勝

40-18 7月初日 高商コート

69中-62中 6月14日

22-0 12月13日本校々庭雪中に大勝

2. その他の対外試合

剣道部

端艇部

対浜松高工定期戦木校勝 6月14円 本校道場これで2勝3敗となる.

①横浜4専門大会に優勝 6月21日 第1困対横浜商専を破り，決勝に関東学院

を破る

② 全岡高専大会に優勝 8月23日 隅田川において 1回戦日大工科を破り，決

勝に長崎高商棄権したため独漕する

③第6回明治神宮体育大会に優勝 11月1日-3日隅田川において第1予選商大専

門部を，準決勝で日大予科を， 決勝で商大冬来倶楽部をそれぞれ破り，一昨年に

引きつづき優勝.

ラグビー音11

庭球)}II

柔道官11

黄金時代ともいうべきか，昭和6年は対高商定期戦は22ー 0で勝ち，早大OBを一

蹴，市民大会では高商を27-5で破った.

各部のトップを切って5月17日対高商定期戦に勝ち，夏休み中の全国高工大会には

惜しくも準決勝で敗れた.秩遠征の浜松高工を一蹴，市民大会には田中伊藤組がダプ

ルスに優勝，6年度の対校マ ッチ勝率8割2分であった.
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水泳部

山岳部

新聞部(昭和7年)

ラグビ一部(附布17年)

東工大主催第一回全国高工大会は8月15日より参加l校山梨，浜松，福井，神戸，本

校の 5高工および日大専門部工科， 東京高等工学校の計7校で行なわれ， 木校は東

工，山梨を破り，日大と決勝を争い，大将以下3人を残してっし、には権そ握る.

1. 7月7日元町プールで、聞かれた第4田市内4専門水泳大会に出場優勝.

① 本校 58点，② 商専 51.③ 高商 43，④ 関東 5

2. 9月6日大阪府下茨木中学プールで-行なわれた全国高工大会に出場，次の成績で

優勝.

① 本校 66点，@ 浜松高工 49，③ 神戸高工 48，④ 広島高工 25，@ 福井

高工 24，⑥ 名古屋高工 8，⑦ 京都高芸 O

夏休み次の7班を組織してそれぞれ山を楽しんだ.

第1班上高地キャンピング

2 針の木，烏帽子，鎗

3 槍肩小屋，上高地

4 冨士登山

5 赤城山，大沼湖畔キャンピング

6 赤石岳

7 白馬

<昭和7年度>

この年排球部が新しく校友会の正式な昔11となり，大山会計主任が新部長となった.活躍を今後

に待つ.

1. 対高商定期戦

対高商定期戦の1年間の成績をみると 8部のうち，野球，蹴球に敗れたのみで，他の6部にお

いては完全に高商をおさえた.
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野球 復活第2回の対向商戦は開港記念日の6月2日より聞かれ，第1回戦2-3Aで負，

第2回戦は4-1で勝，第3回戦は1-10Aで惨敗.

庭球 5月15日 高商コートで聞かれ6-3で快勝

競技 6月19日 高商グラウンドで361/3点-202/3点で

柔道 6月25日 高商道場で対戦，大将同士の決戦となり遂に勝

箆球 6月12日 高商コートで31-30の接戦で勝

弓 i1i 6月18日 元町道場で挙行59中 49中で5連覇

ラグビー 12月10日 本校グラウンド勝

蹴球 11月19日 横専グラウ ンド2-5で再び敗れる

2. その他の対外試合

庭球音[1 4月24日よ り開催の県下硬球トーナメント戦に出場，は権を獲得した.

庭球部 7月25日からの大阪工大主催の第2回全国大会に出場， 第 1回本校3-2京都高工

芸，第2回戦本校3-2明治専門，決勝戦本校3-2名古屋高工で本校初めて優勝.

籍球音[1 5月4日より聞かれた市内4専門籍球リー グ戦には，本校は5勝 1敗で優勝した.

競技音1I 競技音1Iは6月4口， 5日に筒井戸i工グラウンドで開催の第8回全国高工陸上競技大

会に出場，次の成績で優勝した.

① 本校 52点，② 福井 46'/3，③ 浜松 43'/6，④ 名古屋 341/2

端艇昔1I 6月29日の第1回横浜4専門リーグ戦に出場，西の橋一港橋間 750メートルコース

で3戦3勝して優勝.

京大主催第2回全国高専大会は7月30，31日の両日瀬凹川で関催されたが，第1日

は長崎高i荷を，第2日は決勝戦で強豪広島高師を破り， 1"固定席では横浜高工」の

名を高からしめた.

剣道音11 6月18日東京高等工芸と対戦2人を残して勝， lnJ月26日の第1田市内4専門リーグ

戦には惜しくも敗れる.

館球部(昭和9年)

邦楽部 (昭和9年)
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ポート部バッジ

第3凶全凶噂門学校優腸競漕大会
優勝記念 t後は瀬田の庇橋)

水泳部 第5田市内5専門対抗大会は7月8日， 9日と元町プールで聞かれたが，次の成績

で3述勝.① 戸i工 61，② 高商 49，③ 横専 28，④ Y専 19，⑤ 関東 l

7月24日 大阪市立運動場プールでの大阪工大主催第3回高工水上競技大会に

おいて再び優勝.成績次の通り.① 本校 80点、，② 福井 44，③ 京都 39，

④ 神戸 37，⑤ 浜松 25，⑥ 名古屋 7， ⑦ 広島 19

野球部 鮮満各地に遠征竹内部長，大塚委員長部員15名は暑中休暇 を利月lして 7月27日

下関出発，朝鮮，満州，青島方面へ遠征，各地で試合を行ない25日間に11戦7勝の

成績で8月下句帰校した.

3. 工場陸上競技大会

本校競技部主催第1回京浜工場対抗陸上競技大会は， 11月26日保土ヶ谷競技場で開催，参加工

場はマツダ，芝浦，東洋電機，森永製菓，旭スレート，古河電線，新潟鉄工，富士電機，専売局

の9社で，マツダが60点在獲得優勝した.との種の工場対抗の運動競技は今回がはじめてで，工

場人の体育増進と，工場関係者の親睦融和に役だっところ大なるものがあった.

く昭和8年度>

1. 対高商定期戦

野球 6月 2.3. 5日 1回戦1一7敗， 2回戦8-7勝， 3回戦0-5で敗， 3連敗.

庭球 5月28日 スコア記録なし負

草E色立F己 r.x. 一- 6月18日 高商トラック19-38で惨敗

柔道 6月17日 本校道場大将を残して勝

籍球 6月18日 大岡小学校体育館で64-57で勝

弓道 6月18日 元町道場63中-52中で6連勝

ラグピー 12月10日 30-0大勝

蹴球 6月18日 本校グラウ ンド5-4定期戦開始以来6回目で、初めて勝つ

2. その他の対外試合

端艇部 6月25日大岡川横浜4専門大会優勝
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7月31日 瀬旧川| 全国高専大会再度優勝

11月2日， 3日間田川神宮大会優勝

水泳i}11 7月7仁1，8口 第6回横浜学生水上競技大会で‘優勝参加校5校

7月20日 大阪第4回全国高工水上大会で 3度優勝

剣道行11 7月13日-15日 東京工大主催第2回全国高工大会に優勝

3. 工場陸上競技大会

本校主催%"¥2回京浜工場対抗競技 11月19日保土ヶ谷グラウンドで開催，富士電機が優勝

く昭和9年度〉

1. 対高高定期戦

野球 6月2日第1回 1-5A負 6月4日第2回 5A-311券 6月6日第3回 8-0勝

3連敗の後ようやく 勝

庭球 5月27日高商コー ト3-6 負 2連敗

競技 5月17日 23-35U 通算3勝4敗1引分となる

柔道 6月17日 目i尚道場5人を践して大勝3連勝

蹴球 6月24日 目商グラウンド2ーo2連勝通算2勝2敗3引分となる
能球 6月24口 両商コー ト38-33 5連勝成る

弓道 11月11日 元町道場83中-43ql 7連勝

ラグビー 12月9日 26-6 勝(専門リーグ戦を兼ねる)

対高商野球戦は，3連敗を喫したあとの久しぶりの快勝とて，応援団はブラスパンドを先頭に

芯気掛々とがい歌をあげて乍校へ引きかえした.大岡の全町民は熱狂してこれを迎え，職員，生

{止，先輩は大講堂にあふれ，野球部のために祝杯をあげた.

2. その他の対校試合

fJii 艇 6月24日 大阿川筋市内専門競漕に優勝

7月28，29日 i頼回川全国専門学校競漕大会3年連勝

水泳 8 fl 6口 元町プールtr~ 7 田市内 5 専門水上競技大会に 5度優勝
乗馬クラプ (昭和6年〉
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① 高工 61，② Y専 36，③ 横専 27，④ I~l東 26 ， ⑤ 高商 8

7月22日 宝塚プール全国商工水上大会4度連勝 ①本校 84，② 京都工芸 34

以下略

ラグピ~ ~~2 田県下 4 専門ラグピー 11月24日本校グラウンドで26-6でY専を，11月29日

ヌド校グラウンドで 22-3で横専を，12月9日本校グラウンドで 26-6で山商を破

り，咋4ーにつづき連勝した.

昭和9年懸賞当選応援歌

応援歌 機2 木暮正夫作詞

1. みなぎる力 黒鉄の腕

高鳴る血潮若き腕

烈 ! 烈 ! 相樽つ

熱また力

制覇の剣高らかに

かざせよ男子立てよ今

応援歌 機2 天野浩平作詞

1. 見よ鉄腕に綴る力

聞け我胸に 高鳴る血潮

今し火を吐く激減の球

憂然空に長打の響
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2. 溢るる正気 自由の叫び

湧き立ついぶき 若き魂

烈 ! 烈 ! 相縛つ

熱またカ

理想の旗高らかに

ふるへよ男子立てよ今

2. あL青春の感激の時

自由の誉覇業を遂げて

五百の健児声高らかに

揚げよ歌へよ我等の凱歌

高工 ! 高工 ! 横浜高工



第1章 第5節鈴木校長の返任と富山校長の就任

昭和10年2月，鈴木校長は突然退任し，二代校長として冨山保が就任した.鈴木校長の退任の

あいさつに学生たちはおいおいと声を上げて泣いた.自由教育の父鈴木達治は在任15年で自ら学

園を去ったが，その後も本校名誉教民として，永くヨト:校のために尽力し，何時までも暖かく学園

を見守っていた.

本節では鈴木校長の退任と冨山校長ーの就任について述べる.

1. 鈴木校長の退任

本校指IJ立以来，終始一貫白111主義の信念、のもとに教育にまい進してきた本校校長鈴木達治は，

後進に道を聞き新風を学園に吹き入れるため， 午・校創立ì~:j15周年でもありまた学校長として勤続

満15周年の日に当たる昭和10"r1月19日退職を決意し，諸般の手続きを完了，2月13日依願免本

官の発令があった.なお同時に新校長に電化講師富山保が発令された.

また l~iJ lI4・に橋本重隆， 渡辺義勝， 111下誠太郎 3 教J受は校長ーと進退を共にし同日付けで辞任した.

大正 9~，・木校創立以来自 ril啓発主義の旗峨を高く掲げ， ざん新な教育指導原理を身をもって実

践し，機械的職業教育の風潮の中にき然として立ち，この横浜の一角に自由教育の父鈴木達治あ

りとうたわしめた教育界の口人は，全校生徒に惜しまれつつことに突如として自ら退任したので、

あった.

2月13日前校長鈴木達治，新校長富山保はそれぞれ次の通り語った.

鈴木校長挨拶

今回突然辞職を決行したのであるが吾輩の心度

は既に創立当時から定まってゐたものて‘あって何

等他の事情に依るものではない.日/lち公人として

の，出処進退は一点の暗影なく切らかなものでな

ければならぬ.吾輩は創立以来10年或は15年勤め

たならば必ず後進に道を譲り校内の気分一新をせ

ねばならぬとの考へから老艇を提げて何時迄も恋

々として職にI磁りっき老ひぼれた醜態をl曝したく

なかったのである.今回の此挙に対して世山では

種々なるデマを飛ばす向きもあるが，吾輩の心境

には一点の邪なく不純な動機は毛頭も無く官吏と
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して出処進退の正道を行ったものと 心得てゐる

T'HI~ と進退を共にして勇退してくれた三教授は

皆学校の経済的行詰りを打開せんが為に犠牲にな

って頂いたので，感激して居る次第である…….

後任の冨山先生はその人格に於ても見識に於て

も吾輩の後を製ふてしかも尚ほ吾輩以上の手腕を

発揮される所の真に，変り栄えある人と云えるの

である.吾輩が云ふ迄もなく諸君が何れ冨山新校

長と親しく膝を交へて見れば判る事て‘あるが実に

気持ちの好い人絡者で天哀の風格と云ふものには



只管敬服の外はない.吾輩は決して冨山先生に吾 である.吾輩はこの六川山上に隠居はしても横浜

輩の主義主張を踏襲せよとか云ふ様な'Jj:は一切云 高工の発展には大いに期待を持ってゐるのであ

はない.唯富山先生の総てを信額し切ってゐるの る・・….

富山新校長談

甚だ突発的に任命せられましたので未だ之と云

って申上げられませんが，一言にして申すならば

前校長鈴木先生の方針を踏襲して更に之をより徹

底させると云ふ考へを持って居ります.

;y_，は水戸の出身ですが先祖から一つの掛字を持

って居るのです.それは「元気」と書いた有名な

人の苫です.この掛字は私が書生時代から座右に

かけて総ての仕'J干に対してこの精神で当って来た

のです.即ち私の，処生上のモットーとして総て

元気でやると云ふ事を第ーにして居るのでありま

す.しかし元気と申しましても猛虎鴻河の勇を娠

ふと云ふ事では決してありません.表面消極的で

見えぬJ憾な事でも静かに隠忍してやると云ふ事も

非常な元気を要するものです

人間的道義に逆行する事なく総ての引に対し元

気を以て当ると云ふ事は必要な事です.世:のrl'の

も最も尊ばねばならぬ事は青年の意気です.私が

高等工業教育を礼讃するのはこの点です.即ち29

や30になって大学を出たとてそこには既に20や21

の旺盛なる意気は消えてしまって大きな仕事に取

掛る元気はなくなって居ります.昔より大事業を

なしたものは元気ある青年時代を最も有効に活用

した人で、あります 共処に於て木校を卒業する方

々に大きな期待がかけられるのでありまして私が

生徒諸君に望む第ーのものは青年の士気を消耗せ

ぬ様にして頂きたいと云ふ事です.之は私が昔か

ら考へて居った事柄です.

元来実業教育と云ふものは直ちに職業と云ふ事

を念頭に泣く関係から幾分早く裟婆臭くなって元

気を喪失する嫌ひがあるが，私としては飽く迄士

気を振ひ起して青年の意気を高めて頂きたいと恩

ひます.若くして出られる本校生は元気良く世の

てn:は総て元気なくしては出来ません.本校として 中でも活躍して頂きたし、と思って居ります....

なお鈴木前校長は2月14n午前11時から，講堂で全校職員生徒に対し，次のような悲壮な訣別

(けつベつ)のmを述べた.職員生徒一同は皆涙にむせび，各新聞社のフラ ッシュに映じ出され
た光氏は悲痛の極であったiIij述の言葉と重複するところがあるが煩をいとわず，今これを記し

ておく.

鈴木前校長検別の辞

多年私は此の講埋から諸君に見えて居りまし

た.今日校長として去り行きまするに際して，諸

君がj折く多数集って見送って下さることは私の衷

心より有難く感謝致す所であります・....

学校創立の時分には私は10年学校をやったら後

進に談らなければならぬと考へて居りました.と

ころが10年やって見ますと云ふと，やはりそこに

は人間としての色々な煩悩や未練や執着と云ふも

のがあって当時兼任して居った商工実習校長だけ

を今の山本君に譲って，本校だけは更に続けて来

たのであります.今度は15年が来ました，是が私

の辞するところの，絶好の機会であると思って居

ったのである.さうして昨冬以来此の正月19日を

只すら待って居ったので、あります.其前日の18日

には私は此の講堂で校長として最終の講演をした

のであります.災の|時，別19日は学校の創立満15
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年に当ると云ふことを申上げた.共の時には既に

私は辞表を書いて持って居り，翌日之を文部省へ

提出したのであります.

通常の辞表の体裁と云ふものは，病気に因って

職に耐へなし、から辞職を願ふと云ふので，官吏は

勝手に辞職することは出来ないのであります.併

しながら私は形式に拘泥せず自分の心境を最も率

直に書きあらわした辞表を提出した.辞表の文句

はかうである. 即ち， r私儀本年を以て頒齢65の
春を迎へ，且つ当1月19日を以て本校創立満15ヶ

年に相達し申候につき此の機会を以て退職仕度云

々」かう云う文句であった.ところが文部省の方

でも突然のことで，私のことを惜しまれました.

fAは甚だそれは痔けない次第であります.併し，
辞古、を決したる上は仕方がないからとて聴許とな

りました.又辞表の文句も型破りでありましたが



文部省に於て其のま与で差支ないとして其ま L採 いが，他に職に就く考は毛頭持って居りませぬ

用せられました.此点私は実に平身低頭して文部

当局にお礼を申さなければならぬ心持ちが致され 倦て然らば後任はどうかと云ふことに対しまし

ます.而して其の辞表は当分お預りを願ひたい. ては，私は昨日任命せられたところの富山博士を

当分と難も極めて短い闘である.私が学校を出る 推薦致しました.私が理由を附して推薦致しまし

にしても唯自分だけ無事に去って行けば宜いと云 たところが，本省に於ても何等異議なくして，冨

う訳には行かない.それで尚ほ少々工作すること 山先生を後任に任ぜられました.冨山先生は諸君

があるからそれが終るまでお待を願ひたいと云つ の一部の方は御承知であらうと恩ふ.我が学校が

て置いた.さうして私は帰りまして，数氏の教授 大正9年に創立をしました時以来学校の講師にな

の方々に，我鐙は辞表を提出した.学校も段早15 って居られる.本職は東神奈川にありました横浜

年経ったので，其の問に色々な行詰りが生じて居 舎密研究所の主任で，其の経営に当られて居つ

る.殊に，経済上の行詰り，教授定員の行詰り等 た.舎密研究所と云ふのは工業に関する化学の研

を来して居るのであるからして，放に更始一新を 究をする所で，出資者は原三渓先生，並に中村房

期して私も勇退をするのであるから，一つ私に同 次郎氏であった.東北帝大の小川正孝総長が老年

情し共に勇退をして学校の局面を新に開く途を講 に及んで大学を辞する時に，其の後任として冨山

じて貰ひたl、と一々お話を進めて行きました.昨 先生を勝しようと致しま した.屡々 人を以て私に

日勅任待遇を以て依願免官になりました三教授 も照会があり，又冨山先生にも直接交渉がありま

は，全く私に同意せられて，それならば一緒に返 した.遂には小川総長御自身が横浜まで出張され

かうと云ふので退職して下さったのであって，此 て是非に富山氏を後任にしたいと云ふ御希望があ

の三人の教授の方々に対して何と申して宜いか， りました.猶それが為には只今大阪の大学に居ら

私に対するところの，義理人情友愛には，私は何 れるところの理学部長の真島利行博士，東京帝大

ともお礼の申しゃうがない.其の態度の立派なこ の片山正夫博士も交々勧誘せられたのでありまし

と，何時までも私は有難く感謝する次第でありま た.併し冨山先生はそれを辞されたのでありま

す.尚ほ他に2名の教授のお方も私と進退を共に す何故辞したかと云へば，自分は研究所の柱石

して下さると云ふことで辞表をお出しになりまし となって経営して居るのである.其の大黒柱であ

た.併し是は又色々都合に依りまして私が之を保 る自分が去れば，多大の資金を投じたあの研究所

留致しました.もう少し御尽力に与らなければな のあとはどうなるか分らないと云ふので，義の為

らないので，或る時期まで待って戴くことに致し に終に其の東北帝大の地位を捨てたのでありま

てあります.更に他に両三氏も進んで私と進退を す.若し富山先生にして東北術大に赴任して居つ

共にしたし、との事で辞表を御提出になった方があ たならば，何時かは総長たる身分であることは吾

ります.辱知の真情には絢に有罪在く感謝いたして 々疑のないところである.それを捨て L小さな私

居る次第です……. 立の研究所を守り立てたと云ふことは，其処に名

私は何等学校を去ると云ふことに対しては，他 節を貴んだ偉大なる人格の現れがあると考へさ.る

意はありませぬ.多少のデマも世の中にはないで を得ない. r責任を重んずる人，名節を尚ぶ人，
はありませぬ.即ち私が実業界に出て働くと云ふ 彼は頼もしき人，彼は苦節を共にするに足る人云

やうな噂もありますが，もしその気分があるなら 々Jの文字は私の書き残して置いた「自由教育の

ば，無論此処に留って又3年5年と勤めたい考へ 片鱗Jの中にありますが，其の文句の対象こそは

であります.他の学校に出て教育に従事すると云 我が富山新校長のことであると云ふことを諸君に

ふやうな気分があるなら，やはり同様此処に留り 御承知を願ひたいのである.其の研究所は昭和4

ます.其の他の職に就く気分があるなら矢張り同 年でありましたか5年でありましたか其の時分ま

様であります. で続いて居りましたが，色々な関係からして解散

第2の天地を開拓せんとの野心は毛頭ないので を致しました.其の問又我が富山新校長は，或は

ありまして，本校こそは私の教育生活終駕の地と 三井から，或は住友から招幣勧誘を受けました.

定めた所であります.無論私は隠居をする積りで 併し此の横浜の孤城を守って其の招勝に応せ.られ

ある.しかしまだ自分が老乏れたとは考へて居な なかった.最近に於きましては日本揮発油会社と
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云ふ大会社の成立に色々と尽力せられて，さうし に疾風の如く辞表を提出し又疾風の如く発令とな

て其の会社の重役として正月の中旬頃でありまし ったのであります.

たか就任せられました.その初めての重役会議が 昔の兵法に疾きこと風の如く ，静なること林の

昨日開かれ冨山新校長も取締役として会合せられ 如しと云ふことがあります.諸君は此の私の退職

たのであります.併し突然の私の懇望に依って， に伴ふ総ての事に，無条件で以て御賛成を願ひた

少からず其の進退に迷はれたことであると思ふ. い.支援を願ひたい.而して同時に又諸君の態

それは再三学校長就任をお断りになったことに依 度，我が全校の態度と云ふものは「林の如く静な

っても判るのであります.尚ほ其の外にも重役と りJかう云ふやうにやって貰ひたい.疾きこと風
して他の会社にも御関係がありますが一旦官吏と の如く，静かなること林の如しとは古今名将の斤!

なれば一切其れらのものをぬたなければならな 兵の術である.我が学校小なりと!i:1Eも名将の用兵

い.そこに色4なるところの面倒なことはあった の方策に則り疾きこと風の如く ，静なること林の

であらうと私は思ひます.而して遂に是等のもの 如しでありたい.是が実現出来たならば我が横浜

とは悉く縁故を断って，御承諾下さったのであり 高工の威風は実に天下に堂々たるものであると私

ます. は堅く信ずる.願くは私自身が疾風の如く去った

私の辞表を出して以来今日まで相当の時聞が経 のであるから，諸君は林の如く静に此後を守って

って居りますが諸君には何等其の事を知らさず， 貰ひたい.又此の瞬間に於て特にかく行動して貰

職員の方にも又同様何等お知らせをせずして，実 ひたし、と恩ふのであります…….

なお鈴木前校長の別れの言葉のあと富山新校長は立って，伝統的校風をますます宣揚し，自由

教育達成にまい進したいと力強く就任のあいさつを述べた.これと13日の育葉と重複するが，新

校長初のあいさつとして記すこととする.

富山新校長就任挨拶

私は今岡本校4長の任を受けまして鈴木達治先

生の後を襲ふことになりました.私は淘に不徳、不

才でありまして，殊に閲歴に乏し く大校長たる鈴

木先生の後を継ぐには淘に不適任の者て、あると云

ふことを自覚して居る者でありまして先生の御推

薦を得ました時に其の理由を緩々述ベまして再三

固辞致したのでありまするが遂に許されず此の任

命を見るやうになりました.併しながら一度此の

大任をお受け致しました以上は自己の全力を挙げ

て其の任を全うするに近からしめんことを誓ふ者

であります.

新校長富山保
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大凡教育なる仕事は有ゆる仕事の中に於きまし

て，之を真面白に考へますならばその遂行は難事

中の難事でありまして又同時に若し其の成果に於

て見るべきものがある時には男子の本懐として之

に過ぎるものはないものと考へて居ります.現在

の日本は万人が認識し，さうして唱へて居るやう

に，重大な時機に際会して居ります-….我が国

運の躍進を期せねばならない.是が為には工業の

健全なるところの発達隆盛と云ふことが一大条件

であると云ふことは現在に於きましては争へぬ'jl

実であります.



此の工業の第一線に立って其の指揮に任ずる役

割を演せ'ねばならないのは吾々高等工業学校の卒

業生でなければならない.即ち国家が今日有ゆる

教育機関に於きまして最も大なる期待を懸けて居

るものは，此の高等工業教育であると云ふことを

申しましても敢て過言でないと私は信じて居りま

す.

本校は大正9年に創立されまして今日まで満15

年の歳月を閲しました.其の問吾々の恩師鈴木達

治先生は自由啓発の主義をば高く務されまして創

立忽々彼の大震火災の厄に迎ひましたが，焦土の

中に立たれて毅然として満身の勇気と熱意を以て

今日まで導かれました.多数の職員は之を翼賛さ

れまして漸次其の効果が現はれて，過去に於きま

して千幾百の卒業生をば社会に送り出しまして，

幾多の貢献を我が工業界に寄与しつLあることは

淘に快心の極みであります.

此の自由教育主義なるものは一歩誤るならば放

2. 3教授の辞任

縦に流れ易い虞がないとも言へない.是が完成に

付きましては職員は通常の学校に於けるところの

厳罰主義と云ふ武器を持って居りまするところの

それに比較するならば数倍の努力を要する.又学

生々徒諸君は通常の強制試験を課せられるところ

のそれに比するならば幾段の自己反省の努力を要

することは言ふを倹たないところと思ひます.私

は此の機会に鈴木先生の樹てられました此の自由

主義を完成する為には職員も学生も更に数倍の努

力と覚悟を要求するものであります。勿論将来此

の主義をば完成する為には幾多の盤根錯節がある

ことは覚悟せなければならないと恩ひます。之に

対しましては断乎たる勇気を有って削除致しまし

て先生が満15年の間苦心扶植されました此の我が

光輝ある学風をば永へに栄えしむると云ふことが

吾々に与へられて居るところの最も大なる任務で

あると考へて居ります.…・・簡単でございますが

之を以て就任の御挨拶に致します.

応化橋木重降，機械山下誠太郎，数学渡辺義勝の3教授は， 2月13日鈴木校長と進退を共に

して木官を辞任，同日付けでいずれも本校講師を嘱託された.

3教授の昨任は， 学校の経済上の行詰まりを杓開し，後進抜擢(ばってき)の道を開拓するた

めで，その辞任は各方面から惜しまれた.

橋本教授 昭和3年6月東京高ミ手工業学校より転任，本校応用化学科教授として名声があり，

温厚な学究として徳望が高かった.

山下教授 大正11年 5月より本校機械工学科教授として尽力，間道に徹した人格者として，か

っ典型的教育者として敬慕されていた.

渡辺教授 大正10年 5月木校数学教授として来任，人間味とCテ究心は独自の風格があった.

3. 横浜工業会主催 新旧母校校長迎送会

横浜工業会では10年 2月27日夕，ホテルニューグランドで鈴木前校長と富山新校長の迎送会を

開催した.当日は京浜問在住者はもちろん，遠く大阪支部からも代表者が参加，出席会員 170名

余の多数であった.

定刻工業会理事長石井文雄のあいさつ，旧新校長の昨任，就任の辞，有志、の迎送の辞があり，

午後9時ごろ母校々歌「希望の光うららかの」を合唱して閉会した.当日の鈴木前校長のあいさ

つはザ・生に対する辞任のことば，後述の杭浜市有志の感謝会でのあいさつと重複するととろがあ

るが，あえて抜粋して記すこととする.
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鈴木前校長挨拶

……私は突然、辞職致しました.皆様に突然であ

ったのみならず，私の家族にもさうでありました.

私の家族も新聞記者がやって来，又学校からして

報知を資して行くまでも全然知らなかった.全く

寝耳に水でありました.其の位でありますから，

私は外へ知らすやうなことはない.けれども私は

15年経ったら辞職をしようと云ふことは，もう夙

の昔からさう考へて居った.10年の時に将に辞職

をしかけた.ところがどうも10年経って罷めるに

は，まだ私も若いのでありますから多少の煩悩も

あり，未練もあります.其の時は尚ほ商工実習学

校も持って居ります.まあ半分だけは止さう.半

分だけで未練を少し残して置かうと云ふので，商

工実習学校を罷めて今の山本君に譲って後はもう

5年，何ぼやっても後はもう 5年.其の時に私は

考へて居った.罷めよう罷めようと思って学校を

勤めて居ては甚だ怠慢になりますから，それは暫

くの間，頭から消して居りました.ところが丁度此

の昭和10年と云ふものが来ると満15年になる.何

時辞職したら宜いか.辞職の時機と云ふものを三

つ私は考へた.一つは正月の19日，是は学校創立

の勅令の出た日，同時に又私が学校長として辞令

を貰った日であります.此の日で本当の満15年だ

から此の日を以て辞職をしよう.まだ外にある.

3月の15日が卒業式だから此の卒業式が済んだ後

で辞職をしよう.それには3月10目前後に辞表を

出して卒業式後に発令をして貰はふ.かう云ふ事

も考へた.もう一つの時機は誰も居らない扇休み

の時こっそりとやろう.此の3つが私の選んだ時

機であった.段々に考へて見ると云ふと，教育的

には3月の卒業式後が宜いが，どうもあの時期が

いけない.気に喰はない.夏休みにこっそりも気

に入らぬ.創立満15年の日を以てやると云ふこと

は，是は私の主義l瞥好から考へて，又私の心境か

ら考へて是が一番宜い.かう決定した.そんなこ

とを決定しでも人に話せば出して呉れたら宜いと

思って居る人も，まあお止しなさいと言はれる.

誰も出して呉れと云ふ人はない.どうも人に話す

訳にはいかない.家族に話しでも又どんなことで

人に言ふかも知れぬ.由井の正雪でも陰謀が洩れ

て，静岡であL云う酷い自に澄った.私もひょっ

とすると由井の正雪みたいな酷い目に遭ふんぢゃ

ないか.是は成ベくぢゃない厳重に秘密にしよう .

137 

家族にも誰にも言ふことは出来ぬと云ふので，自

分1人で決めて居った.正月の18日， 学校で全校

の学生を集めて，毎月一度づLの講演をやりまし

た.其の時此の19日で満15年になるのぢやと云ふ

ことを話しました.併し私が罷めると云ふことは

言はなかった.けれども辞表は書いて持って居っ

た.それで翌19日文部省へ持って行きました.さ

うして私は斯の如く辞職をすると言って出した.

文部省の局長に出したのですが局長も驚かれて，

どうもそれは惜しい君に罷められゃうとは思はな

かった.かう云ふ訳でありました.併し私は決心

して居る.どうぞお取次を願ひたい.併し是は局

長以外の方にはお漏らしになっては困る.若しそ

れが漏れると又どう云ふ面倒が出るかも分りませ

ぬから，それだけは一つ宜しくお願ひ致しますと

言って辞表を提出した.其の前16日か17日か忘れ

ましたが私は富山先生に会って，実は私は19日を

以て辞表を出すから，後をどうかお頼み申します

とお願ひした.ところが冨山先生も淘に喫驚され

て，私は実は日本揮発油会社の重役にならなけれ

ばならぬ義理合があって，それになることになっ

て居る.今登記中であると云ふことであって，そ

れは淘に困る.かう云ふお話でありました.まあ

さう言はずに是非あなたに頼まなければならぬの

だからお成りなさいと言ったが承知をして呉れな

い.承知して呉れなかったけれどもどうしても是

は承知して貰はなければならぬと云ふので，文部

省へ辞表を出すと同時に，かう云ふ後任者がある

からどうぞ其の人を校長に立てム下さいと言っ

た.自分が罷めることは易いが，富山先生を校長

にすると云ふことを果して文部省が承知するかど

うかと云ふことに付て，私は多大の疑念を有って

居った.何と言っても冨山先生は偉い人であるけ

れども，官に就いた人ではない.所調無官の大夫

である.此の無官の大夫を直に勅任官にすると云

ふことは，どうも官僚主義である政府に於ては難

儀とするところであらうと私は考へた.それで冨

山先生を後任に立てると云ふことは，是は多少の

面倒があるに違ひない.愈、々私の言ふことを問か

ない時は，第2の手段がある.第2の手段でし、かぬ

時は第3の手段がある.何処までも第2第3の手

段を用ひても文部省に聞いて貰はねばならぬと云

ふ私は固い決心を有ってそれに当って行った.と



ころが履歴書を出して見て呉れと云ふことであっ

た.それから21日でしたか22日でしたか，冨山先生

に日本倶楽部まで履歴書を持って来て下さいと云

ふことでありました.ところが日本倶楽部へお出

でになったが履歴書は持って来て居らない.文部

省の方でも急いで欲しいからと云ふので冨山先生

に其の時能くお話して，やっと渋々ながら御承諾

になって翌日か翌々日でありましたか持って来る

と云ふことであった.其の履歴書に又私が副書ぢ

ゃないけれども，富山先生の履歴上に付て註釈を

加へてそれを文部省に差出したのであります.と

ころが意外にも私の言ふことを諒解して下さって

第2の手段も第3の手段も用ひずして通過したと

云ふことに対しては，私は淘に安心を致しました.

それから本省の方に申しました.もう少し私の

発令は待って戴きたい.まだ私が少し工作をしな

ければならぬことがあるからと言ふと，工作と云

ふのは何かと言ひますから，何人かの教授に相談

して，此の際私と一緒に罷めて貨はふと思ふ.さ

う云ふことをやって宜いかと言ふから，それはも

う何等文部省の方には御迷惑は掛けませぬ.私に

お委せを願ひたいと言って帰りました.さうして

実はかうかう云ふ訳で弘は満15年を期して辞職を

したいと思って辞表を出した.学校も15年も繰っ

と色々な所に行詰りが出来る.教授の定員にも行

詰って是れ以上増すことは出来ない.俸給も行詰

って昇給も中々むづかしい.年末の手当も出し難

い.かう云う窮状であり，私も罷めるからあなたも

一緒に罷めて貰へないか.後は講師にでも何でも

うと言って辞表を出された人もあります.それは

私の怠慢でまだ其の辞表を持って居ります.是は

無論其の方々にお返ししようと思って居ります.

世間には教授が3人も揃って校長と一緒に辞し

たから，何か底の方に見っともない喧嘩でもして，

所謂喧l撃両成敗で文部省から双方が首になったと

云ふやうな想像をして居る人があるかも知れない

し，又あるやうにも私聞いて居りますが，併しそ

れは斯くの如くで全然違って居る.之を皆さん能

く承知して般きたいと思ひます.

尚ほ私は12日に大分辞令が遅れるので密使を立

てL向ふの様子を探りに行きました.さうしたら

今日決すると云ふことであった.それで13日の11

時前後には発表すると云ふ報知を資して来まし

た.それで漸く其の時に胸を撫で下した.さう云

ふやうに遅れたのは本省で私の叙位のことに関し

て都合の好いやうに図ってやらうと云ふやうなと

ころから幾分延びたものと私は推察をして居るの

であります.

愈々 13日の11時前後に発表すると云ふことであ

りました.丁度其の日は水曜日で10時から11時ま

で3年生への私の講演がありますので，それをや

って居ました.併し私は罷めると云ふやうな嫌な

ことは言ひませぬ.卒業して後にも色々道楽はあ

る.釣，撞球，将棋，何でも人聞は一つでも余計

知って居ればそれだけ偉いのだと云ふやうなこと

を話した.さうして11時に出て来て，12時までの

間又外にぶらぶらして，12時に飽鈍を一杯教務の

連中と食べて，約1時頃まで話をして居りました.

御便利を計らふからと言ったところ，宜しいやめ aもう愚図々々して居ると横浜へニユースが入って
ませう.淘に簡単に片付けて，話した時間と云ふも 来ると思ったから，超然として誰にも言はず銀行

のは10分掛ったことはありませぬ，或る人の如き

は椅子に腰掛けて話したのではありませぬ，立話

です.立話で談笑の聞に之を決してしまった.そ

れは私非常に有難く思ひます.中にはかう言はれ

た方もある.学校がさう云ふことであったなら

ば，自ら進んで辞表を出さなければならないのに，

先生からさう言はれて却てどうも恐縮である，手

遅れをしたと言はれた人も中にはありました.私

生徒への訣別の時にも，是等の方々は絢に能く人

情友愛と云ふやうなことをお示し下さったと云ふ

ことに付きまして，非常に私は感謝をすると言っ

た所以はそこにあります.尚ほ愈々辞退をしたと

云ふことが分った後に，何等私がさう云ふ請求を

しないのに2名の方が，それぢゃあ訟も罷めませ
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集会所へ行って居りました.果して2時前後にな

りまして大勢の新聞記者連中が詰かけて来たが，

学校の方ぢや何のことか様子はさっぱり分らぬ.

ところが校長は罷めたと云ふ.そんなことは知ら

ぬ，呆けたことを言ふなと云ふ訳で初めは学校の

連中に剣突を喰った.併し段々聞いて見ると事実

が分って，どうも其の晩私の家にも沢山の人が釆

ました.其の時私は熱々感じた.私は結構なこと

を経験した.私が死んだら矢張りかう云ふ風に皆

寄って来るのだろう.死んだ経験をしたわいなと

思った(笑声).私の家は淋しい所なので，夜遅く

あちこちと人が出入りしたので，近所の人は何事

か起ったのではないかと噂して居ったさうです.

そんな訳で翌日学校へ行って話をするやうに，前



の晩から演題を送って置きました. i退職の経緯

を語る」と云ふ題で，少し想を練って行かうと思

ったが，何しろ翌日の11時まで人があちこちした

ので話を練る闘もなかった.11時を選んだのは，

朝11時まで授業をやって貰って.11時から私が話

をしてさうして昼飯でも食べて又昼から授業をや

って賞ふ積りであった.話を9時から始めたのでは

後の授業が滅茶々荷になるだらうと思ったからで

す.併し突事は 1時まで掛って，午後は休んだ.

其の休みをやるのも私がやるのではない，新校長

に願ってやらなければならぬと云ふ訳で、あった.

11時に私は談堂へ行って壇の上へ上ったところ

が，学生の中から声を出して泣く者がある.それに

は私は面喰らった.私のは円満辞退で，又私に殉じ

て辞退して呉れる人があったと言って喜んで演塩

へ上った訳であります.学生の或る者が私のとこ

ろに来て，校長が15年間の在職中一番愉快だった

のは何かと言ふから，罷めて皆を喫驚さしたのが

一番愉快だと冗談を言った位ですから，私はさう

恩はなかった.ところが演壇へ上ると学生の中に

声を上げて泣く者が出来て来た.私は其の時には

つくづく恩ひました.かうまで皆が私のことを思

って呉れるものであったならば15年間にもう少し

勉強したら宜かった，少し勉強が足りなかったと

云ふことを切実に感じました.併し訣れる時であ

る.そんなに私も涙を流して物の言へぬやうなこ

とがあっては甚だ訣れ悪いと，何様勇を鼓してや

れと云ふ訳で，大いに勇を鼓してやりました.兵

法に澗ふ疾きこと風の如くに罷めた.後は静なる

こと林の如くに諸君はやって呉れ，さうでなけれ

ば兵法の平灰が合はないと云ふので，孫子の兵法

を以て一心に説いた.冨山先生を推薦したことに

付ては，所謂蘇老泉の管仲論を出した.蘇老泉が

管{中を論じて，管仲が斉の国に相となって居った

時代は国が治ったが，管イ中が死んで後には斉の闘

が乱れた.それは管仲が後継者を推薦しなかった

のが悪い.それを蘇老泉が大いに罵倒して居る.

「吾観るに，史鰍は漣伯玉を進めて弥子寝を退く

る能はざるを以ての故に，身後の諌あり，粛何は

日に死せんとし皆参を挙げて以て自ら代る.大臣

の心を用ふる，固より宜しく此の如くあるべきな

か夫れ国は一人を以て興り一人を以て亡ぶ.賢

者は其身の死するを悲しまずして，其国の衰ふる

を憂ふ.故に必ず復た賢者ありて，而る後以て死す

ベし.彼の管仲は何を以て死するや」管仲は自身
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の後継者を推薦せずして死んだ.蘇老泉は彼は何

を以て死するやと言って難じて居る.それで私は

諸君の中には文家蘇老泉の如く論鉾の鋭い人は居

るであらう.さう云ふ人は幾らあっても，彼鈴木

校長は何を以て死するやと責められる者は居る

か.私は詰将棋で王様を雪隠詰か都攻にしたやう

に攻めて居る.是でもう私は訣れも惜しからず，

皆静にして居れと云ふ言葉を以て訣別の辞にし

た.其の為か何であるか，どっちゃんごっちゃんの

乱雑の聞に新内閣は成立せずして，静かなること

林の如く，大森林の静けさを以て新内閣が成立致

しました.さうして翌日から平生の通り授業をや

りました.私も冨山君も淘に是で安心した訳で、す.

それから中1日置いて 2人連れ立って文部省へ

出て，各局に辞任と就任の挨拶を致しました.又

染井の墓地に参りまして，吾々 2人が師事したと

ころの元の歳前の手島校長の墓に詣って，私の辞

任と富山先生は就任したと云ふ挨拶を墓前に致し

て置きました.それから次には横浜の学校及県庁

市役所等の官庁に2人で丁度親子連のやうに，私

は年を取って隠居したから，件が跡を継ぎまし

た，宜しくお願ひ申しますと云ふやうな体裁で，

親子と言ったら冨山先生は怒るかも知れませぬ

が，そんな風で‘挨拶して廻った.r匂に都合好く新
時代に移った.

15年もしますと学校も徽が生へる.だからかう

云ふ若い第2世が出て学校全体を更新しようと云

ふ積りて、ゃったが，其の通りに行きました.必ず

是からは又元気発刺として，効果が大いに挙がる

と思ひます.再びゑらい勢を以て新芽を出して来

ると思って居ります.横浜東京に居らっしゃる有

力な方，又地方に散って居るところの出身者諸君

どうぞ吾々の学校と何時までも関係を保って，見

守って呉れんことを希望致します.私も亦学校を

罷めてから色々なデマが飛びますけれども，私は

是から公職には就きませぬ.あの六ツ川の岡の上

に隠居して，さうして諸君の行先がどう御発展に

るなか，如何に国家の為にお尽しになるかと云ふ

ことを見て居れば，是が一番私の満足するところ

である.かう思Lひます.彼奴も隠居をして居るか

ら，時には端書の 1本もやれと云ふ位にして戴い

たならば，私も安心して彼処で大往生が出来ると

つ恩て居ります.今晩は斯の如き盛大に会をお催

し下さって，重ねて皆さんに有難くお礼を申上げ

ます.



4. 鈴木前校長感謝会

鈴木校長は大正9年横浜町等工業学校長に就任以来，実業学校として「横浜の発展のために尽

さねばならぬ.本校の設立されたのも，神奈川県並に横浜市の有志の尽力と寄付によることが多

大であったことを忘れてはならぬ」とし，県市に対してできるだけその発展に努力をしてきたこ

とはすでに各処で述べたところである.昭和10年 3月13日夕，横浜ホテルニューグランドで横浜

市民を代表する人々 300余名が出席して，鈴木前校長に対する一大感謝会が行なわれた.

鈴木前校長・に対する感謝の招待状は次の文面であった.

謹啓時下愈々御清福の段奉慶賀候

陳者貴台には横浜高等工業学校創立以来多年育英に御尽厚相成多数の人材を養成せられ候のみなら

ず直接間接横浜工業界のため寄与せられたる多大の御貢献に対しては深く感慨罷在候.今般逮に御勇退

の趣承り淘に感慨無量に有之候.就てはlWlJか感謝の定、を表し皮下名等発企仕り同志と共に粗宴相催し候

問，淘に恐縮ながら三月十三日(水限〕午后五時半ホテノレニューグランド迄御貫一臨の栄を得度乍略儀以

書中御案内申上候 敬具
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侍史

なお当夜の鈴木先生の謝昨は横浜と自分のことについてふれ，次に今回の校長辞任の心境を語

り，一代の名演説として聞く者を感動させたものである.次にその全文を掲げ当夜の情景をしの

ぶこととする.

本タは当市多数のお歴々各位の御招待を蒙りま

して淘に身に余る光栄であります.殊に感謝会と

名付けられましたのは微力の私としまして汗顔の

至りでございますし，実に恐縮千万であります.

回顧いたしますと私が山l市に御厄介になりまし

たのは大正9年の1月19日でありますが，その以

前私は学生時代に熊本に3年，東京に3年間居た

のであります.又社会に出ましてからは仙台に5

年，広島に3年，外国に3年居まして，帰朝の後

は東京高工に9年居ました後に当市へ参ったよう

な次第であります.この間可なり処々を転々した

訳でございます.

当市に参りました時は，私も齢既に50年に近づ

いてゐましたので，この地は最早私にとっては終

駕の地であると決心致しました.そうしてどうか

こLで首尾よく公生涯を終りたいものであると考

へたのであります.そう覚悟してゐる矢先きに彼

の大震火災に遭遇しました.この時には更に私の

決心を固めまして，この上は如何なることがあっ

ても横浜市民として余生を終始したい.自分の土

となるのはこの横浜であると言ふことを深く決意

したのであります.

この深い決意をしたのでありますが私は自分の

学校を墳墓の地であるとは決して考へてゐたので・

はありません.自分の成すべきこと，努むベきこ

とを遂げたならば適当な機会に学校を去りたい.

その去るべき適当な機会を心待ちに待ってゐたの

であります.それは一度職に就いた者は又必ず何

時かはその職を辞せねばならぬのであります.然

してこの出所進退と言ふことは人間の最も大切な

決算であるからであります.

斯く覚悟を極めましたので私は横浜での在職15
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年の間に両度他に転ずべき機会があったのであり

ますが，自分の信念を狂げることなく今日に至っ

たのであります.

さてその退職の適当なl待機に就きましては創立

10年を以って一つの機会であると考へたのであり

ますが，その時はまだ未練や執着と言った煩悩に

迷ひまして断乎たる決意を表明するには至りませ

んでした.只だ県立商工実習校が同じく満10年に

達しましたので，その方の兼任校長の方を退きま

した.従って更にその後5年を勤めまして恰度今

年で65歳を迎へ，殊にこの1月19日が学校の創立

並にuの就任日に当りますので，この日を辞表提
出日としました.そうして2月13日付を以て依願

免官となったのであります.

私の横浜に参りました怒義は甚だ不満足の状態

ではありますが，先づこれで結了したのでありま

す.然るに計らずも今夕各位よりこの御手厚き御

会合をお催し下さいまして，望外の御賛辞を賜り

ましたことは長い公生涯から去りまする私にとっ

て淘に忘れることの出来ない恰好の記念として如

何に有難いか，如何に絡しいか広は到底私の口を

以って言ひ表すことが出来ません.どうか私の胸

中の歓喜は御察しに任せるより外はありません.

愛にFムの満腔のお礼を申上げまする機会に御迷
惑とは存じますが，只今の私の心境を一寸語らせ

て放きたいと思ひます.どうかお許しを願ひます.

元来私は幼にして実業界に出て巨万の富を獲た

いと志したのであります.そうした考へから未だ

学生の身である頃から当時住友家の大御所であっ

た広瀬宰平翁を訪れたり，又三菱の大御所であっ

た荘回平五郎翁に接近せんとしたこともありま

す.然し学校を出て見ますと仲々就職難で忠、ふよ

うには参りません.そこで一時の方伎として学校

へ勤めることにしたのであります.この腰掛けに

と思った学校へ一生腰を据へることになるとは夢

にも思はなかったので、あります.私は又官吏と言

ふものが一体嫌ひであります.その嫌ひな官吏と

して一生政府の飯を食ひ，今後また細々ながら恩

給と言ふ形式で政府の禄を喰むこと与なったので

あります.思へば人生は神の悪戯だと言ふことが

一聞に於て真理であると申さねばならないと思ひ

ます.

回顧しますと30有余年の私の教育界生活は其結

果より申しますとお駈しいほど微力なものであり

まするが，私自身の立場から申しますと一生の事
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業でありました.その一生の事業が霊に終ったの

であります.J!1lち私の成すべき事は完結したので

あります.今更世に求めんとする何物もありませ

ん.私は兼て斯くあるべきを予期して余生を送る

べき地を弘明寺裂の山の上に定め猫額大の土地を

卜して隠居所を建て L置きました.その地所内に

は昨年建立しました東郷神社を記つであります.

私はこ与で所制晴耕雨読を致します.そうして東

郷神社の堂守として奉仕する考へで、あります.

私は老齢隠居したのであります.然、し友人の中

にはまだ何かーと仕事してはどうかと言ふ友情を

示して呉れる人もあります.そのお志は淘に有難

い次第でありますが，私はこの際一切の野心を捨

てLゐるのでありますから所初光風蜜月の心境を

以ってこれに応へるより外はありません.只だ私

情を申上げますると心掛りのことが二つ残って居

ります.

その一つは私と進退を共にして呉れました数名

の教授の方々のことであります.何れの方々も有

為な人達でありますし，又年齢も私に較べて10年

以上も若い人達であります.私はこれ等の人々を

始め全校の職員諸氏とは常々一蓮托生と言ふ信念

を持ってゐました.これは別にそうゅう申合せを

した訳でもなければ，打合せをした訳で、もありま

せんから職員諸氏個々の考へはどうて‘あったかは

判りません.然し少くも私自身はそう考へてゐた

のであります.

若しこれが私立の学校でありますれば在職の年

限は或程度ーまで無限と言ふようなことも出来るで

ありましょうが官立の学校ではそうゅう訳には参

りません.或時期になりますと人員や俸給其他の

関係で更始一新をせねばならぬのであります.故

にその善後策として恩給が制定せられてゐるので

あります.

然、しこの所諮整理は;理論上は当然のことであ

り，一見容易になし得ベきょうでありますが，人

事上の事柄はそう簡単に参るものではありませ

ん.この容易ならざる問題を容易ならしむる為め

に私と行動を共にして呉れました教授諸氏には最

高の謝意を表せねばなりません.この意味に於き

まして，これ等の人々をよそにして私自身が自分

の糊口の為めに途を求めると言ふことは情に於て

実に忍びざるところであります.

心残りの第二は学校の卒業生に対する私情であ

ります.



高工に15年，工業専修に13年，商工実習に10年

の聞の卒業生を合算致しますとその総数は 5.000

人に近い数字に上ります.この 5.000人の諸君に

対しては，私は自分自身の生みの子供のように考

へてゐます.卒業生諸君の個人の意志はどうであ

るかは知りませんが私は自らそう信じてゐるので

あります.

この 5.000人の子供を残して，私が隠退したこ

とは，例へば多くの子供を抱へて亭主に先立たれ

た後家さんのようなものでありましよう.世の響

に30後家は立つが.40後家は立たぬと申します.

私の後家は60後家でありますからこの醤へは除外

例のもので，或は問題にならぬかも知れませんが，

それでもまだお茶呑み友達とか，破れ鍋にもとじ

蓋とか言ふ諺のあります通り，良縁があり，再縁

が出来ないとも限らないのであります.

そこで楽隠居さんでも見付て借老の結びを契る

としたとします.そうした場合に子供達は果して

どう考へるでありましょうか.浮気なお母さん

だ，色気の抜けないお母さんだと考へるでありま

しょうが，決してそれは好い意味に考へられ，良

5. 鈴木前校長 名誉教授に

い影響を与へるであらうとは考へられないのであ

ります.

私はそうかと言って別に貞操とか節操とか言ふ

六ヅケ敷い論理の下にそう言ふ考へ方をするもの

ではありませんが，兎に角細々でも後家を守って

子供達の行末を見極はめることを楽しみにしたい

と言ふ考で頭が一杯になってゐるのであります.

惚気のようですが私の亭主も決してお粗末なもの

であったとは考へませんし，親の限から見ますれ

ば馬鹿な子供も決して馬鹿には見へない可愛い与

ものであります.

調んやこの 5.000人の うちには人並は愚か国家

棟梁の材を得る多くの人々があると言ふことを竪

く信じてゐるのであります.

以上は私の心境を率直に申述べたものでありま

す.私はこの信念，この心境の下に私の今後の余

生を送りたいと考へてゐます.然し私は生を此世

に承けてゐる聞はどうか皆様の変らぬ懇情に浴し

たL、と偏に御願ひ致します.こ与に皆様の御健康

と御多宰を祝福致しまして謝辞に代へる次第であ

ります.

昭和10年3月25日付けで鈴木前校長は内閣より次のごとく名誉教授の発令をみた.

「正3位勲2等鈴木達治横浜高等工業学校名誉教授の名称を授く」
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第1章第6節名教自然碑

名教自然碑

横浜高工(横浜国立大学工学昔11)の正門をはいると，玄関正面に「名教自然 煙洲鈴木達治」

と刻された高く大きな大理石の碑(ひ)がある.これこそ，長い間幾多学生に親しまれ敬われて

きた本校の象徴である.

この碑は，昭和12年11月落成したものであるが，今ここにその由来を述べ，あわせて鈴木初代

校長のl車業をしのぶこととする.

1. 設立までの経過

本校初代校長鈴木達治は，横浜市工創立15周年を機として昭和10年2月，校長の職を辞し，本

校に近い横浜市六ツ)11の正に悠々自適(ゅうゅうじてき)の生活にはいった.

教育界にあって力を尽くすこと実に40有余年，その問第二高等学校，広島高等師範学校，およ

び東京高等工業学校等の教授を歴任，ついで大正9年本校初代校長として就任，また，神奈川県

立商工実習学校長および横浜市立工業専修学校長を兼任した.校長在任中終始一貫三校にいわゆ

る自由啓発の校風を樹立し，懇切の教導よく幾干の偉材を世に送った.また開港都市横浜を愛す

るの思い強く，その工業的発展を念願として横浜工業懇話会を起こし，あるいは文政審議会，お

よび体育運動審議会委員として枢機に参画し，邦家教育の根本策確立に献身するなど，多大の功

績があった.

その辞任後，幾ばくもなくして門弟知己の聞に，この偉業を長く称えたいとの議が翁然(きゅ

うぜん)として起こり10年7月2日，横浜市等工業学校職員代表，横浜工業会代表，神奈川県立

商工実習学校，および横浜市立工業専修学校代表，蔵前工業会，向志会，および第二高等学校関

係者等により，鈴木述泊先生記念、事業会が設立され，実行委員長に横浜市等工業学校二代校長富

山保が推された.

当初の案はきょ出金予定額2万円，事業としては寿像建設および記念品贈呈となっていた.

しかしながら，寿像建設は鈴木前校長のいれるところとならず，先生の希望により記念碑建設

と決定した.

その後計画は着々と進められ昭和12年2月，記念碑原石として茨城県真弓村に巨大な寒水石

(茨城県久慈郡，多賀郡で掘り出している古生代の結品質石灰岩，白色か背黒石，しばしばしま
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鈴木先生肖像l由l

模様一一ー広辞苑) を発見，碑表面鈴木達治筆「名教自然J，碑裏面 徳富蘇峰 撰文，原三漢

書，設計 中村順平，工事詰負人大日本銘石商会，基礎工事宮内建築事務所と決定，工をい

そぎ同年6月15日，地鎮祭を執行， 10月20日記念碑が完成した.

2. 記念碑落成式

名教自然碑落成式は12年11月1日本校第17回開校記念式典後の午前10時から正面玄関で行なわ

れた.

この日，朝からの小雨も開式とともに晴れ，I陽光が雲間より漏れ，涼風は張りめぐらされた注

連(しめ)なわを揺り動かし，静粛の気がみなぎった.

式場には，本校，商工実習，工専の職員生徒ならびに卒業生，および徳富蘇峰，青木横浜市長，有

吉貴族院議員，大幸勇吉京大名誉教授をはじめとして多数の来賓知己総数2，000余人が参列した.

式は委員菅要助の開式の辞，本校音楽部の国歌吹奏，修械(しゅうばつ)の後冨山校長により

記念碑の除幕が行なわれた.紅白の幕がするすると降ろされ， 1"名教自然」と書かれた1丈2尺

(約 3.7m)の純白の碑が厳然として現われ，満場いっせいに拍手を送って鈴木前校長の徳を称

えた.奉告祭についで-富山校長，青木市長，各学校総代の玉串奉糞(たまぐしほうてん)，委員

長富山校長の本事業に関する報告ならびにあいさつ，委員阿部滋弘，斎藤輝治の事務ならびに会

計報告があり，つづいて記念品の贈呈があった. (この記念品は，松岡寿画伯揮ごうの鈴木先生

油絵肖像画で，現在本校応接室に掲げられている)記念品贈呈後来賓青木市長，有吉前市長，徳

富蘇峰の祝辞があり，最後に鈴木前校長のあいさつののち委員石川等の閉式の辞をもって正午す

ぎ無事式典を終わった.

当日発表された会計報告は次の通りである.

収入の部 28，362円披金口数 1，829口

687.45利子

計 29，049.45

支出の部 7，673.95 記念碑，肖像画賛

1， 695. 00 記念出版貸六ツ川夜話，
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絵葉書

17，020.07 鈴木先生へ敬呈

1，014.35 除幕式費

1， 646. 08 事務費

計 29，049.45

(なおこの後若干きょ金の追加があった〉



式後祝賀会にはいり 一同鈴木前校長の健康を祝し，席上冨山校長，大幸勇吉，近藤賢二，田尻

常雄，安川数太郎，日野義一等のあいさつがあった.

3. 当日の祝辞

(1) 委員長報告 (冨山委員長)

鈴木達治先生並に御臨席の閣下各位不肖本日委

員を代表致しまして甚だ信号越でありますが一言述

べることを御許し願ひたいと考へます.

鈴木達治先生は明治33年に東京帝国大学を御卒

業後，直ちに第二高等学校，広島高等師範学校.

東京高等工業学校等の教授を歴任されまして，大

正9年横浜高等工業学校が設立されるに当りまし

て，初代校長として就任されまして一昨年校長を

御辞任されるまで満35ヶ年間尚ほ大学御入学前に

教鞭を取られたことを通算致しますと実に40有余

年の問教育界に身を入れられまして，幾千の頴才

を薫陶されました.是等の穎才は各方面に活蹴貢

献せられまして，其の功績は絢に甚大なるものが

あると考へます.

大正9年に横浜高等工業学校に御就任の時，先

生は我国工業教育界の偉人であり，先覚者である

故手島精一先生の門弟を以て自ら任ぜられまし

て，歳前御在職10有余年の御経験と，先生本来の

犀利なる観察限を以て，将来の我国工業界の状態

を洞察され，開校と同時に確乎不抜の信念を以

て. i名教自然Jの標語を以て代表せらる Lとこ

ろの自学自発の教育主義を宣言されました.是は

生徒各自天与の才徳をば阻害せらる Lことなく ，

自由に伸暢せしむることを本旨と致しまして，終

始一貨全校の職員を率ゐられ，是が実行教育をせ

られました.而して此の学校より頴才約2千をば

世の中に送り出しのであります.是等多数の卒業

生は各方面に天空潤達の活躍しまして，自由に其

の敏足を伸ばし，現下最も重要なるところの我国

工業界に多大の貢献をなしつつあります.是等の

者の大多数は工業界の第一線に立って，実際上の

中堅として重きを成して居りますが，其の才能の

赴くところ，或る者は研究者となり，或る者は工業

教育者となり，又或る者は工業商品の商業家とな

って居る者も少くないのであります.是等は全体

と致しまして比較的に年歯未だ若くして，将来更

に一層大なるところの期待をなし得るものであり

まするが，既に是等の者の中には大工場の主脳責
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任者となって居る者もあり，或は研究の結果学位

を獲得致しました者も数名あるやうな実状であり

ます.

先生は尚ほ婆鎌として益々御壮健に永く学校長

として貢献せられることをば広く期待されて居た

のでありましたが，一昨年2月校長の職をば満15

年を以て突如辞任されました.

先生には既に以前から此のお企てがあったこと

と存じますが，周囲の者に取りましては全く青天

の鮮麗でありまして，殊に卒業生，生徒は慈、父を

失ったやうな激動を与へられました.其の辞任告

辞の式の際に於きましては，六百の生徒満堂悌泣

致しまして，中には声を放っ者もあったやうな，

全く劇的の光景を呈しました.

先生は単に学校内に於けるところの教育のみな

らず，曾ては文政審議会委員とされまして，或は

横浜市に於ける市民各方面の方々を以て組織され

て居りまする工業懇話会に於きまして，其の知識

向上を目的とされて今日に至るまで多年非常な努

力御指導をされました.是等の御功績も淘に甚大

なるものがございます.

学校長御辞任後，門弟の聞に於きまして記念事

業会を起し，先生の偉功を永く記念すべきところ

のものを建造し並に先生に記念品を贈呈せんとす

るところの議が起りました.之に先生の知己，御

友人の方々の多数の御熱心なる御賛同がありまし

て，昭和10年7月鈴木達治先生記念事業会をば設

立致しました.

先生の高風威徳をば慕ひまして，多数の門弟は

皆欣然として其の分に応じて之に参じました.又

知己各位の方々も先生の功績を認められまして，

多数の御酸金を賜はりました.殊に横浜市に於け

るところの有力者の方々は，先生多年の教育界に

於けるところの功績並に横浜の一般産業界に対し

て直接間接に寄与貢献せられたるところの功績を

慮られまして，多額の御醸金を寄せられました.

是等を通算致しまするといふと，総計2万8千円

を突破致しまして，此の種計画としては稀に見る



成功を示したことは，是は全く先生の徳行の大な で御揮乏をして下さいました.鈴木先生が最も尊

る証左と見ることが出来るものと信じます. 敬せられ，且つ最も御親交の深い是等の諸先生を

右目場金の一部を以ちまして，只今除幕致しまし 煩はし得たことは，先生も定めし御本懐のこと L

たところの「名教自然Jの記念TI専を建立致し，又 御拝察致します.又本記念事業をして一層其の意

先生の肖像画一面を作成致しまして，先生が最も 義を深からしめたものと確信致します.

心血を注がれ，又最も関係の深い此の横浜高等工 本日は御繁忙中のところ鈴木先生並に御家族の

業学校に寄附致して，其の徳行を永久後世に及ぼ 方々の御臨席を扉けなうし又閣下各位の御臨席を

すこと L致しました.尚ほ其の他の経費を控除致 得まして，主主に記念碑の除幕並に記念品贈呈式を

しまして，残額全部を先生に贈呈することに致し ば挙行致すことが出来ましたことは，淘に欣快と

ました. するところであります.

本記念碑は表面は先生御自身の「名教自然」の 主主に委員一同を代表致しまして深く謝意を申述

御執筆であります.裏面は徳富蘇峰先生が最も愉 べます.

快なる義務なりと言はれまして，其の撰文を御快 尚ほ式場万端等は時局を考へまして淘に簡素に

諾下さいました.又三渓原富太郎先生は色々家庭 致しましたので，此の点も御諒承を願ひたいと思

の御事情で御疲れのところをば亦欣んで御執筆下 ひます.r向に簡単でありまするが，之を以て私の
さいました.尚ほ肖像画は松岡寿先生が御老齢に 式辞と致します.

して而も最近非常に御多忙なるにも拘らず，欣ん

(2) 徳富蘇峰祝辞

私も亦本日の儀式に参加致しまして， 一言祝辞

を述ぶることを得ますることは淘に光栄の至りに

存じます.

私の申し上げて見たいと恩ふことは委員長の御

話しで七，八分どころは尽して居ります.其の後

は横浜市長，又有吉先生の只今の御話で尽して居

るやうなことであって，詰り結果は違った人の言

葉で同じことを言ふに過ぎぬといふやうなことに

なります.

併し鈴木先生と私とは容易ならぬ交際でありま

して，斯うし、ふ席で私が一言するといふことは，

私に取っては単に欣ばしき義務であるばかりでな

く，全く本望で，何か申上げなければ済まないや

うな気持が致します.それで御話しすることは殆

ど前の御方の御話と重複するに拘らず，一言だけ

申上げて見たいと思ひます.

既に唯今除幕式が行はれました此の記念碑の裏

に，不肖私が文を綴りました.其の冒頭に「大夫

自有衝天気，不向如来行処行jといふ文句を書出

してあります.

是が.Il[Jち鈴木先生を殆ど言ひ尽くして居る.鈴

木先生はお釈迦さんであらうが孔子様であらう

が，阿弥陀さんであらうが，此方へ来いと言って

も，はいと言って容易に行くやうな人ではない.

一寸自分で、考へて見て，どうもお釈迦様の行く方

の道は自分の考へと違ふなら失敬して自身の道を
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歩く.孔子様とても自分が考へて行きた¥，、時には

道連れをするが，どうも自分の附に落ちぬ時には

失敬して別の道を行く .

孔子様が右と言ふから是非自分は左と言はねば

ならぬといふ程の旋毛の曲った人ではありませぬ

けれども少くとも自分は自分の行く道といふもの

をちゃんと自分一人の料簡で決めて行く人であり

ます.何人が来ても決して附和雷同する人ではあ

りませぬ.それで所謂

「土之特立独行 適=於義一而巳. 不レ顧=人之是

非.皆豪傑之土.信レ道篤面白知明者也.J
といふことがありますが. r道ヲ信ズノレ篤クシテ
自ラ知ノレ明カナノレモノナリ」とは，全く鈴木先生

のことであります.

斯ういふ人が若し万一誤った事でも信じてやっ

て行ったならば，それは非常に世の中の不幸であ

る.斯うし、ふ個性の強い人，斯ういふ自信力の厚

い人，斯うL、ふ人が邪な道を信じて行かれては，

湛るものではない.自分は人から引摺られないけ

れども，人は必らず引摺られて行く.

否でも応でもどうしてもさういふ人の後から附

いて行く者が沢山出来て来る.万一斯うし、ふ人が

共産主義でも信じたならば，日本に取って大変不

幸である.

然るに仕合せにも，此の自ら信ずる事篤くして

設にも雷同せないところの鈴木先生は皇室中心主



義者である.先生は皇室中心主義とし、ふことを高

く掲げた.

世の中には工業若しくは商業其の他の所謂形而

下の学術に骨を折る人は非常に多い，皆それぞれ

立派なことをして居られる.併ながら今日ではあ

りませぬけれどもが，明治時代から流行を考へて

見ますれば，凡そ物質的の学問，物質的の研究と

いふ方に全力を注いだところの人は，動もすれば

功利主義に流れました.是は白むを得ないことで

ある.

然るに鈴木先生はさういふことに超脱して，一

方には有ゆる力を尽して工業の学問，工業の研

究，工業の知識，又其の応用，実行等に付て骨を

折られたに拘らず，それを指導するところの指導

的精神は実に国家のため，皇室中心主義を奉じて

我が国体を明徴ならしむる為にあるといふ事に大

摘を掲げられて居ったといふことは，特に私が敬

服して己まぬところであり，又国家の為に大いに

賀するところであります.

私は鈴木先生の教育家としてやられた事に付

て，何も殊更今此処に申すことはなし、，唯一言私

は敬服して巴まないところは真に人を教育するの

道を知って居る.

人を教育するの道といふものは，人をして自ら

教育せしむるといふことである.己自ら己を教育

せしむるといふところの道を知って，それを其の

通りちゃんと行ふことを得しめて居る.そこに先

生の教育家として実に卓越せるところの見識，叉

卓越したるところの手腕を認めることが出来ると

思ひます.

まだ色々言ひたいことがありますけれども，此

処には先生が坐って居られるから，どうも先生の

前では言はれない.他目先生の聴かない所に於て

どうぞ此のやうな機会を与へて下されば，また詳

しく皆さんの鵬に落ちるやうに私は申上げて見た

いと思い，それで私は話を是で切ってしまひます

が，一寸もう一言申して見たい.

それは鈴木先生にばかり感心しては今日の式が

(3) 鈴木達治挨拶

一言御拶挨を申し上げます.

纏まらない.併せて皆様に感心しなければならぬ

と思ふ.

世の中に恩を知るといふやうなことは今日極め

て流行しないことであります.もうさういふこと

は旧くて誰も相手にしないやうになって居る.併

しながら凡そ人間として一番美はしいところのも

のは何であるかと言へば，恩を知るといふことで

ある.忠といふことは何か.やはり恩を知ること

である.孝といふのは何か.やはり恩を知ること

である.君恩，父恩，師恩，総てそれ等の恩を知

るところのものが或は忠で現はされ，或は孝で現

はされ，或は悌の言葉で現はされて来て居る.唯

人聞は十のものを貰ったから十のものを以て報ゆ

るといふ，所謂貿易，売買といふことで行ったな

らば，世の中の事は極めて興味索然たるものであ

る.

恩を知るとし、ふことであって初めて人閣の美し

さがある.施したるものは忘れ，施されたるもの

は報ゆる.

斯の如くにして人間の美しさがある.恩を知る

ことも難いが，恩に報ゆることは尚更難い.

私は今此処に諸先生方，叉卒業生の諸君方が鈴

木先生の為めに立派な記念碑を設けられて，多数

なる金を集められ，あらゆるところの力を以て先

生に報恩の万ーを表せんとした.其金額よりも其

の記念碑よりも，其の恩に感ずるといふ其の心が

淘に麗はしいと恩ふ.斯の如くして初めて人間の

本当なる道といふものに諸君は第一歩を踏込んで

居られたといふ事が訳ると思ふ.実に此の点は感

心に堪へない.

併し此の点も諸君をして斯の如く善い立派な心

持を起さしめたといふことは，克畢先生の徳であ

るといふことになれば，叉鈴木先生に向って頒徳、

の言葉を奉らねばならぬことになります.是は奉

つでもあなた方には恐らくは異存はないと，思ひま

す.

護で主主に一言祝辞を申上げて置きます.

又斯の如き式を挙げるまでには，委員長を始め

本日は私の為に淘に盛大なる此の記念碑除幕式 a 委員のお方が非常な御努力になったこと L存じま

を挙行せられまして，態々御遠方から御来臨を恭 して，厚く御礼を申し上げます.

なうした御方もあり，淘に光栄且恐縮の至りに犠 尚ほ叉此の記念事業に御同情御協賛下さいまし

へない次第であります1.:..方々に対しては淘に御礼の申しょうがありませ
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ぬ.総ては私に取って淘に光栄至極であります.

是は此に幾時間立って御礼を申上げても足りませ

ぬ.晩まで掛つでも辿も足りませぬ.それ故に是

は私が死んで墓に行くまで，其の問私は御礼申し

続けて居らねばならぬと存じて居ります.どうぞ

其の点御諒承願ひます.

叉只今は青木市長，有吉閣下，徳富先生，此の

お三方からして淘に過分の御讃辞を頂戴致しまし

て聴いて居りますると何処か穴でもあれば入って

しまひたいやうな気も致しました.拍jに当らない

ことであります.

殊に徳富先生には，あの日野の墓地に先年私は

墓を務へましたが，先生は其の墓の石にちゃんと

私の名を刻して下さって居ります.私は先生のお

書きになった墓の中へ入って行かうと思って居る

のでありますが，只今亦先生からして過分の讃辞

を戴いたので‘ありますが，是はもう私に対しての

読経の様な積りで喜んで私は拝聴致しました.お

礼は幾ら申上げても尽きませぬ.

斯ういふ場合には御礼を申上げたら此処を引退

るのが礼であると存じまするが，折角のことであ

りますからして，長いことはお話し致しませぬ

が，一寸だけ私の感じて居るところを申述べさし

て戴き度いと存じます.

教育の指針とする処は，明治大帝の下し賜った

ところの教育勅語其のものより外に何一物もあり

ませぬ.吾々教育家が此の教育勅語を奉戴致し，

之を味って，さうして教育に従事をするのであり

ます.併ながら教育家自身としては何等かの主義

主張，又信念といふやうなものを持って，此の教

育勅語と云ふものを信奉致す次第であります.私

はその自身の主張或は信念と云ふやうなものに付
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きましては，青少年学生の自覚自発といふものを

根底に考へたのであります.自覚自発といふもの

をもう少し偉さうな言葉で、言ったならば，それは

自由啓発主義，斯うし、ふところのもので‘あった.

古の書物の中を見ますと. r不厳而整Jとし、ふ
言葉がある.是は学生の控室に今も此の額が懸っ

て居りますが「厳ナラズ‘/テ市・ンテ整フJとはl喧

しく 言はずとも整って行くといふことで，若し自

由啓発主義といふものが徹底して行はれるなら

ば，此の言葉は必ず突現せられる.それを私は目

標にして居った.それ故に理窟なしに，議論なし

に，文句なしにやって行かう.出来るならばさう

いふやうにやって行かう.難かしい規則は鮮へ

ぬ.厳しい命令は発せない.若し自由啓発主義と

いふものが徹底したならばそこまで行くであらう

といふ事を念慮に致したのであります.

而して信頼するところの同僚諸君の援けに依

り，多くの前途有望なる青年学生の中に伍して勉

強するが如く，又せざるが如く，ぐずぐずと私は

学校長としての15年を送った.けれども二六時中

忘れずに念慮とするところは只今申したところに

あったのであります.…

それと同様に青年学生に適切な情理を持って行

って斯うせよ，あLせよ，と言っても，中々言ふ

ことを聴くものではない.人間といふものは其の

時代に依り，環境に依り，頗る自我的であるから

中々 言ふことを聴かない.

孔子の仁義礼智信を如何に説いても，又経世憂

国に口角泡を飛ばしても，中々其の人々の環境や

職業などに依って容易に頭に入るものではない.

説かないよりも効があるといふことは無論である

が，さう思ったやうに効能は認められない.如何

名教自然、碑地鎮祭



に吾々教育家がさうし、ふ事に対して朝からl免ま

で，学生の顔を見れば仁義礼智信或は経世済民を

説いても，どれだけそれが徹底するかといふこと

を考へますと，実に教育者といふもの L無力を感

ぜざるを得ないのであります.

ところが私考へまするのに道徳とか知識とかL、

ふものは是は人間の捺へたものである.人間の鮮

へたものならば，其の道徳や知識を超越したもう

一つ上に何物かあるのではないかといふ事が思へ

る.人l甘]の道徳、や知識を超えた一段高いところに

何かあるのではないか.さ うして一種の電波が其

のところから出て居るのではなL、かと思はれる.

其の電波といふものを感ずることに依って，即ち

天来の福音に依って人間といふものに何等かの違

ひが出て来る.

人間の作った道徳や智識きりならそれは矢張り

人間，其の上にある何物かに感ずることに依って

初めて人間より少し偉いところの超人，神様だと

か仏様とかいふものになるのではなからうか.

東郷元自lt.高橋是清翁の如きは一人は神様で一

人は仏様.さうし、ふ人は生きて居る時から人間の

作った道徳や知識の上にある何物かを幾分感じて

居たのではなからうか.斯ういふ感じが致しま

す.そういふ点から考へて見ますといふと，孔孟

の教へだけに凝り固まると如何にも人間らしくは

なりませう.

併し神様のやうな人格が出来るものでせうか.そ

れにはどうしても此の孔孟の教へに加ふるに，老

子や荘子所謂老荘の考へといふものをそこに持っ

て行かなければ駄目な様な気がしてならないJ世

の中には所謂八宗兼学と云ふ事があります.ーっ

ところに凝り固まらず，四方八方を見てそれを自

分で考へて行く .斯ういふ事が宜いのではないか

と恩ふ. i名教自然Jの四字の中には孔孟の教へ
もあれば，老荘の思想も入って居ると私の頭に浮

び出てた文句である.私の今まで考へて居たとこ

ろの教育上の考へは，名教自然、の四字に落着くや

うに考へる，此の四字の中には猶何処から来るか

分らない彼の不思議の~光をも受取り得る或るも

のが存在するのではないかと思はれる.

此の考への下に青年学生を教育し，国家の進

運，文化の発展に寄与し， 一旦緩急あれば義勇公

に奉じ，所謂君の馬前に一死報国の国土といふも

のを輩出したい.是が私の念願であり，又私の教

育の理想、であった.抑々教師と学生の聞は恰も親

と子のやうなものであります.それであるから親

が時々外に出て行けば帰りにはお土産を買うて来

て子供を喜ばすといふことも忘れてはならない.

お土産一つも貿うて来ない親ならば，如何に親子

の聞でも情愛が移らない.

又仮令買うて来ても帰る度に煎餅ばかりでも子

供は喜ぶまい.それならば時にはチヨコレート，

チヨコレートもよいが帰る度にチヨコレートでは

やはり子供は親の親切に感じない.

名数自然碑liUで記念撮影
(右より)

当日の来賓

(有より)有吉忠一， 青木周三，

f血i.1蘇峰，鈴木達治寓山保，松岡寿，宵木周三.有吉忠一，

鈴木達治，大'Y'勇吉，徳訂正車峰，巾村順平，

(上)郎r.r太郎
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校長は親であるからよく子供の心中を察して珍

しいお土産を買うて来なければならない.食ふ物

も買うて来れば頑具も買うて来て子供を喜ばして

やらなければならぬ. r名教自然」は是は沢山の
お土産の卸しどころ，東京で言へば三越とか横浜

で、言へば野沢屋とかし、ふ様なところぢやと思ふ.

此処に入って行けば色々なお土産を売って居る.

食ふ物も頑具も，何でもデパートだからある.私

は斯うし、ふデパートのあるところを見付け出して

喜んだのであります.併しながら，どうも私のけl

着の中には銀一文もないとは申しませんが，どう

も三越や野沢屋の前を再三あちこち通ったが，私

の財布は軽い.そこでお土産を買出すことは出来

なかった.

是は如何にも残念に考へて居る次第.もう一遍

校長になりましたところでやはり財布は軽いから

デパートで売って居るところは見出したけれども

矢張り貿ふことが出来ないといふことを今でも残

念に恩ふ.けれども私の後に此のデパートから沢

山のお土産を買へるやうな金持の方々が揃って居

られることであらうと私は安心してゐる.併しな

がら子供の土産をあ Lいふデパートから貿うて来

(4) 大幸勇吉 (京都帝大名誉教授〉 祝辞

私は鈴木君とは40年以上親しく交って居りまし

て，普通の交際以上の親密な聞であります.鈴木

君の御栄進，又御名誉のある事柄につきましては

衷心喜んで来た者であります.此の度鈴木君の記

念碑の除幕式があるといふ御案内を受けて喜ん

で，京都から今朝此処に到着した次第でありま

す.

鈴木君の御性格につきましては，普通の人とは

大分途ったところがあります.それ等の事柄に付

きましては先刻色々の方面の御方から十分に御話

がありましたので前弁な私が之を繰返すことは差

控へます.

鈴木君が創立以来15年間特別の教育行政を以て

此の学校を管理されて以来一回も文部省に御迷惑
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るのは子供の族の為に悪い.斯ういふことである

ならばどうぞ此の名教自然のデパートを何でな り

と打壊して裁きたい.私は決して苦情は申しませ

ぬ.其の御考へで居て貰ひたい.

終りに一言附加へて置きますことは，名教自然

の此の四字は中々大きな字であります.私は生れ

て初めて斯ういふ大きな字を書きました.是はも

う精一杯.それに悪筆ぢや.

当世流行の言葉に「心臓が強し、」とし、ふ言葉が

ある.如何にも之を書くには諮きましたが，心臓

の強かったことは私自身に全く自覚して居りま

す.其の点どうかお汲取りを願ひたい.然るに一

代の文豪蘇蜂徳富先生が御撰文になった文章と，

横浜の巨人三渓原先生が名筆を揮はれたものと私

は同居することになって居ります.淘に光栄の至

りではありますが， 同時に淘に恐縮に堪へませ

ぬ.恐れ入って居る次第であります.

主主に両先生に厚く御礼申上げる次第でありま

す.

淘に今日は皆さんより多大の御厚遇を蒙った光

栄に対し重ねて厚く御礼を申上げて御拶後と致し

ます.

を掛けたことはない.所謂学校騒動力:起ったこと

がないといふことは，是は鈴木君の人格，徳望の

然、らしむるところであると信じます.鈴木君は学

校の為に御尽力になりましたのみならず，此の横

浜市の為に非常に御尽力になったのでありまして

私の友人などは鈴木君は横浜の事ばかり考へて居

て図ると話して居るのを聴いたことがあります.

今日の如き此の盛大なる除幕式の行はれた事は

勿論偶然ではありませぬ.

是は当然の結果であります.私にもテープノレ ・

スピーチを何かやれとし、ふ事がありますが，私は

元来テープル ・スピーチは大嫌ひ随って下手であ

ります.併し鈴木君に祝意を表する為に此の前弁

を以て一言申上げた次第でーあります.



(5) 青木周三 (横浜市長〕 祝辞

本日放に本校副校長鈴木達治先生の記念碑除幕

式を挙行せらる与に当り，一言挨拶を申述べる機

会を得ましたことは甚だ欣快と存ずる次第であり

ます.

先生が横浜に於ける知名の土でありますこと

は，今更私が改めて申上げる迄もないことでござ

いますが，それも本市緑高の学府の校長であった

といふことの外に，極めて懐しまれる人格を有た

れたー横浜人として，市民の聞に親しまれて居る

のであります.

本校生徒も卒業生も，先生を校長として尊敬す

る以上に，お父さんとし、ふやうな感じで先生を慕

って居たし，今も相変らずさうした気持で御交際

を願って居るやうに思って居ります.

是は先生の常に唱へて居られる自由教育といふ

やうな主義の結果ではなくして，先生の持って居

られる徳望の結果なのであります.

本日:絃に先生を偲ぶ記念碑が建てられるに至り

ましたことも，此の人柄を慕ふ気持が相集って昔

の教へ子や今の職員生徒，先生の知人等が一団と

なって自然の結果生れ出たものと考へられるので

あります.

皆は煩徳、碑といふやうなものにしたかったと承

ります.やはり先生の徳の現れであると申すこと

が出来ませう.

先生の影響を受けました幾多の卒業生が，今や

全国の工業界の第一線に立って活動して居られる

のでありますが是等の卒業生は学校で・教へて貰っ

た学科を役立たしめて居ることは勿論でせうが，

それと共に先生を中心として作り出された極めて

明朗なる学風を自分の生活の指針として活動して

居ることであります.

先生の学校生活を外部から見て居りますと，極

めて楽しんでやって居られる，職務を勤めるとい

ふよりは寧ろ楽しみにやって居るやうに思はれた

のであります.此の楽しんでやるといふことは苦

楽を超越し，熱心とか親切とかし、ふ徳をも超越し

まして，調はど宗教的のものであるといふことが

出来ると思ひます.

先生の教育は極めて熱心であり，能く生徒や卒

業生の面倒を見て居られたかと考へますが，やは

り英語うした気持の発露であると信ずるものであり

ます.職務を持つ者は斯うし、ふ気持でやらねばな

らぬと私は常に考へて居りますが特に学校の先生
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の斯うした影響は修身道徳の講義より迄に価値あ

り，影響するところ亦頗る大なるものがあると思

ひます.

先生が本市に参られましたのは大正9年ですか

ら昭和10年2月御退官になるまで15年間になり

ますが，此の15年聞は淘に奮闘努力の継続であり

ます.

尤も先生は自然に従っただけだと御考へになる

かも知られませぬが，創立日尚ほ浅きに大正12年

の大震災にて全校挙って焼土となり，剰へ名古屋

市へ移転の運命に遭遇せられまして，先生は百方

奔走の結果現場に復興の目的を達し，御退官に至

るまで、復興事業に尽きれて居ったので‘あります.

尚ほ此の間或は建築学科，或は造船工学科を増

設し，或は教員養成所を附設し，内容の充実，工

業教育の振興に努められたのであります.

本市として特に感謝すべきは，高工卒業生が本

市工業界の中堅的幹部として活動して居られる外

に，生先は県立商工実習学校長，市立工業専修学

校長として本市市民の子弟の訓育に当たられて，

極めて優秀なる商工実務者を出し，以て本市工業

教育に寄与せられたことは頗る大なるものがあり

ますが，更に横浜工業懇話会を組織せられて，個

人として本市工業の進歩発達にカを致されたこと

であります.

本市工業が今日の隆盛を見たのも，先生の御尽

力を籍らねばならぬ事も沢山あること L信じ此の

機会に於て御願ひを申し上げて置く次第でありま

す.

今や時局は急を告げて居ります.然れども工業

日本の威力は世界を脅威せしめて居ります.工業

知識，工業技術だけでなく，工業日本の精神の力

が世界を脅威せしめて居るのであります.

先生の如き学徳、高き教育者の力を以て，今日の

日本工業界を築き上げることに至ったこと L信ず

るのであります.

今日此処に出来致しました記念碑に刻み込まれ

た「名教自然Jの教は，先生の風卒を伝へると共

に永く本校教育の師表として，若き学徒の懐れと

なることでありませう.

淘に意義深き事業として欣びに堪へぬ次第であ

ります.

主主に先生の御健在と本校の隆昌を祈って，本日

の祝詞と致します.



(6) 有吉忠一 (貴族院議員)祝辞

私は本校の創立に与りました縁故から，何とな

く此の横浜高等工業学校は自分が育て上げた子供

のやうな考へを持つのでございます.

私は先年本県の知事を拝命して横浜に参りまし

た時には，男子を教育する学校はたった三つより

ございませぬでした.県立第一中学校と第二中学

校と績浜に最も古い通称Y校，此3つよりありま

せぬ.

女子に関する教育機関は非常に沢山にありまし

た.女子師範学校，県立高等女学校，フエリス，

紅蘭，共立，英和，捜真の各女学校に横浜高等女

学校，神奈川高等女学校と随分沢山ありました.

そこでどう しても横浜には男子を教育する機関

がもっとあって欲しいと思っておりまする際に，

丁度大正5年大限内閣の方針として，我国に高等

なる工業教育機関を新に施設するといふ議がある

ことを，只今も本校の商議員をして居ります中村

房次郎君が聞き込まれまして，其の当時の知事た

る私のところに，之を招致するに付ての尽力を求

められましたので，文部省に付て聴き及びまする

といふと，建設費及び敷地を提供するならば考へ

ょうといふことでありました.

其の時に文部省が定めました一校の敷地の標準

は7千乃至1万坪であります.さうして創立費は

約80万円から 100万円までの問といふことであり

ましTこ.

帰りまして色々と各方面に此の交渉を致しまし

て，横浜の如き有力なる都市にはどうしても工業

教育の機関が必要であることを痛感致しまして，

之を施設するの決心を致し，遂に市は其の敷地を

後日の拡張を考へまして，其の当時は3科より施

設をされぬといふことでありましたが，横浜の現

勢に顧みて，後日大いに之を増設して貰ふ必要が

あると考へて，其の敷地は憶か2万坪を抱合して

居ると存じます.さうして神奈川県が70万円を提

供致し，尚ほ横浜市が其の上に不足を補ったこと

与考へて居ります.さうして此の議が纏まり，議

会も通過して愈々施設に決定致しまして其の準備

中に私は本県を去ります時分に承りましたところ

に依ると，此の度高等工業学校には淘に立派な適

材が校長として来られる.それは即ち鈴木達治先

生であるといふことを承りました.

私は其の当時鈴木先生とは一面識も有って居り

ませぬでした.遂に鈴木先生には御自に掛る機会
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なくして本県を去りましたが，6， 7年後再0)，私

は主主に横浜市長として就任致しました.共の時初

めて鈴木先生の御風卒に接したので、ございます.

それから此の学校と私とは右申しまするやうな

因縁がございますので，屡々鈴木先生ともお目に

掛り御話を致す機会を持って居りましたが，鈴木

先生が教育上に持って居られるところの主義と申

しますか，理論は，先程祝詞の中に神官が述べら

れました三無主義， Jlnち無試験主義，無採点主
義，無賞罰主義で，之を折々鈴木先生から承りま

した.

併し私は有体のところを白状致しまするが，鈴

木先生の此の理論には私は一つも感服を致さぬの

であります.併しながら鈴木先生が此の学校を実

際に統理して居られる其の実績に付いては私は実

に感服を致して居るのであります.

其の最も私が感服を致すーっの事は即ち本校を

卒業せられたところの卒業生諸君の自主独往の精

神が綴刺として居られることであります.

此の学校の卒業生諸君の成績を聞きますと，如

何なるところに行つでも礁々として甘んじて居る

人はない.各々其の仕事は忠実に，熱心に働かれ

るがそれと共に銘々其の独自の考へを以って自己

の事業を進め開拓して行くといふ熱烈なる精神を

持って働いて居られるといふことであります.

:Ilfrの如き気塊を此の多数の卒業生の中に打込ま

れた其の精神といふものは是は実に偉大なるもの

と私は考へまして，是は全く鈴木先生の教育の結

果が主主に現れたものと思ひまして，実に敬服をし

て居るのであります.

而も其の卒業生諸君が斯の如き立派なる成績を

挙げらる与のは，国より鈴木先生の御力もありま

するが，又鈴木先生を援けて行かれるところの先

生方の努力も大いに力があると信ずるのでありま

す.

然、るに其の先生方の中からも，私が最も感心す

ることは，鈴木先生の校長時代に論文を提出して

博士になられた方が8人もあるといふことであり

ます.

斯の如き事は普通の高等工業学校程度のところ

では非常に稀な事であります.此の事に付ては私

共先般横浜市民の一人として御祝の会を開いてお

喜びを申し上げたこともございまするが，斯の如

く諸先生が講義を続けながら論文を提出し，自分



の力に依って博士を鼠ち得られたといふが如きこ

とは，やは り校長として思料せられる鈴木先生の

誘導捉揃の力が之を致したのであらうと考へまし

て，先生が生徒を養成せらるふに就て力を致され

たことを感謝すると共に，又先生自身が鈴木先生

の思料に依って斯くも活液極まる進歩を常に続け

て居られることに就て，私は非常な敬意を払って

居るものでございます.

主主に本日鈴木先生の其の威徳を記念する為に此

の立派なる記念碑が建設されまして，之を見て学

校の諸君は定めし喜んで居られることであらうと

思ひます.吾々も亦此の学校に関係を持つ一人と

して，深く之を欣ぶ者でございます.

併ながら私はどうか鈴木先生が此の学校に残さ

れたるところの自主独往の考へを以て，学校とい

ふやうな名前に隠れ，其の強い力の下に自分の仕

事をするといふやうな依額心を持つことなく ，全

く自己の力に依って自己の事業を開拓して行く.

(7) 近藤賢二 (日本カーボン会社々長〉 祝辞

私は鈴木先生の同学の後輩であることを申上げ

ますことは淘にお恥しくもありますが，又光栄に

も存じます.先生と初めに御自に掛りましてから

かれこれ50年になりますので，非常に徽が生えて

居る時代であります.恐らく当時独逸から帰られ

た先生でありまして，色々独逸の工業の話などが

ありましたので鈴木先生はサイエンスの方に御入

りになったものだとも私共思ひます.ところで今

日のやうに大教育家であり，或る点に於ては思想

家になられたとし、ふことは当時に於ては考へられ

ませぬでした.

先生は今と同じゃうに背も余り高くなく，今よ

りも少々痩せて居った位で，学校でも演説会に入

る事でもなければ，雑誌に論文を書くといふ方で

ありませぬ.

無論当時は徳富先生の崇拝者ではなかったやう

に記憶して居ります.後輩の私は今日に至るまで

工業上のこと，其の他のことで相変らず個人とし

て鈴木先生に御指導願って居りますが，報ゆると

ころはないのであります.唯先刻横浜市長の御挨

拶になりました震災直後の高等工業学校の復興に

就きまして，一寸したエピソードがありますの

で，それを申上げてみたいと思ひます.当時名古

屋に移転説がありましたものか，文部省は高等工
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其の独立したる精神を持って進んで行くとし、ふ其

の気塊と，それから時代に遅れずに常に自ら研鎖

して進歩発達して行くといふ，即ち諸先生の中か

ら8人も博士が出られたとL、ふやうな其の自由な

る研究の下に自己を開拓して行かれる其の気風

を，此の記念碑と同じく将来も続けて行かれると

いふことを切望して己まぬ次第であります.

此の精神を持続して行かれてこそ，私は鈴木先

生も自分が此の学校に働かれたことに就て満足を

表せられることであらうと存じます.此の記念碑

が建った事よりも，其の精神を続けて行くことの

方がより多く鈴木先生を満足せしむるのではない

かと考へる次第であります.

私は本日霊に此の麗しき記念式を挙行せられる

に当りまして，鈴木先生に就て平素考へて居りま

すことを申述べまして，私の本日の御挨拶と致し

ます.

業学校の復興予算に付ては非常に出し渋ったので

あります.

或る時鈴木先生が私の行って居る倶楽部におみ

えになりまして，文部省で又予算を断られてしま

った.どうにも仕方がないといふことであった.

そこで私は先生に一策を奉って，私が一つ大いに

やってみやう，といふのは其時の文部大臣は岡野

敬次郎さんでありました.それで岡野さんが食卓

に就くのをみて，私は鈴木先生を御紹介する為に

右左りに坐りまして，文部大臣はまた親しく御承

知ないといふので，是は横浜高等工業の校長先生

ですと私は御紹介しました.

ところが岡野さんは学校の復活は何時出来るか

と云はれたので，実は今も行って参りましたが色

々御説がありましてといふ様なことで，出来るだ

け早くやりたL、と恩ひますと云ったところが岡野

さんは出来るだけ早くやるが宜い.何とか時期が

あるだらうから，それまでにやって貰ひたいと云

はれた.それから鈴木先生は大急ぎで属僚の方に

会って，大臣から許しを得たから何でも承知して

賞ひたいといふことを云ったら宜からうとし、ふの

で文部省に駈け付けましたが，其作戦が功を奏し

て，局長以下の人も大臣の許しを得たならばと承

知をして呉れたと喜んで居られました.其の後又



文部大臣が迭って江木千之といふ方になりまし 其の結果はどうであったかといふと，君の云ふ

た. 通り江木さんはフロックを着て長靴を履いて居

是は老人で中々頑強な人だ.今度は君どうした た.入って行くと此方もフロックで大いに敬意を

ら宜し、かといって鈴木先生が見えました.私は問 表されたので都合が好かった.そこで江木さんの

野さんのやうに背広ではいかぬ.先生は其の時フ お許しも出たので，高工の復興予算も割合順調に

ロックを着ないことになって居たが，江木さんに 整うたやうなこともありました.それで今日のや

はフロックでないとL、かぬといふのでそれも宜か うなことになったのでありますが，さういふ詰ら

らうとフロックの古い奴を一着に及んで行きまし ぬお話を申上げて今日の祝辞に代へたL、と存じま

た .す.

(8) 安川数太郎 (横浜高工教授)祝辞

当校職員の一人と致しまして，私が一言申述べ

ることの御許しを得ましたことは.l向に光栄と存

ずる次第であります.先程からも度々御祝辞の中

にありました通り，鈴木先生は教育に対する御信

念の極めて堅い方でございます.皇室中心主義を

以て一貫せられ又人格主義一一学問よりも人格を

大事とするとL、ふ主義でやってお居でになりまし

た.御承知の通り三無主義と申し，無試験，無採

点，無賞罰を主義とせられましたが是はいふに易

く，行ふは難しいことは申す迄も御座いません

が，之を実行するに付ては先生は実に涙ぐましい

奮闘をなさいました.

この主義に就きましでも先生程の徹底した信念

もない私共は時には先生に喰ってかLったことも

あります.其度毎に先生の御指導に依りまして，

成程先生の御信念は固いといふことを感じたので

ございます.

又無処罰主義に就きましても，私は深く感じた

事が御座居ますが，其の一例として曾て数年前学

生社会におきまして赤化思想が非常に椙放を極め

た当時，本校の学生にも将に赤く染まらうといふ

虞のある一人の学生が警察へ連れて行かれた事が

御座居ました.其の時先生は自ら警察まで御出で

になりまして，言草々と其の生徒に御諭しになり，

之を正道に還らしめて，元の通り学業を続けさし

て，立派に卒業させたことがあります.当時大抵

の学校は赤の嫌疑位でも之を退学とか放校に処し

たのでありますが，先生はさういふ無処罰の精神

を発揮せられたことをみて私共は大いに感心致し

ました.又先生は非常に将来を見透すところの見

識の高い方であるといふ事に就きましでも私共は

色々と感じて居ります.例へば震災直後に於きま

して建築科を新設せられるとか，又当校には学科

154 

の新設として電気工学科が配置せられて居った事

でありますが，神戸高工の方では自校に配当せら

れた造船工学科を喜ばずして電気工学科を熱望す

る状態でありましたので，先生は横浜港の使命と

いふ事を御考になりまして，当校は造船科を希望

しよ うといふので，造船科を設置せられました.

全国高工中造船科のあるのは当校だけでござい

ます.其の上に造船科を設置すると共に，其の造

船科の一部に航空部を設け是が基になりまして今

日航空学科が設置せられることに確定致しました

といふ風で，何時でも将来のことを見透される先

見の明がお有りになったといふことは，到る処に

其の実例を持って居るのであります.

尚ほ先生は先程御話のありました通り， r厳な
らずして整ふ」といふ実に広大なる包容力を持っ

てお居でになります.小言を云はずして自然に皆

が治って参ります.吾々職員も皆喜んで先生の下

で一致協力して行かれたのも全く先生の御徳の然

らしむるところでございます.先生は斯様に太っ

腹であられる反面に於て淘に器用な方でございま

して，園芸の趣味をお持ちになります.又私は先

生から化学を御習ひ致しましたが先生の講義，実

験とし、ふものは実に吾々の感心する程注意周到な

ものでございました.

承ります所によりますれば先生は工業懇話会の

幹事として毎月講演者を依頼せられるには必ず御

自身で先方へ御出張になりまして御懇請になり，

当日は親しく駅まで御出迎へになり，後日また御

自分で御礼に行って下さるとの事で御座ゐます.

尚ほ先生の御徳に付きましては余り細々申しま

しては時間が長くなりますから是だけにして置き

ますが，終りに臨み先生の御健康を祈ります.



(9) 日野義一 (横浜高工第2回卒業生)祝辞

本日の嘉き日を卜して鈴木前校長の記念碑除幕

式を御挙行するに当り砂防、所懐を述ぶる機会を得

たのは私の最も欣幸とするところであります.

抑々私が鈴木先生を御知り申したのは明治44年

東京高等工業学校に入学して有機化学の教へを受

けた事に始り，其の後大正11年再び本校に入学し

3年間御薫陶を受け今日に至りたるものにして，

恐らく本校卒業生数多しと難も40年間の長期に亘

る御薫陶に浸り居る関係，並に最年長者たる点に

於て本校の第一人者であり従って鈴木先生として

も，私に対しては非常に印象深いものと自負し居

る次第であります.

大正11年私が本校に入学しました最初の動機と

いふものは校長が鈴木先生でありしこと，並に其

の以前に私が明治44年東京高等工業学校に在学中

深く印象付けられた問先生の教育方針に共鳴する

ところが大なるものがあった為めで、あります.今

主主に柳カミ先生の教育方針を述べんと致します.

先生が明治44年東京高工在職中に常に自由啓発

主義の教育方針を持って居られたので， 当時試験

制度の最も厳粛に行はれた東京高工に於て，此の

制度に孤立してフリーパスに類するが如き採点方

針を支持せられ居た事は，如何に当時の学生に好

印象を与へたるものか想像するに余りあるのであ

ります.さりとて先生の科目を学生が放棄するか

といふと決してさうではありません.元来有機化

学は無機化学と異って教室に於ける実験も少い

し，学生に取っては無趣味な学科であります.け

れども当時の先生の講義振りには最も共鳴をし，

又難かしい学科の一つでありましたので，一言一

句も漏らさぬやうにしてノートに筆記して勉強を

自発的に余儀なくせしめられたるのは自由啓発主

義の反映でありました.

最近教育方針として事新しく詰込試験制度撤廃

を叫ばれて居る今日と比較して，先生は既に数年

前に此の考を持たれ，又其の実践者であられた.

さうして今日に及んだ此の一事を以って見ましで

も，如何に先生が卓越せる教育方針の堅持者であ

ったかを感知せしめられるのであります.自由教

育を奨められる一方，政治家或は実業家等の第一

人者を本校に召鴨せられて，我等学生の為に講演

をなして下さったので此の点に付ては， 当横浜が

地の利を占めたることが其の機会を恵まれた第一

の原因でありませうが，先生があらゆる方面に御
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懇意の方が多くて，又時には同じく先生の徳、を敏

慕せられた方もあった為であります.

将来の大成を期せんとする希望に燃えたる者に

指針と後援とを与へられたのであります.斯うい

ふ方針の下に私は本校に入学した当時既に30歳て・

ありました.ところが他の学生は皆20前後であり

まして，全く懸隔があったにも拘らず入学を許さ

れた此の一事を以てしても，学生の年齢或は職業

に拘泥せず，所謂好学に燃える青年を希望し，新

に其の道を関かれたことに依っても，それは自由

啓発の抱負の一つの現れと私は信じて居ります.

其の他先生の見識の点に就ても，文部当局に対し

ての先生の純理的な意思表示は全く輩固なものが

あって，本校が創立最初は機械，応化，電化の僅

か3科に過ぎませぬでしたが，其の後尚 2科を増

して即ち建築，造船科，最近は航空科のやうな新

しい科を見るに至ったのであります.是等は何れ

も日本の最も重要なる科でありまして，私等は大

いに心強く思ふ次第であります.是れ偏に先生の

賜ものであります.又彼の大正12年度の大震災に

於て本校も不幸にして一見の焼土と化しました.

文部当局も其の最善の収拾策として，本校を名

古屋に移して学生を教育せんものと懇談せられま

したが，先生は強硬に反対せられ，有も昆虫すら

自分の楼家は知ってゐて，たとへ唆されても更に

戻って来るといふのに，一時にもせよ横浜の地を

去ることは昆虫にも劣るものであるのみならず，

本校の再建を遅延せしむる一大障害となるもので

あると反対せられました.さ うして害こそあれ利

益することはないと説いて気焔万丈，時の文部大

臣も其の見幕に僻易されて，遂に先生の意思を尊

重せられ，漸く本校の復興を固く約されたさうで

す.此の信念たるや最近皇軍が支那事変に於て活

躍し，将来何物かを獲得せん，建設せんとして勇

往遁進しつLあると全く同一信念に基くものであ

りまして，震災当時の是等の高等政策には非常な

苦心をされたこと L想像せられるのであります.

此の時の何物かを目指して強く躍進せられたこと

が今日の此の完備せる立派な校舎を見るに至った

次第であります.此の種の事を論じ始めると尽き

るところがないので，実に感慨無量なのでありま

す.

今日此の偉大なる鈴木先生の記念碑除幕式を挙

行せられるに当りまして私は遠く九州から今朝駈



けつけました. 我が心中の欣びを披渡し，併せて先生の御長命を

今ままに鈴木先生の面前に於て朝日か所懐を述べて 祝って祝辞と致します.

(10) 田尻常雄 (横浜高商校長)祝辞

私は横浜に於ける同じ直轄学校の姉妹学校に関

係して居る一人と致しまして，只今御指名を受け

ましたので一言祝辞を述べますることを甚だ光栄

と存じます.鈴木先生の人格，其の他多大の御功

績に付ては先程式場に於て青木市長，有吉前市長

閣下，徳、富蘇峰先生等に依って云ひ尽されて居り

ますので，何も私が附加へる必要はないと考へら

れます.

教育といふものは古今東西を聞はず同じゃうな

型の人が多いのであります.併ながら鈴木先生は

常に型破りの人である.型破りにも良い意味のと

悪い意味のと二通りありますが，鈴木先生は非常

に良い意味の型破りの方であります.本校のモッ

トーであるところの自由啓発主義，三無主義の如

きは，是は余程自信があり，又スピリテーがない

限り其の実行は不可能であります.此の世の中に

於て最も難かしい三無主義を先生御在任中に十分

やってのけられたといふ事は，其型破りが非常に

良い型破りであって，先生の御人格スピリテーの

然、らしむるところと，吾々は敬服する次第であり

ます.で教育とし、ふものは最も地味な事業であ

り，又時を要するのであります.即ち教育は百年

4. 徳富蘇峰選文(碑裏面)

の大計を要するのでありますが，鈴木先生の本校

に於て為された事業は僅かに10年に過ぎませぬ.

然、るに今日其の成績，其の効果といふものは相当

に現はれ，我国の産業に本校の卒業生が多大の貢

献を尽されたといふことは，先生の御徳の然らし

むるところである.又先生の御努力の結果である

と申して宜からうと思ひます.私は先生が名実共

に淘に立派な後継者を得られて，さうして非常に

優秀なる教職員を持たれて安心して校長の職を退

かれましたが，尚ほ将来に於て先生に侠つところ

が多いと恩ひます.

それは単に学校ばかりでなく，社会的方面に於

て，我国の産業方面に於て尽さるべき点が多く，

又吾々が要望するところも非常に多いと感じられ

ます.

願はくば先生が一層自重自愛されて益々御健康

に，さうして我国産業界其の他社会方面等にも今

後共に十分の御貢献あらんことを希望致します.

斯ういふ所で長話は禁物でありますので，私は先

生の光栄を称へると共に，先生の益々御健勝なら

ん'ji:を祝賀しまして御祝の言葉と致す次第であり

ます.

丈夫自有衝天気，不向如来行処行穴煙洲鈴木君達治ノ如キハ，ソノ人歎，君初メ京都ノ同志社ニ学ピ

更ニ東京帝国大学ニ入リ，理科ヲ修ム.大正9年1月19日政府勅令ヲ以テ横浜高等工業学校ヲ設立スノレ

ヤ，君即日選パレテ其校長ニ任ゼラノレ.創立経営ノ業，専ラ君ノ努力ニ侯ツモノ多シ.然ノレニ大正12年

9月1日大震火災ノ起ルヤ，横浜最モ其厄ニ擢リ，全校ヲ挙ゲテ殆ンド焦土ニ帰セシメタリ .

此時ニ当リ，青天解雇，命令一下，愛知県名古屋市ニ移転セシム.君慨然トシテ起チ~奮自カラ禁ゼ

ズ，或ハ市ノ有力者ニ恕へ，或ハ当局者ニ抗議シ，奔走周旋寧処スノレニi皐アラズ.遂ニ現場ニ於テ漸ク

該校復興ノ目的ヲ逮スノレコトヲ得タリ.

君ハ夙ニ皇室中心主義ヲ奉ジ，期行実践ーニ自発ノカニ頼ノレヲ旨ト‘ン，特ニ学生ヲシテ各自ノ人格ノ

尊重スベキヲ自覚セシメ，学生ヲシテ天賦ノ才能ニ応ジテ，其所長ヲ発揮セシムルコトヲ教育ノ主眼ト

シ，而シテ自ラ三無主義ヲ標務ス.日夕無試験，日夕無採点，日夕無賞罰，君ヲ知ラザル者，皆ナ其言

ヲ異トセザノレハナシ.

然モ其ノ効果ハ頗ノレ著明ナノレモノアリ .コレ験トシテ君ノ誠意ノ学生ニ感字スノレトコロタラズンパ非

ズ.而シテ横浜高等工業学校ガ特殊ノ学風ヲ陶冶シ，我教育界ニ於テ一種ノ異彩ヲ発シ，超然独歩ノ観

ヲ呈スルモノ宴ニ偶然ニアラザルナリ.

此ニ於テ君ハ倉Ij立満15年ヲ期シ，自ラ選抜シタル後任者ヲ推薦シ，悠然トシテ去レリ.君ノ如キハ進

退出処実ニ其道ヲ得タノレモノト謂フベシ.
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比ロ故旧門人碑ヲ校庭ニ建テ，君ノ徳、ヲ頒セント欲シ，文ヲ予ニ徴ス.予若ト相得ノレ浅キニ非ラズ，

欣然ソノ知ノレ所ヲ鋳シテ以テ後/君子ニ言昔、グ，然モコレ未ダ君ノ全面ヲ馨スニ足ラザノレナリ .

昭和12年11月1日

蘇峰徳、富猪一郎撰

(注)不向如来行処行，如来行く処に向って行かず

なお鈴木達治は，第72回 「六ツ川夜話」にこのl時のことを次の通り述べているので，しめくく

りとして書き添えておく.

此一日に名教自然、碑の除幕式が挙行せられた.

此の碑を建設する事に就いては一昨年の夏頃より

学校関係並に学校出身者の方々に依り委員会が設

けられ，長い間の御苦労で出来上ったものであ

る.そうして之が私の退職したに就いての記念と

して発起せられた事であるので.Uとしては之等
諸君の好意に対して言葉でも又文字でも言ひ尽し

又表す事の出来ない深き感謝をしているのであ

る.

* 判ド

除幕式の当日の前後は天候が甚だ険悪で其の日

も危ぶまれて居ったのであったが，幸にして朝迄

微雨で‘あったものが晴れ上って，除幕式の終る正

午頃にはかすかながらも陽日を仰ぐ事の出来る様

な幸を見たのであった.多数の人々が各方面から

殊に又遠方から来て下さったという事に対しては

真に感激に湛えない次第である.又蘇峯徳、富先生

がわざわざ来て下さって，臨場を扉うしたのみな

らず，私にとって光栄至極の祝辞を賜った.

先生が極上に立たれた時には端なくも私が最も

尊敬する新島先生が来場せられた様な感を催し

た.又京都帝大の名誉教授である大孝勇吉先生が

わざわざ京都からおいでになったといふ事は，私

の青年時代の師として仰いだ方であるので一層の

感謝に堪えなかった.猶祝辞を厚うした貴族院議

員有吉忠一氏は，横浜高工の創立と不可分の関係

ある一人として有難き光臨であったといはねばな

らぬ.

* * 
有吉氏の祝辞の中に私と始めて会ふたのは，氏

が横浜市長として釆られた其後であると云はれた

が，之は主主に訂正をして置さ度い.大正9年に横

浜高工が開校した秋に，私は今も会計主任をして

ゐる大山春翠氏と同道して，伊勢の大廟と桃山御

陵に参詣をして学校創立の御報告をした.同時に

足を神戸に向けて当時の兵庫県知事であった有吉
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氏に県庁に於て面会して，親しく学校開校の状況

を報告し，且創立当時の神奈川県知事であった同

氏に謝意を表したので，之が初対面であったので

ある.猶青木市長は緩々其の祝辞の中に私の心情

に対して懇切な讃辞をI1易ったので，あたらざる司i

であるが其の褒状に対しては感謝に堪えないので

ある.

又出身者の中に於ては，日野義一君の如きは九

州大牟田の如き遠方からわざわざおいで下さっ

て，長文の祝辞を寄せられた事は同様に感謝に植

えないのである.其他大阪方面各処方、らわざわざ

おいでになった校友諸君に対しては，一々其の名

を列挙致しませんが，私の銘記して忘れられぬ感

謝である.

* * 
もともと此の記念碑は発起人諸君に於ては私の

胸像若しくは銅像を建設してやらうといふ目論見

であったのであるが，之を断って辞退したのであ

った.さうして私の希望を入れて此の名教自然、碑

となったので、ある.何故に私は之を辞退したかと

し、 b'J~は，はっきりと説明が出来ない何も遠慮を

して説明をしないのではなく事実出来ないのであ

る.只何となく胸像若しくは銅像よりも「名教自

然碑」が欲しかったといふに過ぎないのである.

発起人諸君に於ては任げて此の記念碑にせられた

とし、ふ事に対しては只々感謝するのみである.

* * 
而して中村順平先生の意匠に依って新建築を背

景として吾が高工の玄関前に鉄筋コンクリートの

構造物と相応しく出来上って，校庭の美観に添へ

る事の出来る様になったすl;:に就いては，中村順平

先生に深甚の謝意、を呈するのである.唯表面の文

字が悪筆である事は気掛りである.蘇峯先生は私

に告げて「お前の学校の庭に立つ石にお前が書く

のであるから如何に悪筆でも何人も文句を言ふ筋

合ではなし、」と鼓舞せられたので，意、を強ふして



生れて始めて大文字を輝主ましたのである.

4時 9時

学校の附近に住居し，たえず校門の前を通り又
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門に入り此の碑を眺める事を得るのは私も真に幸

せ者であると此碑の建設に努力せられ又協讃をし

て下さった方々に永遠に感謝する次第である.



第2章 冨山校長時代 (昭和10年~昭和24年)

序

冨山校長就任の年の昭和10年はいわゆる非常時第1年であり，それが12年日支事変に進展，さ

らに16年末大東亜戦争に突入，自由の学園も大いなる国家目的達成のために挙げてまい進した.

学園のすべての動きは，この国家目的の線に沿って進んだ.学問すること自体がこの目的達成の

手段となった.終戦後とかくのことがいわれたが，日本全体が，いわゆる聖戦達成のためあらゆ

るものを犠牲にしてっき進んだのが事実である.わが自由の学園も全校あげて必死となって勝つ

ための努力をしたのである.

昭和20年8月15日遂に終戦，それからの数年は戦時にもまさる苦闘の連続で，凶民は食うこと

でせい一杯であった.その中でわが学園は，冨山校長を中心に創立時からの自由啓発，名教自然

の校是を生かし，日本再建のための努力をつづけた.本章では，昭和10年より24年までの苦難の

時代の本校について述べる.
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第2章 第1節 非常時から日支事変ぼっ発へ(昭和10年~昭和12年)

昭和10年は非常時第1年ーといわれた.満州事変から日支事変へと進みつつあった.軍需産業が

盛んとなり ，長らく不況をかこ っていた経済界，工業界は活気をとりもどしてきた.軍国日本，

工業日本の名が世界に警戒心と恐怖心を与えるにいたった.

本校にと っては，昭和10年は大きな年となった.それは前述のように鈴木校長の突然の退任で

あった.そして冨山新校長の就任第 1{I~で，新校長の手腕が校の|人l外から注目された.

この年， 学園でr:\1~になったのは ， 述動場の問題と，記念祭をやるかどうかであ った.前者

は，新校長の奔走で無事確保でき，後者は，学生の熱意によって開催された.なおこの年から第

3期復興工事が始ま った.

昭和11年初頭，日本は軍縮会議を脱退， 2月天皇機関説の 美濃部達吉博士が右翼に襲われ負

傷，つづいて 2・26事件がおこり斎藤|人j大臣，正:j橋j蔵相らが殺されるなど，物情騒然として，非

常:1時の波がひたひたと襲ってきた.学園もその聞外ではなかった. しかし，ハマの早慶戦では3

連勝，競艇では百戦百勝をあげ，寮祭は盛会であったし，学生生活は楽しかった.一方軍事教練

も盛んであったが，まだまだ暢気(のんき)な商も多かった.特筆すべきは7月第3期工事が完

了したことと，鈴木前校長の記念事業案がま とまったことである.

12年7月7日，日支事変ぼっ発，12年10月邑|民精神総動員連動展開，学園も戦時色が一段と濃

くなってきた.御真影の奉戴，特設防護団の設置23々 ，この年特筆すべきことは，かねて待望の

航空工学科の設置が本決まりとなったこと，鈴木先生記念事業の名教自然碑が完成したことであ

る.恒例の記念祭は事変下開催すべきかどうかはげしく議論されたが，結局開催と決定した.催

し物など軍事色が濃厚であった.

なおこの年4月，創立時から勤続の遠藤，堀江両教授が辞任した.

1. 運動場確保される

冨山校長就任後間もなく述動場問題が起こ った.隣接の大運動場は，前は横浜の財閥茂木家の

所有であった.その後大正8，9年のパニ ッグで茂木家は倒産した.そのため同家所有の土地は

別に不動産会社を設立して経営された.鈴木校長は学校隣接の土地を，その会社から無償で運動

場として借り受け，その代わり会社が必要な時はいつでも無条件で返却することとなっていた.

富山校長会が就任したちょ うどその時に，不動産会社から運動場はマーケ ットおよび民家に解放す
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ることに決まったから，即時返却せよとの要求がきた.冨山校長は，当校創立時に尽力し，かっ

商議委員である中村房次郎が，その会社の役員であったので，早速善処方を依頼した.種々折衝

の結果，会社の役員会で土地は学校に優先的に売却することに変更決定された.

しかしながら事は年度の半ばに起こ ったので，予算がなかった.幸いにも学校は学校から2キ

ロ余り離れた上大岡最戸町に l万坪 (33，∞Onf)余の土地を持 っており，雑草のはえるにまか

せ，放置してあったので，この土地を日本揮発油株式会社(社長実吉雅郎)に売却して金策した.

しかしこれでもなお不足であったので，残りは中村房次郎に立替えてもらい，また一部は隣接の

商工実習学校に支出してもらい，ようやく富山校長の努力と人々の好意により，運動場全部を最

低価格で‘買い取ることができた.

後のことになるがこの土地は，そのため航空機格納庫の用地ともなり，戦後は大学の教員養成

所敷地として利用することができた.

2. 図書館蔵書数

本校の図書館については，さきに述べた通りであるが，以来自由啓発主義に則り，オーナーシ

ステム(自由閲覧)をつづけており，紛失ということがほとんどなく，わが国学校図書館では他

に全く例のない制度として，見学者なども驚きをも って見るのが常であった.

昭和10年3月末の蔵書冊数は和書8，682珊，洋書18，626冊(雑誌を除く)，価格総計215，000円

でその充実していることは全国高専随一と称せられた.

3. 第13回卒業式

本校第13回卒業式および横浜市立工業専修学校第12回卒業式は，昭和10年3月15日本校講堂で

開催された.今回は特にわが国産業界において特異的存在として知られた三井鉱山株式会社取締

役会長牧悶環工学博士の来場を願い，その他卒業生父兄在学生等多数の参列のもとに行なわれた.

式は午後3時15分から国歌合11自で始められ，卒業生に証書を授与し， ついで‘富山新校長切々た

る悠父の愛をも って語る式辞に卒業生一同深い感銘をうけた.

このステー トメントは，富山校長の校長となって初めての卒業式式辞で記念すべきものであっ

7こ.

学校長式辞

・H ・H ・本校は鈴木校長が創立以来満15年間終始 指導に当る教職員は数倍の懇篤なる努力と又学生

一貫して唱導且実践し，又教職員一同も協賛扶翼 には一層の自覚自発の勉学を促し，各個人に宿っ

し来れる自由啓発の教育主義に依りて進んで参り て居る天賦天票の才能徳性を阻害する事無く自由

ました.大正10年本校開校式に於て鈴木前校長が に発達せしむる事とし，特に品性の陶冶に於ては

宣言いたされました如く，此教育主義は明治大帝 監視無き自由の環境に自ら反省して責任を重.ん

の下し賜ひたる教育勅語の一泊滴に過ぎ無いので、 じ，名節を尚ぶ態の国土を生む事を主限として居

ありますが，要は従来‘の採点に重きを置く試験に ります.

より学生に強制的勉学を為さしむる事無く ，特に 勿論右は之を論じ或は喧伝するは容易くして実

161 



行の甚だ困難なる物あり， 一度是を誤るなれば放

縦に堕するの危険あるを慮、り夙夜是が達成に一同

奮励努力の道程にあるのであります.

過去12回の卒業生に就て是が結果を観察いたし

ますと，孝にして随所に此教育法の良き意味の特

異性を発機いたしまして世の称讃を博した顕著の

例も多々見聞いたしまして密に安猪し，且欣んで

居る次第であります.御臨席の閣下各位何卒本校

10余年来の苦心努力いたして来ました微衷を御汲

み取り頂きまして，更に御同情御後援給はらん事

を懇願いたします.唯今証書を授与いたした卒業

生も先輩の把持せる信頼を一層宣揚せんとする決

心覚悟を有する者で是を各位に御紹介申上げて各

方面に於ける御引立を特に御願申上げます.

本年は最近工業界の殿盛に恵まれて本校卒業生

は大部分就職いたす事が出来ました.是は一つは

各位の特に本校に御同情御賛助下されました御芳

志にも因る事で深く感謝いたして居る次第であり

ます.

教職員諸君，諸君は良く鈴木前校長の手足とな

られて試験採点てう鞭を捨て，赤裸々の人とし

て，時に血のにじむが如き努力と熱意を以って指

導訓育の重きに任じ其丹精の尋常一様ならざる物

ありて，今日又新に数百の有為なる国土の苗木を

世に送るを得たる事に対して私は諸君が絶大の満

足を感ぜられたる事を御察しすると同時に満腔の

感謝の意を表します.

卒業生諸君，諸君は各本校本科所定の学科を修

了して本日芽出度卒業の栄誉を荷ひたる事は諸君

の満足は元より諸君の家庭に於かれて父母兄弟の

安心と欣悦は撫かしと信じます.

凡我国専門学校中，高等工業学校生徒程国費の

支弁を多く受くるのは無いのでありまして，特に

欧米の此種学校に比較して彼に於ては実験資の重

なるは皆大部分自弁せるに比すれば雲泥の差があ

るのであって，諸君は国家の保護を受くる事の淘

に大なる物があります.又個人に就ても，父兄或

は他の方面より長年月に渉りて多大の扶翼を伺J~ 、

だのでありまして，今日の栄誉の反面には是等の

恩誼の有りし事を忘れてはならないのでありま

す.又諸君は「名教は自然にありJと観破せられ
.ロ住麗なる春の日光と恵風慈雨を注いで天賦の才徳

を自由に発達するの自由啓発教育主義を捧じて一

校を率いられたる鈴木達治先生の学校長としての

最後の教育を受けたる幸福を享受したる我国青年
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学徒として最も恵まれたる環境に置かれたので、あ

りまして，必ずや諸君は此発育の勢を永く延長し

て所調国家棟梁の材とならねばならぬのでありま

す.

今や我国は内外共にf古川こ重大時期に遭遇いたし

て居りまして前途逆隠し難き物があると思ひま

す.而して和戦何れの方向を取るとしても国運の

消長は工業の盛衰が最重要なる鍵のーたる事は敢

て賛言を要しません.而して諸君は此工業の第一

線に活躍すべき重任を双肩に荷へる者にして，国

家の諸君に期待する処大なる物があります.

我国工業は近年顕著なる進歩発達を遂げ例へば

紡績人絹等の繊維工業乃至は造船技術の如きは欧

米の塁を摩すと云ふよりは時に之を凌駕し，特に

数年前の金再禁止に因る円為替安を契機として我

工業製品は世界到る処に進出し各国の心胆を寒か

らしめたる反面に，関税障壁輸入制限等の防備に

より其進展を阻止せんとする傾向が漸次濃厚とな

り，必ずしも将来楽観するを許さぬ形勢とも考え

られます..t!llち今後は今迄の模倣主義を捨て，自

主的独創の工業を確立するの要に迫られて居りま

す.日本人は独創の才堅忍不抜の力に於て必ずし

も仏独国民に優るとも劣らぬ実例は少からず吾々

の先輩により示されし処でありまして，諸君は自

ら国土を以って任じ，真撃たる態度を以って努力

一番，才能の全部を挙げて精進し，国運の進展に

寄与され国恩に報ひられん事を熱望して止まぬの

であります.

諸君は学窓を出でて社会の l年生に入学するの

で元より最初は低い位置に就くのは当然でありま

す.今日の大工業は一つのチームワークで如何な

る位置にある人も仕事全体の完成には欠く可らざ

る役割を演ずるのでありまして一見小事に思はる

事の欠陥が全体の失敗を招く例が多々あります.

諸君は先づ与へられし最低の位置の仕事を最も完

全に遂行する事が必要でありまして夫が同時に各

個人将来栄達への階程となるのであります.尚健

康は凡ての仕事の源泉たる事は無論の事で，特に

此点に留意して進まれんことを希望いたします

本日親しく牧田博士の御声容に接し得たるは特

に卒業生一向に取りて無上の餓けであると信じて

居ります.此処に博士に対し一向に代りて深甚の

感謝の意を申述べ以って式辞といたします.



合絡発表(昭和11年)

4. 入学検定合格者発表

昭和10年度の入学志願者は総計2，574名で， このうちわずか200名余が入学を許可され，末曾

有(みぞう)の難関であった.

すなわち，機械20，応化9.5，電化10.9，建築6.5，造船13.9平均12.6倍という本校始まって以

来の競争率を示した.

検定試験は3月24日から28日まで行なわれ，翌29日午後1時に合格者が発表された.

5. 入学 式

昭和10年度の入学式は春雨煙る 4月9日午後1時から本校講堂で行なわれた.式は校長の教育

勅語奉読についで下記のように本校の自由啓発主義についての詳細な説明があった.これは新入

生に対する初めての校長の言葉でもあるので，次に記しておく. これに述べられたととは鈴木校

長の自由啓発主義を敷街(.bえん)したもので，校長は変わっても15年間校是としてきた主義は

少しも変わっていないことを示した.

学校長挨拶

諸君は今回多数の志願者の中から選放され，本

校へ入学許可になったが，これは諸君が多年の奮

励努力と立派な健康を持って居られた賜物で心か

らお喜び申上げます.

諸君が今まで受けられた中等学校教育は諸君の

智徳錬磨となったものであるが，これから本校で

3年IEtJ学修することは諸君の一生の基礎となるこ

とで，この3年間]に諸君が充分勉強さるるか否か

は将来諸君が国家棟領の才となり得るか否かの分

岐点とも言える.この入学式に当り入学の満足と

幸福を感ずると同時に，充分努力する事を決心せ

ねばなりません.本校の教育方針は勅語の「学ヲ

修メ業ヲ習ヒ以テ智能ヲ啓発シ徳、器ヲ成就シjに

よって居ります.

本校は創立以来15年間，自由啓発の教育主義を

行って来ましたが，これは各人の持った天賦天票
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の才能を阻害することなく自由に発達させること

を本旨として居ります.

すなはち学校は諸君に日光と怒雨とを充分に注

ぎ，将来諸君が天を摩する様な亭々たる喬木にな

り得る様な苗木として，世の中に送り出すことを

目的として居ります.さらに具体的に申すならば

試験採点に重きを置いて強制l的に勉強させず，専

ら各自の自覚と自発をまって自由に各自の能力を

発輝する様に勉めるのであります.これは言ふに

易く実行は困難なことで，一歩誤れば放縦に流れ

る危険がないでもありません.

諸君の先輩は本校の自由啓発主義の真髄を納得

し，充分特色を発揮して立派な校風を形作り，社

会へ出てもなお好評を受けて居ります.諸君は本

校の歴史を発揮しさらに大成されんことを希望致

します.国運の消長は工業の盛衰に重大な関係が



あります.諸君の将来はこの国運発展の第一線に として職員生徒が打って一丸となり進みたいと思

起って{動く光栄ある役割を担って居ります.諸君 いま寸.

はあくまで堂々たる態度を持ち，一歩一歩確実に 身体の大切なことは私が何も御注意申上げるま

専心遜進されんことを望みます. でもないことでありますが，毎年本校は厳重な体

本校の自由啓発主義を確立して，これが中心と 格検査を行って許可するに拘らず相当多数の休学

して大いに啓発されましたのは，最近まで本校の 者のあるのは諸君のみならず国家の為に大なる損

校長で現在名誉教授の鈴木達治先生でありまし 害でありまして，諸君は特に健康に留意されるこ

て，本校は長く先生の大精神を汲んでこれを校是 とを要します.

6. 横浜工人クラブ誕生

横浜工人クラブ創立第1回総会は出和10年4月3日神武天皇祭のよき日を 卜 (ぼく)して開催

さオした.

本クラブについては本校校誌の本筋とは少しくそれるとは思うが，鈴木初代校長の従来からの主張で

ある横浜市と工業人とを結びつけたい，とのかねてからの念願の現われであるので，ここに簡単に記し

ておく .

すなわち横浜工業会(横浜商工出身者の集り〉ではかねてから，全国各高工の出身者で横浜市に在住

あるいは勤務している人々をもって一大団結を作り，躍進工業日本に貢献し，あわせて相互の親睦をは

かりたし、との考えを持っていた.昭和9年11月初旬，全国各地の高工卒業生団体に趣意書を発送，賛同

を求めたところ，続々賛成があり11月下旬各校代表が集まり，その決議に基づき，第1団幹事会を召集

規約を制定，横浜工人クラブと命名した.会長には本校初代校長鈴木達治が推薦された.

規約によれば本会は工業専門学校出身者で横浜市に在住勤する者を以て主体とし相互の懇親を旨とし

併せて工業の向上発展に資寸るなどとなっている.役員は次の通りであった.

会長 鈴木達治(横浜〉当番幹事 秋山岩吉(蔵前)石井文雄(横浜〉尾川岸太(名古屋〉 山岡袷朝

(大阪〉代表幹事 田中次郎(徳島〉宇野良平(金沢)広川季一(宮城)大野陽(仙台)松岡正久

(米沢)縦山 南(福井)安藤良弘(芝浦)早川光二(桐生)水野太郎(山梨)中元藤英(京都)江田

精(熊本〉高橋清輔(札幌)津田信良(蔵前本部)清水平治(神戸〉

第1回総会は前述のように4月3日午前10時から会場である横浜桟橋食堂で，日本工業の中枢を握る

京浜工場の第一線に立つ若きエンジニア 150有余名を集めて開催された.

鈴木会長はまず本会の必要性を説き「この様にして皆が集れば和気鰭々のうちに国家に奉仕すること

ができる.本会は何ら政治的な考えを持っているものではない.お互い集ってこの地方延いては日本工

業の為に尽したいと衷心から恩うのみである.Jとあいさつした.
また顧問として出席した山梨高工清水校長は「東京から六郷川を渡ってきて，その左右に並ぶ工場を

見ますとまことに工業日本の鮮かな発達に驚く .この工業界の第一線に立って働く者が一堂に会し相と

もに語ることを得たことは邦家の為に喜びにたえないJ.

また安川東京高等工芸校長は「全国の高工出身者が自派の他派のと言う考えを撤廃して一堂に集った

ということだけで実に朗かな会であります.総ての学校の出身者が相寄って手を握りあうとい，うことは

実に有意義なことであります.どうかこの会が，横浜だけに止まらず全国に及び，数万の者が力をそろ

えて一つの会を作ることになれば非常に有力であろう」と述べた.
， 

一同はおりから開催中の横浜復興博覧会をパノレコニーから眺めながら，立食パーティーに移り，第一

班はランチに乗り鶴見川崎方面の工業酬を視察，第2班悼覧会に入場，盛会裏に総会を終わづた. 

.f 

7. 昭和10年学園人事 • 
-

i
e

・
r

、

鈴木校長退任，富山校長就任に伴い学園の人事移動がかなりはげしかったので，次に発令順に

記しておく.
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10年2月13日 教授 橋本重隆 依願免本官

/ノ 渡辺義勝 11 

11 山下誠太郎 11 

3月25日 鈴木達治 名誉教授の称号を授く

4月1日 助手 森川幾久雄 任助教授

4月4日 教授 藤川利常 任広島高師教授兼広島文理大学生主事

4月10日 助教授 斎藤輝治 任教授

11 阿部滋弘 11 

4月22日 教授 小山 亮清 依願免本官

革問時蕃 任教授

7月1日 友成忠雄 任助教授

8月31日

広島高工教授 佐藤正能 任教授

岡実講師去る

岡実講師は大正11年以来毎学期一回経済問題を中心とした時局の動向について，とかく視野の

狭いエンジニア学生に対して課外講義を行なってきたが，先般東京日日新聞社取締役会長に就任

以来多忙のため昭和10年3月講師を辞した.

藤村教授母校へ栄転

電化教授藤村利常は昭和10年4月4日付けで母校である広島文理大生徒主事兼広島高等師範学

校教授に任ぜられた.

同教授は大正9年木校創立と同時にドイツに骨子:大正12年帰朝，爾来電気化学科教授として木

校のために尽すい，学生より電化の親爺(おやじ)として親しまれてきた.新聞fm初代部長，音

楽部長時代にはベヒシュタインピアノを購入，野球部長時代には対日商戦を復活するなど，校友

会のためにも尽くすところ大であった.

小山教授の辞任と草間博士の再任

昭和3年以来応用化学科教授として木校のため尽くしてきた小山亮消は10年4月22日付けで辞

任した.同教授は本校就任以来脂肪酸の研究をつづけていたが，今回，理科学研究所真島研究窒

へ移り，さらに研究を継続することとなったものである.AiE悶融和の功労者であり校友会アルコ
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一会の創立者でもあった.

なお同日付けで草間時蕃博士が再び応化教授に任ぜられた.

本校出身の最初の教授生れる8. 

それぞれ教授に任命された.昭和10年4月1日，助教授斎藤輝治，同阿部滋弘は，

斎藤教授は本校機械工学科第1回卒業，阿部教授は応用化学科第1回卒業で，木校出身の最初

の本校教授である.両教授とも卒業と同時に本校に奉職，12年の長い間専門学科に研さん，後輩

の指導に尽すいし今日の昇進をみたものである.なおこのことは，鈴木前校長とともに，橋本，

山下，渡辺3教授が勇退し，教授定員に欠員が生じたことによるものであった.

第3期復興工事9. 

また一部できては休憩していた本校校舎新築工事は，10 

ょうやく第3期工事にとりかかることとなった.

入札の結果30万5，000円で戸田組が請負う ことにきまった.

年1月10日，松田文相の視察などもあり，

一部建てては停頓し，予算の関係上，

すなわち同年5月下句，

今回の建築は本館3階建て，応化， 電化実験実習工場3階建て延450余坪(1，480余nf)であり ，

だた造船工学教室，小使室，食堂等を含んでいた.木館は中央，基礎学科教室，応化教室一部，

し今回の入札は主体構造と外装のみで，内装は子算の都合ではいっていなかった.

なお建築学科と講堂はあと回しとなった.

木工事はその後予定通り進捗し，11年9月末完工した. 全商使用可能に
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なったのは，昭和13年7月であった.

なお，この工事のため正面広場は機械開場，工事場等にあてられ，出入口は学校両側の小門だ

けとなった.

10. 夏季実習

学生生活夏の思い出の一つは夏季実習であろう .3年生が学生生活最後の夏休みを額に汗して

実社会見学を兼ねて実習をする.

しかし，この夏季実習も世間が不景気であった昭和初めから 6年ごろまでは，受入れ先がほと

んどなかった.昭和9年ごろから景気回復にともない，ょうやく歓迎されるようになり ，10年に

至り非常時を反映し，受入れ側も多数の学生を迎えることとなった.ただ軍需工場では機密関係

から受入れをとばまれた.

木校ではこの夏季実習のトップは造船科で各一流造船所，飛行場などへ多数が出かけた.また

機械，応化，電化，建築各科も，それぞれ官庁，工場で熱心に実習し，受入れ先ではさすが横浜

高工だと評判がよかった.社会へ出てからも忘れられぬ思い出の一つで・あろう.

高工時報昭和10年夏季特別号には「鑓るハンドノレに思う 未来の活躍，理研液体窒紫工場 応化内山

正次JI待遠しい交替時間，窓辺の爽快味， 明治製薬川崎工場応化小栗山善彦JI国際列車に乗って

感ずる甘い旅愁，南満鉄道機械松井高士JIしみじみ感ずる職工生活と労資問題，三井玉造船 造船

斎藤竜Jr汽艇に乗って30分間の避暑，横浜ドック 機械平田俊夫Jなどの夏季実習の楽しい思い出の
話が載っている.

11. 野外演習

夏季実習が夏の思い出であれば，毎年2学期始めに行なわれる野外演習も思い出のアルパムを

野外演習風景(昭和12年)
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飾る一つであろう .これについてはさきに学校教練の項で触れたが，今昭和10年の例を次に記し

ておく.

昭和10年9月11日から14日にわたり 1， 2年生の野外演習が例年のように富士の裾野で好天に葱ま
が

れて行なわれた.

第1日 午前8時校庭に集合，校長の訓示の後湖南電車 そ現京浜急行)で横浜駅へ.11時20分横浜駅

発午後1時過ぎ御殿場駅着，直ちに行軍，演習をつづけながら，午後4時滝河原の廠舎に入り夕食，再

び9時過ぎまで野外演習を行ない就緩. 第2日 午前午後にわたり，南北両軍対抗遭遇戦，夕食後再

び8時半まで夜間戦闘. 第3日 往復6里の鎚坂峠への行軍，午後4時帰着，夜に入り富山校長来廠

に学生の意気上る. 第4日 午前2時非常呼集.裾野最後の払暁戦を展開，冨山校長自ら最前線で統

轄，午前6時半 廠舎出発三島重砲連隊見学.午後2時横浜駅着，学校まで行軍. 4時帰校.校長およ

び教官国方中佐の講評あって解散した.

3年生の野外演習は10月10日より 4日まで，富士板妻廠舎で行なわれ， 第1日 夜間戦闘 第2日

中隊，大隊の戦闘教練および三島重砲兵連隊の射撃演習見学，この行を共にした冨山校長は，向日夜や

むを得ぬ校務のため帰校した. 第3日 午前2時より払暁戦.三島，箱線開6里の行軍の後，附近

温泉に一泊. 第4日 湯本まで2里半行軍，電車にて帰校，講評の後解散した.

なお両演習とも新開部員で編成された通信班が号外を発行し好評を博した.

なお昭和11年に至り過去3年つづいた富士裾野を変更し，千薬県習志野練兵場を演習地とした.これ

は地勢その他状況の変わった土地を使用することにより，訓練の幅を持たすためで，以後裾野と習志野

と交互に行なわれるようになった.

12. 開校15周年記念式

昭和10年は開校15周年に当たったが，鈴木前校長の紐旨により特に盛大な記念式典は行なわれ

なかった.

11月1日午前10時講堂で記念式典が例年のように行なわれ，月IJ項のように1日から3日まで記

念祭が催された.

学校長挨拶

本年度の記念祭はちょうど開校15周年に当って

いますが，去る 1月19日前校長鈴木先生が言われ

たように，他校のような盛大な祝賀式は行なわ

ず，質素な記念祭を開催します.記念祝典は全校

本建築が完成した時か，或はj前25周年に行なおう

と思います…….

学校も創立当時から見ますと質的にも量的にも

飛躍を続けて当初その成果は外界の一部から疑問

視されていた「自由啓発主義Jが成果を挙げ，文
外部よりも認められつつあることは甚だ意を強う

しています.創立当時から見ますと現在は5科を

有し，近き将来に於て航空学科の新設も有力化し

開校15周年記念祭

ておりますので，約2倍の規模となります.

本年はこの発展の原動力となられた鈴木先生の

御桂冠とし、う大変化があったのですから記念祭を

契機として，職員，学生打って一丸となり一層の

結束を堅くし，先生が基礎を確立せられた教育主

義の完饗を期する白ことが我4に与えられた任務で

あると信じます.本年の記念祭は質素ではありま

すが，ここに精神的な大きな意義が含まれていま

す・・・・・・.

我々はこの佳き日に当り更に全校一致高工第2

の躍進へと第1歩を踏み出そうと思います.

木校開校15周年記念祭は↑頁例のように11月1日 2日.3日の 3日聞にわたり 開催ーされた.当
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初今年の記念祭は第3期工事のため場所的に開催は無理であろうとして取やめの声も出ていた

が，全校友の押しの一手で開催ときま ったものである.

とにかく本校の記念祭はハマの名物となっており，校内開放，エ業の常識普及，市内大行進な

どハマの行事のーっとなっておるので，万縦をお1・しでもやろうということとなったもので，今年

の記念祭は難産の記念祭といわれた.しかしいざ開催と決定するや，各科の張りきり方は格別で，

それぞれ特色ある催し物がくり広げられた.3日間の行事を概観すると

[11月1日〕 ム祝賀式 〈午前10時〉校内開放(正午~午後4時〕ム電気化学科音頭大会(午後6時校

庭〉ム建築学科 芸術行進(午後2時出門〉ム応用化学科狸嫌行進(午後6時出門)6.高工時報号外発

行

(11月2日〕 校内開放(午前9時一午後4時)ム電気化学科音頭大会(午後6時校庭)ム3曲演奏

(午後6時講堂〕高工時報号外発行.

[11月3日〕 校内開放(午前9時~午後4時〉ム関東中等学校柔道大会(午前9時道場〉ム県下中等

学校庭球大会ム県下中等学校野球大会ム電気化学科音頭大会(午後6時校庭)6.祝賀音楽会(午後6時

講堂〉ム建築学科芸術行進〈午後2時出門)ム高工時報号外発行ム時報。ラブ発会式(午後2時教官食

堂).ム航空研究会空中メッセージム絵画展(アトリエ)ム写真展(工専教室)ム山岳展(ヒュッテ)

ム華道研究会・園芸クラブ (4教室) • 

なおこの諸行事の中でも圧巻は毎年建築学科により催される芸術大行進で，ハマの人気をさらった.

今年のテーマは「日本文化の独立Jで行進の中心の山車は長さ 5問，高さ 2問，幅1間半のギリシャ風

の舟であった.この行進は (1日〕校門一若宮八幡一坂東橋一長者町一尾上町一本町一県庁一音楽堂一

市役所一尾上町一伊勢佐木町一吉野町一帰校， (3日)校門一若宮町一伊勢佐木町一馬車道一本町ーニ

ューグランドー谷戸橋一花園橋一公園一市役所一伊勢佐木町一帰校 であった.

なおこれは松竹トーキーニュースで全国に紹介された.

13. 新艇3隻進水

端艇部では昭和11年3月3日午後2時，横浜市木牧岡本造船所で，新艇3隻の進水式を挙行し

た.

端艇部はこれまで連戦連勝実に99回をなしとげ 100団連勝を目前にして，さらに新艇3隻を得

て意気大いに上がった.

この日は桃の節句に当たり春風ほおをなで、絶好の進水日よりであった.式は鈴木名誉教授を迎

え教授近藤政一端艇部長により第2パナマ第2マゼラン第2スエズとそれぞれ命名され，命名式

後 3艇は勇躍して八幡橋の艇庫に向かった.なお新艇は全長45フィート，幅員4フィートの見る

からにスマートなものであった.

14. 第14回卒業式

第14回卒業式は昭和11年3月14日午後3時から例年のごとく横浜工業専修学校と合同で木校講

堂で挙行された.

まず式は国歌合唱，富山校長の熱あり情ある訓示，横浜市長の祝辞(代読)があり，つづいて

東北帝大総長木多光太郎博士の「鉄と文明」と題する講演があり，最後に卒業生の答辞，校歌合
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唱あって閉式となった.当日は幾多の優勝カ ップ，優勝線，優勝楯が壇上に飾られ，去り行く卒

業生の過去3'年の楽しかったさ学生生活の思い出を語っていた.なお式辞中に横浜工業専修学校が

青年学校とな ったことに言及しているので，あえてこれを省略せず載せた.

学校長式辞

…・大正12年初めて第1回卒業生を，世に送

って以来数年間は，世界大戦後の財界恐慌時代で

あり，続いて関東大震災に遭遇し産業界極めて不

況状態を続け，加ふるに本校歴史日尚浅くして汎

く世に知られず，自然当時の卒業生就職に就て

は，学校は相当の努力苦心を要したのでありまし

たが，逐次改善せられ又本校の教育主義も漸く其

実体を認められ，旦過去数年来の我国工業界の殿

盛に恵まれて，一昨年来俄然卒業生の就職率は激

増し逐年新記録を生むに至り，特に昨年より本年

に亘りでは，大正7，8年当時の盛況を初練たる

の観ありまして，昨年第1学JI!l努頭既に採用申込
ありて以来陸続いたし其数実に卒業予定者数のがJ

4倍に達し，自然就職決定を見る者相次ぎ，第2

学期末よりは大部分御辞退申上ぐる事となり，極

少数の目下交渉中の者を除く外は，全部本日卒業

と同時に就職し得るの状態であります.

是勿論時勢の力に依るすEと存じますが，同時に

各位の本校に対する特別なる御同情御支援の賜な

りと信じ此機会に於て厚く御礼申上ぐる次第で

あります.然し現況は必しも永く続行するものと

は期待致して居りません，学校は無論の事，卒業

生に於ても徒に今日の盛況に舷惑されず又此高潮

に乗じて気弱る事無く互に相誠めて健実なる地歩

を築く様鋭意努力致して居ります.

本校の教育は我国民のみが有する，千古不磨の

聖典たる教育勅語及教育に関する御沙汰書の聖旨

を奉体し之を文字通り実践弱行する事を以て根源

と致して居ります事は7)J論でありますが又鈴木前

校長により樹立されたる「自由啓発」或は「名教

自然jの標語を以て表はる L教育主義に依りて進

んで居ります.

本日証書を授与致しました本校卒業生は約11倍

の志願者中より選抜入学許可せし逸足でありまし

て，3年1m前述の教育主義により鍛錬修養せし，
将来必ずや自由に其!銭足を延し得る丈けの基礎を

与へE年齢平均21年9ヶ月の若人にして，又良く

産業界の第一線に馳駆して其任を遂行し得る気塊

と実行力を併有せる精鋭でありまして，今日是を

各位に御紹介申上ぐるは不肖の淘に本懐とする処
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で又同時に今後の御指導御誘披を懇願致す次第で

あります.

尚工業専修学校に就て一言させて頂き度いので

あります，同校は大正10年開設された横浜市の経

営による夜間授業の学校でありまして，高等工業

の設備と職員を総動員して措据全力を挙げて授業

の任に当って居ります.現在生徒総員687名に達

し志願者主逐年激増し昨年の如きは許可人員の

2， 3倍に達し，昨年より青年学校令に拠る事と

なり，公立青年学校神奈川県横浜市横浜工業専修

学校となりましたが，恐らく我国最大最盛の青年

学校なりと自負して居ります.

生徒の大部分は昼間各業務に鞍'ぷし，疲労せる

身心を以て夜間学業に傾倒せる特志者のみであり

まして其日々に於ける熱誠は実に感激に値する物

があります.世間よりも良く其真価を認められ近

時卒業生の御採用申込多く本日の卒業生は引続き

従来の職を続けるか又新に位置を得て全部習得せ

し智識を活用し得る幸にあります.而して我が高

等工業が設置に際し神奈川県及び横浜市より受け

たる恩顧に対し其万分ーに酬ひ得る事と存じ淘に

欣懐とする処であります.

卒業生諸君，本日此に本校規定の課程を首尾よ

く修了せられたる諸君に卒業証書を授与するに

際し，諸君の社会への第一歩を印する始業の首途

を祝福して一言惜別の辞を述ぶるは私の愉快なる

義務と考へて居ります.

諸君は多年鐙雪の功空しからず今日の栄誉を癒

て自らの歓喜大なる事は勿論，諸子の父兄弟妹に

於かれても門に侍って諸子の錦衣帰郷を迎へらる

L事と考へ定めし満足なる事と衷心御欣び申上ぐ

る次第であります.其に就けても先第ーに諸子は

此際感謝感恩と云ふ事を銘記され度いと思ひま

す.今日此栄誉を担はれる迄に父兄尊族の長年月

間の日市育苦労の尋常一様ならざりし事，又諸先

生，先輩，友人の恩，更に面識なき古今東西の賢

哲より受けたる恩恵，或は本校が県市よりの巨額

の寄附と国家巨万の資を投じ設立されたる此の完

美なる設備の下，年々多額の国務を費して教育さ

れたる，絶大なる国家社会よりの恩，是は取りも



直さず，上皇室より享けたる鴻恩にして特に感謝

し奉る可きと信じます.

又諸君は明日より習得したる智識を基礎として

夫々自己の全力を挙げて働き得る職を与へられし

ことは国家社会よりの一大恩恵に非ずして何ぞや

であります.人荷も心の内に感謝感恩の念生々と

して存するなれば不平不満の邪心乗ずる機会絶無

にして唯身の為め国の為め誠心誠意努力奮励常に

現況を改善せんとする一大勇猛心に燃えるのであ

ります.

又諸君の是より就かる L職業は単に衣食の途を

得る方法に非ずして国家社会に対する奉仕の手段

と考ふ可き事であります.又一度職務を決定した

る以上は其種類を聞はず，地位の高下を論ぜず諸

君学生生活の永き準備時代に獲得せし基礎的能力

を十二分に発揮して忠実に職貨を尽し以て徐ろに

初志の貫徹と最後の理想への遜進に努力されんこ

とを希望致します.愉へ如何に位地の低き仕事と

雌も失れ自身既に其所属団体延いては国家社会に

対して重要なる役割を演じっLある事を自覚すべ

きであります.尚特に節操の重んずべきを忘れず

誠の志を以て人として最も貴き又価値ある生活に

終始されん事を熱望して止まないのであります.

諸君の与へられたる職業の専門的智識に就ては

学校に於ては其基礎と端緒とを得たるに過ぎ無い

のでありまして，今後の自発的学得に多大の努力

を為し其完成を期せねばなりません.又常に外国

語等の利用により其方面の浸々乎たる進歩を知る

を怠らず，且常に思索研究を続け斯界の権威者た

らんとするの気概を持ち続けるべきであります.

仕事は極めて実際的なる事を主眼といたします

が問時に理論に就ても是を重要する事を忘れては

なりません.理論とは実際的経験を系統的に整理

15. 渡辺義勝講師 本校10人目の博士に

排列したる結果生れたる物にして，正しき理論は

常に実際を指導すべき筈でありまして，諸君は，

理論的思考により実際に当る科学者的態度を持す

ることは肝要なりと信じます.

更に附言致しますことは，自己の職務及生活に

追はれて其限界が余りに専門化し，其考へ狭盤固

定することは，完成したる人とは申されません.

宜しく余暇に専門外の良書を友とし，深淵なる思

想の緬養に務め健全なる常識を得られんことを希

望致します.

思ふに我国は満洲事変を契機として，其対外関

係は逐年複雑化し益々困難を極め又内に於ては思

想安定せず憂慮すべき事件頻発し殆ど帰趨する処

を知らざるの感あり.r向に未曾有の困難にI直面す
るの恩ひがあります.然し一面之は我国が軍事産

業等凡ゆる方面に於て漸く実力充実し真に世界に

其覇を称へんとする完成への悩みとも見られま

す.今此で押し切るか否かによりて其成否を決定

せんとする重大時機にして我大和民族が永へに栄

へるかの重責は，我国民現在活動圏内に生を享く

る者の等しく担へる処にして，国民の一人一人が

其支柱になって居るのであります.殊に産業界の

第一線に{動く可き諸君有為の青年に待つ事甚大な

るものがあります.諸君頑健なる体躯と錬磨され

たる才能智識と而して崇高なる人格を堅持して進

んで此光栄ある重責に任じ以て国恩の万分ーに報

ぜられんことを熱望して止まぬのであります.

今日諸君の芽出度き門出に東北帝国大学総長本

多光太郎博士に一場の御講演を御願ひ申上げたる

処，年度末特に大学事務御多端の処を，不肖門弟

の一人たる誼を諒とせられ特に遠路仙台より御来

臨の栄を得たる事は真に感激に堪えぬ次第で、あり

ます・・・・・・.

渡辺義勝講師は昭和11年4月， i級数及び積分における任意次のチエザ、ロ及びへルダア求和法

及びその応用Jの学位論文により理竿博士とな った.木校研究団の栄えある 10人目の博士であ

る.

ついで4月23日付けで再び木校教授に復帰した.

16. 百戦百勝 弘陵漕艇史に刻む不滅の歴史

昭和111r6月28日，横浜全専門学校漕艇連問主催の第11回4専門端艇大会で本校端艇部は百戦
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百勝の弘陵運動部史に不滅の歴史を記録した.

この日午後，横浜公園傍大岡川で木校対横専戦で，木校は3艇身半の差をも って勝ち，ここに

百戦百勝の名誉ある記録を樹立した.つづいての対Y専との優勝戦で横なぐりの雨の中を橋上や

川沿いに陣取る両校応援団の声援裏に 1艇身半の差をも って迎勝し百一戦全勝をなしとげた.

17. 第3期復興工事成る

第3期復興工事は前述の通 り10年6月基礎工事を開始，その後予定通り進み，11年9月外装タ

イル張りまでを終わった.しかし内装工事については予算の関係上当分着手されないので，可.及

的速かに予算を獲得しその完成が待たれた.

これによ って外郭だけとはいえ，外見上弘陵学園の威脊が整った.

18. オリ ンピック (ベルリン)視察

石川房治助教授(体育)， 木間淳治助教授(体育)は，昭和11年夏ドイツ，ペルリンで聞かれ

た第11回万国オリンピ ッグ大会に，わが国視察団一行と共に 7月15日出発，両助教授はオリンピ

ック見学の後，欧州|各地の学校体育および体育館などを視察， 9月4日無事使命を果たして帰

朝した.

石川助教授は東京市の，木閉助教授は横浜市の嘱託として出張したもので，この時は次回第12

回オリンピ ック大会開催地は東京ときま っていたので，そのため両市から視察を託されたもので

あった.

19. 入試に全科筆記試験を実施と発表

昭和3年の項で、述べたように，本校では昭和3年度より入試に無試験制度を採用し，口頭試問

のみで，入学志願者の選抜をしてきた.しかし，昭和8年に至札機械科のみ一部有試験制(筆

記試験を希望する者には筆記試験を行ない，これをパスした者と口頭試問のみを希望する者をあ

わせて口頭試問する)としたが，翌9年には機械，応化の2科が，10年には機械，応化，建築の

3科， 11年には同じく機械，応化，建築の3科が有試験制度とした.

たとえば，11年度の機械科は数学，国語(作文)， 物理，応化利は数ヤ，物理，英語，化学，

建築科は数学，国語(作文)について希望者のみ筆記試験を行なった.したがって口頭試問のみ

の科は，電化科と造船科の2科であった.そして毎年の入試志願者の内訳は筆記試験希望者の方

が無試験(口答試問のみ)希望者よ りもはるかに多数であった.

ところが昭和11年11月21日付けで，明年よりは一般受験生に対し全部筆記試験を実施する旨学

校側より発表した.ー

すなわち，これは各科とも全員に筆記試験を施行し，これに合格した者に対し体格検査を行な

い，さらにこの令格者に対し口頭試問を行なうととに変更したので・ある.

これに対し一般ではどう受けとったか.11年10月25日の横浜貿易新報では「三無主義全く崩壊，商工
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入試に4課目，秋わびし自由教育の殿堂jという見出しで大略次のように記している「切迫した時潮に

抗し得ず，入学試験制度を実施することに16日の教授会で決定， 20日文部省の了解を得て22日実施を発

表した.試験課目は英，数，物理，化学の4種目である.この4課目を入学試験に採用することは績浜

高工も本年から専門学校協定に加入しているので当然と言えるJ. 

本件につき学校では次の通り述ベ世間の誤解に答えた.すなわち筆記試験制にふみきった理由として

次の3項目をあげた.

1. 受験生が増えたので，従来のように全員に対して，緩初から，口頭試聞を行なうことは定められた

期間中に於ては，相当な困難を見るに至ったこと.

2. 将来工業に従事する者は身体の強健は欠く可らざるものである.従来の試験方法ではこの身体の不

適当な者が再度受験するというような甚だ不親切なことがおこる.かかることの全滅を期し将来の職

業指導の精神に立脚したこと.

3. 身体および学科に於て適当なる者に対しさらに，人物考査と，学科の口頭試聞を行ない，十分な時

間によってあらゆる方面から観察し最も適当な人物に対し入学を許可すること.

以上のようにして最も本校に適当な人物を集めようとするものである.

このことについて，横浜工業会誌11巻11号(昭和11年12月1日発行〉では次のようにみている.

「筆記試験の実施については世に種々の誤解を生み，あるいは三無主義の廃頚などと種々取沙汰さ

れ，又受験界にも多大のセンセーションを捲きおこしているが，これに関しては学生も，慎重の態度を

とり，いささかも動ずる事なく却って自由啓発，三無主義の再検討をなし，開校以来の校是に向って一

層の自覚をなし，今回のこの改正は只に本校発展途上の一階梯に於て生じた必然、的現象である.J 

20. 第16回記念祭

昭和10年度の記念祭は工事のため開催するかしないか大分議論となったが， 11年度は工事も終

わったので，何の議論もなく開催と決定，ただし，新校舎は内装がまだできないため，使用でき

なかった.記念祭当日のフログラムを次に記しておく .

11月1日(日曜日)0県下中学校軟式庭球(前8・校内コート) 0記念祭祝賀式(前9)

0校内開放(前11'"後4) 0建築科芸術行進(後3・校門出発) 0電化科音頭大会(後

6・玄関前広場) 0応化科桃太郎行進(後6・校門出発) 0邦楽演奏大会(後6・講堂)

11月2日(月) 0校内開放(前9'"後4) 0電化科音頭大会(同前日) 0洋楽演奏会

(後6.30・誹堂)

11月3日(火) 0明治節祝賀式(前9) 0校内開放(前10'"後4) 0第6団関東中等学

校柔道大会(前9・道場) 0県下中等学校籍球大会(前1.30・本校コート) 0県下中等

~r:校野球大会(後1. 30・本校グラウンド) 0電化科音頭大会(同前日) 0建築科芸術行

進(後4・校門出発) 0工専主催演芸大会(後7・講堂)

21. グライダー 「そよかぜ」号

本校航空研究会(昭和5年の項参照)の誇る新造グライダー「そよかぜ」号の命名式は11年11

月28日本校校庭で挙行された.当日は冨山校長，鈴木前校長，川原会長(造船教授)，近藤教授，

大同署長，豊久教官などが臨席，富山校長によ って機は「そよかぜ」と命名された.その後，青

木委員長の試乗，製作者吉原清治の模範滑空があった.当日は横浜市の航空ファン500余名の見

学があり盛会であった.
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22. 山田教授辞任

機械工学科山田嘉久教授は昭和11年12月28日をも って本校を辞任した.山田教授は大正7年三

重県立j卒中学卒八高を経て，luCj13年東大工学部機械工学科卒， I司王|土木校講師， 昭和 3~三教授とな

った.自ら風来居士と号し，老孟の教えを説き特異な風姿で学生に親しまれた.辞任後望まれて

小松製作所へ入所した.蒸気機関工学の権威で著書および論文多数がある.

23. 体育研究会発足

|時局がら学生の体育，健康管.E11L選手制度等が問題となっていたが，本校では本問題に関し，

体育研究会を設立することとな り，u日手IU1年12月18日本校詩堂で，安川，竹内， 佐藤，横山， 三

井，大木，石川， 豊久，遠藤， 寺沢，長尾，山田の諸教官，職員生徒30名出席して発会式を行な

った.式後第l団体育座談会を開催，今後の運営その他を協議した.

会則によれば本会設立の目的は「体育の理論及び実際を研究し本校体育の振興に資せんとす」

となっているが，発起人体育教室の石川助教授の説明によれば体育のよろず相談係りであり，明

朗健康学校の建設に努力したいと.なお会長に冨山校/i，顧問に校友会各運動部長が推薦 され

た.

24. 12年度入学志願者

12年度の受験願書の受付けは2月28日で締切ったが，数において前年よりやや減少を示した.

応化， 電化は増加しているが，機械が200名以上減じている.また造船が100名以上増加してい

るのはi本校に航空科が近く増設せられるのを見込んだ結果であろう.時局を反映してか，内地

|受賞 |受賞 |競争率 |

科

科

養

一

科

本

教

一

本

教

一

本

電

化

一
建

築

造

船

40 

6 

30 

395 

50 

360 

18 

175 

14 

12.50 

7.00 

9.88 

8.33 

9.00 

9.00 

5.00 

2.33 

17.1 

14.4 

9.5 

10.8 

7.8 

11. 0 

5.5 

4.8 

428 10.5 14.27 
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人外の受験生が18人あった.

なお本年からは全員に筆記試験が謀せられたことは前述した通りであった.

25. 第15回卒業式

昭和12年3月15日第15回卒業式が挙行された.当日は長岡半太郎博士の講演があった.

学校長式辞

…・・現時世界を通じて教育界の弊は，余りに

教授する処多くして，教育する事の少なきにある

のであります.殊に税近工業の進歩発達は顕著に

して其質に於ても，又畳に於ても殆ど迎接するに

遣なしと云ふも過言に非ざるものあり.愉へ在学

年限を 2倍3倍に延長するも，到底其全貌を教授

する事は不可能にして，又仮に夫に近きものとな

し得るとしても，徒に貴重なる青年期の精力を消

耗して，工業に於て最も必要とする工場第一線に

立ちて実際を体験するを得ざらしむるのでありま

す.是等を考慮して本校は試験，採点，賞罰に依

る強制的教育を廃して，専ら自覚を促す教育を以

て，過去3年諸君に相対して来ったのであります.

其目的は諸君の心内に宿る才徳を十二分に発揚

せしめて将来天空をも摩する大反高楼たらしむ為

に充分なる基礎工作を施した心算であります.諸

君は此礎の上に一石又一石と積み上げて，将来揺

なき立派なる建築物となし得る事を念願し，且確

信して居るのであります.今後の諸君は自ら寒風

灼熱と戦ひ暴風雨，大地震等の試練にも犠へて，

有ゆる困難を克服しつ.1..，営々として進み所期の

目的を達成せんとする心構へを持たれ度いのであ

ります.

思ふに現下世界の情勢は到る処不安の渦巻中に

在り，殊に我国は外，国際的にも，内思想的にも

非常なる難局に立ち，所謂一触即発の危機に直面

し，今にして其の処する処に誤りあれば過去70年

間に渉りて，発展に次ぐに発展を以って，進み来

りし騰勢を挫折し，終には萎徴退嬰の危険を厳

し，畏くも明治大子育の御偉業も，祖先先輩の功績

も遂に失墜の悲運無しとは保せないのでありま

す.淘に万民等しく緊複して協力一致此難局を突

破するの秋であります.

是は軍人政治家外交家のみの有する任務に非ず

して，工業家も当然負ふべき点又甚大なるを信ず
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るのであります.今日の所謂遂行すべき国策を見

るに，国防の高度科学化より，農村の工業化に至

る迄荷も工業に重要なる関係を有せざるは無しの

状況であります.J'!nち工業家の寄与すべき責務又
甚大なるものありと信じます-一

我国工業界は特に近年の飛躍淘に顕著にして，

昭和5年に於ける工業製産全額約54億円，昭和9

年86億円，最近に於ては 100億円を突破せるもの

と思はる L趨勢にして，目覚ましきものあるも，

尚未だ自動車工業，航空機工業等の如きに於て

は，一流国に比し著しき遜色を逃れざるものある

のみならず， 1日の徐安を賃るあれば，忽ち其国

際的競争場裡に於て，一敗地に塗る虞ありて，今

後一層の努力を要すベき点、あり，将来の完成は，

全く明日の青年工業家の双肩に懸るもので特に諸

君に期待する処淘に大なるものがあります.

諸君はよく此光栄ある責任を自覚し其従事する

職務に部身の全精力を集中して，是に当るベきで

ありまして，現在の仕事の完全なる遂行は，又以

て直に国家社会に寄与する所以なるのみならず，

是れ継て自己の向上進展をなす欠く可からざる段

階となり，将来必ずや棟梁の士として，大事業を

指揮実行して国家の為め大なる貢献をなす前提と

なるのであります. r責任は自重を生み自重は人
格を造るJと此壇上より諸君に送られし，本多光

太郎先生の言は真に味ふ可きにして終生牢記せら

れんことを熱望致して止みません.而して私は，

衷心諸君の立身栄達を待望して止みません.然し

是は決して名利のみの翻ひでは無いので，寧ろ主

として，敬度なる精神的の意味であります.実く

ば天票の本質を錬磨鍛錬して，全人格を築き上げ

以て天授の大使命を完ふされ真に意義ある一生を

送?れんことを熱望して止みません.

幸ひ諸君が心の内に於て計画の仕事が，遂次思

ひの憧に成功せりと考へても，決して慢心を生じ



てはなりません.自惚は己れを歎き人を欺き結局

人に歎かる L事となり，挫折失敗の原因となりま

す.人生為す可き仕事は真に多くあります.小事;

に満足せず更により以上の事業に進む可きであり

ます.セシノレロ ーヅがあの大事業をなして尚子Eを

前にして吠50little done. 80 much to do" と

云った事は男子として淘に壮快なる意義でありま

す・…-

卒業後の就職に就ては当人等将来の運命に関し

でも，又国家社会に対する寄与貢献に関しても重

大なる関係を有するものなれば学校としては，従

来最善の努力を致して参りましたが，本年は各位

の特別なる御援助と又昨今の工業躍進時代に恵ま

れて各科を通じて，平均高等工業の方は人員のがJ

5倍強.963の採用御申込を受け，又工業専修に於

ても同様の傾向で全員明日より直に各専門の仕事

に携る司王になって居ります.然して今日の盛況に

舷惑し気麟る事無き様充分に戒めて居ります.又

何時再び不況の風に襲はれんとも保証出来ざる訳

でありますから唯今より将来に就ては充分の心構

へを致して居ります.今後共引続き御後援を御願

ひ致度いのであります.本校の教育方針に就ては

唯今卒業生に対して申ました言葉の内に述べた通

りでありますが，本日の卒業生は何れも元気旺盛

に，弾力豊かな将来充分に其羽翼を延し得る丈の

素質を有する者ではありますが，然し経験なき年

少者でありますので，今後はーに各位の各方面の

御指導により， 一歩其進路を開拓し国家有用の材

となり得るので特に御定、に侠つものであります.

次に本校は大正9年開設の当時は，機械， 応用

化学， 電気化学の三学科でありましたが，其後建

築，造船の二学科増設せられ殊に前校長は将来航

空技術家の必然、的要望さる与を考へられて他校に

率先し造船の一部に航空工学の講座を設けられ，

其方面に人材を出し相当の貢献を致して参りまし

たが，然、し現時例へば米国の航空機技術者の年々

千数百名を出すに比し，我国に於ては東京帝国大

学と本校造船工学科の一部よりして僅に年20数名

の卒業生を出すのみにして，今日我国航空界の要

望とは甚しき懸隔あるのみならず，他列強に比し

著しき遜色あるを逃れず是非此際航空工学科の独

立完成を見る事が国家焦眉の急なるを信じ，本年

来其実現を計画して居りましたが，漸く当局の認

むる処となり，是が独立の予算も認められ本年よ

り之に要する設備建築に着手し得る様になりまし

た事は，国家の為め大に皮質に堪へぬ事で，此機

会を利用して各位に是を御報告し，且其健全なる

発達に積極的御支持を御願ひ致度¥，:と存じます

26. 運動選手の体位

昭和11年4月に実施した身体検査を基として石川助教授が苦心してまとめた本校運動選手の体

位表は次の通りで，当時の代表的学生の体位を知る上に非常に興味ある資料であるので，参考ま

でに次に記しておく .

運動部 仁王」一寸人
一川
一川
一川
一川
一一

野球

庭球

競技

剣道 163.9 

柔道 164.1 

水泳 166.0 

胸囲 |栄養

:mf甲 15
85.7 

乙 6

84.1 
内

U
o
o

'
A
G
U

'
'
A
'
E
A
 

甲
乙

一
甲
乙85.3 

84.6 
可

d
nnu

A

U

q

d

k

d

内

4

噌

よ

η
4

噌

A

甲
乙

一
甲
乙

一
甲
乙

87.6 

85.0 
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7 71.4 

16 43.8 

18 33.3 

15 53.3 

14 35.7 

19 31. 6 

14 28.6 

6 
1 

甲
乙

87.9 61. 8 168.2 

7 
9 

甲
乙

81. 6 53.6 163.7 

13 
5 

甲
乙

85.6 58.7 166.6 

7 
8 

甲
乙

甲
乙

一甲
乙
丙
一
甲
乙

83.1 57.1 166.1 

85.3 56.9 165.2 

82.8 55.6 163.8 

84.9 57.0 164.0 

艇端

弓

式フ

球籍

岳山

球蹴

球封ド

特設防護団設置27. 

日支事変ぼっ発，防空が切実な問題として真剣に取り上げられるようにな昭和12年 7月7日，

った.本校においても， 12年9月14日全校友出席のもとに講堂で特設防護団の結成式が行なわれ

7こ.

工作救護班，避難所管理班，防毒班，本防護団は本音11，警報IJl， 警護班，防空班，搬出班，

班，予備班よ りなり ，防火等:に関しては，概ね消防団の活動に準じ，今後は平時の火災の場合も

したがって，従来の消防団は事実上解散，本校の一切の防空防護団が消火に当たることになり，

防火は本防護団が任ずることとなった.

工業技術員養成科設置28. 

時局にかんがみ工業技術員の早期養成が望まれるに至り ，本校でも昭和12年10月1日をもって

工業技術員養成科(機械のみ)を設置することとなった.

入学者は9月中旬検定を受け30名が入学，10月 1日よ り6カ月の短期授業をうけ翌年3月末卒

業.

体育 1，数学2，応用力学 6，原動機2，機械設計製図10，金なお毎週の授業時聞は修身 1， 

工作法2，電気工学2，実験および実習12時間であった.属材料 1， 

10月1日の入学式に当たり冨山校長は次の訓示を行なった.

先般文部省に於て全国の高工に短期技術員養成科を設立する事に定められ，本校でも機械科に設位す

るljl:になり希望者を全国に求めたところ30名に対し 200人以上も受験，そめ中から人格，学業，体格と

もにすぐれた諸君ら30名がこの栄冠を得られたわけであり，私は心から諸君の入学をお祝いする.

現今わが国は非常時局に直面しているが，戦争は国力の戦である.その国力の中心となる工業の技術

者が今回の事変と軍需工業の異常なる発展に伴って著しく不足を来し，為にこの科が設立せられたわけ

である.

又この科は期間が短いので必要なるすべてを修めることは或いは本可能かもしれぬが，教授が献身的

177 



に努力されるのであるから，諸君らも，本校の自覚自治の校是を守って，これらの学課を修めて，初期

の目的を達成し例え短期間と難も専門学校，大学の卒業生に負けない様な人物になることを希望する.

29. 事変下記念祭開催

日支事変 F，記念祭を開催すべきかどうかについては校友間で議論ふっとうしたが12年9月27

日開かれた評議員会で，断然挙行すべしと意見がまとまった.ただしその実行については事変下

のこととて十分考慮することとなった.

第17回創立記念式典は11月1日午前81時挙行.職員生徒一同講堂に集合，国歌斉唱，富山校長の

祝辞，校歌斉唱をも って終わり ，鈴木前校長記念碑除幕式(前述)後，一同伊勢山太神宮に行軍，

戦勝を祈願した.こうして第1日は校内開放はせず，記念式典のみで終わった.第2，3日は恒

例のように校内を開放したが，両日とも雨天のため参観人は昨年よりもはるかに少なかったこ と

は遺憾であった.

しかし科学と国防というテーマで，各科ではそれぞれ時局色を盛り ，軍事関係のものが多く参

観者の注目をひいた.

たとえば応化では，毒ガスおよび爆薬製品，電化では毒ガスおよび爆薬の製造過程，機械は支

那事変パノラマ，造船は軍艦，航空機に関するものなどが展示された.建築は日本大通の商工奨

励館で作品の展示会を行なった.ただ建築の芸術市内行進がなかったことは市民に大きな失望を

与えた.

30. 御真影奉戴

従来本校では祝祭日の祝賀式がなく，また御真影がなかったが，11年度から祝賀式を挙行し，

さらに今回は，篠|鷹 }i;.~を奉戴することとなり ， 12年10月25日午後零時40分本校談堂で職員生徒ら

全員出席して奉戴式を挙行した.

31. 出征会員の慰問 本校関係者相ついで出征

昭和12年7月7日支事変がぼっ発.横浜工業会(理事長電化2期菅要助)では直ちに理事会を

招集，出征会員慰問実行委員会を設立， ioJ村文一，森川幾久雄，吉岡勲， 矢田部)主栄，松原裏，

小田代恒正の6人が実行委員に任命された.

慰問事業としてはせんべつならびに記念品贈呈で，この資金としては一般会員より募集してこ

れにあてることとした 直ちに全会員に慰問事業資金募集(一口 1円何口でも可)の撤(げき)

を飛ばした.また，全会員の兵役名簿作成に着手した.

一方本校においても工業会と協力し，出征同窓の激励慰問を実行することとなった.

出征会員に対しては，鈴木前校長の筆になる 「護国の友」と大書した手ぬぐい，伊勢山太神宮

および鶴岡八幡宮の武運長久の護符をそれぞれ贈った.この護符はクロ ームメッ キした優美な金

属箱にはいっており ，表に祈武述長久として横浜高等工業学校，横浜工業会と併記してあり.裏

に本校の徽(き)章と出征会員氏名が彫ってあった.
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想Fぷ様
場選

大木，本間両教官出征(昭和12年)

祝出征垂れ幕(昭和12年)

昭和12年10月初めの調べでは，本校先輩の応召者は早くも70名に達していた.

また昭和14年初頭の調べでは，卒業生総数2，600名中出征者は 1/13(200名)で，そのうち1/30

が名誉の戦死を遂げている.

本間，大木両教官も出征

事変発生後4カ月，昭和12年10月25日本校教授陣最初の出征者として本間淳治助教授(体育，

生徒主事補)大木被之輔(教練， I嘱託)の2人が応召した.学校では25日午後3時歓送会を挙行

し壮途を祝った.

32. 井上助教授逝去

本校基礎学教室講師井上清は病気のため，昭和12f!ニ7月19日永眠した.行年32歳の若さでその

早逝(せい)を惜しまれた.死の直前横浜商工助教授に任ぜられた.同助教授は明治39年生れ，

慶大文学部哲学科卒，昭和8年，本校ドイツ語講師を委嘱され，その真しな学究ぶりは大いに将

来をl属望されていた.

33. そのころの人事

遠藤，堀江両教授辞任

機械教授遠藤政直は12年4月30日付け，応化教授堀江不器It:ftは|司年同月28日付けでいずれも本

校教授を辞任した.

遠藤教授は明治37年東京高工(蔵前)卒業後直ちに芝浦製作所(東芝の前身)に入所， 2年に

して同所を辞任し，ボストンのマサチューセッツ大学に学ぶこと 3年，帰朝後早大浬工学部，九

州帝大を経て本校創立と同時に本校機械工学科教授として赴任，以来17年間専心同科のために尽

力，全国一と称された機械科育ての親であった.また日本機械学会副会長の要職にあった.同教
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授は辞任後荏原製作所へ入所したが，本校では引きつづき講師を委嘱した.

堀江不器雄教授は東京高工(蔵前)出身，本校創立当時蔵前より赴任，創立時には小林，大山

両事務官と共に鈴木前校長を助けた.以来20年にわたって本校のために尽すい，当時の本校隆盛

の基を作った.同教授は油脂化学，熱帯特産物工業および石油の講義を受持っていた.本校辞任

後は日本揮発油株式会社に招へいされた.なお同教授もひきつづき本校講師を委嘱された.

河村助教授教授に

電気化学科助教授河村文ーは12年10月1日付けで教授に栄進した.同教授は本校電化第2回の

卒業で，以来ひきつづき本校電化教室に留ま って研究，後輩の教育に専心していたもので，本校卒

業生3人目の教授である.オゾンの研究をもって知られ，11年度には学術奨励金を受けている.

箕作構師解嘱，山本助教授来校

昭和10年以来電気化学科講師として冨山校長の後を受けて，理論化学を担当の箕作新六博士は

このたび辞任した.その温厚な人柄と篤実な学風は学生に親しまれていた.

同講師の後任として本校電化第9回卒業の山本一夫が工大より助教授として着任した.同教授

は本校を経て工大卒，その後同校田丸研究室で‘学究の生活をつづけていた新進学徒で‘ある.

34. 本校卒業生初の工博，理博生れる

本校第3回電気化学科卒業の仲田旭は，昭和12年6月6日付けで工学博士の学位を授けられた.

博士論文は「亜鉛の電解精錬についてJであった.新博士は本校選科卒後直ちに京大採鉱冶金学

科選科に入学，同校修了後細倉鉱山に入社，傍ら京大採鉱冶金学科渡辺教授について研究をつづ

けて，この栄誉を得たものである.

また応用化学科第1回卒業の横山稔はかねて 「セレンの接触作用」の論文を大阪帝大に提出中

のところ同12年7月同大学教授会を通り，理学防士の学位を授与された.横山新博士は本校卒後

理科学研究所に入所，さらに京大農学部に入学，農芸化学を専攻，同学部卒後塩野義商庖製薬音11

に入社，さらに同会社より京大大学院に入学，同大学理学部化学教室で有機化学の研究に従事し

ていた.

35. ようやく内装工事に着手

前述のように本校第3期工事(新館)はl昭和10年夏より着手され， 11年9月主体工事と外装工

事を終えたが，その後予算のないまま，約1カ年間使用できず，徒らに黄白タイルの漏酒(しよ

うしゃ)な威容を空しくさ らしていたが，12年12月に至り予算がとれ，いよいよ内装工事にとり

カ〉カ〉っ7こ.

この工事は入れの結果9万7，000円で横浜三木組に落札， 13年7月中旬完成予定であった.

なお航空科の独立をひかえ，機械科教室と水槽実験室との聞の旧機械工場跡に造船工場が同じ

く三木組の手で建設され，これは54坪 (178m)鉄筋コンクリート平屋建てで，1万6，∞0円で落
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干しした.同じく 13年7月完成予定であった.

36. 校友会各部の活躍

冨山新校長を迎え，学園は新風さわやかに吹き学聞に，文化，体育に一段の充実ぶりを示し，

学生は青春をおう歌した.

運動部の活動は大きく分けると対内的なものと対外的なものに分けることができる.

(1) 対内的なもの

これは何といっても春のハマの名物といわれたグラス対抗駅伝競走と，秋の山下公園海岸にく

り広げられたボートレースの二大行事であろう.

【駅伝競走】 毎年4月終わりか5月初めに行なわれ，新入生をまじえ各クラス 5人12組が継走

するもので，コースは毎年多少の相違はあったが，学校前一弘明寺一吉野町一日の出町一高島町

一学校 (11年)，あるいは学校一吉野町3丁目一吉田橋一ニ ューグランド前.往復 (12年)など

となっていた.10年は1着電3，2着電2，3着機2，11年は 1着電3，2着機3，3着建2，

12年は1着電2，2着造2，3着建3であった.各級応援団は応援旗を先頭に，ダットサンや，

自転車に乗り，選手のあとから先からと声援に声をからし，新聞部は総動員で速報と記事収集に

大わらわ，ゴール前は学生はもちろん弘明寺の人達で人山をきずく接観であった.

【端艇グラスマ ッチ】 毎年秋9月末か10月半ばごろに行なわれ，歴史も古く昭和10年には第10

回を算えた.金港内山下公園岸700メート ルコ ースで行なわれ，グラス応援団は水に岸に応援旗

を打振り，山下公園一帯は終日弘陵色一色となった.

10年は対級は 1位電3，2位電2，対科決勝は1位建築， 2位応化， 11年記録欠， 12年は対級

は1位応化3，2位建1，対科l位応化， 2位建築であった.

【寒中水泳】 毎年寒中に，本牧海岸で-行なわれる寒中水泳大会も浜の名物の一つで、あった.こ

れには他校からの参加もあわせ毎回60名以上が参加， 寒波も物かは海に飛びこみ泳ぎまく った.

本大会は歴史も古く昭和12年度をも って第11回を数えた.

このほか陸上，水泳，柔，剣，弓道，野球，能球等々運動部主催のグラスマッチが春秋，道場

にグラウンドにコートにと展開され若人の血をわかした.

(2) 対外的な活躍

対外試合では，各部とも高商定期戦をはじめ，その他の試合にめざましい勝利を得，若人たち

の「烈々の意気草を焼き」熱血に胸をおどらせた.次に各年ごとにその優勝の跡をしるすことと

する.

〔昭lOJ対高商定期戦

野 球横浜公園球場で挙行， 6月1日第1回戦4-3で勝，翌2日2回戦は3A-1で勝，見

事ストレート勝で昨年に引きつづき2連勝，新聞帝11ではいち早く この勝報を号外にし

て， 5人の学生売子がハ ッピ姿で，鈴の音も勇ましく球場から伊勢佐木町辺まで勝った
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駅伝競走(閉11年)

勝ったとつっ走ったのもこの時であった.

庭球 5月26日本校コートで行なわれ， 2-7で3年連敗.

競技 6月16日本校グラウンドで行なわれ， 36-21で勝，通算4勝4敗 1引分けとなる.

柔道 6月19日本校講堂で開催，大将を残して勝，5連勝成る.

蹴球 6月23日木校グラウンド 6-5で3年連勝.

飽球 6月30日大岡小学校で'39-56で、敗れ6連勝ならず.

水上今年第1回を 6月9日二中フールで‘開催77-52で大勝.

排球復活第1固定期戦， 10月26-27日行なわれ，第l回戦2-1，第2回戦2一Oで勝.

弓 道 11月24日元町道場で行なわれ， 67中一63中で8連勝.

ラグビー 12月8日本校グラウンドで 9-5で勝， 5連勝.

その他の試合

剣道部 6月16日本校道場に111梨高工を迎え4人を践して勝. 7月14，15日東京工大での第4回

全国高工剣道大会には神戸高工に敗れた.

ラグビー部 6月19日本校グラウンドでY専を19-0で敗る.

端艇音11 6月23日大岡川での横浜全専門'字'校競j曹に優勝，さらに 7月27，28両日の瀬田川で行な

われた第5回全国専門学校競漕には優勝戦で，同志社大予科を破り， 45f・述1I券をとげ，

これで創立以来連続97連勝記録を立てた.

水泳部 7月4日元町プールで行なわれた第8回横浜5専門大会に，関東学院に善戦空しく 1位

をゆずり， 6 i!l.!勝を果たし得なかった. 9月6，7両円の神宮プール，関東学生大会第

2部では第2jすを獲得した.

競技部 10月12，13両日川崎市日吉台グラウンドで、の第11回全国高工陸上大会では，浜松高工l

(il.，本校2位となる.

弓道部 10月13日桐生日工に遠椛81中-53巾で勝つ.
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〔昭llJ対高商定期戦

野球 6月6，7両日横浜公園球場，第1回戦4A-l， 第2回戦9-4/1券， 3連勝成る. 3 

年振りに JOAKは第1日松隈アナ，第2日松内アナにより放送.

庭 球 6月14日高商コート， 6-3で勝，3連敗のあと 4年目にして勝.

競技 6月21日高商トラ ッグ，第10回，39-18 2年連勝.

柔 道 6月17日高商道場，大将1人を残し高商の勝，6連勝成らず.

蹴球第9回6月28日高商グラウンド，5-3 4連勝.

寵球第10回6月28日山下町コート，2-0で勝，昨年の復仇成る.

水上 6月14日二中プール， 66-42で再び勝つ.

排球復活第2回II月21，22日第1回23-21， 第2回21-17で再び勝つ.

弓道 (記録なし) 9連勝.

ラグビー 12月13日高商グラウンド， 11-14 敗 6連勝成らず.

その他の試合

庭球部第6回全国間工大会 7月20，23日，阪大コート，昭和7年の第2回大会以来ひさびさ

優勝，(決勝戦本校3-2神戸高工)

籍球部第2回全国間工大会7月18，19日駿台明大コ ート，決勝は木校46-19で東京高芸に勝，

昨年にひきつづき再度優勝.

端艇部 (100勝別記)

陸上部 全国高工大会9月26日大阪市立運動場，第2位となる.① 明専97.5 ②木校 82.5

③ 福井 79 以下略.

〔昭12J 対高商定期戦

野球第11回6月2日，3日第1回3-4A敗，第2回3-11敗， 4連勝の夢空し.

庭球 6月13日本校コ ート， 6-4で勝 2年連勝

競技 6月20日木校グラウンに 36':'_21で勝 3年連勝

柔道 6月19日本校講堂，高商側3人を残して勝つ 2連敗

蹴球 6月27日本校グラウンド， 2-4で敗 5連勝成らず

寒中水泳(閉和11年)
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龍球 6月27日高商コート ，39-29で勝 2連勝

水上 6月20日新設の高商プール， 51-57で敗

排球 11月28日本校グラウンド，2-1で勝

弓 道 11月23日元町道場， 68中-56中で勝 10連勝

ラグピー 12月14日本校グラウンド，26-3で勝

その他の試合

端艇部 102連勝ならず，創立以来， まだ敗れたことのない 101連勝という師く歴史を有する端

艇部は，7月4日大岡川で‘行なわれた第12回4専門端艇大会においてY専端艇部に遂に

敗れ，連勝記録はここに終わった.

競技部 7月17，18日大阪市立運動場で、行なわれた大阪帝大主催全国同工陸上競技大会におし、て

本校は，堂堂は権を揮った.①木校83点 ②明専69.5 ③浜松50 ④福井43 ⑤広島40

⑥桐生24.5 ⑦名古屋20 @神戸17 ⑨京都12 ⑩金沢10 ⑪徳島8

龍球部 7月17，18日浜松で行なわれた第3回全国高工大会で，本校は金沢，浜松，名古屋を破

り，3連勝をなしとげた.出場校は，浜松， I LI梨， 名古屋， 金沢， 木校の各高工およ

び，東京工芸の6校であった.

庭球部 7月21，22， 23日行なわれた全国高工大会で，木校は，名台屋，浜松，京都工芸を破り，

2年連勝をした.

蹴球部 市内5専門リーグ戦はY専グラウンドで12月1日開催されたが，本校およびY専は共に

得点5でl位を分けあった.

剣道部 11月28日横浜公園武道館で開催の第1回武徳祭武道大会，剣道の部で木校菊地3段は 9

人抜きを果たし優勝した.

新応援歌

対校試合に必ず歌われた「聴けや我らが雄々しき叫びを」についてはすで、に述べたが，昭和12

年，新しく次の2つの応援歌が作られた. 2作とも懸賞募集当選作で，ハマの早慶戦(対高商戦)

の始まる前の12年5月23日に NHKからラジオ放送で全国に紹介された.

応援歌川久保翠作詞(不明)

1 炎熱の風砂を噛み

弘陵木々に秋伝ふ

烈々の意気草を焼き

熱血胸に鳴り響く

お の ι

2 若き男子春を恋ひ

赫々と照るグランドに

必勝を神誓ひてし

鉄腕今ぞ邪を払ふ

つ

嶺

め

を

の

に

し

闘

士

港

み

勝

富

金

踏

む

む

つ

を

は

澄

う

春

川

唱

に

巌

の

に

空

海

喜

ら

大

怒

歓

高

。。

応援歌 平岩真澄作詞(昭14応化卒)

水無月さかる春の宵 2 白擁進むる原頭や 一閃健打する処
いただ邑

1 3 4 それ大岡の頂の

幾多重ねし目の下に 絶えて敵なき伝統の 見よ高天の雲衝きて 真紅の色に染みし時

鍛えし我ら鉄腕の 燦たる光輝いた立きて さし出づ光にき燦らめきつ 乱れて舞はむタ霧に
いきお乙とほ
勲し寿ぐ今日なるぞ 集ひし健児あL五百 透か飛ぴたり大長打 勝関の歌唱いつL

単えはむ哉時至る 戦はむ哉時至る 戦はむ哉時至る 戦はむ哉時至る
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第2章第2節 目支事変より宣戦布告まで (昭和13年~昭和16年)

満洲事変はついに日支事変 (当時はこのように称した)に進展した.昭和13年1月16日，近衛

首相は「国民政府相手にせず」と声明，2月11日政府は「戦商不拡大長期持久」策を決定， 3月

24日国家総動員法案議会を通過，11月3日近衛首相「東亜新秩序建設」を声明，11月26日武漢三

鋲を占領，12月16日興亜院設置と，事変はいよいよ拡大し長期戦の様相を呈してきた.

学園も戦時色がいよいよ濃くなる.4月待望の航空工学科開設，海軍省から実習用飛行機5台

下付ー，全国実業専門学校生徒主事による思想問題懇談会の開催，卒業生および在校生の相つぐ応

召，卒業生の就職割当制の実施，恒例のハマ名物校内開放記念祭はついに中止と決定したことな

どがそれである.

14年1月平沼内閣成立，2月梅雨鳥上陸，3月独逸(ドイツ)チェコスロパキアを例:合，5月

ノモンハン事件， 7月日米通商条約破棄，8月独ソ不可侵条約締結，阿部内閣成立，9月第2次

世界大戦始まる.価格停止令公平'11 (9.18スト ップ令)10月地代家賃統制令，賃金臨時措置法公

布，日支事変はこうして泥沼的様相を呈してきた.

学園では，技術員増補の国家の要請に基づき募集人員を増加，日本精神発揚週間の実施，木校

関係戦没7柱の慰霊祭など戦時色がいっぱいであった.また8月には木校の恩人商議委員原富太

郎の死去という悲しいことがあった.

15年1月米内内閣成立， 7月17日第2次近衛内閣成立，9月11日隣組，町内会，部落会の整備

強化方針発表(内務省訓令)， 9月27日日独伊三国同盟調印， 10月大政翼賛会結成，11月大日本産

業報国団結成， 12月7日経済新体制確立要綱開議で決定，いわゆる新体制が各面で敷かれるよう

になった.

この年皇紀2，600年に当たり記念祝典が国をあげて行なわれた.

木校は開校20周年を迎えたが，事変下特に盛大な行事はなかった.

新体制運動が宇闘にも押しよせてきて， 12月には20:年の伝統を誇った校友会は解散し，報国聞

が結成された.

技術者養成で、定員は増加し，教室は狭くなり，物資は欠乏し，教職員は多忙をきわめた.生徒

も軍事教練，勅語奉読式，各種講演，訓示，勤労奉仕等々に学問外のことが余りにも多くなって

きfこ.

16年3月治安維持法改正，4月1日生活必需物資統制令公布(ぜいたくは敵だ)， 4月13日日

ソ中立条約調印， 7月2日御前会議で帝国国策要綱決定，7月第3次近衛内閣成立，10月17日:東
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条内閣成立，こうして12月8日大東亜戦争突入となった.

学園では卒業が3カ月繰上げられて12月に挙行，人事関係では津田教授の辞任，鈴木京平教授

の転任，大山会計主任の退任，遠藤元教授の死去などがあった.

12月24日生徒キー事会議で戦時乍徒戸I~荻 5 部 I [ が制定された.

1. 航空工学科独立をひかえ海軍機など下付

従来本校造船工'子科航空専修生は，発動機分解組立ての実習，および機体構造実習をそれぞれ，

イスパノスイザ200馬力， および87式軽爆犠機を使って半数ず、つに分かれて行なっていたが，機

材はいずれも旧式に属していたので，実習に不便を感じていた.ところが昭和13年1月18日航空

工'子科独立を間近にして，海軍軍需部よ り作望の海軍機5fi (3式戦闘機 1台，ジュピタ ー6

塑 3台，神風 120馬力 1fi，および用具が下刊 された.

また仁丹本舗よ り帝国飛行協会へ寄贈のグライダー15fiのうちの 1台が，1月22日当校に寄贈

され，本校では"はまかぜ号"と命名した.

以上により航空工伊科独立を前にしてその陣脊にいよいよ光彩を添えるにいたった.

2. 志願者数激減

13年度入学志願者の願書受付けは，13年2月末日をも って締め切られたが，意外にも各科とも

激減をみせた.競争率，志願者数は別表のJmりである.

この原因としては，今年度試験期日が一般高等学校と同日であったこと，数年来持続してきた

木校のはげしい入苧難によ る敬遠，工業界市況のため，中卒後直ちに 就職する者が増大したこ

と，昨年度よりの祭記試験実施によることなどが考えられた. (航空工学科については後述〉

科 |芸J人買 |志願者数 |競 争 率 12 年
度率競 争

本 75 587 7.8 12.5 
機 械

教 6 44 7.3 7.0 

40 281 7.0 9.9 
応 化

教 | 6 50 8.3 8.3 

本 40 275 6.9 9.0 
電 化

教 2 18 9.0 9.0 

本 35 140 4.0 5.0 
建 築

教 6 36 6.0 2.3 

1、必旦二
船 l本| 30 136 4.5 14.3 

航 空|本l 40 286 7.2 
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3. 第16回卒業式

木校第16回卒業式は，昭和13年 3月15日午後3時より，横浜工業専修学校第13回卒業式と合同

で，木校講堂において挙行された.王子製紙ネ1:長貴族院議員藤原銀次郎，県知事，他多数臨席盛

大をきわめた.

これによ って木校卒業生は，木利2，262名，教員養成所134名，計2，396名にJ:った.

学校長告辞

・…唯今証書を授与いたしました卒業生は高等

工業学校に於ては各方面から御採用申込突に10倍

以上に達し，内二，三の特別の事情ある者の外は全

部就職決定し又工業専修学校に於ても御採用申込

殺到し同様の状態であります.是れ直接軍需工業

の勃興に依る事と思はれますが， 一面一般の我国

工業力の最近顕著なる増大発達に基くものと思は

るる理由もあり， r向に鹿賀いたすべき事と考へて
居ります.右の如く工業技術員の要望著しきもの

がありますが，教育は一朝一夕にして真に其の要

求に応ずる能はず，殊に戦後満洲，北支等の資源

開発の計を建つる為もあり当局に於かれでも今日

より:tI;準備に著手する要あるを慮られて，其の機

関の拡充新設の案を建てられ，本73議会に是に要

する予算を要求せられ，本校も又今回機械科の生

徒募集約倍加及航空学科の独立も略々決定いたし

た次第であります.殊に後者に就ては先年特に各

方面よりの多大なる御支援を受け，同種の学校に

於ては，今回は当校のみ認められ且計画も拡大さ

れたのでありまして是全く各位の深き御理解に基

くものとして此機会を利用して厚く感謝の意を表

し同時に固まE多端の折柄特に多額の授を割かれて
その活用を負托されし事は関係者一同の荷ふ責任

の重大なるを痛感いたして居る次第であります.

卒業者諸君…...先私は諸君に告発する言葉として

最も平凡にして而も実行の必ずしも易々たらざる

健康の増進，智識技術の進歩，人格の向上の三点、

を申したいのでーあります.凡ての事業，凡ゆる只

献も全く強健なる体艇を有する人にして初めて達

成し得るのでありまして，是が為には今後常に強

固なる意志を以て健康の保持増進を計る事に留意

せねばなりません.次に智識，技術に就ては学校

に於ては僅かに其基礎的能力を得たのに過ぎ無い

のでありまして，実際に英語界の為めヲIl、ては国家

人類の為めに貢献せんとするの必要なる実力は諸

187 

君今後の修養努力に侠つのであります.世往々に

して学校卒業を以て学習の終りとなし，その時が

智識の最高となり，其後は只便々として無為に人

生を終り，晩年齢巷に岬吟する徒無きにしもあら

ず，深く戒むべきであります.勉学修養は寧ろ永

き卒業後の行路に於て自ら進んでなさるべきであ

ります 本校が自覚自発の勉学を促し来るも，其

習性を漏養し以て各自の才能を将来更に十二分に

発揮せしめんとする目的に外なら無いのでありま

す.即諸君の従事する職務に就ては熱心に体験習

得し同時に常に研究的態度を以て臨み，思考思索

の習慣を養ひ又専門の読書を怠らず， 一生を通じ

て学ばん哉の意気を捨てず，小成に安ずる司王無く

仮令現在力の足りぬを感じても決して悲観憂慮す

る事無く不断の努力を以て修養学得せば必ずや其

方面の権威者たり得るの確信を持って誤り無しと

断言し得るのであります.物を自分のものとして

真剣に考ふれば，必ず道開けて目的を達すると言

ふ事は幾多の大工業家，大発明家共通に懐いた信

念であります.

第3の人格の向上は最重要なる事にして，人と

しての価値は単に智的能力の多少を以てのみ決定

されるのでは無いのでありまして，如何に博識聡

明でありましでも若し人格に於て欠く処あれば社

会人として価値無きのみならず却て害惑を流す例

少くないのであります.偉大なる事業は必ず之を

為す人の人格の反映ありてこそ始めて其真価を顕

はすもので，実に一国の興廃は其国民の性絡如何

に懸ると申しでも過言でないのであります.如何

なる観点より申しても，人格の修養向上が第一義

なりとして諸君に要望して止まない次第でありま

す.

.....最も肝要なる事は心の「誠」であると思ひま

す.差し当り諸君が明日より職に就かるるに当り

ては唯誠を以て是に従ひ，職はJ:p.に衣食の途を得



る方法に非ずして是により国家社会に奉仕する考

を第ーとし，即一旦決定したる以上は其職の何た

るを問はず，其地位の高下を論ぜず，全力を傾倒

して是に当り其処に自ら己れと職と同化をなし真

の事業の完成を誘致し以て奉仕貢献の理想の実現

を期し得るのであります.

現下我国は実に未曾有の国難に直面し，今後更

に幾何の障覇軍に遭遇し，又如何に是が長期に渉る

とも堅忍持久飽迄是を撃破して進まねばならぬ立

場に置かれ居ります.是或る意味に於ては国家的

の宿命とも見らるるので，吾々祖先先輩が赫々た

る績を残して以て続けられたる国家的大事業の完

4. 飯島中尉戦死 本校卒で初めて

成仕上げの秋でありまして，現代に生を享げたる

我国民の等しく与へられたる解決すべき一大課題

であります.即国民は公正無私の精神を以て奉公

の赤誠を尽し，又国民の全能力を綜合統一して真

に一国一体となり，万難を排して国家的大使命を

遂行すべき秋であります.かくの如き時代こそ真

に有為なる青年人才の輩出を待望さる可きかと信

じます.現時国策遂行の一枢軸として工業の拡充

進展を期せらるる時，諸君青年技術家の責任たる

や淘に重大且光栄たるものであります.諸君須ら

く愛国精神に燃えて奮起是に答へるの決意を堅く

せられんことを切望して止みません.…...

電化11期卒飯島醇ー陸軍中尉は， 13年3月31日北支榔単s付近で名誉の戦死を遂げた.本校出身

者で今次事変最初の戦死者であった.

飯島中尉は本校卒業後，名肯屋の大同電気製鋼所に入社， 4カ年余にして今回の弔報となった.

なお，この時点で本校卒業生で応召した者は，すでに百名を越えていた.

5. 煙洲翁前線を慰問

名誉教授煙洲鈴木達治は野村洋一郎(元本校助教授)を帯同， 13年4月7日横浜発で全満支，

北支視察，慰問の旅に出発した.いつも愛用している身長より長い竹づえにトランクひとつとい

う悠々(ゅうゅう)たるいでたちで， 68歳とは思えぬかくしゃくたるものであった.

主なる訪問先は，京城，奉天，大連，新京， ~合爾賓(ハルピン)， 黒河，白域子，実Tl家屯，

大虎山，錦牒， 承徳，北京，張河口，大同，天津， UJ海関，吉林，羅津，元山などであった.

煙洲先生来たるの報に横j兵工業会大連支部，新京支部，朝鮮支部などでは大歓迎会を開催し

た.煙洲翁は終始元気で現地各部隊をも慰問し 5月15日無事帰校した.

いま今次慰問について煙洲翁が工業会誌に寄稿した一節を次に載せて，そのときの模様の一端

を知るよすがとする.

北満，北支旅行談 (横浜℃業会総 13→)

実は今度の旅行は観光の目的ではありません

で，高工，実習学校，専修学校この3校の人々の

中で，応召して戦地にある者を見舞ふこと.もう

一つは出身者で大陵に発展して職に就いている者

があります.さういふ方々を見舞ふのが目的であ

りましたから，大速に於ても奉天に於ても日合爾賓

に於ても，それぞれさ ういふ方々の会合に出席し

て様子もきいたり，久潮を叙して彼らを慰問した

のであります.そこで恰爾賓から東の方へ4つ目
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の停留場に阿城といふのがあります.そこに部隊

がありまして高工職員の 1人である上野三郎君が

居ります. ・・・阿減というのは相当な町でありま

すけれども，兵営のある所は町から可なり隔って

居ります.阿城の駅から 1皇か1里たらずとし、ふ

所で，その聞を馬車に乗って行きました.その道

がまた非常な悪路で…….そして兵営で首尾よく

本人に会ふことが出来ました.しかし本人は私の

顔を見ても一言も，ものを言わないでじっとして



いる.私も言葉が出なかった.言葉より涙が先に

出るよ うな気持がするので無言で居った.番兵の

世話で一室を借り一時間半ばかり色々のお話をし

た.それから別れる時分に門まで送って来て別れ

た.私から受取った多少の土産を側に抱へて下を

向いてそろりそろ りと自分の営所の方へ戻って行

きます.…・・広漠たる所で， どちらを見ても空野

6. 航空工学科の設置

じゃ.迄か向ふの方に阿城の町が小さく見えるだ

けであります.・・・…そこへ自分の古い友達が訪ね

て行ったらものが言へなかったといふことは無理

がない.寂漠たるところに居て恩はぬ人に出会っ

たのでさうなったと思、へる.

万里空原万里情胡塵積上訪君行

相遭相対同無語老涙務i't酒塞城

本校に航究工学科を設置すべしとの願望は，さきにもしばしば述べたように，昭和4年造船工

学科設置の時から芽ばえていた.すなわち造船工学科の中に航空力学等航空関係の講義を設け，

造船工学科卒業生のうち若干名の航空関係を専攻した者があった.これを航空専修生と称した.

文部省の一部ではこれを私生児視しており，鈴木校長時代には，再三の独立運動も当局の認める

ところとならず，いわばこれが認知されないままであった.冨山校長はこの航空工学科独立の鈴

木前校長の素志を受けつぎ，当局に対してできる限りのあらゆる手を打った.

昭和11年初頭，富山校長は畑陸軍航空本部長に面接，航空科設置の急務なるゆえんを力説，つ

づいて陸軍航空関係者に同趣旨を説明した.11年5月には文部省田中高工教育課長が来校，校長

および近藤教授らと重要協議を行なった.

こうして昭和11年11月大蔵省の査定を通過した.すなわち，本-校航空工学科独立予算として

450千円が査定された. なおこの時直轄学校特別会計として，東大 150千円， 九大400千円，名

古屋高工450千円が査定，本議会に上程された.昭和12年の71議会では本校のみが予算通過をし

た.つづく72議会 (12年9月)には収容学生倍加 (20人を40人に)の予算増加が認められた.な

お航空科の予算決定は本校のみで他高工はまだ決定せず，全国商工のト ップを切ったもので，本

校の初志、がとこに貫徹された.

通過予算の内訳は，建築費300千円，設備費300千円，経常費45千円で予定としては航空工学

科本館は4月早々着工，ほかに風洞実験室，強度実験室，機械および発動機実習室，飛行性実験

室，水槽実験室，発動機実験室を逐次増設，教授陣は近藤教授，池田教授，松川教授，小)11講師，

田島嘱託が当たり，将来は教授6名，助教授3名の予定であった.

こうして，昭和13年3月航空工学科としては初めての生徒を募集した.このとき募集人員40名

に対し，志願者は286名で，実に 7.2倍の競争率であった.(前述)

昭和13年3月23日の高工時報には，この新しい 兄貴分がし、るのだから安心はできません.

航空工学科の新入生に対し，次のような忠告を与 しかし御承知のように，飛行土のように決して

えている. 華やかな仕事ではありません.華やかな夢にあこ

「今度初めて出来た科でどこの高工よりも早く がれて入ったんなら，そんな人は今からでもし、い

できた科です.今までになかっただけに今度の人 から出て行って下さい.ここに入る人は皆『縁の

らが，この科の伝統を作りあげてゆく基礎になる 下の力持ち』の覚悟がなくてはだめです.J
のだ.しかし，造船科の中に航空専修生としての
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IIe(和13年3月29日 文部省令第7号を以て本校規程中を改正し航空工学科を増設同時に学科課程を制

定した.

航空工学科学科課程

~ 学年 第1学年毎週教授時数 11 第2学年毎週教授時数 | 第3学年毎週教授時数

学科目 ¥ 第1哨 2叩 3学期|第1学期l第2学期|第3学期間1学期|第2糊 3学期
修 身 11 11 111 1 1! 111 11 11 1 

体育 44411 441 444i 4 

外国語 ;1 - 51 511 5!--;1 5 21 2 2 

数 学 51- ~ 5一一 41 41- ~ 

物理学 41 41 4 
一一一一 一 一

物理実験 31 31 3 
一 一

電気工学 11 11 1 
一 一一一一

応 Hl 力学 21 2 211 1 11 1 
一一一

飛行機力学 21 2 211 21 21 2 

空気力学 21 21 2 
一一一一

航空機械学 21 21 2 
一一

航空周造船学 31 31 3 

航空原動機 2 21 2 

飛行機強度学 31 31 3 21 21 2 
一一一一一一一

飛行機構造法 ~ ~ ~ ~ ~ 2 
一 一一一一一-一 一一

飛行機製造法 21 2 2 
一一一

飛行機設計法 2 21 211 21 21 2 
一一一一一

風行機設計演習 21 21 2 21 21 2 

航空学演習 2 ~ ~ ~ ~ 2 

航空学実習 3 31 3 

航空学実験 3 3 311 31 31 3 

航空機械製図 21 21 2 

飛行機構造製図 51 51 5 51 51 5 

飛行機設計製図 1~ 1~ 17 

法 制 及経済 21 21 2 

合計 411 411 41411 411 4111 411 411 41 

l!:JO 



創設時の航空工学科教授陣は次の通りであった.

(学教科事務取授A扱)飛計行製機図力，学航空，航学宰実完学習演，航習空，飛学行実験機， 設 工学士 近 E審 政 市

教 fι司λ 機飛行設機計製強度図学，航，飛空行学繍実験構造製図.nt行 工学士 ?也 出 健

教 事札再λ 応航用空学力学実験， 空気力学， 航空学演習 理学士 松 )11 EEヨヨ l匙

教 f号λ 航械製空機図械，飛工行学繍，飛構行造機製梅図進法， 航空機 工学士 広 津 万 旦

教 授 航空原動機，航空学実習，応用力学 柴 国 1告

言急 師 飛行機設計法.同演習，飛行機設計
製図 工学土 )11 太 良1I

5誇 師 航同空演周習造船学.航行働部地， 工学土 干高 田 ラノた'J 雄

5持 師 空気力学，航空学演習 工学土 広 田 守 道

言髭 師 飛行機工作法 林 喜 通

3持 師 応用力学 工学士 阿 曾 真 良1I

助 教 授 空気力学，航空学演習，航空学実験 理学士 鈴 木 勝

l属 託 航空学実験 尾 上 伍 市

以上のように本校に航空工学科が生まれるまでには，鈴木初代校長，その後を受けた富山2代

校長の全く血のにじむような努力があったのである.今から考えてみると全く当局の先を見る明

のなかったことが，おかしいようである.飛行機搭上員の養成には，陸海軍とも力を入れて米英

に負けぬくらいの技量を有するパイロットを作り上げたが，肝心の飛行機そのものを作る人を忘

却していたように思える.

昭和13年ここにはじめて航空工学科設置が認められたのは余りに遅過ぎた.戦争が始まろうと

してようやく神輿(みこし)をあげた感が深い.戦後富山校長は次のように語っている.

富山校長の追想

私が就任後直ちに考えざるを得なかったこと

は，航空工学科の独立新設のことであった.鈴木

校長時代に既設の造船工学科の一部に航空専修生

の制度を設け，航空技術者の養成をいたしてお

り，これを航空工学科として独立せしめんとする

計画を連年試みられたが，ついに政府当局の容る

るところとならず，私が校長就任後間もなく，そ

の意を継いで，その独立を文部省に対し強硬に申

出で働きかけたが， 当局は，横浜の学校の航空専

修制度は学校が勝手に設けたもので， 言わば私生

児であり，その独立は認め難いとのことであっ

た.よって私はこれに対してその私生児と言われ

る専修生が立派に育って今や相当数ここを巣立っ

て航空工学界に大きな貢献をしつつあるので，そ

の私生児も公認して然るべきである.文部省は大

蔵省が容易に首を縦に振らないので実現できない

191 

ということであったので，私は何としても実現し

たい決心であるので大蔵省が諾するよう運動した

いと思うが如何と主張し，当時の所管局長であら

れた菊池豊三郎氏がこれに承認を与えられた.よ

ってある知人の紹介で時の陸軍航空本部長であら

れた畑俊六氏(後の元自10畑大将)に面会した.同

氏は私の出身校府立ー中の大先輩であられたので

特によく好意を以て私の主張を聴取された.その

際私の論旨は「私は第1次世界大戦直後欧洲及び

米国に滞在しておったが，仏における米閣の戦時

施設と又米本国における諸般の軍事関係工業の壮

大にして，その国力の偉大なるを見学して驚嘆し

たが，この米国と今の日本とが干文相見ゆること

は吾々の限の黒い内は絶対に避けなければならな

いと信ずるがと前提し，然、るに最近の実情は日米

ついに砲火交える危険が増大しつつあるように見



えるは甚だ憂慮に堪えない.万一不幸かくの如き

ことになれば，航空戦が主力となるよう想像され

るが，わが陸海軍は航空機操縦者の養成には可成

カをそそいでおるが，その源となる航空機の製造

技術者の養成を関却しておるよ うに思われるのは

甚だ遺憾である.米国に於て大学の航空工学科卒

業の技術者は年々 1，500名に達しておるのに対

し，わが国にては東京大学の航空科と横浜高工の

私生児と言われる航空専修生を加えて僅かに年20

名足らずしか卒業生を出していない.これでは戦

にならなし、」と熱心に説明した.昭和11年2月25

日のあの2.26事件の突発した前日であった.畑氏

はこれに対しょく言ってくれたと感動され，早速

陸軍の航空関係者を集めるから同様のことを直接

にまた説明してくれとのことであった.その直後

陸軍の航空に関係深い将星約10名くらい集められ

た.南次郎大将，叉畑氏に次いで航空本部長にな

られた古荘中将等であった. この席で前記と同様

のことを力説した.南大将は特に感動され早速寺

内陸相に伝えると約束され間もなく閣議において

陸相より横浜高工に航空科を設置すべしと提案さ

れ速座に閣議決定して，開会中の第71帝国議会に

追加予算として，横浜高工航空科設置が協賛さ

れ，急転直下わが航空工学科が設置されるに至り，

直ちに学校としては設備に着手するに至った.航

空専修生時代より，独立した航空科より輩出した

多数の有為なる卒業者は戦時中は勿論，戦後今日

に至るまで，我国航空機製作工業に貢献したこと

大なるものがあった.然るに終戦時占領下GHQ

の指令により航空科廃止の悲運となったことは返

す返すも遺憾千万のことである.
II凶布145年横浜国大J.:学部機械同窓会会員名簿 弘樹寺学園創
立当時等の懐古富山保より)

このようにして本校の航空工学科は維産の末，ついに誕生したが，以上纏々(るる)として述

べたことは，一科を増設するにも校長はじめ学校当事者がいかに骨身をけずる労苦を重ねたかを

述べたいためにほかならない.

13年4月航空工学科はめでたく誕生したが，予算その他の関係で，諸設備については遺憾な点

が多かった. しかし同年秋に至り，造船工学科および物理教室の新館移転lとともない，その旧建

物を譲り受け，航空新館ができるまで利用することとなった.

すなわす航空1年は，旧物理教室および図書室を製図室に，航空2年は旧第3教室および教授

室を利用した.旧造船2年および3年の製図室は格納庫として海軍より下村の水上機を入れた.

また航空図書室には造船図書室にあった航空関係図書を移したが，新しく多数の図書も購入した.

また機体および発動機実習用具等も続々購入し設備を一充実した.

伊勢山太神宮参拝(13年10月28R漢口陥落)
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7. 校内洪水で休講

13年6月27日，夜来関東一円を襲った豪雨は次第に猛威をふるい，29日にはネ:校も10数センチ

の浸水を見，校庭は池のようになった.30臼は鉄道も各所不通となり，登校者も少なく各科とも

休講となり，翌7月1日も鉄道は復旧せず，つづいて休誹となった.

8. 集団勤労作業 プール造り

jド常時下夏休みを有意義に利用してはとの議が， II{:{和13年6月の全国直結学校長会議で提示さ

れたが，本校においても学校，学生側両者の会合で種種論議された結果，プールを掘撃(さく)

することに決定，中島教授，鈴木(秀)助教授設計で，14mx25m，深さlm20，......，2mが計画された.

そして7月10日より14日までの5日間で，生徒200有余名，職員30名が出動し工事に従事した.

その後費用の点で行きづまり，掘ったままとなっていたが，11月に至り冨山校長からセメント代

2.500円の寄付があり，鈴木助教授監督のもとに厚さ 10cmのコンクリートで固め，仕上げ工事を行な

い12月初めようやく完成した.

勤労奉仕として最初の鍬(くわ)を入れてから 5カ月余，校友の尊い勤労と校長の親心と関係者一向

の努力が実り，ここに待望のプールが完成，12月10日プール引渡式を行なった.

なお校長の寄付は，同校長が東京工大の加藤与五郎教授と共同でとったパテントが売れた金額の半分

ということであった.プーノレ聞きはi昭和14年3月15日卒業式のあと行なわれた.

9. 第4期工事成る 新館で授業開始

新館第3期工事は11年9月外事11工事を終わったが，しかしその後予算の都合上黄白タイルの粛

制(しょうし十)な威容をいたずらにさらしたまま全く顧みられなかった.そして昭和12年末に

至りようやく予算がとれ，I人l装工事に着手したととはすでに述べた.この工事は予定の通り進ち

よくし， 13年の夏休み中に完成，同年9月の新学期から，この新館で待望の授業が開始された.

新館の正面l階は学校関係室， 2階は数学教室，大教室，教授室，3階は2階同様教授室，教

室，両翼は，機械，造船，応化， 'tl匠化各科となっている.図書室は玄関っき当たりであった.屋

上には大サイレンを設け，一里四方に号令することができるくらいで，防空演習に威力を発揮し

新設プール
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た.また造船実験室も|司時に洛成した.

これで今後に残されたものとしては，建築学科の建設と大講堂および航空工学科の増設工事で

あった.

10. 第 3学年授業繰上げ

別項就職状況の項でもちょ っとふれたが，昭和13年度卒 (14年3月卒業予定)の3年生は，授

業を繰上げ.第2学期 (12月末)をも って終了することとなった.

時局下軍需産業が多忙となり，技術者不足となったため，1日も早く 1人で、も多く技術者を現

場に欲しいという要請にこたえるためであった.

この授業繰上げは，平和産業を除く軍需工業向けの工業科学生が対象で，本校では機械工学科

42名，応用化学科45名，電気化学科42名，造船工学科17名，航空工学科12名であった.

これら学生は授業は12月いっぱいで打切り， 1月よ り各就職決定の官庁，会社で実務に従事，

3月15日の卒業式には各職場よ りはせ参じて列席した.時局はついにここまで切迫してきたので‘

あった.

なお航空，建築の一郎，および教養の 3年は普通どおり 3学期の授業を受けた.

本件につき，富山校長は13年10月学生に対し次のように告げた.

学校長談

今回は国家総動員法*の第6条を適用されたも

ので今後も必要あれば第4条が適用されることに

なるかも知れない.

この具体的方策としては 9月末日までに使用

予定人員を提出させ，叉一方学校からも就職予定

人員を申告させ，その総人員より陸海軍の必要人

員を除外して残りを各工場に筈IJ当てるのである.

放に自分の不向な会社に就職したからと云って

そこをやめて，他の会社に勤めるということはで

(注〉 昭和13年4月1日公布の国家総動員法

きない. 諸君は一個人の適不適ということを捨

て，国家の為に自分の不自由等は敢然犠牲にせね

ばならぬ.

叉授業は第2学期で打切るが，これは第3学期

になったら 1日も早くとし、う会社側の要望に沿っ

て，学校から実習に派遣するのであるから，その

点深く考え，この重大時局に際し，適切な処置を

とられんことを希望する.

(高工時報284号)

第1条 本法に於て国家総動員とは戦時(戦争に準ずべき事変の場合を含む，以下之に同じ〕に際し国

防目的達成の為，国の全力を最も有効に発揮せしむる様，人的及物的資源を統制運用するをいう

第4条 政府は戦時に際し国家総動員上必要ある時は勅令の定むる所に依り，帝国臣民を徴用して，総

動員業務に従事せしむることを得，但し兵役法の適用を妨げず

第6条 政府は戦時に際し国家総動員上必要ある時は勅令に定むる所に依り，従業員の使用，腫入，若

は解雇叉は賃金其他の労働条件に付必要なる命令を為すこと得

11. 第18回開校記念式

ヨト;校第18回開校記念式は11月1日午前91時20分より小雨そぼ降る中で，講堂において挙行され

た ~I :欽斉 II/c\，宮城謹H，富山校長祝辞， 鈴木名誉教授の昔の記念祭の回顧談， 校歌斉唱， 万歳

三唱あって式を終わった.富山校長式辞の概略は次の通りであった.
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遠藤政直先生胸像

学校長式辞

ここに第18回開校記念日を迎えた事は誠に欣 現在では倍の6科となり校運誠に隆昌しつつある

快とする所である.開校以来送り出した卒業生は ことは慶祝おく能わざる所である.昨年名教自然

2，400名余で，内地は勿論，南米，印度支那大陸 碑が除幕されて本校校是たる名教自然の趣旨を永

に於て，わが国工業界の為に多大の貢献をなしつ 遠に存して基礎をかたくし，さらに新設の航空科

つある.当初本校は3科より出発したのであるが 等過去数年間の発展は目覚しいものがあるに・

12. 本年度記念祭は中止

時局下記念祭を行ない校内開放をするか否かについては，10月中匂から再度にわたり評議員会

で論議されたが，結局出席者70名中校内開放賛成16，不賛成54で，本年は校内開放とりやめと決

した.

13年10月19日の高工時報では 3面トップ記事として「記念祭校内開放中止と決定，伝統空しく

地に落つ!!Jとして，このことを校友に告げている.

13. 遠藤先生胸像除幕式

わが遠藤政直先生記念事業は昭和12年9月26日，校友グラブで実行を決議され，直ちにきょ金

募集に着手，先生の思徳を慕う校友ら陸続として応募し，たちまち予算額を突破した.

おりから銅制限の適用近しということで，胸像建設の実現をいそぎ，富山校長の了解をとり，

田中文部省技師の選定により位置を定め，大和作内に製作を依頼，かくて昭和13年7月15日には

本館正面右寄りに胸像を設置することができた.

昭和13年11月3日明治節のよき日を卜(ぼく)し，除幕式を挙行，この日正午ごろから冷雨を

吹きつける悪天候となったが，主賓遠藤先生ならびに家族，鈴木前校長，富山校長代迎他400名

余の出席者があり ，nJ意の天幕外に雨111を作立(ちよりつ)する人もたくさんあった.

式は修械についで，先生令嬢の除幕あり，先生の胸像厳として現われ，一同の拍手鳴りやまず，

つづいて玉串奉糞，代表村一上泰助(機械1期)の事業報告，富山校長代理 ・安川教授，鈴木前校

長らの祝辞があり，最後に遠藤先生立って謝辞を述べ式を終わった.

この胸像は，大和作内制作，正面の顕字は金子賢太郎伯爵，碑文金田一京助・橋野正精筆であ

った. (石膏型は大内芳，鋳造仕上げは伊藤忠雄)
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なお胸像のほかに先生の肖像画を上野広一画伯に依頼，同|時に贈呈した.

14. 準戦時下の就職状況

本校卒業生の就職状況については前節で述べたように，永らく就職難時代を味わってきたが，

昭和8， 9年ごろからようやく好況を呈し，I昭和10年度にはインフレ時代の波に乗り，前年末に

全部就職決定といううれしい開校以来の成績を示した.

さらにこれが10年以降になると準戦時体制下工業界の大発展にともない求人が殺到，学校当局

側が断わるのにー苦労といううれしい悲鳴となり，13年度になると時局はいよいよ重大な様相を

呈し就職にもついにきびしい統制がとられ厚生省の割当てとなるに至った.

いま年を追ってその状況を述べてみよう.

く昭和11年度>は.前年の 1学期末，すなわち 3年生がまだ夏休みも迎えぬ前から，申込みが

あり， 2学期始めには，すでに就職決定者が数十名出，2学期後半には，その申込み数は，卒業

者数の3倍に達し，就職もほとんど全部決定をみるに至った. したがって，初任給も最高 150円

から 160円という想像以上の額であった.

これは大正6，7年ごろの第1次世界大戦後の好況時代以上といえる.

冨山校長は，横浜工業会誌(昭和11年 1月サ)上で，好況に酔うことなかれと大要次のように

卒業生をいましめている.

第 1次好況時代のわが国の学校卒業者は，い

づれも婿8人のヲ|っばり凧であった.従って卒業

者は自ら気騎りて人間的修養と事業的工夫を怠

り，為に最も大切な社会的試練時代を空費するに

至ったのである.されば少しの待遇の高下によっ

て自己の出処進退を転々し，叉は眼前の小利に|伎

惑せられて節義を欠く等の結果は，一度整理時代

にはいるや一葉落ちて天下の秋を知るの類となり

忽ち馬脚を現し一つの例外もなく凋落を極むるに

至ったのである.

現下の好況時代に恵まれた吾々はその余りの宰

福さに酔う前に，先ず過去に於ける黄金時代の偽

らざる真の姿を凝視して前車の戒めとなさねばな

らぬと考へる.若し今吾々がこの尊い反省、を忘れ

て軽々しく事を処したならば，それは恐らく過去

の苦い経験を再びくり返すこととならう.

鈴木前校長はこの意味で『名節を尚ぶベし』と

説かれたのて、ある.吾々 は常にこのー匂を!日:に銘

じ，仕事の上には能率の増進，経費の節減，生産

費の低減等を常に工夫精進して，所調治にいて乱

を忘れざる心がけさへあれば如何に突如として反

動の襲来に遇っても，大磐石の如き位置を保ち，

徴動だもなすべき筈はない.

く昭和12年度〉になるとますます求人が多く ，3年生になったばかりの陽春4月，早くも採用

申込みが殺到し，学校当局および各科事務取扱を面食らわせた. 12年 4月21日号の高工時報で非

公式だがと某科教授談として次のように述ベ，学生の注意をうながした.

こうし、う年は学生聞で気も浮き立ち勉学に身

も入らず，早く就職がきまると，その専門学科だ

けに専念して他学科を放念する様な人がないでも

ありません.不必要な科目は何ひとつとしてない

わけですから，今やっておかねばやる時がないの

このように12年度は前年以上の求人難を現出した.
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く昭和13年度>は就職戦線大異状，大混乱を呈した.すなわち，13年度の求人申込みは，すで

に前年の11月ごろから始まり，求人数も13年3月末で218口という数字を示した.乙の3月とい

うのはまだ当の3年生が生まれていない時であるからすごい.その後13年11月初句には実に2，301

口という口数となった.満鉄が各科計155名，白木理化工業が応化100名.陸軍気象背11が何科で

もよいから 100 名 ， 陸軍航空本部からは何百名でもよいという大口のものから40名~50名の会社

官庁は多数に上った.このようなものすごい求人に対し，一方13年3月議会を通過した国家総動

員法に基づく工業技術員使用制限令により，就職は個人の選択が許されず(ただし，建築は月1])

すべて厚生省の割当てによって決められることとなった.しかしこの割当制もはじめてのことと

て11月になってもなかなか決まらず，その上この年から3年生は12月一杯で授業はうち切られ，

1月からは就職先の官庁，会社で実習することとなったので，12月中には割当てを決めねばなら

なかった.昨年までは自分の妻子きな好条件のところへ7月の夏休みまでにはすでに本決まりとな

り， 2学期，3学期は安心して勉学に励むことかできたのに，この年は，前述のように12月末終

業というのに11月になってもまだどこへ行くか五里霧中の有様であった.

13年11月16日の高工時報では「好況の金波銀波卒業迫れど就職未だし 学生も狼狽気味」と

いう見出しでこのことを報じ，さらに， 12月7日号では 「卒業迫る機，応，電の就職響く厚生

省の害IJ当」として，厚生省の割当て決定を待つばかりと書いている.12月21日号では「将来の諜

題多し 就職陣未曾有の混乱 学校当局の指針如何」として卒業生の不安を述べ，厚生省の割当

ての一日も早からんととを切望している. しかしながら結局，厚生省と学校当局の聞で折衝の

末，12月中には何とか割当てが決定した.14年5月17日の時報には，乙の聞の事情を次のように

述べている.

「昨年度は厚生省の割当制実施により，例年のごとく 3年生の採用申込みは一学期に於て相当数

に上り殆んど全部が卒業後進むべき会社決定に春そのものの日を送りつつあったにも拘らず，終

には最適の会社を捨て思わぬ会社に椅子を据え慌ただしく 12月を以て実社会へ巣立った」と.13年

度はこのように卒業生にとっては何ともあわただしい，はっきりせぬ，不安な就職戦線であった.

く昭和14年度>となると別な意味で就職戦線異状ありといえる.例年ならば春ともなれば，就

職の申込みが陸続として殺到し，会社の選択に心をくだくのであるが，厚生省の割当てが決まら

ぬ以上はどうにもならないので，5月末になっても採用申込みは皆無の状態であった.なお6月

2日付け文部次官通牒(ちょう)で，早く就職を決定しないようにとの通知|が学校長あてにきた.

10月になると厚生省の割当て近しとの声に，中句ごろ求人申込みがにわかに殺到，口数300以上

人員千数百名を突破するに至った.14年10月18日の高工時報では「就職決定間近に 3年生の態

度慎重 統制12度目の就職戦線」として大略次のように述べている.

学校当局はこの有難い採用申込みに深刻な顔 方は，配当決定前に交渉して，放きさしならぬ羽

をしながら，申込みが殖えれば，殖える程不義理 目に落ち入つては大変であるし，とに角厚生省か

が殖えるかと思うと毎日束になって来る申込み書 らは10月には推薦さし支えなしとの公式通牒がき

を披くのがつらい，と語っている.一方各科の出 ていても，なお慎重の態度に出て前年のようなあ
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せりの様子は見られない.学生にしても口は必ず くりよい口を狙ってという心理が働いているよ う

あるという 自信があり，そうがつがつしないゆっ だ.

就職戦線も14年度は笛吹けども卒業生踊らずといった状況で，12月末にはある者は不本意なが

ら希望しない会社へ配置された者もあったが，それぞれ新天地に向かつて羽ばたいて行った.

く昭和15年度>は事変はますます拡大し，工業技術者の不足が叫ばれた.厚生省では，工業学

校卒業生の公平な配給を期するため(高工時報の当時の表現)， 15年度はいっそう技術者の使用制

限令を強化することとなった.15年5月28日付けで「来春の卒業生に対する就職申込のあったも

のは9月以後に学生に発表せよ，学校から会社への推薦は10月以後にせよ」との厳重な文部次官

通牒があった.しかし会社側から学校へは4月早早から陸続と申込みがあり ，5月末には，来春

卒業予定者255名(機械69，1.(.:化44，電化41，建築35，造船31， 航空35)に対し早くも 1.5倍の

申込みがあった.

15年度はくり上げ卒業はなかったので，厚生省の割当ても相当遅れた関係上，年末になっても

就職先未決定の者が少なくなかった.しかし卒業生聞には需要は物すごい状態だからいずれは，

どこかに落着けるということで，不安ゃあせりの様子は少しも見られなかった.

ただ15年度は，就職後の待遇は割当制確立後の当然の理として， 2， 3年前の自由競争時代の

ような高額は望めなく ，月65円から70円という程度であった.

また建築科は15年度も使用制限令の外に置かれたので，建築本来の職場からでないところから

の需要が多かった.結局工業出身者なら専門外でもよいという切羽つまった需要関係であった.

こうした種種の就職戦線を乗り越え，16年3月14日，6科270名の若人は広陵をあとに，世紀

のあらしの中に，好む職場，好まざる職場を問うことなく ，雄々しく第一歩をふみ出して行った.

く昭和16年度>の就職戦線はどうか.害1]当制には学校当局も学生側も慣れ，前年の例に徴すれ

ば，害IJ当数さえ許せば，本校生なら大体希望する会社へ入社で、きるという安心感もあって，高工時

報16年10月1日号になってやっとわずか2段見出しで 「慌しき就職戦線 ようやく活気を呈す」

と報じている有様で，学校も卒業生も楽観的態度をと っていた.ところが10月16日果然卒業は繰

り上げて12月末と決定，就職戦線はが然多忙となり，忙しい中にそれぞれ就職先は短期聞に決ま

り，16年12月26日大東亜戦争に沸き返る職場へと思い出多い弘陵をあとにスタートした.まこと

にあわただしし、年の瀬であった.

15. 13年学園人事

三井教授辞任川田助教授来校

三井透教授(基礎学教室英語，独語)は13年4月木校を辞任，川崎市長より懇望され，川崎市

立工業学校長に転じた.大正13年東大心理学'科卒，ただちに本校に奉職，辞任時には校友会新聞

部部長として令名があった.

後任として川田正斎助教授が5月6日付けで就任した.同助教授は昭和7年東大文学部卒，同

10年東大法学部卒，文部省実業予務局勤務であった.
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中島助教授教授に栄進

木校電気化学科助教授は13年5月15日付けで教授に栄進した.同教授は本校電化4期卒業生で

学生聞の信望あつく，校友会ラグビー部部長として運動方面にも理解を有していた.

河合教授辞任津村教授着任

機械工学科河合匡教授は13年10月27日付けで辞任した.

同教授は東京内等工業学校付設教員養成所を明治40年3月卒業，同校助教授となり，大正6年

4月教授，同 9年9月より 2カ年欧米留学，大正9年12月留学中木校教授に任ぜられ，12年7月

帰朝後は木校で金属材料，材料強弱学を担当，遠藤教授と共に本校機械科の建設，充実に尽力し

た.この間教職にあること32年教育界，学界に残した足跡は大きい.

なお後任として津村利光教授が着任した.同教授は東京高工卒業，同校助教授より教授となり

13年8月11日付けで本校教授に任ぜられた.

寺沢教授辞任後任に木原教授

造船工学科寺沢一雄教授は13年11月30日付けで本校を去り，大阪帝大工学部造船工学科助教授

に転任した.同教授は諏訪中学卒，八高を経て昭和4年東大卒，ただちに本校助教授同6年教授

として 9年9カ月材料強弱，船体強弱を担当した.なお校友会庭球部部長でもあった.

寺沢教授の後任として13年12月19日付けで木原博教授が着任した.木原教授は昭和9年東大工

学部船舶工学科卒，東京航空研究所嘱託であった.船舶抵抗などを担当した.なお野球は高知高

校時代よりつづけている明朗なスポーツマンであった.

16. 建築学科前進の歌

建築学科では，かねてより建築学科前進の歌を募集中であったが，14年1月末一等当選歌とし

て次の歌が選ばれた.

久遠に尽きぬ芸術の流 大部友之(昭和13年卒〉
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しるし

かたどる象徴若き檎の この旗の下吾等は行かん

伸びゆくかなた風こそ蒸れ たぎる情熱を コンパにこめて

旗の生命ぞ建国日本 祖国の土に亜細亜の土に

吾等は強き 文化の戦士

おL吾等は強き芸術の戦士

吾等は日本の 文化の戦士

お与吾等は日本の芸術の戦士

17. 14年度入試

昭和14年度入学願書受付けは2月1日より開始された.木年度は高校，Ifft工，高農等官立諸学

校の受験日が重なったため，本校受験者の競争率は昨年度を下回ったが，それでも全国高専ーの

競争率であった.すなわち募集人員360名に対し応募人員2，100余名で木科5.72 教養6.8の

競争率であった.

なお木年度は，応用化学科，電気化学科はそれぞれ35名増員があった.
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18. 第17回卒業式

木校ならびに横浜工業専修乍校卒業式は，14年 3月15日午前10時よ り講堂で，来賓父兄多数参

列のもとに盛大に挙行された.第17回卒業者 186名で，木校開校以来2，380名の卒業生をト1'1した

ことになる.

なお当日は本校生みの親と もいうべき有吉忠一 (創立時神奈川県知事，後横浜市長)の本校設

立の経緯，本校の他校に比してすぐれている諸点，ホ業生の今後の進み方等についての講話があ

った.

学校長式辞

・…・貴族院議員有吉忠一関下には折柄議会開会

中御多端の際特に卒業生一同の為に一場の御訓辞

を賜はる事を御快諾下されましたことは我々感激

措く能はざる処であります.閣下が多年横浜とは

特別の御関係深き事は申す迄も無い事であります

が，本校に対しても創立以来殊に直接間接絶大の

御支援を賜はりましたのであります.

即大正5年本校創立決定の時神奈川県知事の任

にあられ，閣下は本校将来の発展を予見せられ当

時同時に設立決定の同種他校の一定学校敷地より

も5千坪増加して寄附するの発議をせられそれの

実現に御尽淳せられ，而して今日閣下の先見はよ

く的中して，創立当時3学科のが，今日二倍の6

学科に拡張せられ，現時，我国一流規模の学校と

なりし事は時代の進運に依る事とは申せ閣下の設

立当時及その後，今日に到る迄商議員として，種

々御指導御尽罪事賜はりし事に負ふ処砂からざるも

のにして，今日閣下より御言葉を賜ります事は一

層意義深きものと考へて居ります.只今証書を授

与いたしました者は本校168名，工業教員養成所

18名，工業専修学校 128名でありまして，此に，

現下我国産業界に於て最も要望せる工業技術員の

新鋭多数を送り出し得る事は大なる心強さを感ず

る処でありまして，是等は何れもよく現時の国家

重大期に於て負ふべき実務を自覚して国土的意気

に燃えて真に工業第一線に立ちて各々与へられた

る任務を全力を挙げて完ふして必ずや国家の期待

に副ふの決心覚悟ある事を確信して疑はぬもので

あります.本年は特に各工場に於ける新卒業生の

要望急でありまして，旧臓国家総動員法により工

業技術員使用l!i1l限法による厚生省よりの(新卒業

生の重要工業)割当許可せられたる工場に就職決

定，此1月より学生として実務に従事，本日は皆

各職場より此式に馳せ参じ来った次第でありま

す.第3学期に於て課す可く予定されし学科も

1， 2学期に於て或は土曜の半休を廃し叉は毎日の

授業時間を延長して是を了して早々学窓より送り

出したのでありますが，その成績は常時に比し優

るとも劣る事1尽く且各工場より直接に来りし作業
成績報告に徴するに何れも勤勉努力優秀なりしも

の大多数でありました.時局が如何に青年の愛国

的精神を鼓舞激励せるかを認むる一証左として国

家の為め真に慶賀に堪えぬ事と考へて居ります.

尚私は此機会を利用して学校の実情の二，三を

御報告申上げ度いと存じます.御承知の通り本校

は10年以前昭和4年造船学科新設と同時にその一

部に於て航空専修科を設けてその卒業生は現在全

国多数の航空機工場の殆ど全部に於て技術員とし

て重要なる役割を演じて居りますが，識に17議会

の協賛を得て航空学科独立の予算廻付を受けて叉

72議会に於て更に収容学生倍加の予算増加を認め

られ，それ等の結果として漸く昨年4月より我国

高工としては最初の航空学科を開設し，少壮有為

の教授陣容も整ひ学生入学を許可し，只今それに

要する建物設備の完成を鋭意努力進行中でありま

す.叉機械工学科より最近特に機械技術者の要求

激増採用申込が卒業者の10数倍に与ふ現状に鑑み

昨年より入学許可人員を約倍加し，本年よりは更
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に応用化学，電気化学の二科も同様約倍加の事と

なり，学校も人と物の総動員をなし国家の急に応

ずるの努力を致さんといたして居るのでありま

す.

学校に於ける教授は単に学生の人格学習の直接

指導誘披に任ずる外に，叉自ら進んで自己の属す

る専門的部門に就て研究を進むる事は学界，業界

に対する直接の貢献を為すのみならず是により生

不々忠、の液沸lたる意気を示し，無言裡に学生に対

して，大なる示唆活力を与へ其影響大なるものが

あるのでありますが，従来兎角その研究に要する

経費が思ふに任せざるの憾ありましたが，一昨年

は東京市，安井治兵衛氏は約壱万円を叉昨年は王

子製紙会社は弐万円を尚横浜帆布株式会社は元社

長石塚彦輔氏の功労を記念する為に壱万円を，何

れも教授の研究費として本校に寄附せられ，それ

より既に各有為なる教授より研究開始せられ着々

その成績を挙げつムあり，私は是等の特志家に対

して満腔の敬意と謝意を表すると同時に叉教授諸

君が益々多数に学生指導の余暇を利用して，愈々

活綴たる研究に専念せられ，是等篤志家の厚意に

応へ以て国家の為貢献する処あちんことを期待し

て止まぬのであります.

尚一言申上げたい事は，横浜工業専修学校であ

りますが，是は横浜市の経営でありまして，本校

の教授，助教授等が総動員して夜間，本校の教室，

実験室を利用して4年修了の現時青年学校令によ

る工業教育機関でありますが，約800の学生を収

容し学生の多くは昼間業務に服して，更に夜間勉

学篤学の者にして其習学の態度熱心なる事，実に

感激に値するもの多くその成績真に見るべきもの

多くして卒業後各方面によ く実績を挙げ賞讃を博

しつLあります.主事を始め高工本校職員が本校

学生の倍加と夜間学校と所調三交代式に技術員養

成に当り国家総動員の主旨に格遵して，精励辛苦

せられる L司王に対し深甚の敬意を表するものであ

ります・・・・.

諸君が学校に於て，習得したる知識は僅かに是

等専門的領域に於て欠く可らざる最少限度の基礎

的のものに過ぎないので決して完成されたもので

はありません.其の仕上完成は優秀なる素質を有

する諸君が今後に於て自発的に修養，切瑳，琢磨

することにあるのであります.それが為には諸君

の従事せんとする仕事の最も下級の部門より出発

し自ら進んで是を体得して逐次段階叉段階各部門

を一貫して，その工業全部に及ぼしその各段階に
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於て其体験に学術的考案を加え改良すべき点は工

夫考案し，各部門の全体に対する関係を技術的経

済的等各方面より徹密なる研究をなして進む可き

と信じます.かくしてこそ其の意味に於けるその

方面に於ける第一人者Iとなり指導者たり得るの

で，地位の高下，給与の多寡等を論ずることなく，

終始一貫して一路遜進してこそ是に到達し得るの

であります.而して是を為し得るのは諸君の如

き年少気鋭元気穣剃たる時代の学窓を終へたる人

に於てのみ望み得らる与のでありまして，私は諸

君が此の特権を放棄せぬ様希望して止まぬのであ

ります.人格の陶冶に就ては一層の修養鍛錬を必

要といたします.如何に知識，経験に長ずると難

も若し人格に於て欠くる処あれば其の人としての

価値無きのみならず，却て社会に害毒を及ぼし叉

其個人も社会的生命を失ひ，終に破滅に終るの例

は少からず深く留意すべきであります.公明正大

堂々として，天下の正道に進み因循姑息陰謀策動

は飽く迄是を排斥し正義を死守するの覚悟を以て

所信に遜進するの勇気を禰養せねばなりません，

と同時に一面常に反省熟慮して他人の善言を容る

Lの雅盈を有し常時春鼠験蕩周囲と協調一致の核

心となり多くの人力を総合してこそ，より大なる

仕事を達成し得るものと確信いたします.

現下我国が瞭古の重大時局に際会し，外幾十百

万の皇軍を支那大陸に有史以来，未曾有の挺々た

る長大戦線を張りあらゆる困苦を克服しつ...，君

国に身命を捧げて善戦し内国民の上下は物心を挙

げて，総動員一致協力聖戦目的に遜進し，国家的

大使命たる東亜永遠の安定と大和民族当然の権利

たる大陸への平和的発展の基礎確立なる大事業完

全の途上に在るのであります.是が為めに国民の

全部一人一人が皆此難局を支える柱となり，その

総力によりて突破せねばならぬ時であります.殊

に諸君が明日より担任すべき職場は直接皇軍将士

に供給する軍需品の製産に或は現下最重要とせら

るL国際収支の上に寄与すべき海外輸出品の製産

に或は銃後国民生活に欠く可からざる物資の製産

等に当る処にして，諸君の努力如何は国運の消長

に重大なる影響ありと言ふも，過言では無いので

あります.平時に比し一層の緊張一段の努力至誠

事に当らねばなりません.…・・.諸君は此重大に

して光栄ある責務を自覚し，国士的志を以てし勇

敢に，明朗潤達に滅私奉公の精神を以て遜進され

んことを熱望して止みません…



慰笠然

(昭和14年)

19. 慰霊祭挙行

14年 4月25日，立高問神社で臨時大祭が行なわれた.当校ではこの日午前10時30分より誹堂でし

めやかに慰霊祭を挙行した.正面に戦死した先輩七柱の写真を安置，遺族，職員，生徒一同参列，

修被， 祭昨奏上， 富山校長の祭文奏ヒ，工業会会長弔辞，生徒代表の弔辞等あって厳粛裏に式を

閉じた.

七柱の略歴

o吉田一雄(陸軍歩兵曹長〉大正14年3月機械工学科卒，芝浦マツダ工業(株)勤務，昭和13年5月15日
中支河南省にて戦死

。長渡成功 (陸軍歩兵中尉)昭和9年3月機械工学科卒，日本鉱業(株)尾小屋鉱山勤務，昭和13年9月

27日糞泥湖西方にて戦死

く〉松尾元重(陵軍航空兵中尉〉昭和7年3月機械工学科卒，目立製作所亀戸工場勤務，昭和14年2月20

日第2団関州空襲に参加戦死

。飯島醇ー(陵軍事量重兵中尉)昭和8年3月電気化学科卒，名古市大同電気製鋼所勤務，昭和13年3月

31日榔邸付近にて戦死

o川辺盛次(陸軍特務上等兵〕昭和11年3月電気化学科卒，日本首達(株)会津工場勤務，昭和12年出征
以来北支， 中支に転戦， 漢口攻略目ざして進撃中病気となり昭和13年12月4日戦病死

く〉松本 才(陸軍工兵中IH)昭和7年3月建築学科卒，警視庁勤務，昭和12年12月杭州攻略戦に参加，

大銭江塘江渡河作業中病気となり，昭和14年3月31日戦病死

o横溝 俊 (陸軍幡重兵上等兵)昭和13年3月工業教員養成所建築学科卒，大蔵省専売局勤務，昭和13
年7月上海および杭州方面の戦闘に参加中病気となり13年7月14日内地送還，翌日日広島陵寧病院に

て戦病死.

20. 高工時報300号を迎う

わが高工時報は大正14年1月15日創刊発行以来，昭和14年6月7日号をもってここに 300号を

刻んだ.

新聞部部長橋木重降教授は，300号にあいさつとして次のように述べているが， これは自両自
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讃ではなく，学校新聞が300号を刊行し得たことと，その内容が学生新聞として真に価値あるも

のであったことは，惜の有識者のだれもが認めたところであった.あいさつの概略次の通り.

.10数年に亘る部員の努力， ことにその後

半に於て高工時報は出版法により供託金を私=んで

定期刊行物として発行せられ，第3種郵便物認可

を受けて居るのであるから，校内のみではなく学

校から離れた社会的の一存在となったのである.

しかも新聞部は1年毎に事実上の責任者となる

学生委員が入れ替りつつあるにも関らず未だ1回

も粗相がないというのは驚くべきことである.

号数300に達したのは全国専門学校新聞として

は異数であると言わねばならぬ.定期刊行物を永

年に亘って続けるのは如何に難事業であるかとい

うことは局に当る者のみの知るところであるが，

21. 天皇御親閲

高工時報は見事にこれをやってのけたのである.

勿論前校長及び現校長の理解と校友会，横浜工

業会，工業懇談会等の後援に負うところ多大であ

るが，先輩から現在まで歴代部員の携まざる努力

の賜に外ならぬと思う.敢えて某年度の委員長と

か編集部長とかいうのではない.本校学生が立派

に此の種のことをやって行けるのを 300号という

数字で如実に示しているものである.否広く言え

ば，全国高工学生を代表して工業学生必ずしも技

術や学聞の末梢に拘泥しておらぬ.余暇を善用し

てこれだけの仕事ができるということを示して万

丈の気焔を吐いているものと言えまいか.

陸軍現役将校学校配属令が施行されて15年，これを記念して，天皇の親閉式が，昭和14年 5月

22日午前10時より宮城前広場において様大に挙行された.当校よりは，代表生徒10名と校長およ

び配属将校豊久大佐ほか職員数名が参列した.親閉式には横浜高等工業学校と黒く染めぬいた校

旗を先頭として分列行進に参加した.

なお木校では5月30日午後2時， 5月22日に「青少年学徒に下し賜りたる勅語」奉読式を，本

校グラウンドにおいて挙行した.

22. 大陸会の復活

久しい問沈黙を守っていた木校大陸会は時局を反映してここに復興の機運を迎え，昭和14年4

月18日工業会館において復活第1回総会を聞いた.

当日は，木会創立者である鈴木前校長をはじめ安川， 川田両教授ならびに創立当時先頭に立っ

て大活躍をした斎藤興次先輩(電化大正15年4期卒)を迎え，大陸会幹事友成助教授司会のもと

に開催された.

当日の決議事項は次の通り

1. 内外事情の調査研究

1. 大陸との密接なる連絡

1. 大陸講演会の開催

1. 支那語研究

1. 満支視察見学旅行の援助

1. 大陸へ夏季実習の実施

なお富山校長が会長に鈴木前校長が名誉会長に推された.
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この際創立以後の大陸会の足跡を簡単に述べておく.

く〉大正15年夏 大陸視察を募り参加者30名を得て約1カ月にわたる実地見学を行なう.

0昭和2年台湾旅行団19名波台.。11 5年大陸見学団30名実地視察.
011 6年 満州事変ぼっ発に際し国際連盟の雲行きが険悪となったので，芳沢代表に激励電報をおく

る.また満蒙問題批判会を聞き，駐屯兵士慰問金を募集する.さらに代表4学生が慰問文3，000通，

慰問袋700個を携行し現地を慰問する.

この年の暮，国際連盟芳沢，松平，吉田大使に重ねて激励電報を打つ.代表10名が若槻首相に決議文

を渡し激励する.

0" 7年 県市後援のもとに， i筒洲国協和会日本派遣使節団を迎え，開港記念会館で歓迎会を開催，

団員20名を募り第3回大降視察を行なう.

その後いつとなく沈滞衰微し，やがて有名無実となっていたものが今回復活したのであった.

23. 航空工学科新館落成

かねてから工事中であった航空工学科新館は物資統制等の影響で、多少遅延したが，昭和14年夏

完成し，休暇中に移転を完了した

この新館は造船木館横に建てられ，航空工乍科木館および教授宅にあてられた.

24. 木炭自動車使用

昭和14年ごろになると物資がだんだんと筑間となってきて，いわゆる代用品時代となった.ガ

ソリン節約のための木炭自動車なども町に現われてきた.

本校でも14年6月，2 i今ある自動車のうちのセダンl台を改造して木炭車とした.これは全国

伊校に先鞭(せんべん)をつけたものである.

ちなみにこのころの木校へのガソリン配給量は月27ガロ ンで，そのうちの10ガロンは各科の実

験用で自動車用は残り17ガロ ンであった.

25. 夏季勤労奉仕

昭和14年度の勤労奉仕は校庭整理を行なうこととなり ，7月8日より14日にかけ行なわれた.

まず7月8日午前11時勤労奉仕作業始めの式が「名教自然碑」の前で行なわれ，午後からは.

勤労奉仕(昭和14年)
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機械，応化両科3年生が校庭に集合，大太鼓が鳴り響くや，冨山校長が最初のー鍬(ひとくわ)

を入れ，つづいて一斉に作業が開始された.

7月8日午後より 14日午後までの 6日間， 3年2年l年の順序で各自 2日間，正味4時間20分

の勤労奉仕でソト使室横の土を掘り上げ，講堂前パレー・ コート付近へ運び整備した. この埋立て

の上には電化の建物と銃器室を建てるためであった.

なおとの奉仕には昨年同様校長はじめ，教職員多数が参加し，学生に交って汗を流した.

26. 電化満州鉱工業調査隊

横浜高工電気化学科3年生満洲鉱工業調査隊は，昭和14年8月の夏休みを利用して，満州|の鉱

工業調査研究旅行を行なった.一行は顧問 横111教授，石川，鶴岡両助教授，隊長桜井静夫ほか

電化3年生26名で， 8月1日神戸出港の熱河丸に乗船，同4日大連着，同16日釜山発，17日無事

神戸着帰校した.この間満鉄中央試験所，日清油房(4日)， 満洲化学工業側，満洲石油制(5 

日)，昭和製鋼所 (7日)，満洲軽金属製造脚，満洲化学工業所(8日)，大同酒精 (9日)，吉林松

花江発電所(12日)，奉天造兵廠 (13日)，金鉱精練所 (14日)，京城帝大，京城商工 (15日)など

を視察した.また各地で、横浜工業会会員の歓迎をうけた.

隊長桜井静夫

第1班新井士郎 和泉正一 内田義行 小原清明

第2班大嫁 暢 菊池芳郎 北村達三 草場郁郎 黒田 手口

第3別斎藤義治 須賀健治 鈴木俊雄 鈴木政良 田中儀玉f

第41')[ 高梨秀雄 谷沢良直 鳥井喜久雄 永井幸二 西町 稔

第5肌 西野幸男 三宅道夫 金親姉夫 橋本四郎 山保向三

川井一男

27. 興亜青年勤労報国隊に参加

昭和14年夏休みを利用して文部省教学局では，第1回興亜青年勤労報国隊北支および蒙彊派遣

団を募集した.ヨド:校ではきん然これに参加を表明，各科で希望者を募ったところ30数名の応募者

があった 教務訟では身体検査その他で厳重選考の結果，20名を選び竹内教授，友成助教授を教

官として参加させた.

O本科
教官竹内秀雄教授

生徒 (分隊長〉 菅沼貞三(機3)

(衛生主任〉 中村修(航3) 金井治郎(応3) 瀬戸洋三(応3) 青木栄(建3)宮坂信

行(機3) 別府健次(電2) 岩崎康弥(建2) 松瀬隆国(造3) 弓削田正明(航2)

O教員養成所

教官友成忠雄助教授

生徒(分隊長〉松島雅治(応3)

(衛生主任〉長島新喜治(応3)伊藤吉次(機2)大木茂松(機2)黒田信一(機2)竹内 浩
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(機2)守清治郎(機2)杉崎孝之(応2)畠山滝男(応2)笹平覚衛(電1) 

全国からの参加者は7月中旬内原訓練所で1週間の訓練をうけ，第1，第2班に分かれて外地へ向け

勇躍出発した.本校は第2班に属し7月19日内原発， 20日神戸出港25日塘泊へ上陸，それより北京西

苑兵舎に入舎，杉山北支派遣軍指揮官の配下にはいり，北京で道路建設作業等を行ない，8月2日本

科生と教養生は一時別行動をとり，本科生は八達誕1，張家口，包頭等で皇軍慰問，視察，勤労作業に

従事，教養生一行は，保定，満城，天津で飛行場整備等の勤労奉仕，皇軍慰問，視察等をなし，8月

20日太原で本科生と合し，いずれも大陸焼けした元気な顔で8月30日無、事帰校した.

28. 原富太郎逝く

本校商議委員 三渓原富太郎は，昭和14年8月16日7'2歳で病気のため死去した.氏は横浜の思

人であり，また本校創設以来の恩人でもあった.

本校設立に際し氏は，時の県知事有吉忠一，中村房次郎，井上準之助らと協力して奔走し，大

正9年学校設立と同時に最初の商議委員となり，以来死去の日まで:'20年にわたり本校のために尽

力するところ大であった.ことに震災に遭遇してはその復興に力を致し，また震災後本校に土木

および建築の両科を増設せんとするに当たり，自ら文部省，大蔵省などに出頭し，これが実現のた

めに当局を説得した.また造船工学科の増設，その他本校の重大事件に際しては常に協力を惜し

まず，真に本校のよき理解者であり，庇護(ひご)者であった.氏の他界に際しては鈴木前校長，

富山校長はじめ学園関係者一同深く哀悼の意をささげ，その遺徳をしのんだ.有名な本牧の三渓

圏はその住居であった.また本校生徒たちの迫造(し ょうよう)の地でもあった.

原三演先生記念碑成る

本校関係者一同は原富太郎の遺徳を長くしのび，その高潔なる人格を後世に伝えるため記念碑

設立を計画したが，ょうやく工成り 3周忌、を迎えた昭和16年8月16日，久保山の原家の墓地にお

いてその除幕式を行なった.

三渓閣
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記念碑の設計は，本校建築科生徒より募集，中村教授これを選し，撰文(せんぶん〉は生前交友深か

った鈴木前校長の筆に成る.碑の設計および撰文はいずれも簡にして明，よく三渓原富太郎をしのぶに

足るものといわれている.

撰文

関東大震災は我横浜市を挙げて灰燈に帰せしめたり.

三演先生勇猛心を鼓し身を挺して市民の先頭に立ち能く復興の大業を成就したり 我横浜高等

工業学校亦其恩沢に浴すること多し 富山校長その偉勲を記念し:誌に此の碑を建つ

昭和16年8月

煙洲鈴木達治撰弁書

29. 第19回開校記念式

本校第19回開校記念式は昭和14年11月1日午前8時30分より，講堂において挙行された.

式は君が代斉唱，宮城遥拝，皇軍将士に対する黙とうあってのち，冨山校長の祝辞があった.

ついで校友会を代表して池内講師，池田教授，森川助教授，友成助教授，鈴木助教授らの祝辞，

生徒代表祝辞ののち，校歌斉唱，万歳三唱をもって式を終わった.

富山校長はこの時の祝辞の中に次のように「自覚自治」ということを述べいる.

・・・前校長鈴木先生は創立以来， 名教自然の であります.これは決して放縦を意味するもので

主義を標樗せられたのであります.然、らば名教自 はないのであります.

然とは何かと言えば，人材は創造することは出来 今や産業は工業を中心とし，一方大陵に於ても

ない.各人にはそれぞれの才能がある.その才能 工業方面の技術者を熱望しておるのであります.

に対して恰かも草木が春光慈雨に浴するが如く， どうか諸君に於かれましても名教自然の真意義を

良い肥料や水分，日光等を与えて立派な苗として 体せられて，自覚自治以って一層の奮励を望む次

社会に送り出すのが学校なのである.即ち名教は 第であります.

自然でなければならぬ，というのがその教えなの

記念祭校内開放

昭和13年度は前述のようにとうとう横浜名物の校内開放の記念祭を行なわず，学校も一般市民

もがっかりしたが，昭和14年度は，何としても開催すべしとの校友の声が実を結び， 11月1日，

2日の両日校内開放記念祭が開催された.

今年は時局がら，全国各高専はいずれも記念、祭を中止したので，本校記念、祭は全国の注目する

ところとなっ7こ.

今年の記念祭の特徴はいわゆるお祭りさわぎを相|し，真ーに時間にふさわしい有意義なものとい

うことで各科とも時周色豊かなもの，すなわち廃品利用，消費節約や国防をテーマとしたものが

多かった.なお当日は傷興(いj軍人が招待された.一般入場者は延べ1万5，000人であった.

なお14年11月15日の高工時報では，今年の記念祭は全般的には成功したとして次のように述べ

ている.

今回の記念祭が聖戦下特に消貨節約が高称さ の成果を収め戦時下記念祭への新たなる伝統を

れる時，全国高工の中止を尻自に堂々断行し多大 築いたという点、において単に形式上のみならず，
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精神的に本年の記念祭は成功したりというべきで ある.

また富山校長は記念祭に先だち10月18日号の高工|時報で「記念祭の新意義」として大略次のよ

うに述べている.

今年の記念祭には特に重大な使命と責務があ んだのである.即ちその一つは消費節約であり他

る.今年の記念祭は所調学校のお祭ではない.況 の一つは国防科学である…

やお祭騒ぎのごときはその片鱗だに存在すること この意味に於て今年の記念祭は，事成らんか万

を許されないのである. 人環視の中にフラ ッシュの斉射を浴びるの誇りを

今年の記念祭は飽くまで本校の特殊性より出発 感ずるであろうし，事破れんか鼎の軽重を問わる

する校外教育であり，授業の街頭進出であり，汎 るに至るや必至である.諸君の自戒自奮を要望し

社会教育である意味を具現する為二つの題目を選 てやまぬ次第である.

30. 繰上げ就職校友会送別会

111:{和14年度もH乍年|百|様，厚生省の割当てによ って就職のきま った学生は，2学期をも って学業

を打切り，それぞれの就職決定先へ実習名目で勤務した.ただし建築，航空，教養その他大学受

験者等は居残って3学期の授業を受けた.

このため昭和14年12月15日午後 11'-'1'より講堂で，校友会送別会ならびに応援団解団式が行な

われた.

31. 14年学園人事

柴田教授着任

航空研究所技手柴田j告が， 14年8月2日十lけで本校航空工学科教授に任命された.

同教授は金沢高工機械科出身，大正14年より 10余年聞東大航空研究所に勤務し，航空原動機，

特に過給器について研究していた.当校で応用力学，原動機を担当した.これによ って独立2年

を迎えて航空科教授陣はさらに充実した.

鈴木助教授 ハルビン工業大学へ

建築学科助教長鈴木秀ーは14年10月31日で本校を昨任し，ハルピン工業大学教授として栄転し

た.

鈴木教授は本校建築第2回卒業生で，建築利生のよき理解者として親しまれていた.昭和13年

勤労奉仕のプールの設計，監営者であった.

森川正助教授の入営 後任に木村講師

数学担任森川正助教授は14年12月10日入営した.同助教授は14年京大数学科卒，ただちに本校

へ赴任した新進学究であった. 12月7日名教自然li午前で壮行会を行なった.

その後任として， 日大予科講自IIi木村欣三がl嘱託として14年12月8日着任した.木村講師は，昭

和5年東北大数学科卒， I~平析幾何学の研究家であ っ た.

32. 本校建築学科の真価を発揮

大日本忠霊顕彰会では先般来忠霊塔懸賞図案を広 く一般から募集中のところ，このほどこの方
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官].QJ搭透視図(第 l種 1等作品) 忠霊描平面図 (同左)

の権威伊東忠太博士を審査長として厳正な審査の結果，応募図案1，700余点中より入選者47名を

決定，15年 1月6日陸軍省情報部より発表した.その結果第1種 1等椋原正則をはじめ12名の木

校建築科卒業生が人選の栄をかち何た.まことに全凶H佳ーの芸術~築を撚梼(ぼう)する本校建

築学科の本領を発担11したものといえる.

作品は第1種(支那大陸に建設するもの)第2種(内地大都市向け)第3種(内地市町村向け)の3

種に分かれ各l等l名. 2等2名. 3等3名，佳作31名となっている.本校関係当選者次の通り.

く〉第1種 1等 綜原正則 (2;WJ) 2等2席漏生久敏 (7WD 

選外佳作{鶏妄泊費j高橋芳雄 (2期)安井善次郎 (8期〕天野貫一 (9期)
fl花井竜三 (2期)

。第2種 3等l席 1 選外佳作林三郎 (6期)l大部友之 (11期)

。第3種 2等1席羽石渡 (3jl1])選外佳作長沢博(1期)

なおこのしらせに喜びを味わいながら本校建築科生みの親の中村順平教授は r1等が 1人とは情けな
し、」といったというが，まことに中村教授らしいことばであった.

鈴木前校長は「私はこのことをもって本校建築科は偉いものだと自慢しない.叉喜びもしない.ただ，

わが高工は大なる特色を持っておるということに於て大なる誇りを感ぜざるを得ない，これは建築科の

教職員諸君の平素の努力と見なければならぬが特に中村I1民平先生にこの機会に感謝と敬意を表したい.

……悠久なる芸術の信念に自分が先頭に立って門下と共に精進して行こうというその至誠のあらわれが

10幾年を総て今回の忠益事答設計に表れてきたものと思う.Jとこの喜びを語った. (六ツ川夜話による〕

33. 皇紀2，600年紀元節式典

奉祝式典 (横浜公園野球場)
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l自和15年は日本紀元 2，600年に当たるので， 2月11日の紀元節には闘をあげて奉祝の意を表し

たが，ヨド:校でも午前8時50分より講堂において，式典を挙行した.富山校長は参内したため，大

西教授は代理として祝辞を述べた.式後一同は横浜公園野球場における奉祝式典に参列した.

34. 第18回卒業式

本校第18固ならびに横浜工業専修学校合同卒業式は， 15年3月15日午後3時より本校講堂にお

いて挙行された.

式は国歌奉唱，MJ語奉読の後，冨山校長より，本校各科総代，付設工業教員養成所代表，工業

専修学校代表に卒業証書授与，富山校長の式辞があ り，つづいて本校商議委員， 日本工業グラブ

会長 井以孝の講演，卒業生の答辞，校歌合1114をも って終わった.

学校長式辞

-…高等工業学校に於ては，世の要望念、にして

学校に於ける教育は去る12月を以て打切り， 1月

より各就職すべき工場に於て校外実習することふ

なり，本日の卒業式には皆職場より帰り来りて此

光栄を得且過去2ヶ月余に於て，実社会に於て得

たる尊き体験を報告し、たしたのでありますが，何

れも実際上，技術的の事項は元よりその他社会万

般の点に於て甚だ有益なる資料を提供し時局に対

応する為の今後の工業教育上稗益する処少からず

本制度をよく活用せるものと思はれます。御承知

の通り昨年より国家総動員法による工業技術に関

する学校卒業者使用制限令により許可されたる工

場にのみ就職し得る事となりましたが，本校への

卒業者要望甚だ多数にして自然、大部分は，最初よ

り希望せる方面に決定し適所適材の配置をなし得

た事は淘に掌とする処であります.卒業生自身も

よく現下の重大時局と此秋に於ける工業青年とし

ての負荷されたる責務を自覚し進んで国家の命ず

る重要なる工業部門に貢献せんとする意気を以て

各一生を托する職場を決定致したのであります.

尚此機会に各位に御報告申し上げ度いと存じま

すことは，今次聖戦目的遂行及新東亜建設に於て

最も重要なる生産力拡充の為め工業技術者の一層

多数を要望せらるふのでありますが，是に応ずる

為に本校に於ても一昨年より逐次機械.応用化学.

電気化学科の三科は入学者を約倍加し更に本年よ

り建築科も同様入学者倍加し、たすことになりまし

て，本校創立当時三学科なりしが現在六学科とな

り叉大部分の科が学生数当時に比し約倍加せる為

学生総数は三倍以上に激増すること与なりまし

た.然れども職員，設備，建物等必ずしも是に応
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じて増加拡張されず，叉一面生徒の数の増加と同

時にその質の向上も計らざるベからざるのであり

ますが，職員一同は凡ゆる困難を排除してその使

命達成の為に日夜最善の努力を致して至誠奉公の

心を以って事に当って居ります.

工業専修学校は本校の人的，物的要素を総動員

して夜間工業専門の教育を施す横浜市の経営に属

する学校であります.現在約900名の生徒を包擁せ

る此種学校としては規模に於ても叉質に於ても我

国屈指のものであります.生徒の大多数は昼間各

職務に従事して夜間就学して居るのであります

が，その勉学修養態度たるや実に涙ぐましき程の

真訟なるものあり従って，その実蹟よく挙り既に

3.000に垂んとする卒業生は京浜聞は勿論，我国

歪Ijる処工業界各方面に実務者として顕著なる功績

を顕はし内には工場の首脳者としてより高級学校

卒業者を遂に凌駕して名を成せる者もあります.

今回の卒業生も自然全部数ヶ月前に就職決定した

状況であります.叉近く甲種工業学校に昇格する

の運となり同校専有の施設も大拡張をなすの気運

に到達いたしました.

扱て本日は井坂孝先生が特に多数工業青年の世

への門出を御激励の為に非常に御繁多の処を御来

臨御講演をl協はる事を柾げて御承諾被下ました事

は学校一向の最も光栄といたす事であります.

先生が我国経済界財界の重鎮，指導者であらせ

られ，殊に東京瓦斯，日本アルミニューム等の大

会社以下多数の工業会社を統率せられ斯界に顕著

なる御貢献せられ，叉先生を前にして申し上ぐる

ことを甚だ僚るのでありますが，公正無私国家社

会を念とせられ剛毅湖達たる御人格は一世の師表



と仰がれて居ります事は私が申上ぐる迄も無い事

でありますが，私は先生の御言行を数次学生にも

伝へて，吾々後進の範といたして居りますが，今

日親しくその御声唆に接します事は，卒業生が一

生を通じて残る感銘を得る事と確信いたします.

尚先生には本校創立以来商議委員として本校の為

直接間接御支援御指導を賜はり今日の発展に御資

し下されたのでありまして，私は此機会を利用し

て併せて深甚なる感謝の意を申し述ベ度いと思ひ

ます.

卒業生諸君，諸君は本日光栄ある卒業式に列し

永き学窓生活より離れて社会人への船出をなさん

とする時に真に感慨無量なるものと信じます.殊

に諸君は本校に入学後数ヶ月ならずして今次事変

が勃発して今日に及び，国家は真に鱗古未曾有の

重大時局に直面し，皇国の消長は懸りて此事変解

決の如何にありますが，此の間に於て諸君は各族

先輩同僚友等より多数の将土を歓呼を以て前線に

送り，又幾多白衣の勇士護国の英鍾を迎へて実に

一生を通じて忘るベからざる感激を受け叉他面圏

内万般の事相は日を追ふて国家総動員の態勢を調

へ来り日常生活凡ての点に於て個人個人の私を捨

て，国家総力協和に捧ぐるを見開又実行し，心内に

燃ゆる愛国の志一層柾なるを信ずるのでありま

す.

此の怪l家多難なる秋に院!らず，諸君は本校在学

中，殆ど平時と変り無く安穏に勉学して今日国家

有用の材たるの基礎を得たる事を深く考へねばな

らぬと思ふのであります.かの第 1次欧洲大戦に

於て独逸各大学生の平均7割 3分が応召出征し，

又英国牛津，剣橋両大学生が共に宣戦初頭に於て

各1，000名の者が軍に投ずるの要ありたる等の如

きに比較する時我国学生が如何に幸福なるかを感

ずべきかと忠ふのでありますが，叉同時に学窓を

終へたる時の責務が一周大なるを考ふべきであり

ます.直接戦争に要する各種軍需品は勿論国民生

活各般に欠くべからざる多くの器材の円滑なる供

給は国家総力戦に於て最重要なるものL一つであ

りますが，是は挙げて吾等工業人の責任に於て達

成を期せねばなりません.

今後更に長期に亘りて国力を傾倒して遂行すべ

き新東亜の建設なる大事業は実に諸君青年技術者

の努力奮闘に侠つべきもの甚大なるものがありま

す.真に諸君は永き歴史を通じて選ばれたる戦士

と言はざるを得ないのであります.須らく此無上
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なる光栄を感得し，叉同時にその責任の大なるを

稽へて今後袋ひ来るべき如何なる国難にも屈する

事なく愈々切瑳琢磨，自己の完成に巡進し，全能

力を挙げて職務の万全なる遂行するの覚悟を今回

数に強化することを要望するものであります.徒

らなる大言壮語或は一時的の興奮のみにては，到

底此の重大なる責務を全うし得るものではありま

せん.確固たる基礎の上に一歩一歩営々として地

歩を進めて後初めて為し得るのであります.学校

は単に其の基礎的端緒を与へたるに過ぎないので

ありまして，その完成は諸君自身今後に於ける修

養勉学に寄らねばなりません.

九そ凡ゆる工業に於てその成否は主として是に

当る工業技術者の各方面に対する能力如何に依り

決せらる与のであります.技術者は直接多数の労

務者を統率して彼等をして各その任務を自覚欣然

職に当らしめ叉全体として， 一糸乱れざる統制の

下に最高統率の総力を挙げしめざるべからず是が

為めには己れ自ら私心を去りて国に報ずるの至誠

を堅持し，又寛大なる抱擁カを以て同情理解によ

り常に労務者に接し且事業経営者より万憾の信頼

を得て労資一体の中心として進まざるべからず，

是れ諸君が愈々修養錬磨をなし人格の完成により

達し得るのであります.又他面技術上の進歩発達

は技術者が自ら親しく労務者に伍してその仕事を

体験且透徹せる観察をなし，常に内外の此方面に

於ける情勢を調査渉猟して学理的研究を怠らず斯

界の最高峯に位せしむるの責務も技術者の負ふべ

きであります.

斯くの如きは決して一朝一夕に成し得るのでは

ないのでありまして，強健なる体躯と燃ゆるが如

き意気，何物にも屈せざる忍耐により長年月一貫

一事業に終始して始めて期し得るのであります.

唯来凡ゆる方面に此に到達し得る有能の土必し

も多からず，而も是れ最も要望せらる与のであり

ます.私は諸君が恰も此光輝ある二千六百年国家

重大の秋に学窓を出で，与へられたる職を以て天

授のものとなし，一路遁進左顧右隠することなく

此一途より最高の目標に到達，国家有用の材たら

んことを熱望期待いたすものであります.

尚一二附言致し度いと思ひます.

昨年より工業技術に関する学校卒業者が使用制

限令により其就職を律せらる L事となりました

が，世往々是を以て各個人の自由を束縛し恰も物

の如くに取扱ひ人格を軽視せるもの与如く評する



もの無しとせず是れ全く思はざるの甚しきもので 次に過去に於て学校卒業者が其の要望大にして

ありまして，既に申し述べた如く工業技術学校卒 競って職に迎へらる L時代学窓を出づる者が動も

業者は現下並に今後国家の最も期待要望せらる与 すれば心を慢じて，修養努力を怠り終に無為に終

至宝と考へ各種学校卒業者中此重大時局担任の第 りたる例少しとせず，今日特に戒心すべきことで

一任務となして最も要用の方面に寄与貢献せしめ ありまして，諸君は現下皇国の正に大飛躍祖先先

んとする精神に外ならないのでありまして，諸君 輩の遣したる功績の完成をなす国家的大事業に参

は寧ろ此国家よりの大なる期待をなされたるを光 加する光栄を思ひ，全力を挙げて事に当られんこ

栄となし，一層の緊張を以て国の命じたる職場に とを念願して止みません.…

参じ最善の努力を為す可きと信じます.

35. 15年度入学式

H討和15年 4 月 9 日 Lr後 111~J よ り本校講堂で 400 有余名の新入生を迎え，入学式が挙行された.

式は国歌奉唱，宮城遥拝，教育勅語，青少年学徒にl!易わりたる勅語の奉読の後，冨山校長より

懇篤な訓示があった.

36. 学級の増加と教授陣の多忙

昭和15年度はH寺周がら募集人員は次の通 りとなった.なお本年度は競争率が相当減少した. ζ

れは各市i工の増科増員，受験期の統一等が原ItIと考えられる.

1募集人員応募人員 比率 応昨募年人度員I 募集人員応募人員 比率 昨応募年人度員

機械(室 75 343 4.6 75 156 2.1 142 
15 88 5.8 112 建築 品教 3 14 4.7 16 

75 294 3.9 初 造船(本 30 143 4.8 241 
8 49 6.1 55 教

電化(室 75 280 3.7 347 航空(喜 40 210 5.3 289 
4 24 6.0 21 

この新入生の増員のため11付和15年 4月の新学期i現在で，あらゆる方面に不足をきたしてきた.

そのため，実験室，製図室，講義室は粗末ながら』ι急増設をし，寄宿寮も第三寮を増設した.講
堂は，1， 2年生で一杯となり ，3年生の入る余地がない.不足の面は建物だけではなく，最も

困ったのは人の面，すなわち教授陣の手不足である. 14年度に比 して増加学級4を数え， 3年前

に比して8学級増加のため，従来の 2倍近くの講義を受持たねばならぬ教授もあった.

時局がら教授陣の増員は急に望み得べくもなく ，各教授，助教授，講師は貴重な研究時聞を割

いて，若き学徒養成のため日夜努力をつづけた.

授業風説(附拘J16年)
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37. 中野正剛の講演

このころ'平岡で、は時用向きの各稀講演が相ついで開催されたが，そのうち最も若き学徒の血を

がわかしたのは， 15イf.6月27日木校講堂で聞かれた大陸会主催ーのイII[!-}iE岡11の 「世界を直視せよ」と

いう講演であった.

同氏は日支事変の本質を論じ，介入の第3国を駆逐せよと午後l時半から約2時聞にわたり熱

弁をふるい聴衆を魅了したが.興奮した常徒は，食堂で夕食をと っていた中野正岡IJをとり囲み，

さらに講演の延長にはいったほどであった.

38. 高工初の女生徒

昭和15年度天下の難関を突破して木校初の女生徒があっばれ入学した.

建築学科選科 石川末子で市立横浜高女出身. 15年4月17日の目工時械には「高工初の女生徒

として男ばかりの丙工へ飛び込んできた意気は正に興亜女性の面白躍如たり」と紹介されていた.

なお同嬢は昭和17年9月見事学業を終え卒業した.

39. 夏季集団勤労奉仕

昭和15年度の夏季集団勤労奉仕は7月6日より開始された.

しゃく熱の太陽の照る正午，校庭に全校教職員生徒が集合，国歌奉唱衷に国旗掲揚，皇軍将士

の武運長久，戦没将兵の霊に 1分間の黙とう，富山校長の訓示あって後，太鼓の音を合図にいっ

せいに作業開始，今年は昨年同様校庭の整理を行なった.

この勤労奉仕は一昨年のプール作り，昨年の校庭整珂につづいて 3年目であった.

40. 第2回興亜勤労報国隊

15年度興亜勤労報閏隊の木校存IJ当ては昨年の20名をはるかに減じ，わずか5名ときまった.希

望者25名巾下記のものが選ばれた.なおtFij拝教官も 1~I ときまった.

教下1 阿部滋弘()忘化教授)

生徒 主七袋文1t:1f'(建2) 釘買祐雄(電2) 杉山富保(航2) 藤井正一 (応2) 

安藤男(造2) 

この横浜町工班は7月19日，横浜駅発神戸港より北支に渡り，8月下旬まで北京，太原，寧武

士号で勤労奉{Iーをし，無事8月28日神戸港へ帰った.

41. 渡辺勝三郎逝く

元木校商議委員，宮中顧問官，第9代横浜市長，大震災復興の際の本校復興の恩人であった渡

辺勝三郎は昭和15年9月24日，病気のため死去した.

れにつき15年10月20日号の日工時報で前校長鈴木達治は行事をかえ りみ，故人をしのんで次の
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ように弔している.

渡辺顧問官は曾って 横浜市長であって同時に 『午後市役所に行き市長渡辺勝三郎氏に面会し

我校の商議委員として多大の尽力に預った.大正 高工復興につき文部省の意向を開陳す.市長日く

12年の関東大震災に際しての横浜市長の労苦とい 「若し本省が強硬に移転を命令せば如何にするや」

うものは，筆舌に絶するものであったらうと思 と余日く「辞職あるのみ」と.市長日く ， i然ら

ふ.我々の学校も復興までの間，名古屋に移転せ ば市会に提出して移転反対を議決し本省に陳情せ

よとの文部省の命令を受けて厄介千万の時であっ ん」と.夕方市役所を去る.中秋の名月給h とし

た.9月25日の私の日記を鱗いて見ると次の様な て焦土を照す.徒歩にて帰る..lI

文句がある.

42. 開校20周年記念式典および記念祭

大正9年横浜の一角，弘明寺に日瓜々(ここ)の声をあげてからここに星霜20年，この間卒業生

を出すこと 2，652名，学界に産業界に大きな足跡をしるし，これら先人の努力により全国に横浜

高工の名を遺憾なく高めた.

この栄えある開校20周年記念式は昭和15年11月1日午前7時30分挙行の興亜奉公日式典後，同

8時30分より本校講堂で‘行なわれた.

ひきつづき正午より 4時まで校内開放記念祭が行なわれ，第 2日の11月2日は 9時より 4時ま

で，第 3日の11月3日は8時30分より明治節祝賀式， 9時30分より 4時まで校内開放.以上3日

聞にわたり記念祭が行なわれ，昨年同様各科とも技術報国，同防，消費節約等時局色豊かな催し

物が多かった.

富山校長はこのよき日に当たり大略次の通り述べた.

回顧すれば大正9年本校が開校された翌年最初

の記念祭が行なわれた.当時の生徒は一人残らず

熱意に燃えていた.私もまだ若く ，この張り切っ

た雰囲気の裡に包まれて，全く一身一体となって

室々の飾り付けや準備に秋の日の暮れるのを忘れ

たものである.…...第一回の卒業生を出したのは

大正12年で， 山手の日光屋敷(テンフ・ルコート)

で謝恩会があり，実に盛会を極めた.しかし間も

なくこの会場も母校も大震災のため灰燈に帰し

た.その後本校は建築科の増設を皮切りに造船，

航空の新設となり，急激な生徒数の増員となり，

新校舎はあいついで増築せられ校運は日の出の勢

を示すに至った.

かく言うとこの20年の校史は極めて坦4たるも

のの如くであるが，これは畢覚するに鈴木前校長

が高惑なる校是を定められ，その実践に腐心せら
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れた賜にほかならないのである.

当時わが経済界は欧洲大戦後の大不況時代に際

会し，叉思想界は大正の民主々義華かなりし頃の

影響を多分に吸収していた.従って学校の経営上

にも特異の努力を必要としたのであったが，その

問に処し，先生はよく時潮に先行し，所期の成果

を収められ本校の今日あるを得られたのである.

爾来わが国内外の情勢は刻々と変革され就中今次

聖戦を契機として・-一三国同盟の締結となり……

この度の新体制を生むに至ったので、ある.

されば本校としても徒らに過去の社会態勢に恋

着することなく ・挙校一致時代の流に樽して行

くべきだと確信する.

宏、は諸君がよく今日の姿を見極めて惑わす.時代

本来の使命を達成し・・・・不朽の光郎ある業績を千

載に残されんことを熱望する.



43. 輝く永年勤続者

開校ここに20年，このよき日をだれよりもいっそう感概深〈迎えた者は，開校以来学校と運命

を共にしてきた人々であろう.喜びも悲しみも幾年月，かえりみれば幾多の思し、出が胸中を去来

したことであろう.

まず学内の最古参は会計課主任大山春翠で，大正9年1月19臼，鈴木前校長と共に草創時代の

着任で勤続20年10カ月，つづいて堀江不器雄講師(大正9年1月31日)遠藤政直講師 (大正9年

3月3日)安川数太郎教授(大正9年3月15日)池内木講師(大豆9年5月)冨山校長(大正9年

6月)草間時蕃講師(大正9年9月)の順でいずれも満20年以上，次が藤川由太郎(大正9年12

月7日)(19年11カ月)洋団幹夫教授(大正10年5月)横山盛彰教授(大正10年5月)今井行雄教

授(大正10年5月)でいずれも勤続19年6カ月 となっていた.

なおこのほかに15年以上勤続の教授は， (機械)岡村幸雄 (16年7カ月)， (同)斎藤輝治(17

年8カ月)， (電化)飯間義雄 (16年7カ月)， (同)河村文一 (15年7カ月)， (建築)中村順平

(15年4カ月)，(基礎)大西友太 (17年5カ月九 (同)加藤述之 (17年6カ月)， (同)木戸 潔

(17年8カ月)となっていた.

44. 校友会の解散と報国団の結成

(1) 校友会解散までの経過

(昭flil5年11月1日現在)

昭和15年7月22日，第2次近衛内閣が成立し，いわゆる新体制が強力におし進められた.新内

閣成立に当たり政府は所信を述べたがそのうちに， r外交，経済が時勢に対応して大きく転換さ
れようとしている時，教育のみが旧態のままであってはならない.真に同体に徹し，国家を荷う

べき第二の国民を養成する見地から教育の制新をはかりたい」とあった.

報国団結団式 (昭和15年)
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文部省では15年8月2日，橋田文相談として

1. 国体の本義を明かにし，国体の精華発揚を期すること

2. 自我功利の思想を絶対に排し，国家奉仕を第一義とする国民道徳の確立を期すること

3 科学の真諦を普及発展せしめ，国家奉仕実現の実践的基礎を確立すること

の3点を強調した.

つづいて 8月29日， 全国高等学校長会議では，学校新体制の趣旨に則り，校友会の改組統合を決定し，

なるべく速かに改組を実行することを申合わせた.それによると

1. 校友会は一旦解散し，校長を会長(団長〉とし，教職員全部を役員(指導者〉とし，生徒全部を加入し

た新団体を設ける

2. 在来の団体の予算は学校長の手に収め，役員の決定は教授，生徒とも選挙によることを排し，学校

長の任命制とする

という従来の生徒の自由自治を排し，学校の統11)IJの下においたものとすることにあった

全国高等学校につづいて実業専門学校でも10月1日， 文部省に全国 106校の校長を集め，全国専門学

校長会議を開催，新修練体制確立の具体案を協議した その結論は大体育Ij記高等学校のそれに準じ，名

称は報国会と し.11月中に規則予算等を作成し，文部省に提出，承認を得ることを決定した

木校においては10月 9日木不十にIYIする準備起草委員を任命し，つづし、て調査委員会を設けるな

どして準備を進めた.10月28日決定案を女)"1'[1行に提UL l!IJ円認"rとなった.このr:nのキ:校当局の
苦心は次の冨山校長のあいさつにバペしいので省略する.

(2) 報園田の結成と校友会の解散

15年12月2日，数カ月の胎動を終えてここにわが横浜市工報11<1Rflは，校友会いっさいの事業を

統令して新しい第一歩をふみ附した. この 日午前7時30分，令校4:.1走はr}i1HIJ運動場に集合，冨111

校長は報同団結成賞言7Qを朗読，つづいて旧校内同体いっさいの解散宣す書を朗読，生徒代表の

宣誓があった.つづいて富山校長より報11・附lの使命についての滞日があった.

学校長挨拶

本校においては先づ起草委員を任命，次に調査

委員会を作り，なお評議委員会をも加えて，屡々

討議し回を重ねること10数回に及んだ.

その間文部省案を骨子とし生徒総代の意見を聴

取し，或は木省に問い，学校全体にはかり修正に

修正を加え，研究に研究を竜ねてきた.

いよいよ決定案ができ10月2811*省に赴きlil校

友会の予算書決算書などと共にこれを提示し111111

無修正で認可せられた.

思うに今日の学園新体系は， [亙l家全体が大政翼

賛，総て心をーにし，従来の自我功利の思想があ

ったとすればこれを清算し国家奉仕第ーに改め，

高度国防国家形成とし、う大方針に則ったもので，

この方向に向って諸種の校内団体を一元化し新組

織を行うこととなった訳である.

本校もこの趣旨に則 りできたもので，学校即ち

教師が生徒と一体となり国家の大方針に従い，倶

学倶進とし、う気持ちで，一度決まった以上は全生

徒の練成にl匂って進まうという様にならねばなら

ぬものと考える.

さらに特に本校としては学校の伝統的精神と今

日の新体制とを別々なものだと考える者があれ

ば，それは非常な誤りで，その問には少しの矛盾

もないということこれが最も重要なことと思ふ.

この点は兎角誤解する者があり世間よりの注視

も或はこの点、にかかっているのかと考へられるの

で事実により身を以て誤解を一掃したいと思ふ.

今日の新体制については種々の意見も見方もあ

らうが，私としては今はも早や議論すべき時では

ないと考へる

このようにして校友会はMii'iし削可聞が結成されたが.校友会構成各1mはそのまま保問問の各
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fdJとして継承された.昭和18年に至り戦時学徒体育訓練実施要綱が発表され，報国間の各班が再

検討されたがこれについては18年の項で述べる.

次に解散直前の木校校友会について述べておく.

(3) 解散時の校友会

木校の校友会についてはすでに各節で記してきたが，この光開ある組織も前述のように15年12

月2日をも って解散のやむなきに至った.思えば大正9年10月9日帆々の声をあげて以来，幾多

の変遷はあったが文化1\11，運動f\11 ともに全問予生聞に横浜町工の名を日からしめ， ャ:~Io 自治の模

範としてうたわれていたわが校友会も，いまここに20年にして発展的解消といわれたが，事実上

解散となったのである.若人の感慨はいかばかりであったろうか.

次に解散直前の校友会の全ぼうとその歴史を簡単にながめてみよう.

校友会は文化部と運動部とに分かれ両者合わせて18の部と，他に準校友会として 17のクラブがあっ

T乙.

校友会各部

文化部

1. 総務部 各クラスから互選された委員各1名より組織され，予算編成，校友会歓迎会，送別会，

記念祭，応召校友の歓送迎，応援団等を主な事業としていた

2. 新聞部 高工時報を発行，全国学生新聞の封!iとして自他ともに許していたところ.fli'l和15年12月

末で332号を発刊した、弘俊世論の核心であり唯一の報道機関であった

3. 講演部 文化講演，講座等を行なっていた

4. 音楽部 洋楽，邦楽の2つに分かれ各々年数回音楽会を開催していた

5. 絵画部 年数回， 校内展，校外展を開き，また高商との合同展も行なっていた.年6，7回モデ

ノレ写生，2， 3回のスケッチ旅行を行なった

運動部

1.蹴球部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

会

会

一

技

体

究

語

球

球

ピ

泳

競

艇

団

研

会

ツ

グ

上

諸

空

語

イ

寵

庭

ラ

水

陀

端

会

航

英

ド

友

Z

1

4

5

6

&

校

L

2

1

-

準

7. 排球

8. 山岳

9. 野球

10. 弓道

11. 柔道

12. 剣道

昭和2年ナイ キクラプとして誕生.昭和4年校友会蹴球部となる，閉和8年対日百商戦4迎勝の栄冠を獲得.
1昭和15年再び2述勝.

対高商戦8勝3敗.対浜松高工戦9勝 l敗.全国商工大会昭和10年よ 95連勝，横浜市内5専門リ ーグ戦
昭和5年以来3度優勝.

始め軟球後大iE13年硬球に改める.大正10年以下'1'てな，学校庭球大会主催.以後この年まで19阿に及ぶ.大jf.
15年より対高商戦開始， 1附和15年度5迎勝成る.全同商工大会4阿優勝.

創設以来18年関東ラクピー協会巾穐会貝.

開校と同時にかijJ宣，附和13年本校内にプールl位置， ~~下 '1'等学校水泳大会を主i世.毎年本牧~IIの:!)';巾水泳は
有名.

対高商戦9勝51世l分，全国商工大会昭和12，13年迎続優勝.
神奈川県青年団マラソン大会，関*'1'等学校大会等を主催.
IW{和4年古11立対向商戦不敗の歴史を誇る，
全関東男子中学絞排球大会主催.

始め111民スキークラブと して誕/ι l川和13年校友会11117;部となる

開校と向時にP"I，役，大正14年対商商戦開始ハマの巾段戦として有名7勝7敗の成績.

大疋15年創立対前日可¥113年連勝の膝史あり.

~同商工大会対高~\j!l!~等に Ui ij.~

全l司尚工大会対ï，)j il'ijlJl~等に出場，全国一仁場対抗剣道大会主催.

大在12年創設100戦 100勝の陀史を有する

4. 園芸クラブ

5. 射撃クラブ

7. 国防研究会

8. 書道研究会

9. 高工法督教青年会6. アノレコ ー会
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演劇l研究会16. 10. 写真クラプ 13. 緑星会(エスペラント語会〉

11. 朗吟会 14. 馬術クラブ

12. 航研自動車部 15. 映画研究会

他に本校特設4機関として次の4つがあった

大陸会 2. 横浜工業懇話会 横浜工業会4. 十銭会3. 1. 

1， 039. 68 
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373.10 

1， 044. 22 

14.2∞00 

ラグピ一部

弓道部
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部

部

部

部
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球

泳

端

庭

蹴

水

なお昭和15年度各部予算は次の通りであった
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競
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球

球

演

務

楽

箆

排

議

総
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第3章役 員

第7条本団ニ左ノ役員ヲ置ク

団長

副団長

部長

班長

理事

幹事

第 8条 団長ハ校長之ニ当ノレ

副団長以下ノ役員ハ団長之ヲ命免ス

高IJ団長，部長，班長，理事ハ職員ヲ以テ之=充

テ幹事ハ生徒ヲ以テ之ニ充ツ

副団長ハ総務部長ヲ兼ヌルコトヲ得

第9条 役員ノ 職務左ノ如シ

団長ハ本団ヲ総理ス

副団長ハ団長ヲ補佐シ団長事故アルトキハ其ノ

事務ヲ代理ス

部長ハ団長ノ指揮ヲ承ケ其ノ部ヲ統括シ部務ヲ

掌理ス

班長ハ部長ヲ補佐シ班務ヲ掌理ス

理事ハ部ニ所属シ部長叉ハ班長ヲ補佐シ部務叉

ハ班務ニ参画ス

幹事ハ班ニ所属シ班長ヲ補佐シ事務ニ従事ス

第4章会 議

第10条 団長，副団長，部長及職員タノレ役員ニシ

テ団長ノ指名シタノレモノ若干名ヲ以テ評議員会

ヲ組織ス評議員会ハ団長之ヲ招集ス

第11条評議員会ハ団長ノ諮問ニ応ジテ各部事業

ノ統制企画及指導ニ関スル事項ヲ調査審議ス

第12条 職員タノレ役員ヲ以テ役員会ヲ組織ス

役員会ハ団長之ヲ招集ス

(4) 横浜高等工業学校報国団規則

第1章名称及目的

第 1条本団ハ横浜高等工業学校報国団ト称ス

第2条 本間ハ国体ノ本義ヲ体シ全団員一致協力

心身ノ修練ニ努メ以テ報国ノ誠ヲ主主サンコトヲ

期ス

第2章組 織

第3条 本団ハ本校並附設工業教員養成所全職員

全生徒ヲ以テ之ヲ組織ス

第 4条本団ニ左/6部ヲ置ク

1.総務部

2 鍛練 部

3.国防部

4.文 化部

5.生活部

6 科 学部

第5条 総務部ハ各部ノ事楽ーノ統制，企画，指導

及経理ノ事務ニ当リ且他ノ部ニ属セザノレ事項ヲ

掌ル総務部ニ企画，情報，庶務，会計ノ班ヲ置

ク

鍛練部ニ作業，岡IJ健旅行，合宿訓練，剣道，柔

道，弓道，相撲，陸上競技，水泳，野球，庭球，

ラグビー，蹴球，籍球，排球ノ班ヲ霞ク

国防部ニ警防，射撃，馬術，海事，航空，科学

兵器ノ班ヲ置ク

文化部ニ講演，映画， 音楽，書画ノ班ヲ霞ク

生活部ニ保健，共済，購買，寄宿ノ班ヲ置グ

科学部ニ機械工学，応用化学，電気化学，建築

学，造船工学，航空工学，大陸ノ班ヲ置ク

第6条 団員ハ総テ集団勤労作業及警防演習ニ参

加シ且鍛錬部叉ハ国防部ノ ー以上/班ニ加入ス

ノレモノトス
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第13条 役員会ハ団長ノ諮問ニ応ジテ規則ノ改廃

予算決算其ノ他本団ニ関スノレ重要ノ事項ヲ審議

ス

第 5章会 計

第14条本団ノ経費ハ団T.t.寄附金其ノ他ノ収入

ヲ以テ之ヲ支弁ス

第15条新入生徒団員ハ入国ノ際入団金トシテ金

5円ヲ納入スノレモノトス

第16条 団員ノ団まま左ノ如シ

1.職員団員ハ団資トシテ毎月月俸ノ 120分ノ

1叉ハ 160分ノ 1"7納入スノレモノトス

2.生徒団員ハ団費ハ 1ヶ年金12円トシ第1学

(5) 償浜高等工業学校報国団役員(昭和16年度〕

団長富山 {呆

副団長安川数太郎

評議員富山保安川|数太部津村利光

今井行雄横山盛彰中村順平

川原五郎池田 健 川田正斉

豊久達郎林 豪蔵竹内秀雄

木戸 潔大西友太佐藤房蔵

総務部長今井行雄

企画班長阿部滋弘 情報班長佐藤正能

庶務班長鈴木快市 会計班長寺沢亀吉

理 事大西友太(企〕竹内秀雄(企〕

工藤 進(企〉 川田正斉(企〉

佐藤房蔵(本)池内 本(企〉

橋本重隆(企)畳間勝蔵(会)

総務部附上原文芳(庶)今井圭三(庶〉

角谷啓蔵(会〉 鈴木幾太郎(情〉

松林みつぎ(庶〉 田島キネ子(庶〉

井上恵美子(庶) 飯田マサ子(庶〉

鍛錬部長横山盛彰

作業班長本間淳治剛班健旅長'一 加藤述之

合宿訓練山本一夫剣道班長広津万里
班長
柔道班長佐藤正能弓道班長伊藤三郎

相撲班長黒川 恒勝班陸上競技長石川 房治

水泳班長吉岡 勲野球班長鈴木正次

代 理内田綱紀

庭球班長津村利光量グピ長中島正巳

蹴球班長駒井艦治籍球班長森川幾久雄

排球班長 山梨進一

理 事遠藤重郎(剣〉池田 健(柔〉

木原 博(野) jll口正斉(合)
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期始金7円，第2学期始金5円ヲ納入スノレモ

ノトス、

第17条本団ニ基本金ヲ設ク

基本金ハ入団金，毎年度ノ決算剰余金，寄附金

其ノ他ノ収入ヲ以テ之ニ充ツ

基本金ノ使途ハ別ニ之ヲ定ム

第18条情報，購買，寄宿，機械工学，応用化学.

電気化学，建築学，造船工学及航空工学ノ各班

ニ関スノレ経費ハ之ヲ特別会計トス

第19条 本団ノ会計年度ハ毎年4月ニ始マリ翌年

3月ニ終ノレ

木下恭二(相〉友成忠雄(作〕

鈴木 勝(蹴〕鈴木洋二(陸)

藤野節儀(弓)荒井文治(岡1])

鶴岡 武(庭〕 神戸 蕃(ラ〉

井奈蕪次(箭〉内田綱紀(野〉

堂畑辰蔵(水〉菊地滑二(本〉

渡辺尚道(本〉矢部庄作(柔〉

飯島四男之介(責1]) 浦上栄(弓)

林 参郎(排) 立川 栄(本)

鍛錬部附松尾 カ(陸〉柄沢徳義(木)

国防部長豊久達郎

警防班長本間淳治射撃班長桜井房松

代理本間淳治

馬術班長石川房治海事班長木原 博

航空班長池田 健科学兵器斎藤輝治班長
理 言't~ 藤川由太郎(科〉 林豪 蔵(警〉

伊藤三郎(響〉池田 健(航〉

木下恭二(科〉石川房治(事)

本間淳治(51松橋清三郎(海)
藤野節儀(警〕荒井文治(科)

井奈蕪次(科〉内閲綱紀(科)

寺沢 tu吉(本〉上原文芳(本)

仲川与作同桜井房松(驚)

小林重次郎官)

国防部附上野三郎(本〕樋口正義(馬〕

高橋八郎(科〉飯田一雄(科〉

文化部長林 豪蔵

講演班長官島 肇映画班長 山野健郎

音楽班長柴田 浩書画班長森川幾久雄

理 事大西友太(本〕中村 I1陳平(本〉

藤川由太郎(映)飯沼義雄(本〉



川田正斉(誹〕藤野節儀(f決〉

小泉勝也(映〉事l'戸 藩(音)

長尾和肥厭(本)鈴木快市(本)

立川 栄(木〕工藤 進(講)

文化部附 |長l 進(本〕

さ1".活部長竹内秀雄

保健班長河村文一共済班長川町正斉

購買班長今井圭三寄宿砂l長 工藤 進

剤 事 安川数太郎(本〉川原五郎(本〕

'1"村JlIl'i平(木〉今井行雄(*)

償山県E彰(木〉近藤政ill.C木〉

津和l利光(木〕石川房治(保〉

渡辺義勝(保〕本間淳治(寄〉

寺沢~吉(木)菊地清二(木)

渡辺 l'!fj道(木〕

生活f1~附佐久間良英(木〉 片柳義三郎(木〕

上川内マツ(木〕佐膝志げ(本〉

二

郎

他

恭

三

下

膝

m

木

伊

池

μ子
長
学
長
川
f
U
H
K

レ

い

仁

川

築

釦

応
印
刷
述
別
航
別

潔

放

雄

郎

孝

義

市

川

戸

村

沼

膝

同

飯

遠

木
学
長
学
長
学
長

長

工

化

工

部

械

気

船

学
機
班
電
班
造
班

宝平

大陸班友成忠雄

理 事安川数太郎(本) )11原五郎(造〉

rl'村順平(建〕 今井行雄(応)

横山 盛彰(電)近藤政市(航)

津村利光(機)池内 本(本)

駒井艦治(大〉 荒井文治(本〉

長尾和JJ巴席(本〉 寺沢 1.(1吉(本)

鈴木洋二(応)鈴木快市(本)

井奈薫次(応)堂畑辰蔵(建)

科学部附太田 音矢(本〉山口辰之助(機〉

江原俊雄(機) 日浦要之丞(機〉

広岡市太郎(機〉 武田常二(機〉

大島政喜(機〉二宮 四郎(機〉

菱倉義治(機)富山正雄(応)

松尾 力(応〉寺閉正男(応〉

柿沢 晋(屯〕藤野 智(電〕

前田正男(電〉元広友三〈建〉

今井 泉(造〉深沢左紫朗(造〉

西原 渡(造)根本禎二(航〉

渡辺辰夫(航) 池田精一(航)

'-13村源次(航〕奥津利男(航〉

除問 援助(航〉

45. 15年度査閲 査閲官賀陽宮殿下

15年度教糾査聞は12月201=1:;Jて校n'i側運動場において，賀陽宮慣憲王殿下を査開官として行なわ

れ，校友1，100余手当が査聞を受けた.成績きわめて優秀との講評があった.当日，文部省関口実

業専門学務局長，松村県知事，鈴木前校長ほか東京府，神奈川県名ヤ:校より多数の参列があった.

f'l ~l下 1恒翁王殿下町教練査閲目 t.r. 冨111校長

野外演習(1昭和15年)

合ラ
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なお軍事教kw，出f外演習も準戦u!jo下一段と強化された.

46. 紀元2，600年奉祝

〔奉祝運動会〕

紀元2.600年奉祝行事は11月10日より 4日間全国的に行なわれたが，本校においては， 11日奉祝運動

会を挙行した.

〔建築科の芸術行進〕

本校建築科の芸術行進は従米本校開校記念日に行なわれハマの名物となっていたが. lJi:jf[勃発以来自

粛中止となっていた.今回特に紀元2.600年奉祝として久々で復活，堂々帝都へ進出した.

時局柄従来の華麗なものではなく，端正雄1軍(こん)を旨とし，時局を象徴した新日本行進ともいう

べきもので，先頭は色とりどりの建築の旗を手にした歩兵隊，白ズボン姿の音楽隊‘，最後が，丈余(じ

ようよ)に及ぶ日の丸の燦をおし立てた豪華船.この行進は10日横浜市民奉祝行進に参加して市中を行

進したが，さらに14日には帝都に進出，数寄屋橋から二重橋前に到り靖国神社まで行進した.

47. 生徒課新設

|昭和15年末本校に新たに生徒課が新設された.従来とかく教務，i果と生徒主事との取扱事項につ

いてはっきりしないJえがあったが，生徒謀新設により担当事項を明らかにし，事務を円i'i'lに処挫

できることとなった.

初代生徒謀長に竹内秀雄生徒主事が任命された.

48. 15年学園人事

津村教授博士に

機械科津村利光教授は15年1月18日東大工学部よりt'，'-士号を授ワされた. i~!村一教授は明治31年

生まれ，和歌山県人，大正8年東京高工機械科卒， 川崎造船所，東京高工助教授，東京工大付属

専門学校教授等を経て，昭和13年9月木校教授として来任，材料強弱学専攻で陣士論文は「勇断

応力を受ける'lilhの強さ」にっし、てであった.

なおこれにより木校では|弁士号を有する教授は 6 ~，となった.

紀元2.600年奉祝 01築科の主芸術行進
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川井助教授応召

森川正助教授の応召につづいて，機械科川井チ11.ljL助教授が15年3月応召した.その壮行会が3

学期最後の日である 3月9日午前講堂で，冨山校長ほか教職員学生多数出席して行なわれた.

高橋教授辞任山野教授着任

機械科高橋安人教授は15年4月1日付けで本校を去り，名古屋帝大助教授に転じた.同教授は

昭和10年東大機械科卒，鉄道省に勤めたが昭和12年4月望まれて本校講師として来任，13年教授

となった.卓越した知識と温厚な人柄で午'生聞に親しまれていた.

なお同教授の後任として日大専門部工科教授山野健郎が4月1日付けで本校教授として来任し

た.同教授は昭和6年東大機械利卒で日楠教授の先輩であった.

木下教授着任草間教授講師に

15年6月10日付けで木下恭二が本校教疫に任ぜられた.同教授は，府立五中，静岡高校を経て

点ー大理学部化学科卒，豊田蓄電装置研究室に勤務すること 1年，後航空幹部生となり，除隊後は

帝国発明協会で研究に従事，再び応召したが14年解除となり，帝国発明協会にもどり，本校応化

教授に任ぜられたもので，陸軍航空中尉であった.

なお教授定員の関係上草間教授は教授を静任し講師となった.

木下教授博士に

15年6月応化教授として着任した木下恭二は，15年7月29日「蓄電池に関する物理化学的研

究」の論文により東大理学l}11から理学問土を授与された.

友成助教授教授に昇進

電気化学科友成忠雄助教授は15年9月3日付けで本校教授に任命された.同教授は本校電化10

回卒業で，11iJ，和10年東京工大卒，ただちに本校に着任した.

三原金吾博士に

本校機械工学科第2期卒業三原金吾は15年3月，工学博士の学位を授与された.新博士は大正

13年本校卒，ただちに大阪ガス会社に入社，昭和元年東北大金属工学科に入学，卒業後古河理化

学研究所に入社，その後磁気研究に従事. [ニ ッケル-Fe系新高導磁率合金に関する実験的研

究」の論文が東北大を通ったものであった.これによりさきの電化3期卒の仲困旭， 応化 1期卒

横山稔につぎ3人目の本校卒の博士が誕生したこととなった.

49. 報国団団歌成る

本校報国団団歌は，かねてより一般から募集中のところ， 16年2月28日応募作品9編中より，

機械科2年田中秀太作を入選と発表した.

本歌調は特に鈴木前校長をわずらわし，詩壇の大家であり，また本校校歌の作詞者でもある土

井晩翠に添削を依頼し，晩翠翁が数カ所手を入れて，なかなかの佳作であると推奨したものであ

る.本歌詞の作曲は文化部長林豪蔵教授をわずらわし同年5月にでき上がった.なお2等は機械

1年豊田登であった.
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横浜高等工業学校報国団団歌 田中秀太作詞

1.清く明るき一千の 健児挙りて今結ぶ 4.鍛へ磨きておのがじし 工業技術報国の

こL弘陵のあさぼらけその名も誓ふ尽忠の 誠を効す秋は来ぬ躍進日本のさきがけは

横浜高工報国団我らぞ高工報国団 常に我らの使命なれ我らぞ高工報国団

2.悠久こふ に数千年 栄ある文化受けつぎて 5.太平洋の波高く 支那大陵の風荒び

学徒が任務いや重し金剛堅き意志、をもて 試練の悩み続くとも我らが固めいや増して

勉め励まん学の道我らぞ高工報国団 東亜の大地踏みしめん我らぞ高工報国団

3.西に東に海山に 空に鍛へしこの身こそ 6.やがて世界の草に木に 歓喜の春の訪れん

君の御楯と誇らまし若き我らの血を凝らし 高き迎想の旗印示すは我ら青年の

位界に示す大和魂我らぞ高工報国団 意気と力と熱とこそ我らぞ高工報国団

50. 報国団予算 (16年度)

16年 3月7日午後教官食堂で報国団役員会を開催，安川副団長司会で16年度予算を審議，満場

一致で次の通り決定した.参考のため15年度校友会予算と対比 した.

昭和16年度報国団予算

円
〔総務部〕 2，400 

企画班 625 

庶務班 80 

会計班 20 

情報班 1，675 

〔鍛錬部〕 10，300 

作業班 350 

剛健旅行班 500 

合宿訓練班 450 

剣道班 800 

柔道班 750 

弓道班 660 

相撲班 610 

陸上競技班 550 

水泳鑑 900 

野球班 960 

庭球班 1， 160 

ラグビー班 750 

蹴球班 700 

籍球班 610 

排球班 550 

〔国防部〕 6，940 

警防班 300 

射撃班 350 

馬術班 3， 700 

海~J班 1，140 

航空班 550 

科学兵器班 950 

昭和15年度校友会予算

総務部

新聞部
(含購読料)

剣道部

柔道部

弓道部

陸上競技部

水泳部

野球部

庭球部

ラグビ一部

蹴球部

徳球部

排球部

端艇部

22:-3 

円
1，278.70 

2，466.24 

75l. 99 

701. 80 

606.99 

751.99 

971.76 

1，044.22 

872.68 

1. 039.68 

866.35 

809.83 

636.10 

914.29 



〔文化部〕 1. 099 

講演班 390 講演部 503.29 

映画班 60 

音楽班 470 音楽部 470.00 

書画班 180 絵画部 300.42 

〔生活部〕 440 

保健班 80 

共済班 140 

寄宿班 220 

〔科学部〕 350 

大陸班 350 

21. 520 14，200 

内訳回行 15，957.80 

基本金 5，562.20 

その他

51. 第19回卒業式

第四国本校卒業式は横浜工業学校介[I1Jで，春日、jけぶる16年3月14日午前10時より本校講堂にお

いて挙行された.

国歌奉日目，勅語奉読についで新卒業生に冨山校長より卒業証者を授与，富山校長の式辞，元内

務大臣貴族院議員後藤文夫の祝辞ならびに特別講演があり，卒業生総代の答辞，最後に校歌を合

111¥してなつかしの母校に決別，式を終わった.

本年度卒業生は本科255名(I人l選不I13:t1修業4名)教蓑20名総計275名であった.

校長式辞概略iXの通りで，

まづ卒業生の今日に至った経過を述べ，次に先

般の厚生省の使用制限令に言及， r生徒個人の長
所能力を参酌，選択してそれぞれ適材適所に配

し，その実力を十分発揮出来るようにした.卒業

生は皆応召の心を以て工業報国に一意専心努める

覚悟であるから来賓各位の御協力御指導をお願い

する」と学校当局の就職についての苦心を述べ，

「教授諸君にはその専門知識をあげて教育に尽

療せられ，資材の不足，学生の増加にも拘らず工

とりj々 たるI=i葉でj此f，をの訓示を述べた.

52. 16年度合格者発表

業報園者の責務を全うせられた事に対し深甚の敬

意を表する.卒業生諸子もこの御苦心をよく身に

体し，且つ御養育に腐心せられた父兄母や師，先

輩の御努力を無にしてはならぬ.今や欧洲の情勢

予断を許さず，日米関係は日々に緊迫を告げる現

在，第一線技術者の要望は今日より大なる時はな

い.諸子は教育勅語の精神を体得し，これを実践

し，我国工業の他国に比し，些かの遜色もなし、ょ

う努力せられたいJ

昭和16{1二JJt本校募集人民は15ii二末， {，欠のごとく決広した.それによると，造船工学科が40名(前

年度30名)のほかは昨年度と変わりがない.ただ入試課目 1'11に|司史が加えられていることが時局

を反映していた.

以上の通り決定されていたが，16年2月にはいり，文部省では航空工業界の技術者不足にかん
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がみ，航空工学科はさらに40名追加募集することとなった.そのため同科に限り願書締切り日そ

延長した.

〈昭和16年度介絡者発表〉

本年度の合情者発表は 3月22日午後1時本校において行なわれた.

志願者1，7871"，i"i格者420名であった.前年との対比は次の通りである.

|募集人員J応募人員|比 率 |募集人員l応募人員|比率
機械

本科 75 343 4.6 75 448 5.97 

教養 15 88 5.8 15 74 4.93 

本 75 294 3.9 
応化

本 75 260 3.47 
s{:1 応 化 昭 教 8 33 4.12 教 8 49 6.1 
和 和

本 75 280 3. 7 電化
本 75 203 2. 71 

15 電 化 16 教 4 23 5. 75 
教 4 24 6.0 

年 年 (1) 本 35 122 3.49 
本 75 156 2.1 建築 (2) 本 40 136 3.40 

度 建築 度
教 3 14 4. 7 教 3 6 2.00 

1、と旦~ ~抱，口、本 30 143 4.8 造船 本 40 172 4.30 

航空 本 40 210 5.3 航空 本 80 310 3.88 

53. 準戦時下の学生生活

物資が不足し，消費節約が叫ばれ， Iぜいたくは敵だ」といわれたとの準戦時下，学生生活も

おいおいと窮屈になってきた.

〔制服は国民服〕

国民服奨励のおりから本校でも昭和16年4月入学する新入生から国民服を制服とすることとな

った.4月入学する者で新しく洋服を作る者はなるべくカーキ色乙型の国民服を作るようにとの

通達を出した.

このごろになると物資は一段と不足を告げ，16年3月には生活必需物資統制令公布，8月配給

統制令，金属回収令公布， 12月物資統制令公布， 17年2月衣料配給に点数切符制実施となった.

したがって制服も文部省へ申請して配給をうけるようになり，これを学校(当校消費組合)が仕

立屋に工賃を1L'rして厳重な監督のもとに仕立てさせ，学生に供給することとなった.大体定価50

円ぐらいのものを消費組合では35円で売っていた(昭和16年4月消費組合調べ). 

〔住居〕

学校直属のいわゆる寄宿寮は，興風館(第一寮)復興館(第二寮)第三寮(新寮)の三寮あっ

て，あわせて45人ぐらい収容できた.寮費は月 2円50銭，食費月20円となっていた.

下宿は物資不足のおりから数が減少してきた.下宿代も値上がりし，大体2食付きで 1月28円

くらい.
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他に同潤会住宅という自治寮があり， 30人ぐらいの大世帯で高工クラブと称してし、た.木造2

階建て4軒長屋式になっており， 2人l室，入会金l円50銭，家賃6畳3畳で1カ月 5円20銭，食

費15円となっていた.

〔食堂〕

昭和15年9月の新学期からは食堂でも配給米だけでは足りなくなり朝，タは米飯だが昼食は代

用食(うどん，すいとんなど)となった.また米の7割は外米混入となった.

〔生活刷新〕

15年7月第2次近衛内閣の新体制により，文部省では学生新生活指導方針を確立，本校におい

ても15年9月11日次のような告示を出した.

記

1. 乗物の使用制限 病気その他特別の事情ある者を除き，学校より 2キロ以内の通学は徒歩によるこ

と

2. 興行場への入場制限 映画その他興行場への入場は下記の場合の他土曜，日曜，祝祭日，休暇等の

外入場することを得ず

(1) 教職員の指導する場合

(2) 映画にありては文化映画，ニュース映画のみ上映する場合及び文部大臣の推薦映画を上映する

場合

3. 遊戯場への入場禁止 麻雀，撞球，半弓及び射的等の遊戯場へ入場することを禁ず

4. 享楽的飲食広への出入禁止 カフェー，パー，その他婦女が客席に侍し，飲食物を供する享楽的飲

食庖へ入ることを禁ず

54. 相つぐ朗報 建築科出身者当選

さきに忠霊塔設計募集で気を吐いた本校建築科は，さらに国民住居図案一等当選者を出し，横

浜高工の名を高くした.

昭和16年6月，住宅営団ならびに東京日日新聞社主催で住居実施図案を広く一般から募集した

ぐみやうじ(昭和15年)

第二lif(昭和15年)

226 



厚生省と慎重検討の結果，本校建築科昭和4年卒大林組ところ 1，000通以上の応募があったが，

社員菅野滋紀が見事一等当選の栄を獲得した.

第3回興亜青年勤労報国隊に参加55. 

一昨年と同訓練は昨年，第3回興亜青年勤労報国隊には本校では，昨年同様5名が参加した.

7月22日より 5日間，佐世保銀守府で準備訓練をう異なり16年度は海軍が指導することとなり，

け， 26日佐世保より海王丸で上海着，上海海軍特別陸戦隊その他で訓練，勤労奉仕，見学を行な

い8月25日上海出港， 28日佐世保着，無事本校に帰った.

本校よりの参加者は次の5名で16年度は指導教官は参加せず丸岡勝美が長となった.

本校派遣生(長)丸岡勝美(電3)，朝日保(建2)，春日元枝(航2)，済田洋文(造2)， * 
山崎弘(応2). 

学校報国隊生れる

文部省では前述のように昨秋以来各大学，高専，中等学校に報国団を結成せしめ，学徒練成の

強化をはかつてきたが，内外の情勢いよいよ緊迫してきて，学徒の練成も一段と積極果敢の態勢

学校報国団を再編成56. 

ここにおいて新たに指揮命令系統を確立した全校編隊の組織を樹立し，を必要とするに至った.

地方長官，直轄学校長，公私立大学高専校長に対し右臨戦態勢をとることとなり16年8月8日，

に関する訓令を発した.

本校においてもこの訓令に基づき，夏季休暇中にもかかわらず，富山校長以下各教授参集して，

8月26日次のような報国家要綱を決定した.慎重協議の結果，

横浜高等工業学校報国隊編成図
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それによると学校長を隊長とする報国隊の下に本部，本隊，特技隊，特別警備隊の4つがあり，隊長

の統制lの下，一糸乱れぬ行動をとることができるよう組織された.

右につき富山校長は訓示を述べているが，そのうちに次のような一節がある.

「今や国の内外情勢は日一日と緊迫し来り，寸時と難も儒l安(とうあん〉をゆるさず，学徒の訓練も

亦更に徹底強化し，且つ国家的要請ある時は直ちに出動，各種要務に服し，有効敏速なる活動をなし得

るよう積極的態勢を整う要ある為，今回当局の命により学校報国団の中に，指揮系統の確立せる全校編

隊の組織を樹つることとなりたり.これを学校報国隊となす.J 

57. 第21回創立記念式ならびに記念祭

第21回創立記念式は昭和16年11月1日挙行され， 2日， 3日の両日校内開放のハマの名物記念

祭が開催された.

本年は特に時局がら，各科とも11白戦態勢にふさわしい催し物で，応化"電化の日常家庭化学，

建築の住宅展，航空の模型飛行機展など，内容充実したものが多かった.

校内開放の2日， 3日は日曜，祭日とつづいたため素晴らしい人気で，両日合計2万数千名の

入場があり雑踏をきわめた.

58. 遠藤博士逝く

本邦水力学界の泰斗(たいと)であり，本校機械科生みの親，育ての親であった遠藤政直博士

は16年11月10日，病気のため卒然として亡くなった.明治16年盛岡に生れ，同37年東京高工を卒

業，大正9年本校創立と同時に本校教授として赴任，昭和12fj二教授辞任後も講師として子弟育

成につとめ，また本邦水力学界に重きをなし， 日本機械学会副会長であった.

遠藤博士死去の報に鈴木前校長は次のよ うに語り深く哀悼の意を述べた.

遠藤博士は私と共に横浜高工の創立にあたら めたことと愛惜にたえぬ次第で護んで哀悼の意を

れ，真に因縁の深い間柄である.わが校のために 表する.

尽された功績は私の讃辞を要しない所であるい (商工時報 16年11月19日号より抜粋)

…仕事に余り熱心であったことが博士の生命を縮

遠藤正直
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59. 大東亜戦争に突入 その日の学園

昭和16年12月8日午前6時「帝国陸海軍は本8日未明，西太平洋において米英軍と戦闘状態に

入れり」というごく短い大本営発表が行なわれた.この発表はただちに電波に乗って臨時ニュー

スとして国民に伝えられ，日米交渉の行詰まりで重苦しいふんい気におちいっていた国民に大き

な衝撃を与えた.午前11時45分 宣戦の詔書が発せられ，正午全国に放送された.(中央公論社・日

本の歴史)

この歴史的な日の学園はどうであったか.横浜高工時報第352号は「正義の御軍遂に立つ 歴

史に刻む此の日此の朝」の見出しで次のように伝えている.

「この朝のラジオにより日米の開戦を知った校内は早くも感激の涙にくれる若き熱誠が撮り，

午前11時半内庭に集合した全校生徒はいつにない熱烈なる安川教授の訓示を受け，続いてスピー

カーを流れるハワイ奇襲の報にその興奮は絶頂に達した.午後ともなれば臨時ニュースの度にラ

ジオの前に蛸集せる校友は去りもやらず，やがて本省より急逮帰校せる校長は決意の程を眉宇に

ひらめかせて，報国隊長としての決心を語れば， 1，300の情熱は校外に溢れ，遂に伊勢山太神宮へ

戦勝祈願大行進となった.先頭楓爽たる隊長以下幹部，職員全校生は，若人の決意を益々ハマ市

民?と示しつつ薄暮の伊勢佐木町を抜けて伊勢山に到着，神灯ゆらぐ神前に隊長自ら全校を代表し

て，皇国の戦勝を祈願し殉国の赤心を固く固く誓えば，神域は暮色愈濃く，新聞社の焚くフラッ

シュのみ厳かにも力強き静寂を映し出す.学徒は学徒の使命を尽す.皇国万歳を心から三唱せる

後，わが校歌をふり落つる涙を拭いもせず，高唱すれば，全校生徒は正に感激の増塙に叩き込ま

れた.やがてタ需深く垂れ込めた灯管下の街をわが家に急ぐ高工生の各々の胸に強く刻みつけら

れた歴史的の此の日は緊張と希望の中に静かに過ぎて行った.J

裏山より校舎を望む(昭和16年)
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60; 16年度卒業は12月と決定

昭和16年10月16日，緊迫した国際情勢に対応して画期的な卒業期繰上げの勅令が公布された.

すなわち

大学学部等の在学年限叉は修業年限の臨時短縮に関する件

この拶J令に基づき文部省では10月20日，文部省直結の大学，専門学校及びこれに準す.る非直轄大学，

専門学校等の学生の在学あるいは修業年限を6ヶ月以内短縮することに決定これを公布した.

以上により16年度は3カ月繰上げて12月卒業， 17年度は6カ月繰上げて 9月卒業と決定した.

61. 第20回卒業式 12月に繰上げ挙行

第20回卒業式は前項で述べたように例年より 3カ月早く大東亜戦争突入の年の暮れ昭和16年12

月26日午前10時より本校講堂で挙行された.

式は，国歌奉唱，宮城遥拝，黙薦，勅語奉読についで、 370余名の新卒業生に対し，富山校長よ

り卒業証書を授与，冨山校長の式辞，文部大臣訓示，知事，市長の祝辞代読の後，前台湾総督小

林騎造海軍大将の祝辞ならびに特別講演があり，卒業生総代の答辞，校歌ならびに"海ゆかば"を

合唱，式を閉じた.

学校長式辞

……本校は大正12年第1回卒業生を出してから

通計突に3.434名であるが，地の内外を関わず社

会の中堅として現在最も重要な工業界に多大の貢

献をなしている.今回の卒業生は生徒増員後第2

回目であり，国家の要請にこたえて校舎，設備を

増加することなしに修学を積み，その質において

も将来の我国工業に禍根を残すことなきょう苦心

した.

叉教授諸君には，学校報国団員として，真撃な

工夫を積まれ率先垂範して専門とする部門に顕

著なる功績を残され，工業報国者としての責務を

全うせられ，ここに350の有為なる工業青年を送

り出すことを得た事に対し深甚の敬意を表する.

卒業生諸子もこの御苦心を身に体し召集があれば

喜んで銃を執り馳せ参せ.ねばならない.かかる時

にこそ鍛えに鍛えた教練の成果を発揮し，皇運扶

翼に遜進すべきである.

なおこの時 収畿の光"は外国の曲であるとして歌われなかった.このことにつき鈴木前校長は

高工時報の一隅で次のように皮肉っている.

「鐙の光Jの演奏は何処の学校でも卒業式の付 いうことは知らなかった.これを抹殺したことは

きものであった.特にわが高工では，式後来賓が 私に一種の淋しさを感ぜしめる.何と考えても学

管絃楽の演奏で鐙の光をききながら退場するのが の光の歌詞は傑作じゃ，抹殺するのが忍びない.

何よりも情緒豊かな床しき場面であった.それが 八紘一字の大国民はそれまで神経過敏にならなく

外国の恋愛曲であるからとて今年から廃棄せられ でもよからう.それ程外国のものが気になるなら

るようになった. ピアノやオノレガンを廃止して三味線や太鼓でやる

私はこの年になるまでこれが外国の曲であると べきであらう.大方の君子以て如何となす.
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62. 学年暦臨時措置

戦時下における学年麿が16年12月次のようにきまった.

1. 授業時聞は従来1週42時間であったものを最高45時間とする.この増加時聞は土曜日の午

後を当てる.

2. 冬休は12月26日より 1月7日まで，春休は3月15日より31日まで(但し入学試験のため他

に7日程の休がある)夏休は 1週間ないし 3週間(学校長に一任)

なおこれらは卒業繰上げによる授業時間不足を補うためのものであった.

63. 盛大な土俵聞き

14年報国団が結成された際，はなばなしく名乗りをあげた相撲班は，その後活躍するにも肝心

要(かんじんかなめ)の土俵がなく牌肉(ひにく)の嘆をかこっていたが，部長，班長らの奔走

によりようやく食堂前に堂々たる四本柱の土俵ができ， 16年12月24日，盛大な土俵聞きが行なわ

れた.

との日相撲協会からは，佐渡ケ獄親方が力士多数を連れて来場，土俵上花を添え，班員一同熱

心に初稽古(けいこ)を行なった.

64. 報国隊強化

12月8日ついに大戦に突入，さきに結成された報国隊の編成では，なお不意の事態発生の場合

は即応し得ないうらみがあるので， Iいざ空襲」のための臨戦編成が焦眉(しょうび)の問題と

して取り上げられ，学校長を中心に緊急審議の結果12月中匂大略次の通りきまった.

(1)従来の編成は全校生が在校の場合の組織で，-.e.緩急の場合果してその全機能を発揮し得る

かどうか，時機切迫した今日ではむしろ特別警備隊や特技隊のような形式的編成にこだわらず，

一律的行動をとるとととそ必要で、ある.

(2)休暇中の編成については，県からの要請に鑑み 川崎方面に 100名，横須賀に 100名，浦賀

に50名，計250名を，禁足命令によって備える.但しこの禁足命令は交替制をとる.

(3)長期戦に備え1週間ごとに各科が防空の責任を持つ.

(4)外部との密接な連絡を保つため毎日職員 2名と学生3名が学校に宿直する.

65. 16年学園人事

津田教授辞任

応用化学科津団幹夫教授は昭和16年3月4日付けをも って半生をささげた本校を去った.

同教授は明治45年東大理学部卒，大正 g!rr本校設立と同時に鈴木前校長と共に来任，以来25年

の長い間本校のために尽くした.酸アルカリの権威で，藷落酒脱(らいらくしゃだっ)，軽妙な

話術で生徒聞に親しまれ明朗快活な応化の伝統を築き上げた.
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なお昭和14年来神奈川県立工業試験場長も兼ねていたが，今回両方とも辞任し，悠々自適の生

活を送ることとなった.

会計課主任大山春忽去る

本校開校以来，本校の財政をあずかっていた会計課主任大III春翠は16年3月29日をもって本校

を去った.

大山事務官は，九大，満鉄鞍山病院事務長を歴任，大正9年1月本校開設に際し前校長鈴木達

治の下に参じ，創立事務に当たり，以来今日まで23カ年間本校の大福帳をあずかつて，鈴木，富

山両校長をして後顧の憂いなからしめた功績は大きい.本校退任後は， 日本揮発油工業横浜研究

所へ入所した.

小竹助教授辞任

応化助教授小竹雄四郎は16年3月31日付けで本校を辞任し，尼崎の日本重化学制に転じた.

昭和6年本校卒，工大，阪大助手を歴任し14年本校に転じ， 15年助教授に栄進していた.

鈴木京平教授栄転

応化鈴木京平教授は16年3月31日付けで東京高等工芸学校長に栄転した.

静岡師範卒業後東京高工付属教員養成所に入学，同校卒後同高工に奉職教授と牛り，昭和2年

3月本校教授として来任，そののち前後2回にわたり洋行，皮革工業の権威として本校のために

尽すいするところ大なるものがあった.

また大正15年より横浜市立工業専修学校の主事を， また昭和15年よりは同校の校長を兼任し

Tこ.

鈴木助教授応召

機械科助教授鈴木正次は16年4月応召した.

昭和3年本校機械科卒，ただちに本校に奉職13年の間後輩の指導に当たっており，温厚篤実な

学究であった.

鈴木，森川両助教授教授に昇進

16年4月応召した鈴木正次(機械)助教授，および森川幾久雄(応化)助教授は16年5月9日

付けで教授に任ぜられた.

森川教授は，宮城県出身，昭和4年本校応化卒，卒業後一時日本揮発油工業会社に勤務したが

昭和7年本校に来任，昭和15年東工大に内地留学し，ガソリンの酸化防止剤の研究に従事した.

その講義は懇切ていねいで学生の信頼厚きものがあった.

工藤教授着任 中野教授転出

生徒主事竹内教授は健康上の理由で16年6月30日付けで生徒主事を辞任，語学教授として専任

することとなった.よって同教授の後任として元横専教授工藤進が同日付けで着任，生徒主事と

なった.

工藤教授は東大法科卒後約10年間横浜専門学校教授兼生徒主事を勤め，その後大陸の新民学校

を経て本校生徒主事として来任した.
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なお同日付けで中野豊教授(英語)が北海道帝大予科教授として転出した.

航空工学科講師広田守道は16年9月27日付けで教授に任ぜられた.

昭和3年東大工学部卒業後，川西航空機会社を経てドイツに留学，帰朝後日大工学部教授，東

京高工講師となり，昭和14年本校講師として着任，以来空気力学を担当，温厚な性格と該博なる

教授に広田講師

専門講義は定評があった.

校友会および報国団訓練部の活躍66. 

たとえば剣道部が剣道班に野球別記のように昭和15年末，校友会は解散となり報国固となり，

なお対外試合はつづけられていた.部は野球班と名前は変わったが，

次に昭和13年より16年までの活躍ぶりを記しておく.

の所躍〉く校友会 (15年まで)および報国団鍛錬ftli(16/'f) 

。昭和13年

対高商定期戦

③ 7-3A勝② 2-3A敗① 22A-8勝6月4日，....，6日野球

3連勝詳細記録なし庭球

競技 4連勝42.5点-14.5点勝高商グラウンド6月12日

3連敗敗高商道場6月18日柔道

2連敗3-2敗高商グラウンド6月26日蹴球

通算7勝 4敗32-33敗コート" 6月26日寵球

2連敗f& 高商プール6月19日水上

4連勝2→勝本校グラウンド11月27日排球

11連勝69中一日中元町道場11月30日弓道

一煙
車

第1回戦号外(昭和13年)
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ラグビー 11月12日 高商グラウンド 11-3 2連勝 2勝

その他

弓道脅[S 6月12日 i!J内専門学校リーグ戦に優勝

(対前'ii荷 67r!-1-59111 x，j Y専 84中-54中 対横専 69中-44中)
競技部 第15回全国商工戦 7月14日， 15日大阪市立運動場優勝

(①フト校 88点 ②明専 57.5 ③浜松 49 以下略)

庭球部 全国首i工大会 7 月 20~23日場所不明決勝戦に神戸商工を 3-2 で破り 優勝

3連勝

籍球t"tIS 第4回高工大会名古屋市工コ ー ト 決勝で名古屋高工を 66-33で破 り 優勝

4連勝

9月11日より開催の関東専門リーグ戦に出場 府立一中及明大コ{ト 商大専門

部，大倉高商， 日体をストレー トで破り初優勝した.

野球部 7月12円より開催ーの実専野球関東予選で本校 優勝

①本校 7A-6横専 ②本校 9A-0名古屋商工③本校 3A-o名古屋高商

と勝ち，横浜高商と決勝を争い本校 11-2勝つ つづいて 7月20日実専大会に

2位の高商と共に甲子園に出場したが，緒戦に関西学院高商部に1ー 2で敗れた.

この時僚友横浜高商は松山高商を破って優勝した.

ラグピー音11 12月11日より開催の市内 5専門リーグ戦に優勝

。昭和14年

対高商定期戦

昭和14年野涼定期戦
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6-5， ¥公団球場 2連勝通算7勝6敗となる

4-15 I 

5-1 / 

庭球 6月 木校コート 6-3 3連勝

競技 6月18日 本校グラウンド 29-28 5連勝

柔道 6月19日 本校道場引分 3連敗をまぬがれる

蹴球 6月25日 高商グラウンド 3-1勝雌伏2年にして勝つ

寵球 6月25日 高商コート 37ー19 勝通算8勝4敗

水上 6月18日 場所不明 45--63 3連敗

排球 11月26日 高商コ ート 2→勝 5連勝

弓道 11月26日 元町道場 76中-66中勝 12勝連

ラグビー 11月24日 本校グラウンド 11-11 引分

その他

端艇部 第14回横浜4専門ボートレ{スは6月25日大岡川で行なわれ，苦難の道2年にし

て決勝で宿敵Y専を降し久しぶりで優勝

籍球部 7月22-23日第5回全国高工大会浜松商工コート ついに5連勝をとげる

(l回戦〕 本校 37-10浜松 (2 )本校 43-18金沢 (3)本校 46-20広島

〔決勝戦〕 本校 43-19福井

弓道部 12月30日 横浜学生弓道個人選手権戦元町道場 1， 2，3位を独占した

。昭和15年

対高商定期戦

野球 6月1日-3日 4ー7，4-8 敗 3連勝成らず

庭球 6月 高商コート 6-3 勝 5連勝

競技 6月16日 高商トラッグ 29-28 勝 6連勝

柔道 6月22日高商道場敵3人を残す敗

蹴球 6月23日 高商グラウンド 7-0大勝 2連勝

寵球 6月23日 高商コ{ト 38ー37 勝 2連勝

水上 6月17日 高商プール 44-64 敗

排球 11月16日 関東学院グラウンド 5 -{) 勝

弓道 11月23日元町道場 77中-49中勝 13連勝

ラグビ- 12月7日 高商グラウンド 31-0 圧勝

その他

弓道音11 全国高工大会 7月13日 東京工大道場 次の成績で初優勝

①本校 48中 ②名古屋 47中 ③浜松 45ql 以下略(5選士各16射)
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。昭和16年

対高商定期戦

野球 5月31日-6月1日 横浜公園球場で行なわれたが第1試合 3-11

第2試合 3-5Aで敗

庭球

競技

道

球

球

球

道

柔

蹴

籍

排

弓

6月8日 本校コート 7-2で6連勝

6月15日 本校グラウンド 47-10で7年連勝

6月14日 木校道場不戦2人で勝

6月22日 木校グラウンド 5-0で3連勝

6月22日 !f=:jj湖コート 42-38で3連勝

不明 R女

6月14日 元町道場 62-47 勝

11月30日 本校グラウンド 21-0 圧倒的大勝ラグビー

その他

箆球班 6月1日 6月15日 東京高等商船学校コートで、行なわれた関東高専大会に本校優

勝第1回戦本校 58-28商船第2回戦本校 32-92関東学院第

3回戦本校 50-38商大専決勝戦本校 56-42横専

射撃班 第1回市内5専門射撃大会は6月某日引越射場で行なわれたが，次の成績で優勝

①本校 388点 ②専 275 ③関 220 ④商208 ⑤横 190

剣道班 6月22日 開催の市内 5専門リーグ戦において本校は 6-4で高商そ破り，雌伏

10年にして初めて勝利に酔った.なおこのリーグ戦では横専に敗れ惜しくも 3勝1

敗で2位.

応援歌

13年5月応援歌2つを採用した.ただしこれは数年前募集したもの

応援歌村井喜造作詞 (建8期卒) 応援歌木暮正夫作詞 (機14期卒)

1.みなぎる力 綾瀬と 1.待望一歳 期は今熱す

高鳴る血潮 若き胸 自由の弘陵 その名に誓ひ

烈!! 許日!! 相樽つ熱亦力 何ぞ遼巡 雌伏をせんや

制覇の剣 高らかに 高鳴る血潮 不滅のカ

かざせよ男の子 立てよ今 覇業燦たり あL永遠に

2.あふる L正義 j軍然と 2.烈日を浴び 戦挑む

湧き立つ息吹 若き魂 健児七百 集る所

烈!! 苦日!! 相樽つ熱亦力 蒼空高く 'ilJL歌ぞ上げん

理想の理 高らかに i怠る鉄腕 不屈のカ

ふるへよ男の子 立てよ今 覇業燦たり あL永遠に
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第 2章第3節宣戦より終戦まで (附和17年~昭和20年)

16年12月8日大東亜戦争*に突入した.開戦後，半年を出でないで東南アジアの要域のすべて

が日本の占領下にはいった. 日本が南太平洋の制空， 制海権を握り軍艦マーチの前奏で， 勝っ

た，勝ったの大本営発表が矢つぎ早ゃに発表された.明治以来国民の気持ちの奥底にやきつけら

れていた「先進国」米英に対する劣等感は，米英軍に勝ったという相つぐ報道で一気に有頂天の

優越感に裏がえしされた.しかし緒戦の相手は装備も悪く兵力も少ない植民地軍が主で，米英軍

の主力ではなかった.政府や統帥部が「緒戦の勝利」 に自らも酔ってしまい，彼我の戦力の正し

い評価を見失い戦線を大きく広げ過ぎることとなった.昭和17年3月3日の大本営政府連絡会議

では「長期戦完遂のため従来は守勢的戦略態勢を採るの止むなきを予期せしめたるに反し，今や

攻勢的戦略態勢に転じ得るの機運となれり」と判断した(岩波新書・昭和史)・

(注) 附和16年12月12日の閣議で正式に今次戦争を大東麗戦争と呼ぶことに決定した.いわゆる太平洋峨争を含めて大東亜戦争という名称
が用いられた.本稿ではこの名祢を用いておく.

昭和17年はこのように攻勢的作戦が成功し，華々しいニユースがもたらされ，国民だれもが大

得意となって米英何するものぞの気概がみなぎった.

しかしながら，実際は17年5月の珊瑚海海戦までが限度で，6月5日のミ ッドウエー海戦で大

敗を喫し，彼我のパランスは逆転していたのであるが，軍はこの敗戦を国民にかくし，あい変わ

らず，はなばなしい勝利の宣伝をつづけていたのである.

わが学園では， 17年初頭別項のような校長の訓示があり，緊張した正月を迎えた.

しかしまだまだ学園は余裕たっぷりで，のんびりしたところがあり，このことは別項の学園の

春に記されている通りである.

運動競技などもまだ例年の通り行なわれており，野球はこの年全1I、|制覇(は)を遂げた.その他

鍛錬昔11，111防日11と名は変わったが，各種運動に本校はめざましい活躍を示し，横浜高工の名を高

からしめた.

昭和18年2月わが軍はガダルカナル島を撤退した.各地で敵の反撃ははげしくなってきた.一

方，欧州、|戦線でも 2月スターリングラードで妙、軍はソ連軍に大敗北を喫した.4月18日山本連合

艦隊司令長官が戦死した. これは5月21日発表されたが，国民に与えたショ ッグは大きかった.

5月末アッツ島で我軍は玉砕した.

9月イタリアが無条件降伏した.このころ南太平洋における制空制海権は完全に敵のものとな
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り各地で苦戦があいついだ.9月30臼御前会議で，千島，小笠原，内南洋，西部ニューギニア，

スンダ，ピルマを結ぶ地域内を絶対確保すべき要域ときめ，r絶対国防闇」と称した(中央公論社・日
本の歴史)・こうして戦線を縮ノトしたが， この線も間もなく突破されるに至った.圏内では言論の統

制が極度にきびしさを増してきた. 10月21日， かつて本校で講演し若き学徒を魅了した中野正剛

が，倒閣容疑で逮捕され26日自殺を遂げた.物資は極度に不足し，配給制も満足に行なわれず，

闇(やみ)が横行しだした.9月文科系学生の徴兵延期が停止され， 10月21日，神宮外苑から多数

の学徒が出陣した.

わが学園では18年1月元日，冨山校長は別項のごとく，技術学徒としての重大なる使命につい

て述べた.

3月入学試験，本校はじまって以来の難関となった.試験問題はこの年文部省作成の全国同一

問題となった.特にこの年の問題を別項に載せておいた.

入学式においては学校長は学問と同時に練成の必要を説き，軍事教練の強化を説いた.

前年まで夏季行なわれた各種休育行事は今年は中止となり，休暇を返上して勤労奉仕が行なわ

れた.11月恒例のノ、マの名物記念祭も文部省の通達で、中止となった.

学内からは多数の生徒が!学業半ばで入営し，またある者は海軍予備学生として卒業を待たずに

入隊した.教職員にとっても学生にとっても，まことにあわただしい緊張の連続の年であった.

19年にはいるとドイツの敗勢は明らかとなった.6月にはソ連軍はドイツ軍をほとんど国境線

外におしもどした.

日本軍の戦線も全面的瓦(が)解へ急速に進んでいった.2月マーシャル群島に米軍上陸，わが

守備隊は玉砕した.6月 「絶対国防圏」の要域のあるマリアナ群島のサイパン，テニアン島に米

軍上陸，サイパンの守備隊は在留邦人もろとも玉砕した.7月18日東条内閣はついに総辞職した.

年末に至ると制空権を全く失った無抵抗の日本本土に対する大規模な空襲がはじまった.

学園では学校長の年頭の辞， 1月8日の大詔奉戴日，紀元節式典等毎年の通りの行事が行なわ

れたが，緊迫した空気が立ちこめ，いよいよ本土決戦の気構えが横溢(いつ)してきた.物資不

足はついに学校新聞の雄横浜高工時報の廃刊となった.紀元節に出た一杯のしるこに舌つづみを

打ったことも今となっては悲しい思い出の一つであろう.

勤労奉仕，軍事教練，練成と学業の日も不足勝ちであった.土曜日もいっぱいつまった時間割

(別項)で，FF-校のある日は勉ザ-にいそしんだ.教授は生徒と|可一行動をとって勤労奉仕にも出，

工場で働いた残りJl寺聞に授業を行なった.その間，!J[からの委託研究もやらねばならず教官の苦

労はなみたいていではなかった_ 3月からは向こう 1年間日曜日を返上して登校した.資材不足

をおして新食堂は完成したが，配給米は不足するし維持してゆくのが困難であった.

4月，なつかしい横浜高等工業学校の名が消えて，横1兵工業専門学校となった.また科の名前

も変わった.

5月20日ついに神奈川県下に突如警戒箸報が発せられ戦争がひしひしと身近にせまってきた.

9月初日，第23回卒業式が挙行された.勤労動員されていた3年生は各地よ り久々に学校へ集ま
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り，晴れの卒業式に列した.名教自然碑の前で校歌と応援歌をのどもさけよと歌って，再び工場

へともどって行った.11月1日開校記念日，この日初めて空襲警報が発せられた.11月末ごろか

ら空襲は本絡化してきた.こうして空襲に明け暮れて学園の19年は終わった.

昭和20年2月19日米軍硫黄島に上陸. 3月27日ついに失陥. 4月1日沖縄に上陸 4月5日，

小磯内閣総辞職，鈴木貫太郎大将に大命が降下した.とのころになってもまだ神風来を信じてい

た一部の国民は，一種(る)の望みを抱いて天祐(ゅう)を待ち望んでいた.

たとえば. 4月8日大詔奉戴日の大本営発表は，撃沈34隻，敵に多大の損害を与えたというも

ので，久しぶりに聞く軍艦マーチの前奏に国民は内閣一新のこともあり，幾分明朗な気分を取り

返したのであった.しかしこの景気のよい報道も真実は.1"鈴木内閣の成立前後，戦局は悪化の一

途をたどっていた.沖縄に上陸した米軍に対して日本海軍の総力そ結集した戦隊大和を中心とす

る海上特攻隊も 4月7日米軍機300機の集中攻撃を受け，主力を失っていた(中央公論社・日本の歴史JJ

のであった.

5月7日， ドイツ無条件降伏. 6月23日沖縄守備隊全滅. 8月6日広島に原爆投下. 8月9日

ソ連参戦，同じく同日長崎に原爆投下，そしてついに8月15日の終戦となった.

学園では，警報下に昭和20年の元日を迎え，例年の通り拝賀式を挙行した.毎日毎日が空襲警

報に明け暮れた.2月末防空頭巾とゲートルで、身を固めた受験生で、入学試験が行なわれた.4月2

臼入学式が挙行された.特筆すべきことは4月1日付けで電気通信科が増設されたことである.

3月18日， 政府は，決戦教育措置要項を閣議で決定.20年4月1日から翌年3月31日まで1年

間原則として授業を停止することとなった.

当校では， しかし. 4月1日以降も何とか授業をつづけ，貴重なlI!f間を学徒としての本分であ

る勉学に当てた.

学校はしばしば，空襲下におかれ，校舎上を敵機が飛び去ったこともあった. 5月29日の空襲

が最もはげしく，爆撃寸前にまでさらされたが，幸いにまぬがれて，焼失することなく終戦を迎

えることができたことは，せめてものしあわせであった.

終戦後の混乱は， 日本全体がそうであったので，当学園も例外ではあり得なかった.終戦後し

ばらくは日本人全部がぼう然自失，その進むべき道がわからなかった.

9月占領軍が上陸，当校舎接収問題が起こったが，富山校長の努力で沙汰(さた)やみとなった

ことは，その後の当校再建に大きな礎とな→た.

1. 17年の新春を迎える

昭和17年元日，国民は緊張した新年を迎えた.

木校では1月1日，午前8時40分より新年拝賀式を挙行した.

すでに昨秋卒業した 3年生のいない学園へ在浜の2年生. 1年生たちは，はりきって出校して

きた.式は教職員，これら一部学生ら参列のもとにおごそかに行なわれた.

冨山校長は大戦初の新年に際し，大要次のように語った.
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大御稜威の下， 陸海将兵の忠勇奮戦と，一億国民の熱誠凝ってこの 1ヶ月間における戦史上かつて類

例を見ざる大戦果を挙げ，米英の主力艦を屠り，香港，マニラ等敵東亜侵略の拠点を陥れ，南西太平洋

の制海制空権を収め，彼の金成湯池を誇るシンガポーノレも我皇軍指呼の裡に圧縮して，その攻略も遠か

らざるを思はしめつつここに皇紀2602年の新年を迎へたり.…・・今後戦争の進展に伴ひ，国民生活の逼

迫は更に増加すべきも，斯くの如き皇国大使命遂行の為，当然、甘受すベきものにして，一面物資の節約

に努むると共に，他面増産計画を図仏国内自足経済の確定を期せざるべからず.これ産業技術者の一

層重大なる任務なり.

諸君の学窓生活も，明日におけるその責務を全うするため万全の準備を要望する所以のものなり.

…諸君の将来は我帝国の前途と共に洋々たるものあり.諸君一日の心身鍛錬と研学は直ちに皇運扶翼の

大業に参ずるの準備なるを恵、ひ，充実せる学窓生活を送りて遺憾なきを期せられたし.昭和17年新春を

迎ふるに当り主主に諸君の決意を促して巳まず.

2. 第 1回大詔奉戴日

16年12月8日米英に戦を宣した.この 日を記念して毎月 8日を大詔奉戴日とし，国民の決意を

新たにする日と決定した.

昭和17年 1月8日，この第 1回大詔奉戴日を迎え，本校においても午前9時， 1~3庭に富山校長

以下全教職員生徒が集合し式典を行なった.

式後報国|欽第1大隊，第2大隊の順で隊伍堂々日野に行軍，春 日神社にも うで戦勝を祈願し正

午帰校した.

3. 報国団予算成る

17年度本校報国団予算は2月 5， 6日の両日教官食堂で各班の幹事が出席して，約10時間熱心

に討議，検討した結果予算案を決定，さらに評議員会にかけ最後決定をした.

昭和17年度報国団予算
庭球班 893.50 

円
ラグビー班 853.74 

〔総務部〕 904.00 蹴球班 650.00 

企画班 644.00 筒球班 100.00 

庶務班 250.00 排球班 540.00 

会計班 10.00 〔国防部〕 6，027.21 

情報班 特別会計 警防車 10.00 

〔鍛錬部〕 7.294.59 射撃証 235.00 

作業班 120.00 馬術班 3.742.30 

剛健旅行班 514.90 海事班 948.91 

合宿訓練班 295.00 航空班 510.00 

剣道逝 800.00 科学兵器班 581.00 

柔道班 389.55 〔文化部〕 1.315.00 

弓道班 38.00 講演班 410.00 

相撲庖 117.50 映画班 20.00 

陸上競技班 647.40 音楽班 635.00 

水泳班 335.00 書画班 250.00 

野球班 1，000.00 〔生活部〕 480.00 
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保健班

共済班

寄宿班

50.00 

160.00 

270.0。
班一

旧
陸
一

科
大
一
計

科 511. 20 

511.20 

21， 131. 00 

4. 大東亜学徒大会

17年2月11日， 紀元節を卜(ぼく)し，午前10時よ り横浜公園音楽堂で本校，高商，Y専， 関

学，横専ψ横浜5専門学校2，000名の学徒が参集し「大東亜学徒大会」を聞いた.

式は国民儀礼による宮城遥拝，戦没将士および戦線の勇士に感謝の黙とうを捧げた後，田尻高

商校長の「宣戦の大詔」奉読， I君が代Jr海行かば」の斉唱，大宅海軍大佐の「大東亜戦争の意
義」と題する講演があった.つづいて各校代表の演説あり，学生の本分完遂の決議文を朗読，冨

山本校校長の発声で万歳3唱で式を終わり，プラスパンドを先頭に全員市内を行進，伊勢山皇太

神宮に参拝，午後1時散会した.

5. 第 1次戦捷慶祝日 ハマの人気を奪う高工行進

昭和17年2月18日，戦捷(し ょう)第1次祝賀の日，横浜では山下公園で5専門合同分列式が挙行

された.

本校では当日午前7時50分，全員校庭に参集宮城遥拝，出征将兵の武運長久祈願の黙とう，国

歌奉唱，勅語奉読の後祝大援の巨旗を真っ先に，建築科の芸術行進プラスパンド，騎馬隊，富山

校長はじめ各教授，弘陵健児 1，∞0名のえんえんたる行列は，通町，宮本町，吉野町，伊勢佐木

町とハマ市内を練って会場であるは|下公園に着いた.5専門学校合同大分列式後，再び大行列は

伊勢併木田Tから伊勢山皇太神宮に至り，聖戦完遂を祈願し午後3時散会した.

6. 教練査閲成績優秀

延期に延期を重ねていた16年度教練査聞は2月25日，査閲官松本少将の下に施行された.前年

度査閲以来，教官の更迭および出征相つぐこと 6名に及び，その成果が危ぶまれていた.また一

方当日は雨雪泥湾(でいねい)のため，講堂で査聞を実施するという重なる悪条件にもかかわらず

「成績優秀」との講評を受け，弘陵健児の面目を発揮した.

7. 学生5司n

昭和16年12月24日，東京都下大学高専学生主事会議において学生5訓が制定された.

戦時学徒自戒5司iI

1. 学業研鎖に精励し，凶家の負荷に応ふベし

2. 質実剛健の風を養ひ，気節を向ぶべし

3. 規律節制を重んじ，礼義を正しくすべし

4. 感謝奉公の念を持し，進んで勤労に服すベし
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5. 保健摂生に留意し，勉めて身体の練磨に励むべし

右の条々常に陸海空に奮戦力闘する将兵を思ひ，率先弱行以て之を貫くべし

この学生5訓は文部省通達となった.本校では，17年2月14日午後1時から大教室で，工藤生

徒主事首唱のもとに，各科代表3名ずつ約40名が集まって討論会を開催， この飽旨に自発的に沿

うこととなり午後5時散会した.

8. 入学志願者願書受付け締切る • 
昭和17年度願書受付けは 2月2日より開始， 15日締切ったが，志願者は予想外に少なかった.

この原因はいろいろあろうが，実専より高校希望者が多いのは兵役関係にあるのではないかとも

いわれた.

一一一一一|一一一一直墾左足五基ム旦L些~
1本科 I 75 I 313 I 4. 17 

機 械 I;; ~ I一一 ')n一 一一一一一|一一一一一
|教委 I 30 I 63 I 2.10 
|太 I 75 I 232 I 3.09 

応 化 ト圭一一一|一一一」こ一一一一一一|一一一一一
|凱 I 8 I 32 I 4.00 
|古 I 75 I 188 I 2.50 

電 化 卜去一一一一|一一ーニー一一一一十一一一一
I ~ I 4 I 10 I 2.50 
|本 I 75 I 214 I 2.85 

建 築ト号ト一一一|一一一」こ一一一一一一一|一一一一一
|教 I 3 I 15 I 5.00 

造船|本 I 40 I 260 I 6.50 
航空|本 I 80 I 424 I 5.30 

以上のように受験生1，600余名に対する入試は， 3月1日から 5日聞にわたり行なわれ，3月

6日発表された.

9. そのころの授業料など

昭和17年ごろの授業料その他は次の通りであった.

第1学期分計46円 第2学期計 35円50銭

内訳 1. 授業料 30円 第3学期 計 20円

1. 報国団資 7円

1. 報国団入団費 5円

1. 高工時報購読料 1円

1. 消費組合加入金 3円

10. 入学式

入学式は昭和17年4月1日午後1時より講堂で行なわれた.国歌奉唱， 宮城遥拝，黙とうの

後，学校長の訓示，配属将校より学校教練は軍事教練である，教練は行(ぎょう)であると強調，

注意するところがあった. 学校長訓示の大略次の通り.

「今日皇軍が不敗の態勢を築いたのは独り皇軍が武力において優れていたのみでなく，工業技

術家の不眠不休の努力とが揮然一体となった賜である.工業技術家の奮起は極めて重要な事であ

り，技術に一生を託して遁進するのは男子の本懐である.在学3年間諸君は知徳体の向上を図り，

而して教育勅語を文字通り実践して3年後には負荷の大任を全くするだけの人になって，卒業せ
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られん事を熱望して止まぬ次第である.J 

11. 本校報国隊に初の出動命令下る

国民勤労報国協力す??に基づく報同隊出動命令が17年3月12日付けで本校報国隊に下された.こ

れは当校にと っての初めての出動命令であった.春休みを利用しての勤労奉仕で 3月23日応化を

最初として機，電，建，造，航の順で追浜の海軍航空技術廠(し ょう)へ各科教授を隊長として出

動， 3月31日無事使命を達成して終了した.

12. 本校の台所 (昭和17年度)

昭和18年3月の横浜，同工時報に 「会計課の一隅よ・りJとして，会計課書記渡辺向達が本校の昭

和17年度の歳入，歳出についてわかりやすく解説しているので，ここに抄出する.

学校の大蔵省である会計課の職員として，諸君 いうー官立の直結専門学枚に対して多額の費用を

の大多数が殆ど無関心と思はれる経理の一端をお 支出し，諸君らの教育に資しているかが，お判りの

話し申しあげる. 事と恩はれる.今仮りに右政府支出金を生徒1人

本校は学校長が機会あるごとに申されているよ に割り当ててみると，約350円余の多額となる.

うにその設備(広い意味の〕に於ても，織員組織 これを私立学校の経営の主幹が，授業料や検定料

に於ても，全国20有5の高等工業学校中屈指であ 等によって賄っているのと比較すると雲泥の差で

るばかりでなく，予算方面に於てもー，こを争ふ あることが領かれる.

程である.17年度の決算に就いて見るに，本校本 次に支出方面であるが，支出科目は俸給費(官

来の経費のみに於ても， .!lllち一般会計より支払委 吏並に講師の俸給約18万円余)と校館費 (21万円

任に係る震災復旧諸費並に科学研究費等を除いて 余〉及び養成費 (13万円余〉等に大別される.俸

も，経常部，臨時部を合せて収入，支出ともに55 給以外の分は嘱託以下の給料，庁費(備品，消耗

~56万円余の巨額に達するのである. 品等)実験費，維持費，修繕費，旅費等に細別さ

これを歳入予算の方面から見ると，右の内政府 れる.

支出金即ち国家から文部省を通して来る補助金は これを実際に運営するに当つては常に憲法の会

46万4，000余円に達し，その残りは授業料，検定料， 計の条章から始まり……多数の法律，勅令，訓令

維持資金収入等より成り立っている.右諸収入中 等に拘束せられ，且つ会計検査院とし、う独立の官

最大の授業料1ヶ年の全収入が僅か8万7，000余 庁に厳重監督されている

円に過ぎないのに比して如何に国家が横浜高工と

13. そのころの学園の春

横浜工業会誌17巻2-Zに「学園の春」と題して巻頭に次の文章が載っている.そのころの学園

風景として紹介する.また17巻3号に煙洲先生の七言絶句が出ている.戦時下桜咲く学園の思い

出である.このころはまだ戦局の好進転によ って学園はきびしい中にも， のんび りしたところが

あった. “学園の春"もこのごろまでで翌18年には学生はもう春をおう歌することはできなかっ

7こ.

学園の春

校庭に，大岡川添ひに，春の気を胸いっぱいに感じさせた桜花も，何時しか若葉に包まれた.白霊の

殿堂，学園は周辺の山との緑に覆はれて，く っきりとその威容を輝かせてゐる.
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本館(自霊の殿堂)

朝の新鮮なる空気に弘陵の香も高い校門を入れば，正面に一段と高く「名教自然」の碑は燦然、と麟

き.20有余年の弘陵精神は無言の中に教へられ，此為に筆舌に尽し難き誇を感ずる.

昼前の一時， 校庭のクローパーには，日の光を一面に受けて，其処彼処に学徒の喜一々とした姿，昨日

をそして明日を，思、ひ出に，希望に，語りは尽きない.

何処からか，弘陵緑し…-の応援歌が風に流れて来る.ああ，あの熱と意気と力の感激，対高商定期

野球戦間近しの感をいだかせる.

勉学の疲れもいとわず，尚身心の練磨に余念がない.あるいはノミットに，あるいはラケットに心地よ

い響は春風と共に弘陵にこだま し， タ間迫るまで続く.

弘陵健児はすくすくとして草木の新芽の如く延びる. 一鶴l凋生一

校庭絞花 煙洲

名教碑辺万等春榎花独有可相親術伴不去君休語二十年前種樹人

14. 敵機本土に初空襲

戦時下，のどかな春をうたっていた学園に，突如空襲答報が発せられ夢破られた感があった.

すなわち.17年4月18日午後零時30分ごろ，わが警戒網をぬって敵機が初めて京浜地区上空に侵

入し，数カ所に爆弾を落とした.

本校では空襲笹報発令と同時に，大木教官指怖のもとに警備態勢を敷いた.

なお19日午前2n寺および午後1時にも警報が発せられた.

15. 躍進する本校科学研究陣

(1) 3教授に文部省奨励金

文部省の17年度奨励金は木校では次の3教授に交付された.

1. 工藤生徒主事兼教授 中華民国不動産法制の研究

1. 友成教授 マグネシウム合金の防蝕渡金の研究

1. 松尾助教授 各種物質の水蒸気吸着について
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(2) 22研究に文部省科学研究費交付

また文部省では別に自然科学研究を助長するため研究費を各学校へ交付したが，本校では次の

22研究が受けた.

1. 森川助教授 揮発油酸化防止に関する研究

1. 河村教授 オゾニドに関する研究

1. 安川教授，山梨教授，渡辺諸師確率曲線に関する研究

1. 斎藤教授 ラッピング仕上に関する研究

1. 吉岡助教授 波浪中に於ける船舶の運動に関する研究

1. 木原教授，池田教授，松橋助教授 薄板構造に於ける応力集中問題

1. 中島教授 カーポニル基を有する化合体の光化学還元反応

1. 加藤教授 X線による銅アマルガムの研究

1. 木戸教授 メタンガスによる酸化鉄の還元

1. 阿部教授 シネオール酸の研究

1. 木原教授，松橋助教授 過大繰返応力を時々受ける構造材の疲労の研究

1. 近藤教授，鈴木助教授 自由飛行風洞による安定操縦ーの研究

1. 柴田教授高圧縮過給機の研究

1. 木原教授，池田教授，松橋助教授強化木材の強度に関する研究

1. 木下教授 アルカリ蓄電池用酸化銀陽極板の充放電に伴う重量変化

650円

1，050円

950 円

1，050円

1，350円

1，600円

850円

500円

1，050円

650円

1，050円

1，600円

1，050円

1，050円

600円

1. 山下誹師 ラマン効果と有機化合の反応性 950円

1. 横山教授，鶴岡助教授 ケ{トン過酸化物の合成並にその特性について 1，050円

1. 友成教授高硬度材の研究 750円

1. 友成教授他1名 アルミン酸曹達溶液の加水分解恒数の測定 900円

1. 近藤，鈴木助教授 水上機模型による離着水性能及び水上旋回性能の研究 1，050円

1. 柴田教授，尾上嘱託航空用高速2サイグルガソリン機関の研究

1. 広津教授他 1名 回転翼飛行機の研究

16. 図書課に課長を置く

1，050円

1，300円

オーナーシステムという本校独自の制度のもとで発展してきた本校図書課は，昭和17年ごろに

は蔵書10万冊(約25万円)を越え，全国専門学校随一と称された.17年6月1日付けで図書課の

拡充のため新たに課長を置き，学校長の指示により同課の事務を掌握させ，専門，文化の両分野

を包含する名実共に完備した本校図書館の運営に当たることとなった.なお別に評議員を置き書

籍購入，読書調査その他の企画に参与させることとなった.

初代課長に大西友太教授，評議員に佐藤正能，竹内秀雄，工藤進，川田正斉各教授，および橋

本重隆講師が任命された.
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17. 野球班全国制覇す

本校野球班は8月3日よ り聞かれた第7回全国実業専門学校関東予選大会に出場，初日高千穂

高商を 8一Oで，2回戦名古屋高商を l1A-2で，準決勝横専を 4-1で破り，5日目の決勝戦

に横浜高商を 7一Oで圧倒的に破り ，5月行なわれた定期戦の復しゅうを遂げ，ついに全関東を

制覇(は)した.

これに勢いを得た本校野球班は8月9日より横浜公園野球場で聞かれた全国大会に出場，第1

回は東北学院を4-1で一蹴(しゅう)，準決勝に東北の雄桐生前i工を 10-0と零敗に杓ーらとり，

決勝戦に再び好敵手横浜高簡と対決した.両軍は本年4回戦って2対2の成績であり，全国制覇

と伝統をかねた一戦とて，ハマの両軍ファンは早くより球場につめかけ盛んな声援をおく った.

試合は 9回4-4でついに延長となり， 熱戦14回裏本校感激の l点をあげて 5A-4で勝ち，こ

こに全国制覇を遂げ本校野球史の一ページを飾った.野球班としては以後終戦まで対外試令はな

く，まさに最後の花を咲かせたというべきであった.

18. 卒業生送別各科対抗体育大会 機械科優勝

卒業生送別各科対抗体育大会は17年9月11日午前8時より本校校庭で開催された. (17年度は

半年くり上げ9月末卒業，次項に詳しい)

片雲青空に浮かぶ秋晴れのこの日，学校長はじめ全員校庭に集合，国民儀礼の後，富山校長立

って， 1"本日 この晴天の下職員生徒一同が相会合して新卒業生の行を盛んならしむるために本大

会を開催することとなったが，今回卒業の栄を担う 3年生諸君は2年有半，青少年学徒に賜りた

る勅語の御主旨を奉戴し孜々 とし精進努力を重ね， 3ヶ年の修業年限を半年短縮し，世の要望に

応へつつ雄々しく旅立つこととなった.との非常の時局に新卒業生を光輝ある皇箪の一員として

国防の第一線に，或は現下最も重要なる工業部門に，それぞれ身を挺して困難打開に遁進するの

であるが， 2年有半に亘る学校生活中で得た尊い体験を以て今後直面する苦難に有らん限りの力

と熱を以て勉励突進して裁きたい」と卒業生に激励の辞を述べ，終わって競技に移った.

競技種目は 100米，200米競走，砲丸投げ， 銃剣術，障害物競走，パン食競走等で機械科が優

勝，午後5時終了した.各科の得点数次の通り，

機械 112点，応化 64点，電化 82点，建築 28点，造船 15点，航空 28点.

19. 第21回卒業式

第21回卒業式は半年く りあげて，昭和17年9月21日午後2時より，新装成った講堂で挙行され

た. 国民犠礼の後富山校長より 393名の卒業生に卒業証書を授与， ついで同じく同校長の式辞

があり文部大臣，県知事，市長の祝辞，卒業生総代答辞の後，元商工大臣伍堂卓雄の講演があっ

た.終わって校歌合唱，万歳三唱して式を閉じた.
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学校長告辞

9月21日，第21回卒業式を挙行し委に393の名

実共に精鋭なる工業戦士幹部を世に送り出し得る

ことは，本校の最も光栄，且欣幸とする処なり，

諸君は，支那事変第4年即ち昭和15年春，多数の

志願者中より，選抜せられて本校に入学，爾来2

年有半，国家未曾有の多端なる秋，ままに工業学徒

としての修練修学をー先っ・終へ，今将に校門を去

らんとす，重し感慨無量なるものありと察せられ

る.

本校過去数年来，殆ど全学科を通じて，生徒数

を倍加増員せるも，施設及び教官数は必ずしもこ

れに応ずる丈の増加を為さず，諸君の指導，教育

には幾多の不便障害を感じたり，叉殊に国家が諸

君に要望する甚だ急なるものありたる為，臨時措

置として修業年限6ヶ月の短縮をなすの余儀なき

に至り，即ち明年3月なるを繰り上げて今回卒業

せしむる事となり，更に修学上一層の困難を加へ

たるも，挙校全員克く時局下各責務の愈々重きを

痛感し，奮励進んで各種の困難克服に努めたり.

即ち授業時間の延長，土曜半休の廃止，長期休暇

の短縮等により，出き得る限りその足らざるを補

ひ，特に生徒諸君は全精力を傾注して，修学と心

身鍛練に励み，共に逗しき力を得て，優に期待に

応へ得るに足る準備根底が成りたると確信す.

今や御稜威の下，皇軍将兵の敢闘により，大東

20. 待望の講堂成る

亜戦開始以来，僅か9ヶ月にして，南方広大なる

地域は，わが制圧下に帰し，支那大陸に於けるも

のと共に，其処に蔵せらるる鬼大なる天然、資源，

天産原料は挙げて，その開発利用をわが大和民族

の手に委ねんとしつつあり，而してその大部分

は，直接間接工業技術家の今後に於ける活動の分

野に属すると称しでも敢へて過言ならず.実に我

々の先輩が夢に描きたる，自由澗達の天地が事

実，今正に限前に展開しつつあるものにして，こ

の前途多幸多望の御代に，青年として生を亨け，

然、も工業に志したる諸君に対し転々羨望の情を禁

じ得ざるものあり.

工業カが国家総力戦の最も重要なるー根幹をな

すは論を倹たざる処なるが，従来の欧米依存の工

業技術より離脱し，今後我が国独自の科学技術確

立の要， r旬に急なるものあり.此により常に敵に
優る最精鋭の兵器の製作は固より，その他一般軍

需及び民需の供給，確保を期し，以て長期戦に最

後の勝を伽jせざるべからず.而して今後に於ける

その目的達成は諸君工業青年の奮起に倹つもの最

も多し.諸君は卒業後，直ちに軍務に就くと，産

業第一戦に就くとを聞はず，自奮自励，この光栄

ある大任を全うするに最善の努力をせられん事を

期待てし己まぬ. (高工時報揃号による〉

昭和17年初め着工した講堂は，わずかに数カ月で資材難，労力難を克服して，昭和17年 9月見事

に完成し，辛うじて9月21日の卒業式に間にあうことができた.関係者の努力大なるものがあっ

た.今まで本館に対して適当な講堂を持たなかった学校および校友にとって一大福音であった.

との新講堂は校門をはいるとすぐ左側に見え瓦ぶき，グリーム色のざん新な建物であった.

雪銀色の自陣1i!

(切妻函の黒い所は迷彩)
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21. 開校22周年記念式および記念祭

開校:22周年記念式典は恒例の通り ，11月1日本校講堂で戦時下いと厳粛に挙行された. つづい

て11月2，3の両日，戦時下における校内開放記念祭が開催された 両日とも晴天に恵まれ，ど

っと押しょせた人々は引きも切らず，ハマの名物の名に恥じぬものがあった.各科のテーマ次の

通り.

。機械 兵器と機械 。情報班 新聞のできるまで

。応化 国防と化学 。大陸班 世界の現況と東亜共栄圏の資源分

く〉建築1組 戦争と城廓 布，歴史と民族性

o 11 2 南方の建築 。音楽班 音楽会

。造船 戦争と船 。物理教烹 物混実験

<>航空 飛行機の発達史と常識 。数学教室 数学問題

22. 皇居前に戦勝祈願 学校か ら強行軍

昭和17年12月7日夜8時，職員生徒一同は，制服，制帽，巻きゲートルの武装に身をかため学

校内庭に集合，冨山校長の力強いあいさつの後，渡辺教官の行軍の注意あって午後9時一同校門

を出発，寒冷の暗夜をついて36キロの強行軍そ決行した.

通町，伊勢佐木町， 桜木町駅を経て市電に沿って横浜駅に達し，さらに凍(い)てついた国道を

われらが部隊はしずしずとして進んだ.寒気はなはだしく身を襲う道を生麦，鶴見，川崎と過ぎ

六郷の大橋を渡り，多摩川を通れば，ょうやく東京にはいる.蒲田，品川， 芝増上寺前を経るこ

ろ薄明となり，田村町を過ぎ，朝日が大内山に照り初めた午前6時ごろ，一同元気いっぱいで，

宮城二重橋前に到着した.

広場に整列した全員は必勝を祈願し，富山校長開戦の詔書を奉読，万歳を三唱してこの意義あ

る強行軍を終わった.

23. 金属回収と鈴木前校長胸像応召

昭和17年末ごろから，原材料，特に金属類が極度に不足し出したため，民間の金属類を回収し

軍需品の材料に当てることとなった.

鈴木前校長は工業懇話会が記念、として贈った自分の胸像を真っ先に供出し，その趣旨に賛同の

意を表した.

鈴木前校長は胸像贈り主の工業懇話会会員各位に謹告として次の交を商工時報に記した.

会員各位に謹告 (抜粋)

…・ 私の家に留めて，私を記念する子孫の為には此上なき宝物であった.……この胸像は金属として

は少量ではあるが，私の形であり影である. しかしこれが敵を撃つ武器の一部となることを思うと，折

角会員各位から寄せられた御好意を無にすることを忘れしめた.会員各位には必ず私の微意のあるとこ

ろを御賢察あらん ことを祈り，ここに胸像に箆れる御懇情を感謝しつつ胸像応召を謹んで御報告中上
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げます.

昭和17年12月16日

24. 17年学園人事

河村教授博士に

鈴木達治頓首

電気化学科河村文一教授は， Iオゾンと有機化合体との反応に関する研究」論文により17年2

月27日付けで京大理学部より理学博士を授与された.河村教授は木校電化3回の卒業で，卒業後

木校電化教室に留まって後鷲の教育に専心，昭和12年10月本校卒3人目の教授となった.

津村教授東工大へ

機械工学科津村利光教授は17年3月14日付けで、東京工業大学教授に栄転した.同教授は昭和13

年9月本校に来任，機械工学科事務取扱として同科発展につとめた.昭和15年博士となる.明朗

円満，誠実な講義は定評があり，生徒聞に信望があった.なお4月20日付けで再び東京工大教授

兼任横浜高等工業学校教授の辞令が出た.

池田教授東大へ

航空工学科池田健教授は17年4月1日付けで東大第2工学部助教授に転出した.同教授は昭和

6年東大工学部航空科卒後愛知時計脚に入社，昭和13年本校に航空科新設と共に来校した.なお

その後は講師を委嘱された.

吉岡助教授応召

造船工学科助教授吉岡勲は， 17年7月応召した.同助教授は本校造船工学科第1回卒業生で，

以来10年間黙々として後進の指導に当たってきた前途有為の学究であった.

山下博士逝く

機械工学科講師山下誠太郎博士は， 17年7月5日病気のため死去した.東京商工付属教員養成

所卒業後，早大教授，小松製作所などを経て本校教授となりJ 昭和10年鈴木校長と共に教授を辞

し，以来講師として後輩を指導， 17年2月内燃機関に関し工学博士となった.温厚篤実，勤勉の

人であった.

中島教授博士に

電気化学科中島正巳教授は論文「アセトンの熱分解」により17年10月8日付けで京大理学部よ

り理学博士を授与された.

大正15年本校電気化学科卒，在学中ラグピ一部で活躍，卒業後ただちに本校電気化学教室に入

り昭和13年教授に昇進した.

25. 17年鍛錬部 国防部の活躍

対高商定期戦

野球 5月30日 3-5， 5月31日 10一7，6月2日 4-13，横浜公園球場でまたまた敗

る
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庭球 5月17日 本校コート 2一7 敗 7連勝の夢破れる

競技 6月14日 丙商グラウンド 31-26 8連勝成る

柔道 6月14日 高商道場高商2人を践す敗

蹴球 6月14日 日商グラウンド 8-0 勝

寵球 6月14日 前i商コート 38-37 勝 4連勝

排球 7月5日 目商コート 2-1 勝

弓j且 7 月 12 日 元町道場 81~11-57中勝 15連勝

ラグビー 6月21日 日間グラウンド 21-5 13連勝成る

水泳 6月21日 高商プール敗

剣道 6月7円 高商道場 3一7 敗

その他

排球班 5月末行なわれた関東高専リーグ戦に第1戦本校2-0成城第2戦本校2-1

Y専 第3戦本校2-0明学第4戦本校2-0大倉と堂々二部で優勝，さらに第

5戦で一部の浦町を2一0で破り一部に躍進した.

短艇班 5月27日行なわれた海軍記念日祝賀海洋競技大会に附場，決勝において横専，商大

を破り優勝.

7月5日横浜公園前大岡川コースで行-なわれた横浜4専門対抗レースに優勝，久々

・に100連勝の時の強さを示した.

水泳班 8月4日大阪真田山プールで行なわれた第12回全国高工水上競技大会決勝戦に浜松

高工に敗れ2位となる.

庭球班 対桐生高工定期戦は3年連敗のあとをうけて， 10月25日桐生高工コ ート で行なわれ

たが， 5-4で辛勝した.

競技班 対桐生高工定期戦は10月25日高崎総合運動場で聞かれ.36-27で勝つ.

射撃班 10月25日横浜5専門射撃大会が引越射場で行なわれ，①本校391点 ②高商375

③横専324 ④関東262 ⑤Y専249で本校が優勝した.

26. 対高商定期戦すべて中止 成績一覧表

時局はいよいよきびしく，昭和17年には文部省は，大日本学徒体育振興会によって学校体育を

統制し， 18年には一部同好者による娯楽的意味の強い選手本位の対外試合，特に対抗定期戦は中

」とするよう通達した.特に野球は敵性競技であるとして高圧的に全面中止の命令が出た(次項参

照).文部省直轄さ学校である木校，ならびに横浜高商では 18年，ついに野球部を解散した.また

すべての定期戦も17年度をも って終止符が打たれた.ここに大正時代から長い間，互いに切瑳琢

磨(せっさたくま)しあってきた対横浜高商定期戦は，ハマの名物野球戦はじめ各種目とも中止

となった.次に各種目の各年度ごとの成績一覧表を記しておく.
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対横浜高商定期戦一覧表

大正14 大正15 昭和勝2年 昭和負3年 昭和中4止年
野 球 (第1回〉勝 負

庭 球 〈第1回〉jaij露(6月)負(12月)勝 勝 勝

競 技 (第1回)勝 負 引分
柔 道 (第1回〉勝 中止 負 負 負
蹴 球 (第1回)引分 引分
箆 球 (第 l回〉負 負
水 上
担t 球
弓 道 (第1回〕勝 勝
ラグピー

昭和10年 昭和11年 昭和12年 昭和13年 昭和14年
野 球 勝 勝 負 勝

勝勝
庭 球 負 勝 勝 勝

競 技 勝 勝 勝 勝 勝

柔 道 勝 負 負 負 引分

蹴 球 勝 勝 負 負 勝

筒 球 負 勝 勝 負 勝

水 上 (第1回〉勝 勝 負 負 負

tø~ 球 (第1回)勝 勝 勝 勝 勝

弓 道 勝 勝 勝 勝 勝

フグ ピ ー 勝 負 勝 勝 引分

昭和15年 昭和16年 昭和17年
野 球 負 負 負

庭 球 勝 勝 負

鏡 技 勝 勝 勝

柔 道 負 勝 負

蹴 球 勝 勝 勝

徳 球 勝 勝 勝
水 上 負 負 負

拶ド 球 勝 負 勝

弓 道 勝 勝 X 

ラグピ ー 勝 勝 X 

対高商野球定期戦の今昔

野球定期戦中止となったことは前記の通りであるが，いま第1回戦からふりかえって，その熱

と力の争覇の跡を見ることとする.(高工時報 3ω号昭和17年5月27日から抜刷

毎年若葉の6月と共にめぐり来る対高商野球定期戦の感激だけはやはり我々の心を興奮の幼柄へと駆

りたてずにはおかない.かつての撃かなプレーから真教敢闘の野球に一新され，また色彩と拍手と怒号
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に渦巻いた応援団から，自粛一途の応援団と相貌を変じようとも.10数年の伝統を貫く唯一筋の若さと

情熱だけは別ものであろう.正しく定期戦こそはわれわれ学生生活の最も大きな支えの一つに違いない

し今後も永久にそうであろう.

大正9年本校設立と共に創設された野球部は，定期戦開始以前に既に5年の創業時代を関していた

が，当時は技術的水準においても試合においても見るべきものがなかった.

だから大正14年に第 1巨lの対高商野球戦を行った事が，定期戦の皮切りであったと同時に事実上野球

部の歴史が始まったと言えるだろう .当時高商はまだ本校の一部を借りて授業していた頃だったから，

勿論両校生徒同志の深い対立などはあるはずもなく 極めて和気額々のうちに行なわれたようである.

しかしその後図を重ねるに従ってフ ァンの色もはっきりと二分され，さらに新聞の報道が拍車をかけ

るに至って，初めて両校の対抗意識が表而におし出されたのもけだしやむを得なかった.

昭和4年第5回目を迎えた時，こ うした対立傾向は頂点に達し遂に定期戦は中絶する破目となった.

これは高商側からの試合日の7月1日を6月1日に. 1回戦を3回戦に改めようという提議に端を発

し，ほかに感情的な行きがかりも手伝って遂に物別れになったからだった.

しかし定期戦の中絶は当時隆盛を極めていた6大学リ ーグに刺戟された上，流石に空虚な満ち足りな

い気持ちを与えたものであろ う.6年に至るや双方に再び復活の気運が動き伝統の定期戦は6月1日の

横浜市復興記念日を記念して復活する事となったのである.この折衝で定期戦は6月1， 2. 3日の3

回戦とし，応援方法も今までの無規律な手段をやめて6大学リーグにならった即ち最近の応援団に近い

ものと変った.

さて昭和7. 8年となるや高工陣は全く高商陣の名投手五十嵐に牛耳られ共に3回戦まで追いこみな

がらも，何れも敗戦した為に遂に高商は4連覇という新記録をうち樹てるに至ったのである.

この頃すでに高工対高商野球定期戦は，いわゆるハマの早慶戦として全国的に名高く .AKでも松内

アナウンサーの声で全国に向け実況放送を開始した程だったから，如何に当時の真芸誌な，しかも熱の溢

れたこの戦いが世評にのぼったかがわかるであろう.

かくして雌伏4年，昭和9年必死の攻勢は遂に高商の堅陣を抜いた.そればかりでなく 10年.11年と

稲田.)JI口投手の努力と緊密した稀にみる好守好打を以て相ついで連覇の偉業をうち立てたのだから当

時の喜びがどんなに烈しかったか想像に難くない.昭和12年は高商は前投手を擁し善戦，われは連覇の

夢を破られた.13. 14年と連勝したが15年高商戸来投手の出現により，その癖玉に逆に2連敗を喫し，

17年を迎えたのである.(この記事の記載後行なわれた17年度定期戦でも敗れ通算7勝9敗となった.) 

野球定期戦戦績

回 年 度 ス コ ア 勝負 回 年 度 ス コ ア 勝負

l 大14年 4A-3 。
2 15 5-4 × 

11 昭12
4A-3 x 

X 
11 -3 x 

3 昭 2 1-0 。 12 13 22A-8 0 。
4 3 4-2 × 

4. 5 (中絶)
13 14 

3A-2 x 。
8A-3 0 

5 6 
12A-5 x 

X 
6 -3 x 

14 15 
7 -4 x 

X 
8 -4 x 

3A-2 x 
6 7 4 -1 0 × 

15 16 
11 -8 x 

X 
5A-3 x 

10A-1 x 5 -3 x 
7A-1 x 16 17 10 一7 0 X 

7 8 8A-7 0 X 4 -13 x 
5A-0 x 
5A-1 x 

0印高工勝 ×印負

8 9 5A-3 0 。
8 -0 0 

9 10 
4 -3 0 。
3A-1 0 

10 11 
4A-l 0 
9 -4 0 
。
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27. 決戦2年の春を迎える

18年1月1日午前8時40分より，本校講堂で拝賀式を挙行した.大東亜戦争2年目の春を迎え，

富山校長は大略次のように述べ，学徒の奮起を要望した.

…・・本年こそは国民全部が全面的に，戦争生活に徹して，その有する物全部を戦争目的に結集し，その

有し得る生産能力を挙げて軍需生産力に集中し，その増産を計り，最精鋭の兵器弾薬と糧食を潤沢に，

且確実に遠き第一線に補給し，有も遺憾なきを期せざる可からず.此処に技術人の重大なる使命が存

す.

敵米がその学者技術家を総動員して各種兵器の急速なる改良，進歩，創造に傾倒，わが意表に出づる

新鋭兵器を以って我を圧せんとしつつある実例2.3に止まらずと聞く.

時将に我科学技術陣総てが飯起，その全知能を動員すべき秋なり.……是に対処せんが為に諸君技術

青年学徒に侠つもの最大なるものあり・・・在学期間短縮，一定設備に対する生徒数倍加，修学用資材

の欠乏等あらゆる勉学上不利な条件の下，而も平時に比し何倍かの実力練成を期する事こそ戦に勝たん

がために成し遂げざる可らざる事なり.昭和18年発足に際し全校生徒の奮起を促して止まざる所以な

り.

28. 大詔奉戴日

18年1月8日冬晴れの好天気，午前811寺詔書奉読式後，職員生徒一同行軍，保土ヶ谷より旧東

海道を抜け，東西両軍に分かれ，岸根，山崎に向かう.昼食後戦闘状態に入り両軍行動開始，遭

遇戦を展開し，午後3時30分演習を終わり，学校まで急行軍，約1時間30分で帰校，全員健脚ぶ

りを発揮した.帰校後閲兵分列式を行ない午後511#全行事を終わり解散した.

以後この年も毎月 8日を大詔奉戴日として式後行軍をおこなった.

29. 冬季鍛練

大戦下2年目の冬を迎え本校では，報国団鍛練部および国防白11が111心となって1月18日よ り2

月8日まで22日聞を，冬季鍛練期間と定め，次の通り冬季鍛練を行なった.

柔剣道 1 月 18 日 ~27 日 強歩競走 1月23日

弓道 1 月 18 日 ~24 日 空襲中水泳 1月24日 (本牧海岸)

2 月 1 日 ~7 日 スキー訓練 1月31日

銃剣道 1 月 25 日 ~2 月 3 日 射撃 2 月 1 日 ~6 日

相撲 1 日 18 日 ~23 日 対霊祭行軍 2月8日

騎道 1 月 18 日 ~2 月 8 日 全校体操 全期間

なおこの期間中は薄着を奨励，マフラー，外套(がいとう)などの廃止，早朝の乾布摩擦，また

は冷水摩擦の励行などを奨励した.

30. 入営者壮行会

18年3月10日午前10時内庭で， われらが学園より学業半ばの8名の学徒を第一線へ送る壮行会

を挙行した.

国民儀礼の後，富山校長の壮行の辞があり，入営者代表の 「入営後はペンを銃にかえ，弘陵精

253 



判iを十二分に発揮する覚悟である」とのあいさつがあった.入営者は次の8名であった.

中島 寛(機2) 鈴木達雄(機2) 猪野瀬計(機2) 

相J11 iW: (機 1) 

清水勢itt男(建2) 

乙j孝年土佐(応2) 

金|村治郎(航 2) 

31. 遠藤教授胸像も応召

佐藤紀男(電2) 

さきに金属回収に応じて鈴木遥治前校長の胸像が供出されたが，今また故遠藤政直教授の胸像

もこれにつづいて応召した.

前機械科事務取扱として全凶に沼たる大機械科を建設し， また 水力界で、は↑It界的に光彩を放

ち，幾多の功績を残した遠藤教授の胸像は，校友グラブが発起して校内に建設され，昭和13年除

幕式が行なわれたことはさきに述べた.大東亜戦争ぼっ発以来，銅像もこぞ、って戦場への声が全

国に彫群(ほうはい)として起こるや，18年3月6日教授の胸像もこれに応じ供出される こととな

り，遺族，鈴木前校長，教授職員多数参列のもとにおごそかに応召式が挙行された.

32. 本校に勤労動員令下る

大東亜戦争完遂のため，銃後生産面の積極的協力を目的として， 学徒に動員令が下ったが，本

校では18年3月1日より 5日問機械，応化，建築，造船， 電化，航空の順で00工場へ出動，兵

器生産作業を行なった.(工場名不明.防諜の関係上記録には伏せ字とな勺ている)

33. 18年度入学試験

く願書受付け>

2月15日をも って18年度入試願書の受付けを終了した.今年は高等学校と試験日が違う関係も

あり，本校始まって以来の難関となった.なお機械，応化は2昔11各40名を募集した.

く入学試験>

学校の授業は3月20日で終了，23口よりいよいよ入学試験が始まった.

第 1IJ (23日)は筆記試験，午前数学，午後国史，匡|史はなかなか縦断Jであったといわれた.

第2日 (24日)同じく筆記試験，午前理科，物象，午後国語，作文

第3日 (25日)口頭試問

第4日 (26日) " 

第5日 (27日) " 

この間担当の各教授は毎夜遅くまで成績を査定，28日午前校長の判定があって，同日午後発表

された.

今年の試験について特筆すべきことは，新教授要目に即応して本年度からは試験問題は文部省
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則和18年入学説験問題(一部)

(文部省作成全国商工同一問題)
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で作成され，全国一様に同一問題が出されたことであった.この試験問題が全国一つに統制された

ことについてはし、ろいろな見方，論議があったこ とは当然であった.次にその問題を記しておく.

く合格者発表と学校長談〉

3月28日ノ，--後2時，4654'，の令格者(受験者 3，5611'，)が発表され，晴れの入学式が4月8日

午後1時より新講堂で行なわれた.

とれにつし、て冨山校長は大略次のように諮った.

「本年の入学志願者は空前の多数で全国に冠たるものがあり ，一部，二部及び教員養成所を合

計すると 4，800名を突破するに至った.この難関を突破して栄冠を荷われた諸君に対し満腔の敬

意と祝意を表する.同時に本校としては選ばれたる有為なる諸君を今後3ヶ年間預り真に国家有

用の材に1-1:上げるまでの甚大なる責任のあることを痛感し，挙校一致練成指導に当る決心であ

る.諸君を入学せしめたる後は41.徳の修練と共に特に軍事教練を一層強化して文武一如の教養を

全うせしめたき決意を有するものである.

木校の如き科学技術をその目標とする学校の使命は今後益々重加する.本校在学中全精力を学

徳修練に傾倒して精進，必ずその大成を期し，岡家の要請に応へられんことを要望する.J

34. 昇格問題起こる

横浜市は6大都市の中で大学をもたない|唯一の都市として取残されており，県民の聞ではかね

てから全固有数の工業県である面白にかけても，横浜高工を大学に昇格させるべきであるとの声

が10Jまっていた.

l附和18年初頭，横浜市政翼賛会では，その問題を取り上げ種々検討を行なった.横浜市工は全

国高工中でも，教授陣容，学校の設備，学生の収容能力などの点で最も整備されており，資材，

労力の逼迫(ひっぱく)してし、る今の情勢から見て，大学に昇格するのに最も適している.以上の

見地に立ち， 18年2月5日委員をあげて半井市長に昇格運動展開方を具申した.市長も高工の昇

格はまさに時宜に適したものとして欣然(きんぜん)この運動の中心に立つことそ誓った.

なお商工の大学昇格運動は各地でも展開されており，たとえば金沢高工，広島高工などでも同

時期にそれぞれ鼠運動を始めた.

金沢では， 17年9月26口，財団法人科学動員協会北陸支部金岡支部長より，金沢市工を工科大

学:に昇協の儀を，文部大臣および総理大臣あてに建白した.広島では，18年1月13日，広島工業

大学設置期成同盟会の発会式を行なった.

しかし，これらの運動も戦局の緊迫するにしたがい，いつかそのままになってしまった.大学

昇格が実現したのは戦後のことである.

35. 努力会誕生

昭和18年 4 月新学期を迎え， 戦周~憂うる本校一部有志、によ っ て「努力会」が誕生した.

われわれの周阿を見回すとき，まだまだ安穏な学生生活に甘え，時局に対する真剣味が足りな
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い者がある.戦時下の学生らしい努力をせよという趣旨であった.

この努力会の運動のーっとしてこの年から卒業記念アルパムの作成を止め， この節約した金を

積立て国防献金を行なった.

36. 報国団組織および予算

18年度報国団組織および予算は次の通りであった.

昭和18年度横浜高エ報国団一般会計

歳入予算 歳出予算

18年5月報国団組織

一企画班

ー情報班
総務部ー|

一会計班

科目 |金額 班名 |金額

一庶務班

一作業班

一行軍山岳班

ー剣道班

一柔道班

一弓道班

一相撲班

鍛錬部一卜陸上競技班

一水泳班

一野球班

一庭球班

ー闘球班

一箆球班

一排球班

一蹴球班

ー射撃班

一騎道班

一航空班

国防部一|一科学兵器班

一海洋班

一銃剣道班

「講演直

文化部ー!一書画班

iー音楽班

生活部ー|

科学部ー|

一共済班

一寄宿班

一購買班

一大陸班

一機械工学班

一応用化学班

一電気化学班

一建築学班

一造船工学班

一航空工学班

第一項報国団費 18，070.00 

第一目職員団資 1. 218. 00 

第二目生徒団 'I!i 16，212.00 
第三目寄附金 2.00 
第四回預金利子 137.00 

第五目雑収入 1. 00 

第六目文部省補助 500.00 
A守u.ー 校 補 助 3，676.00 
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37. 戦没会員慰霊祭

本校先輩戦没者の慰霊祭は本校および工業会合同で18年5月22日午後，本校新諦堂できわめて

おごそかにとり行なわれた.

式は伊勢山皇太神宮宮司斎主となり，富山校長，工業会理事長河村文一，生徒代表の各慰霊の

詞があり，ついで校長，遺族， 鈴木前校長ほか一同の玉串奉実あって終わった.鈴木前校長の霊

前に進む姿に遺族一同殊に思いを新たにしたようであった. 6時よ り夕食会に移り，夜おそくま

で追憶談にふけった.

38. 臨時全国専門学校長会議 岡高等専門学校長会議

18年4月17日文部省では全国専門学校長を招集して，全国専門学校長臨時会議を開催した.こ

れは今年4月1日より実施にはいった学制改革 (18年1月15日の閣議で決定)にのっとり，専門

学校としてはいかにすべきか，すなわち本会議の主目的は，学制改革の趣旨であるところの知l育

偏重教育を脱却し，学科と修練の一体化による実践的教育の実現を期するための具体方策の検討

にあった.

これに対し各学校長より活発な意見の開陳があり，たとえば学科内容の改革，すなわち現在正:j

工が保有している学科について時局に間接的な縁遠きものは，この際改廃を断行してはどうか

(例:工芸科，染色科等)，その他に工場実習の再検討，健康問題等等が論議された.

つづいて18年5月24日から26日までの3日聞にわたり，全国高等専門学校長会議が文部省で聞

かれた.第 1日午前，官公私立の高等専門学校長ら 300余名が，特に宮中に召されて天皇陛下に

拝謁(はいえつ)，午後阿部文部大臣の訓示があった.

高工関係については第3日目，熱心な論議が行なわれた.現下の生産力増強は，工業技術にま

つもの非常に大で，若しも生産力が皇軍の戦力に十分応じ得ないということがあってはならず，

生産力即戦力の時代においては，その中心は人物の問題にあるので，高工教育はその点において

国が最大の犠牲を払い，最重視している旨，文部省は強調するところがあった.また明年度より

教授要目の改革が実現されるが，特に高工は十分な検討が必要なので，各学校長よりこの点に関

し種々意見が述べられた.

富山校長は本会議に出席して帰校後次のように大略述べている.

「本校では教授要目の改正という点については現在6利あるが，何れの科も時局に必要な学科

ばかりであるので廃止する科はないと思う.

修練の重視という点については現在本校は1週1時間であるが，当局の方針は3時間であるの

で，各科毎に種々立案したい.修練は勿論正課であるので放課後に行うことはない.なお文相は

学聞は自発的でなければならならないと言っておられる.この事は本校校是の名教自然と通ずる

ものである.J
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39. 新入生の野営 画期的壮挙

18年度新入坐 500名に対し，4月12日より15日まで4日間，千葉県下志津栗山廠舎(しょうしゃ)

で宿営練成を行なった.新入生をただちに数日間宿営させ，練成を行なったのは，全国初めての

試みであった.

40. 総合鍛練大会

毎年6月ともなれば，若人の情熱は対高商野球定期戦に向けられるのであるが，戦時下ますま

す苛烈(かれつ)をきわめる時，野球定期戦は前記のように付l1Lとなったので，本校報国団では校

内総合鍛練会を開催することに急、き ょ決定し， 6月3日， 4日の両日にわたり，各科対抗戦がく

り広げられた.まず初日柔道，剣道，弓道，相撲， 排球，野球，ラグピー， 蹴球が，2日目は射

撃，銃剣道，強歩，庭球，飽球とつづけられた.なおポートは中1日置いて行なわれた.結局総

令では機，応，電3科接戦であったが，優勝は応化と決定した.

41. 校内建設進む

17年秋講堂の新築成り ，18年初頭図書館完成し， r名教自然」の大理石の碑と共に学校正面は
堂々として，日本の科学工業育成の殿堂としての風格を備えるに至った.'~ しかし裏側はまだ関東

大震災のなごりをとどめるパラック建てや建て物の土台が残っているところもあった.

18年度にはいり，これらも着々と整備され，新練成道場，食堂等も建設された.

新練成道場はプールの南寄りに新築され，総工費37，700円で17年1月着工， 時年7月落成し

た.柔，剣道場とも縦15問幅6聞で， 他に訓練場，持11室，シャワ 一室等がついていた.

42. 就職早くも決定

決戦下工業技術者の需要はいよいよその必要度を加えてきたが，18年9月卒業をひかえ，厚生

省の就職割当てが発表された.本校では，関係先とそれぞれ折衝中で、あったが，全国高工中の白

眉(はくび)をもって自他共に許す本校卒業生は，各人ともきわめて有利な条件で，7月15日には

早くも全員就職先が決定した.

43. 高専体育大会無期延期 文部省通達

18年7月10日文部省より大学， ;13i専.，巾等学校の各種体育大会は無期延期する旨通達された.

これにより毎年夏，はなぱなしく展開された各種体育行事は，すべて中止となった.

本校各運動出では，4月以来懸命に練習をつづけてきたが，この発表によりとの夏は各自実習

に，あるいは勤労奉仕にはげんだ. (本節26項参照)

44. 夏休みも返上実習に練成に

18年度夏季休暇は，8月1日から22日までの3週間ときまった.ただし夏季鍛練期と銘打つて，
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休暇とは名目のみ，苛烈な戦局の推移に学徒動員令により会社，工場へ実習に出動した.すなわ

ち18年度夏の学徒勤労動員は，さきに決定をみた学徒戦時動員体制確立要綱の線にそって行なわ

れ，動員された全国専門学校以上の学徒は延べ人員 100万人と称された.本校動員は次の通りで

あった.

〔機械工学科J00造船所，マツダランプ.00特殊製鋼.00鉄工所.8月6日-20日
〔応用化学科〕 日本揮発油，マツダランプ，満鉄.00研究所(月日不明〉
〔建築学科〕 第2国道建設作業 8月21日-31日

〔航空工学科〕 日本飛行機.00製作所，日本小型飛行機，中央航研横浜研究所(月日不明〉
〔造船工学科〕 各地造船所. 8月2日-21日

右につき学校長は大要次のように語った.

「諸君が夏季休業を迎えるに当り，桁感する事は，高工生の夏季鍛練期間中の任務は他校に比

した場合，非常に重大であるという事である.

諸君は工場実習に勤労奉仕に行き，直接戦力増強の一翼を担って働くことになってし、るが.N.' 

j易，持場に於て充分に各自のカを発揮して貰いたい.

何をするにも体力が基となるから夏に身体を十二分に鍛えておいてほしい.さらに工業学徒に

は，技術の練磨という重要な事が負荷されている.多忙な夏休ではあるが余暇を見ては足らざる

を補ない勉学につとめねばならぬ.以上の事を充分留意してこの夏を有意義に送って貰いたい.J

教授陣も夏休み返上

夏休み，教授陣も安閑としてはいられなかった.勤労奉仕の常生た、むと一緒に工場へ1:1悦〉けた

り，平常たまっている事務を整理したり，そして一方当然のことながら，本務である専門の研究

に寸暇そ惜しみ，夏休みを返上し三伏の猛暑も何のそのの意気ごみであった.

45. 海軍予備学生入隊者壮行式

18年8月27日本校講堂で，海軍予備学生入隊者壮行式が校長，教職員生徒ら出席のもとに挙行

された.式後校歌を一同で斉唱，校長の発声で万歳を三唱した.

46. 第22回卒業式

昭和18年9月21日午後2時より，本校第22回卒業式が大講堂において挙行された.

顧みれば，昭和16年大学高専の修業年限短縮の発表があり，つづいて17年度より 3カ年の課業

を2年半に短縮し，速やかに国家の要員に充当されることとなったが，本校においては18年度も

半年の短縮にもかかわらず，なんら質的の低下はなく ，むしろ往年以上の成績をも ってここに

4∞有余名の精鋭を第一線に送り出すことができた.

式は国歌奉唱，宮城遁拝，黙とう，教育勅語奉読あって後卒業証書授与，学校長告辞があり，

ついで文部大臣，神奈川県知事， 横浜市長の祝辞，来賓来栖三郎前駐米大使の誹話があり，卒業
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生総代の答辞の後，最後の校歌を声を限りに歌い「海行かば」を斉唱，ここに感激の式を終わっ

た.

学校長式辞

「諸君が入学した当時は恰も日米交渉が開始されんとした時であり，それ以来アメリカの我に

対する圧迫が日に日に積り来り，所調ABCD包囲陣の形成等息詰るやうな形勢となり，その打

開策の為，来栖大使の急謹渡米というやうな事となり， 風雲まととに急なる時であった.

そして遂に吾は自衛上剣を執って立つの止むなきに到り， 12月8日米英に対し宣戦の大詔換発

となり，1億国民ほ均しく感激，…一 一大決意を固めたのである.

以来緒戦に於て皇軍は赫々たる大戦果を挙げ得て，さらに昨年後半期に至り，ようやく敵の総

反攻が激烈となって，南太平洋に於ける苛烈なる戦闘が限りなく展開していくに至り，今や真に

国運を賭する未曾有の重大決戦期に直面するに至った.

即ち諸君2年有半の在学期間中はわが学徒として嘗て無き若き血潮を沸かす時に際会し，此間

諸君は本校課程を勉学せられ，且つ各種修練に精進せられて明日の科学技術人としての重責を荷

うべき準備を孜々 としてなされた.

諸君を国家が要請すること頗る急なるものがある為，平時に比し6ヶ月も短縮して今回卒業せ

られるに至った.今次卒業する諸君の中より，多数の人々は現下直面する国家の危急に挺身赴く

為に進んで陸海軍飛行機の操縦者として志願せられ，卒業をまたずして入隊せられ，又その大部

分の諸君は卒業後直ちに皇軍の一員として入隊し，近き将来の幹部として第一線に活躍せんとし

ている.

在学中特に心魂を打ち込んで従はれた軍教訓練の精華と，練磨せられたる各専門に関する叡智

は，必ずや祖先，先輩に恥じざる勲功を立つるの覚悟あるを確信期待して諸君を送る言葉とす

る.J

47. 海軍より計算を依頼

18年9月，海軍より本校に対し科学戦に必要なる兵器に関する磁気係数の計算の依頼があっ

fこ.

この計算は電子計算機のない当時では， 1人の専門家が毎日 1分の休みもなくつづけても，満

6カ年を要するというぼう大なもので，軍ではこれを短時間に完成したいとの希望であった.

木校では 9月27日，緊急教授会を聞き安川，木戸両教授はじめ数，物，電関係全教授協議を行

ない成案を得たので， 10月11日全校生徒を講堂に集合，宣誓式を行ない完成までいっさいの授業

を停止し，教職員生徒一同結集して計算報国に着手することとした.

開始に際し富山校長の訓示の後，安川委員長の次のようなあいさつがあった.

「学校に於ては与えられたる計算式を数，物の教授合同して工夫の結果，最も計算に簡易にし

て而かも確実なる如く運算出来る様式を分解整理して基礎表を作成，以下目的の数値を全員動員

のもとに算出表にまとめるこ とにした.これは数が多く間違い易い計算であるが絶対に正確を期
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さねばその用を為さず， 文一日も早く その完成を急がねばならぬ性質のものである.J

全校生の努力によ って，さしもの難事業も10月11日着手10月18日予定よ りも数日早く完成した，

しかも検算さえすませ完ぺきのできであった.ただちにこれを梅軍当局に上納し， 翌19日は慰労

のため全校休校とした.

48. 教育に関する戦時非常措置方策決まる

昭和18年末に至り戦局はますます苛烈!となり，ここに教育に対する非常措置がとられることと

なった.すなわち，18年10月1ロ2日の閣議で「教育に関する戦H

た.その要項は

1. 徴兵適齢までに専門教育を終了せしめる様中等学校の 4年制施行期を昭和20年3月より繰

上げ実施する.

1. 高等学校の文科入学定員を3分の lに滅じ理科を拡充する.

1. 学徒の勤労動員を 1年につき約3分の l相当期間実施する.

1. 教員の確保を期する為教員資格緩和の方途を講ずる.

などであった.

49. 開校記念式典挙行 記念祭は中止

従来本校開校記念日は11月1日と定められており，記念式典のあと 1日より 3日まで開校記念、

祭を挙行し，ハマの名物として多数の人々を集めていたが，今年よりは開校記念日を教育勅語発

布の10月30日と改め，記念祭は時局がら文部省の通達もあ り，中止することとした.

第23回開校記念式典は上記決定のように10月30日，午前811寺より本校講堂で挙行された.君が

代斉唱，宮城遥拝，黙とう，教育勅語奉読の後，記念式典に移ったが，学校長は大略次のように

述べた.

「本校の開校記念日は以前は10月29日となっていたが，近年11月1日に変更し，ひきつづき 2

~3 日間， 記念祭を挙行してきた. しかし本年はそれも許されないので，10月30日の教育勅語発

布の日を本校の記念日と し，同時に体育大会を聞くこととなったのである.本校は当時としては

巨額の35万円の資金と 2万坪の土地を神奈川県の好意により寄付を受け，また横浜市よりも45万

円の資金を頂いて創設されたのである.即ち本校は全く神奈川県と横浜市との好意により出きた

ものであり，我々は永く，又深くその好意に感謝しているのである.その一つの表れとして，夜

間の工業学校を開設し，文商工実習学校を援助して貢献するところあり，この上とも永くその恩

に報いて行くつもりである.本校は既に4，000名に上る卒業生をあらゆる部門に送り，現今中堅

指導者として何れの学校にも劣らぬ業績を挙げているのである.神奈川県や横浜市が示してくれ

た好意には十分に応え得たものと信じている.諸君らも是ら先輩に負けぬよう更に本校23年の歴

史と伝統を誇る本校生徒たるの自覚を以て大いに頑張って頂きたい.J
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練成大会

10月30日，記念式典終了後9時30分より，南運動場で練成大会を挙行した.

まず一同そろって体操を行ない，

50. 

それより真し敢闘の鍛練競技に半日を送り，午後4時校歌を

高らかに歌い万歳三唱の後，大会を終わり散会した.

連合演習

18年10月23，24日両日，神奈川県下専門学校，中等学校連合大演習が行なわれ，本校も東軍独

立第一大隊としてこれに参加した.23日午前7時半学校を出発，東軍の集合地たる星川に到着，

51. 

休む間もなく東軍最前列となり高尾山丘陵地帯占拠のため，秋色濃き相模原を西進，午後1時西

3時退却の西軍を追って強行軍を行ない，演習場付近で相対

時(じ)したまま夜営，翌24日は早朝6時半より総攻撃を開始，白兵戦を展開し午前9時演習を終

了.近藤知事7，000名の学徒を閲兵，担当将校竹下大佐の講評があった.本校は日ごろの練成の

1人の落ご者もなく諸学校の先頭となって活躍した.

軍と遭遇，勇壮な肉弾i践を展開，

成果を発揮，

報国団改組

本校校友会は前述のように昭和15年時局の要請するところにより，発展的解消を遂げ報国団と

なり，従来の学生自治にかわり教授が班長となり，その指導のもと非常時学徒としての練成を積

52. 

み重ねてきたが，以来満3カ年，時局はさらにきびしさを増してきたので， 18年11月1日役員会

を聞き次の通り改組することとなった.

また陸上競すなわち鍛練部の弓道，野球，庭球，蹴球，龍球，排球，合宿訓練の7班を解消，

技を陸上運動と改称，寄宿班も報国団を離れ，学校の援助で充実を期することとなった.そして

また廃班のため予算編成替えを行なった.

市

基

義

能

腕

務

正

正

耕

文

文治

由太郎

万里

山

藤

口

藤

井

村

井

川

津

中

須

樋

佐

藤

河

荒

藤

広

班長

代理

科学兵器班長

文化部長

講演班長

生活部長

保健共済班長

科学部長

航空班長

道騎

人心を刷新するため各部長，班長を更迭した.

弘

雄

平

治

肇

浩七

務基

幾久雄

滋

忠

小

房

阿部

友成

i軍大坊

石川

宮島

豊田

須藤

森川

報園田新組織

総務部長

企画班長

情報

鍛錬部長

剣道班長

柔道

陸上運動 H 

関球班長

国防部長

射撃班長

11 

11 

治輝藤芸詰

なお!廃班となった7班と寄宿班の残り予算金額(返上予算)は練成部，国防部という時局下喫
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O返上予算 0追加予算

鍛練部 収 入 2.467.97 

弓道班 36.65 支 出 2.467.97 

合宿訓練班 200.00 鍛錬部 1， 041. 00 

庭球班 870.40 柔道班 70.00 

蹴球班 28.02 作業班 160.00 

排球班 258.50 闘球 班 71. 00 

野球班 796.40 行軍班 400.00 

籍球班 53.00 相撲班 100.00 

言十 2.242.97 水泳班 40.00 

生活部 剣道班 200.00 

寄宿班 225.00 国防部 1， 426. 97 

言十 225.00 海洋 DI 105.00 

総計 2.467.97 科学兵務E.f. 1.321. 97 

53. 揮大防小平 新情報班長に

18年11月1日付けで，佐藤正能教授は情報班長を辞し，新たに生徒謀長海大防小平が情報班長

となった.

佐藤班長は昭和15年校友会が報国団となり，新聞部が報国団情報班となったとき，班長に就

任， 以来戦時中の用紙不足，検閲問題， 班員の不在(長期勤労動員等のため)などの悪条件の

下，よく高工時報の発行をつづけてきた.その労苦を多とせねばならぬ.

54. 18年学園人事

山本教授逝く

電気化学科山本一夫助教授は18年1月25日病気のため死去した.危篤の報に 1月23日付けで教

授に昇進した.同教授は明治43年富山県に生れ，昭和6年本校電気化学科卒，ただちに電化助手

となり後東京工大染料化学科に入学，同12年東工大卒，同年11月本校助教授として来任.16年京大

に内地留学中，病を得て京大付属病院に入院，つし、に不さ等F

なお死去前提出中の「分子内のエネルギ-の分布」なる論文が通り札，理学博士号を授与され

た.資性温厚，篤実の若き学究でその死を惜しまれた.

新学年を迎え教授陣異動

昭和18年4月 新学年を迎え教授陣営に若干の異動があった.

山梨進一教授 18年1月25日付 任海軍大学教授

豊田浩七 18年3月24日付 任本校教授

佐野朝男 3月24日付 任 N

川田正斉教授

工藤進教授

18年3月31日村 任東大学生主事

H 任陸軍司政官

藤井耕一 H 任本校助教授

移動教授略歴次の通り.
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。川田教授

昭和13年3月本校来任，英語担当，また教養生徒の主事として尽力した.東大学生主事に栄転

く〉工藤教授

昭和16年6月本校生徒主事として着任，独語相当，陸軍司政官に栄転

。山梨教授

基礎学科数年:担当，海軍大学教授に栄転

く〉豊田教授

ノ、ルビン工大より転任，数学問当

。佐野教授

大使館調査官より着任，英語相当，横浜高商と兼任

。藤井助教授

桐生商工よ り転任，独語担当

遠藤教授京城大へ

造船工午?科遠藤重郎教授は18年4月28日付けで京城帝国大学教授に栄転した.

同教授は昭和4年造船工学科設立と同時に同科助教授として着任，数学，力ヴ:を担当， 14年の

長い間生徒の薫陶に尽くした.

田口講師教授に

田口武一講師は18年6月25日付けで本校教授に任ぜられた.同教授は，本校建築学科昭和7年

卒業後，東工大建築学科へ進み， 10年卒，後ただちに横須賀海軍建築部に勤務， 16年9月より本

校建築学科に専任講師として勤務していた.

阿部教授博士に

阿部滋弘教授は大阪帝大理学部へ提出中の「精油成分の化学的研究」が教授会を通り， 18年7

月7日付けで理学博士号を授与された.

同教授は千葉中卒，本校応化第1回卒業，学生時代野球部選手としてならした.卒業後，応化

助手として残り，また理研真島研究室に通い，有機化学を専攻した.

中島教授急逝

18年10月23日電気化学科中島正巴教授死去，享年40歳の若さであった.

大正15年本校電化卒， 北斗電球制に就職，昭和3年助教授と して本校に赴任，13年3月教授，

「アセトンの熱分解」の論文を京都帝大に提出， 17年8月理学博士号が授与された.

明朗高潔なる人柄は学生の信頼があつかった.

横山教授金沢高エ校長に栄転

18年10月30日付けで，電気化学科事務取扱横山盛彰教授は金沢商工校長に栄転した.

同教授は大正10年4月本校に来任，同年5月助教授，大正11年4月教授，以来20数年の長きに

わたり，木校および同科発展のため尽すいした.

本邦における電気化さ戸の権威で，教室では「電気化学理論JI物理化学」を111当.明朗真しな
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講義ぶりは教授陣のー異彩で，学生の信望を集めていた.なお転任後も本校講師を委嘱された.

金沢商工校長として戦時rllよくその激務に耐え， 1被後同校が金沢大学工学部となるや，初代工

学部長となり30年3月退官した.

本間教官帰還

本間助教授(休育)は前述の通り)ι召中であったが， 18年末赫々の武勲を立て無事帰校した.
なお，12月31日付けで大JE15年以来長らく 弓道講師を嘱託されていた浦上栄が弓道班廃止にと

もない解嘱された.

55. 昭和19年を迎える

njJ，和19年元日午前9n~jーから ， 恒例によ り 教職員および残留生徒一同誹堂に集まり ， 拝賀式を挙

行し校長の訓示があった(残念ながらその内容については資料が放っていなしつ.

1月4日は御用始めで，/1:前9時よ り「市:人に賜りたる勅諭」奉読式があり，生徒も多数出席

した.校長の訓示および配属将校の講話があった.なおこの日官吏戦時服務規律が公布された.

56. 1月8日大詔奉戴日

決戦の新春を迎え1月8日朝詔書奉読式後，ただちに恒例の行軍に移った.

この日は全校生徒を東西両軍に分け，西軍は，鎌倉街道を南進，野庭口より戸塚街道へと山道

を抜け，一方東軍は吉野口より保土ヶ谷へ出，両軍昼食後再び行動を開始，保土ケ谷遊園地付近

で遭遇戦となり，午後2時30分休戦となった.帰校後，安川教授の閲兵，分列式後5時解散し

た.

なお19年も毎月 8日に式があり，終わって行軍が行なわれた.ただし， 12月8日は行軍はせず

消防演習が行なわれた(後記).

57. 紀元節におしるこの配給

19年2月11日午前8時30分より講堂で紀元節の式典が挙行された.終わって神奈川 県の好意

で，生徒に対しおしるこ 2杯分の材料が配給されたので，早速おしるこを作り久しぶりの甘いも

のに舌つづみをうって紀元節を祝った.

58. 血液型

戦時中は国民は皆防空服装に身をかため，いつ何時(なんどき)空襲があっても随所に対応で

きるように強要された.そして国民服の胸には氏名，生年月日，血液型を明記した布切れが縫い

つけられていた.爆都や1焼夷怖で負傷した場合，応急措置として輸血するため血液型を明記する

ことが必要とされた.

本校においては昭和19年2月10日より25日までの10日間に，各科別に血液検査を行ない，各人

の型を明らかにした.

これは報国団保健共済別 荒ヲ|文治班長の努力によるもので，大雄山病院(本校委嘱病院)な
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らびに校匿の協力を得て，学生756名(受診率779百)の血液型検査を実施することができた.

59. 本年度入学者増員募集

大東亜戦争がぼう大な兵然弾薬の消耗戦と化した今日，その同の生産能力がただちに前戦の戦

況に影響するという現段階においては，技術者の増員が緊急のこととなってきた.

そのため18年度以降全国高等工業学校の整備拡充強化が行なわれてきたが，このほど細目が決

定し文部省から発表された.

本校ではいずれの学科も緊急必要なため，改廃の変化は見られず，一用の肱充が明まれた.

すなわち造船科は従来の40名を80名とした.また昨年機械，応化の2科に設置された 二部制

(夜間修業年限4年)は本年より電化，造船，航空にも新設され，それぞれ40名募集することと

なった.なお付設工業教員養成所も，造船，航空の2科が新設された これにより本校は 1部，

2 ;::-11，教員養成所をあわせると 1，900名の多数に上ることとなって， Jj下，夜間述統で技術者養成

に突進することとなった.現状のままの教職員数でかつ，現設備でこれだけの生徒を教育する教

職員の労苦は非常なものであった.

志願者数

入学者発表

19年度の入学試験は3月17日より開始された.17， 18日は筆記試験， 21~24 日は口頭試問，

25， 26日は2部の口頭試閉じ前後10日聞にわたって行なわれた.試験科目は数学，歴史，化

伊，鉱物等で英語はなかった.そして3月27日午後3時発表された.戦時下のこととて，空襲に

備えて受験生は皆防空頭巾(ずきん)ゲートルに身をかためていた.試験問題も万ーをおもんばか

り2，3通り用意されていた.受験者総数5，865名という空前の多数で，このうち合格の栄を得

たものは 716名であった.

富山校長は大略次のように述べて，乙の栄えある新入生を迎えた.

大東亜戦争もいよいよ決戦期にはいり，日々苛西宮となる科学戦は一層の深刻さを以て前線，園内に於

て戦はれているのである.この時に当り明日の日本技術陣の先端に立たんとする若き俊秀の新人を迎え

たことは，誠に喜ぶベき事である.が併しその反面合格者の何倍とL、う不運の人のあった事を思い，合

格者は自惚れる事なし今後将に展開される2年有半の高工生活に於て愈々卓抜せる頭脳と頑健な身体

と清新なる精神の一層の練磨に努め，学徒即学兵，学校即戦場の気分を持ち，重き国家の要望に応える

と同時に，輝かしい弘陵20有余年の歴史を弥が上にも発展させねばならぬ.

受験者の体力

時局下食糧事'情その他から19年度受験者の体力については，各方面からかなり憂慮されていた

が，本校受験者に関する限り，まずまずの成績であった.
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体育課の石川教授によれば， I食糧事情などから受験生の体格については相当心配していたが，

検査の結果は全般として例年より良いようだ.殊に一部生より 二部生の方がよい，これは二部生

が職場で働き且勉学するために自分の休力ということに自覚を持っているからではないかと思

うJ. 

60. 学徒勤労動員にっし、て

昭和19年8月23日，決戦体制下の方策として「学徒勤労令」および「女子挺身隊令」が公布さ

れた.

今常生の勤労奉仕についてさかのぼってまとめて述べると次の)mりである.

①13年6月， 文部省は，集団的勤労作業運動実施に関する通牒を中等学校以上に発し，食事，軍用品等

に関する簡単な作業に年間3日から5日聞を標準として従事することを定めた.勤労奉仕の始まりで

ある.本校では前述の通り，プーノレ作りが行なわれた.

②14年3月， 文部省は，中等学校以上における集団勤労作業を漸次恒久化し，正課に準じて取り扱うこ

ととした.

③15年， r基本国策」が閣議決定され，大政翼賀会が結成されるや， 1年のうち30日以内の日数を授業
を廃して作業に充当するよう強化した.

@16年8月，文部省は，学校報国隊の編成を命じ，学徒を労務動員するための準備を整えた.

⑤16年12月労務需要の激増に伴い「国民勤労報国協力令jが公布され，学徒もこの適用を受けたが，学

生に対してはまだ教育的配慮が加えられていた.

⑥18年になると大東亜戦争の戦局悪化にともない，労働需要が倍加したため，学徒は労働供給源として

急激に注目されるに至り「学徒戦時動員体制確立要綱」が決定され，学校報国隊の待機姿勢が強化さ

れた.

⑦同年(18年)政府は当時の情勢下における国政運営要綱を発表し，続いて教育に関する戦時非常措置

方策を決定し，学校の修業年限の短縮や戦時勤労動員等の強化措置を決定した.勤労動員は教育実践

の一環として，在学期間中一年につき概ね 1/3に相当する期間実施することとなった.

③19年1月「緊急学徒勤労動員方策要綱Jが閣議決定をみて，勤労即教育の本旨に徹して動員がよりい

っそう強化され， 1年につき概ね4カ月を標準として継続して勤労につくたてまえとなった.

⑨19年3月戦局いよいよ急を告げるに従L、，中等学校以上の学徒の通年動員が決定され，詳細な学校別

動員基準が指令され，全国の学徒は続々と軍需工場へ動員された. 4月にはいると 勤務時間中，工

場，事業場内において軍事教育，教授訓育のため 1週間6時聞を原則とする授業時聞を設けることが

指示された.

⑬19年8月このような経過の後，この「学徒勤労令」が公布されるに至った.これは「国家総動員法」

に基づくもので，学徒勤労については“勤労即教育"と規定し，学校報国隊の組織によって勤労期間

を1カ年とし，その出動に関する主務大臣を文部大臣とした.これはすでに行なわれてきていた動員

に法的措置を与えたものであった. (主として学制90年史による)

次に本校における昭和19年内の動員について述べる.ただし資料不十分のためもれているもの

があると思われる.

(1) 春休みの勤労動員

19年の存休み，木校機械，応化，電化に勤労動員令が下り，若き学徒は情熱を傾けてそれぞれ

専門分野の工場に出動した.
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なおこのため，学科課程，実験等には従来の方式をやめて真に重要な基礎的なものに重点そ置

くようにし，土曜， 日曜を返上して，ひたすら最後の学業研さんに努力することとなった.

o機械工学科
機械1年は3月11日より25日まで約半月間，芝浦工作機械，および石川島タービンで朝7時45分より

夜6時15分まで，戦時下最も重要なある種の製図に携った. 1日10時間30分の長時間，設備の不完全な

場所で器具を用いて虫眼鏡で見るような細かい図面を画くことは実に容易ならぬ労働であった.しかし

勤労学徒の意気と熱をもって期間中に大いなる成果をあげ，会社側の期待にこたえた.

o応用化学科
応化1年生は3月9日よ り10日間， 全員新子安の昭和電工へ出動，戦時下その生産が戦局に及ぼすと

ころまことに大なるものがあるとして，短日数ながら，大いに奮闘し成果を挙げた.

。電気化学科

電化1年生はまず先発隊16名が3月22日から，主力部隊は24日から，それぞれ住友通信工業へ進発し

作業にてい身. 4月3日予定の作業を終えた.

。建築学科

全員2月，日本飛行機(株〉杉田工場へ出動した.また1年生第1班は3月13日から19日まで，第2班

は21日から27日まで横須賀海軍工廠に出動， 全員大倉土木の現場宿舎に宿営，各々 1週間筋肉労働を行

なって熱汗に報国学徒の真面目を発揮した.

。造船工学科

他の科と趣を異にし，この春休みは例年のように自習に励んだ.

く〉航空工学科

航 空科全員 170名は日本飛行機(株)へ3月12日より14日間出動した.

(2) 新学期の勤労動員

新学期を迎え本校は，関係各省と打合わせの上. . 2年生は次のil!'iり各科ごとに出動した.な

お19年 9月卒業予定の 3年生は.4月いっぱいでそれぞれ就職先がきま ったので.5月早々就職

先の官庁，工場に出動した.

0機械科 目野重工業，石川島航空工業，芝浦共同工業，東京機器工業，日本鋼管川崎造船所，

。化学工業科

く〉電気化学科

o建築学科
。造船工学科

。航空工学科

日産自動車

古河理科研究所，東京瓦斯，富士写真フィノレム，大日本化学工業

昭和電工，古河電気工業

神奈川県庁

浦賀船渠，日本鋼管00造船所

陸軍航空本部勤務班，海箪航空技術廠，日本国際空航00工場

冨山校長は次のごとく諾った.

今回の学徒に対する非常措置は国家が戦争目的遂行の為に，真に緊急必、要あってなされた事で，学徒

の本分たる学業を離れ，或は放棄するが如き事があってはならない.まして今年より学科課程に於て従

来に見られない劃期的強化が行なわれ，決戦下に工業学徒の受け持つ課業というものは，非常に重くな

ってきているのに，学校を離れ勤労に励むということは並々ならぬτjιで，諸君らが校是たる名教自然、の

真意を体し，自ら勉学し，学徒の本分たる行学一如の理想、達成に遁進することとなったのである.二，

三年生が通年動員されるこ とになっても，各々の職場は学校の延長であって，全く学校というものから

離れてしまうものではない.この意味に於て職員の方には学生のみに作業場に{動かせて置かず，常に工

場に於て生徒と起居を共にし，接触を保って，学校内に於けると同様の教育的効果を挙げ得るよう折角
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努力して貰いたいものである.学生自身も特に政府が工鉱方面の学徒にその専門を以て，国家の要請に

応える如く考慮されている事を思い，諸君らが，今日まで日夜学び来った知識が，今直接お役に立つ時

が来たのて‘あるからして，向僚の文科系学徒が前線に立っている心持ちと同じく， 滅私奉公，一意専

心，自己の職場に於て{動いて貰いたい.三年生はそれぞれ就職先に於てその天分を十分発揮し，今年度

の戦力の飛躍的増強の原動力となって貰いたい.叉若き情熱を只管国家に棒げた学徒の気鋭が全国工員

奮起の本となっていることを考えても指揮者として間接的に，工員の能率増大の中核となって貰いた

い.国家に於ても現下の逼迫せる食糧事情下にもかかわらず特に動員学徒に対し食糧の増配並びに衣料

の供給をしてくれる趣旨を体して，一意国家の多大なる期待に背かぬよう働いてほしい.

(3) 夏休から秋への勤労動員

o吉岡教授談(造船7年卒〉

(商工時報399号昭和19年4月28日)

19年7月から 8月にかけて造船科では全員勝浦の旭造船所へ木造船建造の勤労動員に行った.宿舎は

養成工の寮やお寺であった.移動証明書持参で米が1日1.3合位補助された 職員は移動証明書が不要

だった 作業時間は工員と全く同じ，ただし残業はなかった.なお被服自弁で手当は食事付で日当 1円

20-1円30，旅費支給.寝具持参という条件であった. 1年生は勤労作業，2. 3年生が工場実習であっ

た.

o豊倉教援談(機械22年卒〕
機械科では19年秋，農業動員で山北の奥の清水村へ1カ月ばかり，機械科全員が行き，稲刈や整地な

どの農作業を農家へ泊りこんて、ゃった.

白米がたべられ， ドプログがのめた.また19年9月21日-10月16日藤沢へ海軍航空隊飛行場建設に行

き毎日モッコかつぎをやった.現地で講義があった.

oなお，建築科でも全員9月から10月にかけて飛行場建設に出動した.

(4) 勤労動員に対する批判

以上の勤労奉(上作業については， 概ね良好の成績を挙げ得たとしているが， 商工時報398号

(19イ1'-4月5日附)には次のような疑問を載せ，今後の学徒勤労の在り方についてさらに一段の

検討を要する旨を笹告している.

以上各科各々その専門とする部門の工場等に進出し，造船に，電波兵器に，設営に大いに理工科学徒

の面白にかけての力闘に，勤労期間を終始したのであるが，現在の戦局の重要性或は産業危機の重要性

よりして，亦科学戦の要求より来る技術の不足等より見て，その作業内容は決して当を得たものではな

く，殊に機器の使用等に於ては，学徒に対し信用が置かれておらず，いくつかの会社に於ては僅か10日

そこそこのお客扱いの如き受入れをする等，遺憾の点多く. r貴重な科学技術の授業を止めてまで行う
作業がこれではJと慨歎せしむる市屡々であり，今後に幾多の問題を残したことは大いに検討の要があ

ろう

以上のように，高工時報では~I-: '{I:; に控えめに勤労動員についての受入れ側に対する不満を述べ

ているが，いっさいの批判を許さなかった当呼としては，よくこれが検聞をパスしたものだと思

う.受入れ側と学生との聞のトラフ勺レは実際しばしば起こっており ，要は純真な若人の国家のた

めとはり切って，学業をなげう って出動した出先で，軽くあしらわれ，お客様扱い，あるいは足

手まといのように過せられては，不満が出るのも当然であったであろう.こ ういう場合会社と生

徒の聞に立って引率の教授の苦労は大変なものであった.
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61. 新食堂完成

馬場跡に18年以来建築工事中であった食堂は，資材，労力の極度の窮迫にもかかわらず，関係

当局の努力により18年末建物ができ.19年春に至り水道，窓の設備等の内装を終わりようやく完

成した.

新食堂は木造平屋建て，教官食堂と学生食堂と並立，もったいないくらい明るいなごやかな建

物であった. 4月より新入学生を迎えて開庖，代用食をやめ決戦食と称する雑炊が出された.

なお一般通学生でとの雑炊の昼食を希望する向きは米5合を持参すると，これに県，市の絶大

なる援助で不足分を足して25回券が渡されることとなっていた.なお従来の米食者はそのまま続

けられた. しかしこの自慢の雑炊も物資不足てま長つづきしなかった.

62. 教職員 日曜日返上

決戦非常措置要綱に基づく，官吏の休暇全廃にともない，本校では教職員一向3月5日より向

こう 1年間，日曜を返上して研究の一日も早く完成するよう，また学務が速やかに処理で‘きるよ

う努めることとなった.

63. 昭和19年ごろのカリキュ ラム

戦争もいよいよ苛烈を加えてきた昭和19年ごろの学生の勉学ぶりはどう であったか.1学期は

3年生はいなく.2年生は勤労動員されて留守で. 1年生ばかりであった.電化22年卒 (19年4

月入学)小泉 仰は 「高工時代の思い出」として DENKA6(43年12月発行)に次のように述べ

て，当時のカリキュラム (Curriculum)を紹介している.

「私の学生時代は戦中から戦後の混乱期にわたっていたので，満足な教育は受けられなかった.

弘明寺の衷から急に爆撃機が現れて二寮付近に爆弾が部ちたこともあった.戦争が激しくなって

2年以上になると授業ができなくなる恐れがあり猛烈なカリキュラムが組まれた.たまたま昭和

19年に使用していた数学のテキス卜(渡辺孫一郎著，初等解析幾何学三訂版￥2.00)の表紙に昭

和19年4月より前期の時間割が書いてあったので紹介する.

Ix.h 'i'fi 1JJ.7l +<::1 .. 物理化学 1""， ""1，，..， IEh. I 
月 |独語 |解析 1 1/ 11"'(柴崎)'1実験i笑験i実験
火 |無機化学 1/ 体 操 !数 学!独 語 ;化学英語 |実 験 i突 験

~I::;-r~~. 1iIn I物理化学 1 .. 1 _，~.=..." 
水 |電気工学 !道 徳 11"'(友成)'1 1/ 1箪事教練 |有機化学

木 |機械工学I1/ IいJ1H |実 験lH 1/ 

金 |物理学 1/ I化学工業 |数 学 |体 操 |実 験 | ノノ

電解 11 ，'.' 1 "'" :mt """ 1 1 __""-_ I 
(鶴岡)1人 文 l物理子 1/ 軍事教練 1/ 

1/ 

また機械科19年4月入学の豊倉富太郎(現本学教授)は次のように述べている.

19月頃まで授業があった.二宮先生ばかりが出てこられ，図学と機構学の講義があり，あと
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斎藤教授と山野教授がおられ， 他の教官は出征して留守だった.教練は渡辺大佐でガッチリしぼ

られた.J 

64. 新入生野営訓練

18年から実施された新入生の野営訓練は，19年度も実施された.すなわち19年4月8日の大詔

奉戴日を期し，富士山ろく板妻廠舎で3泊 4日の野営をし，入学と同時に中学生気分を脱却し，

木校生徒としての持持(きんじ)を一日も早く持たすよう特に内務訓練，仕付け教育に主眼を置

き教育された.

65. 名称変更横浜工業専門学校と なる

時局の緊迫化にともない昭和19年4月「教育に関する非常措置策」がとられた.

戦争の長期|化に対処するためには，何よりも現場技術者の必要性が叫ばれ，現場技術者を養成

するための機関である実業専門学校は，大学とは自ら異なる性格を持たねばならぬ.すなわち大

学は基礎，応用科学の研究方面に携わるのに対し，専門学校は，工場における直接生産陣に役立

つ人物を養成するという，両者それぞれの方面の最高学府であるという見地から， 19年度より専

門学校のさ学科課程の全面的改正を行ない.学年短縮にともなう学力低下を防ぐため，技術者とし

て必要な重要学科修得に努めることとなった.そのため伊校そのものの名称も変更して従来の高

2手工業予校は工業専門学校と改められた. したがって本校も「横浜工業専門学校」と改められ，

専門学校であることを明らかにした.なお各科の名称も次のごとく改めた.

(旧) 機械工学科 (新) 機械科

" 応Itl化学科 " 化学工業科
" 1江気化学科 11 il:i:気化さ)':1"1

" 建築学科 11 建築科

11 造船工学科 11 造船科

" 航空工学科 " 航空機科
なお，この横浜工業専門学校なる名称は生徒問には受けが悪く ，横浜商工という旧名がいつま

でも愛され使用された.

(注) 官立工業専門学校規程 (昭和19年4月28日)文部省令第28号

官立工業専門学校規程左の通定ム

附和19年4月24日

文部大臣 子爵阿部長景

官立工業専門学校規程

第l条 官立工業専門学校ニ於テハ専門学校令第1条の本旨ニ基キ工業ニ関スル高等ノ教育ヲ施ス

第2条官立工業専門学校ノ修業年限ハ3年トス

第3条 官立工業専門学校，授業ハ教授及修練トス

教授要綱及修練要綱ハ厚IJニ之ヲ定ム
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第4条 官立工業専門学校並ニ其ノ科及学科ハ第 1号表ニ依ノレ

(以下略〉

66. 報国団規則一部改正 (19年 4月)

名称 横浜工業専門学校報国団

第l条 本国は横浜工業専門学校報国団と称す

第 5条 総務部は各部の事業の統制，企回指j草及経理の事務に当り且他の部に属せざる事項を

掌る

〔総務部〕 に企画，情報，庶務，会計の班を置く

〔鍛錬部〕 に作業，行軍，山岳，剣道，柔道，相撲，陸上運動，水泳，闘球の班を置

く

〔国防背!日 に射撃，騎道，海洋，航空，科学兵器，銃剣道の班を置く

〔文化部〕 に講演， 音楽，書画の班を置く

〔生活部〕 に保健，共済，購買の班を置く

〔科学部〕 に機械，化学工業，電気化学，建築，造船，航空機，大陸の班を置く

第 6条 団員の総ては鍛錬昔11又は国防の一以上の班に加入するものとす

第18条 情報，購買，機械，化学工業，電気化学，建築，造船及航空機の各班に関する経費は

67. 

之を特別会計とす

19年度報国団予算

部班

総務企画

庶務

会計

鍛錬

国防

作業

行軍山岳

剣道

柔道

相撲

陀上運動

水泳

肉球

射撃

六ツ川夜話摘筆

経常資

785.00 

400.00 

15.00 

450.00 

1.003.10 

844.00 

435.0。
550.00 

734.00 

818.00 

708.0。
280.00 

特別支出

50.00 

200.0。
537.00 

845.00 

350.00 

400.00 

100.00 

230.00 

400.0。
180.00 

文化

海洋

航空

脇道

科学兵器

銃剣道

講演

音楽

書面(絵〉

/1 (書)

生活

科学大陸

部予備金

計

941. 00 

530.00 

4.000.00 

3.181. 00 

325.00 

405.0。
747.40 

217.50 

97.00 

195.00 

326.00 

400.00 

18.199.00 

2.940.00 

3.750.00 

1.120.00 

50.00 

9.170.00 

煙洲鈴木前校長が高工時報に毎号必ず執筆して，慈父のごとき愛をもって学生に示していた六

ツ川夜話は，用紙制限等のため 397号をもって中絶のやむなきに至った.

68. 横浜高工時報 廃刊となる

高工時報は用紙の配給滅，その他の事情から第392号をもって従来の新聞の形式をす丁切り，第
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393号より大きさを縮小し， かつ謄写版ずりとした.

すなわち昭和19年 1月5日の第393号に班告として次のように記している.

班告

さる12月8日(18年)総合戦力士首強のため政府は出版関係に対する出版事業整備要綱を発表し，餓烈

なる現政局下に不念、不要と目される出版印刷物は極力整備する方針をとるに至った.その第ーは官庁関

係出版物の廃統合で，第二は日本出版会々員に非ざるものの行なう出版事業の整備である.この後者の

対象となるものは同人雑誌，学校関係出版物等で，本校の高工時報も従来出版会会員に非ずして地方庁

特定出版物用紙の割当てにより，印刷発行を続けてきたのであるが，今回の整備要綱によりその継続が

非常に困難に立ちいたった.昨年後半期より，用紙配給減の為定期発行も出来ず休刊もしたが，右の様

な次第につき読者の御諒承をお願い致す次第です.我々は創刊以来幾多先輩の築いた高工時報の学生新

聞界に於ける名声を維持し尚一層の発展を期する為，折角努力してきたのであるが，国家の目的により

用紙配給の再調整及び印刷業者の整備の為，ここ暫く従前の如き新聞の発行が不可能と思はれここに騰

写版印刷を以て，縮小版をとりあえず発行し、たすことになりました.尚次号の発行期日も未定です.我

々は各方面と折衝をし，本校の如き分科せる学校の横の連絡及び先輩，父兄との連絡機関として諸君の

御期待にそい得る学生新聞の発行に一層の努力を続けて行く覚悟でおります.

こうして班員一同の涙ぐましい努力により ，わが商工H持政はがり版ずりではあったが，19i1~ 4 

月28日付け第399号まで継続することができた. しかし時局はますます蛾烈(しれつ)となり ，こ

こに第399号をもって，歴史ある学校新聞の雄「横浜高工時報」は廃刊の辞を述べるに至った.

廃刊の辞

今年初頭以来用紙の減配並びに，印刷工員不足等の為に活字印刷を続けることが出来す，騰写印刷を

以て発行を続け，その間凡ゆる方面と折衝を行って来たが今回，内務当局より 「学生新聞J発行禁止の

命を受け，本校の「横浜高工時報」も当399号を以て廃刊することとなりました.班員一同万難を排し，

従来の形式を備えた新聞を発行せんと忙しい学業の余暇を見ては昨年より東京横浜の関係方面を訪ねて

種々交渉を続けてきたのであります.併しながら現戦局下国力の全部を挙げて戦争目的達成の為に向け

ている時，学生指導の第一線たる学生新聞の使命も愈々大切であるが重要物資輸送の為に用紙の配給は

より重点的となり一応学生新聞は中止し，学業と勤労に専心する事となった.大正以来此処に 400号を

数えんとし専門学校第ーの名戸を得てきた「横浜高工時報」も発行中止に至りました事を御諒察下さい.

尚情報班としては今後一年生を主体として，益々動員先の校友と学校との連絡の必要性を生ずるので

何らかの形を以て連絡機関となるべきものを考慮中であります.

弘陵雑報発行

前述のように，高工時報は政府の禁止令により， 399号をもって廃刊のやむなきにいたったが，

学生と学校聞の何らかの連絡機関が必要であったので，情報班 (班長海大防小平)では，月 1回発

行の予定で「弘陵雑報」を発行するこ ととなり ，19年5月がり版刷りの第l号を発行した.情報

班のこの時の幹事は委員長山臼信夫(航2)丸野隆二 (機2)吉本実(化2) lt川博司(機 2) 

島村博(化2)古賀余一 (建2)であった.

しかし，この弘陵雑報は 1号のみでその後担当学生は全部勤労に出てしまい，残るは 1年生の

みとなり，あとが統かなかった模様である.詳しくは不明である.

69. 中等学校教員練成講習会

6月3日よ り9日まで木校主催で，関東地方中等学校理科教官に対し，科学技術練成講習会を
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開催した.本校教授が各専門について講義をした.

70. 初の警戒警報発令

19年5月20日午後611与30分ごろ，神奈川県一円こ炎如笹戒警報が発令された.この警報は実に44

時間の長きにわたり ，翌々日の22日午後2時解除となった.戦争初期昭和17年4月18日にすでに

空襲の洗礼をうけてはいたが，これがこれから終戦に至るまで、つづいたあのいまわしい思い出の

空襲の第1号であった.

応化森川教授の日記によると

。5月20日土 5時頃一応帰宅，夕食をすまし. 6時半頃子供を連れて散歩せんとする時，突然、警戒警報
のサイレン鳴りひび<.直ちに防空服装にて学校に馳せ参ず. 7分かかる.生徒数名を指揮して配備

をなし其夜は学校に泊る.約子上にて 3時間半位獲る. 12時頃猛烈な雨， 真暗な中に一夜を明か

す.。5月21日 前夜に引きつつ.き警戒す.午前9時頃交替一旦家に帰りて休み午後7時にまた出校す. 9時
頃までいて家に帰る.松尾氏宿直す.各科職員1名生徒10名の割にて宿ることとせり.今日は星明り

にて幾分明るい.

。5月22日 8時出校，一年生徒大分集り先づ応一教室にて待機せしめる.ポンフ・の修理を行なう .10時
青少年に賜りたる勅語奉読式あり.1時半新編成による編成を行なふ.余は警備班長なり.

j軍大防氏と共に巡視し出席を調査す.この間警戒箸報解除の報あり (2時頃). 2時半校庭に集合

す.校長の訓示あり. 3時解散す. 4時半帰宅.

(注〕 大本営発表によるとこの長時間の警報は敵機動部隊が大鳥島に空襲したためのものであった.な

おこの森川日記には空襲のことが克明に記されており以後6月15日69時間の響報.6月18日19時間，

7月4日20時間とつづく.これらはいずれもサイパン島上陸作戦によるもので，九州地方も相当の

爆撃をうけた.こうして7月9日サイ パン島は陥落した.

71. サイパン島陥落 東条内閣総辞職

東条首相が 「日m攻不治」と豪語していたサイパン島も19年 7月9日ついに陥落した. 3万余の
兵士と 1万の市民が死んだ.米軍はただちに4トンの爆弾を積んで，日本本土を爆撃できる新式

戦略爆撃機の基地建設を機械力にものをいわせて開始した. (中央公論社・日本歴史)

学園では 7月17日の教授会で

1. 決戦体制の為職員の大半は工場へ動員

2. 11，lやも勤労動11

3. 軍事教官応召の場合は体操教師あるいは職員中有資格者軍事教官となる.

などが校長より示達された.

7月18日夕，政府はサイパン島失陥を発表した.翌19日学園では，校長より訓話があり，一同

黙とうをさ さげた.この口点条内閣は総辞職し，小磯，米内内閣が成立した.

72. 第23回卒業式

9月20日11:前 911年20分より講堂において第23回卒業式が挙行された. (日己録なし)
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この時の卒業式について鳥飼直親(応化19年9月卒現本学助教授〉は次のように語っている.

19年5月. 3年生は就職予定会社，工場へ動員という形で出され，陸海軍の依託生達は，それぞれの

燃料廠，航空廠へと配属されていった.実質2年と少しの教育を受けただけだった.

19年9月の卒業式には，久しぶりで，これらの連中が，日本各地から集ってきて顔を合わせた.この

時すでに何人かは軍隊にとられていた.

学校当局の心づくしで，しるこ(当時は資重品であった〕が，学生食堂で配給された.そして名教自

然碑の前で，校歌と応援歌を歌って別れていった.

このあと10月1日ほとんどすべての学生は，陸海軍の技術将校，予備学生，特別幹部候補生などにな

って軍隊にはいった.明日 という日のない青春であった.

73. 開校記念日に初の空襲警報

19年11月1日. LI"前 8時50分よ り誹:堂で例年の通り開校記念式が行なわれた.式後10時より，

校庭で運動会 (向武祭と称した)開催. 12時昼食のため-g休憩I~I 111与ごろ突然サイレンがl鳴

り，始めは警戒警報であったが，ただちに空襲警報となった.敵機大型機数機京浜地区に侵入せ

りとの報あり 4時30分ごろ解除となった これが空襲警報発令の初めであった.

こうして空襲が本格化し，爆弾が京浜地区に投下されだしたのは11月末ごろからであった.

74. 12月8日大詔奉戴日開戦3周年を迎える

このごろになると敵機の来襲はひんぴんとし，敗戦の色が濃くなってきた.大本営発表の赫々

(かくかく)たる戦果を信ずる者も少なくなってきた.

12月7日には，その筋よりの通知として学校へ7，8， 9の3日聞は，情勢危険のため休校し

て防空に従事せよとの報があった.果たしてこの7日から連日空襲があり，年末までほとんど毎

日空襲警報のサイレンが鳴りひびいた.

12月8日開戦3周年記念日を迎え，本校では警報下の間隙(かんげき)をぬって午前8時よ り

大詔奉戴日記念式典を挙行，その後消防演習を行ない10時解散した.この日は午前 211寺ごろと正

午ごろ 2回答報が発令された.

なお. 12月7日遠州|灘に相当の地震があり，静岡地方にかなりの被害があったが，言論統制で

新聞には一語も報道されなかった.

75. 空襲はげし く年暮れる

森川日記により， 19年末の防空に追われた師走の学園をふりかえってみる.

。12月9日(土)晴午前2時15分頃筈戒箸報，学校に赴く. 1機帝都上空に侵入，東方に焼夷弾落下せり
と. 3時頃解除. この頃はほとんど対空生活に追われて無為に暮しているようだ.午後8時警戒警

報. 9時解除.

<>12月10日(日〉晴隣組防空壕掘る.午前8時警戒警報. 8時30分空襲9時頃解除.。12月11日(月〉晴 午前3時警戒警報発令3時20分頃空襲，川崎方面焼夷弾落下，高射砲の音段々. 3時
40分解除， 連日の空襲神経戦なり.
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。12月12日(火〉晴後公 0時10分警戒警報，1時10分解除， 3時警戒警報， 4時解除，と うとう洋服のま
ま寝る. 7時30分警戒警報，直ちに空襲警報10分後すぐ解除， 8時50分頃再び警戒，空襲，退避， 9 

時30分解除，新聞来ぬ.

く)C中略〉

012月25日曇 大正天皇祭3時警戒管報5時解除，神奈川方面焼夷蝉落下.

012月26日晴 今朝は久し振りにて敵機来らず.

。12月27日晴 11時58分警戒警報，12時7分空襲警報2時解除，情報によると敵機編隊帝都空襲，夜9時
警戒警報2時間.

012月28日晴 3時30分警戒管報3時40分空襲警警報4時30分解除，今日は化工教室を警備す.

く>12月29日晴 この朝東北地方空襲警報ありたる由.

012月30日晴 12時半頃警戒警報，再3時半頃嘗戒警報.。12月31日晴 今年はお正月の用意もせず，多事なりし今年も終れり， 22時頃警報24時頃再び箸戒警報.

76. 19年学園人事

19年 1月10日 白井亨一 任教授(兼横浜高商教授)

1月10日 教授佐野朝男 依願免本官

2月12日 鈴木 勝 任東工大助教授

// 本間淳治 任教授

" 石川房治 " 
2月29日 和田正三 任助教授

3月31日 山田大十 " 

" 助教授羽田義雄 依願免本官

" 小田代恒正 任助教授兼文部技手

4月28日 教授本間淳治 依願免本官

5月1日 生野 昇 任助教授

77. 昭和20年を迎える

元日午前零時警戒警報発令.昭和20年は警報で迎えられた.午前4時ごろ再び笹報発令，今年

の多事多難を思わしめた.午前19時講堂で拝賀式挙行.

この大晦日 (おおみそか)に宿直に当たった木下教授は忘れられない日として次の通り述べて

いる.

機械の二宮さんと宿直していたら夜10時， 12時，元日の朝5時とつづけざまに警報が出た.元日の朝

は木戸先生のお宅でお雑煮を頂いて帰った.

78. 在郷軍人横浜工専分会発会式

20年 1月8日午前8時，大詔奉戴日に在郷軍人会横浜工業専門学校分会発会式が挙行された.
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竹内分会長のあいさつがあり，渡辺教官の音頭で在郷軍人会会歌を合唱，ついで10時より伊勢山

皇太神宮へ行軍，武運長久を祈願した.

79. 勤労動員と授業

今後の勤労動員については2月5日の教授会で次のように決ま った.

(1) 新入学生は 6月末日まで中学時代の勤労先で勤労

(2) 目下動員中の2年生はこのまま 4月， 3年生に進級し，そのまま勤労をつづけ，6月末日を

以て勤労を終り， 7， 8， 9の3ヶ月間学校で授業(重点授業.i I~上)

(3) 目下勤労中の 1年生は 3月末日を以て勤労を終り， 4月より 6月まで学校でf受業，又目下学

校で授業を受けているものは4月より動員(前者と交替の意味あり)而して何れも 2年に進級

以上のように決まったが，各科の動員状況については資料がな くほとんどわかっていない.た

だ建築科の動員先が比較的よくわかったので，次に記しておく.機械科の分は卒業生からの聞き

書きである.

o建築学科2年生(昭和22年卒予定者〉
20年5月-8月 陵軍航空本部(のちの航空総軍〉経理部

運輸通信省建設課

軍需省航空兵器総局

20名

20名

10名

(注) (1) 陸軍航空本部経理部の20名はさらに次の各部隊にそれぞれ配属された.経理本部，松本総

工事隊本部，宇都宮総工事隊本部，同黒磯分遣隊，同壬生分遣隊，西筑波工事隊本部，同

竜ケ崎分遣隊，同下館分遣隊，第一特設作業隊

(2) 運輸通信省建築課はさらに次の機関に配置された.運輸通信省建築課，向橋本自動車工機

部，同東京施設部，同技術研究所

o機械科2年生は4月初め勤労動員で，東京航空計器(新丸子〉へ動員されたが同工場が3月に全焼し
たので， 5月日産，石川島航空発動機などへ動員され， そこで‘終戦を迎えた.

この時の動員について木藤広太郎(建築2年)は次のように語った.

われわれ(木藤，石坂貞夫，荒井光男他3名)は5月20日頃千葉県東葛飾郡田中村十余二の第一特設

作業隊に配属された.そして特攻機“秋水"の基地建設工事に従事，主として測量などを行なった.山

をくりぬいて地下に燃料貯蔵タンクを建設する工事であった. 7月になると 6名のうち3名は東京戸山

ケ原の地下大本営建設現場へ転属した. 8月16日動員解除となった.

80. 電気通信科の増設

昭和20年4月電気通信科が増設された.そもそも本校に電気科増設の話が出たのは昭和4年の

ことであった.この時本校では造船工学科をひき受け，電気工学科を取りやめたことについては

すでに「造船工学科の新設」の項で述べた通りである.その後鈴木校長は，果たしてこの交換が

当を得たかどうか，その衝に当たった私としては絶えず責任を感じていると語った(昭和7年卒.

業式の校長式辞参照).本校で、はそれ以後再三にわたり，電気科増設の申請をくりかえししてい

たが，なかなか実現にはいたらなかった. ところが戦争も終戦近し、昭和20年富山校長，藤川由太
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m気通信科開設当時の本館

郎教授(電気工学，実験相当)内田綱記(電気実験)などの熱心な憎設要求が笑を結び，電気通

信科として増設が実現するに至った.これは従来共通基礎及び配電監理をしていた電気部門が中

心となって推進されたが，設立当時は人も物も何もかも不足勝ちであった.しかし，まがりなり

にも発足した.教官としては新しく高瀬光蔵，竹前一男を，少しおくれて同年7月に武田進を迎

えた.教室としては機械科が以前に使用していた木造の建物をあてた.20年4月には， 40名の第

1回生が入学してきたが，当時学校内に東芝の工場事が疎開してきていたので，午前中は授業，

午後はこの疎開工場で働いた. その点は他科の学徒動員に比べて恵まれていたといえる. (本項

主として電気工学科同窓会報20周年特集号横浜工業高校副校長竹前一男記による).

なお終戦後電気通信科は電気科と改められた.

(注〕 昭和20年4月，東京芝浦電気(株)電子工業研究所(所長浜田成徳〉は横浜高工(横浜工専)に

疎開工場を置き横浜分室(分室長今井春蔵)と称した.同年4月入学した電気通信科の学生は全

部この分室に勤労動員された.

分室長今井春蔵は後年次の通り語った.

「会社の従業員は約100名でうち20人位は女子挺身隊であった.高工の電気通信科の学生はそ

のままここで勤労動員された.今の本館の下が事務所で上が工場だった.学校の近くの民家を二

軒借りて寮にした.空襲があるとうしろの弘明寺の山の防空嬢へはいった.私はその縁で終戦後

3年間ばかり高工電気科の講師を委嘱された.J 

81. 決戦下の入学試験と入学式

戦争はいよいよ蛾烈となり，本土空襲は絶え間なく続いた.しかし入学試験は例年の通り 2月

に行なわれた.2月5日， 6日が一次選考試験， 9日一次発表，21日筆答試問， 22日口答試問，

25日2音[1口答試問とつづけられ， 3月1日発表された.この間受験生は鉄かぶと防空頭巾，巻脚

紳(き やはん)に身をかためて学校へ集ま ったきた.学校側も大変で、あった.万ーに備え試験問

題なども甲乙丙3通り用意して金庫に入れたりした.

4月2日入学式が挙行されたが，授業は当分ないので，今までの会社，工場で勤労奉住をつづ

け，何分の通知|あるまで自宅待機を命ぜられた.このころになると空襲はますますはげしく交通
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機関が乱れてきた.

この自の森川日記によると

I~ 月 2 日午前 2 時頃警報，間もなく空襲箸報， 一同起き出て準備， B29約40機帝都西方地区
に侵入照明弾，焼夷弾，時限爆弾を混用投下.午後1時より入ρ'f:式， 今日は機械科と化工科の

み，式終って生徒並に父兄を校内案内す. 4時半頃終了」

82. 横浜初空襲 4月4日

この入学式後一日おいた 4月4日，横浜市は初の爆撃を受けた.この日未明3時から 4時にか

けて戸部，高島町駅方面，ピグター，横浜ゴム，川崎市京町，大師方面に爆弾，焼夷弾，照明弾

が落下，各地に火災がおきてその方面の交通が不通となった字:校では登校のさ|三徒15，6名でガ

ス，水道が一時とまり授業はなかった.

83. 学校疎開案と富山校長の反対

戦争末期に文部省首脳部の問で，横浜高工が音頭を取.ってその施設のー背11と教官を山梨に疎開

して，全国の官立専門学校から学生の代表を選んで集め，工業教育を行なったらどうか，という

案が立てられ，富山校長などにも内相談があった.

富山校長は関東大震災のとき鈴木校長が断固，焦土残留復興の英断に出たことを想起し，疎開

等に反対し，弘陵の学園を守った.

幸いにして戦災の危うきをまぬがれたことは本校にとって仕合せであった.すなわちこのため

多年蓄積した施設，特に永年にわたり苦心して収集した貴重な図書，文献を喪失しないで保有し

得たことは本校，さらには学界にと っての幸いというべきであった.

84. 学制の変遷 学校の教育的玉砕

昭和16年以降日支事変が大東亜戦争となり，年ごとに戦時体制が強化され，学校に対する文部

省の考え方も戦争という至上命令によ って苛烈をきわ め，終戦間近には， ついに軍教一如と称

し，学業を放棄せざるを得ない状態となった.今その移り変わりを記してみる.

昭和16年戦時体制となり，国防上多くの要員が必要とされ「国家総動員法JI国民徴用令」が

公布された.昭和16年10月勅令をもって，大学学部の在学年限，大学予科， 高等学校， 専門学

校，実業専門学校の修業年限を当分6カ月以内短縮することが決められた.文部省はこの勅令に

基づいて，大学，専門学校，実業専門学校の修業年限を3カ月短縮し，昭和17年3月卒業予定の

学生を同16年12月に卒業させることとした.

さらに昭和17年度からは，修業年限を 6カ月短縮して 9月に卒業させることとした.

つぎに18年1月，大学令および高等学校令を改正し，大学予科および高等学校の修業年限をそ

れぞれ短縮して2年とし同年lド等学校令をも改正してその修業年限を4年とした.

このような年限短縮をするため，諸学校令の改正が行なわれた際に，教科の刷新，教授力の充

実，訪Ii育の徹底，教育者の確保などが行なわれ，教育機関の戦時体制を整えることとなった.
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戦争の局面はいよいよ急を告げ本土決戦が叫ばれた.昭和20年3月18口，政府は決戦教青措置

要綱を閣議で決定，国民学校初等科を除き，学校の授業を昭和20年4月1日から翌年3月31日ま

で1カ年間，原則として停止することとした.

20年5月22日，勅令をも って戦時教育令が公布され，同日戦時教育令施行規則が省令を以て示

された.それによると，学徒の本分は尽忠報国の粕神を以て，戦時の緊要な勤労に従事し，かっ

知識修得に努めるととであるとし，教職員は率先垂範，学徒と共に戦時の緊要な業務に従事し，

学徒の薫化啓導の任を全うすべきであると規定されている.決戦体制下において，学徒を食糧増

産，軍需生産，防空防衛などの要務につかせると共に，戦時に必要な教育訓練をするため，~:徒

隊を各学校ごとに組織し，地域ごとには，その連合隊を組織することとした.

この戦H寺教育令が公布されて，実際に学校は授業を停止したのであるから，ザ'校教育はこれを

実施することができなくなり，教育はその機能を全くLJ::ったものといわなければならない.この

意味で戦時教育令はまさに学校の教育的玉砕を指示したものであったといえよう.(判iij90年史)

本校はもとより文部省直轄の高等専門学校で、あったので，木校の戦H寺中たど、ったj査もこの道以

外ではあり得なかったことは，その者fl度各項で述べた通りである.

85. 授業を 1年間停止 ただ し本校では継続

前項(学制の変遷)でも述べたように20年4月1日から向こう 1年間(国民学校初等科を除き)

学校の授業を停止することとなった.当校では4月9日の定例教授会で，当分何分の指令あるま

で，授業はできるだけ継続することに決め， 4月9日ともかくも授業を開始した.

86. 戦時研究依頼 白樺油

20年5月政府は本校に対し，白樺油の研究を命じた.

森川教授(化工)は代表として 5月9日技術院へ出頭，小山第4課長と杓合わせた.本校では

阿部，木下，森川教授らが協力して研究に従事した.しかし間もなく終戦となり， 研究の完成を

みなかったこ とは遺憾であった.

87. 神奈川県と空襲

「空襲警報発令，空襲警報発令，相模湾より進入せる敵機の編隊は北上して…・・・」とラジオ

(当時はまだテレピはなかうた)が報ずると， きまったように横浜，川崎に火の手があがったも

のだ.神奈川県がB29の本格的な空襲を受けたのは，昭和19年11月からであった.

県の調査によると本県では終戦までに計70回の空襲があり，県内の死者は 5，931人，負傷者

16，185人，被災者587，071人にのぼった.この70回の空襲の内わけは，横浜25回，川崎18回，横

須賀8回，藤沢7回，平塚5回，小田原4回，鎌倉3回であった.

横浜25回のうち特にはげしかったのは20年4月15日， 5月29日， 8月12日の3回であった 4，

5月は現在の中区，西区，南灰，神奈川区，保土ケ谷区などが被爆，8月12日は鶴見，川崎の臨

281 



海工業地帯が中心であった.この結呆，横浜の被災面積は全市の48%に上った.

なお終戦直前に県が調査したところによると， 19年暮れ以来県下に投下された爆弾は5，943個，

焼夷弾510，983伺と なっている (J)'涜新聞社横浜支同編・神奈川の臆史による)

88. 空襲と本校 5 JJ 29 Hの大空襲

5月29日の大空襲は正に木校に爆弾の雨が降るかと思わせる寸前で，不思議にスト ップしたが，

それ以前にも数同木校一卜.常に敵機が飛来した.前記森川旧記を丙び借用しておもな空襲を記して

みる

。4月7日(土〉晴後曇 午前 7時30分警戒警報 8時出校， 9時頃空襲警警報， B29 (中にP51若干)約
100機，本校上空を総て関東北部を爆撃.

。4月16日(月〉晴
15日午後11時半空襲瞥報

午前 l時半頃 姻ノ l付火災，同じく学校南倶u民家火災生ず，学校へ駆けつける.自宅防空壕に高射

砲破片落下す.知人および学生に被害者数名あり.。4月19日(木)雨 10時空襲警報 P 51. 50機，B29. 3機，中P51.数機は本校上空に機銃掃射，食堂
に落下，通町一丁目火災発生す.

O5月24日(木)曇午前1時空襲直ちに登校整備す.。5月28日(月〉晴 9時1年生招集 体操分列，校長の言11話あり. この間P5L30機来襲につき一旦警
備，午後各教室に於て教授の説話.

O5月29日(火〉暗若干曇 朝出勤前警報出づ， 9時空襲B29.500機以上P51. 100機以上主として横浜

を襲う .地下室防空本部に於て，警備中愈形勢悪く，市内各所に火災発生，蒔田方面も火の手上る.

校長に注意され，初めて宅を検分(注森川教授宅は蒔田〉南側の数軒先の処が3軒ばかり燃えたる

も隣組の人敢闘遂に消火し49組助かる.10分間ばかり様子を見て再び学校に引き返す.校長に報告.

5時帰宅.隣の組の稲葉氏宅に時限爆弾落下の由にて河向うは立退き，10時就床すれどもなかなか

寝つかれず，焼けあとはまだ火気盛んであった.

かく大量日中来襲は初めてなり.

なお5月29日の空襲については富山校長が後になっ て次のように語っているので，参考までに

記しておく.

5月29日の空襲 冨山校長

空襲時には私は学校本館の屋上に4，5名の同僚と共に件立してB29がその猛威を恋にする模様を，

残念の歯をくいしばりながら，仰ぎ見ておった.海岸方面から逐次山手に向って焼夷弾が落下し火災の

起る模様が手にとるように見え，遂には我校もその餌食となるかと観念しておったが，その寸前通町3

丁目近くで急に焼夷弾落下が中止された.実に孝に空襲をまぬがれて蘇生の思いをした.

横浜空襲の思い出 古賀基夫 (沼化23年卒) (DENKA No. 6りよ)

横浜の空襲のはじまったのは午前10時ごろから 令により軍需工場で生産につとめていた.空襲は

であったろうか，轟々たる爆音， 500機のB29が 約1時間で終ったが通町3丁目，弘明寺を残して

ところきらわす.爆弾，焼夷弾，機関銃強の前，空 横浜は焼けた.市電のレーノレも飴のように曲つて

は忽ち夕闇と化し時々高射砲の音が聞こえる.ま いた.僕は弘明寺の河村教授宅に一泊し，翌朝出

さに生きながらの地獄図であった.学生はごく少 発して夕方6時ごろ東京品川の家にたどりつ い

数各研究室で研究に従事し，他はすべて学徒動員 た.
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89. 吉田嘱託一家戦災死

この 5月29日の大空襲の時，本校教務課勤務の吉田昌興はその妻および長女と本牧の自宅で焼

夷弾を受け死亡した.木校多数の職員中不幸爆死の災を被ったのは，この一家のみでまことに悲

惨のきわみであった.

IIiJ氏は横浜貿易新聞から木校に転じ，長くFa:工fI寺幸11発行にその新聞記者時代の才能を生かし，

のち図書室勤務となった.

90. 8月15日終戦

20年8月にはいると戦局は令:く絶望的となり， 8月6日広向に原爆投下，つづいて 911ソ連対

日参戦，長崎に原爆投下となった.本土決戦間近しの声が充満し，一方いろいろのうわさが流れ

fこ.

<>8月13日 朝より空襲，艇載機わが上空にも数度飛来， 5時半頃空襲警報解除さる.約10時間なり.。8月14日 愈々時局まさに危機にして種々の噂あり.加藤教授休識の為補講をやらんとすれども生徒集
らず，二部化工生同様， 11時頃空襲. 829各地に来襲す.登校響備す.明日電大発表ある由. (森川

日記)

そしてついに8月15日となった.午前6時30分ごろ， またまた横浜へ空襲， 機銃掃射があっ

た.森)11日記によるととの横1兵への最後の空襲は第184次となっている.とれは日記にのってい

る警戒，空襲両警報を数えあげた数字であった.

正午には重大放送がある旨前日よりラジオは報じていたので，学校内庭に冨山校長以下職員，

生徒一同は国民服のえりを正して，備付けのラジオの前に並んで玉音放送を待った.

12時の時報，君が代奏楽ののち，天皇自らの終戦の詔書の朗読，つづいて内閣告諭があった.

放送は雑音が多くよく聞きとれなかったがポツダム宣言受諾，日本ついに敗れたりというと とは

どうやらわかった.一同はしばらくは在然自失，そのうちすすり泣きの声があちこちに起こ った.

翌8月16日午後3時，職員生徒一同講堂に集合，動員学徒もぞくぞく学校に集ま ってきた.富

山校長の詔書奉読ののち訓示があり，ついで、鈴木前校長の訓示があった. (いずれも内容の記録

が残っていなし、)

こう して勤労学徒は職場をそれぞれ解除となり，故郷へ帰るべきものは早々に帰郷した.この

終戦前後のことについては20年入学， 23年卒建築の佐藤仁(現本学助教授)が次のように述べてい

る.

終戦前後の乙と 佐藤仁

7月上旬になって登校通知がきた.新子安の日産自動車工場に集合寝具を持参せよということであっ

た.そこへ勤労動員として入所した.山手のフェリス前の外人住宅が寮で建築科の新入生全員が入寮し

た.これは8月中旬から栃木県の矢板の車体工場へ動員されるための約1カ月間の準備教育であった.

当時建築科は大岡小学校に疎開していた.寮の食事は豆粕に米少量，汁，ひものなと・であった.費電が

一杯たかり下痢や疑似赤痢に罷る者が続出，帰省する者も出た.全員栄養失調でフェリスの横の220段

の階段を登れず途中休み休み察にたどり着いた.

階段の横に海軍(当時フェリスは海軍鎮守府〉の厨房があり残飯が捨てられているのに腹がたった.
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横浜港には小舟は一隻もな く，ただ対岸(瑞穂時頭か〉に傾いた航空母艦が繋留されていた.

校門には衛兵所があり，本館の一部が陸軍に使われていたらしい.

8月15日正午，教職員および登校していた全学生が天皇陛下の玉音放送があるというので中庭(現'在

図書館のあるところ〉に集合した.しかし放送は全く聞きとれず，決戦か終戦か分らなかった.終戦と

知ったのは数時!日l後であった.

冨山校長から訓示があり帰省して自宅待機せよとのことであった.

当日夜寮生は悲憤様慨(こ うがし、)やるところを知らす.であった.海軍鎮守府から食糧の配給を受け，

荷物を整理して全員寮を引きあげた.

当夜の市内は大混乱で市電はストップ，女，子供は米軍の進駐をおそれ横浜から脱出した.

そのうち米軍が進駐，伊勢佐木町に飛行場ができ，市内の大部分が米軍施設と化し，米軍のトラ ック

やジープが走り廻っていた.

91. 必勝懇談会と首相官邸襲撃事件 (終戦悲話)

終戦の日 8月15口未明， 日本企:而降伏を知った一部陸軍将兵(約40名)，および!学生数名が首

相暗殺を目的として，永田町の首相官邸を襲撃した. との学生達の中に本校生徒数名がはいって

いた.生徒たちは鈴木前校長が主宰していた必勝懇談会の幹部であった.

この事件については，鈴木前校長が自ら煙洲残筆に「必勝懇談会と首相官邸等襲撃焼打事件」

として書いているもの，および第三者が記したものをここに載せておく .

この襲撃事件は後に「日本の最も長い日」として映画にもとられており ，終戦前後に起きたい

くつかの終戦悲話の一つであった.

(1) 必勝懇話会と首相官邸等襲撃焼打事件 煙洲残築鈴木達治(抜粋)

……そこで私は必勝懇談会を作り，私が会長となってこれを総括することとした.この会は戦争を有

利に導くため，戦意の向上と生産の増強を目的としたもので， 会員の多くは高工の学生や市の有志の人

達であった.事務所は若尾ピノレにおいたが，事務員と電話位を持っていたに過ぎない.それでも多少の

経費が要るので，学生外の会員有志の寄附に依ったのであった.

依頼に応じて，私は時局に対する講演会や座談会の席に列し，盛んな頃は毎日の如く出掛け，時には

一日に2ヶ所の会合に出席した事もあった.そして終戦までに諸種の催しに参会するこ と200固に及ん

だので、あった.

…-切角銅鉄の徴発をしても，そのまま放置され，関取引や横流しは半公然と行なわれる状況で，こ

れら戦争妨害の事件を捉えて問題にしても，大きい反応のなかったことに，私は些かがっかりせざるを

得なかった.……必勝懇談会は叉時々ピラを撒いて目的達成に努めたが，そのピラが当局の意に触れ，， 
それが為禁止されたり，召換を受けたり，警告を喰ったりした事もあった.我々はその文句の中に，決

して蟻は述べていない.ただ時局の真相を具体的に伝えた廉々によって警告を喰い禁止に逢うたのであ

る.

かれこれするうちに，終戦の時期は近づき，不穏の沙汰が我4の耳にも入るようになり，8月14日に

至ると世間は息、っ・まるような状態にまでなった.午後4時過ぎ事務所へ一寸立寄ってみた.ところが会

員の幹部である高工の学生3，4名と平生あまり出入りしない2，3の連中が居り，不穏のポスターを

沢山持って，将に市中に貼り歩いて広告しようとする一歩手前であった.ポスターに必勝懇談会の名が

あるのをみた私は思わす.怒鳴った. r誰が必勝懇談会の名を用いたのか，私は会長である.一体誰が許
可したのか.J と平生は殆ど怒声を発したことのない私もこの時ばかりは繰り返し叫んだのであった.

述'1_1-同は恐縮して直ちに中止することとしたのであった.

翌日日は，正午に陛下の御放送があるという日である.御放送の趣旨は大体想像されていた.朝の10
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時頃，県の刑事と憲兵が数名私宅に押し掛けてきたので，私は何事であろ うと驚いた.彼らの話による

と，今朝早く必勝懇談会の連中が隊をなして，首相官邸を襲ったが目的を果さず，鈴木首相の私邸と，

平沼枢密院議長の私宅を襲撃し両家を焼き払い，そして一部の者は捕えられ，他の者は逃げた.という

ことで「あなたは， この連中の属する必勝懇談会の会長であるから，詳しく事情を承りt.:.¥'、とJ車Lす

のであった.私は大いに驚いた.と同時に初めて昨夕宣伝ポスターを貼ろうとした意味が読めたのであ

る.若し私が昨日激怒する前に，彼らとその聞の事情を問答していたならば，或いは未然、に防ぎ得たの

ではないだろうかと，立腹の余り叱り飛ばした昨日の自分を悔んだので、あった.私は「直接にも間接に

ふ焼打ちには全然、関係はないが，道義上の責任は総て負う覚悟をして居 ります」と答えたのであっ

た.そのうち午近くなったので，刑事と憲兵に，陛下の御放送の時刻であることを告げ，ラジオの前に

集り起立して聴いたのである.この御放送を涙なくして聞いた者はなかったであろう.我々も粛然とし

て一語もなく ，ただ低頭し沈黙するのみであった.そして彼らは別れを告げ，そのまま帰って行った.

昼食後，私は山下町の憲兵屯所に行こうと家を出た.学校の前に出る途中で2組の学生が，私宅を訪

問しようとするのに出会ったのであるが，彼らの中には路上で声をあげて泣く者もあって，敗戦が如何

に大きい衝動を与えるものかを，しみじみ感じたのであった.憲兵屯所では，知っている限りの事実と

心境を述ベたが，留め置く様子もないので，私はそのまま帰宅した.

翌日になると焼打ちに参加して逃げた者の一人が私宅に来たので，誇々と話し，彼は大附署に自首し

て留置せられた.私は叉東京警視庁にも出かけて憲兵隊と同様に申し出たのであったが，この件に関し

ては何の音沙汰もなきまま数日が経過した.ところが20日過ぎになって，首相となられた東久遡宮殿下

から，この事件をそのままにして置けないので調査せよとの命があって，東京から刑事が2名商会を求

めて私宅を訪れた.そして逃亡した事件関係者の一部を私が保護している疑が濃厚であるとして，訊ね

たり尾行したりするのであった・

逮捕された連中は，その後何れも 5年の刑を申し渡され服役したが. 2年半で特赦となり出所した.

その中，学生が4入居り何れも卒業期の者であったので，私は卒業証書を貰ってやろうと種々骨を折っ

たが容易に果し得なかった.種々努力の結果彼らが出所後2年有余で再入学の手続きを経て卒業証書は

下附され，この問題は一段落となったのである.

(2) 鈴木首相襲撃のー隊 (読売新聞社編・日本終戦史上巻より)

収終戦"が波紋を巻き起こしたのは，もちろん中枢部の陸軍省ばかりではなかった. 8月15日，全国

各地の箪隊で，大小さまざまな渦が巻き起こった.

近衛連隊が皇居を占拠していたころ，永田町の首相官邸は，東京管備軍第3旅田に所属する旭部隊横

浜隊の佐々木大尉が率いるー隊によって，襲撃されていた.彼らは，佐々木大尉の部下将兵約40名と横

浜工業専門学校，東京工業大学の学生数名とで，学生はし、ずれも前横浜工専校長の鈴木達治の指導する

必勝懇談会の幹部たちであった.

彼らは鈴木首相を暗殺する目的で，横浜から軍用トラ ックで上京，機関銃3丁を官邸の表門に据え

て，激しい機銃掃射を行なった.だが鈴木首相が官邸にいないと見ると，その小隊は小石川区丸山町の

首相私邸に向かった.

その聞に首相は，官邸からの連絡で私邸を脱け出て，いち早く本郷西片町の実妹の家に着いた.この

時，同行した秘書官が首相の行く先を一応連絡しておこうと私邸に電話をかけたが，電話口に出てきた

のは，すでに私邸を占領していた暴徒の一人だった.秘書官はそれと知らず「首相は西片町におります

からJと穏れ家を告げてしまった. rなにつ!Jという荒々しい返事に，電話口の相手が暴徒だと気づ
いた秘書官は，あわててまた，芝白金にある実弟鈴木孝雄陸軍大将の家に首相を避難させた.私邸でも

首相を発見できなかった彼らは，重油をにじませたボロ切れに火をつけて，邸宅を全焼させた.ー隊は

さらに，平沼朕一郎枢密院議長邸をも襲って，屋敷を焼いた.

(注) ただし，会長の鈴木達治は，この官邸襲撃の計画を全く知らなかった.あとで焼き打ちに参加し

た学生の一人が逃げてきたとき，自首を勧め，また，会長としての責任上，首相あてに謝罪文を出し
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たりしたくらいだ.逮捕された学生たちは，いずれも 5年の刑を課されたが，特赦で2年半で出所し

た.首謀者の佐々木大尉は逮捕をまぬがれ，ついに捜査を打ち切られた.

これについて阿部滋弘教授(応化) は昭和41年の応化会雑誌カタリストに次のように述べてい

る.

痛ましい記録 阿部滋弘

もう一つの痛ましい記録は終戦の時，無条件降伏に反対する数名の応用化学科の学生と一分隊とが機

関銃を持ってトラ ックに乗 り鈴木賞太郎首相の官邸を襲撃したことである.首相は裏口から逃れてわづ

かの違いで無事だったが，官邸に放火してかえり自首した. r戦時放火Jで皆死刑になるところ，一人
が獄死した外は数年の刑務所生活の後ゆるされて出所，今それぞれの仕事をしている.

戦時中のあの国内情勢の中で育った学生の命をかけてのひたむきな主張はこれを責めるのが無理であ

った.これは昭和秘史として公表されていなかったが 1年ほど前に初めて公開された.
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第2章 第4節終戦から新制大学となるまで (昭和20年~昭和M年)

本節では終戦後から新制大学に移るまでの期聞を述べるが，戦後の混迷のため，学校に残され

た資料はほとんどないので，わずかに先人の記しておいた残簡や，思い出話などをもととしてで

きるだけ正確を期したが，なお脱洛した件や不十分な点は免れないことをおそれる.

一般概況

降伏と同時に，日本は迎合同の支配下に[ffかれたが， 事実上はアメリカ軍の単独 I~ f，買て、あ っ

た.

20年9月22日「アメリカ合衆国の対日占領の初期lの基本政策」が発表された 降伏の|時から21

年4月ごろまでは， GHQ (占領軍総司令部)はポツダム宣言にしたがって，日本の民主化， 非

軍事化に熱中した.日本軍事機構の解体，戦争犯罪容疑者の逮捕，政治犯人の釈放，男女の平等

問権，労働者の団結権，争議権，開業権，教育の自由主義ft，財閥解体，出地改革，天皇の神格

化の禁止等々の指令が矢つぎ早ゃに20年末までに発せられた.

21年1月1日，天皇の人間宣言，同月 4日，戦H寺中の単国主義指導者および旧職業軍人をいっ

せいに公職から追放(この追放は21年中を通じて拡大され政治，経済，教育，言論，労働その他

各界の指導者8万6，000人に達した)が指令された.

終戦と同時に生産は極度に低下し， 20年末は工鉱業生産数量指数は，戦前平均の139百，21年4

月に至っても20%しかなかった.生産の荒廃，兵士の復員，海外からの引揚げで， 21年春には失

業者600万人，半失業者を加えると 1，000万人を越えた.インフレーションは日ごとに悪化し，

労働者の実質賃金は戦前の 1/4-1/5に低下した.20年秋の産米は戦前平年作の 6割， 3，913万石

と称せられ，主食の配給もとだえがちであった.21年春から夏にかけては，餓死者も少なくなか

った.人々は 1日中空腹を抱え，ボロをまとい，パラッグの11"でようやく雨露をしのいだ.

21年4月10日，新選挙法による第1回総選挙が行なわれ， 464人のうち39人の婦人議員が誕生

し， 5 月 22 日第 1 次吉田茂内閣が成立した.なお 5 月 1 日戦後初のメーデーが行なわれ~↓~htで

は50万人が人民広場(皇居前広場)に集まった.また5月19日食粒メーデーが行なわれた.

21年8月民主的な教育理念と， ~{:校制度をつくるための教育刷新委員会が設;され， 11月 3 I:l 

日本国憲法が公布された. (施行22年5月3日)

22年2月1日突入予定のゼネストは，その直前の 1月31日午後.マ ッカーサーの直接の禁止命
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令で111止された.4月1日6・3制;教育が始ま った. 4月25日には旧憲法最後の総選挙が行なわれ

5月24日片山哲内閣が成立した.

23年3月芦田均内閣，同年10月第2次吉田茂内閣と移り，24年2月第3次吉田内閣が成立した.

このころからアメリカの対日政策は大きく転換した.吉田内閣はアメリカの新しい対日政策の線

にそって圏内の経済政策をおしすすめた.すなわち経済9原則，いわゆる「 ドッジ ・ライン」の

強行などがそれで、あった.ほとして省政新世・日本の挺史から抜粋)

教育関係の概況

(1) 文部省の応急措置

文部省では敗戦後の応急措出として， 20年8月22日，国民学校から大学までの授業は，大体戦

前の状態に復し，各校とも 9月l↓i旬から授業を行なうよう通牒(ちょう)した.

つづいて 9月14日には 「新日本建設の教育方針」を発表した.これはもちろん百年の大計を述

べたものではなく ，これまでの軍国調を教育界からなくしようという応急的対策と見るべきもの

であった.すなわち「国体の護持に努むると共に，軍国的思想、および施策を払拭し， 平和国家の

建設を目途として謙虚反省，ひたすら国民の教養を深め，科学的思考力を養い，平和愛好の念を

篤くし，智徳の一般水準を昂めて世界の進運に武献する」というものであった.

(2) 連合軍総司令部指令

20年10月22日，連合軍総司令部は，日本政府に対して占領軍の教育の目標ならびに政策を明示

した指令を発し， 1J:;j正人の民主主義的，E1、氾!を助長するための再教育方針に関して，初めて公式の

措置をと った.

この指令の全般的な目標は，箪国主義的かつ極端な国家主義的な思想の流布を防止するにあり，軍事

的教育ならびに訓練を禁止し，国際平和ならびに個人の尊厳に関する教育の実施を規定しており，その

内容の主なるものは次の通りであった.

(1) 軍事教育および訓練の禁止

(2)略

(3) 職業軍人，軍国主義および極端なる国家主義の主唱者の罷免

(4) 教師および教育関係官吏で，自由主義あるいは反軍国主義の思想，活動の放を以て休職あるいは

辞職させられた者は再任命してよい. (以下略〉

(3) アメリカ使節団米朝

21年3月，アメリカ教育使節団(ジョージ D.スト ッダード博士を団長とする27名)が来朝，3

月いっぱいを費やして，日本の教育全般の調査を完了，マッカーサー元帥に報告書を提出した.

この報告書は，日本教育の今後のあり方を明示した.

(4) 教育制新委員会の発足

21年8月9日， 教育刷新委員会成立，これはアメリ カ教育使館j団の日本側委員会が拡充強化さ

れたもので，教育制度につき内閣総理大臣に報告ならびにその諮問に答えるもので，委員長安倍

能成前文相以下38名の委員からできていた.
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木委員会は22年8月までに総会を聞くこと39回，9音11の特別委員会を設け慎重な研究と討議を

重ねて24回にわたり内閣総理大臣に建議した.

(5) 教育勅語の問題

21年10月8日，各学校長にあて「勅語および詔書の取扱にっし、て」の文部次官通牒が発せられ

た.

このうちには，式日等には教育勅語を読まないこと，また勅語を神格化しないこととなってい

fこ.

(6) 教育基本法の制定

22年3月31日，教育基本法が公布施行された (昭和22年法律第25号). これにより新しい時代

にふさわしい教育理念、ならびに根本方針が確立明示された.

(7) 学校教育法と新学制

学校教育法は22年3月31日公布，4月1日施行された(昭和22年法律第26号).これはアメ リ

カ教育使節団の報告書の線に沿い，教育刷新委員会の建議に基づいたもので，いわゆる 6，3， 

3， 4の新学制を定めていて，従来の学校制度を根本的に改変したものであった.これによって

新制大学の設置となるのであるが，これについては後述する.

(8) 陸海軍諸学校生徒転学

陸海軍i哲学校出身者または在学者で，復員してきた者のために，政府は文部省管下の諸学校を

開放することとなり，転苧あるいは入学の許可を閣議決定し，20年9月6日その要領を発表した.

高専の|羽11与の入学期は 9月15日で，学科試験は行なわず口頭試問と身体検査のみであった.な

お在学 r~1入団，入営， 応召したものは再入学の手続きをとらせることとなった. (以上主として朝日年鑑

および学制90年史による)

1. 終戦直後の苦難校舎接収命令

顧みれば， I府和20年は日本にと ってまことに大きな年であった.終戦直後の富山校長，鈴木前

校長の肺腕(ふ)をえぐる終戦の辞は忘れることができない 誰も彼もがだ(ぼう)然自失の数

日であった.

森川日記(森川幾久雄!む化教皮前出〉によれば 18月16日， 動員学徒三々五々来り将来を問

うも民|の力引椛;じするに至らず，午後311

戦後の富山先生
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訓話あり」とあり，以後引きつづき各地からの勤労動員学徒が学校へ帰ってきた. そして田舎

(いなか)のあるものは田舎へひとまず帰省した.

20年9月2日， この日は横浜沖米艦ミズーリ号上で休戦条約調印式が行なわれた日であった

が，米軍将校数名が突然学校へきた.そして学校を検分したのち「校舎を米軍宿舎とする予定だ

から48時間以内に明け渡すべしJと命令して立ち去った.富山校長はちょうどこの日文部省へう

ち合わせのため上京しており，帰路久しぶりに東京の自宅にたちより夕食中であったが，学校よ

りの緊急電話でこのことを知り，がく然として夕食もそこそこにして学校に帰ってきた. I学校

に帰るや直ちに付近在住の教職員を非常招集してその善後策を議した.その結果まず御虞影を近

くの大岡小学校に奉遷し，重要書類いヲさいは上大岡最r'lUlの日本開発iUI会社工場に拶動するこ

とを決め， それをそれぞれ実施し，帰宅したのは12時を過ぎていた • :;411=1起床するや直ちに笠

校，万端の処理用意を完了した後，接収解除を努力する目的にて，県庁内に臨時に設けられた外

務省の終戦処理局に行くことにした.佐久間孝義君の運転する木炭自動車に乗り県庁に向かった

が，いずれの主要道路にも米兵が剣付銃を持って警衛しており，車の通行を許さず， やむなく八

幡橋から根岸海岸に沿って県庁方向に進んだが，ここも米衛兵にさえぎられた.危げな英語で事

情を説明して，強硬に通過をたのみこみ辛うじて許されて県庁に到着，直ちに外務省役人に面会

して「弘明寺付近は横浜唯一の戦火災を免れた地域で，学校に米兵の進駐することは人心を一層

不安に陥れる慎れ大なること，第二に敗戦日本の復興は工業の再建が11日;ーの途であり，その工業

の幹部指導者を養成するわが高工の重要性は一層大となった訳で，ーこが接収され，その機能が

停止することは到底忍び得ない』と力説した.役人もこれを了承してくれてただちに米軍将校に

紹介して くれた.その将校はおよそ畳2畳分ぐらいある横浜市の大地図を持ち出してきて， r汝
の学校はどれだ」と質問してきた.この地図たるや実に精密きわまるもので全部英文で記され，

われわれの学校も航空写真に非ざる線害きで各むね詳細に記され，戦前に作成されたもので，い

かに今次戦争の準備が整っておったかを物語っていた.その将校いわく 「汝の学校には何部隊の

兵士何名を収容するかは軍艦上で協議決定したもので今更変更することはできない』と当方の要

求をしりぞけた. 以上将校の拒絶にもかかわらず当方も執劫に反復繰り返して主張懇談した結

果，辛うじて了解を得て，それでは他の残存建物に振り替えよう と，ようやく接収解除を認めて

くれ初めて深い愁眉(しゅうび)を開くととができ，意気揚々として帰校し，早速一同に安心と

歓びを分ち得た.J (工学部機械同窓会名簿昭和45年冨山校長談より)こうして学校長の努力で学校は奇

跡的に接収を免れたが，当時としてはまことにまれなことであって，冨山校長の学校を愛する一

途なねばりに頭が下がる思いがする.

2. 授業再開

ここにおいて学校は至急開校することとなり，翌9月4日午前911与講堂で，集まった生徒約200

名に対し，校長より至急開校の意義を述べ，とりあえず2，3年生の授業を開始した.つづいて

9月15日より 1年生および2部の授業が開始された. しかしこのごろは停電がちであり，またガ

スもこないことが多く ，授業や実験も中止されることが多かった.
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そのころの学校I"J標
THE YOKOHAMA 
INSTITUTE OF TECH-
NOLOGY 

また長い間の戦争の傷手(いたで)で，震災後建てられたままの老朽したパラッグ教室は床は

はがれ，窓ガラスは大半が破れ，天井板ははがれ，建物全体が傾き，むねが波打っていた.

それでもこうして校合は技り，本校が誇る多数の図書，文献は健在であったことを喜ばねばな

らなかった.

3. 第24回卒業式

20年9)127日は3年生最後の授業があり， と午後は3年生送別野球試合がグラ ウンドで行なわ

れ，1対Oで3年生が職員グラブを破った.

9月29日午前10時より講堂で戦後はじめての平和な卒業式が行なわれた.国民服の者が多かっ

た. このときの校長式辞その他詳細は残念ながら記録がないのでわからない.ただいえること

は，卒業はしたけれどもということであった.本校生でさえ，戦時中すでにきまっていた会社か

らは採用中止のlドしIJJJが続山していた.こうして若人たちは戦中戦後の苦難に満ちた思い出深い

弘明寺の校舎に別れを告げて，前途暗たんたる社会に飛び立って行った.行く先のあてのない者

約半数は，戦時111の勉強不足を補う意味もあって研究生と称して常校に居残った.ただ建築科の

卒業生は今後の復興は建物からということで，他科よりも明るい見透しを持っていた.

4. 航空機科の廃止

H日和20年9片GHQの抱令により航空機科廃止と決定した.さきに述べたように本校に同科が

設けられたのは昭和13年で，わずか10年に満たない期間で‘あったが，その間400有余名の優秀な

卒業生を社会に送り/-L¥し，横浜高工航空機科の名を高からしめた.廃止後の同科在学の生徒は機

械科その他へそれぞれ転科した_lO年間の航空機科卒業生数は次の通りであった
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航空機科卒業生数
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(注) 1. 昭和19年3月まで 横浜高等工業学校航空工学科
以後横浜工業専門学校航空機科

2. 22 (2)の(2)は2部

食糧難のため休校5. 

10月にはいると，復員者，転入者がぞくぞくと入学してきて，生徒の数はふくれ」ーがった.

もちろん10月30日午前9時より講堂で開校記念式が挙行され，勅語奉読，校長訓話があった.

戦前のよう な校内開放記念祭は行なわれなかった.

ともかく授業はつづけられたのであったこのようにして停電や物資不足に1前まされながらも，

予定としては21年2月1日再開ついに休校せざ.るを得なくなった.が，12月10日食糧難のため.

その時点で生徒が集まって来るかどうか.校長，教官の心配は生徒の上にあっとなっていたが，

わが国にと ってはまことに大きな年であった昭和20年は前途に何の光明もなく暮こうして，た.

れていった.

昭和21年を迎える6. 

学校ではLr:昨年の元日は警報で始ま ったが，今年は平穏なサイレンのない正月の朝を迎えた.

前11時から恒例の年始あいさつがあり，学校長，教職員一日がef:校に集まった.冷酒にするめ，

みかんなどでささやかに新生日本を祝った.乏しい簡素な式ではあったが，そこには平和があっ

12時半ごろ会は終わった.r一面に廃嘘と化した横浜の街中で焼け残った弘明寺の一角にはた.

図書館には木も新緑もあり，生気が残っていた.校舎の壁には寒々と迷彩の黒い影があったが，

誌もぎっしりとつま っていた. (中村康治 DENKANo.6より)

授業再開7. 

予定通 り21作2月1日，授業が再び聞か20年12月10日から食糧難のため休校となっていたが，

しかし集まる生徒の数はまだ少なかった.れた

なんとか授業はつづけられてし、た.{手なお二部は生徒の登校が少なく休講がちではあったが，

電や教室の寒さの関係上通常午後5時始業のところを2月4日から4月1日までは午後31時始業

としTこ.

公職追放と鈴木前校長

昭和21年1月4日総司令部は軍国主義者の公職追放を指令した.鈴木達治前校長は公職追放を
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まぬがれたが，これに関し「煙洲残筆」に次のように述べている.

戦後占領政策が実施されると多数の人が追放に遇った.私も必勝懇談会(前出)の会長として働き，

しかもこの会は公に許されていたので，その間における私の行動及び講演の回数と内容等について詳細

に報告せよとの命を受けた.そこで‘私は至って率直に書いて差出したのである.これで私の追放は民間

人として，いの一番に決まるものと覚悟していたのであるが，どう した訳かその厄を免がれていたのて‘

あって，我も人も不思議に思ったものである.

9. 戦後初めての入学試験

昭和21年度木校入学試験は， 4月15，16日学科試験， 19， 20， 21日身体検査および口頭試問と

行なわれ4月23日発表された.

応募者3，000名に対し，入宇許可された者は240名でまことに狭い門であった.昨年度新設の

電気科が定員30名に対し志願者は実に20倍以上に達し，化工，建築，機械が15倍前後，従来最も

志願者の多かった造船科が時間を反映して 5倍と最低率であった.なお今年度のもう一つの特徴

は，介格者240名に対して合絡者出身学校数 130校で，1名合格中等学校数83校であった.まさ

に本校始ま って以来の小党群立であった.

なお入学式は5月13日午後1時より講堂で挙行されたが， 戦前に比し来校の父兄は少なかっ

た.

10. 電気通信科を電気科と改める

終戦直前の昭和20年4月，新しく作られた電気通信科は， 21年4月1日付けで電気科と改称し

た.これは，電気通信だけでなく広く強電部門を含む電気工学一般を対象としたものであり，か

っ占領軍から日本は電波兵器(レーダ) に関連する研究，製造を一切禁止されたととによるもの

であった.

なお本科は発足時わずかな予算で設立され，ひきつづき終戦後のどさくさで，本来必要な実験

設備も整わず，教室も戦時中急造された木造平屋建てを使用しており，窓ガラスは破れっぱなし

であった.したがって，冬期はもちろん暖房なしで，教綬も学生も寒さに震えながら授業をつづ

けた.このことは他科にもいえることであったが特に当科はひどかった.

11. 横浜高工時報復刊第 1号

戦前学校新聞の雄と称された横浜高工時報は終戦時廃刊となったことは，さきに述べたが，昭

和21年，新学期を迎え復刊されることとなり，その第1号(通算400号)は21年5月15日付けで

発行された.

発行所横浜工専新聞部，編集発行人 揮大防小平，印制所神奈川新聞社となっており，大

きさは新聞紙と同じで4ページであった.しかし部員一同の努力にもかかわらず遅刊がちであっ

た.24年3月第419号に至り，高工時報は終わりを告げ， 24年5月本校が大学に移行以後は大学

新聞No.lに引きつがれた.
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12. 校内に清新の気

昭和21年5月，新学期を迎え学園に新風を吹きこむべく各科事務取扱を更迭した.各科の事務

取扱は次の通りで，本校1-[¥身者が多かった.

ム山野健郎(機械) 東大機械卒 (ff月6 木校就任 (AiU5.2)

ム阿部 滋弘(化工) 本校卒 (大12.3) 同 (昭 2.3) 

ム河村 文一(電化) 本校卒 (大14.3) 同 (昭 2.3)

ム田口武一(建築) 東工大卒 (附10.3) 同 (昭16.9)

ム吉岡 勲(造船) 本校卒 (昭 7.3) f<¥'l (昭 9.6) 

ム竹前 一男(電気) 東京高工卒 (昭 6.3) fOl (昭14.4)

ム船戸川善哉(物理) 北大卒 (昭10.3) 同 (SR20.2) 

ム豊田浩七(数学) 東北大卒 (昭 6.3) fffl (昭18.3)

ム竹内秀雄(語学) 早大卒 (大 7.7) 同 (昭 4，9)

13. 教務課一本建てとなる

戦時中執務の繁雑を緩和するため生徒，体練の2課が教務課より分離していたが，終戦後の新

学期から再び教務課一本建てとなった.新教務課長は，化学工業科今井教授が教授会より推薦さ

れた.課は旧教練科跡に移転，生徒のための教務課として新発足した. (商工時報戦後 No.1)

14. 鈴木前校長の講演

鈴木前校長は21年3月中旬，本校講堂で請漬を行ない， of the Student by the Student， for 

the Studentと名教自然を強調し，教授学生聞の緊密化を強調した. (高工時報戦後 No・1)

15. 出席率低下 夏休み早まる

新学期は5月13日よ り始まり，また新入生も 5月15日より登校してきて，学園もようやく活気

づいてきたが，おしょせる食糧難，住宅難，インフレの嵐(あらし)にはいかんともする術(すベ)

もなく，出席率は低下の一途をたどり，高工時報復刊第1号では「学業はなおざりには出来ぬ.

しかし本が得られなくては本を読むことは出来ないし，食物を摂らなくては学生と躍も生きて行

けないのである.Jと悲痛な叫びをあげて国民学校から大学まで 1年間学校を閉鎖すべきではな

いかと論じてし、る.

また同じ新聞で「本年2月に新設された第四寮は5月に入るや米の配給遅配などにより，食糧

危機となり， 5月4日には，パン 1食分を余すのみとなり， 17名の寮生は1時帰省のやむなきに

立ちいたった」と述べ，このほかにも登校不能の生徒が増加しつつあることを報じている.

以上のような事情にかんがみ21年度は5月13日，授業開始後わずか1カ月の 6月10日から8月

20日まで2カ月以上の夏休みとすることに決定した.
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朝日年鑑には次のように記している.

食糧危機によって東京以東の地域では20年10月下旬から，全国的には21年の6月から，正規の学校授

業を継続することが不可能となった.6月上旬文部省は欠配の甚だしい大消費都市の大学，高専に対し

夏期休暇をくり上げるよう通牒した.その時期は多くは6月中旬から 9月中旬までの3カ月間にわたる

未曾有の長期休暇制をとった.

16. 体育館改装

終戦後航空機科が廃止されたので，飛行機の格納庫も不必要となった.20年9月この格納庫を

体育館に転用したが， 21年秋約15万円の予算でこれを改装した.

17. 校内人事委員会設立

21年12月，校内人事委員会が設立され，教授，助教授，専任講師の任免および各科事務取扱，

課長の任免は問委員会で審議されることとなった.なお委員会は，委員長学校長，委員理事本

および当該事務取扱で構成された.

(注〉 理事 20年11月15日の教授会で理事を置くことを決め11月21日選挙を行なった結果，阿部，宮島，

豊田，林，玉田の5教授が選ばれた.

従来校内の人事その他の重要事項は，教授会で審議し決定機は学校長にあったのを改めて，理事会に

大幅に権限をゆだねた.

18. 校友会の復活

戦後食糧難にあえぎ物資も不足がちではあったが，若人の'情熱はいち早く各種運動部の復活と

なって現われた.

横浜5専門学校排球大会，同6専門主学校水泳大会， 対高商野球戦(ハマの早慶戦)， 関東地区

専門学校体育大会，全国高専パスケット大会など次々と開催された.

本校校友会も21年10月31日に正式に発会式を行なった.次に名物の対高商野球戦および寵球部

の活躍についで述べる.

ハマの早慶戦再開からその終りまで

戦前憤浜の野球ファンを二分して熱狂させたハマの早慶戦，対高商野球定期戦はいよいよ21年

9月18日ゲーリ γ グ球場*で行なわれることとなった.何しろ昭和17年以来4年ぶりのこととて

両校生徒関係者や戦後娯楽の乏しい市民の聞で待ちに待たれたが，あいにく当日は雨天のため中

止，翌19日午後3時開催，両軍応援団をくりだし若人の情熱をぷっつけたが， 5-5で日没のた

め引き分けとなった.

当校の応援団長は建築科中川清k".jJで， 8月29日結成式が行なわれた.生徒は半強制的に応援に

かり出された.両校とも試合当日の応援団は，食糧不足，物資不足にもめげず，大いに気勢をあ

げ市中行進には米軍から苦情が出たほどであった.

(注) 昭和4年に建設され被浜公岡野球場は，進駐軍の管理下におかれルー ・ゲーリック球場と命名された.なお明治神宮球織はベープ

Jレース球場と呼ばれた.

なお， 22年の第18固定期戦は， 6月18，19， 23日の3日間にわたり同球場で行なわれ，7-6，
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3-8， 0-9で連敗，翌23年の第四回戦は 6月4，5日と同球場で行なわれ，4-5， 1-3 

Aと3連敗した.以後同じ大学となったので.この名物の定期戦も自然消滅した.

ハマの早慶戦の思い出 小泉仰(電化22年卒)((DENKA No. 6) 

21年の試合は何しろ両軍とも打てなくて4球ば トということになろうか.また両校は伊勢佐木町

かりであった.ユニホームなどなかったし，皆ワ で‘取っ組み合いをやった.血の気が多かったのだ

イシャツやら思い思いの服装であった.両校の生 ろう.

徒を一言で言えば高工はパンカラ，高商はスマー

鏑球部強し

本校バスケッ ト部(部長森川幾久雄教授)は21年10月19日よ り始まったパスケ ット・インタカ

レージ戦に，まず関東学院を破り，20日行なわれた決勝では高等商船に勝ち優勝した.

11月行なわれたノミスケット全国大会では，決勝戦で京都工専を破り全国制覇(は)を遂げた.

19. 昭和22年を迎える

1月1日午前日時より学校で恒例の年頭挨拶会を挙行，冷酒で新年を祝い，有志、の余興なども

あり，午後1時半ごろ終わった.

1月16日より授業開始，翌17日の初教授会で冨山校長より 6.3. 3. 4制の話があった.

20. 事務取扱更迭ならびに新理事

新学年にあたり各科事務取扱を次の通り変更した.

出身校 木校就任

機械科 山野健郎 東大工 (昭6) 昭15.2

化 工科 木下恭二 東大理 (昭5) 昭15.6

電 化 科 友成忠雄 東工大電化(昭10) 昭10.7 

建築科 藤野節儀 本校建築 (昭 9) 昭11.6 

造船科 沢村鶴松 大阪大工 (昭10) 昭21.5 

電気科 武田 進 京大工 (昭16) 昭20.7 

数学教室 森川 正 京大理 (昭14) 昭14.4

物理教室 船戸川善哉 北大理 (昭10) 昭20.2

語学教室 佐藤正能 東大法 (大14) 昭10.9

理事改選

l月21日理事改選の結果次の 5教授に決定した.

阿部滋弘，木下恭二，田口武一， 宮島義，佐藤正能各教授

21. 校友会規則改正

終戦以後校友会総務部の性格，応援団のあり方，級代表の役員会参加など種々討議されてきた

が，昭和22年1月31日，校友会役員会で，新しい校友会規則を決定した.
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改正された校友会規則をみると，これまで各部長は会長ーから委任されていたのを改め，各部の

部員によって選出決定すること，応援団を校友会内に包含させること，役員に級代表2名(合計

36名)を加え，各部幹事25名に対立させることなどであった.級代表を役員に加えたことは，従

来予算の消費者ともいうべ き各部幹事および総務が，役員会を構成し，予算のH'，賀'者である一般

校友会員の声をとり入れていなかった欠点を是正したものであった.

横浜工業専門学校校友会規則

第1章名称及び目的

第 1条本会は機浜工業専門学校校友会と称する

第2条 本会は自治的活動に依り会員の心身練磨と会員相互の親陵を図り自治精神をよh揚し校風を媛起

させる事をその目的とする

第2章組織

第3条 本会は本校の職員及び生徒を以て組織する，職員の範囲は別に定める

第4条本会に左の部を設ける

野球，庭球，ラグピー，蹴球，籍球，排球，卓球.I蜜競，水泳，山岳，文芸，美術，講演，音

楽，無線，写真，農芸，自動車，演劇，社研，宗数，気象，保健，共済，新聞，購買

第5条本会に応援団を附属させる

第3章役員

第6条 本会に左の役員を置し会長，総務，部長，幹事，級代表

第7条 (1)会長は学校長が当る.(2)総務委員は教職員より 5名と，各科より選ばれた生徒各 1名，公選

せられた応援団長及び本会幹事中より互選せられたもの2名とよりなる.(3)部長は教職員を以

て当て部員が選出する.(4)幹事は生徒を以て当て部員が選出する

第8条役員の任期は1年とする.但し再選出を妨げない

第9条 役員の職務を左の如く定める

(1)会長は本会を総理す.(2)総務は会長を補佐し本会の活動の中枢機関として会員の連絡協調を

はかり会全般に関する企画立案並びに各部に属さない部の掌理立案に当る.(3)部長は部の指導

に当る.(4)幹事は部を掌理する

第4章会議

第10条 総務及各部は幹事会を組織する，幹事会は生徒側総務が招集し，各部幹事の協議連絡予算決算

その他校友会に関する重要なる事項を調査審議する

第11条本会の役員を以て役員会を構成する

役員会は規則の改正，予算の決定決算の承認その他校友会に関する最も重要な事項を審議決定

する

その他の事項については前条の幹事会が決議し，教職員側総務委員長の承諾を得ればよい，但

し役員会は幹事会が決議した事項に付て質問しその責任を問う事が出来る

第12条 総会は少なくとも毎年1回聞き必要ある時は臨時に開く事が出来る，総会は会長が招集する

第 5章会計

第13条 本会の経費は会員の会費，入会金，寄附金その他の収入を以て支弁する

第14条 会員は入会金として金20円を納入しなければならない

第15条 会員の会費を左の如く定める，職員会費は本俸の 120分の 1.生徒会貨は年額80円とす，会費

は別に定める所に依り分納する事が出来る

第16条 本会に基金を設ける，基金は入会金，寄附金，毎年度の決算剰余金，その他の収入を以て充て

る，基金の使途は別に定める

第17条新聞部，購買部は特別会計とす
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第四条 本会の会計年度は毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終る

補員IJ

第四条 将来本規定の改正を必要とする時は総務は議案を作製して役員会の議に附する事を要す.此の

場合は出席人員の3分の 2以上の多数を得なければ改正の決議をすることは出来ない

附員Ij

第15条 巾の「生徒会T翌年額80円Jは新総務による役員会に於て，再審査する

22. 第25回卒業式

第25回卒業式は3月15日/niino時より行なわれ11時30分終了 した. 進駐軍将校の祝辞があっ

た.

23. 22年度入学式

22年4月21日全国高専中の最難聞を突破して本校へ入学した250名の入学式が大講堂で挙行さ

れた.男女同権の精神に基づく紅 3点が注目をヲ|いた.

学校長訓示

新態法発布を前にして連合軍最高司令官はメ ッ

セージを発し「日本新憲法は世界に於て最も自由

な且つ進歩的な国家憲章の一つにして且つ人類の

偉大なる精神的革命の反映なり.是が実効化する

ことは極東に新時代を画すると共に世界文明の将

来に一大活力を与ふることを期待せられ，此に日

本は民族的再起，世界文化貢献への機会を与へら

れたるものにして，日本はこの新しき義務の遂行

に遺憾なきことを信ずJと示されたことは，暗た

んたる敗戦後の我国現状のうちにも，前途にー察

明を見出し得たるの悦を感ずると共に，日本人全

部が協力，眼前に累積せる精神的，物質的困難の

諸問題を削除，解放し，更に進んで世界永遠の平

和を理想として，人類の文化，福祉に寄与貢献す

るの成に到達せんことを図仇以てその期待に背

かざらんことを銘記すべき時なりと信ず.恰もこ

の時に当り我校新学年を開始せんとす.その意義

特に深きを思はざるを得ず.国家的民族的思想の

理想の実現がその根元とする所は数育に存するこ

とは論を侯たざる所にして，殊に俊秀青年の集る

我学園が各自民族再興の至情に燃え，新憲法の示

す式道に則り，衆府、の先駆として，明日の重き使

命を全うするの修養に完ったからんことを期す可

きなるを思ふ.

今や教育の目標とするところは，各個人の人間

性に内在する道義的，知的総ての価値を I~日発且つ

実現せしむるにありとせられ，その方法として個
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人の人絡の尊敬をmんじ，その価値を承認するこ
とを前挺とし， 常に I~ 由探求の精神を以て得られ

たる智識を十二分に活用することを要求せられ，

特に各個人の自発的活動により，絶えず生気を与

へるを必要とするを高調せられるに至れり.

本校が多年唱導し来れる教育の理念は今日何ら

矛盾を来すことなく ，正にその真価を発揮すべき

機会到来の感深し，然りと難もその実効を挙ぐる

は容易の業に非ず，指導の任に当る教師は常に研

旗怠らず， 不動の権威を堅持し生徒各人の能力資

質叉は環境に順応して自由に獄足を延し得るよう

に指導し，学習者は常に積極的に学び取るの態度

を以て十分に理解，的確に凡ての智識を自己の物

とするの心状を持続し，両者一体となりてこそ初

めて其目的を達し得ベし.

本校が殊に試験採点の形式に重点を置かざる制

度を以て而も全体が放縦に堕しめず，常に自彊不

思、の生気に充満してその成果を収むる為には挙校

格段の努力自奮を要す.学校は学科それぞれに専

門する学問技術の訓練と研究に専念すると共に更

に一般的教養を高めるに努め同時に健全なる学生

々活を送る事それ自身も重要なる目的とする所な

り.此に学校教育と併行して，校友会の自治的活

動に倹つもの重大なるものあり.

さきに教育基本法の制定せられるあり，以て平

和的文化的国家再建の基本たるべき教育の根元理

念を明確にせられたり.即ち教育の眼目として人

間性の開発を目指し，民主的平和的国家及び社会



の形成者として真理と正義とを愛し，個人の尊厳 悟その昂揚をなすべき時運到来せりと言はざるベ

'$.:-尊び，勤労と協和を重んずる心身共に健全なる からず.挙校一体，そのカを傾け弊あるは去り，

国民の育成を期し，特に教育の自律性と学問の自 その実効を挙げ以て国家再建民族再起の先駆たら

由を噂重し，自発的精神の漏養を要望せられるあ んことを祈念して止まず(高工時報 406号昭和22年5月

り，これ正にわが弘陵学園が創業以来堅持し来れ 2日).

る，自覚，自発の教育精神と合致せる所にして大

狭き門女子に開く

昭和22年度から木校においても木科への女子入学が許可された.男女共学については現在では

普通のこととして見られているが，当時としては画期的な出来事でいろいろと議論された.

しかし当校ではすでに試験ずみとして受けとられた.すなわち本校創立以来の女子入学者をみ

ると，航空機科に第4期生(昭和18年修了)として 11<11 建築科に昭和18年前後して2名，応化

にこの時点で:'1名在学中で計4名がすでに卒業あるいは夜乍巾であった.ただし，これらは情選

科で2年修了が原則であったが，たいてい3年間本科生と共に講義を受けたようであった.

なお22年度入試の結果，女子3名(応化1部2名， 2部1名)が一千数百名lゃから選ばれて入

学の栄冠を得た.

24. 進学適正検査の実施

昭和22年12月22日付けで文部省より進学適正検査の実施が通達された.

これは大学，専門学校へ入学志願する者について，まず，全国いっせいに，上級学校へ進学す

る能力を有するかどうかのテストを行ない，能力ありと認められた者のみが入学試験を受ける資

格ありとする制度であった. この制度が実施されるに至るまでトの経綿について当時文部省主催の

入学試験に関する会議の委員であった本校校長富山保が次のように後年語っている. GHQと当

局の関係がよくわかるので抜粋する.

昭和21年後半期頃から，日本占領連合軍総司令

部 (GHQ)の教育に関する指令が具体的にひん

ぱんになってきた.その一つの現れとして同年11

月21日， 文部省に於て GHQ側は教育部のエドマ

イヤ一女史を首班とし，日本側は文部省の幹部，

大学及び専門学校の代表者12-13名で入学試験に

関する会議があった.この会議でエ女史は全国一

斉に進学適正検査を明年より実施せよと主張し

た.これに対し各委員は甲論乙ばくしたが容易に

結論に達しなかった.私は「日本の現状は交通困

難であり，またあらゆる資材が不足している現状

では全国同時にテストを行なうことは困難であ

る.この際十分研究，検討を重ねることが必要で

ある.明年からというのは無理であるJとあえて

発言した.

エ女史は言下に強い口調で[明日，明日と言っ

て結局実行しないことは，日本人の通弊である」

と逆襲し，この案を実行するよう押し切られた.

なおこのようにして行-なわれた進学適性検査も後に述べるように30年度からは廃止となった.

25. 昭和23年を迎える

昨年ーまでは恒例の元日の年頭の挨拶会があったがとの"1'.からは中止となり ，.，{:校教職員はのん

びりと自宅で元日を送った. 1月9日臨時教授会開催， 電力制限，西牧事1'1ぺ研究所設置の件
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(後の横浜貿易科学研究所)などが議題となった. 1月12日より授業開始，同日の教授会では校

長より新制大学に関する竹ーなどの話があった.

(注) 西牧事件 学岐近くにマーケット様のものが開設される計画があれその反対運動.

26. 第26回卒業式

第26回卒業式は23年 3月15日木校誹堂で‘行なわれた.今回の卒業生は，昭和20年 3月空襲たけ

なわの時に入学し，ただちに勤労学徒として工場に動員され，終戦後の激動の日日の中を学聞を

つづげ，今日の卒業式を迎えた人々であり，感無量のものがあった.次の富山校長の式辞は烈々

の憂国の熱意と若き工業人の心構えを述べたものとして全文を掲載しておく .

学校長告辞

諸君らは昭和20年，戦争末期空襲酎なる時織烈

なる爆弾下に入学試験を受け入学許可せられて後

直ちに引き続き学徒勤労動員に出動し，数ヶ月に

して終戦となり，本校は幸にも戦災を免れて逸早

く授業開始となりたるも，その後に於ける世相の

一大変革に際会しその激浪は治々として諸君の身

辺にも迫り釆り，諸君の本校3ヶ年の在学期間中

は勉学の目的に対しては甚だしき不利なる条件の

下に終止したることは真に遺憾とせられたことと

思われる.然し諸君はあらゆる辛苦と要員難を克

服，最善を尽されて今日卒業の栄冠をかち得られ

たことは，大なる誇りを感ずると共に来し方を回

想してあらゆる意味に於て感慨無量なるものあり

と察せられる.

国土荒廃，疲弊その極に達せる我国の現状を前

にして諸君今後の行路は実に多難，累々たる障害

山積することと思われるも更にこれらを撃破して

新日本建設の重責を全うせんとするの勇猛心に燃

え希望の光明に輝くことと信ずる

旧来の随習を総て一機して新しき構想、の下，あ

らゆる方面に自由の建設の気運みなぎるの今日は

寧ろ情熱ほとばしる青年としては，先人の望み得

ざりし好機に際会せるものとも言うことができ

る.

我国現在直面せる困難は実に多岐多様である

が，その大部分が主として国家経済面の危局に付

帯しているといわれている.経済力の速かなる復

興とその培養こそ今日国民全部が協力して進むべ

き一大目標であり，且つ進むべき大道なりと確信

する.然るに今日我国各層に於ける動向たるや，

必ずしもこれに合致せず唯眼前周囲の苦難に圧せ
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られて右往左往しその目標を失い，時に逆行の観

あるはその遺憾とするところなり，この時に当り

て国家経済力の根幹をなす生産，就中工業の一大

振興を強調実行する事は国家を破たんより救い，

その再建を促すrJコ枢なりと断ずるも過言ではない

と思う.世界工業は過去の大戦を契機として各方

面共に画期的一大転換と躍進をなしつつあり，他

面我国工業は今後その種類に於て，その規模に於

て叉その原料資源に於て，従来夢想だにせざりし

各種の制約を受くるの止むを得ざるに到り，これ

らの聞に処して我工業の振興を図り，その確立を

期することはここに我国独自の研究工夫と甚大な

る努力を要するものにして，その事たるや容易な

らざる大業なり.これ今日我工業技術人に負はさ

れたる大きな課題なり.而してこの問題の解決は

全く純科学的知見に基づく技術力，工業力の発揚

によってのみ達せられるものなり.偉大なる努力

により基本的科学研究の結果と多年に基づく工業

技術力の融合により初めて期し得られることな

り.

諸君明日の使命は以上述べたる意味に於て我国

新工業の確立により， 国家再建の根幹を築きあ

げ，さらに進んでは世界文化に貢献，新日本の理

想実現に寄与せんとするにあり.我4はこれに則

り自由かつ達，各自技備を伸長するの機会は諸君

の面前に展開されつつあり，大なる困難は予想さ

れるも，より大なる光明がその前途に輝けるを確

信す.而してその実現の鍵は諸君の手中に在り，

最善の努力を期待して諸君の門出のはなむけとす

る.(高工時報昭和23年3月10日)



27. 23年卒業生の就職状況

23年3月卒業の本校生の就職状況は昨年度にくらべるとやや好転、してきた.大学受験者は昨年

同様多くて全体の 4割を占めた.大部分は当然のことながら京大，工大，京大などの工宇部，玉虫

学部へ進学したが，中には専門を異にする法，商，文，経へ進'苧した者も数:f=，あった.

〔機械科〕 卒業生1部125名，2部46名合計171

名のうち50名近くが進学，就職の方は卒業までに

大部分きまった.大口申込みはなかったが化工方

面からの求人が多く ，精筏工業，せん維工業，農

器具製造などがこれにつぐものであった.

〔化工科〕 卒業生1部103名，2部40名で大学

進学者50名弱，他は卒業までに大部分就職がきま

った.

〔電化科〕 卒業生1部90名，2部40名，約40

名が進学，卒業生は三月迄に殆んど全部きまっ

た.

〔建築科〕 卒業生113名，進学30名，民間会社

28. 23年度入学志願者 工専最後の入学者

が多く官庁方面は非常に少なかった.これまた3

月末までには大体行先がきまった.

〔造船科〕 卒業生1都67名，2部26名のうち進

学20名，各科'1'もっとも就職率がわるく卒業まで

に約半数位がきまった程度であった.

〔電気科〕 卒業生65名，進学は20名前後，就職

状況は時代の寵児であるだけにきわめて良好，倍

以上の求人があった.強電が圧倒的で弱電は割合

少なかった.

大体以上の通りであるが， 23年度は卒業生数が

多かったので就職斡旋の教授職員の努力は非常な

ものであった.(主として高工時報より)

横浜工専入学願書受付けは2月末日をも って締め切られたが，志願者総数 2，363名で，昨年よ

り90名増であった.そのうち女子6名が含まれていて，昨年の3名の2倍ということになってい

たが，このごろは女子の工科への志望はまだまだというところであった.

なお志願者を地域別にみると，地元横浜が最も多く約30%強，東京30%弱，その他山梨，長野，

千葉，j者玉等の近県が割fiい多かった.

各科別志願者数

(内女子〉 (内女子〉

1i部 2部 教養 1部 2部 1部 2部 教義 1部 2部

機械 355 182 29 建築 267 14 1 

化工 456 199 19 2 造船 138 

電化 265 18 l 電気 421 

(注) 1部，2部共定員30名，教養9名

3月21U 介陥者が発表された.なお24{1:.l~よりは大学に修行するので ， これが工専としては最

後の入午:者であった. (26年3月卒業わり

29. 横浜工業会総会

横浜工業会は，戦前は内地はもちろん海外にまでも各支部を1(し，縦，航のi虫紡を互いにとり，

会員 5，000名を協していたが，戦後は半数以上が住所不明となり，会の辺日不能となっていた.

l昭和23年に至り，母校の大学移行問題を機として復興のきざしが孔え， 1")年4月29日評議員会

を開催，そのとき集まった関係者一同で母校昇格後援会設立を決議した.ついで‘同年11月3日，

工業会館で戦後初の工業会総会を開催した.
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まず鈴木前校長のあいさつの後，阿部教授より大学昇格問題，河村教授より横浜貿易産業科学

なお工業会としての工学また幹事より大ヤ工学部設立後援会の報告があった.研究所について，

部設立援助資金目標額は700万円であった.

横浜貿易産業科学研究所30. 

かねて当校が払い下げを希望してし、たIIJ海軍第一燃料廠第3試験場日日和23ft::.5月21日付けで，

跡が大蔵省固有財産局から使mを認可された.
鉄筋コンクリート l階建建物2，000坪 (6，600m2) 敷地横1兵市戸塚区小菅谷間l

397坪 (1，310m2) 

所在

乙こに砂H兵貿易産業科学研究所を置いた.設立魁意書にいわく ，l悩和23.11'-7月8日当校では，

「敗戦下の時局，新日本:文化の水準を高め国際平和に寄与する為には須く各般産業特に貿易産

これが根本対策はーに貿易産業科学に関する研究業の発達を促すことが最も緊急要務であって，

この要請に応える為，号Eぃ横浜工業専門学校は本邦最大の貿易の振興に倹たなくてはならない

港を有し， かっ京浜商工業一大小心をなす横浜に在るので，今般横浜貿易産業科学研究所を設置

以て文化の向上並に我国産業の研究に寄与し，貿易産業に関する工業試験並に学術研究をなし，

貢献せんとするものである」

これに類似する官公立研究所がなかったの当時神奈川県および横浜市には工業試験所または，

ニ

哉

治

忠

雄

弘

恭

善

康

好

忠

滋

これにかわる1"小工業の発展を図るための工業研究指導機関であった。

木下

船戸川

中村

中島

友成

阿部

教授

11 

// 

// 

// 

部長化学

物理

機械

電気

工芸 H

技術指導 H

// 

// 

/1 

組織としては次の6部を置いた.

(1) 化学部 (3諜) (2) 物理部 (2課)

(3) 機械部 (3課) (4) 電気部 (2諜)

(5) 工芸部 (3課) (6) 技術指導部

本所の役員は次の通り

所 長校長冨

次 長教授河

{米山

村

で，

// 文

これを会社に譲渡

し，その代将として横浜国立大学工学部構内に鉄筋コンクリート 2階建て延べ147坪(485m2)の建

物客付を受け， 31作e4月1日付けでこれを横浜岡大工学部付属カーパイド化学研究施設とした.

その後，昭和31イ1'.1月23日東洋高圧工業株式会社の強い要請があり，なお，

設立当II，'joのことを中村康治教授は次のように詰った.

る.

大船と言えば当時燃料廠27万坪 (89万 m2)，将

来工学部が移転するならばと夢を託したこともあ

ったが，当時は弘明寺から大船へ行くことが容易

でなかった.第3研という「コ」の字型一階建の

建物 (3階になる予定が1階まで建てた時終戦

になりそのままとなった〕の半分をやっと手に入

れて，そこに償浜貿易産業科学研究所を開設し将

大船の思い出 中村康治 (DENKANo. 6 ) 

当時はすべてが不足，窮乏のときであ り，こわ

れた機械一つも欲しいというような，一種の飢餓

状態であった.軍施設の放出，米軍接収解除とい

ったことがあると，いち早く聞きつけて貰いに出

かけた.当時大船の海軍燃料廠の図書館にある本

を放出するということで，これは河村先生が先頭

で努力をされたと思う.最後にはたしか東大と競

争になって半分宛分けるようになったと記憶す
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来大学付属研究所にしようというのであった.こ それから20年，大船への国大移転統合案が出た

の研究所の半分は「鎌倉アカデミヤJと称する進 昭和39年には27万坪が11万坪を残すだけになって

歩的学園が借り受けており， 三枝博音氏が学園長 いた.

であったと思う.

31. 講堂焼失 ベヒシュタイン ・ピアノは無事

23年7月16日午前6時，講堂天井裏より出火，付近消防署よ りもかけつけ消火につとめたが早

朝のこ とでもあり ，ついに講堂は焼失した.さいわい他に燃え移ることなく ，午前8時に至り鎮

火した.原因は漏電.なおこの際，ベヒシュタイン ・ピアノは一同の努力によりかろうじて取り

出すことができたが，その際脚部が少しく破損した.

このピアノは前にも述ベた通り本校の誇りであ

ったが，終戦時本校にこのピアノがあることを知

った進駐軍は半ば強制的にこれを接収した.進駐

軍では最初これを横浜市内の進駐軍クラブに置い

たがその後行方がわからなくなった.当校音楽班

では，昭和22年始めころからこれが返還運動を起

こしたがなかなか見つからなかった.22年3月15

日の卒業式にはとうとう建築科製図室にあったア

32. 陸上優勝

ップライト・ピアノで間に合わせた.

音楽班の熱心なベヒシュタイン・ピアノ追跡の

結果，とうとう東京丸ノ内の米軍将校クラブにあ

ることをつきとめ GHQの返還承諾を得， クラブ

の2階から苦労しておろし，学校の自動車班のト

ラックで学校講堂まで運んだ.こうしてなつかし

いピアノがようやく本校へ戻ったのであった.

県下陸上インターカレ ッジは23年11月15日県営藤沢競技場で、行なわれ，木校は総得点94l1，で優

勝した. 2位横専61点. 3位鎌師63点. 4 位Y専56)~~で、あった .

33. そのころの学生生活

昭和21年から24. 5年にかけては物資は極度に不足し，特に食糧事情は言語に絶するほどひど

かった.しかしそれにもめげず学生はアルパイトをしながら寒い教室で学問にはげんだ.

卒業生は当時を思いだして次の通り語っている.

戦後の学生生活 川田輝明 (沼気l旧和24年卒) (電気同窓会報20周年特集号)

このころ(昭和22.23年〕は終戦後の物資欠乏， を就職させるために非常な努力をなされ，その御

住宅難，食糧難が重なりあっており，とくに食糧 苦労は並み大ていのことではなかったと思われま

の確保には，だれもかれもが懸命になっていたと す.

きです.また勉強に必要な参考書類は出版されて 御世話になった先生方を囲んでのお別れの会

も発行部数が少なく ，理工科系の本などは定価以 は，強電実験室(変電室〉の裏手に面した木造の

上の値段で購入するとか，食糧をさし出さなけれ 教室で行なわれ，級の連中が近在の農家から手分

ば入手出来ない状態にありました.さらに就職難 けしてあつめた「さつまいも」だけの，しかも 2

時代でしたから，新卒者にも門戸はとざされてお 本程度しかゆきわたらなかった謝恩会でしたが，

h 電気科一回の卒業生が学校から巣立っていっ 先生方はとても喜んでくださり，なつかしい思い

た時も，あくる年私ら二回生が卒業した時もやは 出の aつになっています.

り同じような世相でした.当時の先生方は卒業生
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そのころの学生生活 松沼厚土 (al化問{f1125年卒) (DENKA No. 6) 

間車122年復活した定期

戦7回裏商工投手交代

入学(昭和22年)してからすく後業がはじまっ 無採点〉が残っていましたが，よほど出席率が悪

たわけで、すが，時代が時代なのですから，学生は いと学年の終わりに先生に呼び出しをくって注意

アノレパイトを強制され，正直言って先生方も食べ されました.前にも述べたとおり当時は何しろ食

るのに精いっぱいというところで，先生とわれわ 糧事情が今では想像できぬほど悪く，学生はほと

れ学生との授業外の接触というものはほとんどあ んどアノレバイトに精出していましたので出席率は

りませんでした.まだ三無主義〈無試験，無賞罰J. よいはずがありませんでした.

野球戦と記念祭 (前出〕松沼厚土

6月に行なわれる繊浜高商との野球戦.11月の のためにすぐ応援団が結成され，応援歌の練習が

記念祭の二大行事にはよくまとまって参加しまし はじまり，それと共に11月の記念祭の準備にとり

た.当時の学生生活はこの2大行事でも っていた かかったものです.

ようなもので.4月に入学すると 6月の対高商戦

そのころの思い出 吉田 孝(低気2期附阜124年卒)

食糧事情の悪いそんなときでも私たちは結構よ きた奴は外野をやれ，イモだった奴は内野だ，何

く運動もしたものだ.戦時中敵性スポーツという も食わなかった奴はキャッチャーだjという具合

ので禁止されていた反動もあってか，野球が盛ん にポジションをきめたものだ.

であったが，現在の学生たちの野球をやるのとは 記念祭や対高商野球戦など忘れられない思L、出

ちょっと趣がちがっていた. i今朝穀粒を食って だ.

I~{布 122年定期野球破
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戦後の学生生活 北島宣光 (電化昭和25年卒) (DENKA No. 6) 

学生時代の思し、出といっても，よく遊んだとい 盛光堂であんみつを皆でたベただけで儲けがすっ

うことしか思い浮びません.特に金のある人もい

ませんでしたが，楽しかったとし、う記憶が強く残

っています.

記念祭と言えば，サッカリンを作って売ったり，

電池を先輩の会社からもらってきて売ったり，写

真昼をやって儲けたりしました.ですが学校前の

第一寮の思い出 小暮 陽三(織械附和22年卒)

第一寮輿風館は岸ヶ谷の丘にあった.つづら折

の坂道を上ると民家が絶え，かなり広々とした畠

を前にして，庭にはかなり古い桜が毎年春を告げ

ていた.背後には成美女学校，畠を隔てて森木立

にかこまれた寺があった.夜陰，寺を訪問して不

用の塔婆を燃料に頂戴したのもなつかしい想い出

である.

部屋数は16.全くの自治寮で舎監もなく寮生の

選考から会計に至るまで互選で運営していた.別

かりなくなってしまった始末でした.またクラス

の友人とよく山へ行ったことなども覚えていま

す.

それからいろいろな競技会に引っ張り出され，

インターカレッジ二部の400メートノレ ・リレーで

優勝したというようなこともありました.

棟にまかない夫婦が住み，食事が出きると，チリ

ン，チリンとかねを振って知らせたものである.

遅くなると味噌汁の実がなくなり，盛りの少ない

井が残るために，大多数の寮生は疾風のように食

堂へ飛びこんだ.戦後はその食事すら出なくなり，

一人一人で自炊をする他なくなってしまった.

寮費は昭和19年まで1ヶ月20円をやや上廻るく

らいであった.

このように当時の学生生活は苦闘に満ちたものではあったが，若人は若人らしく対高商野球戦

に，記念祭に，スポー ツに，寮のスト ームに等等青春の情熱を傾けて結構楽しい弘陵3カ年の学

生生活を送った.

34. 自治会の誕生

24年2月1日横浜工業専門学校学生自治会の発会式が行なわれた.

23年11月27日校友会が解散されてから 3カ月余，この間幾多の難関を越えて，ことに自治会が

誕生したので-あった.すなわち.24年 1月24日自治会発足準備委員会を開催，自治会規約の原案

を作成，同月27日全校生によって原案可決，翌28日教授会の承認を得. 2月1日発会式の運びと

なったものである，

役員組織は，委員長，副委員長，企画，渉外，会計，執行，調査となっていた.

記念祭(1制1司122年)
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本自治会の規約によると「本会は学生の自治により本校の学j試を昂揚し，学生相互の親睦と発

展向上に努め併せて全'''!:生の総意を実現することを以てその日，'，りとする.Jとなってし、た.

従来の校友会は学生と教職員との合体で組織されており，教授が各自1¥の部長となってその責任

を負っていたが本自治会で‘は，学生のみによって組織され，手守{fllの部長も学生がなり，各部は全

く学生の責任により運営されることとなっていた.

35. 第27回卒業式

第27回卒業式は24年3月11日午前10時より，体育館で挙f)された.前年議:ii主が焼失したため式

場の選定について種々の論議もあったが，是非ともヤ校|人!で挙行したいとの意向が張かったの

で，設備不十分ではあるが体育館と決定したものであった.

以上をも って前編，高工(工専)時代を終わることとする.尖際は工専の最終卒業式は昭和26

年3月20日行なわれ，同月31日横浜工業専門学校は廃止されたのであるが，後編で‘述べるように

24年5月横浜国立大学工学部が誕生したので，記述の都合上24!.r3月までを前編とした次第で‘あ

る.
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第1章 横浜国立大学工学部の誕生

序

終戦後の学制改革によ りわが横浜工業専門学校(横浜高等工業学校)の大学移行問題は，識者

により議論され1日も早く実現することが望まれた.当初は横浜工業専門学校だけの単科大学案

であったが，当局の一県ー総合大学-の方針により，総合大学のうちの工学部として進むことに決

定，諸般の準備が進められ，附和24年5月横浜国立大'苧工学部として新しい出発をすることとな

った.本:章では大'字:工学部が生まれるまでの経緯について述べる. 

• 
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第 l章第1節新制大学へ

1. 新制大学設置への準備

昭和22年3月31日， 教育基本法，学校教育法が公布されたことは前述した通りである.これに

よってわが国の学制制度は画期的な一大改革がなされ，旧来の国民学校令，中等学校令，高等学

校令，専門学校令，大学令は全部廃止され，いわゆる 6.3. 3. 4制の学校体系が定められ，

22年度には中学までが実施され，つづいて高等学校，大学の新制度に移行した.

旧制大学令では「大学は国家に須要(しゅよう)なる学術，理論及応用を教授し並にその植奥

(うんのう)を攻究するを目的とし」とあり，また専門学校令は「高等の学術，技芸を教授する」

と規定されていたが，新しい学校教育法では「大学は学術を中心として広く知識を授けるととも

に深く専門の学芸を教授し研究し，知的，道徳的及応用的能力を展開させるととを目的とする」

と明示されている.なお旧制の大学は修業年限3カ年であったのを新制では 4年とした.

2. 大学設置委員会

従来の大学設立については文部大臣のみの認可となっていたのを新制大学では，大学設置委員

会によって審査され，その答申によ って初めて文部大臣が認可し得るようになった.

文部省では21年10月，大学設置基準設定協議会を設け大体の成案を得たが，一方現制度の大学

(旧制)だけで22年7月8日，大学基準協会を設立し，大学設置基準設定協議会を同会の中に包

含した.そして大学基準協会は23年7月， 4年制大学(新制大学)の最低基準としての「大学基

準」を作成発表した.

-23年1月15日， I大学設置委員会官制」が公布された.これは定員45名で，乙のうちの22名は

大学基準協会会員であった. (委員長は東京工大学長和田小六で，常任委員に横浜経済専門学校

長糸魚川祐三郎がはいっていた). 

23年2月21日総会を聞き，設置基準，申請書の形式，審査方法等を決定した.23年7月大学設

置委員会は大学設置審議会と改称した.

3. 単科大学案

本校においては富山校長が，大学設置準備委員会および設立委員会の委員を任命されており，

早くから大学移行を申請すべく準備を進めていた.

すなわち22年5月19日の教授会で富山校長の説明の後，大学移行の準備として，まず理事会で
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基本方針を作り，後各科で検討をすることを決めた.22年8月25日の教授会では大学設立準備委

員会を設置することとなり，各科より 2名，基礎教室1名，事務1名，計16名の委員を置くとと

を決めた.こうして大学設立準備委員会は，しばしば開催されたが， 22年12月19日会名を大学準

備委員会と改めた.

なお，ちょう どこのころ，すなわち22年12月16日，中央では第l回大学設置委員会が政令公布

(23. 1.15大学設置委員会官制) の1カ月前に開催されており，本校では中央と並行して話が進

められていたわけである.

このころの当校大学準備委員会の案は，単科大学案で仮称横浜工業大学(あるいは横浜工科大

学)となっており，現在のような総合大学案は考えられていなかった.

4. 大学人事委員会の設置

富山校長は大学移行問題が起こるや，大学としての最重要事のひとつは教授陣のいかんにある

として，情実に捕われることなく公平に人選しなければならないと考え，横浜工業専門学校に人

事委員会を設け，有識者，学内教授，卒業生代表から次の15名を選び人事委員を委嘱し，大学人

事委員会を設置した.委員は次の通りであった.

大学人事委員会

〔有識者〕 片山正夫(東大名誉教授) 鈴木達治 (初代校長)

阿部美樹志(戦災復興院総裁) 野口 向ー(東大教授)

真島正市/東大名誉教授l 李家 孝(三菱横浜造船所長)
¥東京理科大学長l

阿部滋払(応化) 木下 恭二(応化)

豊田 浩七(数学) 中島 好忠 (電気)

佐藤正能(独語)

鳥谷寅雄 (機械2期) 石井文夫(応化2期)

1届t 要助(電化2期) 吉原慎一郎(建築2期)

5. 後援会の活動

本校の大学移行問題が起とるや，卒業生をもって組織されている横浜工業会では，23年4月29

日総会を聞き，母校の移行のための準備資金を募集すべく，大学昇格後援会を組織することを決

めたことについては前述した通りである.

同年5月26日県下の有志、および工業会代表が発起人となり，本校において発起人会を開催した.

当日の発起人依頼状および極意書は次の通りであった.なお会長に横浜商工会議所会頭野村洋

三が推され就任した.

本趣意書にもある通り，このころまでは，あくまで横浜工業専門学校だけの単科大学を希望し

ており，名前も仮称横浜工業大学となっている.しかし次に述べるどとく 5月19日には，文部省
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より県下一本の総合大学設立の指令がきて，単科大学は断念せざるを得なくなったが，後援会は

横浜国立大学工学部後援会としてつづけられた.

なお本後援会の寄付金募集金額は 3，000万円で使用目的は次の通りであった.

収入予定

3，000万円

1. 対外関係(会社，工場等) 2，000 

2. 学校関係 1， 000 

内 工業会
高工
横工
商工実習

A
U
A
U
A
U
巳
l
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U
Fhd
R
U
「「

7
1
1
若

(注〉 高工 150万円の内在校生から 100万円 1人当たり1，000円

支出予定

1. 校内整備費 1， 000万円
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B 施設費
nu η' 
'
霞
'

凸
υ
k
w札
口
u

aaτ
ゅ

a
4
F
O

フ
生
場

ラ
発
工

グ
線
工

ロ

X
細
田

シ

'
子
防

オ
∞
硝
消

'
1
'
火

却
機
∞
防

1
真

1
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整

子
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失
堂

電
超
中
講

A

U

A

U

 

必仏

τ

a

u

q

d

η
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C 各科焔設改善充実費8科 400

2. 横浜貿易産業科学研究所設備 2，000万円

内訳 A 化学局 684 F 工作部 45 

B 物理局 157 G 営繕部 150 

C 機械及電気局 675 H 図書室 50 

D 工芸部 170 I 財団法人基金 100 

E 技術指導部 10 J 事務部 200 

発起人依頼状

横浜工業大学設立後援会発起人御依頼の件

拝啓時下益御多祥の段大慶の至りに存じます.

扱て終戦直後の混とんとした我国産業界も貿易再開の好条件の下に明るい見透しがついて来ましたこと

は誠に御同震の至りに耐えません.然、し乍ら申す迄もなく之が発展を期するためには遺憾の点、が多く，

殊に新らしい構想の下に我国産業が進まねばならぬ今日におきましては，進歩的な産業指導並に其研究

機関特に貿易産業に主体をおし、た綜合研究所の必要が各方面から強く要望されまして，其設立は目下の

一大急務となっている現況であります.

折しも本邦最大の貿易港で且つ京浜商工業の一大中心をなす横浜に所在する横浜工業専門学校が今般の

学制改革に伴って近く大学に移行する機会に，将来之に附属せらるべき貿易産業研究所の設立が学校当

局関係に於て企劃され，具体的発足の運びとなって居りますので，此の新大学及研究所実現の暁には各

位が之を充分御利用されることに依って，叙上の我国産業の復活向上の途はあえて困難ではないものと

信じます.この意味をもちまして横浜工業大学設立後援会を組織して，右新大学並に貿易産業研究所設

立を強力に促進さしてはとの議が有志の問に起り，就ては横浜工専に多大の関心を有せられる貴殿に其

の発起人たる労を仰ぎ得ますならば望外の宰と存じ， 5JIJ紙趣意書案御参照の上御快諾賜らん事を懇願い

たす次第であります.

追って発起人諾否の御返事のない場合は御承諾を得ましたものと拝承し，来る 月 臼午時横浜市

南区大岡町横浜工専校内に於て第一回発起人会を開催いたしますから御多忙中誠に恐縮に存じます

が，御臨席相成り度く御案内申上げます. 敬 白

昭和23年5月日
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木
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合

野

柳
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石

刻

小

鈴

前
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青

池

河

東

秀

横浜商工会議所会頭
横浜興信銀行頭取
横浜商工会議所副会頭
三菱重工横浜造船所長
綴浜商工会議所副会頭
神奈川県知事

横浜市長

神奈川県4会議長

横浜市々会議長

前横浜高等工業学校長

日産量工株式会社取締役

味の素工業株式会社川崎工場長

保土ヶ谷化学工業株式会社
取締役
古河電線製造所技術部長

三菱電機株式会社大船工場長

日本鋼管株式会社鶴見造船所長

三菱重工横浜造船所副所長 島

償浜工業大学設立後援会趣意書

新しい構想の下に再出発した新日本が国民文化の水準を高め国際平和に寄与するためには一般の産業

殊に貿易産業に全力をあげ国状に相応した新しい行き方で進まなければ遠からず再び行きつまらざるを

得ない状態にあります.

この健全な産業発達は経営と学問技術との完全な協力によって始めて促進されるものでありまして，

殊に本邦最大貿易港を有し且つ京浜商工業の一大中心をなす横浜に於ては切実に其必要を痛感されるの

であります.この問題を解決すベき研究所，試験所は終戦後の建物難，資材難等によって其の活動は殆

んど閉塞されていましたが，今や各産業が漸く曙光を見出すにつれて之等機関，特に貿易産業に重点を

おいた綜合的研究 ・試験機関の設置が各方面から強く要望されるに至りました.

折しも創立二十有九年，卓越した教授陣と優秀な設備とにより約6.0∞名の技術者を出し，叉各教授

の研究が只に学界のみならず実業界に直接，間接に成果が結ばれつLある横浜工業専門学校が，今般の

学制改革に伴い大学に移行しようとする機会に，右に述べた様な性格の貿易産業研究所設立が全校内に

設けられである大学設立準備委員会によって計創され，具体化を待つ運びとなっています.

この計剖は一般商工業の指導及其研究に主眼点を置き現に小規模乍ら市の依托による横浜市工芸指導

所と提携し関係各位が充分に之を利用して其の目的を達成されることを念願とするもので，将来は右新

大学の附属研究所として更に一層其の性格を高度化する理想を持つものでありまして，幸い既に国家か

ら横浜市戸塚区所在の元海軍大船燃料廠跡の建造物が貸与され，今や研究員，設備内容を充実すべき段

階に達している状態であります.併し乍ら何分にも大学移行のみに就て丈けでも多額の費用を要します

こととて，右研究所の設立費用の国庫補助は今の処到底望み難く大方各位の絶大な御後援により之を社

団法人組織として発足せしめる外はない次第であります.

之と向時に横浜工専の大学移行も亦叙上の趣旨から見て其の実現は識者の均しく期待する処でありま

すが，現在保有する設備内容のみにては日進月歩の学問技術の研究並に教育達成には充分とは申し難

く，此の上更に一層の内容の充実を計らない|拠り所期の目的に副 うた大学に移行することは困難であり

ますので，之亦各位の御後援を御願い致さねばならぬ次第であります.

この二大事業完成は必須のものでありまして，其達成のためにはどうしても地元各位並びに横浜工専

関係各位の絶大なる御支援による外はなく放に各位の御賛同を得て横浜工業大学設立後援会を結成し，

貿易産業研究所及横浜工専の大学移行の実現を強力に後援いたし度く各位の御質問御協力を期するもの

であります.
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6. 総合大学を指令

従来の官立大学，高専，師範を24年度から新制大学に切替える文部省の方針は， 23年3月15日

の国立総合大学事務局長会議 5月の大学総長，大学長，各種学校長会議で明らかにされた.そ

れは， I国立総合大学の所在地以外の地方では 1県 1大学案を原則とし，それらの大学には必ず

教員養成機関を設けること.設備は現在のままで可能な程度」というものであった.

これよりさき，各地の諸高等専門学校では独自の計画をそれぞれ進め，各方面に新制大学設置

運動を始めていたが，文部省案が明らかにされると両者の聞には食い違いがかなりあることがわ

かったので，両者間で折衝が重ねられた.

本校においてもさきに述べたように本校だけの単科大学案を考えていたが，昭和23年5月19日，

文部省は横浜工業専門学校長富山保，横浜経済専門学校長糸魚川祐三郎，神奈川師範学校長三田

主市，神奈川青年師範学校長富樫浩吉を同省に招集し，さきに大学設置基準委員会で制定された

基準に則り，かっ適格なる教員組織をもって，学芸，経済，工学の 3学部より成る総合大学をつ

くることを指令した，

本校では5月24日教授会を聞き富山校長ーより以上の文部省指令は至上命令である旨を伝え，こ

こにおいて本校だけの大学移行は不可であるとして今後は，単科大学案を捨て，総合大学の中の

工学部として進むことを確認した.
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第1章第2節横浜国立大学の生まれるまで

1. 審査

本校および他の3校では文部省のJ旨令にもとづきただちに，すでに用意されていた資料に従っ

て調書を作成し，これを統合一括して7月末当局に提出した.

大学設置委員会ではとの調書を十分に審議し，また9月25，26日の2日間にわたり実地審査を

行なった.この時の審査委員は主査上原専緑 (元一橋大学長)，日高第四郎(元文部次官)，小

池敬事 (千葉大学長)，鈴木桃太郎(東京都立大学教授)，臨時委員として武問憲治(千葉大ザ:

教授)，山田良之助(東京工大教授)の 6人であった.

2. 学校名決定横浜国立大学

この調書および実際の施設調査は厳格に審査されたが，この際大学の名称も審査対象となった.

大体各府県に新設される国立大学の名称は，原則的にその所在府県名を冠するように指示され

ていた.それによるとわが新制大学は当然神奈川大学とすべきであったが，横浜はわが国近代文

化の導入，発祥の地として世界的に著名であり，その点からでも学園の冠称として最も適当であ

り，一方旧校名とも縁があるので，横浜大学として申請したので‘ある.

ところが期せずして，市立の横浜経済専門学校と医学専門学校および私立の横浜専門学校が，

いずれも横浜大学として申請していた.そこで審査員は三大学の首脳者を集め，相互に協議の上

あらためてそれぞれの名称を決めて再申請するよう勧告した.

との勧告に基づき23年10月4日横浜市立経済専門学校長前田幸太郎，横浜専門学校長米間吉

盛，横浜工業専門学校長富山保の 3者が会談を重ね名称問題につき協議した.

各校ともそれぞれ主張があり，当初は互いにゆずらぬ情勢で，特に市立は当然のことながら強

硬な態度であった.そこで富山校長より国立と市立を名称中に挿入してはいかんと提案したとこ

ろ，前田校長はこれに同意し，米田校長はそれでは自校は神奈川大学としようということで，ょ

うやく協議がまとまった.

こうして23年10月8日大学設置委員会に付議され一部保留付きで承認された.つづいて翌24年

3月15日は主として名称の問題が付議された.それは国立としたことに問題があった.すなわち，

元の東京女子高等師範学校が大学となる場合，東京女子大学の名称を当初考慮したが，すでに私

立東京女子大学があったので，それと区別するため，東京国立女子大字として申請した.しかし
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審議会は名称中ことさら国立を挿入することは適当でないとして，これを否決した.そして結局

お茶の水女子大学として再申請した前例があった.これに準じて横浜も名称中に「国立」を入れ

ることは承認しがたいとのことであった.これに対し冨111校長は，横浜の特殊事情をいろいろと

説明し，ょうやく委員一同の了承をとりつけた. これが全同官立大学では唯一の「国立」という

字を挿入しているわが横浜川立大乍の名称の生まれたゆえんである.

3. 横浜匝|立大学ここに誕生

以上述べたように新制大'γの'Y'，ffJ¥も横浜ー国立大学と決まり ，審査も終わり，昭和24年 5月31日

法作第150号国立学校設置法により ，本大ヤ:は学芸学部，経済学部，工'字詰11の3学部を持つ新制

大'千としてここに誕生した.

冨山校長の苦労

木校が大学に移行するに際しては， 神奈川県の識者，教授や職員一同，工業会の先輩らが打っ

て一丸となって運動した結果であるが，その中心となった富山校長の苦心はなみなみならぬもの

があった.これについては，富山校長の先達である初代校長鈴木達治が次のように記している.

高工が大学と進化するには，さまざまな準備が必要であった.その教授陣容を整えることは最急務

のことであったであろう.冨山君はその為に東京大学の有力な教授達をはじめ，実業界の有力者，高工

の一部の教授，横浜工業会の先輩から私までも駆り集めて，準備委員会を組織して着々その歩を進め

た.一方新制大学のため，寄附金募集の目的を以て，各方面の有力者を集めて彪大なる委員会を作り，

募集運動に従事した.衆望を集めた富山君の一方ならぬ奮励努力により昭和24年われわれの新制大学が

堂々たる発足をしたのであった.

新制l国大学長の推挙に際し，同山君は!nl候補として学校外の人を，第2候補として私を挙げたとの

l噂を聞くと，私は直ちに書を時の文部次官に送り，内外の情勢を陳述して富山君を最適任者として勧告

した.兎に角学長問題は何らの波らんも問題もなく，至って自然に冨山君は初代学長の椅子に納まった.

文部省当局が70有余の国立大学と，それ以上の弘立大学を許可設立することは，髄かに大事業であっ

た.これが為幾つかの調査委員会が設立された.ぼんやりの私はその委員会の名称は今記憶しないが，

いずれの委員会にも富山君は委員長として，また委員として列席して居った.これが調査の為，全国を

東奔西走して所謂文字通り，席暖まるいとまはなかったであろう.これは冨山君に対して甚だご苦労の

次第で，叉多少の迷惑のことであったかも知れないが，文部当局の君に対する信用の発露であって，自

然の成行で・あったであろう.これが為国大は多分に留守にされ，蒙りたるマイナスは，文部当局が学長

に対する信用をそのまま国大に移し得て，償って余りあるプラスとなったと私は信じている.

(繍浜工業会報昭和28年3月号}

国立学校設置法 (抄) (昭和24年5月31日法律第 150号〉

第 1章総則

(設置及び所轄)

第1条 この法律により国立学校を設置する.

2 国立学校は，文部大臣の所絡に属する.

(定義)

第2条 この法律で 「国立学校Jとは，学校教育法(昭和22年法律第26号)第1条に定める学校のうち，

国立の大学及び高等学校並びに同法第83条に定める各種学校で国立のものをいう .
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第2掌国立大学

(名称及び位置等)

第3条 国立大学の名称，位置，学部及びその国立大学に包括される学校は，次表に掲げる通りとする.

国立大学の名称

横浜国立大学

(附属図書館〉

神奈川県

位 |学

学芸学部

経済学部

工学部

第6条 国立大学に，附属図書館を置く.

第5章職員及び職

(国立学校の職員の定員)

i 学校教育法第98条の規定による学校で
部 || 上欄の国立大学に包括されるもの

横浜経済専門学校

横浜工業専門学校

神奈川師範学校

神奈川青年師範学校

第12条 国立学校に置かれる職員の定員は別表第1から第3までによる.

(国立学校の職)

第13条 各国立学校(附則第3項及び第5項に規定する学校を含む〉に置かれる職員の種類及び定員に

ついては文部省令で定める.

(国立学校に置かれる職員の任免等〉

第14条 国立学校に置かれる職員の任免，懲戒その他人事管理に関する事項については，国家公務員法

(昭和22年法律第 120号及び教育公務員特例法第1号〉の定めるところによる.

第6章雑 則

(命令への委任)

第15条 この法律叉は他の法律に別段の定めのあるものを除く外，国立学校の組織及び運営の細目につ

いては文部省令で定める.

附員1)

1 この法律は，公布の日から施行する.但し，第1条の規定は，学校の修業年限及び学年の進行に

関しては，昭和24年4月1日から適用があるものとする.

2 左に掲げる勅令は，廃止する.

官立専門学校官制(昭和21年勅令第210号)

3 第3条に規定する大学はそれぞれその包括する学校の課程を存置するものとし，それらの課程の

履修，卒業及びそれらの課程を担当する教織員の身分等に関する本項並びに第3条に規定する大

学に包括する学校に附置される学校については，なお，従前の例により取り扱うものとする.

4 前項の規定の実施に関し必要な事項は，文部省令で定める.

(別表第1) 

国立大学の名称

横浜国立大学

大学に置かれる職員の定員

632人

国立学校設置法施行規則，)(抄) (昭和24年6月22日文部省令23号)

第1章国立大学

第1条 国立学校設置法(昭和24年法律第150号以下法という.)第3条に規定する各国立大学に学長，

学部長，主事，教授，助教授，講師，助手，附属学校の長及び教員並びに教務員，技術員及び

事務職員を置き，その定員は別表第1による.

第2条 学長，教授，助教授及び助手は，学校教育法 (lIf-{和22年法律第26号〉第58条に規定する職務に
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従事する.

2 講師は教授叉は助教授に準ずる職務に従事する.

3 教務職員は，大学で定める験にある者とし，教授研究の補助，その他教務に関する職務に従事す

る.

4 技術職員は，この規則lに定めるものを除く外，大学で定める職にある者とし，技術に関する職務

に従事する.

5 事務職員は，この規則に定めるものを除く外，大学で定める職にある者とし，庶務，会計等の事

務に従事する.

第3条 国立大学の各学部の長は，学部長とし，その大学の教授である者をもって充てる.但し， 単に

1箇の学部を箇「く大学にあっては，学部長を置かないことができる.

第4条 教授上叉は管理上必要がある場合には，国立大学叉はその学部に分校を置くことができる.

2 分校の長は，主事とし，その大学の教授である者をもって充てる.

第9条 大学において必要がある場合は，法第6条の規定する図書館に分館を置くことができる.

2 図書館及び図書館分館の長は，それぞれ館長及び分館長とする.

3 館長は，その大学の教授である者をもって，分館長はその大学の教授叉は助教授である者をも っ

て充てる.但し必要がある場合は，館長叉は分館長は事務職員をも って充てることができる.

第10条 国立大学の各学部，分校，附置の研究所，学部附属の研究施設及び図書館には，その規模に応

じてそれぞれ事務部叉は事務室を置くことができる.

2 事務部及び事務室の長は，それぞれ事務長及び事務主任とする.

3 事務長，及び事務主任は，それぞれ事務職員をも って充てる.

第11条 法叉はこの規則に定めたものを除く外，国立大学の内部組織に関してはそれぞれの大学の定め

るところtこよる.

附則

1 この省令は，公布の日から施行し，昭和24年5月31日から適用する.

2 国立大学の学部長及び分校主事は第3条及び第4条第2項の規定にかかわらず，当分の問教授で

ない者をもって充てることができる.

3 法附則第3項に規定する各国立大学に包括される学校の課程の長はその大学の学長，学部長叉は

分校の主事である者をもって充てる.但し，昭和24年7月31日まではなお従前の例による.

(別表第 1)

1 1学部長 1 I= ..，，，，，，，_~I 教務職員 |1 -."' 1 =iZ~~~J'<. 1 ""-..... 1....."，，-.....1 __ 1 ""'=t: 1附属学校のI !'::~~~ I
国立大学名称 |学長 |及び |教授 |助教授|講師 |助手 |長及び職員|技術職員 | 計

l |主事 I I I I J'(.Ð<.. V'~I}< "" I 事務職員 |

横浜国吋 I 1 I 3 1 118 1 82 1 19 1 4 1 “ | ぉ1 1 632 

4. 各地の新制大学

なお文部省では24年度から発足するものの設置申請を 7月末で締切ったと乙ろ，文部省直轄学

校69，逓信省立1，農林省立2，公立24，私立 123の新制大学案が出されたので，書類を大学設

置委員会に送付した. 審査の結果，24年2月と 3月の総会で， 24年度からの大学開校を適当と認

めたもの，国立69校，公立17校，私立81校を文部大臣に答申した.この結果，公私立大学は24年

4月から国立大学68校 (商船大学が開校を中止 したため 1校滅)は 6月開校された(授業は7月

から開始). (朝日年鐙による)
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なお参考までに文部省統計によれば，昭和23年から 27年までの新制大学数は次の通りであっ

た.

新制大学

国立 1門三~_l中L 私立

23年度 1 11 12 

24 68 18 92 178 

25 70 26 105 201 

26 71 26 106 203 

27 71 33 116 220 

36 72 33 145 250 (学制90年史より)
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第2章 創設期の横浜国立大学工学部

序

附和24#:.2月第3次吉田内閣成立， ー卜山事件，松川事件など小可解な事件が連続して起こり，

生活は依然として苦しく，いわゆる竹の子生活がつづいた.11月湯川博士が日本で初めてのノー

ベル貨を受負・して，われわれに明るい話題を提供してくれた.このころから日本経済は戦後の混

乱期lからようやく脱却する機運に/，"Jかい，25年6月の朝鮮動乱を境にして少しずつ好況に向かつ

てきた.

わが苧闘では昭和2Mf5月，横浜工業専門学校が横浜同点大学工学部として，新しい発足をす

ることとなった.一方横浜工業専門学:校は昭和26年3月最後の卒業生を送り 出すまで残ってお

り，24年度は新ffilj大学 1年生と工専2，3年生が， 25年度は大学 1，2年生と工専3年生が，I古1

校内に共に勉学にはげんでいたのであった.26年3月工専としては最後の卒業生を送り出し，こ

こに横浜工専(横浜市二[.)は23年の歴史を閉じ完全に新制大学:一本となったのである(よ って

27年3)Jの卒業生は両方ともなかった). したがって本章では大学，工専が同時に記述されること

がある.本史ではできるだけ編年体を用いたので両者入り混じり，あるいは読みにくいことのあ

るのをおそれるが了解されたい.そして27年夏完全に大学に移行した姿を見て富山学長は，鈴木

前校長の前例にならい65放をも って長い学園生活を仁lら退いた.
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第2章第1節発足時の工学部

1. 横浜国立大学の発足

前述のように昭和24年5月31日法律第 150号が公布され，ここにわが横浜国立大学は第一歩を

踏み出した.本大学はさきにも述べたように横浜経済専門q:校，横1兵工業専門学校，神奈川師範

学校，神奈川青年師範学校の4校を包括して，学芸学当11，経済学部，工学部の 3部をも って新制

大学として誕生した.

5月31日付けで横浜工業専門学校長富山保が初代学長兼工学部長に，横浜経済専門午校教授徳

増栄太郎が経済学部長に，文部省社会教育局芸術課長槍恒良ーが事務局長にそれぞれ補された.

ついで 6月13日熊本師範校長銅直勇がや芸学部長に補された.

いま簡単に包括された各校の沿革，組織，および工学部の職員，諸脱則，施設などについて述

ベる.

包括年:校の沿革

0横浜経済専門学校

大正12年12月横浜高等商業学校として創設され，同13年4月から横浜市中区大i湖町績浜高等工業学校

の一部を使用して授業を開始し，大正14年4月1日岡市南太田町の現位置に移転し，現在の本館は大正

15年3月に完成した.昭和4年5月に貿易別科を設置し， I収和19年3月戦時学制改革に基づいて横浜工

業経営専門学校と改称され，同時に貿易別科を廃止した.同20年4月及び5月の二回に豆り戦災をう

け，建物のおよそ40%を焼失した.同年8月終戦により再度の学制改革があり工業縦営専門学校は3月

末をもって廃止し，横浜経済専門学校として復活された.

0横浜工業専門学校 (目的

O神奈川師範学校

A 神奈川県師範学校は，明治9年横浜市花咲町に師範学校として発足し，同12年横浜市老必町に移転

し，神奈川師範学校と改称した.その後明治23年校舎を焼失したので現位置の鎌倉に変更することに

し，同15年走行校舎が竣工したが大正12年震災で全校舎が倒峻したので同14年同位置に本館を竣工し

た.

B 神奈川県女子師範学校は，明治35年，神奈川県立高等女子学校(横浜市岡野町)I付に附設された師

範講習科として発足し，同40年神奈川県女子師範学校となり，附属小学校を附設したが，震災で校舎

を失L、，昭和2年4月横浜市'1'区立野に現在の校舎を完成し，同11年神奈川県立横浜第二高等女子学

校を師範学校に併霞した.昭和18年両校を廃止し，同時に専門学校に昇格し，文部省直結となり，神

奈川師範学校はその男子郎に， 1司k子師範学校はその女子部となった.

0神奈川青年師範学校

大正10年神奈川県立実業補習学校として発足し，昭和10年神奈川県立青年学校教員養成所と改称し，
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附和19年文部省に移管し神奈川青年師範学校と改称された.ついで・昭和20年4月神奈川県立青年学校女

子教員養成所を附設し昭和20年6月神奈川県から校舎2棟，寄宿舎等の移譲を受けたが，同年7月16日

空襲により校舎1棟 (2階建木造 122坪)を焼失し，平塚校舎が狭降となったので10月4日現在の横浜

市保土ケ谷区権太坂100番地に移転した.

初期の横浜国立大学工学部概要 (昭和27年度横浜国立大学要覧より)

1 名称および所在地

名 称 所 在 地

事 務 局 横浜市南区大岡町 702
A守h与ら z合主x 号持ゐ一 部l 鎌倉市雪ノ下 929

附属鎌倉中学校 向上

附属鎌倉小学校 向上

償 浜 分 校 横浜市中区立野 64

附属横浜中学校 向上

附属横浜 小学校 同上

農 Aて't-与 教 室 横浜市保土ケ谷区権太坂 100

経 済 Aす4一与 部 横浜市南区清水ケ丘 41

エ 学 昔日 横浜市南区大岡町 702

附 鼠 図 E書 館 工学部構内

2 職員の定員 (大学全部〉

よケ 学 1学部長|教 l 助教授
及び ! 
長主事授 師手

附校属長教学
び 官及

昭和24年度 1 3 118 82 19 4 

昭和25年度 1 3 100 92 23 18 46 

昭和26年度 1 69 112 23 30 50 

昭和27年度 1 72 113 21 31 52 

iiiil 計
361 632 

349 632 

341 626 

318 608 

備考 昭和24年度， 25年度は主事の定員は教授定員に含まれ，昭和26年以降学部長及

び主事の定員は教授定員に包含された.
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3 士学部学生の定員

昭和24年昭度和~27年度
一ーーーー一-1

機械工学科 40 

化学工 業 科 35 

電気 化学科 35 

工 ~ ん 部 | 建築学科 30 

造船工学科 28 

電気工学科 28 

計 196 

機械工学科 30 

工学部二部 化 学工業科 30 

言十 60 

メ口"- 言十 256 

4. 工学部入学志願者状況

昭 和 24 年 度

A寸"'"ー. 科 ~IJ 入学志願者数(A) 入学者数(B)
比(会率) 定員

男|女 | 男|女|計 言十

機械工学部 40 103 。 103 41 。 41 2.6 
工 化学工業科 35 114 1 115 33 1 34 3.3 

電気化学科 35 85 1 86 36 。 36 2.5 
Aそf: 建築学科 30 56 。 56 25 。 25 1.9 
造船工学科 28 67 。 67 29 。 29 2.4 

剖1 電気工学科 28 78 。 78 29 。 29 2.8 
計 196 503 2 505 293 1 194 2.6 

工
機械工学科 | 30 72 。 72 31 。 31 2.4 A十M与

官官 化学工業科 30 65 1 66 29 1 30 2.2 
2 

60 137 1 138 60 1 61 2.3 河1

ハリ
4
斗
-
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O
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h
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nr
“
 

31 ω 1 353 1 2 1 255 1 
メ誌
にZ

昭 和 25 年度

| 機械工学科 40 1 373 1 0 1 373 1 48 1 0 1 48 1 7.8 

工 化学工業科 35 1 461 1 3 1 464 1 36 1 1 1 37 1 12.5 

電気化学科 35 1 176 1 1 1 177 1 37 1 1 1 38 1 4.7 

学 建築学科 30 I 211 I 2 I 213 I 33 I 1 I 34 I 6.3 

l 造船工学科 28 1 227 1 0 1 227 1 33 1 0 1 33 1 6.9 

部 | 電気工学科 28 1 306 1 0 1 306 1 34 1 0 1 34 1 9.0 

百十 196 11， 754 1 6 1 1. 760 1 221 1 3 1 224 1 7.9 

毒 機械工学科 30 1 138 1 0 1 138 1 35 1 0 1 35 1 3.9 

部 化学工業科 30 1 112 1 0 1 112 1 30 1 0 1 30 1 3.7 

n るJ 計 601 250 1 0250  1 65 1 0 65  1 3.8 

/'>. 
1-1 計 256 2，004 qo 
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部

Aす孟t与

メ』
口

メ込
口

科 別

機械工学科

化学工業科

電気化学科

建築学科

造船工学科

電気工学科

言十

機械工学科

化学工業科

言十

計

機械工学科

化学工業科

電気化学科

建築学科

造船工学科

電気工学科

言十

機械工学科

化学工業科

言十

計

5. 事務機構図

昭 和 26 年 度

入学志願者数(A) 入学者 数(B)

(会)定員
男|女l 男|女|計 言十

40 540 。 540 40 。 40 13.5 
35 659 8 667 33 。 33 20.0 
35 224 2 226 34 1 35 6.5 

30 266 。 266 27 。 27 9.9 
28 283 。 283 25 。 25 11.3 
28 379 1 380 29 。 29 13.1 
196 2，351 11 2，362 188 1 189 12.5 

30 196 。 196 37 。 37 5.3 
30 148 4 152 29 1 30 5.1 

60 344 4 348 66 1 67 5.2 

256 [ω5[ 15 [ 2，710 [ 254 1 2 [ 256 [ 

昭和 27 年度

40 734 I 1 735 44 。 44 16.7 
35 737 8 745 36 。 36 20.7 
35 232 1 233 35 。 35 6.7 
30 273 1 274 31 。 31 8.8 
28 418 1 419 32 。 32 13.1 
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安崎柴工学士助教授

十大回山工学士// 

進回武工学士// 

雄武野松工学士// 

五郎蔵塚飯工学士// 

夫充上井工学士ノノ

雄邦西中工学士// 

正メλ口河工学士ノノ

孟尾丸工学士// 

達栗工学土// 

亨

発

維繁谷塩// 

正

雄

蔵

武

弘木桃工学士// 

夫彩崎岡工学士// 

保井牙く工学士// 

電気化学
第一
電気化学
第三
電気工学
第四
電気化学
第四
建築学第

建築学
第一
電気工学
第一
建築学第

造船工学
第一
機械工学
第五
機械工学
第三
電気工学
第二
化学工業
第四
電気化学
第三
化学工業
第三
機械工学
第三
建築学第

電気化学
第二

分析化学

電気工学
第一
造船工学
第二
化学工業
第三

義正国江

直次郎中l判

亀浅湯

工学博士
工学士
工学博士
工学士
工学博士
工学士

理学博士

工学部職員

教授
学部長

教授

ノ/

弘滋苛l阿

秀烏成

蕃時/'1:司草

彦晴田ぷーも
~、

良時長後

究多和田

ゴ二悌手野
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ロ

謙

吾金原

菊藤

山

// 

// 

// 

// 

// 

// 

山

丸

// 

建築学第
四
機械工学
第五
機械工学
第一
化学工業
第三
造船工学
第三
化学工業
第三
機械工学
第三
電気工学
第二
化学工業
第二

化学工学

建築学第

化学工業
第一
建築学第

機械工学
第三
化学工業
第四

6 

回

横

池

回

佐

中

工学士

工学士

理学博士
理学士

工学士

工学士

工学士

/ノ

// 

// 

// 

// 

実

通

鑑

恭下木

工学士

理学博士
理学士
工学博士
工学上
工学博士
工学上

工学土

工学博士
工学士
工学博士
工学士
工学博士
理学士
工学博士
工学士
工学博士
工学士
理学博士
理学土

工学博士
理学博士
理学士

// 

泰

岡

谷

藤

大

大

佐

// 

// 

// 

// 

豪

岡

林

鶴

工学土師

// 

講
徹

文

JII 

村

北

河

ー
、
昨
bd
 

好島中

夫2量南

理学博士

工学博士
工学士
て学博士
工学士

工学士

// 

// 

// 

// 

勝恒)1/ 黒

金山検工学士// 敏氷山

要之盛

次

:..: 
日

治忠島五// 平俊I~d 

稔田門// 維節回福

工学士

理学博士
理学上
工学博士
工学士
工学博士
工学士
工学博士
工学士
工学博士
工学士

工学士

// 

// 

蕪

浦

乏又
万丈

沢

1/ 

彦忠)11 工学士1/ 自日健野LU 助教授

蔵光瀬官向1/ 幾久雌)11 森1/ 

雄正橋高工学士ノ/車公鶴ネサ沢工学士// 

統本
F品.
邑工学士1/ 武口回工学士// 

典東井石工学士// 勲岡士口/1 

喬繁木鈴// 健太郎橋高工学士/ノ

寛

雄

日

井

柿

下

田

手

11 

// 

松

飯

助梅次郎

維

彰一郎

工学士/ノ

1/ 

忠

秀三郎
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助手 田草川|善助
講師

1/ 芳 野賢孝 H 工学士伊藤 鋲

1/ 理 学士松原佑禎 H 工学士米原令敏

/ノ 工学士盛倉富太郎 H 工学士徳永 勇

1/ 理 学士篠 田耕 三 H 工学士増淵正美

/ノ 理学土古賀秀人 電第電気四化学 1/ 工 学士飯沼義雄

/ノ 司馬二郎
気工学

1/ 工 学士弘山尚直第三

1/ 福田十三雄
化学工業

1/ 農 学士高橋 健

ノノ 安田 三 郎
電第三気工学

1/ 工工学学博ム士 安 宅 彦三郎第一
11 

平戸和男 化学工学 工学士末沢慶忠11 

震械工学非常勤工守土田中敬吉
二 講師工士 特許法 ノ/ 工学士吉藤孝 朔

建築学第
11 松島 自日 化第建学四工業 11 工学土万木 正

保健学 11 医学士森 豊明
築学第

11 工学士内勝亮

機械工学
1/ 工 学士槙田博臣 非常勤医学士森 豊明

第二
非医常一勤員 高橋つね化学工業

11 農学土藤巻正生
第三 看護婦
建築学第

1/ 工学士山門明雄 事務長 菅野修

機械工学
ノ/ 工学士実吉金郎 庶事務務取係長扱 松崎成第二

建築学第
// 工学士大西亥輔 会計係長 田中灘、二

電気化学
/ノ 工 学士入 教務係長 橋本仲蔵第二 一

造第船四工学 // 工 学士東条久雄 厚生係長 佐々木正雄

建築学第
ノノ 工 学士緩井九州彦 図書係長 菅井正

電気工学
11 工学博士 渡 辺孝正

第四 工学士

横浜国立大学学則

第 l章総則 4 前2項に関する規程は，別に定める.

(組織〉 第3条学年は， 4月1日に始まり翌年3月31日

第1条本学に，左の学部を置く. に終る.

学芸学部 2 学年は，前学期後学期とする.

経済学部 前学期，4月1日から10月15日まで

工学部 後学期， 10月16日から翌年3月31日まで
(修業年限，学年，学期，休業日) 第4条休業日(授業を行わない日)は，次のと

第2条各学部の修業年限は 4年とし，前期課 おりとする.

程2年，後期課程2年に分ける.前期2年間に 日眼目

一般教養に関する授業科目を，後期2年間に専 国民の祝日

門教養に関する授業科目を履修させることを原 本学記念日 6月1日

則とする. 春期休業 4月1日から同月 7日まで

2 学芸学部に，教員養成のため修業年限2年 夏期休業 7月1日から8月31日まで

の臨時履修制度を設ける. 冬期休業 12月25日から翌年1月7日まで

3 工学部に，夜間において授業を行う修業年 その他臨時の休業日

限5年の課程を設ける. 第2章学科課程，課程修了および卒
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業に関する事項

第5条学科課程，諜程修了および卒業の認定は，

学部規程で定める

第6条 第2条に規定するWJI間学部に在学し，定

められた科目および単位を修得し，卒業の認定

を得た者に卒業証書を授与する.

第7条卒業者は，学士と称することができる.

第3章入学，退学，転学，休学に関

する事項

(入学〉

第8条 学生の入学時期は学年の初めとする.

第9条 本学に入学することができる者は次の各

号のーに該当する者でなければならない.

1 高等学校を卒業した者.

2 通常の課程による12年の学校教育を修了し

た者，または通常の課程以外の課程によって，

これに相当する学校教育を修了した者.

3 外国において12年の学校教育課程を修了し

た者.

4 文部大臣が指定した者.

5 学部において試験を行い，高等学校を卒業

した者と同等以上の学力があると認めた者.

第10条 本学に入学を志願する者の数が，その学

部の収容定員を越える場合は，学部で選抜し，

入学を許可すべき者を定める.ただし，収容定

員に満たない場合においても適宜選考を行うこ

とがある.

2 前項の選抜選考の方法は，学部で定める.

第11条 次の各号の 1に該当する者については，

前条の規定にかかわらず，入学を許可すること

ができる.

1 本学の 1学部を卒業し，さらに他の学部ま

たは，同一学部の他の学科に入学を志願する

者.

2 本学の 1学部を退学した後，さらにその学

部に入学を志願する者.

第12条本学の 1学部の学生で，他の学部に転学

を志願する者，または他の大学の学生で本学に

転学を志願する者については，新たに入学を志

願する者の例による.ただし，その学部におい

て別段の定めがある場合はこの限りでない.

2 前項の規定によって転学を志願する者は，

その際，在学する学部長または学長の許可証

を願書に添えなければならない.

(退学〉
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第13条学生は，学部長の許可を得て，退学する

ことができる.

(転学〉

第14条学生は，学部長の許可を得て，他の大学

に転学を志願することができる.

(休学〉

第15条疾病またはその他の事由のため，定めら

れた科目または単位の修得ができない場合は，

学部長の許可を得て，その学期の終りまで休学

することができる.

第16条疾病のため，修学が不適当と認められる

学生に対しては，学部長は休学を命ずることが

できる.

第17条休学期間中にその事由が消滅 したとき

は.学部長の許可を得て就学することができる.

第18条休学した期聞は，在学期間に算入しない.

第四条休学期聞は，通計4年を越えてはならな

し、.

第4章除籍，懲戒に関する事項

(除籍〉

第20条在学8年を越えてもなお，定められた科

目または単位を修得できない者は，学部長は，

学長の承認を得てこれを除籍することができ

る.

第21条事由なく授業料の納付を怠り，督促を受

けてもなお納付しない時は，学部長は，学長の

承認を得てこれを除籍することができる.

(懲戒)

第22条学長は，教育上必要があると認めたとき

は，学生を懲戒する.懲戒は，学生の属する学

部の教授会および補導協議会の同意を得て，学

部長に行わせる.懲戒は，ヨ"告，停学，および

退学とする.ただし，退学は，次の場合に限る.

1 性行不良で改善の見込がないと認められる

者.

2 学校の秩序を乱しその他学生と しての本分

に反した者.

第5章検定料，試験手数料，入学料，

授業料に関する事項

(検定料，試験手数料)

第23条入学を志願する者は，検定料金 400円を

納入しなければならない.

第24条 第9条第5号の規定によって認定を受け

る者は，試験手数料金400円を納入しなければ

ならない.



(入学料，授業料〉

第25条 入学または転学を許可された者は，入学

料金400円を納付しなければならない.

第26条授業料は年額金3，600円とし，次の2期

に分けて，定められた期間内に納付させる.

前期 4月から 9月まで金1，800円

後期 10月から 3月まで金1.800円

2 授業料を月割で納付する場合には，その月

割額は金300円とする.

第27条 学長は，学費の支弁が困難な学生に対し

ては，せん議の上で授業料を減免し，またはそ

の徴収をその学年の終りまで猶予することがで

きる.

2 前項の規定によって授業料減免または徴収

猶予の願い出があったときは，学部長は，そ

の事情を審査し，意見を添えて学長に申請し

なければならない.

3 前項の規定による授業料の減免または徴収

猶予は，学年ごとに定める.ただし，その事

由が消滅したと認められるときは，その許可

を取り消すことができる.

第28条 休学者に対しては，その期間中授業料を

免除する.

第29条 前2条の規定による授業料の減免または

徴収猶予は，特にその期間を指定しない場合は，

次月分からこれを行ふただし，授業料納付期

限前に減免の決定をした場合は， 当月分からこ

れを行う.

第30条第27条第3項但書の規定によ って，授業

料の減免を取り消された者および休学中の学生

で，期の半ばに復学した者の授業料は，その月

分から月割によって徴収する.

第31条退学または除籍の場合は，その期の授業

料はこれを徴収する.

2 停学中の学生については，その期間中の授

業料はこれを徴収する.

第32条既納の検定料，試験手数料，入学料，援

業料はこれを返付しない.

第6章選科生，聴講生，専攻生およ

び外国人特別学生に関する事項

(選科生〉

第33条学部で定めた科目のうち， 1科目または

数科目を選択して学修しようとする者は，選考

のうえ選科生として入学を許可することができ

る.
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第34条選科生として入学を志願する者は，願書

に学修しよ うとする科目を記載し，履歴書を添

えて，学年の初めに当該学部長に差し出さなけ

ればならない.

第35条選科生の入学資格その他は，学部規定で

定める.

第36条選科生は，その学修した科目について試

験を受けることができる.

2 前項の試験に合格したときは，願いによっ

て学長は，これに証明書を附与する.

第37条選科生には，前4条の規定の外，本学則

中学生に関する規定を準用する.

(聴講生)

貨~38条学部て、定めた科目のうち 1 科目または数

科目を選んで聴講しようとする者は，選考のう

え聴講生として入学を許可することができる.

第四条聴講生として入学を志願する者は，願書

に聴講しよ うとする科目および期聞を記載し，

履歴書を添えて学期初めに当該学部長に差し出

さなければならない.

第40条聴講生の入学資格その他は，学部規程で

定める.

第41条聴講生に対しては試験を行わない.

第42条聴講料は，毎学期 1科目について金600

円とし，前納させる.ただし， 3科目以上聴講

する場合にも，聴講料は毎学期金 1.800門を越

えない.

2 既納の聴講料は返付しない.

第43条聴講生には，前5条の規定の外，本学則

中学生に関する規定を準用する.

(専攻生)

第44条学部において，特別の事項について攻究

しようとする者は，選考のうえ専攻生として入

学を許可することができる.

第45条専攻生として，入学を志願する者は，願

書に攻究事項を記載し，履歴書を添えて当該学

部長に差し出さなければならない.

第46条専攻生として入学することのできる者

は，次の各号のーに該当する者とする.

(1) 大学を卒業した者.

(2) 外国において16年の学校教育課程を修了し

た者.

(3) 文部大臣が指定した者.

(4) その他大学の専攻科 (大学院を含む.) に

おいて，大学を卒業した者と同等以上の学力が



あると認めた者.

2 前項の規定によって認定を受ける者は，試

験手数料金400円を納入しなければならない.

第47条専攻生の在学期間は 1年以上とする.

第48条 専攻生の入学期は，毎学期の初めとする.

ただし，特別の事情のある者はこの限りでな

し、.

第49条専攻生として，入学を許可された者は，

入学料金400阿を納付しなければならない.

第50条専攻生の指導教官は，当該学部教授会の

議を経て学部長がこれを定める.

第51条専攻生の攻究料は年額金3.600円とし，

入学の際に，納付しなければならない.在学1

年以上にわたる場合は，入学した学期に相当す

る学期の初めに納付しなければならない.

2 既納の入学料および攻究料は返付しない.

第52条攻究に要するまT用は，教室の設備に附帯

するものの外はすべて自弁とする.

第53条専攻生で，退学しようとするときは，指

導教官を経て学部長に願いでて，その許可を受

けなければならない.

第54条専攻生で，その本分に反し，または攻究

料納付の義務を怠り，もしくは疾病その他の事

由によって攻究の目的を達することができない

と認められた者は，学部長の許可を得て，これ

を除籍する.

(外国人特別学生〉

第55条外国人で，学部で定めた科目のうち 1科

日，または数科目を選択して学習しようとする

者は，定員外として選考のうえ入学を許可す

横浜国立大学工学部規程

第l章学科及び授業

第1条本学部に次の学科を置く

機械工学科

化学工業科

電気化学科

建築学科

造船工学科

電気工学科

夜間において授業を行う課程に次の2学科を置

く

機械工学科

化学工業科
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る.

第56条外国人特別学生で，学部で定めた試験に

合格した者には，卒業証書を授与することがで

きる.

第57条学部長は，外国人特別学生の検定料，試

験手数料，入学料および授業料を，学長の承認

を得て，これを徴収しないことができる.

第58条外国人特別学生には，前3条の外，本学

則中学生に関する規定を準用する.

第7章学寮に関する事項

第59条本学に，学生の自治精神を養い，規律あ

る協同生活を営み，民主的平和的な社会の形成

者を育成するため，学寮を設ける.

第60条学寮は，各学部に分属し，当該学部長が

これを監理する.

第61条寄宿料は，年額金600円とし，次の2期

に分けて授業料と同時に納付させる.

前期 4月から9月まで 金300円

後期 10月から翌年3月まで 金300円

2 寄宿料を月割で分納する場合は，その月額

を金50円とする.

第62条前条の規定による期の半ばで入寮する者

の寄宿料は，その月分から月割で徴収し， 寄宿

料納付期限前に退寮する者の寄宿料は，その月

分までこれを徴収する.

2 既納の寄宿料は返付しない.

第63条学寮の運営その他必要な事項は，別に定

める.

附則

この学則は，昭和24年5月31日から施行する.

第2条授業学科目を分けて，必修科目及び選択

科目とする.授業学科目及びその毎週授業時数

は別表による.

第3条学生はその履修しようとする学科目を定

め予めその担任教官の承認を受けなければなら

ない.

第4条各学科において授業学科目の外に学科実

習を課することがある.

第2章入学

第 5 条横浜国立大学学Jl~(以下「学則J と云う )

第9条，第11条，第12条により本学部に入学し

ようとする者は，別に定める書式の入学願書を



差出さなければならない.

第6条学則第10条による入学志願者は学科試

験，身体検査，出身学校長の調査書及び進学適

性検査の結果により選考して入学を許可する者

を定める.

第7条学則第11条第2号の規定は，学則第4章

第20条乃至第22条の除籍及び退学者には適用し

ない.

第8条学則第12条の規定による転学は本学部と

同ーと見倣すことのできる学部の者に限り詮考

の上許可することがある.

第3章認定

第9条学則第5条による認定を分けて，学科目

試験及び論文試験とする.

第10条学科目試験は学生の申請によりその履修

した科目について行う.

第11条学科目試験はその学科目の授業が終了す

る学期末において行う.但し臨時に行うことが

ある.

第12条学科目試験は担任教官が適宜の方法によ

って行う.担任教官に事故があるときは，他の

教官が行うことがある.

第13条学科目試験，論文試験の結果は合格，不

合格で表わす.

第14条論文試験は，論文・計画もしくは実験報

告の審査及び口頭試問とする.但し口頭試聞は

省略することがある.

第15条論文試験は. 3年以上在学し，別に定め

る所の学科目試験に合格した者について行う.

第16条論文試験を受けようとする者は，その旨

を所属学科教室主任を経て学部長に申請しなけ

ればならない.

第17条論文試験は. 3月中に行うものとする.

但し在学4年を超える者については，随時行う

ことヵ:で、きる.

第4章選科生，聴講生，専攻生，及

び外国人特別学生

第18条学則第35条による選科生として入学を許

可する者は品行方正，志望強固，年齢17年以上

の者で次の各号の 1に該当し且つ入学検定に合
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格した者に限る.

1 2箇年以上引続き志望学科目に関する工業

に従事した者

2 高等学校を卒業した者

第19条選科生の入学検定にはすべて本科生の規

定を準用する.

第20条 学則第40条の規定による聴講生は聴講科

目を理解するにたる者と教授会において認めた

者に限り入学を許可する.

第21条 専攻生は学則第46条に規定する者の外教

援会において適当と認めた者に限り入学を許可

する.

第22条専攻生で，攻究の必要により引続き在学

しようとする者は，指導教官を経てその旨を学

部長に願出で許可を得なければならない.

第23条外国人特別学生は教授会において詮考の

上入学を許可する.

第5章 委託生

第24条本学部は，官公庁の委嘱ある場合には，

教授会において詮考の上委託生を置くことがで

きる.

第25条委託生は，本科生もしくは選科生として

入学させる.

第26条委託生については特別の規定ある場合の

外本学部規程を適用する.

第6章 学寮

第27条本学学生で，入寮しようとする者は，入寮

願を学部長に提出許可を得なければならない.

第28条寄宿料を月割で分納する場合は，毎月10

日限り又は入寮後5日以内に納付しなければな

らない.

第四条 寄宿料を定められた日までに納付しない

者には，退寮を命ずることができる.

第30条寮生で退寮しよ うとするときは，その理

由を附した願書を提出して許可を得なければな

らない.

第31条寮生の心得は，別に定める.

附則

この規程は，昭和24年5月31日から施行する.



I 一般教養科目

講座 毎週時数 単位

講 座科目 教科名 l年 2年 3年 4年百数盃

講座 毎週時数

時講 座科目 教科名 l'年 2年 3年 4年

番号 前 後 前後 前後 前後 修択 番号 前後 前後 前後 前後 修択

人文科学 101 論 理 2 2 第2講座 1203 娠 動 工学 2 2 

， 102 倫 理 2 2 . 1204 自動制御理論 2 2 

， 103 哲 学 212 4 ， 1205 機械設計 1 111 2 4 

1自 104 j ~'、 理 2 2 ， 1206 機械製図 第l 616 4 

， 105 歴 史 21 ， 1207 機械製図 第2 616 4 

， 106 西洋文 学 2 2 第3講座 1301 工 業材料 4 4 

， 107 国 語 2 2 ， 1302 機械工作 法 212 4 

， 108 英 語 44 14 1 4 8 
何レカlツトートー

" 109 j虫 語 441'4 4 8 
必修， 110 仏 誇 44 14 8 

1・ 1303 工作 機械 21 2 4 

網 lぬ4金属理論 21 2 4 

H 1305 塑性加工 訂2 2 

， III 美 学 2j 2 ， 1306 熔 接 2 

社会科学 201 経 済 212 4 ， 1307 工作特論 2 2 4 

" : 202 法 律 21 2 4 " 1308 工場実習 第11 3 1 3 2 . 203 数理統 計 21 2 4 ， 1309 工場実習第2I l 

， 204 社 会 212 4 第4講座 1401 流体力学 第11 2121 4 

， 205 政 治 212 4 " 1402 流体力学 第2 2 2 

， 206 科 学 概 論 21 2 4 n 1403 空 気力学 | 2 2 

自然科学 301 数学第1A10110 10 R 1404 水 力 機械 2 2 4 
トートー， 302 数学第18 616 6 ， 1405空 気 機械 2 2 . 303 数学第2A 6 1 6 ， 1406 化 学 工学 21 2 

， 304 数学第28 4 14 4 ， 1407 鉄道事柄 2 

， 305 数 学 特論 212 4 ' 1408 舶用機 械 ，2 2 

， ぬ6物 理 学 414 5 . 1409 繊維工学 2 

， 307 カ 学 21 2 4 第5講座 1501 熱 力 学 21 2 4 

， 308 物理学実験 ' 1502 蒸燕汽汽原 動 繍槻 21 2 1 2 

' 3ω 生 物 学 212 
， 1ω3内燃機関 21 2 4 

N 310 地 学 2 2 " 1504 熱機関特 論 2 2 

H 311 化 学 414 4 ， 1505 1孟 熱工 学 2 2 

， 312 化 学 A.8 2 12 4 " 1506 冷凍工 学 2 2 

， 313 化 学実 験 3 13 2 周 1507 暖 冷 房 2 

体 育 401 実 技 22 1 2 1 2 2 " 1508 自動車工 学 2 

情 402 理 払... 2 2 2 講座外 l∞l 機械工学概論 2 2 . l∞2 図 学演 習 2121 3 

11 機械工学科 一般電気工学 21 2 4 

第l講座 1101 機械力 学 414 6 工場建設及経営 2 2 

， 1102 応用弾 性学 21 2 4 電気工学実験

， 1103 塑 性 品"f: 卒業論文・計画

， 1104 機械工学実験講義 2 2 

， 1105 荷役機械 2 2 III 化学工業科

腫 1106 機械工学実験第l 1.511.5 l 

N 1107 機械工学実験第2 919 6 

第2講座 1201 機 権 学 212 4 

箇 1202 機械力学 21 2 4 
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講座 毎週時数 単位 講座 毎週時数 単位

講 座科目 教科名 l年 2年 3年 4年
数

必選
講 座科目 教科名 l年 2年 3年 4年日L

番号 前後 前後 前後 前後 修択 番号 前後 前後 前後 前後 修択

第l講座 2105 非金属材料 212 4 第l講座 3105 湿式電気冶金 2 2 

" 2106 工業薬品 2 2 . 3106 電鍍電鋳 2 2 

， 2107 実 験 9 1 9 6 ， 3107 有機電気化学 112 3 

第2講座 2201 燃焼理論 21 2 4 H 3108 電気化学工業概論 21 2 4 

" 2202 燃料化学 2 2 盛 3109 実 験

" 2203 fi 炭 2 2 第二講座 3201 電熱化学 21 2 3 . 2204 石 油 2 2 ， 3202 熔融塩電解工業 2 2 

， 2205 化学工業慨説 212 4 ， 3203 金 相 学 2 2 . 2206 実 験 61 6 313 6 '階 3204 {長 熱 論 2 2 

第二講座 2301 有機合成基礎反応 212 4 . 3205 高温度測定 l 

. 2302 染 料 2 2 . 3206 電気炉僑造 2 2 

1自 2303 合法樹脂香料 2 2 n 3207 冶 金 μナ4 21 2 4 . 2304 油脂塗料 212 4 . 3208 実 験 6 2 . 2305 糖澱粉宜品 212 4 第3講座 3301 工業物理化学 212 3 . 2306 霞 酵 2 2 ， 3302 気体電気化学 2 2 . 2307 実 験 919 6 " 3303 界面電気化学 2 2 

第4講座 2401 穆 質 学 212 ， 3304 高 圧 化学 2 

• 2402 応用穆質学 21 2 4 " 3305 光 化
A十4 2 

欄 2403 繊 維 21 2 4 n 3306 幅射化学 21 2 4 . 2404 理論有機化学 212 4 ， 3307 触媒化学 2 2 . 2405 高分子情造学 21 2 4 ， 3308 原子機化学 2 2 . 2406 実 験 91 9 6 " 33ω 実 験 6 2 

無機化学 0101 無機化学特論 2 第4講座 3ωl 電気材料 211 3 

有機化学 0201 有償化学特論 2 2 ' 3402 誘電体理論 2 2 

物理化学 ω01 物理化学 4 14 8 " 3403 金属材料 2 2 

n 0402 化学熱力学 212 4 n 3ω4 腐蝕防蝕 2 2 

， 0403 量子化学 212 4 . 3405 磁気材料 1 

， ω04 物理化学特論 2 ， 3406 半 導 体 2 2 

分析化学 0301 基礎分析化学 2 2 ， 3407 実 験 6 

， 0302 分析化学理論 2 2 

， 0303 工業分析 111 2 V 建築学科. 0304 特殊分析 111 2 第l講座 4101 建築歴史 21 2 4 

化学工学 0501 機械工学特論 2 2 ， 4102 美 術 史 212 4 

， 0502 化学工学 21 2 4 ， 4103 建築意匠 21 2 4 

， 0503 化学 機 械 2 2 ， 4104 庭 蘭 川ナ4 21 2 4 

" 0ぬ4化学工学演習 212 2 . 4105 図 学 212 4 

， 0505 製 図 2 '時 4106 自在画及彫塑 31 3 2 

N 4107 建築製図第l 818 4 

W 電気化学科 第2講座 4201 建築計画第l 31 3 6 

n 4202 建築計画第2 31 3 6 

" 4203 都市計画及法規 21 2 4 

j胆 4204 建築学大意 2 2 

， 4205 測量及実習 21 2 4 
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講座 毎週時数 単位 講座 毎週時数 単位

講 座科目 教科名 l年 2年 3年 4年i長 ;書 座科目 教科名 l年 2年 3年 4年 司数王
番号 前後 前後 前後 前後 修択 番号 前後 前後 前後 前後 修択

第2講座 4206 建築製図第2 1211216 第4講座 5402 船舶法境 2 2 

第3講座 4301 建築一般構造 313 6 j惨 5405 船舶機関 21 214 

， 4302 建築構造持論 212 ， 5406 航海術運用術 2 

N 4303 建築材料 212 4 限 5407 設計及製図第2 101101 5 

， 4ぬ4建築設備 313 6 5901 工E 写場J体主時量 判中. 4305 建築地工法 212 4 5902 卒業設計及諭文 10 

， 4306 建築製図第3 161618 般 熔接工学 21 2 4 

第4講座 4401 情造力学第l 212 4 工業材料 21 2 4 

， 4402 構造力学第2 212 4 電気工学 21 2 4 

N 4403 梅造力学特誼 212 4 電気工学実験 3 l 

， 44ω 鋼槍造学 21 2 4 水力機械大要 21 2 4 

， 4405 量臨コνタリ ト 313 6 構遺学 熱機械大要 21 2 4 

， 4406 本情造学 2 2 機械設計大要 21 2 4 

， 4407 構造学演習第l 313 3 機械製図 3 

1陸 4408 構造学演習第2 4 2 図 ρナι 21 2 3 

卒業論文及計画 10 

VII 電気工学科

vl 造船工学科 第l講座 6101 電気磁気学 4 14 6 

第l講座 5101 船舶算法 1 11 2 ， 6102 同 演 習 212 2 

• 5102 船舶復原性 111 2 ， 6103 交流理論 111 2 

， 5103 船体動揺 111 2 " 6104 同 l責 習 21 2 2 

" 5104 船体抵抗推進旋回 212 4 ， 6105 電気回路論 212 4 

， 5105 流体力学 212 41 ， 6106 過渡現象論 21 2 4 

， 5106 応用流体力学 212 41 I 6107 計 測 21 2 4 

， 5107 船舶理論槙習第l 111 11 1 11113 H 6108 電気工学実験第l 31 3 2 

， 5108 船朝工学実験車l 3 l ， 6109 電気磁気特論 21 2 6 

第2講座 5201 船体構造力学 212 4 第2講座 6201 電気機械器具第l 21 2 4 

網 5202 船体掻動 212 4 ， 6202 電気機械器具第2 4 1 4 8 

N 5203 応用力学 21 2 4 " 6203 電気機械設計 212 4 

， 5204 (応用弾性学) 2 2 ， 6204 同 製 図 212 21 2 4 

， 5205 (塑性学) j慢 6205 電気工学実験第2 616 4 

I 5206 船舶理論槙習第2 111 111 1 2 第3講座 6301 発送配電 21 2 212 21 21 6 . 5207 船舶工学実験第2 3 ， 6302 電気応用 4 4 

第3講座 5301 船舶概論 2 2 ， 6303 電気法規 2 2 

， 5302 商船設計 2 2 ， 6304 電気学大要 4 

' 5303 鋼船構造 21 212 ， 6305 電気工学特論 3 

， 5ぬ4木 船 2 2 ， 6306 五重E主主 1.511.5 2 . 5305 漁 船 2 2 第4講座 6401 電子工学 21 2 4 

， 5306 特 嫌 船 2 2 1・ 6402 無線通信 21 2 4 

I 5307 設計及製図第l 616 212 51 51 5 ， 6ω3 電気機械設計 21 2 4 

第4講座 5ωl 造船幾何 111 ， 6ω4 有線通信 4 4 

n 5402 商船繊装 313 6 " 6405 電気工学実験第3 6 4 . 5403 造船施工法 2 2 4 " 6406 無線工学大要 2 
」
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講座 毎週時数 単位

講 墜科目 教科名 l年 2年 3年 4年 5年
必直

番号 前後 円IJ後前後|前後前後修択

第l講座 ilOi 機械工学実験2 61614 

第2講座 7201 機 構 学 212 4 

I 第2部 一般教養科目
" 7202 機械力学 2 2 

講座 毎週時数 単位 . 7203 向動制御理論 2 2 

講 座科目 教科れ l年 2年 3年 4年 5年
数

必冠
， 7204 機械設計 212 4 

番号 前後前後前後前後前後修択 H 7205 振動工学 2 2 

人文科学 101 三d間，_ 理 2 2 " 7206 機械製図 l 414 3 

， 102 1面 理 2 2 . 7207 機械製図 2 414 3 

， 103 哲 '下 21212 4 第3講直 7301 機械工作法 212 4 

， 104 'L、 理 2 2 ， 7302 計測工学 2 2 

" 105 歴 史 2 2 ， 7303 工作機械 212 4 

， 106 西洋文学 2 2 H 7304 t害 接 2 2 

" 107 国 語 2 2 ， 7305 塑性加工 2 2 

， 108 英 語 2212 212 12 '時 7306 金属理論 212 4 
1''/ トー， 109 独 話 2212 212 2 必修 12 ， 7307 工業材料 212 4 

， 111 美 学 2 2 ， 7ぬ8工場実習 l 1.511.5 

00学 201 経 済 212 4 ， 7309 工場実習 2 1.511.5 

' 202 法 律 212 4 第4講座 7401 流体力学 l 212 4 

， 203 統 鴨 7402 流体力学 2 2 2 

" 204 社 会 212 4 " 7403 水力機械 212 4 

， 205 政 J古 212 4 ， 7404 空気機械 2 2 

， 206 科学概論
'‘ 
7405 化学工学 212 4 

自然科学 301 数 Aナd与 A 16 616 61414 14 n 7406 繊維工学

" 302 数
ナμa与 B 14 414 41414 12 1降 7407 船用 機械 2 2 

， 305 数学特論 414 4 1降 7408 鉄道車柄 2 2 

， ぬ6物 理 学 4212 4 第5講座 7501 熱 力 学 212 114 

， 307 カ 学 l11111 4 ， 7502 薫汽路及薫汽機関 212 4 

， 308 物理学実験 ， 7印3蒸汽及 212 4 ガスタービン

， 308 生 物 学 212 4 ， 7504 内憐機関 l 212 4 

， 地 学 ， 7505 内燃機関 2 2 2 

， 311 化 学-114 4 ， 7506 {言熱工学 2 2 

' 312 化学 A'B 212 4 ， 7507 冷凍工学 2 2 

， 313 化学実験 313 2 . 7日8暖房及冷房 2 2 

体 育 401 実 技 111111 2 ， 7閃9 自 動 車 2 
」

， 402 講 義 2 

1Jl 第 2部化学工業科

II 第 2部機械工学科 第l講座 8101 般アルカリ 212 4 

第l講座 7101 材料力学 412 4 " 8102 肥 料 2 2 

， 7102 弾 性 ぷ十ゐ 212 4 ， 8103 硫鮫塩工業 214 

" 7103 塑 性 学 2 2 " 8104 耐火材料
， 7104 荷役機械 2 2 ， 8105 非金属材料 212 4 

， 7105 機械工学実験講義 2 2 ， 8106 工業薬品 2 2 

， 7106 機械工学実験I 4 ， 8107 実 験 4414 4 
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講座 毎週時数 単位

議 座科目 教科名 l年 2年 3年 4年 5年司数選
番号 IIIj後前後前後前後前後修択

第2講座 8201 燃焼理論 212 4 

' 8202 燃料化学 2 2 

1・8203 石 炭 2 2 

， 8204 石 j由 2 2 

， 8205 化学工業概論 212 4 

'同 8206 実 験 41512 4 

第3講座 8301 有機合成基礎反応 212 4 

， 8302 染 科 2 2 

， 8303 合成樹脂香料 2 2 

， 8304 油脂・染料 212 4 

" 8305 結澱粉食品 212 4 . 8306 醸 酵 2 2 

， 8307 実 験 41414 4 

第4講座 8401 f聖 質 学 212 4 

， 8402 応用穆質学 212 4 

. 8403 繊 維 212 4 

， 8404 理論有機化学 212 4 

1開 8405 高分子情造論 212 4 . 8406 実 験 41414 4 

無機化学 0101 無機化学特論 2 2 

有機化学 0201 有機化学特論 2 2 

物理化学 0401 物理化学 21412 8 

施設

1. 敷地面積

講座 毎週時数 単位

講 座 科目 教科名 l年 2年 3年 4年 5年
数

必選
番号 前後iiiiH長前後前後前後修択

物理化学 0402 化学熱力学 212 4 

w 0403 量子化学 212 

N 0404 物理化学特論 2 2 

合成化学 0501 機械工学総論 2 2 

， 0502 化学工学 212 4 

' 0503 化学機械 2 2 

， 。ω4 化学工学演習 212 4 

" 0505 製 図 313 3 

弓，@.予 'A 1 0601 電気工学総論 2 (実習は夏期休暇利用)12

電化 l 0701 電気化学工業概論 2 (実習は夏期休暇利用)12

， 0702 電解化学工学 212 4 

， 0703 電池蓄屯池 112 2 

" 0704 電鍍・電鋳 2 

電化 2 0705 金 相 が3ん

， 0706 t古 金 学 212 4 

物 理 。ωl物理学特論(物理) 212 

' ω02 物理学持論(力学) 212 4 

， 0803 物理学特論努 212 4 

分析化学 0301 基礎分析化学 2 2 

， 03う2分析化学理論 2 2 

， 0303 工業分析 111 2 

， 。初4特殊分析 2 2 

計

考

225 

40 

-I( )は借上地

単位は坪

13，398 

4，431 

(406)| 

(4到

19，562.00 

5，290.00 

(406.00) 
16，602.887 
(1， 532.89) 
28，975.892 

(1. 938.89)1 
95，102.1891 

円
汐。，“。。η' 

噌
E
ム
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2. 建物面積

校 舎 寄 宿 舎 宿 舎 言十
区 分

坪l延 建坪 |延 建坪l延坪 坪l延建 坪 坪 建 坪

事務局 172 252 172 252 

学芸学部 3.278.82 5.177.32 210 420 76 76 3.564.82 5.673.32 

横浜分校 853.562 2.046.08 11 11 864.562 2.057.08 

農学教室 818.55 1.247.55 818.55 1， 247. 55 

平塚農場 312.93 312.93 312.93 312.93 

経済学部 898.931 1. 980.481 220.20 314.20 171. 635 193.050 1. 290.766 2.487.731 

工学部 4.019.69 6.606.856 290.55 396.276 102.25 111. 000 4.412.49 7.114.132 

計 |卜いω川……Oω叩叩…一3お訓山………5日削……………4“叩叫……4制似町…回飢附…1η17.6…2
横浜国立大'J~位置図

学芸学舗横浜分枝

比例上

お 相模 i寄
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工学部配置図
所住地横浜市南区大|崎町702

1 本館③化学工業科@機械工学科

⑮電気化学科 ⑪造船工学科

2 事務局

3 車庫

4 守衛所

5 図書館、建築学科製図釜

6 建築学科本館

7 建築学科実験室

8 船体実験室

9 造船工学科船体模型製作室、 機械室

10 化学工業科研究室

11 化学工業 ・電気化学科実験実習工場

12 横浜工業高校本館

2. 第1回入試および入学式

13 薬品庫

14 強電弱電実験室

15 配電室、電気工学科本館

16 電気工学科実溜塗

17 電気化学科研究室

18 機械工学科水力実例工場及ぴ汽械室

19 機械工学科木型及び機械工場

20 機械工学科鍛造鋳造工場

21 砂置場

22 職工控室

23 横浜工業会

24 印刷室

25 石炭誼場

26 生徒食堂

27 宿舎 4号

28 宿舎 1号

29 教室

30 繍浜工業高校教室

31 電気化学科研究室

32 横浜工業高校教室

33 電気工学科製図室

34 職只臨時宿舎
35 車庫

36 電気工学科笑習室

37 構盆兼体育館

新制大学第1回の入学試験は，前期校が昭和24年 6月8日より，後期校が6月15日よりときま

り，その願書受付けは前，後期とも 5月13日より 5月26日までであった.

本校はこの時は前期校であった.本校の募集人員は，工学部196人(他に2部*60人)経済学部

160人， 学芸学部480人 (4カ年課程 160人， 2カ年課程320人)で6月8，9日学科， 11， 12 

日，口頭試問および体格検査が行なわれた.

(注) 夜間工学部は全国で戸畑，金沢，京都，千紫，横浜の 5校で修業年限5ヵ年， 卒業資絡は昼間と問符
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なお入学式は経済学部詩堂で7月20日挙行され，来賓として総司令部よりマグマナスが出席祝

辞を述べた.

3. 開学式

昭和24年11月3日経済学部誹堂で，伊藤文部次官，内山神奈川県知事臨席して，本校関学式が

挙行された.式後，仁科芳球博士の講演があった.

富山学長は大略次の通りあいさつした.

「わが横浜は明治時代においては欧米文化の我国導入の門戸であった.また明治末から大正初

頭にかけては従来の貿易港一途であったのをさらに前進して，工業立市の大方針を立て多大の犠

牲を払って横浜商工の誘致を策し，県市挙って敷地及び巨額の設備費を寄附した.われわれはそ

の好意に応えて，工業技術の貢献を志して進む考えである.敗戦後の日本が武器を捨てて国の再

建をするためには産業の復興により経済上の発展を図る以外に道はない.これがために我が大学

の工学，経済両学部の負うべき責任は真に大なるものがある.又さらに重要なることは，日本の

教育の堅実なる充実が基となることを強調せざるを得ない.学芸学部は初等中等教育担当者を育

成する重責を担うものであり， 3学部ともに日本再建に対して何れも甲乙なき重責を有するもの

である . 挙学協力してこの期1~fに副うことを誓うものである . J

記念植樹

25年10月7日， 大学移行を記念、して工学部本館前庭(正門と正商玄関との聞の北寄り)に記念、

植樹を行なった.この記念の楠は20年余を経た今日， 目通り直径 30cmにもなり亭々(ていで

し、)としてそびえている.

関学式

聞学記念の捕
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横浜国立大学のパッジ相章

4. 徽章について

大学に移行して， まず新入生の服装は最も著しい変化を示した.当時の旧国立大学も，昭和24

年からは本学と同じ新制大学に移行したわけで、ある.したがって，服装も旧設の国立大学のもの

が，そっくりそのまま新設大学の制服となり，11帽子は昔からの角帽で，帽主主は「大学」という字

をデザインした写真のようなものになった.制服は工専のものと変わるところはなかったが，ボ

タンは「大」の字の下に桜をあしらったもので，襟(え り)にも iTJの印をつけていた.

一方このような服装ではどこの大学の学生かわからないので，何か襟主主のようなものを必要と

していた.たまたま昭和24年8月初め，工学部建築学科彫塑アトリエよりの出火の際，本学関係

者の識別が困難であったため，教職員にも用いられる学校の徽章を早く制定することが痛感され，

学内でその図案を募集したところ，事務局の文書係長堀内浩の図案が当選した.

このデザインは，写真のように金文字の大学の帽章を中央におき，地を静海波にして周囲を角

切(すみきり)の四角に形取りしたもので，静海i皮は旧商工時代にも用いられた徽(き)章の波に

通じ，四角のパッジというのも珍しい形であり，これがなんとなく国立大学の「国」の字を連想

することから，工学部では意外に評判がよかった.

最近は服装が全く自由になってしまったので，バッジとしてはほとんど用いられていないが，

サークル活動等対外的な旗にはときどき用いられている.

5. 工学部長に阿部教授

昭和25年1月16日工学部長を兼務していた富山学長が，兼職を解かれ工営部教授阿部滋弘理学

博士が工学部長に補された.

また，同uJjに横浜工業専門校長も富山保に替わり阿部教授が兼任した.その後昭和26年3月31

日には，横1兵工業専門学校長を免ぜられ，昭和27年2月15日まで満2カ年間工学部一長を勤めた.

阿部滋弘 (あベ ・しげひろ〉理学博士 略歴

大正12.3.17 横浜高等工業学校応用化学科卒業

11 14. 4. 4 横浜高等工業学校講師嘱託

昭和 2.3.31 横浜高等工業学校助教授

11 10. 4.10 横浜高等工業学校教授

11 24. 6.30 横浜国立大学教授工学部

部

長
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書館長

昭和28.4.21~ N 30.3.31 横浜国立大学工学部

長

N 34.2. 1~ /1 40.3.31 横浜国立大学工学部

附属カーパイド化学研究施設長

6. 本学工学部の教義基礎科目の充実

阿部滋弘工学部長

昭和39.8.2~ N 39.9.12 横浜国立大学長事務

代理

N 42.4.1 停年退職

H 横浜国立大学名誉教授

新制大学として発足した時一番懸念されたのは，旧制に比べ卒業生の実力が低くなるのではな

いかということであった.もしそんなことになれば，これはひいては将来の日本産業発展にとっ

てゆゆしき問題となるわけである.

新制大学発足当時は図書館などの設備の不十分な大学で，講義時間の2倍の時間を学生自身で

予習復習する裏付けを条件として単位を与えることは，ほとんど実行不可能なことであった.そ

こで本学工学部では，学部長，各科教室主任，各基礎科目担当代表が集まり，数回にわたる真

撃(しんし)な協議を行ない，教師自らの犠牲で担当時聞をふやし，学生の実力をつけることとし

た.これにより本学工学部学生の修得単位数の多いことは全国でも最上位に近いものとなった.

のち，時の推移と共に人が変わり，設備が整ってくるにつれて一般教養科目担当教室と工学部

との間で，教官の負担過重がしばしば論議の対象となった.

このことについて当時の阿部工学部長は当時の学芸学部の協力について次の通り述べている.

「工学部卒業生が高い社会的評価をかち得た原因のーっとして立地条件，設立時の人事委員会

による教官陣容の整備などのほかに，本大学発足時からの基礎科目に対する学芸学部の非常な協

力があったことを忘れることはできない」

7. 科目の成績表示を決定

25年3月23日，第14回評議会で各学科謀目単位の成績表示そ次の通りに決定した.

100~80 優 79~60 良 59~50 可 49以下不可

8. イールズ旋風

ドクター ・イールズ他 1名が25年2月27.28日の両日来校，学校長，教授等を集め，共産主義

的思想、を持つ教授，学生は追放すべしと誹演した.
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ドクター ・イールズは24年4月新潟大学を最初に全国20数校の大学，高専を回り講演をし，各

方面で強い反発を買い，いわゆるイールズ旋風をまきおこした.本校については詳しい記録がな

いので来校したことのみを記しておく.

9. 自治会捜査される

25年7月13日未明，横浜地裁の捜査令状により笹察捜査隊は3班に分かれ，本大学各部の自治

会本部を急襲捜査した.

とれは25年5月全学速がタス通信から抄出した「軍事基地化の実態」というリーフレットが占

領目的に違反する疑いがあるとして，このリーフレット押収のため全国各校の自治会を一斉に捜

査したものであった.横浜国立大学新聞では「官憲学園に侵入」とこのことを報じている.

同日，阿部工学部長は次の通り告示した.

「工学部自治会本部は，今暁職権による笹官の捜査を受けたが現在のところ，直接本学関係者

の非合法行動によるものではないと思われる.我々が学問および法の限界を越えて行動すること

は自ら学園の自由と名誉とを放棄するものであることを認識し，学徒としての行動の限界を厳守

されんことを望む」

10. 第2次アメリカ教育使節団来校

第2次訪日アメリカ教育使節団一行は昭和25年9月14日，本校工学部を視察した.

この使節団はウイラード. E. ギヴンズを団長とする 5名で，25年8月27日から約1カ月滞在，

教育制新審議会委員，文部省当局，衆参文部委員などとも会談を行なった.帰国にあたりマッカ

ーサ一元帥に報告書を提出し，種々の勧告を行なった.

当校視察は，総司令部神奈川県担当のマタマナスの進言によるもので，当日一行は工学部機械

工学科を主として視察した.本件に対し富山学長はずっと後に次のように語っている.

「設備，教授内容等については好評であったが，ただ残念なことに整理整頓が悪い.掃除が行

きとどいておったら満点、なのにとのことであった.私が29年アメリカの学校を視察した時，校内

が実にきれいなことに感心し，あの時の諦評が成程とうなずけたことである.J
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第2章第2節工専から大学へ富山学長の退任

(昭和25年~昭和27年)

1. 開校ここに30年

昭和25年をもって横浜高工(工専) (国立大学工学部)はここに星霜30年を迎えた.この30年

聞には創設時の苦しみ，関東大震災後の復興の努力，戦rll戦後の苦悩，新制大学への躍進など数

え切れぬほどの先人の労苦の積み重ねがあった.

25年10月29日午前10時より工学部講堂で，この創立30周年記念式典が挙行された.

開式の辞ののち，富山学長のあいさつ，阿部工学部長のあいさつ，鳥谷横浜工業会理事長の祝

辞ののち25年以上勤続者の表彰，文部大臣，神奈川県知事，横浜市長の各祝辞等があり，校歌を

斉唱して閉式した.

なおひきつづき11月2日から5日まで学内を開放して記念祭が開催された.

2. 昭和25年度の大学， 工専

昭和25年度は別記のように新制大学は24年5月に開設され.3年生はまだなく 1， 2年生だけ

であり，一方工専は工専としての最後の3年生がまだ在学しているという，新旧入りまじった年

であった. したがって学校としては，教職員その他すべていわば両立てであった.昭和25年の学

校要覧に記されている次表を見ると両立ての模様がよくわかる.

(注) なお本記述中，第2主主

第1節に述べた横浜国立

大学概要と前後重複する

ところカ2あるカえことで

は工専を主として述べる
ので了解されたい.

そのころの工学部本館正而
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昭和25年学校要覧抜粋

1. 横浜国立大学工学部職員表(昭和25年 8月1日現在)

手

現
事務 技術 工員 その他 百十

l 2 14 23 

化学工業科 4 4 2 4 2 4 4 4 1 2 2 13 

電気化学科 4 4 3 4 3 4 3 2 7 1 17 

建築学科 4 4 4 2 3 4 3 1 1 8 

造船工学科 4 4 2 4 2 3 1 4 3 8 

電気工学科 4 4 2 4 1 3 4 1 1 6 12 

分析化学

化 学工業

応用物理 l 

応用数学 1 

E十 29 I 29 : 13 I 29 : 10 I 22: 3 I 28 : 9 I 9 I 33 I 4 I 81 

二部 1.一般教養科目

人文科学 4 

社会科 学 4 

自然科学 4 3 

イ本 育 1 

言十 13 5 

2 専門講座

機械工学科 5 4 

化学工業科 4 3 

分析化学

化学工業 1 

電気工学 1 

図 ~ 

百「 13 7 

26 12: 1 15 : 4 18 

2. 工学部事務職員表

h q  事務官 雇 官官 人
技宵 5十 備考
事務技術響備員工員作業員その他

事 務 長 l その他は給i:1

庶 す基 係 2 2 2 6 13 技術雇はタイ

1l; 、 百十 係 2 5 9 16 
ピスト

教 務 係 1 3 4 

厚 生 係 1 3 5 9 

関 書 係 l 1 2 

一 音E 1 1 

9 14 2 6 14 1 46 
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3. 工学部教官表

{ 呂 職 兼 職 最終学歴 担任科目 学位 氏 名 就職年月

学 長 東北大理 理 博 冨 山 f呆 大正 9、 8、15
工専校長

被浜高工 化 学 理 博 阿部滋弘 大正12、 4、 1 
大学教授 工専教授

事 務長
中央大学専門

蒲田新太郎 日召手口24、 6、30 
部法科

大学教授 工専教授 東 大 工 建 築 工 博 江国正義 昭和24、 6、30

同 同 東北大理 数 寸民主ー. 理 博 豊田浩七 昭和18、 3、24

同 同 東文理大 哲 学 宮島 肇 昭和13、 4、 7 

同 同 東 大 工 電 気 工 博 中島好忠 ag手口21、12、 9 

同 同 庁、 大 理 電 気
工
博博 北川徹三 昭和24、 8、31理

同 同 東 大 工 機 械 ヱ 博 柴田晴彦 H召手口24、11、26 

同 同 東 大 理 電 化 工 博 岡 俊平 昭和24、12、31

同 同 東京高工教養 電 気 米国学位 藤川由太郎 大正 9、12、 7 

同 同 東 大 理 有機化学 理 博 革問時 蕃 昭和24、 8、31

同 同 早稲田文 英 雪u量ロ三 竹内秀雄 Bg手口 4、 9、11 

同 同 東 大 工 機 械 工 博 野手悌土 昭和24、 8、31

同 同 東 大 理 化 寸μt 理 博 木下恭二 昭和15、 6、10

同 同 横浜高工 分析化学 理 博 河村文一 大正14、 4、13

同 同 東北大工 機 械 黒 川 恒勝 昭和14、 3、29

同 同 東 大 工 造 自白 工 博 南 義夫 昭和21、11、14

同 同 東 大 工 造 荷台 小山永敏 日百平日24、 8、31 

東京大学教授 横浜国大教授 * 大 工 化
寸品Mー・. 工 博 永井彰一郎 日召手口25、 6、30 

大学助教授 工専講師 東北大工 数 寸鼻血ー. 八 回秀 三郎 昭和18、 6、 8 

同 工 専教授 大阪大工 造 荷台 沢村鶴松 昭和21、 5、11

同 問 東京高工 物 理 竹内 柾 昭和23、 6、14

同 同 東 大 工 化 学 高橋健太郎 昭和17、 6、27

同 問 東 大 工 機 械 中村康治 Bg和21、10、29

同 同 庁、 大 工 電 気 武田 進 昭和20、 7、20

同 同 東 大 文 独 きロ五ロ 永野藤夫 昭和21、11、13

同 同 東 大 法 独 雪回量口五 佐藤 正能 日召平日10、 9、11 

問 同 東 大 工 機 械 山野健郎 昭和15、 4、 1 

同 同 横浜高工 化 持寸九ー 森 川幾 久雄 昭和 7、 3、31

同 同 北 大 理 物 理 船渡 川善哉 昭和20、 2、28

同 同 東京工大 建 築 田口武一 昭和16、 9、24

同 同 横浜高工 造 骨骨 吉岡 勲 昭和 7、 4、11

同 同 東北大理 数 ，十岩・ 徳田広太郎 昭和19、10、 4 

同 同 東 大 文 {命 理 沼 田 滋夫 昭和23、 1、31

同 同 東京工大 電 化 柴崎安一 昭和19、 4、28

同 同 京.大 理 数 学 森川 正 昭和14、 4、12

同 工専講師 東京工大 建 築 井上充夫 昭和24、 8、31

同 旅順工大 化 学 松野武雄 日召手口25、 6、30 
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{ 函 職 兼 戦 最終学歴 tB.1.I:科目 学 位 氏 名 就職年月

大学助教授 東 大 工 建 築 河合正一 昭和25、 9、30

大学講師 京 大 理 電 気 理 博 吉田梅次郎 昭和24、 8、31

同 工専講師 東 大 工 造 船 丸尾 孟 昭和22、 9、30

同 早稲田理 建 築 飯塚五自1¥蔵 昭和25、 5、31

同 f五 大 工 分析化学 桃木弘 三 IIB手口25、 6、15 

大学助手 工専助教授 東京電気商工 電 気 高稲光蔵 昭和20、 5、21

同 工専助手 神奈川県立工補 機 械 日浦安之丞 大正10、 3、31

同 工専助教授 東京高工選 it A寸... ・ 井奈董次 大正13、 5、19

同 同 績浜市立工専 電 化 柿沢 晋 大正11、 3、31

同 東 大 工 化 鼻寸aー. 松下 寛 昭和25、 4、15

同 京城高工応化 電 化 門田 稔 昭和25、 4、30

伺 東 大 理 化 学 田丸謙二 昭和25、 5、15

同 東京工大 化 学 佐藤菊正 昭和25、 5、31

同 工専助教授 横浜高工 物 理 荒井文治 H召和14、 3、31 

エ等教授 大学教授 東北大理 イじ 学 今井行雄 大正10、 4、12

同 東 大 工 'itL 化 飯沼義雄 大正13、 4、30

同 東 大 工 建 築 林 宮正蔵 昭和 6、 6、13

同 名古屋高工 建 築 伊藤 三 郎 大正15、 5、 2 

同 東北大工 機 械 工 博 三原合吾 1Ii-l手口24、 8、31 

同 大学助教授 日本休育 休 育 石川房 ~É'j 大正14、 3、31

同 大学教授 東京工大 電 f七 工 博 友成忠雄 昭和10、 7、 1 

同 大学助教授 東京工大 電 化 山田大十 昭和19、 3、31

同 横浜高工 電 化 鶴岡 武 昭和12、10、22

同 被浜商工 建 築 神戸 3事 H召干日12、 4、12 

同 東北大理 物 理 黒田義輝 昭和20、 1、31

同 大学助教授 東 大 文 英 雪ロ気口 緑川伝作 昭和21、 l、31

同 東京商大 4犬a E苦 出合資文 昭和23、 4、20

工専助教授 大学講師 日本体育 f本 育 須藤務基 昭和18、 6、 4 

同 横浜高工教養 建 築 元広友三 昭和15、 4、 1 

同 横浜高工教養 機 械 玉問邦平 昭和14、 3、31

問 大学助手 東京工大 機 械 小栗 達 昭和20、 9、29

同 同 東北大工 機 械 横山 亨 昭和20、11、15

同 同 横浜工専教養 機 械 兼坂忠、次郎 昭和20、 9、29

同 大学講師 東北大理 数 学 笹井敏夫 昭和22、 1、10

同 繊浜工専 化 ナ-= 箕作秋次 日召干日21、 2、 1 

同 東北大理 化 Aすu. 横山金一 昭和25、 1、31

同 横浜工専 建 築 芳野ヲ子孝 昭和22、 4、 l 

工専講師 東京工大 電 気 岡崎彰夫 昭和22、 8、31

343 



4. 在学生徒現員表(昭和25年10月現在)

制Yミlト¥誌、、学の科 機械工学科 化学工業科 電気化学科 建築学科 造船工学科 電矢工学科 合計
男|女|計 男|女|計 男|女|計 男l女|計 男|女|計 男|女|計 男|女|計

1年 42 
本

42 30 1 31 31 1 32 28 1 29 28 28 26 26 185 3 188 

2年 40 40 
科

33 1 34 36 36 25 25 28 28 27 27 189 1 190 

言十 82 82 63 2 65 67 1 68 53 1 54 56 56 53 53 374 4 378 

i望
l年

2年 1 l l 1 2 2 
科
5十 l 1 1 1 2 2 

耳患 l年

講 2年 l 1 1 l 

生 計 l 1 1 

~ 入 5十 83 83 64 2 66 67 1 68 53 1 54 56 56 54 54 377 4 381 

1年 34 34 30 30 64 64 
2 
2年 28 28 

昔日
29 1 30 57 1 58 

5十 62 62 59 1 60 121 1 122 

2 1年 2 2 2 2 

昔日
2年

選
科 言十 2 2 2 2 

2 1年
音11

1 1 1 1 2 2 1 3 

聴
講
2年

生 計 1 1 1 1 2 2 1 3 

2部合計 65 65 60 2 62 125 2 127 。工学部総計 148 148 124 4 128 67 1 68 53 1 54 56 56 54 54 502 6 508 
工専の部

工専 3年 26 26 14 1 15 14 1 15 16 16 19 19 18 18 107 2 109 

教養3年 7 7 9 9 7 7 8 8 31 31 

選科3年 2 2 1 1 2 l l 4 4 5 5 l l 14 1 15 

研究科 l 1 1 

メE入E 言十 35 35 24 2 26 22 1 23 29 29 24 24 19 19 153 3 156 

2部工J!i.3年 26 26 25 25 51 51 

2部選科3年 3 3 5 5 8 8 

2部合計 29 29 30 30 59 59 。工専総計 64 64 54 2 56 22 1 23 29 29 24 24 19 19 212 3 215 
5. 校地

者E 思リ 戸斤 在 t也 坪数 係i 卦dろ

校舎敷地 償浜市南区大岡町字中下及久能下 20，615坪022

校舎敷地 横浜市南区大岡町字岩井下 5，555坪000
内3，000坪は運動場として使
用

言十 26，170坪022

運 動 場 横浜市南区大岡町字岩井下及ニ角田 1，901坪630

運 動 場 償浜市南区大岡町字岩井下 784坪240

言十 2，685坪870

官舎敷地 横浜市南区大岡町久能下 120坪000

品口、 百十 28，965坪892
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6. 校合等建物

延坪建物種別

本 館
(内造船科本館含)

建築科本館

配電室及電気実験室

機械科実験*

電気化学実験室

化学工業科実験室

化学工業4電気化学科
笑 験実習工場

造船科船体抵抗実験室

れ問問軒建
生徒集会所

教室及製図室

電気科実験室

電気科教室製図室

化学工業科実験室

電気化学科実験室

電気化学科研究室

建築科製図釜

建築科教室製図室

旧講堂及図書閲覧室
:;¥Eに書庫

旧第三化学工業科実験室

機械科実習工場及汽議室

機械科鍛造鋳造工場

機械科木型及機械工場

造船科襲械室津船体警

発動機実験室

電気科研究室突験嘩
(旧風洞実験 室)

講

印 席リ

事務官官舎|木造 2 階建

木造平家建第 1 号官 舎

第 2 号官会

第 3 号官舎

其他雑屋建 23棟

言十

建物機式

建

造
建
造
階
造
建
造
建

ト
階
ト
2
ト
階
ト
階

一
三

一

一

2

一
3

庁
ノ

均

ノ

刀

ノ

み

ノ

ン

ン

ン

ン

コ

コ

コ

コ

筋

筋

筋

筋

欽

鉄

欽

鉄

H 

鉄筋コンクリートiit
平家建

木造 2 階建

木造平家建

" 

鉄筋コンクリート造
平家(中 2階建)

堂

室

鉄筋平家建ギラリー付

木造平家建

鉄骨造平家建

木造平家建

~数

130 
(内造船21)

17 

13 

22 

26 

26 

6 

3 

6 

10 

4 

3 

2 

3 

3 

噌

E
ム

司

自由
&

旬

E
A

7 

2

7

4

・

A
‘

2

1

4

勺

'

ワ
U

《

b

に

d

5

3

建坪

525.306 
(140) 

88.299 

73.053 

145.200 

145.200 

120.697 

124.000 

139.410 

135.000 

60.000 

91. 245 

65.000 

55.000 

56.725 

57.750 

20.000 

72.000 

56.000 

266.000 

26.000 

240.790 

105.118 

165.165 

54.510 

25.500 

112.000 

286.189 

32.000 

31.250 

24.00 

24.00 

18.00 

389.402 

4，485.240 

1，449.383 
(420) 

193.413 

137.757 

435.600 

435.600 

362.091 

160.971 

139.410 

265.000 

120.000 

175.525 

65.000 

55.000 

56.725 

57.750 

20.000 

72.000 

56.000 

266.000 

26.000 

371.160 

151.703 

280.417 

64.129 

28.500 

112.000 

286.189 

32.000 

40.00 

24.00 

24.00 

18.00 

389.402 

7，131. 882 
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7. 学生寮

1 寮一一横浜市南区大岡町岸谷2233 工学部より 1km徒歩10分

2 寮一一横浜市南区力者町1178 " 0.5km" 5分

3 寮一一一機浜市南区井土谷f中町110 " 1 km "10分

12km電車30分4 寮 横浜市金沢区谷津町235

寮名 定員 現在員

1 寮 34名 33名

2 寮 34名 29名

3 守主 18名 18名

4 書宅 42名 37名

8. 図 書

苦11 r9 5J1j 経 5J1j 

中 央 一般教養香

雑 雪~合u・

報 £口ι 紀 要

機械工学科 専門書 ・単行 書

報 t口t *e 要
化学工業科 専門書・単行 書

報 £Eb 3 幸ξ 要

電気化学科 専門書・単行書

割主 吾"五u=、

報 £E土3ユ 紀 要

建築学科 専門書・単行書

雑 きwづ也k、

報 t口土ユ 紀 要

造船工学科 専 門 書 ・単行 書

雑 主主

報 t仁t:s 紀 要

電気工学科 専門書・単行書

報 tEt 3 車己 要

数 さ1: 専門書 ・単行書

報 dtEh ヨ 紀 要

物 理 専門書 ・単行書

雑 き"士巳・

至ロ五ロ 寸単んー 単 ff 書

雑 きg・念c， 

寮員 食費 部資

1人100円 月1，2∞円 200円

1人100円 月1，200円 200円

l人100円 月1，300円 50円

1人100円 月1，300円 100円

内図書冊数 外図書冊数

5，451 2，297 

181 358 

8，686 

1，272 1，798 

204 2，261 

597 849 

299 2，613 

225 815 

1，123 1，554 

496 161 

1，989 1，741 

2，451 684 

259 79 

974 1，021 

17 391 

158 505 

796 214 

1，016 237 

500 1，1∞ 
280 1，650 

292 445 

1，190 4，782 

641 1，519 

80 170 

単行欝総計 24，536) 

雑 誌総計 12，981r計56，421

報告紀要総計 18，904 J 
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1ヶ月 1人計

1，500円

1，500円

1，450円

1，500円

百十

7，748 

539 

8，686 

3，070 

2，465 

1，446 

2，912 

1，040 

Z，677 

657 

2，730 

3，135 

338 

2，005 

408 

663 

1，013 

1，253 

1，600 

1，930 

737 

5，972 

2，260 
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9. 標本 10.機械器具

検;種 点数 イ蔚 考 標種 点数 イ施 考

機械工学科 127 学術参考資料 機械工学科 280 教授研究並に生徒の実験実習

化学工業科 4 11 化学工業科 967 11 

電気化学科 528 相 電気化学科 1，306 " 
建築学科 252 " 建築学科 135 11 

造船工学科 12 11 造船工学科 1，391 " 
数学教室 15 11 電気工学科 787 11 

言十 938 数学教室 48 緯

物理教室 211 " 
中央関係 71 " 
百十 5，197 

11. 貿易産業科学研究所

1 .場所 横浜市戸塚区公田町 旧第一海軍燃料廠第三試験所

2.敷地 約2，000坪建物約400坪鉄筋コンクリート一階建

3.機構 (1)目的 自然科学に関する特殊事項中貿易産業に須要なものの基礎的学理及

その応用の研究をなし中小工場の発展指導

(イ)化学部 第1課，第2課，第3諜

(ロ)物理部 第l課，第2謀

付機械部 第l課，第2謀，試作課

(ニ)電気部 第l諜，第2課

(ホ)工芸部

付技術相談部

4.役員 所 長 工学部長 理学博士 阿部滋弘

次 長 教 f受 理学博士 河村文一

監理部 文部事務官 蒲田新太郎

運営委員 教 授 工学博士 野手悌二

工学博士 柴田晴彦

H 工学博士 木下恭二

理学博士 草間時蕃

理ヱ学学博博士士 北川徹 三

理学博士 河村文一

講 自市 加藤知夫

教 授 工学博士 江田正義

工学博士 中島好忠

12. 工学部歳入歳出予算額

昭和 24 年度 昭和 25 年度

歳 入

2，652，277円 2，750，000円

員長 出

経 常・ 部 23，602，841円 28，041，492円

臨 時 部 1，370，692円 未定

計 24，973，523円
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3. 横浜工業専門学校 32年の歴史を閉じる

昭和26年3月31日，法律第84号，国立学校設置法の一部を改正する法律により，横浜工業専門

学校は廃止され，新制横浜国立大学に完全にパトンを渡した.

思えば大正9年4月，横浜高等工業学校として，弘明寺の一角に瓜々(ここ)の声をあげ，昭和

19年，横浜工業専門学校と改称，戦中，戦後を通して幾多の変遷はあったが，鈴木，富山二代の

名校長の独特の教育方針により，幾多の有能な技術者を世に送り出し「横浜町工J (横浜工専)

の名を高からしめたので、あったが，ことに32年の際史を践して「横浜工業専門学校」の校標が校

門よ りとりはずされたので、あった.

この最後の卒業式は3月20臼挙行された.

卒業式にあたり本校第1回の卒業生でもある阿部滋弘工学部長兼横浜工業専門学校長は，本校

の創立後間もなく遭遇したあの関東大震とそれにともなう名古屋移転問題，今次大戦末期の甲府

疎開提案，そのいずれをも拒否してこの横浜に踏みとどまり，日本の大都市である横浜と共に耐

えてきた信念とそのための困難を感慨をこめて追想し，かつ創立以来一貫して変わらなかったい

わゆる名教自然の教育理念を強調し，ついで「この世紀の変動期こそ諸君ら青年を必要とし今こ

そその活躍するよい機会である.学校の評価はその卒業生の社会的評価につながるものであり，

本校が大学に移行してもこれまでの評価が多くの新制大字の I~I にあ っ ても引きつづきかち得られ

るであろうことを信ずる」と述べた.

25年卒業生の思い出 下平欣一 (応化28期昭和25年卒)(応化会会報 No.2)

僕達卒業したのは昭和25年で1年下は旧制最後 職難だった.

のクラスと，中二階みたいな具合に新宿j最初のク 才気あふるる女性が2名いたし，満州から引揚

ラスがあった.入学時は食糧難.物資は欠乏し げてきた人たちが多かった.

て，ろくに勉強もできず，卒業時はまたひどい就

ヱ専最後の卒業生 渡辺 隆 (応化二部閉和26年卒)(応化会誌 No.2)

吾々は昭和23年に入学し26年に卒業した工専2

部の最後のトコロテン組である.

時代も悪く，食糧難の時代，それも昼間の勤務

が終ってからの勉学に，悪童どもが全員無事卒業

できたのも，種々の意味での先生方の御蔭である

その頃の思い出 N生 (29期) (応化会報 No.2)

26年卒業で旧制の最後です.三無主義の恩恵に

浴したのも我々が最後とし、うわけです.

在学当時はまだ終戦後の混乱が続き，経済状態

も甚だ悪く，教室の片隅で煙管でキザミを吸い，

焼酎でコンパをやったものです.どちらかと言え

と思っている.

3年間の思い出はとに角食糧難と冬期の寒さで

あった.冬オーバーの僚を立ててきいた授業は印

象的であったが，それだけ先生方の御苦労は大変

であったと思う次第です.

ば暗く頒廃的な空気の時代のなかで，最後の定期

戦を観たり，科内クラスマッチにはだしで飛び廻

り，叉，記念祭や麻雀と，応化の伝統的な明るい

学生生活を送れたのは，ひとえに先生，先輩諸氏

の賜と感謝しております.

4. 横浜高工(工専)の卒業生総数，分布状況

横浜高工は大正9年開設，同12年3月第1回卒業生として，機械，電化， 応化3科あわせて92
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名をはじめて世に送り出してから，昭和26年3月日工としての最後の卒業生149名までを合計す

ると卒業生総数7，398名の多数となった.その各科別内訳は次の通りである.

機械科 1，915名 造船科 761名

化学工業科(応化)

電気化学科

建築科

1，717 

1，451 

1，048 

航空機科

電気科

349 

157 

計 7，398名

(25年学校要覧による〕

なお昭和26年ごろの卒業生の地区分布を見ると推定ではあるが，大体次の通りで，やはり京浜

地方在住が圧倒的に多い.

京浜地区 約 5，000名 九州| 300名

中京 H 300 北信越 300 

阪神 H 600 東北 300 

山陽 H 200 北海道 150 

四国 H 150 

5. 講堂跡に事務局庁舎完成

さきに焼失した講堂跡に26年12月3日大学事務局庁舎 700m2 (延230坪)が新しく建築され

完成した.

これは，本学として庁舎建築を神奈川県に要請したところ，県財政の困難な時にもかかわら

ず，特に 500万円を教育振興のため支出寄付されたものであった.

現在，安全工字科が使用している建物がこれである.

6. 工学部長に江国教授

阿部工学部長の任期(満2年)が27年1月16日をも って満了するので，教授会内規により26年

大学事務局庁舎神奈川県寄付
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江国正毅工学部長

12月26日，後任選挙を行なった結果，投票数21票(内不在投票4)のうち建築学科教授江国正義

工学博士が14票をもって次期学部長に選ばれ，ただちに推薦の手続きをとり ，27年 1月16日に就

任した.

江田正義(えくに ・まさよし)工学博士 略歴

大正8.7 東京帝国大学工学部建築科卒業 昭和27.1. 16~ 11 28.4.21 横浜国立大学工学部

11 9. 1 1. 13~ 11 14.5.31 東京帝国大学助教授

11 14.6 . 4~昭和 4.12 建築事務所勤務

昭和 4.12 ~ 11 21. 6 建築事務所自営

11 23. 3 . 15~ 11 24.6 法政工業専門学校教授

11 24.6.30 横浜国立大学教授

7. 27年度就職状況

長

11 27.8.5 ~ 11 28.4.20 横浜国立大学長事務

取扱

11 28. 4. 21~ 11 34.3.31 横浜国立大学長

11 34.4.1 横浜国立大学名誉教

授

横浜工業会報 No.3 (昭和27年11月15日)に「就職戦陸路行記」として次のごとく記してい

る.

Ir赤い学生締め出しJの日経連声明は，大きな波紋をまき起こした.文部省は直ちに学生白書
を発表して「赤はごく一部」 と弁明にこれつとめ，学生の方も「まあまあやめておいた方がよいJ

と自治会活動にそっぽを向く連中がふえたようだ. しかし今日の就職難は決して 『赤い運動」か

らもたらされたものではなく ，軍需景気の中だるみによる一般的不況からきている.J

ともあれ27年度は，就職戦線やや異状ありというべきであった.日経連，教育特別委員会では

27年10月16日岡野文相にあてて要望書を出したが，その中に「新制大学では産業人としての人間

教育面に遺憾の点が少なくないので，これを強化すると共に専門教育，学術研究等の面に不徹底

な画一制を排し，それぞれの特長を明確に発揮し得るよう検討されたい.Jとある.

8. 27年度入学試験

27年度入学試験は次の通り行なわれた.

入学願書受付

筆記試験

2月5日---3月3日

3月24日---B月25日
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最終合格者発表

3月28日午前

3月31日



体格検査 3 月 28 日 ~3 月 29 日

なお本年度はまず書類選考(進学適正検査および内申書)が実施され，その合格者が筆記試験

を受けた.

9. 授業料値上げ

27年度入学生より従来授業料年額4，500円であったものが6，∞0円に値上げと決定した.この値

上げによる増収は全国立学校で12億円で，その内約5%は授業料免除に充当，他はもっぱら学生

の厚生予算に振り当てられる.本件は大学協議会の評議を経たものであった.

なお， 26年度までの調べでは，日本では国立学校の授業料は全経費の 5%に過ぎない.米国の

20%，私立の40%に比していかに国立が低いかがわかる.

10. 富山学長の退任

昭和27年8月5日付けで，横浜国立大学長富山保は退任した.大正9年8月15日横浜高工に職

を奉じて以来，実に32年の長い間の教育生活であった.

ちょうど夏休み中であったので，教職員学生に対して退任の辞を述べることはできなかったが，

そのときの心境を次のように語った.

「近時わが国の初等教育等において憂うべき状況が一部に存在することを聞知し，特に教育界

において，この秋緊揮一番，国家百年の計に誤りなきを期するよう努力することを要望する.又

新制大学の健全なる発展により，日本再建の要となることを期待する.近時，旧制大学から移行

した大学が，他の新制大学と区別し超然たらんとする傾向があり，文部省またこれに同調せんと

する風潮がある.若しかくの如きことがあれば，折角新しく生れた大学改正の主旨に反し，学生

の心理に影響するところ少なしとせぬ.大学院問題などこの徴がある.私としてはこれに対し反

対を表明し努力したが微力，終lこ目的を達し得ず，齢ここに65歳，昭和10年横浜高工校長に就任

の時の前校長鈴木達治先生の年齢と同じとなり，この際任期中ではあるが退任して，有能なる後

任に道を譲る決心をした次第である.今後は学外に在って及ぶ限りの声援を送りたいと思う」

また昭和26年9月15日の横浜工業会報には次の通り述べている.

冨山学長退任の辞回顧32年有半

私は今次退任発令後，天野文相に対して.32年 ての点において，不適な事を最もよく知っている

有半の長きに互って，日本で最もよい学校に愉快 自己としては，極力固辞しましたが，許されず，

に勤続して，教育の聖職に半生余を稼げ得た幸福 多年高恩に浴した身の抗する術もなく，終に心な

と，国家より受けた高恩を，大臣を通じて心から らずも敢てお受けいたしました.果然，枇政百出，

感謝を俸げる旨挨拶をいたしました. 幾多の過誤を冒し，名校長により築かれた学園の

私の現在の心境は全くそれのみであります.煙 歴史とその発展に，援朕を醸した事は一再に止ま

洲鈴木達治先生が，我国教育界に大きな足跡を印 らず，真に漸悦に堪えない次第であります.

し，功成り名遂げられて，昭和10年2月突如桂冠 然るに煙洲先生の遺された磐石の力と，優秀な

せられ，学校長の職を辞せられた事は当時真に当 多数同僚各位の協力と，校友諸氏の寛容と，或は

惑いたしました.凡そ教育者として徳，能力等総 選ばれた天下の俊磨を網羅せる学生諸君の英智に
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よって，是らの過誤も許され，或は修正されて，

長い戦時中の難事も通過して，学校長として14年

余を，叉更に誤りて推されて学長として3年余を

勤務し得たのであります.是れ全く煙洲先生を始

め，上記各位により賜わった恩誼によるものであ

り，感謝の辞に窮するものであります.叉同時に

校外に在つては，故三渓原富太郎氏，故中村房次

郎氏，故井坂孝氏，野村洋三氏を始め横浜市の有

力なる方々より終始絶大なる援助指導をi尋うし

て，不肖不徳微力にもかかわらず，校運の発展上

大きな力を得た事も忘れることのできない高恩で

あります.

回顧致しますれば32年余の昔，大正9年4月欧

米の視察勉学を終えて帰朝の直後，恰も我横浜高

等工業学校が開設せられ，学校長鈴木達治先生よ

り，講師として迎えられ，特に電気化学及びあわ

せて応用化学科の創設に尽力すべき旨の命を受

け，特に電気化学科においては放小林鼎氏と共

に，施設の全部につき設計及実施に没頭し，或は

学科課程の編成に全力を尽しました.その後藤村

教授及び横山教授等の就任を見て，同科の完成を

致しました.大正12年第一回卒業生を送出して間

もなくあの関東大震災に会し施設の全部を烏有に

帰し，一時呆然自失，為す処を知らざる苦境に立

ったが，鈴木先生の英断と指揮によって焦土に留

まり，全市民に魁けて復興に着手し殊に両化学科

の授業を旧横浜舎密研究所の施設を利用して，最

も速かに開始し得た事はその労苦努力は報いられ

成果を挙げ得た事は今尚忘れ得ない思い出であり

ます.

昭和10年学校長を拝命して第一に自分として着

手した事は，航空科の設立でありました.

当時我国航空界において航空機操縦に就ては，

陸海軍及民間共に相当の域に達しておりました

が，航空機製作に関する専門技術者の養成におい

ては，甚だしく等閑に附せられており，正式には

東大に学生定員10名程度の航空科あるのみで，当

時米国の大学航空科学生1，500名に達するに比し，

雲泥の差がありました.鈴木先生は刷限にも此点

に着眼せられ，本校造船科の一部に航空専修部を

設けられ，夙に其専門技術者養成に着手せられ，

同時に再三文部当局に本校航空科独立創設の要を

迫られておられましたが，本学航空専修制度t工学

校が公認を得ないで勝手に造った，言はば私生児

の如きものであるとして採択されす¥特に大蔵省
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が頑として，耳をかさなかったとの事であった様

な事情が，特にその設立実現を先生が私に托され

たとし、う経緯があったわけです.若輩新米の校長

であった私にとっては，過重の任務でありました

が，先生の御鞭縫により勇敢且執働に，文部当局

にその実現の必要を力説主張して，終にその諒解

を得るに至りました.然し大蔵省は依然之に応ず

る気色無しとの事であったので，特にその実現運

動に自由行動をとることを，文部省より許可を得

た後，種々の関係を辿って当時の政府首脳部に対

して，航空機製作の技術者養成に力を至さざれば

国危うしと力説し，遂に説得に功を収むるに到り

ました.確か昭和10年秋の第71議会に追加予算と

して本校航空科創設費が可決され，昭和13年其開

設を見るに至った事は愉快な思い出であります.

鈴木先生の蒔かれた種が実を結び，幾多の英才を

我航空機製作工業界に送って，相当な貢献をなし

得たと確信自負しております.然し，この新進優

秀の航空科も終戦と共に廃止となり，私としては

誕生と弔いを共に扱った運命となった事は淘に感

慨無量であります.独立後の日本が，航空工業再

開を認められる今日，近き将来次の学長学部長の

方々の手によって，本校に航空科再生が一日も速

かに実現されん事を念願するものであります.

戦時中の長期間に同僚各位及びその当時の学生

諸君と苦難を共にした事も，尽きざる思いの一つ

であります.戦争末期において，文部省首脳部の

案として，全国官立工業専門学校学生の代表を選

出して，本校が主動となり施設の一部と教官とを

山梨に疎開して，工業教育をなさんとする内相談

がありましたが，関東震災の際の鈴木先生の焦土

残留復興を想起して，之を否定し，弘陵に学園を

守って却って戦災の危をまぬかれた事は，真に天

佑と申す外ありません.

叉終戦直後9月3臼米兵上|陸，早々兵舎として

接収決定したのを，その解除申請に成功して事無

きを得，授業の再開に支障を来たさなかった事も，

真に幸福な思い出であります.

終戦後の劃期的学制改革に基き本校は，横浜経

済専門学校，神奈川師範学校と三者一体，その編

成校として新たに綜合大学転換に決定された時

に，他の新設大学と同様に県名を冠する名称とす

べく定められようとするのを，永き栄光ある歴史

伝統を有つ2校の冠称と世界の横浜たる誇を結び

つけんとして，冠称持続を主張して，特例を認め



しめ得た事も，悔なき回想、の一つであります.

我校が奇しくも戦災を免かれ，多年鋭意蓄積し

た施設，就中特に留意収集した貴重豊富な図書文

献を喪失せず保有し得た為に，旧設大学に対抗し

て遜色なく，近き将来一流大学工学部たり得る要

素を具備し，教授陣も亦旧専門学校の鐙にでも他

校に比し遥かに優れたものなりしに拘らず，全教

員諒解の下に，他に類例を見ない様な大幅な充実

強化を実施し今日見る様な最も強力な大学教授障

の実質を具備するに到りました.是が実行をいた

すに当りましては，唯公の為に，私を捨てて多数

の同僚が欣然としてその去就を決せられた事に対

し，責任者であった私としては，実に限りなき敬

意と感謝を表すものであります.而して去る者の

最後として今次私の退陣となったものでありま

す.

煙洲先生の樹立された，自由啓発名教自然の教

育主義の校是は，今なお燦然、として輝き，その真

髄は永へに教育の中心をなし，不変の真理たる事

は疑のないところであります.同志社大学学長凹

畑忍氏が，最近の「文芸春秋」誌への寄書におい

て，鈴木先生の無処罰主義に言及されそれを礼讃

された事は，真に快心な事であります.

制度は改革され方法は変更されても，この教育

精神は永遠に一貫して，本学工学部の中心をなし，

その進展の礎となり，我学園が特色ある第一流大

学工学部として，我国産業の再建復興に寄与する

人材を輩出し叉その専門分野における幾多の優れ

た研究業績を生んで人類の福祉に貢献することを

確信し，安んじて本学の将来に洋々たる希望を寄

せながら，懐しい校門を去らんとするものであり

ます. (機浜工業会会報 No.1)

なおまた任期満了をまたず、退任した当時の心境について，後年次のように記している.

自分の信ずるところによれば，新しい学制々度

により生れる大学は，その組成学校が旧制の大

学或はいずれの専門学校たるを問わず，それらの

聞に差別を附すれば到底新たに生れ出る大学の真

の発達充実は期し得ないと.然るに昭和26年より

27年の頃文部当局は旧制大学より移行した大学に

限って，大学院を附設するとし、う原則を樹てられ

た.これに対し不肖は上記の理由により強く反対

の意を進言した.旧専門学校より移行する新制大

学と難も真にその価値ありと認められるものは同

様に大学院を設置すベきを主張したが，微力，認

められなかった.かくては，大学に移行するに当

り，多年同僚として協力し来って学校を去るに至

った人々，及びまた新たに大学移行後に迎えたる

人々に対して，何の顔(かんばせ〉あって見えんか

と憂悶して，自身も退陣せざるを得ない窮地に陥

らざるを得なかった.

(日本化学工業 45年3月)

富山学長を最も生11っている鈴木達治は昭和28年 3月20日号の横浜工業会報に次のごとく記して

いる.

昨年6月上旬の或日， 冨山君は私の宅を訪れ

た.私は富山君を迎えた瞬間に，辞職の相談に見

えたと直感した.富山君は辞職を欲する理由を述

ベて，今はその潮時であると考えると結論せられ

た.聞き終って一言の駁論を加えず，私の退任の

時と同じ潮時論に賛意、を表し， 10分間に足るか足

りないかの僅かの時間で相談は終った.しかし，

感慨無量のものがあった.そうして8月上旬に初

代学長の椅子を去った.

回顧すれば私が富山君を実業界から教育界へ誘

引してから， 18年の長い歳月を経過した.そうし

て終始一貫して，有終の美を完うせられた.推薦

者として，何の不足不満があろうか.君は八面玲

確にして，叉秀で・たる手腕の人であるから，何ご

とに当らしめても不可というものがないのであ
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る.学校を出でて，教育界に入り，更に最高学府

を出て教育界に入り，去って研究家となり，再び

実業界を経て，教育者となり，しかも至る所名声

を残した.而してその出所進退は，冨山君自身の

計画ではなくして総ては余人の懇請に応じたもの

であった.これを以てしても如何に冨山君が，世

間に信頼があったかは，想像し得るであろう.

私が富山君を 18年間教育界に引き留めたこと

は，是であったか非であったか，確かな判断がで

きない.或は非であったかも知れないという感じ

がないでもないが，誰の人生にも，自己の能力の

みで決せられるものではなかろう.大小の運命が

伴うことはまぬがれないであろう.悪運であっ

たなら，その一半の責任は，私が負うべきであ

る.



第3章 工学部の発展 (1昭和27年~昭和45年)

序

この章では江l:hl学長事務取扱就任の27年より工学部(，:':j工， 工専)が満50周年を迎えた451rま

でを述べる.

日本経済はこの間飛躍的な発展をとげたことは，ここに今さら喋々(ちょうちょう)するまで

もないので，一般概況は述べない.わが大午は発足以来各13f11日とも順次充')ミし，特に工学部にお

いては従米の 61'.:1のほかに 4刊を加え，またi!i ザ l の大 ~'t院を設 iì'ì し， I 

完備した.

大学設立時からの願望でで、あつた各学i部1刊日統合のi問!問円!魁越は4必2{iより具体化し，着々と実行に移り近く

保土ヶ谷に統合された新学舎ができることとなった.ただこの統合に端を発し，1年にわたる学

園紛争が起こったが， 44年末にいたり一応解決した.
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第3章 第1節 工学部の拡充発展(昭和幻年~昭和43年)

木節では日日和27年8月江国学長就任の時から43年3月までを記すこととする.この間わが国の

発展はめざましく，それにつれて横浜国大も名実共に大きな躍進をとげた.大学発足時工学部は

6学科であったのが金属工学科，化学工学科，安全工学科の3科を加えて 9学科となり ，必要な

施設も充実してきた.作望の大学院工学研究科も設置された.ここでは記すべきことがあまりに

も多いが，誌面のつごうで割愛せざるを得ない事項が多かった.以下各項に分けて記述する.

1. 江国教授学長に就任

昭和27年8月富山保学長辞任後，何回も選挙の蒸し返しをつづけてきたが， 28年3月23日各学

部代議員によって選挙の結果，ょうやく学長事務取扱，工学部長江国正義教授が学長に選出され

た.ただちに文部省に申達し，同省では4月10日大学設置委員会に計り， 4月21日2代学長の発令

をみた(略歴前出).なお江田工学部長の後任として阿部路弘教授が再び工学部長に選出された.

2. 横浜国立大学学長候補者選挙規程

江国学長を選出した|時の学長候補者選挙規程は昭和27年8月に規定されたものである.本;規程

は31年2月廃止となり新しい規程が制定された.次に新旧2つのtJl程を記載しておく.

横浜国立大学学長候補者選挙規程(旧)

第1条学長候補者の選挙は，部局長(学部長，

分校主事，附属図書館長及び事務局長〉を以て

組織する学長選挙協議会(以下協議会という〉

が管理機関となって，これを行う.

2 協議員が第9条により学長候補者に選出せ

られたときは，協議員を退き，その部局から

これを選出して補充しなければならない.

3 協議会は，協議員の互選によって委員長を

定める.委員長は協議会を招集し，その議長

となる.

第2条学長候補者の選挙は次の場合にこれを行

う.

(1 )学長の任期が満了するとき.

(2) 学長が辞任を申出たとき又は欠員となっ
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たとき.

2 学長候補者の選挙は，原則として前項第l

号の場合は任期満了の 1月以前に，第2号の

場合は申出のあったとき叉は欠員となったと

きから10日以内に，その事務を開始する.

第3条 協議会は，前条に基いて，学長候補者選

挙の実施を全学に公示する.

2 学長候補者の選挙に関する事務は，協議会

の委嘱を受けた事務職員が当るものとする.

第4条学長候補者は，人格が高潔で，学識が優

れ，且つ教育行政に関し識見を有する者のうち

からこれを選挙する.

第5条選挙資格を有する者は，選挙公示の日に，

現に本学専任の教授，助教授叉は講師である者



とする. (了解事項，遡及発令者は除く〉

2 選挙公示の日に，選挙資格を有して居た者

で，選挙の日までに前項の身分でなくなった

者は，選挙資格を失う.

第6条学長候補者の選挙は，学長候補推薦委員

会(以下推薦委員会という〉が推薦した候補者

について，各学部選出の代議員がこれを行う.

2 代議員は各学部15名づっとし，各学部で選

挙資格を有する者のうちから選出する.

第7条推薦委員会は，各学部長及び各学部で選

挙資格を有する者のうちから選出した5名づ与

の推薦委員を以て構成する.

2 推薦委員会は，委員の互選によって委員長

を定める.委員長は委員会を招集し，その議

長となる.

3 推薦委員会は，委員総数の3分の2以上の

出席がなければ開くことができない.

第8条推薦委員叉は代議員が，第9条により学

長候補者に選出せられたとき又は選挙資格を失

ったときは，これを退き，その学部は，欠員を

補充しなければならない.

第9条推薦委員会は，推薦委員の推薦した候補

者について，委員の2名連記無記名投票によっ

て，得票JI領に3名乃至5名を選出する.但し末

位に得票同数の者がある場合は，その総てをと

る.

2 推薦委員会は，第10条により推薦された者

のうちより，適任者を前項の投票前の候補者

に加えることができる.

3 選出された候補者は，これを50音順に略歴

を添えて全学に公示する.但し，得票数及び

順位は公表しない.

第10条協議会は，学長選挙の公示の日から推薦

横浜国立大学学長候補者選考規程 (新〉

(選考の根拠)

第1条本学学長候補者(以下 「学長候補者Jと
いう〉の選考は，教育公務員特例法第4条第 1

項及び同法第25条第1項第2号の規程に基いて

協議会が行う.

(選考の時期〉

第2条協議会は，次の各号のーに該当する場合

に学長候補者の選考を行う.

学長の任期が満了するとき

二学長の辞任を申出たとき
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委員会開催の前日までに，選挙資格を有する者

以外の本学専任の教職員全員をして，学長の適

任者を推薦させ，これを推薦委員会に提示する.

第11条代議員は，指定の日時に指定の選挙場に

おいて単記無記名投票によって，第9条によっ

て選出された候補者のうちから選挙する. (了

解事項，選挙は全部1ケ所で行う)

2 代議員は，選挙当日やむを得ない事故があ

るとき，協議会の承認を得て，不在投票を行

うことができる. (了解事項，委任投票は認

めなしつ

3 選挙は，代議員総数の3分の2以上が投票

しなければ効力を生じない.

第12条代議員による選挙において，有効投票の

過半数を得た者を学長候補の当選者とする.

2 過半数の得票者がないときは，得票順第1

位と第2位の者について決選投薬を行い，得

票多数の者を当選者とする.但し得票同数の

ときは，同数者について再投票を行い，なお

決定しないときは，年長者を当選者とする.

第13条学長候補当選者が，学長となることに同

定、しないときは，これを除く候補者について，

前2条の規程によって再投票を行い，なお決定

に至らないときは，この規程によって改めて選

挙を行う.

第14条協議会は，学長候補決定者を学長叉はそ

の代理者に報告すると共に，全学に公示する.

第15条学長の任期は3年とし，再任を妨げない.

但し引続き6年を超えることはできない.

第16条 この規程の実施に関する細則は，協議会

がこれを決定する.

附則

この規程は昭和27年8月5日から施行する.

三学長が欠員となったとき

2 前項の選考は，第1号に該当する場合にお

いては任期満了の一月以前に，第2号叉は第

3号に該当する場合においてはすみやかに開

始する.

(選考の方法〉

第5条協議会は，学長候補者を選考するため選

挙を行う.

(学長候補適任者選定委員会〉

第4条協議会は学長候補者となるべき適任者を



選定するため，学長候補適任者選定委員会(以

下「選定委員会」という〕を置く.

2 選定委員会は，各学部長，分校主事及び各

学部より選出された専任教授18名(各学部6

名ずつ〉の選定委員をもって組織する.

3 選定委員会は，その構成員の3分の2以上

の出席がなければ開くことが出来ない.

(学長候補適任者の推薦及び選定〉

第5条選定委員は，選定委員会に学長候補適任

者となるべき者2名以内を各自推薦するものと

する

2 選定委員会は，前項により推薦された者の

中から出席委員の投票 (2名連記，無記名)

により学長候補となるべき適任者3名ないし

5名を得票順に選定する.但し，末位に得票

同数の者があるときは，その全てをとる.

(選挙の方法)

第6条第3条の選挙は，前条の規定により選定

された学長候補適任者について選挙資格者の単

記無記名投票により，協議会の定める日時，場

所においてこれを行い，即日開票する.

2 選挙は，有資格者の3分の2以上の投票を

もって成立するものとし，投票数が定数に達

していないときは，開票を行わず協議会の指

定する日時，場所において再投票を行う.

3 不在投票は認めない.

(選挙資格者)

第7条第3条の選挙を行う選挙資格者は，専任

の教授，助教授及び講師とし，選挙公示の日に

現に在職する者とする.

2 前項の資格を有する者が選挙の日までにそ

の身分を失ったときは，選挙資格を失う.

(当選者の決定)

第8条学長候補者選挙の当選者は，有効投票数

3. 入学試験および入学式

の過半数を得た者とし，これに該当する者がな

いときは，得票多数の者2名(得票同数の者に

ついてはその全てをとる〉について決選投票を

行い，得票多数の者を当選者とする.

2 前項の決選投票の結果，得票が同数となっ

たとき又は第10条により決定された学長候補

者が学長となることを辞退した場合は，第5

条から第8条までの規定により再選挙を行

う.

(選挙の管理)

第9条選挙に関する事務は，協議会がこれを管

理する.

(学長候補者の決定〕

第10条協議会は，選挙の結果に基いて学長候補

者を決定し，学長に報告すると共に，全学に公

示する.

(再選考)

第11条協議会は，第8条の再選挙の結果により

学長候補者が決定出来なかった場合には，改め

てこの規程に基いて再選考を行う.

(学長の任期)

第12条学長の任期は， 3年とし，再任を妨げな

L、.
(選考に関する細則等〉

第13条 この規程の施行に当り必要な細則は，別

に定める.

2 学長候補者選考に関する管理運営並びに規

程の疑義については，協議会の決定するとこ

ろtこよる.

附則

1. この規程は，昭和31年2月25日から施行す

る.

2. 従前の横浜国立大学学長候補者選挙規程及

び問実施細則は，これを廃止する.

本竿の28年度の入学試験は本年は第1期校となり， 3月3日，数学，外国語， 3月4日国語，

理科， 3 月 7 日~1O日面接， 3月13日発表となった.

志願者は当初の予想に反し非1P;な増加を示し，経済学部10倍，工学部8倍，学芸学部2倍であ

った.

入学式は4月10日工学部講堂(今の体育館)で行なわれた.入学者は，工学部では機械47名，

化学工業科35名，電気化学科35名，建築学科30名，造船工学科28名，電気工学科30名，計205名
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間和2渇年度入学式

で，他に2部機械工学科351'10 化学工業科30名であった.

4. 冨山 保(初代学長)名誉教授に

27午8月辞任した富山前，，(:長に， 28年3月1口付けで木学名誉教授の称号が授与された.本学

最初の名誉教授であった.

冨山保(とみやま ・たもつ〉理学博士略歴

大正 3.7 東北帝国大学理科大学 横浜市立横浜工業学校長(昭16.6.21併任〉

化学科卒業 昭和24. 5.31~昭和27.8.5 横浜国立大学長

/ノ 3.8 ~大正 4. 3 東北帝国大学恕科大学

教授補助

// 4.4 ~ // 5.3 私立明治専門学校教授

11 9. 8.15~ 11 13.3 横浜高等工業学校講師

11 13.4 ~I昭和10.2 会社役員

昭和10.2.13 横浜高等工業学校長

11 24.5. 31 ~ 11 25.1.16 横浜国立大学工学部

長事務取扱

11 27. 8. 5 辞職

// 28. 3. 1 横浜国立大学名誉教

授

5. 繍浜国立大学名誉教授の称号授与規程(昭和27年12月15日制定〉

第l条 学校教育法第68条の2の規定に基づき， (1) 教授としての勤務年数はその年数，助教

横浜国立大学名誉教授の称号は，この規程の定 授の勤続年数はその2分のし講師はその

めるところによって授与する 3分の 1を通算する.但し，そのうち教授

第2条本学に教授として.20年以上勤務した者 としての勤務年数が10年以上なければなら

について，選考するものとする. ない.

2 前項のほか，本学に学長として功労が顕著 (2) 本学に包括された旧専門学校の勤務年数

であった者，若し くは，教育上叉は学術上功 は，校長叉は教授としての勤務年数の2分

績が顕著であった者は，特に20年未満の場合 の1を通算することができる.

にも，選考することができる. 第4条第2条のほか，本学外国人教師にして，

第3条 前条の勤続年数の計算は，月計算とし， 教育上叉は学術上特に功績の顕著であった者

次によるものとする. は，特に名誉教授として選考することができ
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る.

第 5条 名誉教授の称号授与は，当該学部の教授

会の，学部に所属しない者に対しては，学長の

推薦に基づき評議会の議を経て大学がこれを行

6. 第 1回横浜国立大学卒業式

う.

附則

この規程は，昭和27年12月15日から施行する.

tr~l 同信'u只同立大や卒業式は281，1'.3 月 20 R 午前10時よりエザ11防時立で行なわれた.

開会のi枠の後合11月(グリークラブ)，卒業証書ならびに修業証??:授与，学長式辞，来賓祝辞，

富山名誉教授送別の辞，在予生代表送辞， 卒業生総代答辞，合唱告をの光(グリークラブ)，閉会

の辞をも って終わった.

富山名誉教授は昨年8月大学を退任したまま，全学生へのあいさつが今までなかったので，こ

の卒業式に送別の辞に兼ねて辞任のあいさつを述べた. (辞任のあいさつ，前述)

なお第1回卒業生内訳は次の通りで，ここに初の新学士が巣立つた.

ム学芸学部 139名(内女子3名)(2年課程 135名(内女子105名)J

ム経済学部 1571"1 (内女子0)

ム工学部 164名(内女子0)

内訳 機械工学H34:flt 化学工学科31名，電気化学科32名，建築16名，造船24名，電

気27名，計164-i'i 

第 l悶卒業恒の卒業証書

第 l回卒業式の式場正I"J 富山名誉教授あいさつ
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大学1期生の就職 (松野武雄教授 DENKA 6より)

大学の 1期生といえば，卒業期当時の世相は安 夏の暑い頃で，氷水をその都度出されるので，の

定しておらず，就職にも非常に困った時代であ み過ぎて下痢気味となったという笑えぬ話もあっ

る.たとえば，夏休み中に，電化の先生方がいろ たし，また卒業式の当日，なお会社の面接試験が

いろな会社を 1日に何社となく廻って，就職をこ 残っているという切迫していたこともあった時代

ちらから依頼にゆかれたところ，どこへ行っても である.

7. 電炉電解実験室完成

昭和28年3月25日工学部電気化学科の電炉電解実験室が完成した.

本校の電炉実験室の歴史は古く ，横浜高工創立当時にさかのぼることができる.すなわち，富

山保が電気化学科事務取扱時代に建設されたが，間もなく震災により焼失した. (ただしその時

の変圧器，ボールミル， ジョウクラッシャー， 50トンプレスなどは残り， 現在も使用されてい

る)その後，急造のパラ ックが建造された.

昭和14，5年ごろ同じ校内のやや広いパラッグ建ての建物に移転，東北電化，日立製作所など

の応援を得て設備の充実をはかった. しかしこれも終戦直前の昭和20年，強制建物疎開のためと

り壊しを受けた.終戦後は航空工学科が廃止されたのでその一部を使用し，電炉の実験をつづけ

ていた.

電炉電解実験実習は，電化の学生にと って，必修科目であり，第3学年後期(週3時間)第4

学年(週9時間)行なう基礎授業であったので，富山学長時代，学長および友成教授，平野事務

局長らが奔走しようやく文部省の予算がとれ， 28年に至り，木建築が完成した.

28年3月25日，開所式が行なわれたが，当日は多数の来賓を迎え盛会であった.

実験窒は，総坪数121坪 (400m2)，原料処理設備，各種電炉，溶融塩電解用設備，機械工作関

係設備，製品試験関係設備等が完備された，なお東北電化工業からブスパー一式，日本鋼管から

鋼材25トン，日本セメントからセメント 800袋，旭ガラスから窓ガラス20箱，古河電線から配線

用電線の寄贈を受けた.

なおその後，文部省より試験研究費(2回)，科学研究費などを受け一層充実したものとなった.

8. 煙洲鈴木達治 横浜文化賞 No.l

昭和28年3月29日，初の横浜文化賞が自由教育の父，木校名誉教授鈴木達治に贈られた.当日

の受賞は他に次の3人であった.

俳句を通じて郷土史の研究者である飯田九一，日本古地図の研究家であり，また血清の研究家

で知られた横浜市大医学部教授の中村拓，横浜の土を生かした陶認の作製者井上良斎で，当日の

授賞式では，平沼市長から 4名の功績をたたえて文化賞がそれぞれ贈られ，代表として鈴木達治

が謝辞を述べた.

9. 評議会規則を制定

昭和28年10月1日，本学評議会規則が制定された. (昭和28年文部省令第11号，国立大学評議
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会に関する暫定措置を定める規則)

この評議会は大学の運営に関する重要事項を審議する機関で，学長，各学部長，分校主事，各

学部の教授3人よりなり， 学長が議長となる.なお任期は2年となっている.

(注〉 なお本規則の付則3にあるように本学ではすでに横浜国立大学評議会規則というものが昭和24年

8月1日付けで制定されていた.ここでは新，旧両規則を掲げておく.

横浜国立大学評議会規則J(新〉

(設置〉

第1条 国立大学の評議会に関する暫定借置を定

める規則(昭和28年文部省令第11号)に基き，

本学の運営に関する重要事項を審議するため，

評議会を置く.

(組織〉

第2条評議会は，左の各号に掲げる評議員をも

って組織する.

1. 学長

2. 各学部長

3. 分校主事

4. 各学部の教授 3人

2 前項第4号の者は，各学部の教授会におい

てこれを選出する.

(任命)

第3条評議員は，学長の上申に基いて文部大臣

が任命する.

(補欠の評議員等〉

第4条教授であることによって評議員となった

者が教授の地位を失った場合及び特定の職にあ

ることによって評議員となった者がその職を失

った場合には，当然評議員の職を退き，当該評

議員に欠員を生じた場合には，前2条により評

議員を補充する.

(任期〉

第5条教授であることによって評議員となった

者の任期は. 2年とする.但し，前条に規定す

る補欠の評議員の任期は，前任者の任期の残余

の期間とする.

2 前項の評議員は，再任されることができ

る.

3 第1項の評議員は，任期が満了した場合に

おいても，新たに評議員が任命されるまでは

同項の規定にかかわらず，引き続きその職務

を行う.

(権限〉

第6条評議会は，学長の諮問に応じて左の各号
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に掲げる事項を審議する.

(1) 学則その他重要な規則の制定改廃に関す

る事項

(2) 予算概算の方針に関する事項

(3) 学部，学科その他重要な施設の設置廃止

に関する事項

(4) 人事の基準に関する事項

(5) 学生定員に関する事項

(6) 学生の厚生補導及びその身分に関する重

要事項

(7) 学部その他の機関の連絡調整に関する事

項

(8) その他大学の運営に関する重要事項

2 評議会は，前項に掲げる事項の外，教育公

務員特例法(昭和24年法律第1号〉の規定に

よりその権限に属せしめられた事項を取扱

う.

(会議の招集及び議長〉

第7条学長は，評議会の会議を招集し，その議

長となる.但し，学長事故あるときは，学長の

指名する評議員がその職務を代行する.

2 学長は，評議員4人以上の請求があったと

きは，評議会を関かなければならない.

(会議の運営)

第8条評議会は，選議員の過半数の出席によっ

て議事を開く.但し，過半数の出席があっても

各学部から評議員の出席がない場合は議事を開

くことができない.

第9条学長は，必要により部下の職員を評議会

に出席させることができる.

第10条議決は，出席評議員の過半数による.可

否同数のときは議長がこれを決める.

附則

1. この規則は，昭和28年10月1日から施行す

る.

2. この規則により初めて任命される評議員

で，第2条第4号に該当する者の任期は，第



5条の規定にかかわらず， JJR和30年3月31日

までとする.

3. この規則の施行により，従前の横浜国立大

横浜国立大学評議会規則 (旧) (昭和24年8月1日制定〕

第 1条本学に評議会を怪き各学部長及び各学部 する，重大でない事項叉は念、施を要する事項は

の教授5人以内を以てこれを組織する 通告をしないでこれを附議することが出来る.

2 学長は評議会を召集し共の議長となる. 第5条 評議会は評議員半数以上の出席がなけれ

第2条教授で評議員となる必は各学部毎に教授 ば議事を開くことが出来ない.

の互選に依って学長がこれを命ずる 2 学部の評議員全部が出席しない場合は半数

2 前項の評議員の任期は 1年とする. 以上の出席があっても議事を開くことが出来

第3条評議会は左の事項を審議する. ない.

(1)学部に於ける学科の設置及び廃止 第6条学長は必要により部下の職員を評議会に

(2) 講座の設置及び廃止 臨時出席せしむることが出来る.

(3) 大学部内の制規 第7条学長止むを得ない事故がある時は学長の

(4) 各部新経費要求の決定 指名した評議員其の事務を代理する.

(5) 其の他重要と認めた事項 第8条議決は出席議員の過半数による可否同数

第 4条評議会に対する附議事項は召集の際通告 のときは議長が之れを決める.

学評議会規則は，fJB和28年9月30日限り廃止

する.

機
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大

学

事

務

機
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10. 進学適性検査廃止

進学適性検査は大学入'平:者の生IIIY'Jfi白を芥間1'1'，)に検11'，して大ヤ入学者選抜の資料とするため，

大学入試のー要素として実施された.ド~I立大ヤ・につし、ては，文部省で進学適性検査の問題を作成

し，全国いっせいに実施したが，このことについては，富山校長の木件についての思いH日市も載

せて前述した通りである.
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、この適正検査も22年度に始まり29年度まで実施され以後廃止された.廃止の理由としては，受

験生の二重負担となること，大学側での利用が積極的でなかったことなどがあげられた.

11. 工学部に専攻科設置

明和29年4月1日，工学部専攻科設置が認可された.

従来木学工学部としては大学移行以来，大学院設置を希望しており，専攻科はl官:かない方針で

きたのであるが工学部教室主任会議や工学部教授総会で，せっかく文部省が好意的にいってくれ

るのであるからと，設置に踏みきったのであった.

定員は30名で，在学期間は2カ年であった.

定員30名の内訳は次の通り.

機械工学科 5名

化学工業科 5 

電気化学科 4 

建築学科

造船工学科

4 

4 

電気工学科

化学工学科

分析化学

応用数学

応用物理

12. 工学部建築学科実験研究室の一部竣工

4名

1 

1 

1 

1 

昭和29年7月20日，建築さ手:科の実験研究室のー怖が竣(しゅん)工した.これは建築学科とし

て大正14年創設以来はじめての本建築であった.

そもそも建築学科は，高工時代，機械，応化，電化についで，大正14年第4番目の学科として

誕生したものであったが，当時，校舎はいらないから是非新設してもらいたいといったといい伝

えられており，これが長く文部当局に記憶されていて，どうしても本建築を建ててもらえなかっ

たというととであった.事実，設立順序からすれば，当然本館の一部に入るべきところを第5番

目にできた造船工午:科に先を越されてしまい，終戦時まで長く木造のパラ ッグにはいっていた.

まさに「紺屋の白袴」そのものであった.

終戦後航空機刊が廃止され，その木館にようやくはいることができたが，非常に狭いものであ

り，昭和24年大学に移行してはじめて，文部省との古い約束がWMiしたためか，最初の木建築ら

しいものができたのである.しかしこれは第 l期工事ともいうべきもので，構造，材料，環境工

学関係の実験室と研究室2室のみの鉄骨造と鉄筋コングリート造，合計174坪 (575m2)の手狭

な平屋建てであった.

後に昭和35年2月25日403坪 (1，330m2)の増築工事が完成し，研究室棟(とう)は鉄筋コン

グリート 2附建てとなり，建築学科の|臨時的本館(旧航空)とも接合され，さらに昭和36年5月

19日工業教員養成所が設置されるに及び，これが臨時的なものであったためと，相互に製図室，

実験室を利用するとして， 370坪 (1，219m2)が増築され，イT計947坪 (3，125mりとなって，現

在の3階建て鉄筋コングリート造一部鉄骨造のものが38年3月25日竣工したのであった.
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13. 工学部長に山中直次郎教授就任

昭和30年4月1日，機械工学科教授山中直次郎工学博士は第5代工学部長に就任した.

山中直次郎 (やまなか ・なおじろう)工学博士略歴

大正 3.7 東京帝国大学工科大学機械工学

科卒業

11 8. 9.18 

11 8.10.30 

昭和16.2. 1 

14. 協議会規程

東京帝国大学工学部講師嘱託

東京帝国大学助教授工学部

東京帝国大学教授工学部

昭和27.4.16 横浜国立大学教授工学部

11 27. 6. 3 東京大学名誉教授

11 30.4.1- 11 32.3.31横浜国立大学工学部長

11 33. 3.31 停年退職

昭和24年1月12日に定められた教育公務員特例法に規定する教育公務員の任免，分限，懲戒，

服務および研修についての事項を議するため，木学に協議会をおくことになり，昭和31年2月そ

の規程が定められた.

横浜国立大学協議会規程

〈設置)

第 1条教育公務員特例法に規定する事項を議す

るため，本学に協議会を置く .

(組織)

第2条協議会は，部局長及び評議員をもって構

成する.

(招集及び議長〕

第3条協議会に，その構成員の互選による議長

15. 学生歌「みはるかす」

を置き，議長がこれを招集する.但し.議長に

事故あるときは，議長の指名する者がその職務

を代行する.

〈運営〉

第4条協議会の運営方法については，横浜国立

大学評議会規則第8条以下の規定を準用する.

附 則

この規程は，昭和31年2月25日から施行する.

昭和31年11月4日学生歌「みはるかす」が学生から募集されて当選した.作詞は鶴若英子(学

芸学部英語科，昭和34年卒)作曲は大根田 遺(工学部機械工学科，昭和37年卒)でこの「み

はるかす」は非常に好評をはくし，現在も全学生に愛唱されている.

学生歌としてはすでに昭和26年10月に，やはり一般学生から募集され，歌詞としてはA賞はな

く， B賞として 1席「紺碧の空」作詞広田三津男(機械工学科，昭和30年卒)作曲月岡教官(学

芸学部)，同2席「東雲のしらベ」作詞竹尾治男(機械工学科，昭和29年卒)が当選したが， こ

れらの歌はあまり学生には歌われず，いつか忘れられてしまったようである.
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横浜国立大学学生歌
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材料基礎ド化学研究施設の設置から，横浜国立大学工学部付属カーパイ

工学研究施設に発展するまで

16. 

昭和31年1月23日カーパイド化学研究施設の建物が完成した.それは鉄筋コンクリー卜造2階

で東洋高圧工業株式会社の寄付によるものであった.この建物はさきに

本学が使用していた大船の貿易産業科学研究所の建物を，隣接の東洋高圧工業株式会社が是非譲

その代替建物としてできたものであった.同年4月1日付けで

建147.765坪 (487m2) 

り受けたいとの強い要請により，

文部省から前記研究施設の設置が認められ，施設長に阿部滋弘教授が補された.

40年12月15日横浜国立大学施設拡充後援委員会(本節17項参照)により， 研究センター (鉄筋

コンクリート造5階建延738坪(2，438m2))が寄付されるにおよんで，41年4月1日付けでカー

この研究施設はパイド化学研究施設は発展的解消をして，材料基礎工学研究施設が設置された.

Material Scienceの研究を主とするもので，いわゆる「材料科学」 {固の研究を目ざしており，

々の材料の性質や挙動を微視的にも巨視的にも統一的に掌握しようとする理学と工学にわたる広

このような観点に立つ研究施設としては本邦で最初のものであった.い領域を意味するが，

この広い研究範囲を含む本施設は当然相当な規模を持つべきであり，将来は研究所に拡大すベ

ヲ'

、ー

その点大学にある他の多くの研究施設にない特

内部的にはさらに「複

く各方面に努力が重ねられている.

また分化した各部門に共通な問題を取り扱うのであるから，工学部各科をたて糸とすれば，

れらを横につなぐよこ糸の役目を果たすもので，

性を持ち，工学部におけるいわば「研究センター」の役割を担っているといえよう.

官制上は現在「材料物性JI材料合成JI材料設計」の3部門であるが，

合材料JI材料計測JI反応工学JI材料安全」 専任3部門と共に計7部門の兼任部門を定めて，

なお研究施設発足以が学科別にこだわらぬ研究活動の Forumとしての運営が行なわれている.

来その紀要ともいうべき「材料基礎工学研究」を毎年発行しいる.
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工学部カーパイ ド化学研究施設

なお研究センター建物内に電子計算機室を設慣した.室長は設置Ik1iから昭和441:j'.8月31日まで

電気工学利回校教授.44年 9月1口から47年10月22日まで建築学H出口教授であった.

横浜国立大学工学部付属カーバイド化学研究所規程

(設置)

第1条本学工学部に国立学校設置法第5条に基

く附属研究施設として，横浜国立大学工学部附

属カーバイド化学研究所(以下「研究所」とし、

う)を設置する.

(目的)

第2条本研究所においては，カーパイド，石灰

窒素及び其等の誘導体に関する研究，並に試験

を行う.

(組織)

第3条本研究所に次の研究部門並に分析実験室

及び事務係を置く .

1. カーパイド部門

2. 石灰窒素部門

3. 有機合成化学部門

4. 分析実験室

5. 事務係

(職員〉

第4条本研究所に，次の職員を置く.

1. 所長

2. 所員

3. 研究補佐員

4. 事務職員

(所長〉

第5条所長は工学部教授会の議に基いて，所員
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の中から，学長がこれを任命する.

2 所長の任期は. 2年とし， 工学部長の指示

を受け，所務を掌理する.

(所員〉

第6条所員は，工学部の教授，助教授，及び講

師の中から，所員会議において選考のうえ，工

学部教授会の議を経て，学長が任命する.

2 所員は，所長を補佐し，研究及び試験を行

う.

(研究補佐員及び事務職員)

第7条研究補佐員及び事務職員は，工学部教職

員の中から，工学部長がこれを命ずる.

2 研究補佐員は，所員の指揮の下に，研究及

び試験の補助に従事する.

3 事務職員は，工学部事務長の監督を受け，

研究所の事務に従事する.

(所員会議)

第8条本研究所に，所員会議及び運営会議を置

く.所員会議及び運営会議に関する規程は.5]IJ 

に定める.

(その他〉

第9条 工学部長は，所長及び所員に，授業を担

当させることができる.

附則

この規則は，昭和32年1月1日から施行する.



研究センター

材料基槌工学研究施設

横浜国立大学工学部付属カーバイド化学研究施設規程 (制定H併口37年3月20口〉

(設置) 7. 事務職員

第l条 本学工学部に国立学校設置法第5条に基 2 本研究施設に研究員並びに研究補佐員を置

く付属研究施設として，横浜国立大学工学部付

属カ ーバイド化学研究施設(以下「研究施設Jと

いう)を設置する.

(目的〉

第2条本研究施設において，カーパイド，石灰

窒素，アセチレン及びそれらの誘導体に関する

研究並びに試験を行う.

〈組織)

第3条本研究施設に次の部門，実験室を置く.

1. 基礎部門

2. 製造部門

3. 有機合成化学部門

4. 分析実験室

(職員)

第4条本研究施設に次の職員を置く .

1. 施設長

2. 教授

3. 助教授

4. 講師

5. 助子

6. 技術職員

く.

(職員の任命〉

第5条施設長は工学部教授会の議に基づいて学

長が選考する.

2 教授，助教授並びに講師は工学部教員資格

審査内規に基づいて選考する.

3 研究員は工学部の教授，助教授及び講師の

中から研究施設会議に於て選考し，工学部教

授会の議を経て学長が任命する.

(職員の任期〉

第6条施設長及び研究員の任期は2年とする.

但し，再任を妨げない.

(研究施設会議〕

第7条本研究施設に研究施設会議を置く .

研究施設会議に関する規程は工学部長が定め

る.

付則

この規程は， JI白和37年4月1日から施行する.

績浜国立大学工学部付属カーバイド化学研究所

規程(昭和32年1月1日制定〉はこれを廃止す

る.

横浜国立大学工学部付属材料基礎工学研究施設規程(昭和40年9月8日〉

〈設置) (目的〕

第1条本学工学部に国立学校設置法第5条に基 第2条研究施設は，材料の諸性質の統一的な理

づく付属研究施設として，横浜国立大学工学部 解を進めて分化した専門分野の有機的なつなが

付属材料基礎工学研究施設(以下「研究施設J りを深め，新しい材料の開発とその工学的応用

という)を設置する. の研究を行う.

367 



〈組職〉

第3条研究施設に次の部門を置く.

材料物性工学部門

一材料合成工学部門
ー材料安全工学部門

四材料設計工学部門

五材料計測工学部門

六反応工学部門

(職員)

第4条研究施設に次の職員を置く.

施設長

教授

助教授

講師

助手

技術職員

事務職員

2 研究施設に研究員ならびに研究補佐員を置

く.

17. 横浜国立大学工学部施設拡充後援会

(職員の任命〕

第5条施設長は工学部教授会の議に基づいて学

長が選考する.

2 研究員は工学部の教授，助教授および講師

の中から研究施設長の推せんにより工学部教

授会の議を経て学長が任命する.

(職員の任期〕

第6条施設長および研究員の任期は 2年とす

る.但し，再任を妨げない.

(研究施設会議〕

第7条研究施設に研究施設会議を置く.

研究施設会議の組織運営については工学部長が

定める.

付則

この規程は昭和40年4月1日から適用する.

横浜国立大学工学部付属カーパイド化学研究施

設規程(昭和37年3月30日制定〉はこれを廃止す

る.

昭和36年12月，横浜国立大学工学部施設拡充後援会が発足した.当H寺の工学部の教育用ならび

に研究用設備はすでに老朽化，あるいは旧式化したものが多かったので，教授会や識者の聞で1

日も早くこれらを改築，改善し設備の充実をはからねばならぬ.それには国家予算のみに頼るこ

とはせず，自らの手で幾分でも有志から募金をし，これが費用に充当すべきであるとの議が欝勃

(うつぽつ)として起こ ってきたのであった.

本会の会長には特に横浜高工時代講師を委嘱した縁故もあり，元首相の石橋湛山を推し，顧問

を藤山愛一郎ら，理事を関係官界，財界，産業界の有志に依頼した.その趣意書および発足時の

役員は次の通りであった.なお後に会長代理として加賀美 勝が委嘱された.

会長 石僑湛山

顧問 藤山愛一郎内山岩太郎(神奈川県知事)半井清(横浜市長)金刺不二太郎(川崎

市長)田中省吾(横浜商工会議所会頭) 根本 茂(川崎商工会議所会頭) 箕浦多ー

(神奈川県経営者協会会長)李家 孝(生産性協議会会長)野村洋三(ニコーグラン

ドホテル会長)黒沢清(横浜国立大学長)

理事 (略)

監事 (略)

趣意書

横浜国立大学工学部施設拡充後援会趣意書

横浜国立大学工学部は，異色ある校風を誇った旧横浜高等工業学校を母体として，昭和24年新制大学
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制度の発足と共に誕生したものであります.学園創立以来41年，この間約1万の卒業生を送り出し，我

国産業界に大きく貢献しております.

さて，大学に於ける工業教育の目標は，し、かなる専門分野に進むにしても，その基礎となるベき学聞

を身につけ，未開拓の問題を独創的に解決する能力を培うことであります.しかるに我国の大学では，

従来ややもすれば独創の母体となる基礎学の修練よりも，過去の創造の遺産としての技能知識の詰込み

に偏し，ことに戦後所調技術導入の影響により大学におけるこの傾向は一層はげしくなりつつあるよう

に観察されます.これではいつまでたっても諸外国に追随するのみでありますから，今後は従来のよう

に技術導入のみに頼らず，独創的な技術の開発によって我国産業の基盤をつくり，更に進んでこれを海

外にひろめる態勢を整えねばなりません.

この要求に対し，横浜国立大学工学部は，はやくより工学基礎教育の必要を痛感し，全国に先がけそ

の実施を図り，幸い優秀な学生と，充実した教官陣の努力により着々としてその成果を挙げ，文部省を

はじめ各方面の注目をあびるに至っております.このような教育を充実させるためには，更に高度の工

学基礎教育を目標とした大学院課程を現在の工学部課程の上に設けることが必要欠くべからざること

で，またこれが産業界の要望に応える途であると考えます.

我国有数の工業地帯の中心にある横浜国立大学工学部として大学院課程の設立は当然の義務であり，

叉学生の素質，教官陣の内容から申しましても充分な条件が整っていると信じます.遺憾ながら，国家

予算ーのみによっては現在の工学部の設備充実でさえ不満足な現状にありますので，この際，ひろく各界

の御援助を仰ぎ施設設備の拡充を図り，大学院の設立に備えたいと思います.

つきましては，以上の事情御賢察の上御支援の程お願い申し上げます.

横浜国立大学工学部施設拡充後援会 資金募集要項

横浜国立大学工学部の施設設備の整備充実のた

めに，下記の要領によって資金を募集する.

1.資金募集の方針

募金のための後援会を設立して寄付金を募集

する.

2.募金後援会の名称

横浜国立大学工学部施設拡充後援会

3.募金の目的

横浜国立大学工学部の研究実験用施設設備の

充実および工学専門図書の拡充整備のため募金

をし，研究，教育を助成すると共に大学院の工

学研究科を設置する基盤をつくることを目的と

する.

4.募金後援会の趣意

〈別紙のとおり〕

5.募金の目標額

総額 3億5千万円

内訳建物建設費 1億8千万円

設備備品費 1億2千万円

専門図書費 4千5百万門

事務費 5百万円

6.後援会の規約

(別紙のとおり)

7.後援会会長
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石橋湛山(旧職員〉

8.後援会役員

(別紙のとおり〉

9.募金の使途

イ 横浜国立大学(工学部〕の研究・実験室お

よび図書室として延1.500坪の建物を建設す

る.

ロ 前項に必要な実験用機器備品を整備する.

ハ 最新の工学専門図書を購入する.

10.募金の要領

寄付金総額を次の方法によって募金する.

法人寄付金 2億2千万円

個人寄付金 3千万円

但し，法人からの寄付金については免税措置

(損金算入〉を受ける.

11.募金の区域および範囲

区域全国一般

範囲 各会社，各事業所並びに横浜高等工業

学校，横浜工業専門学校，横浜国立大

学工学部の各卒業生および横浜国立大

学工学部の教職員

12.募金の期間

昭和36年12月1日より

昭和37年11月30日まで



13.募金の管理および処分方法

イ 募金の管理は，後援会埋事会が当る.

ロ 募金した資金は，募金のための所要経伎を

差引き工学部の研究 ・実験室および図書室を

建設する と共に教育 ・研究 ・実験用の機械器

具備品，工学専門図書を購入して横浜国立大

学に寄付する.

14.寄付金の払込場所

イ 銀行払込(順序不同)

大和銀行，横浜銀行，三和銀行，第一銀行，

住友銀行， 三井銀行， 三菱銀行， 協和銀

行，東京銀行，東海銀行，富士銀行，日本

勧業銀行，三菱信託銀行，三井信託銀行，

安田信託銀行等

ロ 郵便振替払込

後援会の口座を開設する.

ハ直接払込

横浜国立大学工学部臨設拡充後援会事務所

に持参

横浜国立大学工学部施設鉱充後援会会則

第1条本会は，横浜国立大学工学部施設拡充後

援会と称する.

第2条 本会の事務所は，横浜国立大学工学部に

おく .

第3条 本会は，横浜国立大学工学部の施設およ

び設備の拡充により大学院の工学研究科を設置

する基盤をつくるために次の事業を行なうこと

を目l'内とする.

1. 研究，実験の施設設備および専門図書の

充実

2. その他目的達成のための必要な事項

第4条 本会は，前条の目的達成のため，この事

業の趣旨に賛同する広く各方面の有志から寄付

金を募集する.

第5条本会に次の役員をおく .

会長 1 名

顧 問 若干名

理 事 若干名

評議員 若干名

監 事 若干名

15.払込方法

一時払

随意分割払

16.寄付金払込最終期限

昭和37年11月初日

17.募金に要する経費

人件費

会議~'i

印刷政

消耗品費

通信'Oi

旅~

雑1~

18.後援会事務所および代表者

横浜市南区大岡町7回

横浜国立大学工学部内(電話(74)3541-9)

横浜国立大学工学部施設拡充後援会

代表者 石橋湛 山

に応える.

第8条 坦!司王は，評議員会で選出した者について

会長が委嘱する.

2 理事は，会長とともに迎事会を構成し，業

務を議決し執行する.

3 理事のうち，若干名を常任理事とし会長が

委嘱する.

第9条評議員は，本会の趣旨に賛同する有志、の

中から会長が委嘱する.

2 評議員は，会長とともに評議員会を構成

し，理事会の諮問に応じ，会長に対し必要と

認める事項について助言する.

第10条監事は，評議員会で選任したものについ

て，会長が委嘱する.

2 監事は，会計を監査する.

3 監事は，耳li事会に出席することが出来る.

第11条理事会は，必要により会長が招集し議長

となる.

第12条評議員会は，必要により会長が招集し議

長となる.

第6条会長は，理事会で推せんする. 第13条本会の経費は，寄付金およびその他の収

2 会長は，会務を総理し本会を代表する. 入金をもってあてる.

第7条顧問は，本会の趣旨に賛同する有志の中 第14条本会は，理事会および評議員会が適当と

から，会長が委嘱する. 認めたときは解散する.

2 顧問は，本会の会務について，会長の諮問 第15条本会の施設および設備等は，横浜国立大
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学工学部に帰属させるものとする.

2 本会を解散する場合の財産は，本会の目的

を達成するため，横浜国立大学工学部に指定

寄付するものとする.

第16条 この会則の実施について必要な事項は，

細則で定める.

付則

1. この会則は，昭和36年11月28日から施行す

る.

2. 本会設立当初の役員は，横浜国立大学工学

部施設拡充後援会結成請書備会の会長が委嘱す

る.

当初募集予算金額は3億5，∞o万円であったが， ちょうど経済界の不況に遭遇し神奈川県の
5，∞0万円(図書館設立資金)のほかは会社関係および一般からの寄付が思うように得られなか

った.しかし後に会長代理となった加賀美 勝および学校側理事その他熱心な協力者の努力によ

り，締切り日の43年10月31日(のち締切り日を延長)までに 2億1，600万円の巨額が集ま った.

43年11月の報告書によれば収入支出は別表の通りで，残高 3，200万円余は残金として，統合後

の設備資金に充当することとなっている.

横浜国立大学工学部施設鉱充後援会 収支一覧表

収入 昭和43年10月31日現在

寄付金額
備 考区 分

数|件 金 額

寄付金 官庁関係 2 50，050，000円 ( )内の数字は現物寄付

法 人
(3) (1. 250， 000) 

で外数186 143.600，000 

一般(個人) 5 600，000 

卒 業 生 2. 143 13.957.350 

教 職 員 107 965，500 

計 2，必3 209，172，850 

預金利子 7.499.907 

メ口込 言十
(1， 250. 000) 
216.672.757 

支出

区 分 金 額 備 考

工学部図書館新営工事費 50.695.868円 RC2. 1， 608m2 (486坪〉

工学部研究センタ一新営工事費 128，822.000 R C5. 2.438m2 (737坪〉

事 務 費 4.687.283 

計 184.205.151 

差 ヲ| 残 高 32.467.606 

なお，この支出のうちの国書館および研究センターの工事概要は次の通りであった.後者につ

いては本節目項にすでに述べた通りであり，前者については同じく40項に記しておく.
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図書館工事概要

。工事期間 自昭和38年8月 至昭和39年3月

O設計 ・監理横浜国立大学事務局施設課

0請負者と契約金額

建築工事安藤建設株式会社 45，700，000円

(基礎工事を含む)

電気工事旭日電気工業株式会社 3，032，000門

衛生工事 第一設備工業株式会社 1，150，000円

ガス工事東京ガス株式会社

横浜営業所 118，000円

計 50，000，000円

0構造規模
鉄筋コンクリート造2階建 但し書庫は4層と

なる

基礎コアードコンクリート杭(長18m)102本

打径43cm

建坪 191坪479

延坪 486坪472(1，608. 169mり但し延坪の中

研究センター工事概要

0工事期間

基礎杭打工事 自昭和39年9月

至昭和39年11月

建築工事自昭和40年4月

至昭和40年10月

(設備工事を含む〉

0設計 ・監理横浜国立大学施設課

O請負者，契約金額

基礎杭打工事 安必建設株式会社 9，500，000円

建築工事大成建設株式会社

118，575，000円

128，075，000円(設備工事を含む)

133坪23は書庫坪数

O仕一主概要
閲覧室床ロンリウム貼壁ハマウッド貼

一部ゾラコート吹付天井アコー

テックス，一部布張り

新聞閲覧室 床ソフトンタイノレ貼壁ハマウッ

ド貼 天井アコーテックス

事務室，館長室床ロンタイノレ貼壁ベニヤ板

貼天井アコーテックス

書 庫床防水モルタル塗壁モノグタル塗

天井石膏吸音板張

外 装柱梁打放しコンクリ ート仕上腰

ニ丁掛タイノレ張 一部モノレタノレ

塗ダイヤリシン吹付

屋 上防水モルタル塗

0図書収容部数約 100，000冊

0構造規模

鉄筋コンクリート造5階建

基礎コアードコンクリ ート杭 (長平均19m)

115本径51cm

建坪 143坪022

延坪 737坪571(2438m2250) 

O仕上概要

外

屋

内

装 柱梁庇打放しコンクリート打，腰

二丁掛タイノレ張

上 アスファノレト防水 (3層〉押えそ

ノレタノレ

装

階数l室 名 l 壁 井床

電子計算機室 モパフロアー

ボイラ一室 モノレタ ノレ 塗

1 管 理 室
フローリング，プロ
ック

2 共通会議室 ロンリウム貼

2 研究実験室 小野田cxモノレタノレ

2 電子顕微鏡室 小野田cxモノレタノレ

3.4研 究 室 ロンタイル貼

小野田cxモルタノレ

3.4小会議室 ロンタイノレ貼
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3. 宿 泊 室 カ - ，、.、 ツ ト 布 貼 石膏吸音板

5 談 言古 室
カ ー- " ツ ト 布 貼 ヘシャ γクロ
ロンタイノレ貼 一部和紙プ ロック ス貼

5 閲 覧 室 ロンリウム貼 布 貼 ミネラ一トン

5 ~ 議 室 モザイクパーケット ヘシヤングロス ミネラ一トン

当時の幹事役の一人とし多忙な教職のかたわら本会のために奔走した飯島健一教授は後年次の

ごとく言己している.

正式に後援会が発足したのは岩崎先生が学部長

の時であった.最初岩崎学部長は同窓会の先輩菅

要助，佐藤興次の両氏と機械工学科の停年退職直

後の中本守先生を招き，募金計画の可能性などに

ついて下相談された.その後工学部内では各学科

から 1-2名の募金委員を出して募金委員会を結

成した.一方岩崎学部長は，山口辰男同窓会長を

訪ね同窓会が発起人となり，広く工学部に関係あ

る各界の代表を集め横浜国立大学工学部施設拡充

後援会を設立することを依頼した.会長には阿部

滋弘教授の奔走で石橋湛山先生にお願することと

なった.

最初の大口の寄附は神奈川県からの5，000万円

であったが，これには石橋先生夫妻が東京から内

山知事に面会に見えて話をきめて頂いた.これは

特に県からの要望により，現在の工学部図書館の

建設費に充当した.

また後援会の発足にあたり趣意書の原稿を李家

孝さんに見せたところ，その中に大学院のことが

書いてなかったので「私はすでにロータリーの会

合で皆さんに横浜国大の工学部で大学院をつくる

ために募金をするからよろしく頼むという話をし

工学部施設拡充後援会

研究センター落成式

あいさつ加賀美会長代理
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てしまった.神戸なんかに先を越されてたまるも

のか，堂々と大学院をつくるということで書き直

したらどうだ」とL、う有難い御忠告を頂いた.

さて県の大口寄附も決定し，卒業生及び教職員

の個人寄附も少しずつ集りはじめたものの，一般

会社からの寄附については，不況の波と，われわ

れ学校片手間の仕事であったからなかなか思うに

まかせず，これは大変なことを始めたものだと思

っていた矢先に，岩崎先生の自宅が，会社廻りか

ら帰宅してみたら焼失していたとし、う事故が起っ

たりして，一時は惨慌たるものであった.丁度そ

の頃黒川教授の提案で煙洲先生の教え子で新菱冷

熱株式会社社長の加賀美勝氏に援助を願ったらど

うかという話が出て黒沢学長が四谷の会社を訪ね

正式に援助をお願し，石橋会長の会長代理という

ことで協力を得ることとなった.その後の後援会

における加賀美勝会長代理の活躍は驚くべきもの

であった.1， 000万円以上の寄附額の決定はすべ

て加賀美会長代理のあっせんによって決まったも

ので，工学部はまるまる御世話になってしまった

というのが実情である.研究センターの設立もさ

らにその中のカーパイド研究施設の改組拡充によ



る材料基礎工学研究施設の設立も最大の功労者は 仕事について最も努力をされた岩崎，黒川の両先

加賀美会長代理であった. 生が他界されたことは誠に残念なことである.(47 

大学の内外を通じて多くの方々の協力により募 年3月12日記)

金事業も一応の成果をあげたわけであるが，この

18. 化学2号館唆工

昭和32年3月31日化学:2号館鉄筋コンクリ ー ト造3階建244坪 (807m2)が竣工した.本学工

λ幹部では第2部(夜間部)の施設が第 1;\[1 と共用であったので， 実験室関係で第 lft~の学生実験

のために組立てられた装置が，第2f'俗学生実験のために取りこわされたり，またその逆もあった.

このことは特に化ザ:実験における授業をきわめて困難とした.さらにまた本構内には横浜市立工

業高等学校(夜間定時制)が設立されており，本学e，'j¥の施設を共用していたので大学の第2部と

同様に化学実験の授業をむずかしいものとしていた.このことを解消するには建物を増設するこ

とが必要とされた.この建物増設計画について工学部では，横江勝美横浜市教育委員会教育長に

相談したと ころ，同教育長の尽力により，横浜市より建築費および設備賓として 800万円の寄付

があり，国費1，200万円をあわせて，ここに化学2号館が竣工し実験室問題は解消した.

19. 工学部長に永井彰一郎教授就任

昭和32年4月1日， 電気化学科教授永井彰一郎工学博士は，第6代工学部長に就任した.教授

は，セメント等の窯業関係に造詣(ぞうけい)深く ，斯(し)界の第一人者であった.

永井彰一郎(ながい ・しょういちろう)工学博士略歴

大正8.7. 東京帝国大学工科大 工学部

// 8.8.21 

1/ 9.8.7 

工学部化学2号館

学応用化学科卒業

東京帝国大学工学部

講師嘱託

東京帝国大学助教授
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昭和21.4.1 

// 25.6.30 

東京帝国大学教授工

学部

横浜国立大学教授

(併任〉



昭和30.4.1

/1 30.5.31 

20. 校歌の制定

横浜国立大学教授工

学部

東京大学名誉教授

昭和32.4.1-/1 34.3.31 横浜国立大学工学部

長

ff 35.4.1 停年退職

昭和27年2月14日の評議会で，校歌を制定することを認め， その募集方法等の実行方法は，学

生と協議して定めることとし， とれの経費は'苧校が負担することとした.

これについて作詞，作曲ともに外部の有名人に依頼する方法，また''1:[-人lで公募する方法ーなど穐

々の意見が出たが，関学10周年を期してぜひ作りたいとして， 32年6月20日の評議会では，校歌

の制定に関する選定委員会を設け，作詞者，作曲者の選考に当たることになった.

その後，委員会からの答申により，作詞を経済学部井手教授に依頼することが最も適当である

と評議会で了承された.昭和32年12月19日の評議会では井手教授作詞の学生歌が決定され，学芸

学部奥田，月岡両教官が作曲することもきまった.

昭和33年3月6日の評議会では，大学歌の作曲がで、き上がってこれを了承し，

工学部講堂で発表された.大学歌は次の通りである.

横浜国立大学大学歌
作咽井乎文雄

作曲月岡忠三
AllecroN曲 rat.C，ui_ (国"5)

a， ..一三_ v 
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1. 

2. 

3. 

大空に ひびく海洋

新しき 世界の息吹き

あけぼのの 光のなかに

そそり立つ横浜国大

jjJjえ出ずる 搬き叡智よ

ひとすじの 熱き精神よ

若人ら ここに集いぬ

永遠の真理もとめて

わが道は正義と自由

はるかなり 希望の前途

創造の槌音たかく

青春の 日日をきずかん

その日の午後，

• 



金属工学科

三原教授

この歌は，明るいよい歌であるが，比較的むずかしかったことと，学生の意見が反映されてい

ないから歌がで、き上がっても歌わないとの学生自治会からの抗議があったりして，その後の大学

祭などにはかなり宣伝もされたが，現在では残念ながら全く歌われていない.

21. 金属工学科設置

昭和33年4月1日横浜国立大学工学部に金属工学科が新設された.これにより本学工学部は従

来の機械工学科， 化学工業科，電気化学科，建築学科，造船工学科，電気工学科の 6科にさらに

1科を加え7科となり，いっそう充実することとなった. 
• 

金属工学科は，申請書としては第1から第5までの 5講座および講座外科目があり，教授は三

原金吾，沖進両博士で，33年度金属工学科学生定員は40名であった.

金属工学科設立の経過を次に述べる.

昭和32年，永井工学部長の時，当時機械工学科の教授であった三原金吾(横浜高工機械工学科第

1回卒，東北帝国大学工学部金属工学科卒)が金属工学科設立の必要を教授会に提案，教授会で

は，昭和33年度工学部関係最重要事項として次の事由を付して文部省へ申請することとなった.

〔要求事由〕 かねてから京浜地区の重工業関係会社から当工学部に対して，金属工学科の新設の要望

が頻りであったが，幸い当工学部はこの科目に必要な主要設備を既に有しており，設置がすぐにでも可

能である.

授業科目については，他大学金属工学科とは主眼点を異にし，冶金の階程後における塑性加工材料学

に重点を置く.わが国は諸外国に比しこの方面で立遅れているので，本学科新設によって機械部品や装

置の製造技術の進歩に寄与せんとするものである.

この趣旨にそい講座としては金属組織学，冶金学，金属材料学，金属加工学，鋳造工学を設ける.

以上のようにして正式に文部省へ金属工学科新設を申請したが一方，三原金吾，中村康治，大

谷泰通，友成忠雄の4教授が，金属工学科設立準備委員となり，諸般の準備そととのえた.特に

人事が最重要と考え，三原教授らの奔走により，沖 進教授(当時日本車輔製造会社研究次長)

和田良澄教授(当時北大教授)を最有力候補として交渉を進め，いずれも承諾を得た.

本省との交渉は正規のルートを通して行なわれたことは当然であるが，側面よりは友成教授，

平野事務局長，桑原工学部事務長補佐らが，当局に働きかけその実現に努力した.
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幸いにこの申請は，当時わが国の教育政策が工学部拡充の機運にあったこともあり ，1回で文

部省に認められ翌33年度より新設の運びとなった.

なお金属工学科設立にあたっては，本省予算だけでは十分な設備が整えられないので，三原金

吾教授らは日本鉄鋼連盟に依頼し，金属工学科施設拡充後度会本を設立し， 関係者より寄付を募

ることとした.幸いにして目標額2，∞0万円に近い寄付が得られた.金属工学科設立にあたり三

原教授その他多数の人々の努力と好意は銘記されねばならない. (注)本後援については次項参照

三原金吾 (みはら ・きんご〉工学博士略歴 業専門学校教授

昭和 4.3. 東北帝国大学工学部 昭和26.3.31 横浜国立大学教授工

金属工学科卒業 学部

11 4. 4.1~ 11 21.10.15 古河理化研究所勤務

11 21. 11. 10~ 1/ 24.8 金属研究所自営

1/ 24.8.31 横浜国立大学横浜工

11 42. 3. 16~ 1/ 42.8.31 横浜国立大学工業教

員養成所教授

11 42.8.31 辞職

金属工学科学科目

A守峠い 単 位 数
A寸Mー与 科 目 授業科 目

必修|選択科

金属工学第一 金属異相平衡 2.25 

金属相平衡論 1.5 

金 属 組 織 ρす~一与 3 

X 線 結 晶 持弓ι与 2.25 

冶金表面処理工学 1.5 
金 金属組織学実験 2 

金属物理実験 2 

卒業計画及研究 10 

金属工学第二 鉄 冶 金 A守峠弘 6 

属 ヨド 鉄 冶 金 A守孟4ー与 3 

電 気 冶 金 学 3 

粉 末 治 金 学 1.5 

特 殊 冶 金 員寸A・ 2.25 

冶 金 実 験 1 
工

卒業計画及び研究 10 

金属工学第三 金属材料学 3 

金属材料学 E 3 

耐熱金属材料学 1.5 
Aてf.

特 殊 材 料 Aす~ー与

1.5 

原子炉 材 料学 1.5 

放射線並びに応用 2.25 

季十
半導体 2.25 

金属材料学実験 4 

卒業計画及び研究 10 

金属工学第四 基 礎 塑 性 点守~与与 3 

金属 加 工学 3 

|金属加工学 E 2.25 
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塑性加工力学 2.25 

金属 加 工機 械 学 4.5 

加工実験並びに見学 3 
卒業計画及び研究 10 

金 金属工学第五 鋳 造 員寸ιー I 3 

鋳 造 ，寸山t H 3 

鋳 造 機 械 A寸4ー 1.5 

耐火物材料学 1.5 

燃 米千 A寸お白ら 1.5 
属 炉体構造学並びに設計 3 

鋳造学実験並びに見学 2 
卒業計画及び研L究 10 

学科目外科目 一 般 力 Aナ比 3 

工 材 料 力 Aすおらー 3 

金属塑性力学 1.5 
分 析 化 《寸ふ.... ー 1.5 
分析 化 学実験 2 

理 論 化 Aてf:ゐ 3 
員寸Aー 熱力学(含む演習〕 1.5 

熔 接 工 :主弓主a与. 1.5 

機 械 工 作 法 1.5 
機械工学通論 3 

科
電気工学通論 3 
無機 化 学工業 3 

電気工学実験 2 

設 計 製 図 3 

応 期 数 持寸ん日 1.5 
安 全 工 A寸崎ー 3 

工 業 鮮A 営 3 

学科目欄は暫定の学科目を示す.

22. 横浜国立大学工学部金属工学科施設拡充後援会

昭和39年初頭，工学部金属工学科施設拡充後援会が設立された.後援会長は別府英一(月島機

械副社長，大正12年卒機械1期)で，募集予定額は 2，000万円，募集期聞は39年 3月 1日から41

年 3月31日までであった.期日までに18，640，000円が集まり試験器等一部を購入したが，大部分

は，全学統合後に建築費に当てるため残された.募集の目的は紐旨書に次の通り述べられいる.

趣旨書 〈抜粋)

同学科の特色発揮に必要である材料加工機械， ます.この際広く鉄鋼業界の御援助を仰ぎ，建物

材料強度試験機，物理的解析機器等の設備ならび と実験設備の充実を致すベく計画いたしました.

に製図室，教室の整備には未だ程遠い現状であり

23. 多和田 寛教授の急逝

昭和33年8月16日， 応用化学科教授多手11同 寛エザ'博士は，心筋梗塞のため急逝(せい)した.
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同教授は大正12年東京帝大工学部応用化学科を卒業し，逓信省電気試験所を経て，北大助教授，

旅順工大教授を歴任の後，昭和27年4月本学教授となった.燃料化学，特に石炭に関する権威で

カーパイド用コークスの研究に取り組み， カーパイド化学研究施設のスタッフの一人でもあっ

た.

24. 第一寮移転改築

木寮(木造2階建延 150坪 (494m2)収符人員34人)は大正13年に横浜市南区大岡町岸ケ谷

2，233に建設， 第一寄宿寮興風館と祢し，多くの学生生徒が種々の思い出を秘めつつ起居を共に

してきたのであったが，戦争その他でその補修もできないまま老朽化し，きわめて危険な状態と

なった.たまたま第一寮の上に女子校成美学園があり，同学園から校舎拡張のためこの寮の移転

方懇話があった. 当大学では大蔵省関東財務部に用地の交渉をし，南区清水正 190に移改築工事

を行ない，昭和33年9月30日竣工した.木造2階建延133坪 (440m2)収容人員36人である.

25. 黒沢学長(第3代)就任 江国前学長に名誉教授称号授与

昭和34年4月1日付けで横浜国立大学経済学部長黒沢 清経済学博士は，前学長江国正義のあ

とをうけて学長に就任した. 黒沢学長は，昭和37年3月をもって， 学長としての任期を一期勤

め，再選されて昭和40年3月31日まで二期を勤めた.

昭和34年4月1日江国正義前学長は名誉教授の称号を授与された. (略歴前出)

黒沢清 (くろざわ・きよし〉経営学博士略歴

大正15.3

昭和 3.6

東京帝国大学文学部卒

東京帝国大学経済学部

卒

/1 3.7.1~ /1 12.3.31 私立中央大学教授嘱託

1/ 11.3.31 横浜高等商業学校講師

1/ 12.3.31 

1/ 24.6.30 

嘱託

横浜高等商業学校教授

横浜国立大学教授経済

学部

26. 工学部長に大岡 実教授就任

昭和30.4.21~ 1/ 34.3.31 横浜国立大学経済学

部長

/1 34. 4.1~ 11 40.4.1 横浜国立大学長

/1 40. 4.1~ /1 43.3.31 横浜国立大学教授経

済学部

1/ 43.4.1 停年により退職

横浜国立大学名誉教

授

昭和34年4月1日，建築ヤ科教授大岡 実工'半開士は，第7代工学部長に就任した.同博士は

建築歴史学を専攻し，斯界の第一人者である.略歴は次の通りで，その後昭和36年3月31日に併

任を解かれ， 41年4月1日付けで停年退職した.

大岡実(おおおか・みのる〉工学博士略歴

大正15.3 東京帝国大学工学部建 部

築学科卒業 昭和34.41~ /1 36.3.31 横浜国立大学工学部長

附和2.4. 26~ 1/ 27.6.5 文部省勤務 /1 41.4.1 停年退職

ノ1 27.6.16 横浜国立大学教授工学
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工業教貝養成所標本L

金属工学科実験研究室

27. 工学部長に岩崎高雄教授就任

昭和36年4月1日，応用化学科教授岩崎高雄工学博士は第8代工学部長に就任した.

岩崎高雄 (いわさき ・たかお〉工学博士略歴

大正12.3 東北帝国大学工学部 昭和34.2.1 横浜国立大学教授工学

部化学工学科卒業

/1 12.4.1-昭和3.11.30 東北帝国大学工学部

副手 ・嘱託

昭和3.12.1-11 34.1. 31 三井鉱山KK.三井

化学KK.勤務

28. 金属工学科実験研究室完成

/1 36.4.1-/1 39.3.31横浜国立大学工学部長

/1 39.4.1-/1 41. 3. 31横浜国立大学工業教員

養成所長

/1 41. 3. 31 辞職

昭和36年3月31日，金属工学科実験研究室が完成した.これは鉄筋コンクリ ー卜造3階建，延

616坪 (2，038m2)で，施設訪!と建築さ干:科との共同設計ーであった.

29. 横浜国立大学工業教員養成所開設から廃止まで

昭和36年5月横浜国立大学工業教員養成所が開設された.

わが国産業界の発展にともない，高等学校における工業教育の拡充が必要となったので，36年

5月19日国立工業教員養成所の設置等に関する臨時措置法(法律第87号)が制定公布され，同日

付けで，本学を含む国立9大学に工業教員養成所が設置されたものである.

本学の工業教員養成所は工学部の敷地内に機械工学科(入学定員40名人建築学科 (入学定員40

名)の2学科がおかれた.修業年限は3年であった.初代所長に工学部長岩崎高雄が併任され，

工学部機械工学科から助教授山野健郎，建築学科から講師林豪蔵が，それぞれ専任教授として配

置替えとなり，機械工学科の教授中村康治，建築学科の教授大岡実，同佐藤鑑は，それぞれ併任

された.

岩崎所長は39年3月31日付けをもって工学部を停年退官したので，39年4月1日，当工業教員
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養成所の専任所長となり， 41年3月31日退官，同4月1日付けで林豪蔵が2代所長となった.

なお当工業教員養成所は44年4月1日をもって国立学校設置法の一部を改正する法律第3号に

より廃止された.よって林所長は44年3月31日付けで退官し，一部教官は工学部に配置替えとな

り，他は転出あるいは退官した.

この時3年の学生1名が卒業延期となったので，廃止にともなう臨時措置*として，工学部長

田口武ーが所長を併任，工学部教官が養成所の教官を併任し，昭和45年3月この学生が卒業と共

に実質的に廃止となった.なおその建物設備等は大部分工学部に移管された.

(注〕 国立工業教員養成所は，昭和44年3月31日に当該養成所に在学する者がある時は，第3条の規定に

かかわらず，その者が当該養成所に在学しなくなる日までの間，存続するものとする. (国立工業

教員養成所の存続に関する経過措置)

横浜国立大学工業教員養成所卒業生数

い ¥空|機械|建築| 言十 よ¥空|機械|建築|言十
昭39 32 24 56 昭43 27 20 47 

40 31 23 54 44 23 27 50 

41 27 21 48 45 1 。 1 

42 28 50 合計 163 143 306 

煙洲先生88歳を迎う

30. 煙洲鈴木達治米寿祝賀会

昭和22年横浜高工初代校長鈴木達治は77歳を迎え，なお嬰鎌(かくしゃく)としていた.門下生

一同は喜寿の祝いを盛大にしたいと申し出たが先生いわく 177位で祝って貰いたくない， 88にで

もなったら盛大にやってくれ」と，その真意はどうせ88までは生きられないだろうから盛大にや

ってくれと言っておいても皆に迷惑はかけまいとのととであった.

昭和33年，先生は元気で88歳を迎えた.

横浜工業会理事会で米寿祝賀会の計画が議題に上り，三位一体を標樟(ひょうぼう)してきた

横浜高等工業学校(現横浜国立大学工学部)横浜工業専修学校(現横浜市立横浜工業高等学校)

神奈川県立商工実習学校(現神奈川県立商工高等学校)の3校同窓会でこの祝賀会堂主催するこ

ととなった.なお後に，東京高等工業学校(蔵前)門下生有志一同がこれに賛同した.

記念事業として「煙洲残筆」の出版，記念品の贈呈等5つが計画実行された.
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鈴木達治先生の学部梯 同左

祝賀会は33年7月5日午後111寺より 3時まで県立音楽堂で催され，参加者450名に達した.

つづいて祝宴はホテルニューグランドで午後5時より行なわれ，参加者600名に達し盛会であ

った.jlfi上，来賓として公私ともに古くから親交のあったニューグランド会長野村洋三89翁の力

のこも った祝辞に一同大きな感銘を与えられた.

31. 煙洲鈴木達治逝く

昭和36年8月29日午前5時26分，元横浜i白等工業学校長煙洲鈴木達治は 91歳の天寿を全うし

てH民るがごとく逝(ゆ)く.

葬儀は翌30日.喪主長男博人(昭和28年応化卒)，菅要助(電化大正13年卒)葬儀委員長とな

り，六ツ川の自宅で行なわれた.午前10時から告別式，ひきつづき午前日時出棺，棺(ひつぎ)

は富山二代校長，門下生の阿部滋弘，菅要助，山田 功(電化大正13年卒)矢田部庄栄(応化

昭和2年卒)大輪 勇(電化昭和4年卒)の肩にのせられて，昭和4年から30年間通いなれた坂

道を下りて根岸の火葬場へ運ばれ，茶枇(だび)に付された.

越えて 9月2日，工学部葬がなつかしの工学部講堂で執行された.遺骨は小汀浩一郎(機械昭

和15年卒)が六ツ川まで、迎えに行った.神奈川大学学長本田吉盛，横浜工業会理事長山口辰男(応

化大正15年卒)神奈川県立商工高等学校同窓会長大須賀与喜三等の弔辞があった.

学部葬の後，遺骨は日野の墓地に葬られた.この日里子の墓地は生前の昭和10年に作られてあっ

たもので，徳富蘇峰筆「煙洲鈴木達治之墓Jと刻まれており，中村順平指導のもとに当時の建築

学科の生徒によって設計されたものであった.

煙洲会について

昭和14年6月29日広部俊十郎(電化l期)菅要助(電化2期)らが中心になって川崎在勤の卒

業生が10数人集まり，恩師である煙洲鈴木達治を招き夕食を共にしながら話を聞く会を催した.

これが煙洲会の始まりで，この会合は以後毎月例会が聞かれ時局，教育，社会，歴史，文学等々

にわたり恩師の話を中心に出席者が互いに談論風発した.戦時中もー，二度休会しただけで，昭

和36年8月煙洲翁の亡くなる 2月前までつづけられた.最後は第219回であった.実に満22年継
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続したこととなる.なおこの会は翁の死後も翁の相互啓発の粘神を生かし，嗣子博人を迎えて現

在まで、つづけられている. まことに珍しいさわやかな会といわねばならぬ. 初代幹事阿部元吾

(電化昭手IU2f!ム卒) 2代俳事平田義雄 (応化大正15年卒) 3代幹事小汀浩一郎 (機械昭和 11年

卒) 4代現幹事村松四郎(屯化H討和18年卒)である.

32. 第二，第三寮閉鎖問題

昭和37年10月12日岩崎工学部長は長島事務局長より次のような文書を受取った.

〔建物の耐力度調査の結果について〕

木造建物の耐力度調査の結果，貧部局管理にかかわる下記寄宿舎については別表のとおりとなりまし

た. 5，000点以下は老朽危険建物になりますので今後の寄宿舎管理に考慮せられるよ うお願いします.

大岡寄宿舎〈第二寮) 155坪 4142点

井土ヶ谷寄宿舎〈第三寮)92坪 4329点

記

ちなみに第二寮は大正13年に建築され，第三寮は少しく後，横浜市工が生徒則寄宿舎として買

収したもので，高工，工専の期間を通じて使用され，横浜国立大学工学部に引継がれたもので，

長年の問，在学生に親しまれ，また卒業生の思い出も深い建物であった. しかし，両寮とも建築

後すでに40年近く経過して老朽著しく，ことに第二寮は2階建ての土台が腐朽してかなり危険な

状態にあることは以前より当局者の頭痛の種であった.

そとで学部長は工学部補導委員長を呼んでこの旨を伝え，補導委員会においてその対策を協議

するよう要請した.委員長は所管部局から詳細な事情を聴取した後，同年12月5日補導委員会が

開催された. この席上， 事務当局による建物調査の内容の説明があった後，応急補修による耐

力度増強の意見も出たが，台風，地震等の災害，その他で寄宿生の人身に事故が起こった際の大

学，特に管理責任者の負ふべき責任問題について強い意見が出て，種々討議の結果，在寮生の安

全をまず第ーに考慮すべきことが確認され，この事実を一刻も早く寮生に周知させると共に，在

寮生を取りあえず他の安全な建物に移転させねばならぬことに意見の一致を見た.これにともな

って次のような具体策が採択された.

1. 昭和38年3月末を以て第二寮を閉鎖

2. 第二寮在寮者は第一第三第四の各寮に分散して収容

3. 昭和39年3月末を以て第三寮を閉鎖

4. 在寮者は第一および第四寮に収容

5. これから2年間新規入寮者の募集を停止

6. 昭和39年度予算に新寮建設費を要求しその実射を強力に推進する

12月7日，以上の決定に基づき丸尾補導委員長は各寮の寮長を招き，寮の閉鎖に関する前記の

案を示し，実情およびこれまでのいきさつを詳しく説明して寮生の了解と協力を求めたが，寮長は

こぞって寮の閉鎖には絶対反対との意向を表明した.ここにおいて委員長は学部長，事務局の担

当部謀長と数回にわたって懇談を重ね，応急補修によって新寮の実現時期まで寮の閉鎖を延期す
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る可能性について検討を求め，具体的に補修経費の算定，予算措置の方法の検討まで行なって討

議したが，補修継続の可能性はついに見出すことができなかった.この間寮生側は学生集会を聞

き，重ねて閉鎖反対を表明し，寮閉鎖問題対策委員会をつくり，あるいは学生自治会(秋山委員

長)に働きかけた りして反対運動をくり広げ， 学内がやや騒然たるありさまになってきた.とれ

に対し大学側は事務系担当者を含めた大学側関係者と寮生代表と会談を催し，また補導委員全員

が各寮を次々訪問して寮生とひざを交えて懇談し，事情の説明と協力の要請を行なったが，寮生

側の反対意向は強く議論は終始平行線をたどるのみであった.補導委員会側には，なお補修継続

により閉鎖を避ける可能性を求めようとする空気があったので，委員長は学長，学部長および事

務局長まで交えてこの可能性について再三にわたり検討をつくしたが，主として予算面の問題か

ら最終的にこれが絶望的であるという結論に到達した.一方工学部長の意向も新寮の建設につい

てはある程度政府当局への働きかけをすでに行なっており，これについて明るい見通しもあるの

で，この際既定方針通り寮を閉鎖するのが妥当であるというものであり，また38年2月12日開催の

主任会議においても閉鎖以外に方法がないという意見に一致したので， 2月22日の補導委員会に

おいて，さきに定めた方針に従って第二および第三寮を閉鎖することを最終的に決定した.これ

に基づいて 3月12日教授総会において芹沢副委員長より寮閉鎖の決定について報告がなされた.

寮閉鎖に関する公示は掲示とともに寮生個人に対し，工学部長名の書簡の形式で通知を郵送し，

また3月12日補導委員が寮生代表と会見してこの旨を伝えた.

このようにして大岡寄宿舎(第二寮)は昭和38年3月31日をも って閉鎖されたが，これにとも

なう宿舎明け渡しには，当初予想されたような混乱はなく平穏に行なわれた.

すでに記したように第二，第三寮の閉鎖はこれに代わるべき新寮の建設を前提として決定せら

れたものであり，新寮については建設予定地の選定，建物規模構造についてかなり検討が進んで

いたのであるが，諸般の事情からこれが実現をみなかった.この新寮建設の挫折(ざせっ)によ

って昭和39年3月末に予定されていた第三寮の閉鎖は無期延期となり今日に至っている.

33. 化学工学科の新設

昭和37年4月1日，本学工学部に新たに化学工学科が設置された.なおこのとき従来の化学工

業科を応用化学科と改称した.

化学工学科

野手教授
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戦後，重化学工業の進展にともない， 化工技術者の需要がふえ， 昭和34，5年ごろから全国の

新設国立大学に化学工学科が設置され始めた. 本学工学部では昭和33年に金属工学科が設立さ

れ，当時学年進行中であった関係もあってお年になって初めて化学工学科の設置要求を出した.

周辺を見回しでもすでに静岡大学 (33年)，新潟大学 (35年)，群馬大学 (36年)に化学工学科が

設立されており，京浜工業地帯を控えた横浜国立大学に，化学工学科を設置するのは当然のなり

ゆきといえる状態であったから，その要求がすぐに認められ37年度に新入生を募集することにな

った.

化学工学技術者を，どちらかといえば機械に強い化学技術者という方面から求めていた工業界

の情勢は，その適任者を得ることがむずかしく ，多くの化学工場では機械出身の新社員を要望し

ていた.本学の化学工学科設立者である野手教授は化学を理解した機械，建設技術者こそ我が化

学工学科で養成すべきものであることを強調して，新入生の募集は特にこの方面，すなわちフラ

ントの開発， 設計， 建設および運転の技術者になることを目的とする者をという募集を行なっ

た.この構想 ・経緯については次の野手教授の文章にくわしい.

第1期生は試験と面接とあわせて厳選し，33名が合格になった.これは40名の定員に対して少

ないという苦情が出たが，その当時の募集要項には定員約40名となっており抵触するものではな

かった.

発足当初は野手教授，青木助教授，伊藤助手と教室職員 l人で機械科の中の部屋住みであった.

しかし新入生は，当時は一年間分校に所属して清水ケ丘キャンノミスで、教育を受けたから，その聞

に準備をすることができた.建物の設計，什(じゅう)器 ・器具等の購入計画に追われた多忙な

準備期間であったが，夏休みが終わるころ，電気工学科の建物と一緒に建築工事が始まった.そ

の年の秋には河東教授が加わり，年度末，すなわち翌年の3月には新築の建物へ入居準備の段取

りとなったが，創立者野手教授は停年となり退職した.なお41年4月15日学年進行にともない大

学院工学研究科に化学工学専攻が設置された.

化学工学科の新設を企図した理由とその情想

前言

この拙文に就ては，既に昨年度 (35年)特に事

務関係の人々に知って貰う為に，同じ題目に就て

述者の率直な考えを奮いたのであったが，それを

広く学内その他に御頒けして読んで頂くにつれ，

化学工学の内容と関係技術者養成の重要性もよく

判ると言う声も聞くに至って述者も亦衷心包促の

感なきを得なかったのである.

そこで本年は当学が化学工学科の新設を再度申

請するに当って，幾分加筆し，これを参考資料と

して申請書類に添える事にし，また未読の方々に

は参考意見として読んで頂く事にしたのである…

昭和36年7月野手悌土述

本文は題目に関し述者が予てから抱懐する構想

を率直に且つ赤裸に書いて参考に供する事にし

た.勿論何処迄も述者個人の見解である事を含ま

れて，遠慮の無い批判を仰ぎ度いのである.

工業が発展するに連れて工学もそれに添って進

歩し且つ分化して行くので，漸次に工学に数えら

れるものも多くなろうとする傾向がある.このよ

うな事は技術と言う実際面が特別の方向に発展す

る性質に基くものと考えられる.

技術が発展して或る綜合的な領域を形作るよう

になると，本来は分析的な科学や工学と言う学問

の聞にも便宜上の統合が行われて，大学と言う所

ではこれが学科の新設になうて現われて来る.そ

うなると，その技術の綜合領域に相応しいような
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名称がその学科に付けられ，要求される技術者を

特定方向に育成する負担を荷う事になる...・H ・・.

化学工学に就ても全く同様で，各種類の生産工

業(これには必しも化学工業に限る訳ではなし、)

の広い範囲に化学工学の技術は活用されて来たの

だが，取り分け機械部門と応用化学部門とに依存

して来た工業が近年急速に発展して来た事は否み

得ない事実である.その結果既存の機械工学部門

と応用化学部門とでは充分手の行きとどき兼ねる

処，換言すると，この両者の中間にある知識と素

養とを持つ人材が技術界から要望されるようにな

った訳で，この事実は近年の事では無いのであ

る.既に20余年前の事になるが東大第二工学部が

設立された当時，この目的に添う後述する真に建

設技術者たり得る化学工学技術者養成の為の化学

工学の独立講座が設置されたが，大戦と言う国を

挙げての大問題は遂にこの司王を阻み，理想的学科

型態も実現せずして第二工学部と運命を共にした

経緯がある…-・.

化学工学と言うものが，どんな内容で如何なる

目的を持つものであるかを知るには，最も発達し

て居る米国の化学工学々会の次の定義を知る事が

手取り早い.

「化学工学とは材料の化学的叉は物理的変化を

持つ種々の生産工程を発展させる事と，この工程

を実際に適用する事に就ての工学の一部門であっ

て，これ等の各生産工程は必す.幾つかの単位にな

る化学変化の工程と物理変化の工程とのこつの対

等の系列に分けられるものである.

化学工学技術者が担当する仕事は主に装置と工

場施設 (Plants)に関する設計と建設並びにその

運用とであって，それ等の内に単位になる化学変

化と物理変化の各工程が適用されるのである.

化学工学の基礎になる主なる科学は物理学，化

学，数学であって，経済学はその案内役になる」

この定義から判るように，化学工学技術者が負

わねばならない任務は施設装置の設計建設運用等

であって・・

化学工学が応用化学(特に混同を避ける為に化

学工業の名称を用いなL、〉の一部門として発展し

たこととその功績とは世人の等しく認めねばなら

ない事である.併し乍ら，その技術界に於ける実

態は化学工学技術者に依って行わる可き仕事が本

邦では主に機械技術者の担当に依存して来た事実

を否み得ないのであって，本邦に於けるプラント

認6

の設計建設の実質点弱点もままにあった事を断言し

て憎らないのである…・-

化学工学技術者 (ChemicalEngineers)は化

学に理解ある所の今日の機械工学技術者(Mecha-

nical Engineers) の如き施設の具現化の能力を

持つ人材である事を必要とし，生産関係の装置や

施設の設計者であり，建設を担当し得る人物で且

つその運用の責任的位置につき得る人材でなけれ

ばならないのである.

化学工学技術者は所謂Plantengineerであり，

且つPlantの建設技術者(Constructionengineer) 

であって，他のものではないのである.Plantと

言うものは，或る特定のものを生産する工場施設

の事であって，種々の製作品を出す機械工場等は

Plantとは一般に言わない.生産されるものは必

ずしも品物に限らない.Power Plantや Boi1er

Plantのようにエネルギーや蒸気の供給源になる

場合もあるし，変った所で・は RefrigerationPlant 

(冷凍施設)や AirConditioning Plant (空気調和

施設，媛冷房施設の如きもの〉の如く，低温度を

作ったり，叉特定の混度環境を作ったりする施設

もある.これ等は従来機械工学技術者に依って設

計建設，運用が担当されて来たし，今後もそうで

あるに相違ない筈である，併しこれ等のものが所

謂化学工業や一般産業の附帯施設となって直接他

の或る製品を製造する過程に融合して生産目的の

一端を荷うような場合には，一般にはやや，種類

を異にするもので，化学工学妓術者に依って設

計，建設，運用等が担当される事になって然る可

きである.併しこの場合でも何も厳密な境界があ

る訳ではなく ，はっきりした境界をつける必要も

ないのである.

化学工業に属する事業は枚挙に濯ないが，その

施設は殆んど大半がPlantであって，大きいPlant

は小さい幾つかのPlantを持つ事もある.例えば

精油工場施設 (Refineryplant)は元々が蒸留施

設 (Distil1ationplant)が基本だが各種の分解装

置 (Crackingplant)や改質装置 (Reforming

plant)も附帯するし. Praffinの結晶分離の為

には冷凍装置 (Refrigerationplant) も必要と

し，原油の種類に依つては特別の滑油製造施設

(Lubrication Oil plant) も必要になって，こ

れ等が附設集合して生産品が出されるのである.

広く見て窒素工業 (Nitrogen.Industry)の内

でも特に硫安の合成施設 (Syntheticplant) は



大きい事業だし，曹達灰工業施設 (Soda ash 

plant) Rayonその他特に最近発達した合成繊維

工業 (SyntheticFiber Industries)の各々の施

設燃料瓦斯工業 (FuelGas Industries)から最近

は天然瓦斯やアセチレソの合成工業に亘る工業瓦

斯工業 (IndustrialGas Industries)がありー

ベニシリンからストレプトマイシンその他迄を作

る所の殿酵工業 (FermentationIndustries)叉

製紙及びパノレプの工業 (Paper and Pulp Indu-

stries) は包装紙や新聞紙ばかりでなく ，繊維

(Rayonや stablefiber等〕の原料を作って呉

れる.天然及合成ゴム工業(Naturaland Synthe-

tic Rubber Industries)や各種の樹脂の塑剤工

業 (PlasticIndustries)は我々の生活環境を変

貌しようとして居仇本邦では伝統的な陶磁工業

(Ceramic Industries) から硝子工業 (Glass

Industries) も重要工業である.戦後の国造りに

は大切な役割を演じて居るものにセメント工業

(Cement Industries)があり，食料に関聯して

大きい所を拾うと製粉工業(FlourIndustries)や

精精及澱紛工業 (Sugarand Sterch Industrieめ

がある.アノレミニュ ームや金属マグネシウムの生

産は今後の本邦でも重要だがその電解やその他カ

ーパイド炉と各種の Ferroalloyの製造にこれも

数万 KVAを使う Smeltingfurnaceを持つ所

の各種の電気化学関係工業 (Electro Chemical 

Industries) その他写真工業 (Photographic

Industries)塗料染料顔料に関する工業から製薬

製薬の各工業等大別しただけでも数多いこれ等の

化学工業は施設として Plantならざるはないので

ある.

これ等の Plantの内，大きいものは小 さい

plantsに分けられる訳だが，この Plantの内容

が Unitprocesses， Unit operationの名で呼ば

れる所の単位に要約した化学変化と物理変化の各

工程に分析されて化学工学で述べられる訳であー

る……・

・・学科目としての化学工学に就て次の点を予

め了解しておいて貰う必要がある.それは別に添

附した化学工学の緒論にも述ペておいたように，

工業の複雑多岐な工程の内から単位の物理変化に

属する作業を 抽出して 化学工学の Unitopera-

tionsを分類したのは ArtherD_ Little氏 (M_

I.T.報告 1913)の功績であって随分古い事にな

る訳だが，それ以来化学工学と言えば，この単位
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の物理的変化の操作(Unitphysical operations， 

簡単に UnitOperationsと言う)だけを対象に

した狭義の内容のものであって，単位の化学的変

化の操作 (Unitchemial processes， 簡単に

Unit Operationsと呼ぶ〉が含まれて居ない事

である……...・.. 

この Unitchemical processesは米国の大学

でも一つの纏った講義にして居る処もあり，依然、

として有機無機の講義内で講述して居る所もあっ

て，両々相半ばして居る有様だが，当学でも，織

った講義になって居なし、から，機械の学生で卒業

後数多く 化学工業方面に就職し，将来化学工学技

術者になるであろう人には聴講の機会が無い.こ

れを纏った講義にして是非聞かせて置く必要は多

年痛感して来た処なのである.現在の状態は聞か

せようにも聞かせ得ない有様になって居るのであ

る.この事は化学工学を一つの学科として創設し

ようとした一つの理由でもある.

要之，化学工学技術者と言うものは Plant 

engineerであってそれに相応しい技術的教養を

持たねばならない.さりとて，それは決して或る

特定の化学工業固有の技術ではないのである.数

種の Plantの建設の経験を積むと一応の技術的教

養(知識と経験とから生れる技術的力何〉を持つ

事になり，全然未知の Plantの建設も結構独創的

にやってのけられるものである.この事は丁度学

的教養を積む事で新奇の学的問題を独創的に解決

出来るようになるのと全く同様である.

……Know How と言う言葉は多くは Plant

designに関する事で常に有償を意味するが，著

書や報文では知る事の出来ない技術的教養それ自

体であり，これなくして Plantを求めるのは木に

縁り魚を求めるより六ケ敷い事だ.本邦に今後本

邦独自の原子炉が出来る場合にはそれは決して大

学と言う所からではなく ，必ず関係の会社が建設

して出来る事になる筈だ.学校では真の Plant

engineerを育成出来ないからである. 育成出来

るのはたどその卵だけの話である.米国での実状

が何辺にあるかを見ればよく解る事で，人は簡単

に科学技術と言うが科学と技術とは全く範鴫の異

なる世界である事が一般に知られて居ないようで

ある.原子炉に限らず凡ての Plantは技術即ち技

術的教養の結集から生れるものであるから科学の

ように個人的名誉は決して現われないものであ

る.それが又本筋でもあって，これを逸脱するの



は技術者の所謂むさぼりになる…-

…… Plantの設計監督の立場にある者は常に施

設の計画者側の立場を取らなければならないもの

であって，これは必ずしも.Consultant engineer 

であるを要しないが，少く共 Plant design が

出来ると共に Construction designの引ける

Construction engineerである事を要する.了度

建築にすると Shopdesignが出来る Shopengi-

neerのようなものであるー

実際問題を願みて Plantengineesの欠けて居

る所では施設の計画がどのように行われどのよう

にして施設の建設が行われて来ただろう.多くの

場合に計画者は Flowsheetを手にして先ず広く

設計 (Design)と仕様 (Specifications) とが蒐

集され，この内から計画者の選択による自己の設

計と仕様書とが作成される事になり，これが反転

して Makerなり建設業者なりに出されて見積ら

れ，建設が具体化される_Flow sheetも明確で

ないような新しい施設になると KnowHowを払

って Planが買いとられる.これには Licenceや

Royaltyを含む場合もあり然らざる場合もあり，

主要機器の設計製作を含む場合もあり然らざる場

合もあって雑多だが，何れの場合でも共通して技

術のトンネノレがほられる事は事実である.凡ての

Risk は Guaranteeの蔭に蔽われるから計画者

は悟然として建設者で居る事が出来る，と言う次

第になる・・...."....

，，-新しい技術が勃興するおになるとその関係

装置や施設も亦化学工学で論じられねばらならい

事になる.例えば原子力工学 (NuclearEnginee-

ring)等も最近は Unitoperationの内に入れら

れるようになって来たのである.

化学工学技術者は化学工学特有の特殊の機器の

設計が出来，生産地設の planningが出来るのみ

でなく，機械工業にて担'1J製作される各種の装置

を選択燥用して Plantに綜合する事が出来る建設

技術者で-あって，要するに装ii1や施設に就て明確

な Specificationが書ける技術者でなければなら

ない_Specification と言うものは装置なり全施

設なりの詳細の設計が頭に這入って居るのでなけ

れば書けないものであって，装置も施設もこれな

くして設計図だけで出来るものではないのであ

る.叉その関係領域は広く一般の産業に渉るもの

であって化学工学は単に化学工業関係領域に限ら

れた工学で、ない事も知っておいて貰う必要があ
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る.

これに対し応川化学 (又は工業化学〉出身の技

術者が担当する突際技術の領域は，化学工業に於

ける Flowsheetを作る事，換言すると Process

design迄の大切な基本部分であって，如何な

る原料を使用し如何なる生産品を出すかの基縫

資料を作る事であって， これを正しい Material

Balanceと EnergyBalanceの Balancesheet 

も必要であり，施設の建設が一度び済んで生産が

行われるようになった後は Processの改善や製品

の向上に対し研究を進める事が任務になる.

これに対し化学工学技術者は応用化学技術者が

作った Flowsheetや Balancesheetを基礎に

して具体的に機器を設計選択し，工場建設迄を担

当し其の後は施設の改善補修及び運用等が任務に

なる.

この点に応用化学と化学工学との人材養成の方

針と講述すベき工学の内容とに就て概略の一線を

画しておく点があると思う.勿論この両者の境は

画然、とすべきものではなく ，化学工学技術者も基

本となる Processdesignに関する深い澄解を持

ち Balance sheetを検討出来，場合によっては

設計返上の責任を択り得るだけのカ備を持たねば

ならないし，応用化学専攻の技術者も具現化の難

易や経済的成果を度外視した Processdesignが

成功する答のものではないのであるから，特に

化学工学に闘する理解を持つ必要がある訳であ

る……-

学課目としての化学工学の内容は上記の定義に

も見られたように，作業の単位になる 化学反応

と，物理的操作とを学生に理解させる事であり，

他面に，学科としての化学工学はこれ等を具体的

には Plantの設計建設，運用に結びつけ，将来

Plant engineer として技術的力備を発揮出来る

人材の養成に目的が置かる可きものと思う.併し

乍ら化学工学とし、う工学も単に Unit processes 

や Unitoperationを講述する事だけでは工学と

しての教育にはならないと思う.これ等の工学で

解析される単位の反応や操作を綜合して本邦に必

要である工業を論ずる所に学問としての締めくく

りがあると思う.

科学には普通性があるが，これに反して技術に

は普通性が無い.教育も亦技術と同様に普遍性が

無いのは人間のする事だからである.それ故化学

工学の締めくくりとして論ぜらる可き工業も本邦



の将来を考えて選択されねばならないし，本邦に %，昭和36年度卒業生に就ては30%に減じつつあ

は本邦独自の化学工学教育があって然る可きもの る.これに対し要望する化学工学関係会社数は益

と考える. 々増加の一途にある.

当学では他の何れの工科系大学にも先験して 斯る事情下にあって，猶お且つ優秀な多数の入

"Engineering Sciences"を採用した.教育は学校 学希望学生数〈約30倍〉を持つ当学が，この機会

の専業でないと言う理念に立脚し， Engineering に於て担当すべき'Jj:柄は何であるだろうか?

Sciencesが技術界に真に将来役立つ人材の養成 述者等は上述の椛惣の下に当学に化学工学々科

には最適の手段と考えたからである. を新設して工業界広くは産業界の要望に答えるよι
当学が新設を企図した化学工学の学科も亦 が教育担当の当事者として最大緊急の責務なるを

"Engineering Sciences"の基盤の上に据えら 感じ，主主に多数関係教授の支援の下に立案した訳

れるものであって， Engineering Sciencesの中 である・・・

に新なる学問として新設された移動及び速度論 最後に化学工学が漸次に応用化学から分離して

(Transfer and Rate Processes)は外ならぬ化 独立して行くこの実状は両者が全く範鴫を異にす

学工学の基礎になるものである. る内容のものである事に依る自然、の趨勢であって

数年前迄，当学の機械工学科出身者の50乃至60 外に理由はない筈である.化学工学が応用化学の

%は化学工学関係工場に就職し，機械工業方面に 内容の一部であるように考えるのは時代錯誤であ

就職する者が却って少なかったので、あるが，其の る.自然というものは決して無理のある方向には

後は機械関係工業の求人会社数は増々増大し，機 動かない.述者は只管に化学工学のある可き内容

械科卒業生1名当りの全求人会社数は30社の多き と方向とを本当に知って貫いたい為に本文を書い

に及び，化学工学関係会社に充当し得る数は漸次 た.(抄)

に減少して来た.昭和35年度卒業生に於 ては38

化学工学科学科目 (昭和37年4月1日)

Aで'f. 単 位 数
科 A弓t一. 科
名

目 授業科目
必修 |選択

般 力 A寸u.ー 3 

化 材 業} 力 A寸比ー 3 
A寸4二L・ 言十 誤リ 1.5 
工

電気工学原論
学科

3 

工学基礎実験 I 1 

工学基礎 実 験 E 1 

化学工学基礎 移動及び速度論 6 

流 体 カ Aづu;一， 1.5 

熱 力 A寸lt 3 

化学工学熱力学 3 

化学反応速 度 論 1.5 

卒 ~ 1Jf 究 10 

化学工学m装置 単位操作 1 (肱散過程〉 3 

化学工業単位装置設計 6 

反応工学(反応装置設計〕 1.5 

化学工学 実 験 2 

卒 業 研 ，ノヲヤuー 10 

プラント装設置計制 単位操作II(織械的分脈混合) 4.5 化学工業
御l 工業力学(織WI".i".機械力苧) 3 
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機 械 与ピ0r4L 計 3 

流 体 機 械 3 

化学工 学演習 2 

化学機械製図 4 
プ.ロ セス制御 3 

卒 業 研 究 10 

単位化学変化 化学工業I(F322γ) 3 
物理ヒ学 化 :持子主. 工 業 E 6 

単 位 反 応 3 

生産施設設計 I 1.5 

生産施設設計 E 1.5 

物 !A 化 泣寸んー 4.5 

物理化学演習 1.5 

物理化学実験 2 
化 卒 業 研 究 10 

学
学科目外 原 子 力 工 員ザuーL 3 

エ 業 キオ 料 3 

工
化学工学用材料 1.5 

材料力学(化学工学用〕 1.5 

学
材料力学演習 1.5 

材 料力学特論 1.5 

手ヰ
機 械 工 作 1.5 

機 械 工 作 E 3 

原 務j 機 概 論 3 

有機化学(高分子を含む〕 4.5 

装 1.5 

口E113 質 !<i届" 理 1.5 

工 業 経 戸邑uユ 1.5 

工 場 建 築 1.5 

電気工学演習 2 

機 苦苦 分 析 1.5 

機器分析実験 1 

応用物理実験 1 

図 Aザ凶ー 3 

非破嬢検査法 1.5 

機械工場実習 1 

野手悌土 (のて ・もとお) 工学博士略歴 昭和25.4.1~ 11 38.3.31横浜国立大学教授工学

昭和2.3 東京帝国大学工学部機械 部

科卒業 11 38.4.1~ 11 46.3.31高知工業高等専門学校

11 2. 10~ 11 23.7 南満洲鉄道株式会社勤務 長

34. 工業教員養成所のいっせい授業放棄

昭和37年4月に全国工教学友会が結成され，工業教員養成所制度改善に関する統一行動をと

る動きが示された.その当時すでに本学では授業放棄の気配もあったのがこの紛争のそもそもの

発端であった.
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昭和40年6月29日には，全国工教学生による「工業教員養成所改革要求デモ」が東京で行なわ

れた.その後，本学工教学生自治会委員長等が選出され，他学部自治会の応援も得て， 9月29日

から10月1日の聞には，所長と何回かの話合いもあったが，折合いがつかず，ついに10月2日に

は養成所学生大会で，いわゆる「無期限スト」を決議し，京大，東工大工教の支援を得て，完全

なスト態勢に入った.

その際の学生側要求事項は

① 工教制度即時廃止

② 工学部無条件編入

③ 来年度新入生の募集を止めよ

④ 工学部内に工業教育講座を設ける

⑤単科大学反対，工業教員養成学部反対

その他就職，身分保証，教育内容等であった.

10月4日には，機械，建築の両学科玄関にバリケードを構築し，工学部正門，名教自然碑近く

に「無期限スト決行中」の大看板を出したりした.その後，学長との会談の計画があったが，学

生側の約束不履行のため実施されず，工学部会議室の不法占拠，所長軟禁等の事態、もあった.

しかし，期末試験の延期，来春の卒業，進級が不可能になる等の事態を生ずる旨の警告，保証

人あての学生のスト解除方の協力要望，全国所長会議の結果の説明，学生の要求に対する養成所

教官の来年度学生募集方法，編入学，身分保証，就職についての見解発表等を実施し， 10月31日

に無期限ストは解除され， 11月6日より後期の授業が開始された.

また， 11月15日には無期停学を含む11名の懲戒処分が発表された.

このときの工教の無期限ストは，後に発生する昭和44年2月の全学の無期限スト，ノ〈リケード

封鎖の縮小版のようなものであった.

35. 工学部電気工学科，化学工学科実験研究室完成 :

昭和38年3月26日，工学部電気工学科と化学工学科の実験研究室が完成した.この両科の建物

は，正面出入口を共用し，左翼が電気工学科.右翼が化学工学科となっており，それぞれ鉄筋コ

沼気工学科新館 化学工学科新民'
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ンクリート造4階建て(電気)と 3階建て(化工)となって，中央共用部分付近が2階建てとな

り延べ1，455坪 (4，800m2)電気工学2，841m2，化学工学1，959m2である.電気工学科は昭和24年

間学と同時に開設されながら，木造2階建ての実験室を作ったりした時期を経て，ようやく本建築

が完成したものである.

36. 大学院工学研究科設置

昭和38年，本学工学部に念願の大学院工学研究科設置が実現した.ここに至るまでには，初代

富山学長時代から，歴代学長ならびに関係教職員のなみなみならぬ努力があった.

富山初代学長は，工専から大学工学部に移行する際，大学人事委員会を設け，教授陣の充実を

はかり，旧制大学に劣らない大学たらしめることを目ざした.

昭和26，27年ごろ文部当局は，旧制大学より移行した大学に限り大学院を付置するという原則

を立てた.これに対し富山学長は，新制と旧制大学とを区別すべきではない，そんな区別をすれ

ば新制大学の真の発達充実は期し得ない.新制といえどもも真に価値ありと認められるものは逐

次大学院を設置すべきであると当局に強く進言した (富山学長退任の辞参照). しかしながら，

この主張は認められず，昭和28年4月，旧制大学の国立12(博士，修士コースとも)，公立4(3 

校は修士コースのみ)，私立6 (修士コ ースのみ)の計22校に大学院が開設認可となった.

本学部では以上のように富山初代学長以来大学院を設置する構想を有しており， 学部内に大学

院設置委員会を作仏教官人事および設備の充実を図ってきた.その当時本学工学部が大学院設

置案として作成準備したものは大要次のごとくで，特に教授陣の充実ぶりを示していた.

大学院設置案横浜国立大学工学研究科 昭和27年8月(抜粋)

1. 目的及び使命

修土課程は本大学の目的使命に則り学部に於ける一般的並びに専門的教養の基礎の上に専門の学術を研

究し精深なる学識と研究能力とを養い以て学術文化の発展に貢献することを目的とする.

博士課程は本大学の目的使命に則り高度にして専門的な学術の理論及び応用を研究教授しその深奥を極

め文化の進展に寄与すると共に専攻分野に関し研究を指導する能力を養うことを目的とする.

2. 名 称横浜国立大学大学院

3. 位 置横浜市南区大岡町

4. 校 地総坪数 100，342坪(工学 34，094坪)

5. 校舎研究所総坪数 18，431坪(工学 7，469坪)

6. 図 書略

7. 組 織略

8. 研究科専門課程別学科目概要(以下略〉

以上のように大学移行当時より大学院実現のため，着々と準備を重ねてきたが，一方神戸大学

工学部，広島大学工学部などと連携して文部省はじめ大蔵省その他に働きかけを行なった.

こうしてお年ごろから当局の聞でもこの機運がようやく高まり， 38年に至りついに本大学と広

島大学に工学研究科修土課程が設置されるにいたった.ついで翌39年には神戸，山形，群馬，静
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岡，徳島の 5大学と名古屋工大に，昭和40年には金沢大ほか10大学に工学研究科が設置された.

なお博士課程の設置については，学部内に博士課程設置準備委員会を置き，学外では静岡，神

戸，広島各大学工学部および名古屋工大と共に連携をとりあってその実現に努力中である.

大学院修士課程の定員は設置当初の昭和38年度は58名であったが45年度は82名となっている.

大学院学生定員 (45年度〕

区 分 |入学定員 区 分 l入学定員
機械工学専攻 14 電気工学専攻 16 

応用化学専攻 8 金属工学専攻 8 

工学研究科 電気化学専攻 8 化学工学専攻 8 

建築学専攻 10 

造船工学専攻 10 l口h 計 82 

37. 横浜国立大学大学院学則制定，問委員会規則制定

横浜国立大学大学院学則 (昭和38年6月17日制定〉

第1章総則 し， 4年を超えて在学することはできない.

(目的) (学年 ・学期・休業)

第 1条大学院は，学術の理論および応用を教授

研究し，その深奥を究めて文化の進展に寄与す

ることを目的とする.

(研究科〉

第2条大学院に次の研究科を置く.

工学研究科

第3条工学研究科(以下「研究科j という.) 

に修士課程を置く .

2 修士課程は学部において履修した一般なら

びに専門教育を基礎とし，広い視野に立って

専攻分野を研究し，精深な学識と研究能力を

養うものとする.

(専攻課程〉

第4条研究科に次の専攻課程を置く.

機械工学専攻

応用化学専攻

電気化学専攻

建築学専攻

造船工学専攻

第7条大学院の学年，学期，休業については横

浜国立大学学則(以下「大学学則Jという .)の
規定を準用する.

第2章授業科目 ・単位および履修方

法

(授業科目 ・単位〕

第8条研究科に設ける授業科目および単位数等

は別に定める.

(履修方法)

第9条学生は，研究科の定めるところにより，

それぞれの専攻課程における所要の授業科目に

ついて，所定の単位を取得し，且つ学位論文を

提出してその審査ならびに最終試験に合格しな

ければならない.

第3章課程の修了および学位の授与

(単位修得認定)

第10条履修単位の認定は筆記または口頭試験あ

るいは研究報告により行う.

(学位〉

電気工学専攻 第11条修士課程を修了した者には次の学位を援

金属工学専攻 与する.

(学生定員) 工学修士

第5条学生定員は別表のとおりとする. 第4章 入学 ・退学 ・転学および休学

(修学年限) (入学資格〉

第6条大学院の修業年限は2年とする.ただ 第12条大学院に入学することのできる者は次の
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各号のーに該当するものでなければならない.

1. 学校教育法第52条に定める大学卒業者

2. 文部大臣の指定した者

3. 外国において学校教育における16年の課

程を修了した者

(入学・退学・再入学・編入学・転学および休学〉

第13条入学，退学，再入学，編入学，転学およ

び休学等については大学学則の規定を準用す

る.ただし，休学期聞は通計2年を超えること

はできない.

第5章除籍および懲戒

(除籍および懲戒〉

第14条 除籍，懲戒については大学学則の規定を

準用する.

第6章検定料 ・入学料および授業料

(検定料〉

第15条入学を志願する者の検定料は 1，500円と

する.

(入学料〉

第16条 入学を許可された者の入学料は L500円

とする.

(授業料〉

第17条授業料は年額8.000円とする.

第18条検定料，入学料，授業料の納付ならびに

徴収猶予，免除については大学学則の規定を準

(別表〉 学生定員

大学院

用する.

第7章 聴講生および外国人特別学生

(聴講生および外国人特別学生〉

第19条大学院に，聴講生および外国人特別学生

の制度を置く.

2 聴講生および外国人特別学生については大

学学則の規定を準用する.ただし，聴講生の

授業料は1単位につき6∞門とする.

第8章教員組織 ・運営組織

(教員組織〉

第20条 大学院の授業ならびに研究指導は教授が

担当する.ただし，必要があるときは，助教授

または講師にこれを分担させることができる.

(研究科長)

第21条 研究科に研究科長を置き，次の者をもっ

てこれにあてる.

工学研究科長工学部長

(委員会〕

第22条大学院の管理運営のため，大学院委員会

および研究科委員会を置く .

2 前項の委員会の組織，権限等については別

に定める.

付則

この学則は，昭和38年4月1日から適用する.

区 分 l 入学定員 | 総定員
機械工学専攻 10 10 

応用化学専攻 8 8 

電気化学専攻 8 8 

工学研究科 建築学専攻 8 8 

造船工学専攻 8 8 

電気工学専攻 8 8 

金属工学専攻 8 8 

A 
ロ 計 58 58 

横浜国立大学大学院委員会規程 (昭和38年6月17日制定)

第1条横浜国立大学大学院学則第22条の規定に 第2条委員会は，次の委員をもって組織する.

よる大学院委員会(以下「委員会」という.) (1)学長

の組織および運営等は，この規程の定めるとこ (2) 研究科長

ろによる (3) 各専攻課程の教授 1名
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第3条前条第3号の委員は，研究科委員会の議

を経て学長が委嘱する.

第4条第2条第3号の委員の任期は 2年とす

る.ただし，再任を妨げない.

2 補欠により委嘱された委員の任期は，前任

者の残任期間とする.

第5条委員会は，学長の諮問に応じて次の各号

に掲げる事項を審議する.

(1) 大学院に関する重要規則の制定，改廃に

関する事項

(2) 学位の認証に関する事項

(3) その他大学院に関する重要事項

第6条委員会は，学長が招集し，その議長とな

る.

2 学長に事故あるときは，研究科長叉は委員

会において定められた委員がその職務を代行

する.

第7条委員会は，委員の3分の2以上の出席が

なければ議事を開くことができない.

2 委員会の議事は，出席委員の過半数をもっ

て決し，可否同数の場合は議長がこれを決す

る.

第8条議長li.必要に応じ委員以外の者に出席

を求め意見を聞くことができる.

第9条委員会の事務は，庶務課において処理す

る.

第10条 この規程に定めるもののほか委員会の議

事および運営に関し必要な事項は，委員会にお

いて定める.

附則

この規程は，昭和38年6月17日から施行する.

ただし，この規程により震初に委嘱された者の

任期は，第4条の規定にかかわらず昭和40年3

月31日までとする.

横浜国立大学大学院工学研究科委員会規程 (昭和38年6月17日制定〉

第1条横浜国立大学大学院学則第22条の規定に

よる大学院工学研究科委員会(以下 f研究科委

員会jという.) をおく .

第2条研究科委員会は，次の委員をもって組織

する.

(1) 研究科長

(2) 研究科の授業担当教授

2 研究科委員会において必要があると認めた

ときは，研究科の授業を分担する助教授およ

び専任講師を構成員に加えることができる.

第3条研究科委員会は，次の事項を審議する.

(1) 大学院教官の選考に関する事項
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(2) 学位論文の審査ならびに最終試験に関す

る事項

(3) 研究科の学科課程に関する事項

(4) 大学院学生の入学，休学，退学，除籍

および懲戒に関する事項

(5) その他研究科に関する重要な事項

第4条研究科委員会は，研究科長が招集し，そ

の議長となる.

2 研究科長に事故あるときは，研究科委員会

において予め定められた委員がその職務を代

行する.

第5条研究科委員会は，委員の過半数の出席で

大学院工学研究科第1回入学式



成立するものとし，議事は出席委員の過半数で

決し，可否同数の場合は議長が決する.ただ

し，第3条第1号および第2号の審議について

は委員会の成立ならびに議決は，それぞれ3分

の2以上とする.

2 海外旅行者および休職者は，構成員から除

く.

第6条 議長は，必要に応じ委員以外の者の出席

を求め意見を聞くことができる.

第7条研究科委員会の事務は，工学部事務部に

38. 大学院第1回入学式挙行

おいて処理する.

第8条 この規程に定めるもののほか研究科委員

会の議事および運営に関し，必要な事項は研究

科委員会が定める.

附則

この規程は，昭和38年4月1日から適用する.

注 第2条第2項の運用についての了解事項

第3条第3号以下の審議については原則と

して助教授および専任講師を加える.

昭和38年 6月28日午前11時より工学部第一会議室で大学院第1回入学式が挙行された.式は黒

沢学長の式辞，入学生代表の宣誓があって閉式とな った.

大学院設置についての思い出 工業分析教授桃木弘三 (DENKANo. 6) 

昭和37年に本学は大学院設置を望んで猛運動を されなかった.38年1月の中央公論に自分の密い

したが，その成功はまず見込みないものと思われ た“大学院の充実こそ我国の急務て、ある"という

ていた.裏口的政治運動よりも実質的に学内の充 論文が掲載されたが，思いがけずその月末本学に

突を計る努力をしながら，要求は堂々と正面から 大学院許可の報が賛された.

出すベきだと主張したが，これもまた全く相手に

39. 工学部長に中村教授就任

昭和39年4月 1日，機械工学科教授中村康治工学博士は第9代工学部長に就任した.同教授は

昭和40年 4月 1日から，前学長黒沢 市のあとが決まらないまま，同年5月31日まで，学長事務

取版となり ，また， 40年 1月 1日から，夜間学部に主事制度が設けられ，二部主事事務取扱を併

任した.

付属図書館工学部分飢
(記事次以)
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大学院工学研究科第 11副修了式

大学院工学研究科第l図修了の学位記
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横浜国立大学教授工学

部

/1 39. 4. 1~ /1 40.5.31横浜国立大工学部長

1/ 40. 6.1~ 11 44.2.28横浜国立大学長

11 40. 6.1~ 11 40.7.10横浜国立大学工学部長

事務取扱

辞職

横浜国立大学名誉教授

昭和33.4. 1 

11 44.2.28 

中村康治(なかむら ・こうじ)工学博士略歴

昭和11.3.31 東京帝国大学工学部機

械工学科卒業

台北帝国大学助教授工

学部

横浜工業専門学校教綬

横浜国立大学助教授工

学部

11 18.11.19 

ノノ 21.12.27 

11 24. 6.30 

11 44.4.1 

図書館落成

本学工学部地設拡充第一期事業である本学付属図書館工学部分館は39年5月16日落成した.

の建築は38年8月着工され，建築費FIJは神奈川県の寄付金5，000万円によるものであった.建物

図書閲覧室2室，

ヲ'

、一

40. 

図書収容部書庫は4層，は鉄筋コングリ ー ト造2階建延486坪 (1，600m2). 

(本節17項参照)数は約10万冊であった.

横浜国立大学大学院第 1回修了式41. 

11f{和40年3月18日午後1時から本学事務局会議室で第1回大学院修了式が挙行された.黒沢学

長の式辞の後，機械1，応化1，電化lの3名に学位記が授与され，修了生代表の答辞があって

閉式した.

中村教授学長に就任

40年 3月31目黒沢学長辞任後の後任については，東大石井照久教授が選出されたが，同教授の

学長就任辞退により学長選挙は再出発し， 40年 5月19日候補者青木，阿部，越村，中村，宮島5

教授について選挙の後，決選投票で中村康治教授 115票，宮島肇教授67票，無効2票で中村教授

が選出された.中村教授はその後に行なわれた協議会で受諾する旨を表明， 40年 6月1日付けで

397 

42. 



発令され，約3カ月ぶりで学長が決まった. (略歴前出)

中村新学長は，就任後次のように語った.r学校の既定方針として，大船統合推進に努力する.
周囲の土地を買収して20万坪ぐらいにしたい.大船がだめなら，むずかしいが他に土地を慢さな

くてはならない.また統合に関連して，より多くの学部を持った総合大学を理想、としているが，

現実では非常に困難であろう.J (機浜国立大学新附より)

43. 河村文一名誉教授に

昭和40年3月31日付けで河村文一教授は停年退職し，同年4月1日付けで本学名誉教授の称号

が授与された.

河村文一 (かわむら ・ふみかず)理学博士略歴

大正14.3.17 横浜高等工業学校電気 |昭和12.10.1 横浜高等工業学校教授

横浜国立大学教授

11 14.4.13 

化学科卒業

横浜高等工業学校助教

授

44. 工学部長に河東教授就任

11 25.4. 1 

11 40.3.31 

11 40.4. 1 

停年退官

横浜国立大学名誉教授

40年6月28日の工学部長選挙でイl二学工学科教授河東準が選出され.11代工学部長に就任した.

j司東準(かわひがし ・じゅん)略歴

昭和10.3 東京帝国大学工学部機 昭和23.9.18 東京都立大学助教授工

学部械工学科卒業

11 14.3.31 京都帝国大学講師嘱託

11 15. 3. 30~ 11 16.9.24 京都帝国大学助教授

化学研究所

11 19.9.4 台北帝国大学講師嘱託

11 19.10.25 台北帝国大学助教授工

学部

11 20. 7.13~ 11 21. 5. 31 台北帝国大学教授工

学部

45. 一般教育審議会設置

11 31. 4. 23~ 11 31. 4. 30 東京都立大学教授工

学部

11 31. 4. 3~ 11 37.9.30 会社，協会役員

11 37.10.1 横浜国立大学教授工学部

11 40. 7. 10~ 11 42.3.31 横浜国立大学工学部

長

11 44. 1. 21 ~ 11 44. 1. 31 横浜国立大学工学部

長事務取扱

一般教育は，新制大学の最も特徴とする基本玉虫念、の一つで、あるが，旧制大学になかった制度で

あり，またその存在価値を真に理解することの困難さから，さきに述べたように本学においても

開学以来とかく問題になりがちであった.

本学の一般教育は，関学当初には各学部で行なわれていたが，本学設置認可の付帯条件第2項

「一般教養科目の履修が1か所で行なわれる施設をできるだけ早く整備するとと」にもとづい

て，昭和26年度以降は，横浜分校において行なわれてきた.

本学が創設された昭和24年より，一般教育審議会の発足が決定された昭和42年3月までの18年

聞における，本学の一般教育の沿革については，それを4つの時期に区分して考えることができ

ょう.
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繊浜分校

第1期は，主として冨山学長在任の期間で，本学創設時より第2代江国学長の就任直後の昭和

28年10月までの期間である.この時期に，横浜分校で第1年次の一般教育が行なわれることにな

り，ととに集合教育の場が確立されたので、ある.

第2期は，昭和28年10月より昭和34年3月までの主として江国学長在任の期間である.昭和32

年2月の評議会で， 33年度よりの実施を目標に，一般教育の独自の方式を研究するため， 1"一般

教育研究会」をつくることが江国学長によって提案されたので、ある.そして，江国学長の任期満

了の日の前日，すなわち，昭和34年3月30日の評議会で，学内措置としての教養部(仮称)の設

置が承認され，その実施が翌3月31日付けで通知1されたのである.

江国学長の任期の終わりの2カ年間は，一般教育担当機関の独立が全学的規模で議論された時

期であると同時に，学外においては，一方では，中央教育審議会の教員養成制度の改善について

の答申が公表され，他方では，理工系学部の拡充が開始されたため，一般教育がこれらとの関連

において特別の関心を集めた時期でもあった.

第3期は，昭和34年4月より昭和40年3月までの黒沢学長在任の期間である.教養部設置は，

原則的には横浜分校所属教官を学芸学部より切り離して，それをもって教養部教授会を構成する

ことになっていたので，学芸学部教官組織の分断と，それによる学芸学部の性格の変更が問題に

なり，それに清水ケ丘統合の停滞に対する学芸学部教官の不満が加わって，一般教育はとかくこ

のような問題との関連において議論されがちであった.この同期は国大協を中心として，一般教

育課程の確立が要望され，教養部が制度化され，文理学部の改組による教養部設置が開始される

など，全国的には，一般教育に制度上の大変革がおこりつつあったのである.

第4期は，昭和40年4月より現在にいたる，主として中村学長の在任期である.昭和34年3月

に教養部(仮称)の設置が評議会で決定されながら，それが未着手のままで放置されているのは，

このましくない状態であるとして，一般教育についての検討を評議会で継続して行なうことにな

り，昭和42年3月31日の評議会で，一般教育についての横浜分校暫定規程が制定され，横浜分校

は暫定的に本学の一般教育を担当することが成文化された.次にこの規程を示そう.
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一般教育についての横浜分校暫定規程

第1条教育学部横浜分校(以下「分校」という〉 委員長分校主事

は本学(第2部を除く〉の一般教育(一般教育 委員分校委員のほか各学部委員若干名

課目，外国語科目，保健体育科目，基礎教育科 3 委員会の審議事項は別に定める.

目を含みその履修課程を「一般教育課程jとい 第3条一般教育課程に関する各学部との連絡調

う〉を担当するものとする. 整は教務協議会があたり学生の厚生補導に関す

第2条分校に一般教育課程の適正な管理運営を る各学部との連絡調整は補導協議会がこれにあ

図るため一般教育委員会(以下「委員会」とい たるものとする.

う〉をおく. 付 則

2 委員会の構成は次のとおりとする. この規程は昭和42年4月1日から施行する.

一方，昭和42年3月31日の評議会で一般教育審議会は，学長の諮問に応じて，本学における一

般教育のあり方を検討し，その担当機関の組織，機構および運営について審議するために設けら

れた.

次にその規程を掲げておく.

一般教育審議会規程制定昭和42年4月1日

第1条 本学に一般教育審議会(以下「審議会J 3名の委員および分校主事をもって構成する.

という.)をおく . 第3条審議会に委員長をおく.

2 審議会は一般教育担当機関の組織，機構. 2 委員長は委員の互選により定める.

運営等について審議することを目的とする 3 委員長は審議会を招集し，その議長となる.

3 審議会t工学長の諮問機関とする. 付 則

第2条審議会は各学部，分校から選出された各 この規程は，昭和42年4月1日から施行する.

規定により ，工学部からは，河東準，田口武一，飯島健ーの3教授が委員となり，全学で16名

の委員によって構成されたが，教育学部横浜分校主事互理達郎教授が委員長となった.そして第

1回会議 (42.5.11)の席で，学長からつぎの諮問とそれについての説明とがあった.

諮問事項 昭和42年5月11日

本学における一般教育について

本学の一般教育担当機関の組織，機構，運営は如何にすべきか諮問します.

本学における一般教育について一一諮問の際の学長説明要旨一一

本学における一般教育は，暫定的には教育学部横浜分校で担当することになっていますが，本学の将

来のために，担当機関を大学の中の如何なる機構とすべきか，その組織運営はどうするのがよいかを伺

い，審議会の結論にそって立案，決定をしたいと考えます.

この問題は，いわゆる江国案以来本学の懸案であり，昨年 1カ年評議会で検討されてきま したが，そ

の結果，この審議会を設けることになりました.

大学としてはすで7こ長期にわたり色々な機関において検討され，議論はすでに出尽していると思われ

ますので，今回は従来の議論の繰り返しをさけ，また過去のあり方にこだわらず，将来に向つての新た

な構想をもって，一般教育担当機関を如何にすべきかについてそれを決定するに足る資料を添えて答申

してください.

一方，保土ヶ谷への統合建設計画を進めねばならないので，答申はできるだけ速やかに出してくださ

し、.

なお，来年度概算要求に盛り込むべき事項もあり，必要なものについては，中間において答申してく

ださい.
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このようにして，約1年半の後，昭和43年10月4日の第四回の会議で，答申の最終案が検討さ

れ，昭和43年11月1日， r本学による一般教育について」という答申がなされた.
いまその結果をきわめて端的に要約すると次の通りである.

(1) 一般教育を担当する機関は，履修量おおむね1.5年分の一般教育課程 (一般教育科目，外

国語科目，保健体育科目，基礎教育科目)を総合的に計画し，実施する機関であり，入学し

た全学生(原則として第2部学生を含む)が1年以上の期間集合して行なわれる教育の場で

あること.

(2) 一般教育課程に専任の教官(必要によっては併任の教官を加える)による教授会がもたれ，

その権限は学部の教授会と原則的に同一で、あること.

(3) 一般教育課程に所要の教官数は十分に確保されるべきこと(所要教官数の算定方法は省略)

(4) 教官の研究には学部と同等の便宜が保障され，また，一般教育についての研究所，あるい

は，法文学部，理学部のような基礎学術的な学部の設置が継続的に考慮されて，研究の便宜

が拡充されるよう努力されること.

(5) 教官は専攻分野についての専門講義を，また，専門学部の教官はつとめて一般教育課程の

講義を担当して，全学的了解においてむしろ積極的に専門学部との相互の兼担が奨励される

とともに，学部との人事交流が容易に行なわれること.

などであった.とのように一般教育審議会は，多大の労力をかけて一応の答申そ終わったが，

その年の暮れごろから学内は次第に騒がしくなった.そしていわゆる教養部がいよいよ独立する

機運が出てきたところを再び日の目をみずに終わった しかも，紛争後44年9月の工学部授業再

開の段階で，再度横浜分校への不満が台頭するとともに，45年からは統合に関連して建物の計岡

上，横浜分校を解体し，いわゆる“全学出動方式"の考えを取り入れて，各学部がそれぞれ関係

の深い一般教育課目をもつことになった.工学部は数学，物理，化学，および図学の一般教育課

目を担当して，これらの全学的責任をもつこととなり，大学改革のーっとして全国に先がけ，46 

年度からは省令も改正されて，長い間の一般教育に関する問題に終止符を打つことになるのであ

る.

46. 阿部滋弘名誉教授となる

昭和42年4月1日付けで，応用化学科阿部教授は停年退職した.大正12年助手として勤務して

以来， 44年間研究と教育に専念し，同日付けで名誉教授の称号を授与された. (略歴前出)

47. 工学部長に小山教授就任

昭和42年4月1日，造船工学科教授小山永敏は12代工学部長に就任した.

小山永敏(こやま ・ながとし)略歴

昭和8.3 東京帝国大学工学部船

舶学科卒業

11 8. 4. ~ 11 11. 7. 海軍技術研究所造船研
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究部勤務

昭和11.7.10~ 11 23.3.31 三菱重工業株式会社

勤務

11 23.4.1 九州大学教授工学部



昭和24.8.31

11 25.4. 1 

横浜工業専門学校教授

兼横浜国立大学教授

横浜国立大学教授工学

48. 安全工学科の新設

部

昭和42.4. 1~ 11 44. 1. 20横浜国立大学工学部長

昭和42年9月7日，横浜国立大学学則の一部を改正し安全工学科が設置された.

わが国の産業は戦後著しい発展を遂げたが，工業界における生産技術の革新的な進歩にくらべ

ると，破壊，倒壊，火災，爆発，工業中毒， 職業病， 労働災害などの産業災害ならびに大気汚

染，水質汚濁，悪臭.土壌汚染，騒音振動，地盤沈下などの産業公害に対する防止技術がはなは

だしく立ちおくれていた.このことは最近の各種の災害および公害の頻発となって現われている

ことで否定できない事実であろう.

近年わが国の産業の実態は，その生産規模ならびに製造方式においてもはや昔日の比ではな

く，それに伴って新規に出現する原材料製品は未知の災害危険を有し，危険有害な化学薬品の輸

送または貯蔵設備はますます大量化し，工場の生産工程には高速，高圧，高温，極低温などの極

限状態が導入されるなど，産業における災害や公害の発生の危険はいたるところに潜在している

といえる.また事故の発生原因はますます複雑化してきている. したがって一度災害または公害

が発生すれば，その影響するところは多大でその被害は測り知れぬものがあるといえる.

このため昭和40年12月には日本学術会議は「産業安全衛生に関する諸研究の拡充強化について」

の決議をとりまとめ政府に勧告を行なった.その中には大学工学部における産業安全関係の詩座

の充実， 専門の安全技術者の養成，安全衛生関係の研究実験の促進などの諸項目が提唱されてい

た.

また昭和34年に総理府に設置された産業災害防止対策審議会は，今後における産業構造および

労働事'情等の変化に対処する産業災害防止対策に関する諮問についての意見をとりまとめ，昭和

41年3月29日三村起一同会会長より佐藤内閣総理大臣あてに答申が提出された.その中には「安

全および衛生の確保の対策につき，科学的基礎を強化し，高等教育において専門職種の養成をは

かる目的のもとに，企業の地域的分布を考慮し，安全衛生に関係ある基礎学科を持つ若干の大学

を手はじめに，年次別に計画をたて，大学に講座または専門学科を設ける必要がある.この点に

つき国は適切な措置を講ずべきである.J と記載されている.

わが国大工学部では，すでに昭和30年前後から電気化学科に安全工学(主として防火防爆一北

川教授担当，および労働衛生工学一小林助教授担当)の教科目をおき，工学部学生に対して安全

工学の講義を課してきた.また昭和32年より北川教授，松野教授，小林助教授などの本学教官の

協力によって安全工学協会が設立され，昭和35年より学術雑誌「安全工学」が刊行され，学協会

活動が活発に行なわれてきた.

これらの約四年聞におよぶ経験と実績とにもとづいて上記の日本学術会議勧告ならびに産業災

害防止対策審議会答申の内容を受けて，横浜国立大学工学部は，安全工学科新設に関する昭和42

年度予算要求を文部省に対し行なった.

幸いこの要望が採り上げられ，わが国で初めての安全工学科(学生定員40名)が昭和42年度か
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ら設置されること となった.これは横浜市がわが国有数の京浜工業地帯の巾心に位置しているの

みならず，当時すでに10年間におよぶ安全工学協会の活動などによって安全工学に対する産業界

の要求が高まっていた時でもあり，さらに永年にわたる北川教授を中心とした本学工学部におけ

る安全工学教育および研究の実績がおおやけに認められたことによるものであった.なお，本学

教官のほかに本学外において京都大学若園吉一助教授 (後本学教授)の熱心な協力があったこと

も忘れてはならない.

こうして本学安全工学科は，当時の学界ならびに産業界の注目を浴びてここに発足した.

安全工学とは， 伐主として近代工業社会において発生する災害の原因および経過の究明とその

防止に必要な科学および技術に関する系統的な知識体系である"と定義される.最近，テグノロ

ジイ・アセスメント (TechnologyAsessment)と称して技術開発の分野で人間性を再評価する

ことが提唱され，人間性の豊かな社会，人間中心的な社会にすべきだといわれているが，安全工

学はこのような社会の育成を目的にした工学であるといえる.

安全工学科の教科内容の特徴として，一般教育および基礎工学の学修の上に，主として機械工

学，工業化学，化学工学などに関連する学科目のうちから選ばれる一般技術者として必要な基礎

的諸科目とともに，特に安全技術者として重要な科目を重点的に課することとなっているが，将

来のわが国の産業界で・はすべての技術者に安全工学の素養を与えるとともに，専門の安全技術者

を企画，設計，保全，検査などの各部門において活用し，各官庁においてはこれを技術監督者と

して安全指導に当たらせる必要性がますます大きくなってくるものと考えられる.

最初，本学から新設を希望した安全工学科の講座は，材料安全工学講座(材料力学，破壊現象

論，高圧装置，特殊材料，腐食防食)設計安全工学講座(機械設計原論，電気設備，計装，安全

検査，工場立地配置)反応安全工学講座(反応速度論，伝熱，危険反応，相変化， 高圧ガス)燃

焼安全工学講座(燃焼基礎学，防爆工学，防火工学，危険性物質):環境安全工学講座(有害物質，

環境測定，労働衛生学.労働環境換気工学，公害対策)の5講座であり，このほかに労働心理，

人間工学，土質力学，災害経済，災害分析演習，安全関係法規等について学外から専門家を非常

勤講師として招き，常に産業界の実情に合致した新知識の吸収に努めようとするものであった.

しかし実際には，文部省の予算のつどう上，昭和42年度に始まる安全工学科の新設決定以来，

42年度一般教育等，43年度反応安全工学講座および燃焼安全工学講座の2講座，44年度の材料安

全工学講座，45年度は環境安全工学講座が設置された.そして46年度公害基礎工学誹座， 47年度

公害計測工学講座の各講座が増置されることとなっている.

学部の学生定員は40名で，このほか46年度より新設予定の大学院安全工学専攻修士課程の学生

定員8名をもって， 安全工学科は一応の完成を見ることとなっている.

昭和42年第1回入学試験を実施以来，合計4回の入学試験を実施したが，毎年定員に対する志

願者の数は約10倍の高率に達し，最近の安全工学に対する関心のほどが現われている.
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安全工学科講義要目 (42.4.1)

刈手寸斗4 一
単位数 毎週授業時間数

宇十 目 名
前1i夜年|厨2雇年l同3夜年|厨4i夜年

担当教官
目 必 選

反安 安全工学概論 1.5本L一一 2 北111
全反 応 安 全 1. 5* 2 
工 高圧，液 化 ガス 1. 5* 2 
応学 反応安全工学実験 6 2 

燃安 燃焼基礎学 1. 5* 2 若園

全防 爆 工 学 1. 5* 2 
工防 火 工学 1. 5* 2 
焼学 燃焼安全工学実験 6 2 

材全安
材 料 安 全 1. 5* 井上

腐 食 防 食 1. 5* 
工 化 学装置用材料 1. 5* 
料学 材料安全工学実験 2 6 

環安全
労働衛生工学 1.5本 2 小林
産業公害 1. 5* 2 

工 換気工学 1. 5* 2 
境学 環境安全工学実験 2 6 

般 カ A寸><ー. 3** 212 佐藤

工 材 料 力 μ守4与与 3** 212 井上

流 体 力 お寸晶£一. 1.5ホ* 2 
~一L 
電気工学原論 3** 中島 ・中西212 

基
移動及速度論 1.5本* 2 
計 ilItl 3ホホ 2 2 

礎 工学基礎実験 I 1 3 
11 E 1 3 中島 ・高瀬

分 析 イヒ 員弓孟4一- 1 2 桃木

工業分析言毎 1.5 2 
工業分析 E 1.5 2 
分析化学有機化学実験 1.5 4.5 

座 化 学熱力学 1.5 2 2 
物 理 化 A寸'4ー 3 2 2 北)11

外 物
化 演 習 3 2 2 

執 カ AヲLιー 1.5 2 
イヒ 工 教 A十比 1.5 2 
粉 体 基 礎 1.5 2 
化 学工学概論 。句 2 2 
化工計算 I 1.5 2 

言器 /1 E 1.5 2 
反応装置設計 1.5 2 
化学工学実験 I 1 3 

11 E 1 3 
座
設計および製図 井上4 8 4 
生産施設設計 3 2 2 
自 動 制l 御 1.5 2 

外 プロセス開発 1.5 2 (平)11)
rc;;、 用 数 A守M与P 3 2 2 佐藤
無 機 化 A寸i': 1.5 2 小)11
有 機 化 学 3 2 2 宮本

高分子特論 1.5 2 
物理 化 学実験 2 6 小)11
品 質 管 理 1.5 2 (岸〉

議 実験計画法 1.5 2 (岸〉
特 許 法 1.5 2 (井坂〉

座
触 媒 化 A寸M一与 1.5 2 
多 相 平衡論 1.5 2 
反応速度論 1.5 2 松野

外 材料基礎学 1.5 2 
原子力工学 概 論 1.5 2 
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人間工学
安全工学演習
輪 講
卒業研究 I10 

*印は各講座より 3単位を必修とする.
料印は15単位中9単位を必修とする.

卒業研究着手の条件は四年の学期はじめにおいて教室会議で決定する.

卒業に必要な最低修得単位(教養，専門共) 160単位とする.

( )は非常勤講師を示す.

北川徹三 (きたがわ ・てつぞう〉理学博士 ・工学博士略歴

昭和 6.3 京都帝国大学理学部(化学専攻〉卒業

11 12. 5 京都帝国大学大学院(物理化学専攻〉中退

11 12. 5.20- 11 20.10.15 海軍火薬廠研究部勤務

安全工学科 1/ 20.11. 1-11 24. 8.31 東京工業試験所研究員
北川教授

1/ 24. 8.31 横浜国立大学教授工学部

49. 安全工学科の建築

安全工学科実験研究室の一部は，昭和43年 3月25日に鉄骨平屋建80坪 (262m2)が完成した.

これは，保土ヶ谷への統合をひかえプレハブ建築であった.その後，昭和44年 3月31日，プレハブ

ではあったが，鉄骨造2階建延371坪 (1，225m2)が完成した.さらに昭和44年4月 1日には，

事務局，および学生部が常撚台(保土ケ谷区常盤台196)に移転したので，同年10月 1日にこの

木造2階建一部平屋建延264坪 (872.81m2)を安全工苧科の研究室，製図宅等に転用した.

50. 42年ごろの工学部の運営について

このころの工学部の運営について，学報昭和42年12月号に当時の工学部長小山教授が学部紹介

として次のように記しているので，全文を掲げておく .

なおそのころの全学々生数は別表の通りであった.

昭和42年9月1日現在学生数

寸持tー. 部 第 1部 第 2部

教育学部 1. 642 ( 2) 

経済学部 788 ( 2) 244 

経営学部 123 79 

工 A寸時」 部 1. 569 (22) 329 ( 2) 

よ口>. 言十 4.122 (26) 652 ( 2) 

(注) ()内は外国人留学生数(内数〉

工学部の運営について 小山工学部長

学部聴講生，研究生，専攻生等

聴講生 I2~: (2) I研究生
専攻生 12 

経済学部専攻科生 4 

大学院|工学問問程
聴講生

工業教員養成所

26 (1) 

113 (2) 
3 (2) 

109 

1. まえがき あることがわかった.事務局から学報の原稿の依

この4月から評議会はじめ，全学の諸会議に出 額があったので，工学部連常の実情を御紹介して

席する機会が多いが，各学部の運営の実情は必ず 参考に供することにした.

しもいちょうでなく ，それぞれ慣習があり特色の 2. 運営の基本方針
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運営の基本的考え方は"民主的運営"であるこ をはかるために教室主任会議を設けている.この

とは今日の常識で当然のことで説明の要もない. 会議は9学科と共通教室の主任に，材料基礎工学

問題は"民主的運営"の方法であろう.学部内の 研究施設長と 2部主事をもって構成し学部長が議

あらゆる問題に全員の意思が反映し，多数の意見 長となっている.この会議の主な任務は，教授会，

で決められたことに対しては必ずこれを尊重しこ 教授総会の議題の準備と調整であるが，報告，情

れを守るようにすることが "民主的"と考えてい 報交換など学部全般の問題を取り扱っている.具

る. 体的には，ある諸議題が提案されると，ここで検

民主主義とは商倒で時間と手間がかかり忍耐を 討し，教室会議にはかり，その結果を持ち寄って

要するといわれるが確かにそのとおりで簡単にこ 改めて審議し結論をまとめる.この結論を教授総

とがはこばないことが多い.しかし忍耐強く根気 会に提案し審議して決定するとし、う手続をとって

良く このルールを守ることが最終的には運営が円 いる.

滑になりさらには学部の発展の根本となることと .5 各種専門委員会

信じ努力し実行している. 教務，補導，将来計画など全学的委員会の外に

3. 教室会議 学部特有の研究センターの運営，電子計算機，募

現在工学部には機械 ・応用化学 ・電気化学 ・建 金(設備拡充のための〉などの委員会がありそれ

築 ・造船 ・電気 ・金属 ・化学工学 ・安全の9学科 ぞれ各学科から委員が出て運営している.これら

があり，人事，予算，教育，学生の就職などに関 の委員会には各教室の意見がじゅうぶん反映され

してはそれぞれ自主的運営を行なっている.この るので，教授総会では専門委員会の結論を尊重し

ために原則として毎週講師以上の教官による教室 て決議することにしている.

会議を開いており，その責任者を教室主任と称 6. 大学院関係

し，教授が交替でこれに当っている.機械と応用 学部の運営とも関連はあるが，組織上も別個で

化学には2部があるが，この両科は2部も含めて あるので研究科委員会(学部の教授会に相当)と

運営している. 研究科主任会議ですべての問題を処理している.

上記9学科の外に工業分析，応用物理，応用数 7. むすび

学の独立講座があるので，これは共通教室として 工学部運営の現状は上記のとおりであるが，学

学科に準じた運営を行なっている.この教室会議 部の規模が大きくなり，統合など特殊な問題があ

は工学部運営の基礎でありあらゆる問題がここで ると会議も増加し，これに費される時間，作業も

審議され各個人の意見がじゅうぶんに発言できる 多くなるが，運営上必要なことながら，教官の負

こととなる. 担が過重になるのは心苦しい.できるだけ能率の

4. 教室主任会議 良い運蛍'をはかり大切な研究と教育に支障を釆さ

工学部の最終決議機関は教授会(教官人事問題〉 ぬ配慮が大切と考えている.

教授総会(全般問題)であるが，この運営の円滑

51. 昭和43年(明治 100年)学長の年頭の辞

明治 100年を迎えた昭和43年の"年頭のことば"として，中村学長は学報42年 1月号に次のよ

うに記している.

昭和成申の新春を迎える.

“ふる雪や明治は遠くなりにけり" (草回男)

遠ざかりゆく明治へのあこがれは，今年明治満

百年ということで，さらに高まっているようであ

る.

明治の末に生れた私はこの百年のうちの後半，

太平洋戦争を中心とする50年を自分の目でみ，自

分の耳できき，これを自分の体験として知った.
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その時間的長さは今省みれば，案外に短かい感じ

である.私の知らない維新から日清 ・日震の戦い

を含む時代のできごとは，私には遥かなる歴史の

中のものでしかないが，私の経験した後半とほぼ

同じ程度の時間的長さであることを考えると，百

年というものも，その長さを実感と してもつこ と

ができるように思う.

この百年の初期，明治9年，早くも横浜師範学



校がこの地に創められ，その後いろいろな変遷を

へて今日の教育学部へとうけつがれてきた.高商，

高工がともに大正の末近くにこの地に創立され，

それから今日の経済，経営，工学の学部へと50年

に近い歴史，これらは数多くの教職員，卒業生の

方々の記憶の中に生きている.

戦後の新学制発足とともに一つの横浜国立大学

へと統合されて19年，今年はそれらをそれぞれの

人の記憶を語りつがれた歴史との中に残る伝統を

ふまえて，程ヶ谷の地に真に一つの大学として統

合する計画が実現される第一年である.明治百年，

近代日本の過去の反省と新しい出発の起点として

意義ある年にこの統合建設がはじまることはまこ

とに奇しきめぐり合せである.

明治初期において今日の日本の社会の実情を予

52. 第20回入学式

想することは不可能であったであろう.しかし日

本が世界に誇り得た教育の仕事は，明治の初めに

その礎が定められ，連綿としてうけつがれてきた.

百年に近い風雪に耐え，今日立派な学園へと発展

してきているものも少しとはしない.今大学の将

来をかけて建設される統合計画はこれから百年の

あと，その歴史の批判に耐えうるだけのものであ

りたい.それには全教職員の方々がそれぞれのも

つ深い経験を集め，過去を省み.よき伝統を残し，

利己をすて，大学の将来のあり方に焦点を絞り，

たがし、に力を合せることが必要であると私は思

う.

程ヶ谷の地に大学百年の礎を定めるこの年のは

じめにあたり，私は全教職員の方々のご多幸を祈

るとともに，統合建設の円滑な進展を祈念する.

横浜国立大学長 中村康治

昭和43年 4月13日横浜市文化体育館で，本学第20聞の入学式が行なわれた.教育学部443名，

経済学部 134名，経営学部 127名，同第2部80名，工学部428名，同第2部53名，計 1，265名の

新入生を迎えた.この中には台湾，タイ，インドネシアなどからの留学生数名が含まれていた.

当日の中村学長の式辞は次の通りであった.

学長式辞

今日新しく諸君を，若々しくすぐれた生命であ

る諸君をここに迎えて大学は再びこの春の若々し

い緑にも似た清新な気持をもって，新しき年の歩

みをはじめるのであります.年はうつり行けど常

に新しく，常に若々しく，これは大学の特性であ

り，大学人の喜びであります.

今日よりわが大学は大学20年目をはじめるので

あります.

今年は諸君が夫々に身をもって経験されたこと

でありますが，戦後のベピーブーム第3波，また

最大の波が大学に押しよせて， 70万人を超える大

学入学志願者がありました.その中74国立大学へ

志願数は一，二期校併せて延ベ約40万6千人，笑

数は30万人前後と思いますが，それに対して国立

大学へ入学しえたものは6万6千人であります.

中でも横浜国立大学の門は誠にせまい門であ

り，恵まれた頭脳と体力，それに不屈の精神をも

って立向って，はじめてくぐることの出来た門で

ありましょう.私は諸君のこれまでの健闘に対し

て心からの敬意を表します.同時に諸君の今日の
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栄冠を得られるについて諸君を後援されたお父様

お母様方の今日のお喜びは一入深いものがあろう

と思い，改めてお祝いを申上げます.

もうーっこの際，新入生諸君に願うことは，諸

君の父兄の方への感謝の気持を，また幸いにして

数多くの志望者の中から選ばれた幸運，もちろん

諸君自身の努力そのものが最大の要素ではありま

したが，諸君に劣らぬ努力をしてわずかの差で入

学出来なかった数多くの友人があることで，合格

したという幸いを反省し，さらに国立大学が諸君

の授業料の何十倍かの税金によって支えられてい

る学園であり，そこに学び得るということについ

ての自覚，責任の自覚，このようなことをよく考

えて欲しいのであります.

諸君は今大学生として大きい期待をもって，明

日からの学生生活を考えていられることと思いま

す.同時に大学が今社会に色々な問題を投げてい

ることについて，緊張の気持をもって明日からの

大学生活に立向うベく，心構をしていられるであ

ろうかと思います.



私もまた社会の険しい動きに時にゆれ動く大学

の中に純粋で若々しい諸君を迎えることに大いな

る期待をもつのであります.

新入生諸君，大学は今日第20年目の第1日をは

じめるのであります.20年，これは短からぬ年月

であります.昭和24年5月， 新しい6.3.3.4の学

制の発足によって， 神奈川県にあった専門学校が

集まって，横浜国立大学を創めたのであります

が，それら母体となりました専門学校はそれぞれ

にまた歴史をもつものであります.…

しかし新制大学として相集ま って横浜国立大学

を形成したとき，過去の歴史と共に新しき綜合大

学としての共同体，それを貫く一本の学風が育ち

上がることが必要でありますが，この点について

20年の年月は横浜国立大学にとって必ずしも尚充

分でないようにみえるのであります.諸君にとっ

て横浜国大は諸君の生れて物心ついた時既に存在

していた訳で、あります.しかし大学はそれ以前の

過去の長い歴史をしよっているものであります.

そしてこの歴史の新しい 1年を諸君達自らが作る

ことになるのであります.

諸君が明日から毎日通うのは清水ケ丘キャンパ

スであります.ここは富士が見える丘であります

が，今は旧高商の本校舎，新しく大学になってか

ら出来た2棟の研究室棟，それに千数百坪のプレ

ハプ校舎群であります.昼時となれば小さい食堂

は満員になる.誠に混雑している校舎であります.

昭和40年1月，既に3年前になりますが，鎌倉

にありました教育学部校舎，これは旧師範学校時

代のものでありますが，火災によりほとんど全焼

してしまい，そのため清水ケ丘にプレハプ応急校

舎が建てられたのであります.以来3ヶ年プレハ

プ校舎をつづけているのはこの清水ケ丘に在る校

舎の他に弘明寺にある工学部，また権太坂にある

教育学部の農学，技術教室すべてを一つのキャン

パスに移転，統合する計画が進んでいるからなの

であります.その詳細については新入生諸君には

改めて知らせることになると思いますが，横浜駅

に近く東京との聞の第三京浜国道の終端に近く ，

程ヶ谷ゴノレフ場がありました.そこが市の港北地

区に移転をし，その跡地十数万坪のところに全学

を集める計画が進行中であり，土地の一部は既に

購入され，そこに建設する設計を今年一杯かけて

やっていこうというのであります.

この新しい建設をま っているために，プレハプ
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校舎での混雑は今しばらく続けねばならないので

あります.大学創設20年にしてやっと全大学が一

つのキャンパスにそれぞれに，過去の歴史と伝統

とをふまえて，新しい一つの大学共肉体へと発足

しようと今大学は苦労をしているところでありま

す.新入生諸君はこの事態をよく理解して頂きた

い.そして明日の大学の発展のためにしばらく不

使を辛抱して頂きたい.もちろん大学について諸

君達の抱く希望を，大学をよりよくするように意

見をのベることは自由であり，特に新しい大学建

設に若い諸君の建設的意見を歓迎するところであ

ります.

諸君は大学入試ということを目ざして，ひたす

ら努力をされた.そこでは自分は勉強をしたんだ

という自覚をそれぞれにもっていられると思う.

その勉強をやりとおしたという経験は大切なもの

であります.しかし大学での勉学は恐らく高校ま

での勉学とは少し違ったものとなるはずでありま

す.何処が異るか，それは大学の使命は単なる教

育機関だけではなく ，教育と研究とが中心となっ

ているところであります.大学は学問研究をとお

して人聞を作る人間修練の場であります.また大

学の任務は若い学生諸君を教育すると共に，われ

われに残された文化の遺産を維持し，研究によっ

て知識の領域を開拓していくというのでありま

す.そのため学問の自由，ひいて大学の自治の問

題があります.このことについてはこれから諸君

自ら考え勉強をして頂かねばなりません.

諸君は大学においてそれぞれに教官の研究活動

に参加することによって未知の領域内で研究活動

を自ら行ない，新しい知識の領域を広めていくこ

とが要請されるのであります.しかしそのために

諸君はまずそれが可能であるように諸君自身の力

を高めることが必要であります.人文，社会，自

然、あるいはその応用科学，何れの分野にしても先

人の開拓した領域は広く ，その最前線にまで到達

するのは諸君においてはなお前途はるかでありま

す.

4年という年月はこの道程を踏破していくだけ

でも決して充分ではありません.ましてその上に

未知の領域に一歩でも二歩でも入るということを

やるためには並大低のことでは駄目であると私は

思います.しかし入試を目ざして努力した不屈の

精神，その諸君自身の経験はこの道程を踏破する

ことに必ず役立つと私は信じます.



しかし未知の領域を開拓する研究活動において

はその時頼るべき教科書も，ノートもないのであ

ります.指導教官ですら答をもっていないのであ

りましょう.どうすればよいのか，そこで動けな

くなってはいけないのであります.教科書やノー

トにかかれていることを覚えて，それで答案をか

けばよいというのではないのであります.

未知の問題を独創的に解決すること，これが要

求されるのであります.そのためにはどうすれば

よいか，私は諸君に次のことをまず覚えて頂きた

し、.

(知識) + (経験) = (教養)
K E C 

(Knowledge) (Experience) (Culture) 

受験で鍛えた諸君にこんな簡単な公式を覚える

ことはいとやさしいことと思います.

知識は教科書により，また教室における講義か

ら伝達されて知ることが出来ます.しかしそれだ

けでは単なる「物知り」が出来るのであります.

更にその知識を自らくりかえし練習するとか，ま

た自分で既知の知識に到達する道程を辿るとかそ

のような経験を自らすることによって，はじめて

知識以上のあるものが身につくのであります.こ

のあるものは Mentalpowerといってもよいで

しょうが，これを「教養JCultureと定義するな

らば，はっきりするのであります.教養という言

葉は色々に使われています.広い知識をもっ人を

時に教養人といったりしますが，真に教養ある人

とは単なる広い物知りとは異るべきであり ましょ

う.それは高い識見をもち仕事に当って正しい判

断を下し，仕事に向つてはこれをよく遂行出来る

人であります.大学において学問的知識を知り，

また自ら学問上の研究を実行したとき，そこに学

問的教養が身につくのであります.大学における

学問研究はこの意味における高い知的教養を身に

つけることが行なわれるのであります.

もちろんこのことは諸君が既にやってこられた

ものの中にもまたあるわけです.入学試験におい

て諸君が数学の未知の問題に解を与えました.そ

れは数学的知識とそれを反覆自ら練習した経験と

により，諸君自身のもつ数学の力が，諸君にとっ

て未知の問題を解くことを可能にしたのでありま

す.問題をみて，これはこうすればよいのだとハ

ッと頭にひらめく，それは諸君の記憶の中にある

数学の知識を端から総ざらえして，ああここにあ
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ったと見つけるようなものではないはずでありま

す.

このような数学の力， これが数学的教養であ

り，数学の未知の領減の中で新しい問題を独創的

に解決してし、く原動力となるものであります.

数学者向潔先生の言葉に

「人は極端になにかをやれば，必ず好きになる

性質をもっています.好きにならぬのがむしろ不

思議ですJ. 
というのがありますが，自ら学び，自ら経験する

ことをやっていると自ずと興味がわくのでありま

す.これが教養の特色であります.

同時にそれはよりむずかしいことでないと面白

くなくなるのであります.わが大学の数学の先生

方にとって，入学試験の問題位をとくことは余り

面白くないのであります.

もう一つの特色は単なる知識は忘れ易いが，教

養となった知識は忘れにくいものであります.諸

君が自ら考えて自ら発見したと信ずる定理，それ

は既に菅発見されたものであったとしても諸君自

身にとっては一生忘れることがないて・しょう.諸

君の入試のための勉強が諸君の知的教養となって

いるならば，それはこれからの大学の勉強に大き

いカとなるはす.であります.またこれからの諸君

の勉学は諸君の知的教養を繕うようなものである

ことが必要であります.

教養の最も注意すベき特性は，それは経験を含

んでいるために，自ら経験をする者のみに得られ

るものであり，教室において知的教養豊かな教授

先生方が諸君に如何に熱心に講義をされても，そ

のとき諸君に伝えられるものは知識であって，先

生方のもつ経験はそのとき脱落してしまうのであ

ります.そこに教室における先生方と学生諸君と

の聞の限界があります.先生方は，諸君が自ら経

験するように導き，鼓舞することが出来るだけで

あります.教養は自ら行なうことによってのみ身

につくものであり，先生方の如何ともすることの

出来ないものであります.

同時にそれが未知領域を開拓する力の源となる

ものであり，大学において求められるものが学問

研究であるならば，諸君が明日からの勉学の態度

は自らきまってくるものであります.

只今私が (K+E=C)なる公式を諸君に伝え

ました.これは一つの知識であります.しかしこ

れが真であることを理解するためには先ず諸君は



自ら実行してみて，それを自ら会得するよりほか

ないのであります.

新入生諸君，私は知的教養について今諸君に語

りましたが，大学は知識のみを対象とする場所で

はないことをよく考えて欲しいのです.小学校以

来諸君は人間としての教育をうけ，今大学にきて

さてここでは専門の学問をする.そこには自然科

学なり社会科学なり専門学問の教養のみが考えら

れていると万一思うようなことがありはしない

か，私はひそかにおそれるのです.

今申し上げた公式 (K+E=C)はrii.に知性の

上のみでなく感性の上においても成立つものであ

ります.正しき道理，正義， 善，そのようなもの

は何かを知識として知ると共に，養を自ら行なう

ことによって道義の感覚を鋭くすること，美しき

もの，とは何かを考え，自ら美しきものを創造す

ることによって芸術的情操を豊かにすることが必

要であります.

私は工学その中でも機械を専攻したのでありま

すが，機械，構造物を設計しようとするとき，そ

れぞれのもつ工学的知識と共に過去の技術的経験

が合わさった技術的教養が設計を可能とするので

あります.そして技術としづ複雑なものについて

の教養の中には，芸術的感覚も入っているのであ

ります.美しき構造物は必ずやよい構造物であり

ます.

自然の中に，野の花の美しさ，とぶ鳥の姿の美

しさ，これらを鋭く認め，美しきものの創造へと

努力することは，技術の世界のみでなく，人聞に

53. 黒沢清，森川幾久雄名誉教授に

香りと豊かさとを加えるものであります.

新入生諸君

戦後の臼本に生を受けた諸君は苦しい日本の社

会の中に育ちながら，この日本の成長と共に今日

に至ったので、あります.

世界は繁栄しつつも，思想に経済に，あるいは

政治に対立と抗争があり，それは清らかで正しい

社会であるベき大学とし、う領域の中にも，色々な

問題を持ち込み，若い学生諸君にもその渦に巻き

込まれるものもある.若くて純真なる諸君も大学

生となったこと，その自覚の故に，或はすでに危

倶と緊張とに心のときめきを感じていられるかと

思います.しかし学問の道は遠く .4年の年月は

余りにみじかいこと.この道程に梓さしつつ諸君

は大学に学ぶものにふさわしく

知性によって行動し

道義によって方向づけられ

美的情操によって香り豊かなる人間へ

と修練を重ねることに闘志を燃やして頂きたい.

特に道義の鋭い感覚こそは最も心にかけて磨いて

頂きたい.善を自ら行ない，如何なることありと

も悪を実行しないとし、う経験を重ねることに闘志、

を燃やして頂きたい.

健康なる肉体こそ，この闘志をはぐくむもので

あることを思い，健康に留意することを終りに特

に願っておきます.第二部の諸君には働きながら

の勉強ということで，この点には一段と意をつか.

って頂きたい.

以上をも って私の諸君を迎える辞と致します.

昭和43年 3月31日付けで黒沢教授，森川幾久雄教授は停年退職し，同年4月 1日付けでそれぞ、

れ木学名誉教授の称号が授与された. (黒沢教授略歴前出)

森川幾久雄(も りかわ ・いくお)理学博士 略歴

昭和 4.3.15 横浜高等工業学校応用化学科卒業

11 8. 5. 3 横浜高等工業学校助手

11 10. 4. 1 11 11 助教授

11 16. 5. 9 11 11 教授

11 19. 4. 1 官制改正により校名改称

横浜工業専門学校教授となる

11 24. 6.30 兼横浜国立大学助教授

11 25. 4. 1 横浜国立大学助教授
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兼横浜国立大学横浜工業専門学校教

授

昭和26.3.31 兼務免

11 31. 4. 1 横浜国立大学教授工学部

11 40. 4. 1~ 11 43. 3.31 横浜国立大学工学

部夜間学部主事併任

11 43. 3.31 停年退職



第3章 第2節統合問題と学園紛争 (昭和43年~問凶年)

1. 学舎統合について

昭和24年，神奈川県内にあった横浜商工，高商，神奈川師範(男，女)，青年師範の諸校が相集

まって横浜国立大学を構成したとき，それぞれの地に散在している校舎をーカ所に移転統合して，

それぞれの歴史を持つ各学部が一つの大学としての学風を創造することこそ， 真の University

として必要で、あるとされた. ここにおいて校舎の統合が初代富山学長以来の本学の願望となっ

た.

現在本学は保土ヶ谷ゴルフ場跡に 13万坪 (429，∞Om2) の広大な土地を得て，昭和51年を目

標として統合学舎建設にまい進しているが，ここに至るまでには先人のいうにいわれぬ労苦があ

り，長いけわしい道であった.この統合問題に端を発した昭和43年から44年暮れに至る学園紛争

は，横浜国大紛争として当時各地で起こった大学紛争中でも最も世人の注目をひいた一つであっ

た.このため本事業も一時停止するのやむなきに至った.統合についてはとこではそのとろまで

のことを述べ，再開後のととは次節に記すこととする.

(1) 当初案 昭和29年，学芸学部を横浜市内の清水ケ丘に移転させ，ことを経済，教育両学部

および一般教育の場とし，弘明寺に工学部を置く.このように大学のキャンパスを清水ケ正地区

と弘明寺地区の二地区に整備統合するという基本方針が決まった.これは名古屋大学の統合計四

とともに，新制大学の統合のモデルケースとして注目されたのであった. しかし，それは名古屋

大学が東山地区25万坪 (83万m2)の敷地に建設を終わった時点で，なお本学は清水ケ丘の経済学

部の地続きに4万坪 (96，856m2)を購入したに過ぎないままで停とんしていた.

(2) 大船案 昭和39年，このような事態を打開するため，全学部を大船にあった米軍施設跡地

11万坪 (363，000m2)へ移転統合する案が検討された.この大船案は，地元県，市の好意ある協

力によって進展が期待されたが，候補地内を鉄道関係施設が横断する計画が決定的であることが

わかり，との案もまた中止せざるを得ないこととなった.

(3) 第3案 昭和40年1月，鎌倉市にあった学芸学部の校舎が火災で焼失したので，これが対

策として横浜市清水ケ丘地区にプレハブ校舎を建設して急場をしのぐこととした.とれによって

一度廃棄された第1案が思わぬ火災から実質的に一部できあがったこととなった.

ここにいたって大学は再び第l案にもどるか，大船にかわるべき第3の土地を他に求めるかと

いうこととなった.清水ケ正に建設された前記プレハプ校舎は，学芸学部の本来あるべき基準面

積の半分にも満たぬ貧弱なものであり，全体としてはあまりに狭小であった.時の学長中村康治
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ほか大学関係者は第3案を採るべきだとし，評議会にかけ同意を得た.

(4) 保土ケ谷に決定 こうした新しい構想のもとに土地が物色された.そのうちたまたま.昭

和40年4月，保土ヶ谷ゴルフ場が他に移転する計画があることを知り，最有力候補地としてあげら

れた.この土地は直ぐ隣に常盤台公園，三ッ沢グラ ウンド，少しはなれて保土ヶ谷公園があり，

第 3京浜国道につながる幹線道路に接し，広大な土地，なだらかな起伏，美しい芝生と，その中

に点在する樹林があり，横浜市内で考えられる最良の地であった.

41年 6月の木学第155回評議会で保土ヶ谷ゴルフ場跡に木学を統合し，現有施設は統合移転の

財源とすることが決定された.同作'8月文部省から統合川地として適当で、あるとの正式通知lを受

け，本格的に土地取得の交渉にはいることとなった.

(5) 土地取得で難航 ところが，この時期はすでに国の昭和41年度予算年度にはいっており，

当年度の予算に本学の統合用地購入費を盛りこむことは不可能であった. 他方コ守ルフ場側は移転

先の用地取得について早急にその資金を必要としていた.そこで学外者をも含めた統合用地取得

のための「統合委員会J (会長加賀美勝新菱冷熱工業K.K.社長，前出)を結成し，この委

員会の手によって，とりあえずゴルフ場跡地を確保することにした.そして ζれにもとづき，昭

和42年度から用地買収ができるように文部省に予算要求を行ない，これが認められるに至った.

横浜国立大学統合委員会規約 (制定 昭和41年5月7日)

第1条本会は，横浜国立大学統合委員会と称す に参画する.

る. 第9条 本会の経費は寄付金その他をもって充て

第2条本会の事務所は，横浜国立大学事務局に る.

おく . 第10条 本会は，理事会が適当と認めたときは解

等3号本会は，横浜国立大学の統合の達成を図 散する.

ることを目的とする. 第11条 本会の解散時における残余財産は，横浜

第4条本会に次の役員をおく .

会員 1 名

理事 若干名

監事 若干名

2 会長は理事会で推せんする.

3 理事及びE主事は会長が委嘱する.

第5条会長は，会務を総理し，本会を代表する.

2 理事は会長とともに理事会を構成し，会務

を議決し執行する.

3 監事は会計を監査する.

第6条理事会は必要に応じ会長が招集する.

2 理事会の議長は会長がこれに当る.

3 理事会は理事の過半数の出席をもって成立

し，その議事は出席者の過半数の同意をもっ

て決する.

第7条本会に顧問をおく.顧問は，本会の会務

について，会長の諮問に応える.

第8条本会に参与をおく .参与は，本会の会務
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国立大学に帰属させるものとする

附則

第l条 本会の設立当時の役員は第4条第2項お

よび第3項の規定に拘らず次のとおりとする.

会長 横浜国立援大学会工学代部施 加賀美
設拡充後 会長理

勝

理事長横浜国立大学教育学部 青木利夫

横浜国立大学事務局長鬼山信

友松会会長 金子 馨

横設浜拡充国立後援大学会工理学事部施 兼 坂 忠次郎

横浜国立大学工学部長河東 準

富丘会名誉顧問 栗原義潤

神奈川県総務部長 佐々井典比古

教友会会長 陶山千春

富丘会会長 長尾貫

震浜国立大学経済学部長洲 一一



横浜市渉外部長 森 道夫 友松会副会長 葛野重雄

横浜工業会会長 山口辰男 第2条 この規約は，昭和41年5月7日から施行

監事 横設浜拡充国立後大援学会工理学耕部施 阿 部 滋 弘 する.

富丘会相談役 大類武雄

(6) 第1次土地購入成る こうした静余曲折(うよきょくせっ)を経てよ うやく42年度に第1

次として約7万坪の土地を確保することができた.横浜国大要覧昭和43年2月21日の項に「統合

計画用地として旧保土ヶ谷ゴルフ場跡地のうち211，299.35 m2を加賀美勝より購入した」とある

のがこれである.

この用地確保については，当時の学長中村康治が統合ニュース特集号(昭和43年)に統合の道

程と題して次のように述べている.

…・ここまでくる道程(42年2月)は錯雑したも

の，困難をきわめたものであった.県議，市， 地元

の政，財界，同窓会関係者よりなる統合委員会の

結成とその活動，カントリークラブ側の好意，文

部省，大蔵省の理解など今日に至るまで学外の協

力はまことに大きい.特にカントリークラブが新

しいコ・ルフ場建設のため国の予算化実現まで、待っ

ていられないとして，住宅公団へこれを譲る方針

を決定したとき，機を失せず， 30億円の巨費を立

替えてこの決定をくつがえし，この地を大学のた

め確保してくださった加賀美統合委員会会長に負

うところきわめて大きい.

大学発足以来20年，つまずきながら曲折を重ね

た本学の統合計画はここに理想の校地を得た.

(7) 第2次土地購入成る 昭和43年5月31日は横浜国立大学創立20回目の記念すべき日であっ

たが，この日保土ヶ谷カントリーグラブ跡地の第2次購入手続きが終わった.以上により42年度

購入分と合わせて約12万坪 (396，000m2)を固有地とするととができた.横浜国大要覧による

と 143年5月25日， 168， 653. 71 m2を加賀美勝他2名より購入したJ1同年5月30日， 18，515.91 

m2 を間宮五兵衛より購入した」とある. ζの合計12万坪の敷地は当初予定計画の約90%に相当

する面積であった. 中村学長はこの喜びを次のように語った.(国大統合ニaース No.6より抜粋)

…・ここに至るまでの学外，学内の多くの方

々の努力と好意に対しての私の感謝の気持は，ど

のような言葉でも表わすことができない.学園創

設20年目にして，いま統合建設の実現が確実とな

った.20年という歳月は決して短いものではな

い.普通の場合であれば，すでに校内の樹々も根

を張り，その緑の深さ，枝の繁みと同じくその学

風も定着しているであろう.大学創設が敗戦後の

混乱期であったこともあろうが，戦前にそれぞれ

の歴史を持ち，伝統を築き上げていた専門学校

が，ただ同一県内にあったというだけで，その他

には必然的な何の理由もなくして一つの大学を構

成したということは，大学としてのまとまりとい

う点では，無から出発するよりはるかにむずかし

いものを含んでいる.保土ヶ谷の地に新しく建設

される大学は，低迷を続けた大学一本化の課題に

真剣にとり組むべき責任を全学の人々に課するも

ので，その方々と共にこれに献身することは学長

に再任された私の使命であると信ずる.

(8) 統合企画委員会，連絡会議 この統合を推進するための基幹の組織として統合企画委員会

が昭和42年1月に設置された.委員会は学長 ・部局長 ・補導協議会委員一長および専門委員(建築
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図書協畿会

学部将来計画委員会等

体育施設分科委只金

福利厚生施股分科委員会

環境盤傭分科委貝会

事務施叡分科委員会

建設委員会規程に基づく組織図

関係)によって構成されている.同年9月統合企画委員会の下部機構として建設，設計の両委員

会を設けた.このうち建設委員会は下部組織として体育施設，福利厚生施設，環境整備，事務施

設の4分科会を持ち，初代委員長に水戸部教育学部長がなり，積極的に統合計画を推進した.組

織図で統合企画委員会を示すと別図の通りである.

横浜国立大学統合企画委員会規則 (昭和42年1月12日制定)

改正昭和42年9月1日昭和42年9月22日昭和45年6月11日

(目的)

第 1条横浜国立大学(以下「本学」という.) 

の統合を促進するため統合企画委員会(以下

「委員会Jという.)をおく.

第2条委員会は，学長の諮問により本学の統合

に関する基本計画および基本設計の立案にあた

る.

〈組織〉

第3条委員会は，学長，部局長，建設委員会委

員長，設計委員会委員長の職にあるものおよび

専門委員をもって構成する.

(専門委員の任命〉

第4条専門委員は，学長が任命し，任期は特に

定めない.

(議長)

第5条学長は，委員会を招集し，その議長とな

る.ただし，学長に事故あるときは，学長のあ

らかじめ指名する委員がその職務を代行する.

(運営〉

建設委員会規程 (制定昭和42年10月2日〉

第 1条建設委員会は，本学の整備統合に関する

次の事項について審議し立案する.

(1) 基本計画

(2) 設計委員会が作成した基本設計
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第6条 委員会は，構成員の過半数の出席をもっ

て議事を開く.

(建設委員会および設計委員会〕

第7条委員会に建設委員会および設計委員会を

おく.

2 建設委員会および設計委員会に関する細則

は，別に定める.

(事務〉

第8条委員会の事務は，統合事務室において行

なう.

附則

この規程は，昭和42年1月12日から施行する.

附則 (昭和42年6月1日〉

この規程は，昭和42年6月1日から施行する.

附則 (昭和42年9月22日)

この規程は，昭和42年9月22日から施行する.

附則 (昭和45年6月11日〉

この規則は. ~昭和45年 6 月 11 日から施行する.

(3) 学部，分校，図書協議会および各分科委員

会が作成した建設計画

(4) その他建設に必要な事項

第2条建設委員会は，統合企画委員会委員(学



長を除く .)および次の委員をもって構成する.

(1)学部および分校から選出された教官〈各l

人〉

(2) 図書協議会協議員(l人)

(3) 教務協議会委員長

(4) 設計委員会および分科委員会委員(各 1人)

第3条建設委員会の委員長は委員の互選とす

る.

第4条建設委員会に設計委員会および次の分科

委員会を置く .

体育施設分科委員会

福利厚生施設分科委員会

環境整備分科委員会

事務施設分科委員会

第5条設計委員会は，建設委員会の整備統合に

関する基本計画に基づき，基本設計，その他建

設に必要な設計を行なう.

第6条設計委員会は，次の委員をもって構成す

る.

専門委員(若干名)

事務官，技官(若干名)

第7条設計委員会の委員長は，統合企画委員会

の議長が専門委員のうちから指名する.

第8条 分科委員会は，建設委員会の整備統合に

関する基本計画に基づき，それぞれの施設の計

画の原案を作成する.

第9条 分科委員会は，次の委員をもって構成す

る.

川 体育施設分科委員会

学生部長

体育担当教官 (3人)

事務官 (3人)

(2) 福利厚生施設分科委員会

補導協議会委員長

学生部長

学生健康相談所長

補導協議会協議員

学部の補導委員〈若干名)

事務官(若干名)

(3) 環境整備分科委員会

専門委員(若干名〉

事務官 (3人〉

(4) 事務施設分科委員会

事務局長

事務官(若干名)

第10条分科委員会の委員長は，次のとおりとす

る.

体育施設分科委員会

福利厚生施設分科委員会

環境整備分科委員会

事務施設分科委員会

学生部長

補導協議会委員長

専門委員

事務局長

第11条建設委員会および設計委員会ならびに分

科委員会の事務担当は，次のとおりとする.た

だし，技術に関する事項については施設課が担

当する.

建設委員会 ， 庶務部

設計委員会

体育施設分科委員会

福利厚生施設分科委員会

環境整備分科委員会

施設課

学生部

学生部

経理部

事務施設分科委員会 経理部

第12条建設委員会および設計委員会ならびに分

科委員会の運営に関し必要な事項は，この要項

に定めるものの外当該委員会が定める.

附則

この規程は，昭和42年10月2日から施行する.

一方学生側の強い要望によって，学生の意見をとり入れるための連絡会議が42年 6月の団交の

結果持たれることとなった. (これについては次項の学園紛争のはじまりを参照されたい.)統合

ニュース特集号(昭和43年)によれば「建設委員会で案がまとまれば，それにそって設計委員会

が各種の設計図を作る.できた素案は当然教授会にはかられ，また問題によっては連絡会を通じ

て学生の希望や意見を聞くなどの手続きをへて最終案をつくってし、くことになる.Jとある.

2. 学報および統合ニュースの発刊

(1) 学報発刊

昭和42年10月10日を第1号として横浜国立大学学報が横浜国大庶務課より発刊された. 1本学
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のいろいろのできごとを全職員に知ってもらうというのがこの小冊子の役目であります」と中村

学長は「発刊に寄せる」で述べている，本誌は学園紛争中もだいたい毎月 1回発行され， 45年12

月10日号で VOL.4 No. 12となっておる.

発刊に寄せる 横浜国立大学長中村康治

「学報jを発行することとなりました.本学の

いろいろのできごとを全職員に知ってもらうとい

うのがこの小冊子の役目であります.

大学の中の重要なるできごとは，それぞれの部

局に正規のノレートを通じて知らされるはす.であり

ますが，案外にすみずみにまで行きわたっていな

いようであります. rそんなことは自分は少しも
知らないことだ.J とか「あんなことをあのとき
ゃったのは理解に苦しむ.J とか言った声をきか
されてがっかりすることも私はたびたび経験させ

られました.ただそれだけで終わればよいのです

(2) 統合ニュース

が，知っている人と知らない人との問，知ってい

る人と一部しか知らない人との問に意思疎通をか

き，誤解を生ずるということになることすらある

のをみるとき，少なくとも重要なるできごとだけ

は全職員に正確に知っておいていただきたL、と私

は忠、います.この小冊子がそのような役目の一端

を引き受けてくれることを私は期待しています.

さらに学園内の楽しいできごとをつたえ，また

職員諸氏の声をも交換する“Forum"となるなら

ばと願っている次第です.

統fi問題を学内外にPRするため，昭和42fJ'.12月9日， 第 1号が発行され，以後43年11月28日

NO.9まで発行されたが，その後学園紛争などのため発行取りやめとなった.

3. 学園紛争

ここで述べる本学の紛争とは，昭和42年6月に学舎統合問題に端を発した長期紛争についてで

ある.

当時の全国を風擁(ふうび)した学生運動の本質については識者によっていろいろいわれてい

るが，次のような見方も一つの見解であろう.

…全学連の結成されたのは昭和23年9月で、あった.当時学園は戦争により荒廃し，財政の窮迫に苦

しんでいた.新しい日本を夢見ていた学生たちはその再建，復興のためにじっとしていられなかった.

その年の6月.r教育復興闘争Jr授業料値上げ反対闘争」などに全国の大学生たちがたちあがり，大
学，高専約22校，学生約22万人が組織され，全学連が結成された.学生運動の最初の動機は，学園の再

建，復興のごとき地味な建設的事業に学生として参加することであった，が……，しかし民主化の波に

洗われた戦後学生にとって，因襲や制度にとらわれがちな大学管理者や学部セクショナ リズムの教授会

などに新たな価値と権威が求められないのは自然である.……学生は当然のことながら，民主主義も平

和主義も，また国家の自主性も，きわめて単純かつ自己中心的に考えやすい.経済問題なども授業料値

上げとか学寮費とか身近な問題には敏感で‘ある.これも生活意識の高まっている現代青年として自然で

ある.全学連が僚原(りょうげん〉の火のごとく全国の大学生を組織していったのも自然のなりゆきと

いえよう……(申央公論社・日本の歴史 よみがえる日本・著者蝋山政道)

このことはある点では，木学にもあてはまるのではなかろうか.木学の場合も紛争は統合問題

から次第に「大学のあり方」に対する根元的な問題と政治的な意図とが複雑にからまりあった状

態へと発展して「問題は単に学舎統合にとどまらず，教授会，学生，事務組織の位置づけ，学園
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と国家権力の関係など，広く大学自治全体の問題に関連してきた.J (本学の基本見解〔後述〕によ

る〉そして学園閉鎖，授業放棄という最悪の事態に突入し，ついに工学部をはじめとして各学部

とも機動隊の導入による封鎖解除により，ようやく44年暮れ学園再開となった.次に簡単にその

経過をあえて述べることとする.

(1) 紛争のはじまり

昭和42年6月29日正午ごろ，統合企画委員会(統合の項参照)へ自治会中央委員など学生数十人

がおしかけ，中村学長をとりかこみ統合計画を大学当局が一方的に推進しているとして抗議し，

学生との聞に統合のための連絡会議を作ることを要求した.この交捗は翌30日昼ごろまでつづき

学長も，学舎統合に関する連絡会を設け，学生諸君の意見も十分聞こうと答えたので，ょ うやく

この長い交渉も終わった.

(2) 工学部見解

工学部では 6月30日午後5時から緊急教授総会を聞き「学舎統合に関する連絡会設置」の是非

について話しあったが結論が出なかった.その後数回工学部教授総会で検討した結果， 7月6日

学長に対して本件は工学部教授会としては認め難いと回答した. 7月10日工学部では，学生自治

会に対し (1] かかる異常な状態で・行なわれた交渉で、の話合いは認め難い. (2 J 大学の管理

権の主体は教授会，評議会にある (3J 学校側と学生側との意思疎通をはかるため正規の話合

いの方式を確立すべきである，との見解を工学部補導委員長を通じて伝達した.

8月10日の評議会で工学部はあくまで筋を通してゆくことを堅持する旨を表明し，学長ならび

に他学部長との聞に結論が得られなかった.また工学部では夏休み前に学生自治会の間違った宣

伝を正す意味から， r学生諸君に告ぐ」というプリントを 2部を含む，工学部全員に送付した.
その後，工学部側と学生自治会との聞に数次の交渉があったが，大事には至らず約1年間小康状

態がつづいた.次に学生諸君に告ぐの全文を掲げておく.

工学部学生諸君に告ぐ 昭和42年8月 横浜国立大学工学部教授総会教官一同

9月の開講も近づいたが，諸君はそれぞれ有意 いて，われわれの統ーした見解を述べ，あわせて

義に休暇を過ごしていることと思う.一方，われ 工学部の現状と将来の構想とを説明して，諸君の

われの大学には休暇直前に起こった遺憾な事件が 良識ある判断の資としたい.

長く尾を引いて，当工学部も少なからぬ影響をこ 事件の経過

うむっている. 諸君は，本学が保土ヶ谷のコツレフ場跡地に，近

今回の事件は， 6月末に学生代表と称する一部 く統合されようとしていることは，すでに知つて

の学生が学長らを長時間軟禁し，保土ヶ谷統合企 いるであろう.

画に，学生を教官と対等の立場で全面的に参加さ 大学当局は，統合を円滑に推進するため，本年

せるよう強要したことに，端を発している.夏期 当初学内に，部局長，専門委員および補導協議会

休暇前にこれらの学生から，諸君になされた過激 委員長をもって構成する統合企画委員会を設け，

な宣伝には，多くの誤りがあり，また，当工学部 同委員会は，統合に関する根本方針の検討と提案

の考えも，諸君の大部分には公表されないまま休 とを行なってきた.

暇を迎えたので，ここに工学部の立場を明らかに 全学学生自治会および全寮連と称する学生ら

するため，事件の経過の概要，その意味するもの は，補導協議会の熱心な活動にもかかわらず，福

の重要性，および大学の管理運営の基本理念につ 利厚生施設についての統合企画案を不満として，

417 



6月28日補導協議会委員長に対し，統合企画委員

会へ， i統合に関する学生との協議機関jを直ち

に設置すべきであるという提案を行なうように強

要してきた.そこで，これを補導協議会にはかる

ことを約束したにもかかわらず，上記学生らは，

急、を要するとしてこれにあきたらず，直接，翌29

日の統合企画委員会に乱入し，同提案を学長に強

要した.

統合企画委員会は，これに対し， i学生の福利
厚生に関する連絡会設置案jを示したところ，学

生らは，これをも不満とし，教官の制止にもかか

わらず，会議室内に多数乱入し，会議の続行を不

可能にしたばかりでなく，その後，引き続いて学

長らを前後約30時間にわたり軟禁し，不法な圧力

を加えた.

学長は，事態の収拾をはかるため， r学舎統合
に関する大学側と学生側との連絡会J(学生側の
主張によれば，この連絡会では，学生が教官と対

等の立場で，学舎統合に関するあらゆる事項につ

いて，立案することになる.) を設けることの可

否について，各学部教授会にはかることを約束し

た.

その後の十日ほどは，一部過激な学生の独断的

な，ゆがめられた宣伝がくりかえされた. 7月7

日には，再度，学長に面会を強要し，学長室に乱

入した.さらに，7月10日夜工学部学生に，教授

総会の決議内容を説明しようとした補導委員に対

して，学生代表と称する一部学生は，終夜にわた

って，粗暴な態度をとり，野卑な言葉を浴びせた.

このような事態が続いているため，学内の行事を

はじめ，統合に関する事務までが，混乱し，阻害

されている.

大学の管理運営の基本理念

大学の使命は，真理の探求とそれにもとづく教

育とにあることは，いまさらここに述べるまでも

ない.学問の進歩のためには，その研究が外部の

政治的，経済的，社会的，また宗教的な勢力によ

って干渉されることなし自由に行なわれるよう

に保障されなければならない.i大学の自治Jは，
この意味での「学問の自由Jの当然の帰結であ
る.

このような意味での「学問の自由Jを守り，

f大学の自治Jを確保するためには，大学の人事
権をはじめとして，研究と教育とを中心とする大

学の管理権が，大学の評議会および教授会に確保
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されることが不可欠の要件である.すなわち，大

学の管理運営の責任をもつものは学長および学部

長，ならびに評議会および教授会であり，それら

の機関が外部のなにものにも拘束されず，自由な

意思決定を行なうことが保障されなければならな

し、.

さて，大学教育が高校までの普通教育と異なる

点は，教育が研究と一体化して行われるところ

にあり，大学に学び研究する諸君は，謙虚な勉学

態度とともに自主的な批判 ・探究精神が必要とさ

れることはいうまでもない.しかしながら，"、か

におう盛な批判的態度や自発性が要求されるとし

ても，諸君は，なおまだ修学中のものであり，し

たがって勉学および研究上の諸問題については，

教官の指導と助言とに従わなければならない.ま

た，それらの点に関しては，大学自体が責任をも

つべきものである.さらに，学生の自治活動は，

民主的人間形成の方法の一環として，学生の身分

に即して認められているものであるから，大学の

自治と混同してはならないものである.したがっ

て，学生は，当然、のことながら，大学の管理運営

に直接関与することはできないのである.

しかし，諸君は大学に対して，建設的な希望や，

意見を述べることはできる し，また望ましいこと

でもある.それは，大学が諸君に向って関かれて

いるものであり，諸君の新鮮な感覚ととらわれな

い考え方とが，大学の機能を高めるのに有益な示

唆となることもあるからである.しかし，学生の

本分は，あくまでも勉学にあるのであるから，諸

君の短い在学期間を最も有効に過ごすためには，

自ら研究する精神をもって極力学問の研さんに努

めるべきである.

工学部の見解

今回の事件の経過は，ほぼ前記のとおりである

が，諸君の大部分は，もしこの事件が発展すれば，

それがわれわれの大学の将来に，どのような重大

な影響を与えるかについて，余り深く考えていな

いのではないかと推測されるので，ここに，工学

部の見解を明らかにしておこう.

すなわち，まず，工学部の基本的な考え方とし

て，このような異常な状態での強要された話し合

いは，一切認めない方針である.教官と学生との

聞の正式な話し合いの場は，あくまでも全学的に

は補導協議会であり，工学部については補導委員

会である.従来の補導協議会の運営に多少は不備



な点があったかも知れないが，われわれは今後こ

れを改善するのにやぶさかではなく，具体的方策

については目下鋭意検討中である.

また，工学部が，それにもまして危ぐの念を深

くするところは，すなわち，一部学生の主張する

連絡会なるものにあっては，学生が教官と対等の

立場で，大学の管理運営に参画する点である.こ

のような形での大学の管理運営のあり方は，前記

の基本理念に反するものであり，大学の自治を放

棄したことになるから，当工学部は絶対に認める

ことはできない.ここにおいてわれわれは，厳然

として大学本来の正しい姿での自治を堅持する決

意をあらたにするものである.

しかし，なお重ねて述べるが，われわれは，諸

君が建設的な希望や意見を補導委員会等を通じ

て，十分に述ベることをむしろ歓迎するし，従来

にもまして，学生と教官との聞の意思の疎通を図

っていきたい所存である.

工学部の現状と将来の構想

工学部が昭和24年新制大学として発足して以

来，学部充実のためにあらゆる努力が傾けられ，

その聞に3学科と 1研究施設(小規模の研究所を

研究施設という〉が増設された.昭和38年に，は

じめて新制大学に大学院工学研究科修士課程が設

置されるにあたり，まず本学と広島大学とに設け

られた.一方，学科課程に工学基礎の思想を盛り

こんだ改訂が，全国の大学にさきがけて昭和35年

から実施されてきたが，その後これにならう工学

部が，全国にふえつつある.また，各学科の建物，

(3) 7項目の要求

研究設備ともに着々整備されており，特に神奈川

県から寄付された工学部図書館は，全国の大学に

その比を見ないほど特色のある立派なものといわ

れている.卒業生，産業界および教職員からの寄

付による研究センターもきわめて特徴のあるもの

である.

工学部では，購買施設(生活協同組合)につい

ては，諸君の企画をほぼ適当であると認めたので，

いろいろ困難な条件があったにもかかわらず，こ

れを設置することにふみきり， 9月の開講時には

実現の運びとなった.福利厚生施設の現状は，残

念ながら決して十分な状態とはいえないが，統合

後にはできるだけ充実したいと考えている.

工学部の将来の構想としては，各学科，講座の

充実，増設を図ることはもちろん，現在の大学院

修士課程をさらに発展させ，博士課程の大学院に

する方針で鋭意努力を積み重ねている.

また，現在の研究施設以外に他の研究施設を増

設し，それらを総合した大規模な研究所にして，

ますます関係学界に貢献することをも意図してい

る.

以上，今回の事件に直面し，いささか所信を表

明して工学部の立場を明らかにしたが，諸君が，

一部の過激な学生に左右されず，また付和雷同し

て大局を見失うことなく，透徹した理性と思慮あ

る行動とにより，幾多先輩各位の努力によって築

かれたわが学園を，ますます発展させることを期

待して筆をおし

その後42年11月末から12月にかけて連絡会の運営についてひと騒動あったが，それから約一年

聞は大したこともなく過ぎた. 43年12月4日，横浜分校で中央自治会，各学部自治会等と学長会

見が行なわれ，学生倒IJから次の 7項目の要求があった.

① 学生施設の拡充と学生による完全管理

② 学部新設に伴う現学告11の改l~ ， カリキュラム改悪の反対

③ 研究施設の拡充，マスフーロ化反対

④ 文部官僚の大学横すべり反対

⑤ 学生部廃止

⑥ 工学部見解の撤回と自己批判

⑦ 大学当局の一方的統合推進を自己批判せよ

このH与は午後3時から 7時30分ごろまでで，話合いも割合なごやかに行なわれた.

419 



つづいて同年12月17日，工今!:111¥で第2回学長会見が行ーなわれた.これは午後4時30分より行な

われたが，学生側は工学部見解徹回に閑し，工令部長の山!市を強く求めたので，午後8時30分ご

ろ小山工学・古1¥長が出席した. 交捗は難航し深夜におよんだ. 小山工学部長は「工学部学生に告

ぐ」なる文書は多くの誤りがあり，学部長は全面撤回する立場に立ち，教授総会に提出する.19 

日までに教授総会で審議し結論を迎給する，などの工~'f:部教授総会の方針と異なる確認書を取ら

れ，またe'{:長も「学生と意見の一致を見ない限り統合配置案の文部省への提出を行なわない」と

の確認書を取られた.18， 19日行なわれた工学部教授総会で、は次の回答を自治会に出すとともに

同文を一般学生に掲示した.

掲示

工学部長は去る12月17日夜，中央自治会から 川 工学部長は常に学生との会見に応じよ (2) r工

学部学生諸君に告ぐ」なる文書は撤回せよ，などの要求を受けた. それに対する回答は次の通りであ

る.

(1] 昭和28年8月の手紙 「工学部学生諸君に告ぐJは撤回できないが，これからの工学部のあり方
については，この手紙の内容にこだわらずに前向きに検討をはじめた.

(2) 工学部長は学生諸君に積極的に会う用意はあるが，12月17日仮のような状態では会えない.

(4) 団交つづく

43年はこうして暮れたが，翌44{r.1月1日清水ケ丘の学生食堂の火災と，それに伴う警官の強

制現場検証により問題はさらにこじれて行った.自治会では，工学部見解の白紙徹回と学生部廃

止問題を中心に，1月14日の団交を要求してきたが17日に至り，工学部教授会は種々会見の条件

を付して，1月20日小山工学部長が自治会代表と会うと回答した.学生側はこれを聞き入れず，

16日夜には工学m長室を占拠し，さらに17日夜事務局の封鎖を行なった.この間小山工学部ー長は
病気のため入院したので，市'任をENUて，学部長代行として河東教授が就任した.
1月17日全共同l準備会が結成され，1月20日学長，全学部長との団交を要求してきた.大学側

は評議会で検討のうえ，これに応ずることとなった.学生側は①学生部の廃止②工学部見解

の徹回③統合に関する問題等を持ち出した.

つづいて 1月23日午後6時，清水ケ丘で団交が聞かれ，学生部の廃止，事務官の罷免等の要求

が出され， 休みなく~・長を追及， 24日午前 111寺30分遂に学長は疲労はなはだしく，医師の診断の

結果，退};';'t{Ac養した.山治会はさらに河東工学部長代理にほこ先を転じ攻め立てたので，同代理

も遂に貧血を起こし，急救車により病院に入院するに至った.よって次回1月28日団交を再開せ

よということでひとまず解散となった.なお小山工学sI¥長は1月20日辞任した.

(5) 最悪の事態に突入

大学側では学生側の要求する 1月28日の団交再開には応じなかったので，教育学部は1月25日，

分校は1月27日， 経済学部，経営学部は 1月29日，工学部は 1月31日， それぞれ無期限ス トライ

キに突入し，2月1日より全学封鎖が行・なわれた.

封鎖と同時に教官は学I)すにはいれなくなったが，清水ケ丘では事務官はしばらく勤務をつづけ
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ていた. 工学部は松尾事務長の方針もあって， 2月1日から，横浜市立横浜工業高等学校長石

山延雄の好意により，同校寿分校(中区翁町)へ移転して事務をとることになった.同事務長は

あらかじめその日のあるのを予想して，重要書類，その他事務機器類を持ち出しておいたのであ

っTこ.

ヲ守分校の木館は戦災をうけた鉄筋コンクリー卜造であったが，事務室は木造校舎の一部を伯叩

し，教授総会などはすべて本館のけlの教室を使用させてもらった.そして7月末封鎖解除までこ

れを借用したのであった.

全学スト突入に際し中村学長は「ヤ報J(44年 2月10円発行)で次のように述べている.

紛争について思う 学長中村康治

12月4日学生自治会の求めに応じた学長会見に

はじまる今回の紛争は，大学側の対応が円滑を欠

き全学ストライキへと発展したことは誠に残念な

ことである.

本学の統合問題は新制大学発足以来の懸案であ

り，幾多の先輩方の努力の空しくなった苦い経験

の後，大学の将来を託すに足る理想の土地を得

て，その地へ建設する計画第一案の提示にまで至

って停屯することになった.省みるに4年前の大

船案，さらに保土ヶ谷案へと計画は拡大しながら，

より大きい可能性を求めて変わっていった.鎌倉

校舎火災復旧をおさえでの統合計画遂行は学内一

部に大きい不便に耐えることを要請しつつ，一日

も早い新建設開始を期し，それに向つての努力が

なされて来た.

しかし大学変革の急速な動きがあらわれてきた

とき，従来の大学像のもとに将来を 卜した計画は

果してこのままでよいであろうか，これまでの計

画は再検討さるベきではなかろうか.こうした疑

問を私は私自身に投げてきた.同時にそれは私よ

りも大学の将来を担う若い方々の意見，またそれ

らの人々の研究と討議の上に求めらるべきであろ

うと考えた.こ うした思いが12月4日学生との会

見の席上大学の 「たましいjを求めねばならない

という私の発言となった.

「工学部見解Jf士大学における学生の位置づけ

に関する基本問題を含んでいる.それについて学

生の自治が「ままごと」自治か，責任ある社会的

一個の人間と同じ責任をとる人間集合の自治と考

えるか，その何れかによって撤廃する，しないが

きまることであろう.その何れをとるか，それは

学生自ら其責1)に考えるべき問題であると私は考え

た.これが「ままごとJ自治か否かという私の発
言となった.その後曲折を経て「工学部見解」は
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廃棄された.こうして学生側には重い責任が課せ

られたことになった.

12月17日学生側との第2回会見におし、て保土ヶ

谷配置計画案は学生側と基本的意見の一致をみる

までは文部省へ提出しないと約束したが，それは

配置案について学生側は勢力的に検討を行なうと

いう前提のもとでの約束である.学生側に対して

のこの私の約束は教官仮ijには不満の強いことがみ

うけられたが，これによって学生自身が責任を担

うことになるわけで，私は敢えてこれを行なっ

た.

元日 2回にわたり自治会室より出火，これは不

審火として極めて不可解な事件であったが，この

とき学生側の示した行動は一人前の責任をとる自

治を主張する者のそれと言えるであろうか.

こうして1月20日の所潟大衆団交となったが，

私自身風邪で高熱を出し， 1月12日にはじまる団

交要求に応ぜられなくなるなど多くの学生の要求

に円滑に応えられず. i学生資料Jなる学生部職
員の作った文書の暴露によ って，学生部に対する

不信感は多くの学生のみならず，教官の中にも深

くなり，学生部廃止の要求は教授会側においても

現実性をもって方向づけられるに至った.

こうして統合問題そのものはし、っか後退し，学

生部廃止問題としてストライキは燃え拡がってい

く観を呈した.しかしその間保土ヶ谷配置図に対

しては白紙撤回となって要求が強まってきてい

る.それは配置図の勢力的検討放棄の結果による

ものであろうか.

設計委員会が長い時II~Jをかけてまとめた配置案

は全大学へはじめて示された具体的な第一案であ

り，それについては各方面からの意見が求められ

ている.この案がL、けないということであれば，

これを白紙にかえして第二案を求めることも当然、



ありうると私は考える.さらに大学のたましいを いものである.

求めて統合を最初の点から考え直していこうとい もう一つ本学における現実的問題は教育学部の

う意見もあると思うし，私自身もその必要を感じ 施設を一日も早く改善することである.理想と現

ている.そこまで原点に立ち帰ったときには保土 実，二つの問題をもっ本学の統合計画は両者を区

ヶ谷の土地そのものが使用可能かどうかの検討か 別しながら，その調和を求めて現実的な解決へ向

らはじめねばならないという主張があるともき って早く前進を開始しなければならない.

く.理論的にはそれも正しいことであると私は考 いま紛争はこの本質的な問題をはなれて学生部

えるが，現実的に土地のかく得が如何に困難なも 問題にとらわれているように見える.一昨年来の

のであるか，またそれが客観的には大学の校地と 学長の行動に対する自己批判，工学部見解の廃棄，

して決して悪くない，否望んでも得られないよう 学生部廃止，これで大学の 「たましいJは入った
な条件をそなえた土地が，幸運なめぐり合せと協 と云う意見もあるが，私の発言した「たましし、J
力との結果殆んどがかく得された現在，そこに理 はこのようなものではない.一日も早く大学の本

想の大学をどう空開化するか，それこそ技術者の 質の問題に焦点が合されることをこの際特に強く

仕事である.保土ヶ谷の地に大学建設が出来ない 私は望む.

という技術的見解を示す者は技術を語る資格のな

(6) 田口工学部長の就任

辞任した小山工学部長のあと， この難局をうけて建築学科教授田口武ーが工学部長に就任し

た.就任に際し同学部長は次の通り述べた〔学報44年2月10日発行による).

就任あいさつ工学部長田口武一

昭和44年2月1日という日は，いわゆるストラ

イキと同時に学部封鎖という当工学部にと って関

学以来の最も悲しい日であったと思います.そし

てこの日がまた私の発令の日であったということ

は私の生涯を通して忘れることのできない日とな

ることて、しょう.

このような苛酷な時期に際し，突然、私が皆様方

から工学部長として選ばれましたことは，おそら

く私の能力を過大評価された結果と思いますと同

時に，あるいは私如き者に何等かの期待をされ

たことかとも考えられ，大へん有難いことと存じ

ております.かくなりました上は，ひたすらに工

学部のために，また大学のためにたおれて後やむ

という以外に何が考えられましょう.懸命に努力

する以外に何もありません.

さて，現在の大学には研究に教育に数々の難問

田口武一 (たぐち ・たけかず)工学博士 略歴

昭和10.3 東京工業大学建築学科卒業

11 10. 4.1~ 11 16.8.29横須賀海軍建築部勤務

11 16.9.24 横浜高等工業学校講師嘱託
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が山積しておりますが，私は昨今特に当工学部の

前身の時代に行なわれておりました鈴木煙洲先生

の無賞罰，無試験，無採点とし、う三無主義をしみ

じみと思い出しております.このような教育の理

想が今の時代にはどう評価されるべきでありまし

ょうか，このようなことは速い過去のことがらで

あって，現在では絶対に適用できないことなので

しょうか.いろいろと大学の将来像を思考する中

に度々浮び上って参ります.

いずれにしましても余りにもむずかしいことの

多く将来の予測さえできない時期であります.教

官，事務職員の皆々様，ならびに多くの学生諸君

の御協力を得て，よりよい大学への改革にこん身

の努力を傾注したいと存じますので，何卒くれぐ

れもよろしく御願い申しあげ，就任に際しまして

の御挨拶といたします.

昭和18.6.25 横浜高等工業学校教授

11 25.4.1 横浜国立大学助教授工学部

11 32.7.16 横浜国立大学教授工学部

ノノ 44.2.1~現在 構浜国立大学工学部長



(7) 中村学長辞任

大学では2月5日，武蔵小杉の小杉会館で，評議会を聞き，自治会要求の 2月6日の団交には

応じられないが，次週には開催したい，ただし学生要求の学生部長，同次長，課長の団交出席は

拒否すると回答した.学生側は2月11日全共闘組織を成立させ，いっそう態度を硬化した. 2月

17日中村学長は学長としての紛争解決の方針と評議会の多数意見とが一致しないとして辞表を提

出した.

中村康治学長は辞任にあたって次のように述べている(学報44年4月1日発行後粋).

今回の紛争で統合の実現は大分おくれることに

ならざるを得ないと思います.学生の要求とは別

に統合問題について将来の大学像を目ざして白紙

からもう一度考えてみることもまた必要ではない

かと思l¥，、ます.

学長として私は私なりの考えからできる限り中

立的立場をとろうと努力をいたしました.これは

最初は従来の大学内の事情を考えてのことであり

ましたが，統合計画を進めていく途中，私が特定

の学部に特別lな関心をおけば，自然に公平にやれ

ないであろう.私が学長を終えた後，工学部で再

び仕事をするといたしますと，つい自分のことが

中心になりそうであります.凡俗の私心でありま

しょう.それを断つ意味で再び工学部には帰らな

い決心をして仕事をしておったのであります.し

かし，今回の紛争に際しての学生側の要求や考え

方をみますと，工学部と私とが一体になって統合

推進をやっているといった主張がみられます.こ

れは統合委員会の存在ということにも原因がある

こととは思いますが，この点は私としては残念な

気持であります.また私は教職員の中にも学生側

の考えと似たものがあることを知って，むずかし

いものであると思い，反省もしている次第です.

私の師が人間60歳にならぬと考えは定まらぬと言

われました.未熟者の私の考えは流れ動いていた

と恩われます.そうした事が私の考えが正面切っ

て出ていかなかったのであろうかと思います.ま

た学内の多くの方々の希望を十分吸収しえなかっ

たのであろうと思います.……紛争さなかに去る

ことについて深くお詫びを申し上げます.一日も

早く紛争の解決することを祈る次第です. (3月

1日記す).

(8) 水戸部学長事務取扱の就任と紛争解決への努力

中村学長辞任に伴い44年2月22日の評議会で，水戸部正男教育学部長を学長事務取扱と決定し

た.水戸部学長事務取扱は各学部長および分校主事で執行部を構成し「学生音[1廃止の方針を堅持

し，積極的に団交に応じ，紛争解決に取組む姿勢」を明らかにした.また紛争処理に敏速に対処

し全学の意思統ーのための臨時拡大評議会(臨拡評)を設け，かっ問題になった学生部の活動調

査のため，学生部問題調査委員会を発足させ，さらに大学改革の根本問題を解決する 4つの分科

会をこの臨拡評と緊密に連絡させて，早急に具体的方針を杓ち出すこととした.

このような状況下では特に広報活動の必要性を認め，全学広報委員会，学部広報委員会を発足

させた.工学部では昭和44年2月13日に工学部長名の「お知らせ」という形で第 1号を出し，そ

の後同年3月6日第3号から「工学部広報」と改め，46年7月2日第42号まで発行した.一方全

共闘は闘争方針に革命をめざす政治活動力を次第に強くし，大学側にのめないような条件をつぎ

つぎと出し，それを認めなければ団交には応じられないとし大学側と断絶状態となった.一般学

生もまた次第に全共闘と離れる傾向を示してきた.

3月の卒業，入試など別項のように例年とは極度に異状ながらも，どうやら終えたので，大学

側ではまた紛争ー木にとり組み， 5月8日「基本見解」を全教職員，学生に発表，送付した.こ
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れは，今回の大学紛争の木質を論じ，学生要求の問題点に答えた大学改革の基本方針を示したも

のであった. 1基本見解」はあまりに長文にわたるので省略するが，そのまえがきに次の通り述

べている.

紛争以来既に3ヶ月余，問題は学会統合問題に それは今日，全国的な，さらには全世界的な規模

端を発し， m工学部見解"問題をまじえつつ，学 で爆発している現代大学革新の潮の，わが横浜国

生部問題に触発され拡大深化され，問題はたんに 大におけるあらわれにほかならず，進んでは現代

学舎統合や学生部の機備にとどまらず教授会，学 における社会改革，学問と知性のあり方を根底か

生，事務組織の位置づけ，学園と国家権力の関係 ら問い直す動きの一環をなすものというべきであ

など広く大学自治全体の問題にかかわっている. ろう.

6月14日， さらにこれを具体化した「第2の基木見解」を全乍生に送り， 全学集会を計画し

た.それらの基本方針をも って5月中旬からクラスごとや，ゼミ単位，科単位で一般学生との話

什いを開始した.

まず2部自治会は，全学交渉委員(大学側).大学執行部全員と交渉にはいった.一方昼間の

学生も改革推進準備会(工学部革折'0.全学連絡会議などが成長し，全共闘を攻撃し， 紛争も次

第に自主的解決の方向に向かっていった.

工学部は，他学部に先がけ 6月30日に工学部集会を計画したが，この時は全共闘の妨害によっ

て実行できなかった.一方臨拡評は全学集会を聞いて全学:生に大字・の方針を伝えようとしたが，

時期，方法等についてなかなか意見が一致しなかった.

(9) 工学部の封鎖解除と授業再開

この全学封鎖中. 4月5日弘明寺構内. 7月7日清水ケ丘構内で、不審火災が起こり，また清水

ケ正にはたびたびポヤが起こ った. このような事情や，大学立法成立予想，翌年度入試などを考

え，工'宇部長はさ学長事務取扱と共に管理者としての責任上やむをえず機動隊の導入により 7月25

日封鎖を解除した.

すなわち44年7月25日lj..前7時，水戸部学長事務取扱，田口了ー学部長らは正門前で「構内の学

生及び職員は7時10分までに構外に退去せよ」と退去命令を発し，機動隊約500名の応援のもと

に教職員が学内にはいり，正門のパリケー ドを撤去し，封鎖を解除した.同時に多数の県警検証

班が検証を開始した.構内には全く学生の姿はなかった.午前911寺55分検証を終わり，機動隊の

学内荒廃の状況 44.7.25(工学部正面) 同友(工学部長応接室落書)
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名教自然碑前より正門 正門のパリケード撤去

封鎖解除時の工学部 44.7.25

本館前の機動隊の整備 正門のロックアウト

大部分は退去し， 1個小隊が残り常駐， 警備にあたった.この7i?駐は，工学部内の諸状況がほと

んどすべて復旧した10月6日まで続けられた.

6カ月余の封鎖であったが建物の破壊はほとんどなかった.本学では封鎖解除と同時に次の声

明苦-を発し，工学部正門前にもこれを掲示した.なお封鎖解除後もしばらくは木竿職員および特

に許可された者以外の構内立入りを禁止した.

声明書

1. 国有財産管理責任者としての職権に基づき，封鎖を解くため，機動隊を導入した.

2. 理由

(1J 本年2月1日以来6ヶ月近く封鎖が続き， 教職員の構内立入りが阻止されて，研究施設の荒

廃，事故発生の可能性の増大によって，このままの状態をこれ以上放置することはできない.

(2) 大学当局は今日迄あくまでも話合いによる解決を望み，全学集会，学部集会の提案をいく度か

行なってきたが，いずれも学生自治会中央委員会によって拒否された.問委員は集会への事務官出

席，電話設置等問題の本質とかけ離れた条件をたてに，大学からの集会提案を拒否してきた事実か
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ら，問委員会側には大学と話合う意志が全く無いと結論せざるをえず，話合いによる解決の望みが

断たれた.

C3J 一方工学部の一般学生による平和的紛争解決への動きも見受けられるが，全共闘，工関委によ

る暴力的圧力により，具体的成果を期待することは困難となり，さらに近日中に開催を予想される

一般学生による集会が，全共闘等により暴力的に阻止され，学内において重大な暴力事件が発生す

る懸念が生じてきた.大学当局は，学内においてこのような暴力事件が発生することを断じて許す

ことはできない.

C4J 学舎のパリケード封鎖の理由が大学に対する改革の要求から離れ，学内問題と無関係な政治闘

争の手段に転化し，これに伴って学外者(外人部隊)の侵入のおそれが増大し，大学施設の破綾が

予想されるようになった.

3. 今後の処置

9月に授業再開を目標として，学舎を一時閉鎖し内部の整備を行なう.

昭和44年7月25日 横浜国立大学長事務取扱 水戸部正男

横浜国立大学工学部長 田 口 武

今回の機動隊導入による封鎖解除は，これまで工学部の取ってきた方針の一大転換で、あり，ま

た，学生の事前察知による破壊工作を防ぐため教授総会へも諮ることができずに実施されたが，

紛争解決への第一歩としてこれを認め，工学部のその後の足並みはきわめてよくそろったもので

あった.

しかしながら，翌7月26日から8月10日に至る聞は連日のように正門前で，学生が騒ぎ，各種

の子学生団体からの予備折衝，団交要求の申入れが行なわれたりした.

8月5日，工学部で;は臨時学生大会を聞き，新工学部自治会を発足させた.工学部側では現段

階における唯一の交捗相手としてこれを認め，数次にわたる交渉がつづけられた.そして 9月11

日から，それまで自宅待機させられていた 1年生を最初とし，各科各学年で逐次授業が再開され

た.

(10) 水戸部学長事務取扱の辞任

水戸部学長事務取扱は前に述べたように，臨拡評の話合い路線による自主解決方針と異なる工

学部における封鎖の強制排除を評議会にも部局長にも相談なく行なったととにつき，これらの人

々からの不信をまねき学内の芯見の一致をみないことの責任をとり， 44年 9月 1日辞任した.

辞任にあたりで水戸部正男 (9月6日)

私は8月14日協議会の席上で学長事務取扱の辞 学園にとって創立以来の非常事態に私ごとき者

任を申し出で，同21日の協議会で受理され， 9月 が6か月間も責任ある重要な地位を与えられたこ

1日付けで解任の辞令を受けた.辞任の理由は， とに不思議な感をもたさ.るをえないが，この間多

もともと暫定的短期的である学長事務取扱がすで くの方々のご支援をいただいたことを深く感謝申

に3月1日就任以来半歳になり，しかも紛争の解 し上げたい.いろいろ思い出は多いが， 2回にわ

決にはほど遠く，あまつさえ紛争解決の方策にっ たった“基本見解"は執筆者が精魂をこめ，知能

いて学内の意見は必ずしも一致を見ないことに寅 をしぼったもので，紛争解決の指針となる内容を

任を感じたからである.幸いに学識 ・経験豊かな じゅうぶんもっており，全学がこれを討議の資料

越村教授にあとをお引き受けいただし、たから私は として大いに活用していただきたいと思う.

安心して学部にもどることができる. (学報 44.9.10号〉

426 



水戸部正男(みとぺ・まきお)法学博士 略歴

昭和10.3 東京文理科大学国史学科卒

11 10.4.5-11 18.3.31公立学校教諭

11 18.4.1-11 22.3.14神奈川師範学校助教授

11 22.3.14 神奈川師範学校教授

11 24.6.30 横浜国立大学助教授学芸学部

11 37.4.1 横浜国立大学教授学芸学部

(41. 4. 5 教育学部と改称)

昭和42.5.10-11 44.8.15 横浜国立大学教育学

部長

11 44.3.1-11 44.9.1 繊浜国立大学長事務

取扱

11 46.9.1-現在横浜国立大学教育学部長

(11) 越村学長事務取扱の就任と紛争解決への決意

昭和44年 9月 1日，経済学部教授越村信三郎は学長事務取扱に就任した. 9月4日次のよ うに

学園再開を全学生に呼びかけ，積極的に木問題に取り組んだ.

学長代行をお引受けするにあたって越村信三郎(1969年9月4日〉

わが横浜国大の頭上には，ダモタレスの剣がつ

るされています.危機というほか言いようがあり

ません.

この大学を廃校にみちびくことは，民主主義の

トリデを掘りくずすことを意味します.

一致して望みさえすれば解決は即座にえられる

のです.勇気をふるってたたきさえすれば重い扉

も開かれましょう.

全学のみなさんノ いまこそ力と心を合わせて

外からの圧力を排し，内ではドラスチックな改革

を推進して，真理探究のゆるぎない場を創りだす

ために努力しようではありませんか.

〈学報 44.9.10号〉

越村信三郎(こしむら・しんざぶろう)経済学博士略歴

昭和8.3 東京商科大学卒 昭和36.4.1-11 38.3.31横浜国立大学経済学部

11 8.3.31-11 12.3.31横浜高等商業学校講師 長

11 12.3.31 横浜高等商業学校助教授 11 44.9.1-11 45.3.1 横浜国立大学長事務取

11 14.9.30 横浜高等商業学校教授 扱

11 24.6.30 横浜国立大学教授経済学部 11 45.2.28-現在 横浜国立大学長

(12) 工学部集会

44年 6月ごろから全共閥系の学生自治会は，次第に一般学生の支持を得ることが少なくなり，

その一部はいわゆる民青系へと近づく様相を示していた.前述のように， 8月5日に発足した新

学生自治会を大学側が正規のものとして認めるころには，民青系新自治会として応化3年奥村欽

一委員長が中心となって，大学側にいわゆる団交を申し入れていた.

工学部当局は， 9月17日午後1時過ぎから工学部体育館で，学生約 180名，教官約60名参加の

もとにこの新執行部と学部集会(いわゆる大衆国交)を行ない，①工学部見解 ②学生との交渉

およびストライキ ③学生の自治活動および処分制度④学生の大学の管理，運営への参加 ⑤ 

学生部問題 ⑥厚生施設 ⑦大学自治防衛の7項目について話合った.この集会で大学側と学生

側とはほぼ合意に達したが， 7月25日の機動隊導入，常駐およびストライキ中の授業再開などに

ついて，両者の見解は大きく食い違っていた.また，当日の学部集会さえ機動隊によって全共閥

系学生の妨害を排除してもらって，ようやく開催している点を工学部長から強く指摘されたりし

て，大学側のかなり強い姿勢が示されていた.
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この集会の7項目要求などが，後に大学執行部と学生自治会統一代表団との全学集会しかし，

に提案される確認書のもととなるものであった.

入品佐A
i二寸い芳ミzζ(13) 

44年 9月29日午後，横浜公園体育館で，大乍執行部と学生自治会統一代表団 (代表電気3年種

帰建夫)共催の全学集会が開催された.

この集会は正午からの予定であったが，予定よりかなりおくれ，11'後3時30分からようやく開

この間， 全共闘系ヤ~Þ.の執ような抵抗にあ って，相当多数の学生と教官の大部分が入場かれた.

しばしば議事が巾断し

交渉は，学生側が紛争の経過報告をしたあと，9項目にわたる要求を大学側に示し，大学側が

これに答える形で進められた.学生側要求の 9項目のほとんどは合意に達したが，工学部の機動

また，開催中3方のI-H入口付近で繰返される小ぜり介いのため，できず，

た

田口工学部長と鋭く対立し，結局

もの別れとなって，午後7時30分ごろ閉会した.そしてこの 9項目の合意事項は， 10月2日全共

闘の妨害をおそれ，東京本郷の学士会館で双方の署名を終わり，各学部および学生代表団側にそ

またストライキ中の授業強行などについては，隊導入，常駐，

それぞれが承認してから初めて確認書が発効することであったが，工学部では，れぞれ持ち帰り，

このうちの 3項目について承認せず，10月14日の評議会でもこれが了承されて， 12月27日付けで

次のような確認書が正式に交換されたのであった.

全共閥系学生と統一代表団側のこの全伊集会の会場として借用した横浜市の体育館は，また，

100万円以上の損害を生じ，後にこれを学長はじめ，
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横浜国立大学

全学学生自治会統一代表団代表

経済経営学部学生自治会委員長

学芸学部学生自治会委員長

工学部学生自治会委員長

分校学生自治会委員長
経済経営学部第 2部
学生自治会委員長代行
工学部第二部
学生自治会委員長代行

学生との聞の，終日にわたった乱闘のため，
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総
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三
」
寸

信

十
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五
憲

郎

達

教官の有志が弁償するということになった.

確認書 1969年12月27日

横浜国立大学長事務取扱越

教育学部長河

経済学部長長

経営学部長清

工学部長田

教育学部横浜分校主事宮
経営学部夜間学部主事相
経済学部夜間学部主事 内

工学部夜間学部主事小

村

村

洲

水

口

田

野

栗
道

I 大学の管理運営の民主化

(1) 大学当局は，いわゆる「大学の自治=教授会の自治」という考えを廃棄し，

紙撤回する.

(2) 大学は教官，学生，職員の3者によって構成され.3者はその機能と立場の相違にもかかわら

ず，それぞれ固有の権利をもち，それぞれが大学の自治を守る責任ある主体として，ともに大学の

自治を担うものであるという基本原則を確認する.

(3) 教官，学生，職員の意思を大学運営に正しく反映させるため，全学的な協議機関を設置する.こ

の機関は，教育，研究，管理運営にかかわる相互に関係ある重要事項につき， 3者のいずれかが提起

した場合，これについて協議・交渉する場であり，ここで合意に達した事項については，評議会，

教授会等の審議 ・決定機関において尊重される.この協議機関の性格，構成，権限等について，早

「工学部見解Jを白

孝山内
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急に準備委員会を設けて検討する.

(4) 学長の選出には，なんらかの形の学生参加を認める.その具体的な形態については今後検討する.

(5) 評議会 ・教授会は，その議題および決定事項を原則として公開する.

(6) 大学の予算，および決算の具体的周知方法について今後検討する.

(7) 学生施設(学寮， 学館， サークノレ室， 自治会室等〕は， それを利用する学生自身の手で責任を

もって運営されるべきである. 10管規J1学館設置要項Jは文部省が大学施設の実質的な管理運
営に介入することであり， われわれはこれを認めることはできない. また「負担区分jについて

も， 文部省が一片の通達で・全国の大学を一律に規制すベきではないと考える. 学寮， 学館などの

学生施設の管理運営は， 明確に法の制約がある事項は別として， 実質的にはこれを学生に一任す

る.

E 学生の権利の保障

(1) 学長，学部長，分校主事，二部主事および学生部長は，各単位自治会のいずれか，あるはい二以

上が協議ないし交渉を要求し出席を求めたときは，これに応ずる.この協議ないし交渉は原則とし

て公開する.

交渉団体の構成員全員の参加を前提とする交渉を要求し出席を求めたときにも，これに応ずる.

具体的ルールについては，今後協議して決める.

(2) 学生の総意に基づいて集団的授業放棄 (1ストライキJ)が行なわれた場合，教官は処分や授業強

行によってこれに対処するのではなしこれを行なうにいたらしめた原因を取除くよう努力する.

(なお. rストライキ」の概念のなかには，占拠，封鎖その他の暴力行為をふくまない.) 
(3) 学生の自治活動は，他の構成員の権利の侵害，施設の損傷等をともなわないかぎり，自由であ

り，これを保障する.この観点から施設の使用，集会，掲示などにかんする現行の諸手続，諸規則

を学生と協議して改める.

(4) 学生の自治活動を対象とする処分は行なわない.その他についても教官側による一方的処分は行

なわず，現在の処分制度は学生と協議の上，根本的に再検討する.

なお，今回の「ストライキ」については，処分を行なわない.

E 学舎統合について

(1) 保土ヶ谷地区への統合計画のこれまでの立案過程において，学生の意思が充分に反映されてこな

かったことをみとめ，統合について全学の意思を反映させるための協議機関を設ける.

(2) 43年12月中村前学長による 「現在の段階において統合推進における学生と教官との基本的一致が

みられないので.12月の配置案の提出は中止するJとの確約を再確認する.
配置案は現在白紙の状態にある.

W 学生部問題について

川学生部長は今後とも教官が兼任する慣例を保持する.その選考過程には学生の参加を認める.

(2) 学生部廃止の基本方針を堅持し，終局的には大学がすべての人事権をもち，教職員・学生の意見

が充分反映される厚生のための部局をつくるべく努力する.学生部廃止にいたるまでの暫定案は，

今後学生と協議して決める.

(3) 学生部問題調査委員会の本報告を検討して，他大学への第二次アピーノレを早急に作成し，公表す

る.

(4) 学生部予算は公開し，そのうち学生関係の予算の配分は，協議機関を経て，学生聞の協議に基づ

いて決定する.

V 大学当局は焼失施設の復旧，その他厚生福利施設の充実に努力する.

VI 授業の内容，方法，カリキュラムについて，学生の意思を反映させる具体的方策を検討する.

VlI 機動隊，ロックアウト問題

(1) r大学紛争Jの解決は大学構成員の自主的努力によって行なわれるべきであり，原則として外部
の力(響察力等〉に依存することはしない.
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(2) 火災，盗難，傷害等の刑事事件にともなう箸察の学内立入りが問題になる場合でも，できうるか

ぎり学生自治会と連絡をとるなど，大学自治の侵害にならぬよう万全の措置をとる.

四 自衛官，警察官の入学問題

(1) 自衛官，欝察官の派遣入学は，派遣母体の性格が学術研究の府としての大学の基本的性格となじ

まないのでこれを拒否する.

(2) いわゆる個人入学については，望ましい教育環境を確保し，大学自治をまもるとし、う見地から個

々の場合について慎重に判定する.

IX r大学法」問題
(1) さきの評議会決定に基づく前学長代行声明，各教授会声明，評議会確認に明らかなとおり. r大
学運営臨時措置法jには基本的に反対である.

上記のうち. 1 ......(7). n.…(2). VJ[..…(1)の3項目については，工学部教授会で未承認である
が，今後承認された場合は，評議会の承認があったものとする.

了解事項

(1) 確認書に 1(3)ついて

協議機関への職員の参加の方式については今後検討することとし，さしあたり教官，学生の二者

により準備委員会を発足させることができる.

(2) 問E全体について

体育会の問題については，本E項の精神に基づいて，今後学生と協議する.

(3) 悶IV全体について

学生部問題にかんする大学当局の謝罪と文部省にたいする抗議文のことについては，学長代行が

全教官を代表して，何らかの形で所信を表明する.

(14) 清水ケ丘封鎖解除

10月9日越村学長事務取扱は清水ケ丘校舎を封鎖，占拠中の学生に対し 「固有財産の適正な管

理，大学の再建，運営上重大な支障がある」として，すみやかに封鎖を解き，退去するよう通告

を郵送した.また各学部長，分校主事も連名で同趣旨の退去要求文を郵送した.

工学部が7月25日に突然機動隊を入れて封鎖を解除したときには，大学としての話合い路線を

勝手に逸脱したとして，他学部からは激しく非難されたが，清水ケ丘の封鎖も結局は機動隊の力

に頼らなければ，最後の解決はつかなかった.

清ぷヶ丘 (昭事1<<年10月)
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すなわち 10月29日午前9時，越村学長事務取扱は清水ケ正占拠中の学生に対し退去命令を伝

え，県警機動隊の協力により ，正門パリケードを徹去， 9時30分から現場検証が行なわれ， 10時

30分終了した.実に 9カ月におよぶ封鎖であった.

封鎖解除と同時に次の告示が出された.

立入禁止

構内整理のため，本学教職員および特別に許可された者以外は，当分の間本学構内に立ち入ることを

禁ずる.

昭和44年10月29日

横浜国立大学長事務取扱 越 村 信三 郎
品ニ ー
ロ 刀て

1. 本日午前9時，警察力の協力のもとに清水ケ丘キャンパスの封鎖、を解除した.

2. 大学はこれまで，全共闘の諸君による自発的な封鎖解除を求めて，なしうるかぎりの努力をはらっ

てきた.一方，各自治会は封鎖解除を決議し，また全学集会をとおして大学と自治会統一代表団との

聞で「確認書」が承認され，この線にそった大学改革が推進されることになった.今やキャンパスの

封鎖占拠は，大学改革を妨害するのみならず，大学そのものの崩壊をもたらそうとしている.大学は，

封鎖解除のあらゆる手段を検討し，追求した上で，やむをえぬ必要事として本日の借置をとった.

3. もちろん本日の封鎖解除は，真実の紛争解決，真実の封鎖解除のための経過的な一歩にすぎず，今

後の大学改革のための出発点の一つにすぎない.大学は，大学の問題は大学構成員の理性的，自主的

な努力によってのみ解決されるとの原則を堅持している.

4. 9カ月にわたる封鎖の結果，キャンパス内の荒廃は極度に達している.目下教職員全体が応急の保

全と復旧の作業に従事している.この緊急異常事態の現在，ただちに多数の学生諸君が構内にはいる

ことは，いたずらに不測の混乱や危険を招くおそれがあるので，入構はいましばらく待ってほしい.

5. キャンパス内の復旧のめどがつき次第，早急に大学の機能を再開する予定である.

昭和44年10月29日

(15) 全学授業再開

横浜国立大学長事務取扱 越 村

横浜国立大学教育学部長 河 村

横浜国立大学経済学部長 長 洲

横浜国立大学経営学部長 清 水

横浜国立大学
教育学部横浜分校主事 宮 国

信三 郎

十寸穂

直

新

憲

11月25日清水ケ丘地区の各学部(教育，経済，経営)および横浜分校の授業がいっせいに開始

されfこ.

同地区 3学)}IIおよび分校(一般教育)の授業再/JIJは当初11刈18日に子主されていたが，当日は

出乱が生じ延びたものである.

こうしてすでに 9月11日から授業開始の工学部と共に，ここに全学授業が再開され約11カ月 に

わたる長期紛争もひとまず解決した.

4. 全学封鎖中の工学部入学試験

44年の入試は全伊封鎖のため，やむなく日吉の慶応義塾普通部と東京新宿の文化服装学院を借

用して 3月23，24の荷日行なわれた，しかしながら，この時の試験場の確保は，並たいていのも
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のではなかった.日吉の慶応義塾普通部は，前から予定されていた試験場ーの一つで、あ ったが，新

宿の文化服装学院を借り受けたのは，試験当日のわずか3目前のことであった.これは東京等々

力の武蔵工業大学を全面的に借りて，大部分の受験生をここに収容する予定でいたところ，3目前

に突然断わられたのである.武蔵工大の非'情をなげく一方，当時の文部省管理局長の助言もあっ

てか，並木学園文化服装学院大沼 淳理事長の好意はまことに感謝にたえないものであった.

事実，もしこれが借用できなかったら試験場がないために工学部の入試が実施できなかったと

いう大事件を引きおこすところであった.それにしても平素なら，いろいろな手続きや段取りな

どのため，10数日を要するのに，わずか2日間で，夜を徹しこの膨大な試験場の準備をなしとげ

た担当教職員の一致協力した努力はまことに涙ぐましいものがあった.各試験場では入試を阻止

しようとする自治会学生の動きがあるとして，試験場にチェッグポイントを設けて受験生を入場

させ，あるいは外部の力を借りて周辺を警戒するなどし，まずまず無事試験を終えた. 3月31日

午後3時蒔回公園を借用し合格者の発表掲示を行なった.

44年度の全学の入学定員 1，350人(昨年と同数)に対し，志願者は昨年より 1，530人の械であっ

fこ.

昭和44年度横浜国立大学入学者状況

区 分
合格者数 率

(A) !A) I (D) (E) (D!E) 

教育学部 450 2，075 4.57 1，505 473 3.18 
(2，531) 

経済 11 
140 2，727 19.48 1. 427 142 10.05 

(3，482) 

経営 11 
120 1，939 16.16 1，131 129 8.77 

(1，694) 

経営学部第2部 80 351 4.39 247 80 3.09 
( 350) 

工 学 音R 500 5，492 10.98 3，346 503 6.33 
(6，036) 

工学部第 2音11 60 434 7.23 353 57 6.19 
( 437) 
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{注) 志願者欄 ( )数は的年度のもの
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昭和4Ml皮工学部入学者状況

区 分 定 員 志願(B者〉数 出(B/A率〉
受験者数 合格(E者)数 (D率/E) (A) (D) 

機械工学科 100 987 9.87 609 99 6.15 

応用化学科 40 505 12.63 291 40 7.28 

電気化学科 40 209 5.23 137 40 3.43 

建築学科 80 1， 269 15.85 827 81 10.21 

造船工学科 40 562 14.05 331 40 8.28 

電気工学科 80 1. 212 15.15 678 80 8.48 

金属工学科 40 229 5.73 131 40 3.28 

化学工学科 40 239 5.98 163 40 4.08 

安全工学科 40 281 7.03 171 43 3.98 

二郎機械工学科 30 268 8.93 216 27 8.00 

二郎応用化学科 30 167 5.57 129 30 4.30 

5. 卒業式中止

学園紛争のため予定されていた44年 3月18日の例年のような全学統一卒業式は中止され，7.)'(j=! 

ml学長事務取扱から次のような文書がそれぞれ卒業生あてに送られた.

卒業生を送るに当りて 水戸部学長事務取扱

横浜国立大学は，昭和43年度において卒業式を

挙げることができなかったばかりでなく，多数の

卒業延期者を出さざるをえない事態となったこと

は甚だ遺憾である.それにもまして，卒業生諸君

が大学にたいし多くの不満と不信の念を解消しな

いままに学窓を後にしたのではないかと想、像され

ることはまことに悲しい極みである.

しかしながら，大部分の諸君にとって，わが横

浜国立大学は，最後の学窓である.

ここでの四年間を顧みるとき，断ちがたい来fが

諸君をとらえて離さないであろう.

大学もまた諸君の後姿をいつまでも見守るであ

ろう.大学は諸君とともに別れの言葉を交し，杯

をほすことはできなかったが，後をふりかえる諸

君と諸君を見守る大学とは強い鮮で結ばれている

6. 入学式中止

ことを私は信ずる.

大学は， ~'i 苦難のなかで，新しい大学改革へ

の道を歩もうとしている.諸君もまた，わが大学

の再生への努力を，愛着をもって見つめて欲し

L、.

諸君一人一人にとって，これから新しい人生が

始まる.その点，心からお祝いの挨拶を送りたい

と思う.人生に生きる意義をあらためて諸君に諮

る要はないかも知れないが，老婆心ながら一言さ

せて頂きたい.人生の意義は，各自が実力を蓄え，

その実力を発揮し，自分が属する社会や広く人類

の進歩発達に貢献するところにあるものと考え

る.諸君は絶えず実力の酒養に努め，多くの困難

をものりこえ人生の勝利者になって頂くことを切

望し，諸君への銭としたい.

学園紛争がつづいているため，44年 4月14日に予定されていた入学式は延期され，新人生は自
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宅待機となった.このため水戸部学長事務取扱は次のあいさつ文を送り，新入生に対し大学のお

かれている重大な事態を認識し，冷静な理解と自主的な判断に基づく協力を切望した，

あいさつ文次の通り.

新入生諸君への挨拶 学長事務取扱水戸部正男

新入生の諸君，私は本学を代表して，諸君の入

学を心から歓迎いたします.しかし，同時に本学

がし、まなお紛争の渦中にあり，入学式の挙行もし

ばらく延期せざるをえないという異常な事態のも

とに，諸君を迎えなければならなかったことをま

ことに残念に思います.大学としては，このこと

をお詫びするとともに，一日も早く諸君をキャン

パスのなかに迎え入れるために，一層努力する決

意であります.とりあえず，今日の大学が直面し

ている事態について所見の一端を述ベ，新しい学

園創造のための諸君の自覚と協力を期待したいと

思います.

大学はいま大きな変革期にあり，本学もその激

動のなかに置かれています.社会と文化の変化の

なかで，これまでの大学における研究と教育のあ

り方，自治のあり方が根本的に問いなおされてい

るのです.先日お送りした「新入学の諸君へJを
通して諸君も御承知のように，今回の本学の紛争

は，直接には保土ヶ谷統合問題を発端とし，学生

部問題をきっかけに激化してきたものです.しか

しそれらの問題の含んでいる内容を検討してみ

ますと，いずれも今日の大学が共通に直面してい

る根本的な諸問題にかかわる性質のものです.し

たがってまた，たんに大学のあり方ばかりではな

し現代における社会や文化のあり方の全体にか

かわるものでもあります.現代においては，高度

の工業化，組織化の進行とともに，民主主義や市

民的自由の形骸化，知性の細分化，人間の自己喪

失といった問題が顕在化しつつあります.こうし

た社会的 ・文化的な状況のなかで，あらためてこ

れまでの大学のあり方が閉し、なおされておりま

す.

今日，改革を必要とするのは，なにも大学だけ

ではありません.しかし，さまざまな形でこうし

た社会的 ・文化的な状況のなかに組み込まれてい

きながら. r理性の府Jという美名のもとに，大
学がこれまで自主的な検討と改革への努力を，き

わめて不十分にしか行なってこなかったことはた

しかです.本学の教官は，こうした自己反省にも

とづいて，今回の紛争を通して学生諸君から提起
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された諸問題を，正面からその本質において受け

とめ，まず本学自身の改革を通して問題の根本的

解決への道を進もうと考えており，すでにさまざ

まな形でその第一歩を踏み出しております.また

当面の紛争についても，積極的に改革のための具

体的な方策を提起するとともに，どこまでも学生

諸君との理性的な話合いを通して，その解決をは

かつていきたいと考えております.

ところで. r大学の自治Jは「学問の自由Jを
保障するために必要なものであります.そして，

外部のさまざまな力から自治や自由をまもってい

くためには，どうしても大学の構成員である教

官，職員と学生諸君との共同の努力が必要であり

ます.共同の努力によって自主的な改革を推進し

ていくとともに，大学をして真に自由で自律的な

研究と教育の場，充実した知的創造の場たらしめ

なければなりません.そうすることによっての

み，大学は社会の進歩，文化の発展に寄与しうる

でありましょう.こうした見地から，新しく本学

の構成員となった諸君に望みたいことは，まず第

ーに大学生としての心がまえを確立してほしいと

いうことであります.言いかえれば，生活と学聞

に対する自主的 ・主体的な態度を確立し，学聞を

通して大学生としての実力を養うことに努力して

ほしいということであります.

ここで大学生としての実力というのは，けっし

ていわゆる学力だけをいうのではなし学問の裏

づけをもった物事についての自主的 ・総合的な判

断力のことであります.大学生活の意義は，諸君

のひとりひとりがこうした実力を身につけること

にあると思います.学聞の裏づけのない自己主張

は，ともすれば主観的なひとりよがりに流れがち

です.私たち教官一同は，諸君が本学でこうした

真の実力を養っていくことを期待するとともに，

そのためのよき助言者としての役割をはたしたい

と念願しております.諸君はまた，私たちにとっ

て，大学自治の共同の担い手でもあります.残念

ながら現在のところ在学生諸君との連帯のきずな

はなおつながらず. r全学封鎖jといった異常な
事態が続いておりますが，私どもは自主的に紛争



を解決し，全学をあげて大学の改革と学問の発展

に取り組んでいきたいと存じます.新入生諸君も

大学のおかれている重大な事態を認識され，冷静

な理解と自主的な判断にもとづく協力を切望して

7. 田口武一 工学部長に再選

やみません.

昭和44年4月14日

〈学報 44年4月10日号〉

昭和44年2月1日発令の田口工学部長の任期は，横浜国立大学工学部長候補者選考規定により

就任した日の翌年度の末日となっているため， 45年3月末日をもって， 1期1年2カ月の任期を

終わるので，2月23日工学部長候補者の選挙が行なわれた.その結果田口教授は， 1回の選挙で

有効投票数の過半数を獲得し，任期1カ年の予定で再選され，これを受諾した. (略歴前出)

8. 黒川教授逝去

昭和44年5月14日，機械工学科教授黒川恒勝工学博士は，心不全で逝去した.同教授は，昭和

7年東北帝大工学部機械工学科卒業後，石川島飛行機製作所を経て，東北帝大講師となり，昭和

14年3月，横浜高工教授，昭和24年横浜国大教授に任命された.

専門は流体工学，特に流体機械を専攻し，学会におけるとの分野での研究業績は高く評価され，

機械工学科においても同教授の円満な人柄によって，学生はもちろん，学内の教職員からも畏敬

されていた.

また，昭和36年には，工学部施設拡充後援会理事となり，募金については同教授に負うところ

きわめて大きかった.

昭和43年4月1日夜間学部主事に就任，その後学園紛争にあたっては連日連夜学生との折衝等

激務をかさね，心身ともに疲労のうちに，心臓発作をおこし，数週間入院加療したが，ついに紛

争の犠牲となった.同日付けで，多年の教育，研究に尽力した功績によって，従三位勲三等旭日

中綬章に叙せられた.
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第3章第3節横浜国立大学工学部(高工・工専〉

創立50周年を迎える (1昭和145年)

本館Jをもって本校誌の最終節とする.すなわちわが工学部では大正9年横浜高等工業学校とし

て発足以来，昭和45年をも ってここに満50周年を迎えた.前節では長期にわたる学園紛争という

いたましい事実について述べたが，それも一応の解決を見，越村学長事務取扱が45年の新年初頭

のあいさつに述べたように，横浜田大のルネッサンス尖:引に全'宇一致協力してまい進せんとする

機運とな った.本稿の最終:LJ:iとして工学部50周年祝賀会で筆を捌(お)くことができたことを喜

ぶ.

1. 45年の新年を迎える 学長の決意のあいさつ

前節で述べたように長いn:Jの本:'-r・紛争も44年末で一応の解決をみ，いっせいに授業再開となっ

たので， 昭和45年正月は~{:園も久しぶりで印lかさをとりもどした.新年を迎えるにあたり越村学

長事務取扱は，次の通り述べ，横浜国大の復興の一 日も早く実現することを願った.

新年を迎えるにあたって 学長:jト務取扱 雌村信三郎

皆さん，明;ナま しておめでとうございます.い それは新しい理念と新しい組織をもったニュー ・

ユニパー"/ティでなければなりません.ま1970半を迎えるにあたり，一言ごあいさつをも

うしあげます.

昨年1月末以来， 11カ月にわたってつづいた本

学の紛争も昨年末でどうやら授業再開にこぎつけ

ました これひとえに皆さま方の絶大なご尽力の

たまものとぞんじ，ここに全学を代表して厚くお

礼申しあげたいとぞんじますー

本年の最大のill!!題は統合と改革の問題でありま

して，これが成るか成らぬかに木学の運命がかか

っているといってもし、し、過ぎではないと思いま

す.

国際港都であり，京浜工業地什;'に位置する横浜

国大は，統合にさい してどんな使命をもつべきで

しょうか.いうまでもなくひろい国際感覚と21世

紀にたいする雄大な展望をもった， しかも，人間

的教養のゆたかな勤労的 ・創造的インテリゲンチ

アを生みだすべきであると思います.

しかも横浜国大は，東京大学や京都大学の小モ

テツレで、あってはあまり存在の意義はありません.
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イギリスでは8年前にケンブリッジやオックス

フオートの古い型を破って英仏海峡に面した景勝

の地プライトンにサセックス大学というニュ ー・

ユニパーゾティを{乍ワましずこ.

新聞報道によりますと，この大学は80万平方メ

ートノレ(本学統合予定地保土ヶ谷ゴルフ場跡約44

万平方メートノレの約2倍)にわたるひろいキャン

パスに有名な建築家たちのデザインした色とりど

りの校舎が森林や牧草地のあいだに点在 してお

り，そこではマスプロ教育を廃止してゼ ミナール

中心のユニークな教育がおこなわれているとのこ

とであります.

サセヅクス大学の学生数は3，500人，これに対

し:教授数は500人で，学生と教授とは7対1の比

率を保っています.

わが学園は，学生数約5，300人に対して教授障

は約350人ですから13対1で，イギリスの平均比

率8対1よりは若干高いのですが， 日本の私学に



おけるマスプロ教育にくらべればまだましといえ

ましょう.

イギリスでは最近の学制改革によって大幅な学

生参加が認められ，試験と教授の人引などを除い

ては，学生たちは大学の運営に全面的に発言権を

もつようになりました. 日本でもいずれ大なり小

なりの大学改革がおこなわれるでしょう.本学で

もこれから独自の改革に力を入れなければならな

い段階にきております.

1970年を迎え，われわれは限を世界に転じて，

2. 越村信三郎学長に就任

時代の流れにおくれをとらないように，いやむし

ろ流れをリードするように心がけなければなりま

せん.

われわれは，また，なんとかして本年中に統合

と改革の基礎を築き，横浜国大のノレネッサンスの

到来を一日も早く実現すべきであると考えます.

新春の事始めにあたり，皆さまのいっそうのご

協力をえたいとぞんじ，一言感想、を述べたしだい

であります.

(学報 45年1月10日号〉

昭和45年 2月16日学長候補者の選挙が行なわれ，越村信三郎常長事務取f&が当選し，同年3月

1日付けをもって，第5代学長となった. (略歴前出)

学長就任にあたって 学長越村信三郎

昨年の9月1日に学長事務取扱の任務をお引き

受けしてから，もう 6カ月間たちました.そのあ

いだに大学紛争もいちおう平静化し，どうにか授

業再開にこぎつけることができました.これはま

ったく教官，職員の各位と学生諸君とが心を合わ

せて解決の道を探求した結果だとおもいます.こ

こに全学の皆さまにたし、し，あつくお礼をもうし

あげます.

さてこのたびはまた，皆さまの信任をえて，学

長というさらに重い任務をお引き受けすることに

なりました.しかし問題は目のまえに山積してお

り，それらのひとつひとつが困難な条件をともな

っているので，解決は容易ではありません.

この数日間いろいろ思いなやんだすえにデカル

トの『方法序説』をひもといてみました.そして

そのなかに，あらゆる問題を解くために必要な，

四つの原則と四つの格率を発見して，ょうやく自

信を固めえました.

わが横浜国大の当面しているいちばん大きい問

題は，なんといっても統合です.これが成るか成

らないかにわが学園の運命がかかっているといっ

ても言いすぎではありますまい.

すでに先日事務局の方がたの努力により統合地

約40万平方メートノレの買収は土地所有者の方たち

との円満な話合いにもとづいてほとんど解決し，

あとは主として建物その他の設備に要する費用を
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請求すればよい段階に到達しました.

統合のせ.ひについてはこれまで論議しつくされ

ていますので，ここで改めて説明する必要はない

とおもいます. くわしくは 1月半ばごろ皆さんに

配布した「学会統合にかんする基本理念jを参照

してくださればけっこうです.

あとはただ，先哲の教えにしたがい， 11頂序を立

てて，単純なものから複雑なものへと進んでゆけ

ばよいのです.順序としては，南地区の屋外体育

施設からはじめて北地区の校舎と付属設備に及ん

だほうがスムーズにゆくと考えています.

大学のになっている最大の使命は，雄大な世界

観と正しい社会観をふまえて，真に国民大衆に役

立ちうる科学体系を樹立することにあります.そ

のためには教官がわの研究体制を整備することは

もちろんのこと，職員の方たちの持ち場を物質的

にも精神的にも快適なものにし，また，学生諸君

の福利J庖設や部局についても，学生の意思による

(by the students)， 学生のための (for the 

students)， 学生とともに歩む (withthe stu-

dents) 新しいシステムをつくってゆきたいと考

えています.初心を忘れてはいけません.就任に

あたり，これらのことを深く心にきざみこんで，

皆さんといっしょに一歩一歩と着実に進んでゆき

たし、と思っております.

(学報 45年3月10日号)



3. 大学院修了式と入学式

(1) 昭和45年3月19日午前10時30分から，昭和44年度の大学院工学研究科の第6回修了式が工

学部会議室で挙行された.

本年度の修了生は50人で，越村学長からそれぞれ学位記が授与された.

席上越村学長は，歯車の権威者成瀬政男の見解を紹介したあと「修了生諸君はそれぞれ自分の

専攻した知識を生かし，横浜国大の出身者として真に社会に役立つ大きな業績を残してほしい.J 

と式辞を述べた.これに対し修了生総代は，2年間の研究活動を通して学問の深さ，広さ，美し

さに触れたことを報告します. 学園紛争の体験も これから社会に出てフ ラスに転じさせたい.ご

指導くださいました諸先生に感謝します」と答辞を述べた.

(2) 昭和45年度横浜国立大学大学院工学研究科第8回入学式が， 6月9日10時30分から，工学

部第l会議室で行なわれた.このように入学式がおくれたのは，本年度の学部の卒業が， 5月末

日となったためである.入学者は，各専攻あわせて50人であった.

越村学長は， r合理主義に人道主義を加味した人格の形成が必要である」と式辞を述べ，入学
生代表が， ，絶えず自己を啓発し，豊かな人間性と判断力を持ち，深い知識と能力を身につけた

工学者となるよう努力する」と宣誓を行なった.

4. 卒業式と入学式

(1) 工学部ではまえに述べたように， 44年の 9月中ごろから授業を再開したので，留年しなか

った者のほとんどは5月末日の卒業となり，とくに授業妨害の激しかった建築学科は 6月末日の

卒業となった.

したがって， 44年も卒業式は行なわれなかったが， 45年も工学部ほか各学部の卒業期はまちま

ちのため，中止された.

卒業式の式辞に代わるものは次の通りであった.

卒業の式辞にかえて横浜国立大学長越村信三郎

21世紀への展望をひらく年といわれる1970年に じて，多かれ少なかれ，以上のどれか一つ，ある

わが学園から社会にスタートされる第18回卒業生 いはそのいくつかを，身をもって感得されたこと

の諸君に心から congratulationの挨拶を贈りま でしょう.

す・ しかし社会に出て10年， 20年たったのち，諸君

こと しは大学紛争の結果，諸君の卒業の時期が が同窓の集いなどで学園生活を回顧されるなら

延び，しかも全学統一の卒業式を挙行することが ば，これらのすべては，おそらくなっかしい思い

できなくなったことは，はなはだ残念でありま 出として心のアルパムによみがえることでしょ

す. う.学園はつねに学生生活の栄光 Burschenhe-

諸君は本学での学園生活のあいだに，研究と勉 rrlichkeitを映しだすアルト ・ハイデルベルグだ

強の面だけでなく，激動した粉争のさなかで，い からであります.

ろいろな角度から人生を学ばれたこととおもいま 私は多くを語りません.諸君がわが学園で学び

す. とった不滅の真理を羅針盤として，人生の大海に

友情，反目，離反，不信，孤独，虚脱， 諦観， 勇ましく船出してください.

大悟一一それぞれがそれぞれの行動と立場をつう 私たち教職員一同声をそろえて諸君の bon 
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voyageを祈ります. ロディーも稚拙なものですが，気持ちだけは受け

平和の年ならば卒業式のあとで開くはずのピー てください.

ア・アーベントに，おそらく私が歌うであろう歌 1970年5・6月

を，心をこめて諸君にプレゼントします.詩もメ

胸君忘そ歌とみ港
ア ア ま じ 友にのれの つもんの ヴア
ヴウ ヴウまた気 ゅ友よ しなてほたになみ イ ウ
イフ ィフた会をう よ さみさ しかあ歌とえ フ

会うつぶさ らるけまののを腕る ダ . 
タ. タ. う 日けんらばよは っこ 日ばを丘

詩作日 また虫、ば たと よ 組で ゼ

(作ゼl 
ゼ までま ら ヵ， f主 み
で えだ み

越村信
ニE

陶エ ニJ:. 『こ ん ン
略ン ン な、J

良E

〈学級 45年6月11日号〉

(2) 前述のような卒業時期となったため，45年は入学式の方が先になる程異常な事態であった.

入学式は， 45年も行なわれなかったが，式辞に代わるものとして，学長は次のように学報に述

べた.

新入生諸君を迎えるにあたりて 横浜国立大学長越村信三郎 (昭和45年4月30日〉

日本の戦後史にマイルストーンを打ちこむもの

と期待されている1970年に，わが学園へ入学され

た諸君にたいし心から「おめでとう」のあいさつ

を贈ります.

昨年約10か月にわたってつづいた紛争のため，

いろいろな事情によって本年も全学統一の入学式

をおこないえなくなったことははなはだ残念であ

りますが，そのときに述べるはずの式辞にかえ

て，つぎの言葉を諸君に贈りたし、と思います.

わが学園は国際港都ヨコハマに，したがって東

西文化の交流点に位置しています.明治初年の先

覚者がこの地に文明開化のさきがけとなるものを

求めたように，諸君もわが学園で21世紀の扉をひ

らく鍵を探し求めるベきであります.

「われらなにをなすベきか?Jそれを決めるま
えに「われらなにを学ぶべきか」を知るべきでし

ょう.

私が40年まえ大学に入学したとき，有名なある

教授が最初の講義の時間にこう言われました.

「大学生活3か年のあいだに1冊でよいから世

界最大の学者の最高傑作 (magnumopus)を原

書で読みなさい.それが諸君にゆるぎのない世界

観と学問体系を与えてくれるでしょう.J 
友人数人とこの言葉を実行しようと普い合い，
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それぞれじぶんの判断で最高と思われる著作をア

タックすることにしました.私はドイツ語で書か

れた3.000ベージの大著にとりっき，四苦八苦の

すえ，それでもそれを 1年数か月で読み終えるこ

とができたことを覚えています.

このことが私の生涯に決定的な影響をおよぼし

ました.そしてそのことをサジェストしてくれた

先生にたいし，いまもなお感謝の気もちを持ちつ

づけています.

しかし書物はあくまでも他人の頭の産物であり

ます.諸君はそれを媒体としてじぶんじしんの思

想をつちかうべきです.

ひとりで読み，ひとりで考えるだけでは，時と

して独善におちいる危険性があります.それをふ

せぐのが教師や学友とのあいだでおこなわれる学

習と討論にほかなりません.

そのときのノレールとしてつぎの言薬がありま

す.

「議論をする場合には，上も下も，肩書も，年齢

も，名前もない.真理のほかには何もなく，真理

のまえでは万人が平等である.J(ロマン・ロラン〕

たいへんきびしいルールですが，それを守って

4か年のうちにできるだけ多くの真理を学びと

り，実践の場でそれらを役だてるように努力しま



しょう. の学園生活を人生最良の goldeneZeitにされま

終りにのぞみ，重ねて諸君の入学を祝福し，こ すように心から祈ってやみません.

44年に続き45年も，卒業式も入乍式も行なわれなかったのは，前述のように卒業日が各学部ま

ちまちであったからで，統一卒業式が行なえなかったことはやむを得ないとしても，入学時は毎

年4月であるから，いっせいに行なわれるべきであった. しかしこれが一部の学生のため，学長

同交に切替えられたら相当大きな混乱になるし，事実他の国立大ヤでもしばしば卒業式，入学式

ともに一部の'苧生のいう粉砕に会って取りやめの状態が続いていることもあって，中止となった

もので，本学では今後も当分は実施できる見通しはないのである.

5. 昭和45年度入学試験に関する調査

45年3月に行なわれた入学試験に関する調査の 願者は， 44年に比べ各学部とも減少しており，全

結果は次の通りである.この調査は，入学試験の 体で約2，700人減となっている.

実情について事務処理上の参考に資するため，各 なお，外国人留学生，沖縄学生および編入学等

学部の協力を得て行なわれたものである.入学志 については，この調査から除外した.

第1図昭和45年度学部別入学志願者数 第2国昭和45年度合格者の高校卒業年度別調査

教育学部は現役組，その他の学部は浪人組が優勢である.

なお，fl年度は現役48.46%.浪人51.54%で本年は若平浪人組

がftllぴた.

-ど7・!: 者日 44if-度入学志願者

教育学部 2.057 

主主 j斉 ~74. 膏I1 2，727 

経営学部 1，939 

工 ド一「九 5，488 

経営学古11第2部 351 

工学部第 2ml 435 

百十 12，997 

80 

仁コlIiHII45年3月ノ時
四四昭和44年3月卒業
D H円相43ip3月以前卒業

60.55 

50 45.46 

% 

附府143年の14.530人をピークとして漸次減少している。

第

2
W

工

学

部
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第3図 昭和45年度合格者中，神奈川県出身者の
占める割合

教育学部を除き，他府県出身者が神奈川県出身者を抑えている.

なお，第2部を除き的年度より1;千神奈川県出身者が』、えても、る.

507 

469 

450 
協
神
奈

出

69協〉喜

200 

100 

合
格
者
数

第4図 昭和45年度学部別欠席者数と欠席率
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2学 行11 欠 席 者数 欠 席 事

教 育 448 32.11 
車壬 t斉 1，259 56.36 
車壬 営 698 50.62 
工 2，110 45.31 

車圭 '営 2 昔11 104 40.94 
工 2 古11 111 32.14 

4，720 45.90 
.:: '::2，3年欠席者が.11"1加 の一路をたどっている。

第5図 高等学校卒業年度.5}IJ志願者に対する合格
者の比率

この関は， 各学部毎に現役，ー浪. 二浪別の合格率を算出したもの

である.

教育学部および工学部第2部を除き.浪人組が現役組を抑えている.

40ト
E二コ 1昭和45.11'3月卒業

36.32 ~昭和44年 3 月卒業

E三ヨ 昭和43年3月以前半業
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第6図昭和45年度学部別入学取消者数

人
50 

40 

30 

20 

10 

'学

学 音E 合格者数 入学取消 % 

教 育 469 34 7.25 

経 i斉 161 23 14.29 

経 必】M u. 133 19 14.29 

工 507 55 11. 02 

経営2部 66 6 9.09 

工 2 部 62 4 6.67 

1，398 141 10.16 
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昭和45年度入学志願者入学者等調

人? 人 /た。ι庫負円 欠席布 受験 ノg、， 柿 oi'1 入 '~'l 取消 補欠 入学布
区 分 ftPt 

定日 リ1 女 欠1輩-f'j 欠席w」円 fl Y1 k '1:1介 リ} -!J.: 3十 入学布 91 官

教小7校教H 330 243 360 603 1.83 165 27.36 438 142 199 341 1.28 10 11 21 。132 188 320 
英成課 fJ
Ti 中♂F校教民 120 448 344 792 6.60 283 35.73 509 591 69 128 3.98 6 7 13 。53 62 115 
'，' Il! 成課 f，'
部小 ~I' 1 450 691 704 1.395 3.10 448 32.11 947 201 268 469 2.02 16 18 34 。185 250 435 
特例 'i': 滞 140 2.198 361 2.234 15.96 1.259 56.36 975 158 3 161 6.06 23 。23 。135 3 138 
続悦'7'部 120 1.353 261 1.379 9.85 698 50.62 681 130 3 133 5.12 18 l 19 。112 2 114 

機械:T:~(':件 50 51 。 51 4 。 4 。47 。 47 
慢都ニ械ー学工学科

804 。804 8.04 348 43.28 456 4.51 
50 50 。 50 6 。 6 。44 。 44 

工応IU化学科 401 352 3 355 8.88 182 51.27 173 40 。 4014.33 5 。 5 3 38 。 38 
';{Lスft.下朴 401 155 I 156 3.90 58137.18 98 40 。 4012.45 3 。 3 。37 。 37 
建築学科 8011.209 271 1‘236 15.45 527 42.64 709 76 2 7819.09 12 。12 。64 2 66 
'i': 造船工'何十 401 540 。540 13.50 240 44.44 300 41 。 411 7.32 2 。 2 。39 。 39 
-丘公工学H 801 909 1 910 11.38 481 52.86 429 79 。 7915.43 11 。11 。68 。 68 
<'1':胤工"('H 401 212 。212 5.30 88 1 41.51 124 40 。 401 3.10 4 。 4 3 39 。 39 
沼化"f:。工'1:H 401 171 2 173 4.33 75 1 43.35 98 40 。 401 2.45 2 。 2 。38 。 38 
安全工'1:1'f 401 269 2 幻l 6.78 111 40.96 160 40 。 401 3.81 6 。 6 2 36 。 36 
，11' 1 500 4.621 361 4.657 9.31 2.110 45.31 2.547 497 2 499 5.10 55 。55 8 450 2 452 
1.210 8.863 802 9.665 7.99 4.499 46.55 5，166 986 276 1，262 4.09 112 19 131 8 882 257 1. 139 

ゑE 叫~2f郎~ ) ìtl~ 801 246 8 254 3.18 104 40.94 150 64 2 6612.27 6 。 6 。58 2 60 
工機械工芋科 301 210 l 211 7.03 71 133.65 140 30 。 3014.67 2 。 2 。28 。 28 
ま応用化州 301 149 4 153 5，10 46 1 30.07 107 29 1 3013.57 2 。 2 2 29 l 30 
主'1、 Jt 601 359 5 364 6.07 117 32，14 247 59 1 601 4.12 4 。 4 2 57 1 58 
第 2 部 3.~ 14自 605 13 618 4.41 221 35.76 397 123 3 126 3.15 10 。10 2 115 3 118 
合汁 1.350 9.468 815 10，283 7.62 4，720 45.90 5.563 1.109 279 1.388 4.01 122 19 141 10 997 260 1. 257 

6. 機械工学第2学科の設置

機械工学科は，昭和36年4月，従来からの5講座を拡充改組して7講座となり， 42年4月工業

教員養成所の3学科目を3講座に振り替えて合計10講座，学生定員 100名となって，工学部最大

の学科であった.

これを45年4月から，二つの学科に分離して機械工学科と機械工学第二学科にすることとした.

これで工学部は合計10学科となった.両学科とも 5講座，学生定員50名，前者は材料強度学，流

体力学，熱工学，機械工作，および機械設計の5講座，後者は一般構造力学，材料学，流れ学，

自動制御工学，および熱学の5講座となっている.入学試験は両学科共通で行なわれ，学生は全

く優劣なく 2グラスに分けて教育するように変更された.

7. 事務局の移転

昭和44年2月1日，学園紛争によって，工学部構内にあった事務局は，学生部と共に封鎖され

てしまった.その後事務局および学生部は，岩井宿舎および磯子の学長宿舎を仮庁舎としていた

442 



が，同年4月1日から常盤台の旧保土ヶ谷ゴルフ場グラプハウスに移転し，若干の改装を施して

仮庁舎としてこれを使用していた.

同年7月25日工学部の封鎖を解除すると同時に弘明寺の事務局庁舎内部の物品はすべて常盤台

に移され，事務局および学生部は，ほぽ完全な機能をとりもどした.

なお45年初めには，事実上紛争もほとんど終わったような様子をみせてきたので，同年4月1

日を期して，統合地の本建築の庁舎が完工するまでの仮の施設としてではあるが，一応正式に事

務局ならびに学生部庁舎として発足した.

8. 一般教育の改革

前にも述べたように，木学の一般教育については，関学以来何かと問題点が多かった. (一般

教育審議会の項参照)

昭和45年度の初めごろから，工学部では，近く保土ヶ谷の新キャンパスへの統合に際して，一

般教育の改革を評議会に提案していたが，同年7月11日の評議会で，この具体案を次のように取

りまとめ， 46年度から実施できるように文部省令改正の手続きそと った.

改正案は，人文科学系は，従来どおり教育学部に残し，社会科学系そ経済学部と経営学部に，自

然科学系の大部分を工学部に移し，これに伴う教官の定員配分も行なわれることとなっている.

なお，教育学部は，これを機会に，新たに自然科学概論などの新設を要求している.

学部別新設要求学科目は，次のとおり.

0教育学部……自然科学概論，科学史，イスパニア語

0経済 学部……経済学，社会科学概論(商業学を名称変更)

O経営 学部…・・法学，統計学

O工学部・…・・数学，物理学，化学，図学

O工学部2部……数学，物理学

また，定員配分は，分校総定員を29人として， 18人が教育学部に残り，9人を工学部へ (うち

2人は2部の要員)，経済，経営へ各1人となった.

上述のように，今回の改正は，いわゆる全学出動方式ともいわれる方法で，各学部がそれぞれ

関係の深い学科目を引きうけ，これの教育に関して全学的責任をもっというものであった.工学

部では，工学に直接関係の深い数学，物理学，化学，および図学の4学科目を受け持つたが，こ

の機会にこれと従来から工学部にあった応用物理，応用数学，工業分析の共通講座とを一緒に考

えて，理学系の教室を充実せしめ，近い将来理学を重視した工学部への発展の基礎固めをする構

想を具体化することとした.また，各学部に分担された一般教育の連絡調整のため，一般教育運

営委員会という大きな権限をもっ機関を設けて，これらの中心的存在としたのである.

このようにして，本学の多年の懸案であった一般教育問題に終止符を打ち，保土ヶ谷の新キャ

ンパスにおける各学部の建物もとの方針に沿って設計され，関学以来一般教育に貢献してきた横

浜分校も46年度から消滅することになるのである.
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9. 広報の発刊

昭和45年9月1日号を No.1として横浜国立大学広報委員会により， 広報針発刊された.

その発刊の辞に，越村信三郎学長は次のように述べている.

横浜国立大学統合ニュースが， 43年11月の No われる…・報道の範囲を統合だけに限定せず，

9でストップしてから 1年9カ月，教職員と学生 大学改革をふくめ，ひろく学内諸問題にかんする

との聞の正規のコミュニケーションはとだえてし 公正な情報を提供することがよいということにな

まった.何とL、う不幸〆 紛争が一段落をとげた り，この任務を遂行するために，ことしの 5月26

現段階において，こうした断絶の時期に終止符を 日新しい広報委員会が発足した. …・皆さんの協

うち，自由で活発な表現とインフォーメーション カによって，この「広報Jが断絶の谷聞をつなぐ

の交換をおこなうメディアを提供することは，大 灯となり，やがて統合への大道にみちびく矩火

学の再生と発展のためにきわめて必要なことと思 (きよか)となることを期待してやまない.

(本図次頁参照〉

統合地所在地図

(横浜市のなかの統合地)

戸塚区 l

，J 港南区}

、 iJL区¥j

統合地の交通図
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横浜国立大学広報委員会規則 (昭和45年5月26日制定)

(設置〉 第5条委員の任期は 1年とし，再任を妨げな

針11条横浜国立大学(以下「本学Jという.) 

に広報委員会(以下「委員会」という.) をお

く.

(任務)

第2条委員会は，本学の学内および学外に対し，

学内諸問題に関する公正な情報を提供すること

を任務とする.

〈所掌業務)

第3条 委員会は，前条の任務を達成するため，

次の業務を行なう.

(1) 広報の編集および発行に関すること.

(2) その他必要な事項

(組織)

第4条委員会は，学長が委嘱する委員若干名を

もって組織する.

(任期)

い.ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残

任期間とする.

(委員長〕

第6条委員会に委員長をおく.

2 委員長は，委員のうちから学長が委嘱す

る.

(会議)

第7条委員長は，委員会を招集し，その議長と

なる.

2 委員長に事故あるときは，委員長があらか

じめ指名した委員が，その職務を行なう.

(その他〉

第8条委員会に事務室をおき，必要な事務を処

理する.

付則

この規則は， II{:{和45年5月26日から施行する.

10. 学舎統合への努力再開 統合配置計画図

学園紛争により学舎統合の進行が一時的に停止されていたが，紛争解決後の44年末から再び統

合実現のための努力が全面的に開始された.統合企画委員会，建設委員会，設計委員会，各種分

科委員会などが新たに構成し直され，学生自治会とも話しあいを重ねた後，昭和45年 4月より南

地区運動場の造成が始まった.この運動場は46年12月完成予定で進められた.また北地区の建築

も年次計画通りに進行すれば， ntl和51年夏までには全学部が移転して，名実ともに統合された総

合大学ができあがる予定である.

0建設委員会細貝IJ (昭和45年6月11日制定)

改正 |昭和45年9月10日 昭和46年4月8日昭和46年6月10日

(線拠〉

第l条横浜国立大学統合企画委員会規則第7条

の規定に基づき建設委員会細則を定める.

(任務〉

第2条建設委員会は，統合企画委員会が行なう

基本計画および基本設計の立案に必要な基礎資

料を収集し整理するものとする.

2 前項の資料を収集整理するにあたっては，

設計委員会と連絡を密にするものとする.

〈組織〉

第3条建設委員会は，次の委員をもって構成す

る.

(1) 統合企画委員会から選出された委員1名

(2) 学部から選出された教官 各l名
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(3) 全学図書協議会から選出された教官1名

(4) 全学教務委員会から選出された委員1名

(5) 第7条の分科委員会委員長 4名

(6) 一般教育運営委員会から選出された

委貝

(委員長〉

1名

第4条 建設委員会の委員長は，委員の互選とす

る.

2 委員長は，委員会を招集し，その議長とな

る.

(分科委員会〕

第5条建設委員会に次の分科委員会をおく.

(1) 体育施設分科委員会

(2) 福利厚生応設分科委員会
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(3) 環境整備分科委員会 (4) 事務施設分科委員会

(4) 事務施設分科委員会 事務局長

第6条分科委員会は次の委員をもって構成す 第8条学部 ・付属図書館および分科委員会は，

る. それぞれの施設に関する必要な資料を整備する

(1)体育施設分科委員会 ものとする.

学生部長 (事務)

体育担当教官 若干名

事務職員 若干名

(2) 福利厚生施設分科委員会

全学厚生委員会委員長

学生部長

学生健康相談所長

学部の厚生委員 各 1名

事務職員 若干名

(3) 環境整備分科委員会

教官 若干名

事務職員 若干名

(4) 事務施設分科委員会

事務局長

事務職員 若干名

2 前項の委員で職を指定していない委員につ

いては，建設委員会委員長が委嘱する.

第7条 分科委員会委員長は次のとおりとする.

(1) 体育施設分科委員会

委員から互選された者

(2) 福利厚生施設分科委員会

全学厚生委員長

(3) 環境整備分科委員会

委員から互選された者

設計委員会細貝IJ (昭和45年6月11日制定)

(根拠)

第1条横浜国立大学統合企画委員会規則第7条

の規定に基づき設計委員会細則を定める.

(任務〉

第2条設計委員会は，統合企画委員会が提示す

る基本計画および基礎資料等に基づき統合に関

する基本設計の原案その他必要な資料を作成す

るものとする.

2 前項の原案作成にあたっては建設委員会と

連絡を密にするものとする.

(組織〕

第3条設計委員会は教官および事務職員各若干

名をもって構成する.
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第9条建設委員会の事務は庶務課で行なう.

2 分科会の事務担当は次のとおりとする.

( 1)体育施設分科委員会 学生部

(2) 福利厚生施設分科委員会 学生部

(3) 環境整備分科委員会 経理部

(4)事務施設分科委員会 庶務部

第10条建設委員会および分科委員会の運営に関

し必要な事項は，この細則に定めるものの外，

当該委員会で定める.

付則

l この細則は， 11{:l和45年6月11日から施行す

る.

2 建設委員会規魁(昭和42年10月2日制定)

は，廃止する.

付 則 (昭和45年9月10日)

1 この細則は，昭和45年9月10日から施行す

る.

付 則(昭和46年4月8日〉

この規則は，昭和46年4月8日から施行

し，昭和46年4月1日から適用する.

付 則(昭和46年6月10日)

この細則は，昭和46年6月10日から施行

し，昭和46年5月1日から適用する.

2 前項の委員会は，統合企画委員会議長が委

嘱する.

(委員長〉

第4条 設計委員会の委員長は，統合企画委員会

議長が委員のうちから指名する.

2 委員長は委員会を総括し代表する.

(事務)

第5条 設計委員会の事務は施設部で行なう.

第6条設計委員会の運営に関し必要な事項は，

この細則に定めるものの外，設計委員会が定め

る.

付則

この細則は，昭和45年6月11日から施行する.



11. 45年ごろの工学部の学舎

昭和45年，満50周年を迎えた工学部(大岡地区)学舎の全容は次の通りである.

1本館
2 安全工学科鱗 1!区険研究室
3 安全エザ科第 2~健験研究車
4 安全工学科第3実検研究室

5 ，解 8・
6 ，テ衡所司区画官

7 建築学科実験研究室

8 聾築学科翼険研究室

9 遣船工学科工作室

10 遺舶工学科船型試険水槽

11 付属図書館工学部分輯
12蛮電車
13 応悶化学科爽殿室

14 応開化学科2号館

12. 横浜国立大学工学部創立50周年記念祝賀会

15 応用化学科・電気化学科実冒工織

16 級車製図liI

17 電気化学科実習工渇

18 共通敏liI

19 村科基礎工学研究‘E

20 材粍Jill!工学研究縮瞳

21共通粧車

22 電気工学科研究車

23 化学工学科研究宣

24 学生集金量(テニス部軍)
25薬品邸

26 電気工学科高圧災般車
27 化学工学科実験車

語学生ホール

四蝿械工学斜実智工渇

却慣械工学科突破研究室

31 機械工会~"1実離研究室
32 機械工字'H!使"工:JJI
33 機微エザH爽切工場
34 工学郷消防ポンプ:i!

35 工学部輯貝集合併

36 檀機工学科斑験研究車

37 機械工学科爽宵工場

38体育陣

39学生集会車

40 安全工学科第4実験研究車

41 安全工学科第3実験研究車

42倉雄

横浜高等工業学校が大正9年に創設されてから，満50周年を迎える昭和45年には，何か記念行

事を催すべきではないか，と多くの卒業生の聞で早くから，いろいろの話が出ていた.

昭和44年の秋ごろから，工学部長田口武一(建築昭和7年卒)は，たまたま同窓の一人である

こととその立場上，この行事の遂行にのり出し，各学科の同窓会長に相談し，創立50周年記念祝

賀会の開催を決定した.しかしながら，その方法，規模，主催者などについて，種種議論がわか

れ，容易にまとまらないうちに45年春を迎え，ょうやく次のような方針でその秋に開催すること

がきめられた.

まず，主催は卒業生側が引き受けること，規模は思師，卒業生および工学部教職員のみの内輪

の会にすること，会は横浜で行なうことなどであった.ことに主催は，卒業生の団体である横浜

工業会となるべきであったが，最近は各学科の同窓会*が非常に盛んで，横浜工業会は何の活動
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その頃の工学部付近

(44. 10) 



もしていないので，この際これの再建の端緒にもなればとの含みもあって，各学科の連合同窓会

と銘打つて，この行事を行なうこととなった.

また，主催者の代表は，創立以来の官制順序に従って，機械工学科第1期大正12年卒の別府英

ーが引き受けた.

祝賀会は，昭和45年11月 23 日(勤労感謝の日)午後 1 時30分~4 時，ホテルニューグランドに

おいて開催され，来賓約50名，卒業生約560必の出席のもとに，次に示すような次第で盛大に行

なわれた.

開会

1. 主催者代表挨拶

1. 工学部長挨拶

1. 来賓祝詞

1. 祝電披露

1.祝宴

1. 横浜国立大学学生歌

1. 横浜高工校歌

1. 万歳三唱

閉会

別府英一

田口武一

越村信三郎学長

富山保元学長

会場正面演壇のパッグには，中央に大きく50の文字を浮き出させ，一方に鈴木煙洲先生の米寿

のお祝いの時の写真を掲げて，往時の3学干:lから出発し，現在の10学科1研究施設に発展した表

現のデザインが生かされていた.

会場の収容能力は 500名が最大であるとし寸つれていたが，前記のように 600名を越える来会者

で，会場もロビーも越満員の盛況となり，主催者側もうれしし、悲鳴をあげる状態であった.

会はまず，金泉隆介(建築昭23年卒)の司会で椅まり，最初に主催者代表別府英ーから次のご

ときあいさつがあった.

横浜国立大学工学部創立50周年記念祝賀会開催 伝みや，学校の現在，将来の計画等につきまして

にあたり，主催者を代表して一言ごあいさつ申し げ，多分後ほど工学部長はじめその他の方々から

上げます. お話があることと存じますが，僅か3学科で発足

横浜国立大学工学部の前身である横浜高等工業 しそ母校が，現在10学科1研究施設の陣容を誇る

学校が大正9年にこの地に創立されましてから， わが国有数の国立大学工学部に発展致しましたこ

本年で50周年を迎え，本日ここに来賓ならびに諸 とは，現旧教職員先生方のご努力はいうまでもな

先生方のご臨席を得て，同窓各位とともに記念祝 < .向究生諸氏の陰に腸につくされたお力添えも
賀会を挙行することができましたことは，まこと またあずかつて力があったものと存ぜられます.

にめでたくご同慶の至りに存じます. 私共同窓生と致しましては，この上とも母校が

旧高等工業より現国立大学工学部に至る50年の 内容外観ともに一段と充実発展せられ，わが国次

(注) 各学科:繍械工学科，繍械工学第二学科，応用化学科，低気化学科，建築学科， 造船工学科，電気工学科，金属工学科，化学工学科.

安全工学科の10学科
各学科同窓会名は次の通りである.機械同窓会.横浜応化会，横浜慨化会，水爆会(建築学科)， 弘陵造船航空会，このほか眠気工学.

金属工学，化学工学，安全工学の各学科は特別の名称はなく，単に同窓会と称している.
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代の工業をになうにふさわしい立派な人材を育成

せられ，一人でも多く世に送り出していただくこ

とを念願してやみません.

本日の記念祝賀会は連休日のことでもあり，私

共と致しましては1万1千余の同窓生各位に案内

状はお出ししたものの，果たして何名ご参加を得

られるかと心配致したのでありますが，ご出席の

ご回答700余名に達し，ご覧の通り予想外の盛況

を見るにつけても，同窓生各位の母校愛未だ地に

おちずと心強く存ずる次第であります.

50年という節〈ふし)は人生においても歴史に

おいても大きな節であり，昨年あたりから記念行

事を行なうべきだ，行ないたいという話はいろい

ろありました.…….幸い，工学部長はじめ在学

諸先生方の一方ならぬご尽力と各科同窓会代表幹

事諸氏のご努力が結実し，連合同窓会と銘打って，

ここに挙行の運びとなりましたことは本当によろ

こばしし私は参加者一同に代わり，この席をか

り，これらご尽力下さいました各位に対し深甚な

る謝意を表する次第であります.

別府英一同窓会代表あいさつ

(45:11. 23ホテルエューグ
ランド)

われわれ同窓会は，従来各科を通じる績のライ

ンが弱かったのでありますが，今回を契機として

横の結びつきの糸口を見つけかけたかと思われま

す...・..

最後に私が本日記念祝賀会の主催者代表に祭り

上げられましたのは，母校設立当初は機械，応化，

電化の3学科であり，機応電という呼び習わしが

あったので，……貴様がやるべきだと同士より強

制的に指名され，甚だ不適任にもかかわらず，栄

職を汚すことになった次第でありまして，次回か

らは輪番制により応化，電化，建築の!煩にそれぞ

れ各科同窓会が担当されることになっておること

をど報告申し上げます.

本日は不慣れのため，準備その他いたらぬ点、が

多々あろうかと存じますが，不備の点はなにとぞ

ご寛容のうえ，久方振りでお会いの方々も多かろ

うと存じますので，懐しい先生方を交え，時間の

許す限りご歓談いただけますれば，本日の意義は

ひとしお生きるものと存じます.

以上簡単ながら私のごあいさつと致します.

続いて田口工学部長は大学側を代表して，大要次のようにあいさつを述べた.

横浜高等工業学校を前身とする横浜国立大学工学部の創立満50周年の記念祝賀会に，横浜国立

大学工学部を代表してまず祝意を表し，大正9年開設以来の輝かしくも多難な発展経路を顧み，

創立当初に比較して著しく大規模になった工学部の内容を説明し，工学部の今日を得た原動力は，

幾多の本学園の先覚者，関係教職員，ならびに13，000名に及ぶ卒業生各位の努力の賜物である旨

強調して，出席の各位に謝意を表すると同時に，前年来の大学紛争のため多くの本学関係者訟な

らびに卒業生各位に心労をかけたことを託び，ついで・本学発祥の地で、あり，多くの思い出をもっ
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冨山先生祝辞

(45.11. 23ホテルニューグ

ラン ド)

弘明寺地区を 4. 5年後には引き払って，昭和51年ごろには，保土ヶ谷の旧ゴルフ場跡地に全学

統合し，名実ともに総合大学となって，さらなる発展を期作したいと報告するとともにその決意

を披歴した.

終わりに工学部創立50年史を刊行したいと考えているが，この企画に，卒業生各位の賛同と援

助をお願いし，あわせて母校の今後いっそうの躍進を祈念するとあいさつした.

引続き来賓祝詞とな り， 最初に越村学長が立って，およそ次のような祝辞を述べた.

工学部は横浜国立大学の有力学部で，本日創立50周年記念祝賀会が盛大に開催されたことは，

大学にとっても，まととに慶賀すべきことと全学を代表してまず祝詞を述べ，ついで、学長自身，

木学経済学部の前身である旧横浜高等商業学校の出身であり，学生時代から横浜高工，横浜高商

の定期戦などには，大いに血をわかした思い出を語り，それが今や一つの大学となって， 仲よ く

本学の発展に協力している旨を述べ，近く大学が全学統合して，保土ヶ谷常盤台の新キャンパス

に結集し，なお一段の発展をとげて，世界的な内容をもっ大学にするとの方針を披歴，あわせて

来会者一同ならびに工学部の今後のいっそうの活躍を期待するとあいさつした.

次に名誉教授富山保元学長は高齢にもかかわらず，嬰蝶(かくしゃく)たる姿で概略次のよう

に祝詞を述べた.大正9年の開校以来今日まで，連綿として50年間，在官中はもちろんのこと，

退官後も本学園の身近なところにあって，いつも指導鞭縫 (ベんたつ)につとめる大先達の言葉

の一言一句にこの半世紀の歴史が感慨ひとしおであったことがにじみ出ていた.

まず何よりも当日の創立50周年記念祝賀会の盛会と教職員ならびに卒業生各位の健闘が，現工

学部の得ていることの推進力である点に祝意を表し，ついで往時を回想，横浜高等工業学校が設

立された当時の社会的背景，初代校長鈴木達治先生の独特の自由啓発の教育方針が今日の工学部

の存在に及んでいる点，開校直後の関東大震災時の動向，やがて鈴木校長の退任から第2次世界

大戦に及び，幾多の卒業生の戦没を惜しみ，終戦時の校舎の接収の危うきを逃れた努力と，新制

大学発展の喜びを語り，その後の本学の充実発展経過と，新統合地に全学が集結して関学時の学
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長として，当時の理想、が実現されるのも間近であり，今後のいっそうの発展を期待すると祝詞を

のベfこ.

終わりに，先生はかねがね果たすべくして果たし得なかった開学当時の人事委員会(前述)の

方々15名へこの機会にいささか謝意を表したいとて，委員全員に記念品として華麗な花びんを贈

呈した.

そしてこれは会場の一隅に飾られて.来会者一同に披露された.

つづいて祝電の披露があった後，開宴のjll員となり，名誉教授元学長江国正義は国立大字のいっ

そうの発展とともに，今後60周年， 70周年， 100周年までも全員元気でまた出席願いたいと述べ

同名誉教授の音頭で一同乾杯し祝宴にはいった.

祝宴に入るや， りっすいの余地のないほどの来会者の聞に，わずかにテーフ守ルが並ぶほどの盛

会となり，往時の応援歌，寮歌，校歌，近ごろの学生歌などのパックグラウンドミュージッグが

いっそう会を盛り上げ，来会者それぞれ何年ぶりかの再会に時間のたつのもわからぬうち，有志

の若干名は，演壇に上り，往時を回想したり，なつかしし、応援団長ぶりを発揮したりして，午後

4時ごろに西牧肇(建築昭和8年卒)の発声で万歳を三唱し，金泉隆介の閉会の辞によってそれ

ぞれ再会を約しつつ， この大会も盛会裡に無事閉会の幕を閉じたので、あった.
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付 表

1 横浜高等工業学校創設時の教員名祢(大正9年)

，、戸科等名 職名 氏 名 l除名 氏 名 職名 氏 1"， i賊名 氏 名

校長 鈴木達治

機械工学科
教綬 遠Iß~ 政直 教綬 伊藤万太郎 教授 河合 匡

助教侵 "1Ih1 t'l三 .，号制 渋谷氏怯

応川化学f'1
教授 j宅 It:一 教授 柏木

助教侵 品t¥i_[不保雄 講師 草間 11.']'恭

電気化学科 助教援 藤)11111)ミ訓; 講師富山 保 講師 ~IL野利点 講師 小林 鼎

j必
教授 安川数太郎 教授 岩橋巡成 教授 池 I)~ 本

教授 水!Il-F常吉Jノl、
助教授 飯塚正市 講師浅jl郁太郎 ，;1昨 日曜 佐々木等

2. 教員異動状況一位ぷ(大止10年~昭和19年)
(注) J:として繍浜高等工業学校一覧によるもので，本文とJ，
少i主っているところがある点了解されたい。

年 日IJ I 1獄名 祢号 氏 名 職名 称号 氏 名 職名 称号 氏 名
一一一一一

(任 用) 教授 PIlとf上 津田 t;咋夫 教綬 見学士 渡辺 主主勝 助教托 秋 -tili: 
j三

今井 fi"Mt 理学士 横111l'，¥ii彰 山田健吉助教授 BIl学上 助教授 講師 工学 七

10 
白骨 師 横地姶次郎

(減 員) 助教授 A石垣松三 講師 A平野平IJ点 講師 ι佐々木等

m 1m 教慢す 教授 Jll:学士 il.i村利常 教授 文学~士
1去士 i_[車IJ苔四郎

助教授 j五(j十 "成 助教授 高僑武，，1 助教限 武凹義昌

講師 工学上 大塚英一 講師 じ学上 岡村学!iili 講 師マイタJfJ-荒木東一郎

大
法学博士 岡 実 栗原邦志 佐藤虎雄

正
11 

理学t 伊藤 直 工学士 ιl'原益治政I1 相行Ii fJ:一

年 (身分県動) 助教俊一教授 今井行雄 助教授→教授 横山政彩 助教授→教授 飯塚正rIi

講師→教授 J'/i問 H寺若手 ，l，~n" →助教授 小林 明}

0" 員) I教綬 A伊}f長万太郎 教授 4岩僑 :i5'i成 助教授 A秋 一雄

助教綬 6，'，:j僑武司 講師 6111田健古 l潟師 ι渋谷武絞

(任 )fI) 教綬 文学上 大I'Y 友太 助教授 理学士 }JII}b事 述之 助教綬 斎藤輝治
大
TE 助教授 '1'本山一 村上泰日)J 比例 沢 全MIi
12 講師 山本敬三 ;再 山 理学士 木戸 潔 工学時土 阿部美樹志
年

ーl学博上 'I'，H本之助
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年別|職名称号氏名 j職名称号氏名[職名称号氏 名

(任 用) 講師 工学士 山田嘉久講師 工学士飯沼義雄 講師 理学士 北山正吉

" 文学士 三井 透 " 岡橋信重郎 I " 阿部繁一
大

石橋湛山 t 伊達洋造正 " " 
年13 (身分異動) 講師一教授 岡村幸雄 !助教侵→教綬 藤川由太郎

(減 員) 教授 a江刺喜四郎 教綬 血中原益治郎 :助教授 A武田義昌

助教授 A中本高一 :

{任 用) 教侵 中村 I1民平 !教授 工学土 建部裕一郎 j助教侵 河村文一

講師 渡辺安雄 i情師 理学士 松田和三 ' " 玉田邦平
大

阿部滋弘 u 文学士 斎藤茂三郎 ~ ~師 石川房治正 " 

年~(身分異動) 助教侵→教侵 加藤述之:

(減 員) 講師 A岡橋信重郎 :講師 A相浦貫一 :講師 h栗原邦志

" ι山本敬三 i " A伊藤 直 I
， A伊達洋造

(任 用) 教侵 佐藤 好 i助教授 伊藤三郎 鴫師 畑 正吉

講師 文学士 内藤 濯 j講師 理学士 内田義信 " 工学士 竹内強一郎
大

堀江不器雄 i講師『教授 木戸 石川房治正 (身分異動) 助教授→教授 潔 講師→助教授
15 
年

講師 A中村幸之助 i講師 A浅井郁太郎 講師 h北山正吉

(減 員) " A渡辺安雄 :

工学士森井健介(任 用) 講師 大野 巌 :鰐師 深井景二 .講師
昭

理学士八回篤敬"

和4 (身分異動) " 
工学士 山田七五郎 : • 座間美都治

講師ー助教授 阿部滋弘 j

(減 員) 教授 A長 俊之 i助敬侵 ι桜井 誠 ;

(任 用) 教授 理学士橋本重隆 !教授 鈴木京平 :助教侵 中島正己

講師 本間淳治 j講師 工学士徳永晋作 。講師 理学士小山亮清

和昭3 (身分異動} 講師→教侵 山田嘉久 ;講師→教侵 竹内強一郎 :講師→教侵 飯沼義雄

講師→助教授 本間淳治助教授→講師 小林 鼎 i

年(減 員)
教授 h柏木一三 i教綬 A革問時蕃 教授 A建部俗一郎

" ι飯塚正市:講師 A深井景二 ;綿師 4大塚英一

講師 A阿部繁一 i

(任 用) 教授 工学士川原五郎 :教授 竹内秀雄 助教綬 工学士 寺沢一雄
PB 

講師237221正木康作軍司 助教授 理学士 遠藤重郎

4 (身分異動) 講師→教授 三井 透

(減 員) 教授 品水野常吉 講師 4佐藤虎雄 講師 A大野 巌

(任 用) 助教授 鈴木正次 講 師 工学士 福田弘一 講師 工学士 矢ケ崎正経
昭

講師 工学士近藤政市 文学士元木 槍 :

4和 (身分異動〉 " 
助教綬→教授 伊藤三郎 :

(減 員) 助教授 ι村上泰助 i綿師 A八回篤敬
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年別|職名称号氏名 i職名称号氏名 :職名称号氏名

(任 用) 助教授 野村洋一郎 講師 工学士 林 豪蔵講師 工学士 赤星朝晴

講師 工学士 笹井賢二 小川太一郎 } " 湊 一磨

H百 " 根上耕一

和 (身分異動) 助教授→教授 寺沢一雄 I 講師→教授 小山亮清 助教侵→教侵 伊藤三郎
6 
年 " 遠藤重郎 i 林 豪蔵 講師→教授 近藤政市

講師→助教侵 正木康作 :

(減 白) 講師 A矢ケ崎正経 i講師 ι森井健介 講師 A小林 鼎

" A徳永晋(乍 : A荒木東一郎

裕;
昭
和 (任 用) 講師 工学士 東 常在;講師 西川

:. (減 員) ι座間美郁治 A湊 一繕
年

昭(任 用) 講師 oJi上清

和8 (身分異動) 教綬→講師 池内 本;

年(減 員) 講師 元木清:

{任 用) 教授 理学士 革問時蕃 i助教授 鈴木秀一 助教侵 吉岡 勲

昭 助教俊 工学士 友成忠雄 講師 佐藤 好 講師 小菅義雄

和9 講師 工学士大瀬 威:

? (身分異動) 講師→校長 富山 保:助教授→教侵 斎藤輝治 助教授→教授 阿部滋弘

昭 講師→助教授 藤井真一 教侵日鳴筒 山下誠太郎 教綬→講師 橋本重隆

和10 助手→助教綬 森川幾久雄

年(減 員) 教侵 A竹内強一郎 教授 吋山耐占 j歓侵 h佐藤 好

2陵 A藤村利常 助教綬 A正木康作

(任 用) 教授 法学士 佐藤正能:講師 工学士 平林信也:講師 中原虎男

和昭~( 減 講師 理学時士箕作信六; 工学時七蒔田 宗次 工学士 A娼 尚矯

年
員) 助教侵 A野村洋一郎!講師 4東 常任 講師 A赤星朝晴

講師 A河 実; 西川 裕

(任 用) 助教授 工学士高橋安人 i助教授 法学士中野 監 講師 工学士生野熊一
昭
和 講師 理学士 松川 昌蔵 I

~(身分兵動)
年

助教侵一級援 河村文ー教侵→諸師 遠藤政直教授 4 講師 郷江不器雌

(減 員) 教授 且山田嘉久講師 4堀 尚縞講師 A井上 清

(任 用) 教授 津村利光;教授 工学士 木原 博 !助教綬 駒井般治

助教授 工学士 山本 一夫 i助教授 理学士 山梨 真一 i助教授 文法学学士士 川田 正斉

昭
講師 鯵 東 貢 I 講師 工学士 間瀬徳、造 j講師 工学士広津万里

和 E陣 " 福田秀雄 田島良幹 ， 粟野誠一
13 

高橋 安人 .助教授一教授 中島正己:助教授→教授 中野 豊年 (身分異動) 助教侵→教授

講師→教授 池田 健 講師→教授 松川昌蔵 j

(減 員) 教綬 A三井 透 。教授 h寺沢一雄教授 h河合 匡

講師 ι平林信也
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年別|職名称号氏名職名称号氏名 :職名称号氏名

(任 用) 教授 工学士黒川 恒勝 教授 柴田 浩 助教侵 川井 邦平

助教授 小竹縦四郎 。助教侵 鶴岡 武 " 藤野節儀

" 松橋清三郎 " 荒井文治 " 理学士 森川 正

昭
講師 工学博士 永井彰一郎 。講師 工学士 吉田俊二 綿師 工学士 山口 宗雄

和 " 工学士三戸章方 :講師 工学士 広田守道 • 小林 喜通

14 
年 " 文学士 宮島

E盗l j切

" 樋口嘉富

(身分異動) 助教援→教侵 山梨 真一 i助教侵一教授 川田正斉 鵠師→教侵 広津万里

教綬ー講師 渡辺義勝 助綾侵→講師 藤井真一

(減 員) 助教侵 A鈴木秀一講師 A福田弘一講師 h生野熊一

講師 A田島良幹 ， A粟野誠一 ， h佐藤 好

‘・

(任 用) 教綬理学博士木下恭二 i助教授 小泉勝也 i助教授 神戸 蕃

教授 工学士山野健郎 ， 林 参郎 :鴫 師 工学士 小沢大作

昭 助教侵 理学士鈴木一勝 講師 工学士松崎純生 w 工学士 阿曽又一郎

和年~(身分異動)
講師 工学士山崎二郎

助教侵→教授 友成忠雄教侵→講師 草間時蕃

(減 員) 教授 A大串不二雄 教授 A高橋安人 j講師 A大瀬 威

講師 A内田義信 講師 ι根上耕一 j A小菅義雄

" 品三戸章方:

(任 用) 教授 工藤 進 教授 高橋健太郎 教授 大串雅信

助教授 松尾 力 講師 有馬正雄 助教授 鈴木洋二

講師 田口武一 " 高畠 彰講師 平尾 I1又

昭
" 須田盤作 " 稲見 忠 猪狩 j筒和

和16 
" 黒沢 監 ， 佐藤五郎 " 吉村慶丸

年
" 田辺謙輔; 石田鶴彦

キl1F官7 (身分見動) 助綬侵→教漫 鈴木正次 助教侵ー教侵 広田守道

教授→講師 鈴木京平 i教授→講師 池田 健 助手→助教侵 内田綱紀

年(減 只) 教授 A津村利光 i教授 A中野 盛教授 h鈴木京平

" a津団幹夫" A小竹雄四郎 講師 ι池田 健

講師 ι山下誠太郎 i講師 A蒔田宗次 w 川、}II太一郎

" h樋口嘉富 i " A山口宗夫

(任 用) 教授 豊田浩七 j教授 佐野朝男 助教授 藤井耕一

昭
助教授 羽田義雄:講師 入国秀三郎。講師 山本政人

和 (身分異動) 講師→教授 田口武一:
18 
年(減 貝) 教侵 A川田正斉 i教授 ι工藤 進 教授 A山梨進一

" ι遠藤重郎 j " ι中島正己 ， A横山戚彩

講師 ι浦上 学

(任 用) 教授 白井亨-教侵 柴崎安一 !助教授 和田正三

昭
助教授 山田 大十 :助教授 小田代恒正 ・ 生野 界

和19 " 元広友三

年 (身わ典動) 助教授→教授 石川 房治 j助教侵→教授 吉岡 勲

(減 員) 教授 A佐野朝男 :教授 品本間淳治 助教綬 A鈴木 勝

助教授 ι羽田義雄 !講師 A山本政人 j
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歴代管理職一覧表3. 

長

n
U
Tム

n
，“

司
E
A

唱
E
A

噌

'
A

務

24. 6.30-26. 4.15蒲田新太郎

26. 4.16-34.11.30菅野修三

34.12. 1-36.11.30代田満穂

36.12. 1-現花 松尾延治

事事

{併)

40.1.1-40.3.31 中村康治

40.4.1-43.3.31 森川幾久雄

43.4.1-44.4.30 黒川恒勝

44.5.1-45.3.31 小栗達

45.4.1-47.3.31 木下恭二

主部長

(事務取扱)

24.5.31-25.1.15 富山保

25.1.16-27.2.15 阿部滋弘

27.2.16-28.4.20 江国正義

28.4.21-30.3.31 阿部滋弘

30.4. 1-32.3.31 山中直次郎

32.4. 1-34.3.31 永井彰一郎

34.4. 1-36.3.31 大岡 実

36.4. 1-39.3.31 岩崎高雄

39目4.1-40.5.31 中村康治
(事務取扱)

40.6. 1-40.7. 9 中村康治

40.7.10-42.3.31 河東準

42.4. 1-44.1.20 小山永敏
(事務取扱)

44.1.21-44.1.31 河東準

44.2. 1-現在 田口武一

部a; 
寸ー工

唱

ょ

の

L
q
d
a
u
τ
Fhi
u
n
O

弓

r

n

E

n

y

13 

14 

長ρ"" 守二・代歴4. 

考

黒

中

扱取務

備

事

問期

昭 24.5.31~27.8. 4 

27.8. 5~28.4.20 

28.4.21~34.3.31 

34.4. 1~40.3 .31 

40.4. 1~40.5 .3 1 

""与号h在

保

義

清

治

名

正

山

国

沢

村

氏

冨

江

扱

扱

扱

取

取

取

務

務

務

事

事

事

40.6. 1~44.2.28 

44.3. 1~44.8.31 

44.9. 1~45.2.28 

45.3. l~現在

康

男

郎
正
三

部

信

v

戸

村
水

越

" 

$併任横浜国立大学工学部教員名簿(昭和27年)

名氏職名名氏職名名氏職名

悌土野手教侵晴彦 i

達 i 亨横山助教授小栗助教授助教授

泰通大谷教授教授教授

正義

山中直次郎 i

三原金吾

山野健郎

中山一雄 。

増淵正美

阿部滋弘 。

木下恭二 t

森川幾久雄 :

5. 

名国主
主学部雲)江国

氏学科等名

柴田教授一

勝

治

色

恒

康

浅

川

村

湯

黒

中

教授教授

助教授機械工学科

講師

寛

二

謙

多和田時蕃 t

高橋健太郎

草間教授

菊正
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佐藤助教授田丸助教授助教授助教侵

化学工業科



名

化学工業科 講師横山金一 I

教授北川徹三 。教授友成忠雄 1 ・教授永井彰一郎・教授岡 俊平

電気化学科 助教援柴崎安一 助敬侵山田大十 助教侵松野武雄 助教授塩谷繁雄

購師鶴岡 武構師小川 忠彦 :

教授江国正義 。教授大岡 実教授佐藤 鑑

建築学科 助教授田口武一 :助教侵飯塚五郎蔵 !助教侵井上充夫 助教授河合正一

講師林 豪蔵 ;講師安藤範平 :

教授成鳥 秀 i教授小山永敏 j教授南 義夫 j

造船工学科 助教侵沢村鶴松 :助教授吉岡 勲 !助教授丸尾 孟 ;助教侵入国秀三郎

講師永井 保 a

"_.L.. "_ " ・
教侵後藤 良 I 教侵中島好忠:教授吉田梅次郎.教授福田節雄

電気工学科 助教授武田 進 I 助教授中西邦雄 i 助教授池田吉莞 I

講師岡崎彰夫

業 分 析
教授河村文一 :

工
講師桃木弘三

.・ ・

氏職名名氏職名名氏j職名名氏学科等名

ホ併任

名

範平

正義

藤

国
安

江AHω 

築

腕
建

特

i

侵

ぞ

教

授

;

・

師

助

醐

相

傭

↓

教一

保

雄

健

節

6. 

氏
学科
等名

名
学科

等名 ‘
}]IJ 年 氏

飯島

永井

a福田

電工

造船

山越

岡崎

増淵

ι阿

建築

機械

教授

・助教授
講師
『助教授

・教侵

周)

(身分異動)

(減員)

任

昭
和
泊
年

劫手
ー講師

29 
年 (身分異動) 機械

寿1専

盛倉富太郎

国枝電工

機械

助教侵

コー 講師
泊二 j→助教授

弘垣内

柏木

化学工業

分析電化

教授

講師
*助教侵
→教俊
助手
ー講師

傘助教侵

用)

動異分

任

身昭
和
初
年

康夫芹沢

業工学レu援

師

教

手

講

師

助

助

↓

講

『

夫

一

一

邦

隆

安

村山雅美 i

森川幾久雄 ;可教俊

江間 巌 I

田口武一 :

高橋正雄 i

A山中直次郎 。

員){滅

講師
助教侵
→教授

(任用)

(身分異動)

31 
年 寺尾

教員異動状況一覧表(昭和28年~昭和45年)

|職名学科氏名 ;職名等名

邦彦 i教授

卓郎 !

正美 :空自教侵

俊平 。*教授

豊倉富太郎 。

中本 守 。助教授

寺尾邦夫 ;

永井彰一郎 i空自教授

化学工業篠田 耕三 :

A岡崎卓郎 :

耕三篠田

青木

柴崎

宮本

dj湯浅

機披

電化

化学工業

助教侵
助教授
→教侵
助手
→講師

教授

機械

建築

教授
助教授
→教授
助手
一講師

教授

(任用)

(身分異動}昭
和
泥
年

覚
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(逝去)d多和田

統

亀一 :教授

電化

員)(減



年 別|職名学科| 等名 名
，さ6- :f:1. 

職名十円
等名

，ミ卦壬、

名職名事Z 氏 名

{任用) 教授 化学工業岩崎高雄 教綬 金属 Y中 進講師 田中 裕

思(身分異動) →助教教綬授 績械 中村康治 一助教教侵授 電工 中西邦雄 空自教侵化学工業横山金一
33 講師
年 →助教授 電工 芹沢康夫鴇師 " 都築泰雄 }

(減 員) 教授 A草間時着手 :教授 A大谷泰通教授 A中本 守

(任 用) 教侵 金属 和田 良澄 i助教授 金属 葉山益次郎 :

和昭 (身分奥動) →助教教侵授 沼化 松野武雄 一助教教侵授 化学工業垣内 弘 助→教教授侵 化学工業団丸謙二

講師 t 助講手 . 大家 淳34 
. 造船丸尾 孟 。一助教授 m 化高橋正雄 I →師

年 →助手講師 化学工業福田十三雄 ;

(減 員) 助教授 4塩谷繁雄:助教授 ι永井 保 I

電工尾形克彦 i(任用) 教侵

思35 (身分異動) 一助教教侵侵 " 
購師

田中 炉f~、~ →助講手師 電化 小林義隆国枝寿博 →助教侵施設

年
→助手講師 電化十川先先-

(減 員) 教侵 h永井彰一郎 j

(任 用) 助教綬 建築後藤 滋白助教侵 金属上域太一;

昭和36 {身守異動)
一助教教侵侵 化学工業高橋健太郎 i豊富空 機械小栗 透 →助教教侵授 機械横山 亨

増淵正美!講→助師教侵電化 小川忠彦" 織械 中山一雄: " 
空自教授電化鶴岡 ・→講助師教授化学工業 大塚 助助手

年 淳 →教授物理 宇佐美誠二

(減 員) 教授 A成島 秀 ;助教授 4武田 進 助教授 工数へ h山野健郎

講師 工教へ A林 豪蔵 ι

昭
和(任 用) 教授 化 工 河東 準: 助教侵 造船板垣 浩 講師 金属 市之瀬弘之

37 (身分異動)
年

助→教教授綬 造船吉岡 勲 ; 一助手講師 応化福田和吉

建築末永保美 助教侵 造船竹沢誠二(任用) 教綬 金属 黒藤崎永治 i助教授

和昭 (自分異動) 細細線様工 英明空軍E 施設 田中 裕 ! →助教教授授 建築 河合正一
38 里ま星 電工池田吉発 w 年 化工青木隆一 i

(減 貝) 教侵 エ教へ A山越邦彦 助教授 応数 ι八回秀三郎 助教侵 建築 A安藤範平

(任 用) 教授 化工山本一夫 ι 教授 電工村上一郎:助教授 応化 小笠原貞夫

助教授 桐生知男 i助教授 化工池田憲治 ， . 広田 穣
sB " 機械 鈴木房幸 i 助教授 応物佐藤正千代 :講師 機械 山口 惇

和39 講師 電工関口 隆 I

年 (身分異動) →助教教侵授 応化篠田耕三 i~重量 機械寺尾邦夫 i
教授 4野手悌土 I 教授 工教へ A岩崎高雄 教侵 品目丸謙二

講師 品村山正美 j講師 A福田十三雄 j

(任 用) 教授 化工若尾法昭 :助教綬 応化 樋口治郎 i講師 造船池畑光尚

和昭40 (身分奥動)
助→教教授授 機械 豊倉富太郎 →助教教疫侵 " 小笠原貞夫 ;理霊 分析 桃木弘三

空Z教授応化福田和吉 空自教授機械 山口 惇 j空自教授金属 市瀬弘之

年 『助手講師 分析 助講手鳥飼直親-師 電工 高瀬光蔵 .

(減 員) 教授 学長就任 A中村康治 !教授 h河村文一 :教授 エ教へ A江間 巌

41 
年
(任 用) 教授 電工権藤靖夫 助教授 建築野村東太 I 講師 建築 関口欣也
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年 7JIJ I職名学科| 等名
名 t 職名学科

等名
名:職名学科

等名
名

昭(身分異動) 空皇室疫機械工藤英明 里線 建築井上充夫 常喜 建築飯爆五郎蔵
和 助手
41 →講師 化工上和野満雄

年(減員) 教授 A柴田晴彦教授 A大岡 実購御 ι十川 先先ー

昭(任用)教綬 応数武藤義夫。:助教綬 応数大平 坦 1 講師 藤堂勇雄

和(身分異動) E22 応化佐藤菊正 i型22 造船 沢村鶴松 j聖堂震 金属 葉山益次郎
42 I IL'::1:f:."--r"-r" 11'_ -d-，.>，___ -...-.l.It_ 講師
年 V 応 物佐藤正千代" 施設高橋正雄 ・→助教授造船池畑光尚

助手
一助教綬建築 石井一夫 j

(任用) 教授 建築内藤亮一 :教授 安全井上威恭 i教授 安全若国吉一

電工太田時男:助教授 建築紺野 昭 :講師 電工菅原昌敬

講師 w 土肥康孝講師 電化仁木克巳 " 機械小貫隆治
nB 
和 M 化工石井 勉 fI " 斎藤 朗

立(身分異動) 均教授電工都築泰雄 空白教侵電工関口 隆 望宮教綬安工小林義隆

験械藤堂勇雄鳴師 応化中山春夫:

(減員) 教授 A阿部滋弘教授 A後藤 良 i教授 A柴田晴彦

h大岡 実.， d三原金吾 " d森川幾久雄

(任 用) 教授 飽設小倉信和 ;助教授 機械松本孝生:助教授 建築佐藤 仁

H召 助教綬 安工福迫達一" 化工飯田 嘉宏 n 化工大矢晴彦

和 講鮪建築青木博文 i講師機敏江村 超 I 講 師金属井口栄資

2(身分奥動) 空自教綬電工菅原昌敬;問教綬電工土肥康孝 空自教授 化工石井 勉

盟主師 分街佐藤寿邦!

(減 員) 教綬 A黒川恒勝 :教授 A増淵正美 :

(任用) 教授 機械下回秀夫 i講師 電工塚本修己 講師 施設白水竜介

昭(身分異動) 里猿 建築後藤 滋聖護霊 建築末永保美里ま震 建築野村東太
和 講師 講師
45 " 応化樋口治郎;→助教授 w 関口欣也 →助教綬分析鳥飼直親

年 助手→講師建築片山忠久

(減員) 教侵 A佐藤 鑑助教授 品紺野 昭 l 助教授 A市之瀬弘之

7. 横浜国立大学工学部教員名簿(昭和45年)

学科等名 |職名 氏 名職名 氏 名職名 氏 名 }職名 氏 名

I(主主義)田口 武一 !
教授下回秀夫 i 教侵 小栗 達}教授 中山一雄

機械工学科 助教侵 松本孝生 助教授 鈴木房宰 t 助教綬 山口 ↑享 }

講師 小貫隆治 }

機第械二工学学科
教授横山 亨教授工藤英明 教授寺尾邦夫:教授豊倉富太郎

助教授 藤堂勇雄

応用化学科
教授木下恭二 教授高橋健太郎 教授垣内 弘 i 教授佐藤菊正

小笠原貞夫! 篠田耕三 樋口治良1I
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学科等名 |職名 氏 名 :職名 氏 名 :職名 氏 名 :職名 氏 名

応用化学科 助教侵横山金一 助教授大塚 淳 助教授福田和吉 I 助教侵広田 穣

講師宮本 統 !講師中山春夫

教授友成忠雄 I 教授柴崎安一 教侵絞野武雄 ?

電気化学科 助教綬山田大十 i 助教侵鶴岡 武 助教侵小川忠彦 ;

講師仁木克巳 :講師斎藤 朗

教侵田口武-教侵内藤亮一 !教侵井上充夫 i 教授河合正一

飯塚五郎蔵 後藤 滋 w 末永 保美 野村東太建築学科 白 ， ， ~'''-. ..， ...... .... 

助教授佐藤 仁 助教授石井一夫 :助教授関口欣也 :

講師青木博文 講師片山忠久 。

造船工学科 教援小山永敏教授南 義夫教授吉岡 勲 。教授丸尾 孟

助教授竹沢誠二 助教授板屋 治 。助教授池畑光尚

教綬飯島健一 教授村上一郎 t 教授中西邦雄 教授園枝寿博

池田吉莞 権藤靖夫 ・ 9 中島忠好 w 太田時男
電気工学科

助教授芹沢康夫 助教侵都築泰雄 I 助教授関口 隆

講師高瀬光蔵 講師菅原昌敬 j 講 師土肥康孝 講師塚本修己

教授黒崎永治 :教授和田良澄 j教授 f中 進 教授業山益次郎

金属工学科 助教授上城太一

講師井口栄資

教授河東 準教授山本一夫教授青木隆一教侵若尾法昭

化学工学科 離級銀栴生知男 助級銀他国憲治 助4聖母石井 勉

講師 上和野満雄

安全工学科 教綬北川徹三 :教授井上威恭 教授若園吉一

助教侵 小林義隆 (助教侵 福迫達一 :

共工業分析 教授桃木弘三 j助教授鳥飼直親 ;講師佐藤寿邦 j‘ 

通応用物理 教授吉田梅次郎 i教授佐藤正千代 I 助教侵宇佐美誠二

教応用数学 教授武藤義夫 :助教侵大平 坦:
室移動論 助教授大矢晴彦 j。助教授飯田嘉宏 ;

学材研料基究礎施工設 教授 高橋正雄 :教授 小倉信和 t 教侵 田中 裕 ;講師 白水竜介

8. 横浜国立大学工業教員養成所創設時の教員名簿(昭和36年)

学科等名 |職名

-所長

機械工学科
教授

助教授

建築学科
教授

助教袋

氏

岩崎

山野

真壁

林

野村

名 ?職名

高雄 i

健郎・教授

肇 i 助教授

豪蔵 j事教授

東太 i

氏

中村

米谷

大岡
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名 i 職名

康治 i

茂 。助教授

実.教授

氏

松本

佐藤

名 j職名

孝生 :

鑑

.併任

氏 名



9. 教員異動状況表(工業教員養成所)(昭和37年~昭和44年) .併任

氏
科
名
学
等

名職口
D年

学科
名職名 等名

，主主昏 'f己I

名職名事若氏名

37( 
年任 用) 教授 建築 内藤亮一

38 
年(任 問) 教授 建築 山越邦彦 助教侵 建築 池田昭男 :

39 
年(任 用) 所長専任 岩崎高雄 助教授 建築佐藤 仁 ;

栂械江間 厳・畿銀 機械横山 建築河合正一40 (任 用) 教授 亨 :・教授

年(誠 員) .教侵 機繊 A中村康治 助教授 機根 A真壁 態 j

41 (任 用) .教授 機械 黒川恒勝$助教授 建築野村東太

年 (身分異動) →助教教侵疫 織繊米谷 茂

(減員) 教授 A岩崎高雄 i助教侵 建築品野村東太 !

42(任 用) -教授 M・慮 中山ー雄
亨:教授年(減 員) -教授 織核 ι黒川恒勝・教授 建築且横山 建築 ι山越邦彦

43 
機械 A江間 巌年(減 員) 教授

(任 用) 事教授 機械小栗 達 ・助教綬 機械松本孝生 i
44 

年廃止 ( 減
員} 教授 機繊 A山野健郎 教授 建築 ll~本 豪議

-教授 機械 h中山一雄・教授 建築 A内藤亮一教授 機誠 ι米谷 茂

e助教授 建築 A佐藤 仁 助教侵 建築 A池田昭男・助教侵 建築且野村東太

10. 横浜高等工業学校(工専)入学状況一覧表

ヤ芝生 機械工学科 応用化学科 電気化学科 建築学科 航空工学科 J口L 言十
造

事 本 工 本 工 本 工 本 工 船 本 工 本 工

年

業養器 業成教員養 業暴露教 業成教員養
工

業教員養 業教員養成項 声寸tー. 

度 科
成所

科 科 所 科 科 所 科 科 所

大正 志願者数 325 182 149 656 

9 入学者数 41 39 35 115 

度年 倍 率 8.0 4.7 4.3 5.7 

1/ 志 願者数 247 121 188 556 

10 入学者数 42 43 42 127 

年度 倍 率 5.9 3.0 4.5 4.4 

1/ 志 願者数 144 87 94 325 

11 入学者数 41 40 40 121 

年度 倍 率 3.5 2.2 2.4 2.7 

1/ 志 願者数 145 99 124 368 

12 入学者数 41 39 40 120 

年度 倍 率 3.6 2.6 3.1 3.7 
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機械工学科 応用化学科 電気化学科 建築学科 航空工学科 メ日h 百十
ス‘&Eュ

A弓Mー. 本 工 本 工 本 工 本 工 船 本 工 本 工

司下 科

業費養成所 業費養喜
業教

業養成費
工 業教 業教

養員 品寸ιー 養員 養成員
年 等

科
項

成 成

度
科 科 科 所 科 所 科 所 科 所

大 志願者数 107 
正

67 55 229 

13 入学者数 40 36 36 112 

年度 倍率 2.7 1.9 1.6 2.1 

" 志願者数
174 85 99 358 

14 入学者数 40 40 40 120 
年
倍率 4.4 2.2 2.5 3.0 l度

" 志願者数
266 133 151 155 705 

15 入学者数 39 39 38 31 147 

年度 倍率 6.8 3.4 4.0 5.0 4.8 

和昭2 
志願者数 235 145 152 208 740 

入学者数 40 40 40 29 149 

年度 倍率 5.9 3.6 3.8 7.0 5.0 

" 志願者数
485 283 291 324 1，393 

3 入学者数 39 37 40 29 146 

年度 倍率 12.4 7.7 7.3 11.2 9.6 

" 志願者数
590 102 281 79 427 22 386 47 226 1，910 250 

4 入学者数 36 6 39 7 36 4 26 7 24 161 24 

度年 倍 率 16.4 17.0 7.2 11.3 11.9 5.5 14.9 6.9 9.4 11.9 1.4 

" 志願者数
454 191 259 171 305 65 278 72 197 1，493 499 

5 入学者数 36 5 40 6 38 2 30 6 26 170 19 

年度 倍 率 12.4 38.2 6.5 28.5 8.0 32.5 9.3 12.0 7.5 21.3 26.3 

11 志願者数 476 169 346 141 353 36 245 58 228 1，648 404 

6 入学者数 40 7 40 6 37 2 25 6 25 167 21 

度年 倍 率 11.9 25.6 8.7 23.5 9.6 18.0 9.8 9.7 9.1 9.9 18.9 

" 志願者数
361 132 295 110 250 22 133 48 161 1，200 312 

7 入学者数 40 5 38 5 35 2 28 6 26 167 18 

度年 倍 率 9.3 26.4 7.9 22.0 7.1 11.0 4.8 8.0 6.2 7目2 17.8 

一一一一一

" 志願者数
648 159 300 103 319 38 182 51 253 1，702 351 

8 入学者数 39 6 37 6 38 2 28 6 29 171 20 

年度 倍 率 16.6 26.5 8.1 17.2 8.4 19.0 6.5 8.5 8.7 10.0 17.6 

11 志願者数 586 118 343 84 305 29 157 54 326 1，717 285 

9 入学者数 39 6 40 5 40 2 29 6 30 178 19 

年度 倍 率 15.0 19.7 8.6 16.8 7.7 14.5 5.5 9.0 10.9 9.7 15.0 

464 



機械工学科|応用化学科 電気化学科 建築学科 航空工学科 l口L 計
造

出守" 本 工 本 工 本 工 本 工 船 本 工 本 工

科
業務責 重養成員 業養成教員 業養成教員

エ
業養成教員 業費養成

等
学

年 科
項 科 所 科 所 科 所 科 所 科 所 科 所

度

和昭10 
志願者数 803 134 380 108 438 28 226 48 420 2，267 318 

入学者数 39 5 42 6 40 2 31 6 29 181 19 

年度 倍 率 20.6 26.8 9.1 18.0 11.0 14.0 7.3 8.0 14.5 12.5 16.8 

" 志願者数
685 85 382 65 313 22 192 29 314 1，886 201 

11 入学者数 40 4 39 6 40 2 31 6 29 179 18 

年度 倍 率 17.1 21.5 9.8 10.9 7.8 11.0 6.2 4.9 10.8 10.6 11.2 

" 志願者数
500 42 395 50 360 18 175 14 428 1，858 124 

12 入学者数 40 5 39 6 38 2 31 6 36 184 19 

年度 倍 率 12.5 8.4 10.2 8.3 9.5 9.0 5.7 2.3 11.9 10.1 6.6 

" 志願者数
587 44 282 50 275 18 140 36 136 1，706 148 

13 入学者数 77 9 40 6 40 2 32 6 30 261 23 

年度 倍 率 7.7 4.9 7.1 8.4 6.9 9.0 4.4 6.0 4.6 6.6 6.5 

" 志願者数
534 112 337 55 347 21 142 16 241 1，890 204 

14 入学者数 75 15 75 8 75 4 30 3 30 325 30 

年度 倍 率 7.2 7.5 4.5 6.9 4.7 5.3 4.8 5.4 8.1 5.9 6.8 

" 
志願者数 343 88 294 49 280 25 157 14 143 1，428 176 

15 入学者数 75 15 73 8 75 4 75 3 37 376 30 

年度 倍 率 4.6 5.9 4.1 6.2 4.0 6.3 2.1 4.4 3.6 3.8 5.9 

" 志願者数
448 74 260 33 203 23 258 6 172 310 1，651 186 

16 入学者数 75 15 75 8 75 4 75 3 40 80 420 30 

年度 倍 率 6.0 4.9 3.5 4.1 2.7 5.7 3.5 2.0 4.3 3.9 3.9 6.2 

" 志願者数
313 63 232 32 188 10 214 15 260 424 1，630 120 

17 入学者数 75 30 75 8 75 4 75 3 40 80 420 45 

年度 倍 率 4.2 2.1 3.1 4.0 2.5 2.5 2.9 5.0 6.5 5.3 3.9 2.7 

" 志願者数
709 61 602 17 417 11 356 8 543 934 !3，559 97 

18 入学者数 75 30 75 8 75 4 75 3 40 80 420 45 

年度 倍 率 9.3 2.0 8.0 2.1 5.6 2.9 4.8 2.9 13.5 11.7 8.4 2.1 

903 752 532 952t 980 4，540 
志願者数 187本 85 180ホ 21 162* 

39 421 20 166* 
194* 
33 
889* 
238 

40. 

" 80t 75 75 75 80 460 
19 入学者数 40本 30 40* 5 40* 6 75 

5 40ホ 40本 5 200ホ 56 

年度
5・

12.4 10.0 7.1 11.9t 12.5 9.9 
倍 率 4.7* 

2.8 4.5ホ 4.2 4.1本 6.5 5.6 4.0 4.5* 4.9ホ 6.6 4.5* 
4.3 

9.0. 

昭和20年度以降は資料なく不明，各科とも・ 2部，造船工学科においては十本科 ・教養
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11. 横浜国立大学工学部入学状況一覧表

A寸~

機 応 電 建 造 電 金 化 安 2 2 メ口込

字} 械 用 気 船 気 属 弓注品ト4 全 部機械
部

築
応用

等 工 化 化 工 工 工 工 工 計 言十

学 学 A売h子a一み
A寸峠与

学 A寸M日. 学 弓品Eム Aす副」ら 工
，科イ寸泊ヒゐー

年度
事 季十 科 科 科 季} 科 科 科 科

科A寸'"一. 
言十

項

昭和 志願者数 103 115 86 78 505 72 66 138 643 

24 入学者数 41 34 36 29 29 194 31 30 61 255 

年度 倍 率 2.5 3.4 2.4 2.4 2.7 2.6 2.4 2.3 2.3 2.5 

昭和 志願者数 373 464 177 213 227 306 1，760 138 112 250 2，010 

25 入学者数 48 37 38 34 33 34 224 35 30 65 289 

年度 倍 率 7.8 12.5 4.7 6.3 6.9 9.0 7.9 3.9 3.7 3.8 6.9 

昭和 志願者数 540 667 226 266 283 380 2，362 196 152 348 2，710 

26 入学者数 40 33 35 27 25 29 189 37 30 67 256 

度年 倍 率 13.5 20.3 6.5 9.5 11.3 13.1 12.5 5 3 5.1 5.2 10.6 

昭
志願者数 735 745 233 274 419 438 2，844 249 199 448 3，296 

和
27 入学者数 44 36 35 31 32 32 200 30 30 60 260 

年度 倍 率 16.7 20.7 6.7 8.8 13.1 13.7 14.3 8.3 6.6 7.4 12.7 

和昭 志願者数 395 251 179 222 234 275 1，556 191 129 320 1，876 

28 入学者数 45 35 35 30 27 29 201 34 30 64 265 

年度 倍 率 8.8 7.2 5.1 7.4 8.6 9.5 7.7 5.6 4 3 5.0 7.1 

昭
志願者数 1，324 886 370 522 477 760 4，339 289 191 480 4，819 

和
29 入学者数 44 36 35 29 29 25 198 29 30 59 257 

年度 倍 率 30.9 24.6 10.6 18.0 16.4 30.4 21.9 9.1 6.4 8.1 18.3 

昭和 志願者数 1，123 976 529 624 4，634 264 211 475 5，109 

30 入学者数 43 36 30 30 30 197 30 30 60 257 

年度 倍 率 26.1 27.1 17.6 20.8 20.31 27.1 23 5 8.8 7.0 7.9 19.9 

昭
志願者数 1，317 1，033 688 722 738 809 5，287 276 250 526 5，813 

和
31 入学者数 43 37 32 29 29 30 200 32 28 60 260 

年度 倍 率 30.6 27.9 21.5 24.9 25.5 27.0 26.4 8.6 8.9 8.8 22.4 

和昭 志願者数 1，354 1，079 641 645 678 787 5，184 311 197 508 5，692 

32 入学者数 45 39 34 31 30 29 208 30 30 60 268 

年度 倍 率 30.1 27.7 18.9 20.8 22.6 27.1 24.9 10.4 6.6 8.5 21.2 

昭
志願者数 1，268 647 732 577 6，304 手百

33 入学者数 50 37 31 35 33 2621 291 30 59 321 

年度 倍 率 25.4 13.2 20.9 20.9 33.41 12.1 21.91 11.41 8.2 9.8 19.6 

昭和 志願者数 1，572 1，045 544 1，037 734 1，247 729 6，908 329 237 566 7，474 

34 入学者数 47 41 41 35 37 38 38 277 30 30 60 337 

度年 倍 率 33.4 25.5 13.3 29.6 19.8 32.8 19.2 24.9 11.0 7.9 9.4 22.2 
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AすMー与
機 応、 'iIt 建 造 電 金 化 安 2 2 i口'-

科
械 用 気 船 気 属 Aヲlt与 全

部
部応用築

機械
等 工 化 化 工 工 工 工 工 言十 E十

員寸tー. 品十ゐ 品寸ι一
舟寸lt
弓品ー 月寸t 《寸比ー AヲMー与 弓ぷu.与， 工

ρす科イaヒt 与

年度 事 科 科 科 科 科 科 科 科 科
A寸科Mー与

項

和昭 志願者数 1，3571 1，0911 661 1，308 608 1，354 7，0961320 273 593 7，689 

35 入学者数 491 411 39 35 36 55 290 31 29 60 350 

度年 倍 率 27.71 26.61 16.9 37.4 16.9 24.6 20 24.5 10.3 9.4 9.9 21. 9 

昭 志願者数 1，611 1，123 3問40U 11a師団111，544
611 256

1 

586 7，642 

和36 入学者数 69 40 351 331 51 36 3041 31 301 61 365 

年度 倍 率 23.4 28.1 13.0
1 
30.5i 17.6i 30.3 17.0 23.21 10.6 8.51 9.6 20.9 

昭
志願者数 1，487 701 398 1，357 454 656 6，617 342 276 618 7，235 

手百
37 入学者数 67 40 40 38 63 40 34 350 28 30 58 408 

年度昭
倍率 22.2 17.5 10.0 35.51 15.5 21. 5 11.4 19.3 18.9 12.2 9.2 10.7 17.7 

志願者数 943 520 1，483 387 6，363 327 251 578 6，941 
和38 入学者数 641 351 36 29 35 66 36 339 30 29 59 398 

度年昭
倍率 23.41 21. 41 11. 0 32.5 14.9 22.5 10目8 18.8 10.9 8，7 9.8 17.5 

志願者数 317 913 634 1，415 340 353 194 457 6，389 
和39 
入学者数 39 39 32 37 66 36 39 30 30 60 417 

年度 倍率 18.41 17.6 8.1 28.5 17.1 21.4 9.4 9.1 16.61 8.8 6.5 7.6 15.3 

昭和40 
志願者数 1，226 1，013 661 1，264 328 466 6，481 

入学者数 65 401 33 32 39 68 37 40 3541 26 311 57 411 

年度 倍 率 19.5 18.51 8.5 31. 7 16.9 18.6 8.9 11.7 17.01 9.8 6.81 8.2 15.8 

昭
志願者数 1，345 778 287 1，063 808 刑制 173 405 6，710 

和
41 入学者数 72 39 39 42 39 381 38 3751 29 30 59 434 

年度 倍 率 18.7 19.9 7.4 25.3 20.7 8.71 10.5 16.81 8.0 5.8 6.9 15.5 

昭
志願者数 1，074 1，116 686 1，125 281 319 455 5，922 208 140 348 6，270 

和42 
入学者数 90 401 33 38 42 70 38 37 37 425 29 30 59 484 

度年 倍 率 11.9 15.81 7.1 29.4 16.3 16.1 7.4 8.6 12.3 13.9 7.2 4.7 5.9 13.9 

昭
志願者数 1，343 579 286 1，190 586 1，196 329 268 259 6，036 IU 

6，473 
和43 入学者数 83 40 35 69 39 64 36 33 34 433 486 
年
倍 率 16.2 14.5 8.2 17.2 15.0 18.7 9.1 8.1 7.6 13.9 13.3 

度

昭
志願者数 209 1，265 562 1，212 229! 239 281 

5411 叩

435 5，923 
和
44 入学者数 29 32 73 36 65 391 35 37 4281 271 29 56 484 

年度 倍 率 12.01 17.4 6.5 17.3 15目6 18.6 5.91 6.8 7.6 12.81 9.91 5.8 7.8 12.2 

昭
志願者数 蜘 11571醐回制 212 4，665 

1 1  

5，029 
和45 入学者数 921 381 371 661 391 69 39 36 454 281 301 58 512 

度年 倍 率 8.81 7.51 4.21 18.71 13.91 13.2 5.4 4.61 7.5 10.3 7.51 5.11 6.3 9.8 
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12. 横浜高等工業学校(工専)卒業状況一覧表 ( )内数字は所定日以後の卒業者数を示し，外数

ンヒ
大

和昭
正
12 13 14 15 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

機
本 科 29(1) 42 32(2) 30(1) 38 40 36 35 36 35 32(1) 38(1) 36 37 36 

械 夜 間 部
工
A寸Lー 選 科 1 2 2 1 

科
工業教員養成所 3 6 7 6 6 5 

.LG、 本 科 31(2) 42 35 33 30 36 39 34 31 39 39 32 41 34(1) 40 

用 夜 間 部
化
守主主£一， 選 科 2 2 1 1 l 2 1 2 

科
工業教員養成所 7 6 6 4 6 4 

電
本 科 31(1) 36 33 35(1) 37 35 40 34 36 34 38 34 38 

気 夜 間 部l
化
p弓-一 選 科 I 1 1 1 1 

科
工業教員養成所 3 2 2 2 2 2 

建
本 科 32 29 27 29 26 29 19 30 25 25(1) 

築 夜 間 部

員弓£与. 
選 科 1 l 2 5 1 

科
工業教員養成所 6 6 6 6 5 6 

造 本 科 22(1) 23 23(1) 24(1) 28 27 

船
夜

工
間 部

声ヲ£ー. 選 科

科
工業教員養成所

工航 本 科

学科空 選 科

電
本 科

気 選 手斗

科
工業教員養成所

1口h 本 科 90(3) 121 98(3) 99(1) 101 143(1) 141 131 136 156(1) 159(1) 146(2) 169(1 158(1 166(1) 

夜 間 部

選 科 4 2 5 l l 2 1 4 1 2 2 5 3 

工業教員養成所 19 20 21 18 19 17 
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昭和13 
14 15 16 16 17 17 18 18 19 19 20 20 21 22 23 24 25 26 

3 3 3 3 12 3 9 3 9 3 9 3 9 3 3 3 3 3 3 

39 40 42 67 75 73 67 85 74 75 94 22(1) 36 22 

34 43 47 36 23 24 

3 5 3 4 3 1 5 4 4 1 2 2 2 

6 4 5 8 13 13 13 26 30 (4) 25 

41 36 36 41 74 66 74 76 68(1) 36 79 82 36(4) 35 14 

31 37 37 33 25 

1 2 3 6 1 7 2 1 4 2 1 4 2 2 

6(1) 6 6 6 5 7 6 6 8 8 18 8 8 9 

39 39 37 40 74 73 73 74 75 70 77 37(1) 27 15 

31 42 

1 2 3 1 4 1 1 1 3 1 

2 2 1 2 4 3 3 4 4 8 7 10 8 7 

32(1) 27 30 27 29 36 31 27 56 51(1) 98 38 30 15 

37 35 36 

1 l 1 1 3 l 1 l 1 2 

6 6 6 5 3 3 1 5 4 8 8 2 9 8 

28 26 37(1) 30 26 34 37 37 32 76 64 33 30 19 

29 22 

1 4 6 2 3 1 6 11 4 3 4 2 6 

4 

33 43 84 75 75 

3 4 5 2 1 2 

61 39 35 18 

1 

179(1) 168 182(1)1238 321 366 

335a5qZ3331和68 8 

制 1)!36 351(1) 446 205 193 103 

37 134 148 73 56 49 

1 2 2 15 24 8 24 1 24 34 12 6 7 10 13 

20(1) 18 18 21 25 26 41 46 (4) 53 26 20 25 24 
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13. 横浜国立大学工学部卒業状況一覧表 ( )内数字は所定日以後の卒業者数を示L-，外数

ミt昭 " " " " " " " " " " " " " " " " " 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

機械 32 40 31 39 40 43 40 59 42 55 39 44 
38 44 33 40 49 61 

工学科 (2) (1) (1) (1) (2) (5) (4) (6) (6) (9) (11) (14) 

応化学用科
23 29 24 

31 35 27 30 40 33 34 36 34 40 40 38 35 43 31 

昭37までは (14) (1) (7) 
化学工業科

電気 32 27 27 25 34 21 31 22 26 
28 26 31 34 32 34 36 39 39 

化学科 (1) (1) (1) (3) (2) (8) (9) (8) (3) 

建築 23 25 29 21 21 20 24 20 23 18 32 21 15 10 14 
16 24 14 

学科 (5) (4) (5) (2) (9) (7) (4) (9) (9) (15) (1) (7) (6) (18) (10) 

造船 18 19 26 20 26 27 27 30 29 24 28 29 23 39 
24 24 23 29 

工学科 (3) (2) (3) (3) (1) (1) (2) (4) (2) (4) (10) (7) (15) (3) 

電気 31 31 44 41 49 39 41 17 53 
26 22 18 21 25 23 27 27 28 

工学科 (1) (4) (6) (2) (6) (10) (10) (16) (17) 

金属 29 35 34 24 25 25 24 25 
28 

工学科 (1) (1) (6) (7) (3) (10) (6) (11) 

化学 32 
33 35 37 34 

工学科 (6) 

161 167 142 156 186 183 165 178 180 227 223 258 250 305 234 262 193 264 

小計
(3) (4) (2) (7) (8) (8) (3) (12) (10) (11) (20) (20) (33) (17) (58) (52) (81) (64) 

工機2学部械科

26 20 13 18 22 25 19 18 20 6 
15 20 23 21 26 27 23 

(2) (2) (7) (5) (2) (5) (2) (4) (1) (4) 

2 部
19 20 23 26 24 25 17 23 19 21 20 17 

応化学用科 24 25 24 27 30 

昭37までは
(5) (2) (1) (2) (1) (2) (2) (2) (1) (4) (12) (8) 

化学工業科

34 40 49 53 44 40 43 40 52 47 38 39 40 23 
小計 47 46 50 

(5) (2) (3) (2) (3) (7) (7) (2) (2) (7) (3) (8) (13) (12) 

161 201 182 203 232 232 215 231 224 267 266 298 302 352 272 301 233 287 
合計

(3) (9) (4) (7) (8) (11) (3) (14) (13) (18) (27) (22) (35) (24) (61) (60) (94) (76) 
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14. 定員変遷一覧表

教 官 事務系職員

予算定員 Z2 
メ口λ 

校 教 生 助 生 助 事 書

年月 日 根拠法令 徒 徒
講 嘱 計 そ 計教 主 務

主 事 の
計

長 授 事 授 補 手 師 ~t: 官 記 f血

大正9.1.19 勅令第16号 1 1 51 1 71 1 31 1 31
10 

fI 9. 4.171 fI ~11 1号 1 1 81 1 31 1 71 1
19
1 1 '1 
12 

グ 9.4.31 w 第180号 1 8 1 ' 
7 20 12 16 36 

fI 13. 4. 1 

グ 7.4. 1 
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教 官 事務系職員

予算定員 予定算員
l口h 

校 教 生 助 生 助 事 書

年月 日 根拠法令 徒 徒
講 嘱 そ

教 主 言十 務 言十

ヨミ 事 の
計

長 授 J受 補 手 師 ~-E 官 記 イ也

昭和 7.12.27 勅令第395号 1 31 2 17 7 74 8 40 48 122 

1 131 1 
1

16

1 
21
22
1 51η| 

8 

，， 11.4.1 

" 21. 1 54 。25 。9 89 1 10 

ν22 
1 1叩|ト41 1 111 1 

" 23. 1 42 20 6 69 事1務3 

" 24. 4. 1 1 42 23 講師 3 
1/ 合。属託 163 238 6 11 152 
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計合系
負
務事
職年月日|根拠法令|教 授|蜘|講師|助手| 計

大学 学長 教1授3 21 5 4 44 69 113 
昭和24年度 1 

ー ーー・ーー・ 晶晶 晶‘ーーー ・ ， 

大学創設当初 高専 校長{学部長。)" 61 14 。 183 292 475 
3 105 

大学 学長 " 21 5 10 50 63 113 
グ 24年度

文部省第令23号
1 13 

....‘ ・“ 咽炉 a‘ ・....“ ー.................

(6月1日)
高専
(校長)学部長" 61 18 。 187 288 475 
3 105 

ν25年度 M 第17号 ~: I ~Ziim~1 :: + ~ I ': I ::: 1:: + ::: 
大学 学長 " 112 23 30 235 341 576 

ν26年度 1 69 
グ第19号 ...・ー. ........ 晶晶晶 ー...

(完成年度)
高専 (校長)学O部長" 。 。 。 。 。 。

昭和2昨度 |江言E55言定)I 
v27度年 |文部省令第問 |

!2758 
(事務機構刷新協議会)

Y28度年 |文部省令第時 l
u29年度 I 11 第 6号 l
v 初年度 I 11 第時 1

7 昨度I 11 第 8号 l
v畔度 I 11 第 7号 l
M33年度 I 11 第時 l
u34年度 I 11 第阿 |

ν35年度lw 第 6号|
w I 11 第 1号 l

u3昨度 I 11 第時 l
y 昨度I 11 第時 l
w38年度 I 11 第時 l
w3咋度 I 11 第時 l
v4咋度I11 第同 l
v41年度 I 11 第22号 l
u42年度 I 11 第 2号 l
v4砕度 I 11 第明 l
H44年度|文大大第3問 l
w4咋 度 I 11 第お7号 l
w4昨 度 | 氏 第230号 l
u 昨度I I 

mm
一
幻
一

U

己U
I 29 I 
I 29 I 
I 29 I 

I 31 I 

I 33 I 

円司
I 32 I 
I 36 I 
I 37 I 

I 38 I 

I 40 I 

いとJ
I 46 I 

I 51 I 
I 53 I 

ヒι」
I 56 I 

己U
I 64 I 
I 65 I 

ヒ_0 I 
I I 

27 

29 

31 

33 

34 

35 

37 

37 

38 

40 

43 

45 

50 

53 

54 

56 

61 

66 

67 

73 

1o I 17 I 81 I 95 I 

0 I 18 I 84 I 89 I 

lo I 18 I 84 I 90 I 

1o I 18 I 84 I 90 I 

9 I 18 I 87 I 87 I 

9 I 18 I 90 I 84 I 

9 r 19 I 94 I 79 I 

8 I 19 I 回 I 79 I 1η 

8 I 19 I 94 I 79 I 

6 I 22 I 101 I 85 I 

5 I 22 I 101 I 85 I 

5 I 24 I 105 I 89 I 

4 I 27 I 山 I 97 I 

3 I 32 I 120 I 106 I 

4 I 38 I 133 I 121 I 

3 I 41 I 凶 I 129 I 

3 I 43 I 1臼 I 138 I 

3I  44 I 155 I 137 I 

3 I 45 I 160 I 136 I 

3I  47 I 170 I ω | 

3I  48 I 181 I 凶 |ロ7
3I  51 I 186 I 147 I 

3I  52 I 198 I 149 I 

I I I I 
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15. 横浜国立大学工業教員養成所入学・卒業状況一覧表

機

昭和36年度 建

メ日込

機

か 37年度 建

J口込

機

グ 38年度 建

l口h 

機

" 39年度 建

J口L 

機

グ 40年度 建
l口L 

機

" 41年度 建

ムロ

(卒業状況一覧表)

-. 
寸ー

械

築

械

築

械

築

械

築

械

築

械

築

季}

工

工

工

工

工

工

名 | 志願者数 | 入学者数 | 倍
寸.>"¥ー. 科 84 37 

A寸L一 科 78 34 

計 162 71 

点寸ふらー 科 345 37 

A寸L一 科 306 35 

E十 651 72 

片子，，_一 科 166 40 

戸ヲ£ー. 科 185 37 

計 351 77 

弓出" 科 115 29 
A寸L日 科 133 28 

言十 248 57 

ρ弓主4与与 科 196 35 

弓戸ゐ一 科 149 38 

言十 345 73 

学 季十 172 17 

必寸4一 科 186 13 

計 358 30 

率

2.27 

2.28 

2.28 

9.32 

8.74 

9.04 

4.15 

5.0 

4.55 

3.96 

4.78 

4.35 

5.60 

3.92 

4.73 

10.12 

14.31 

11.93 

三k些竺|昭和38年度 I" 39年度 I" 4咋度 I" 41年度I" 4緯度I" 43年度I" 44年度
機械工学科| 32 31 27 22 27 24 1 

建築学科| 24 23 21 28 20 27 。
メ日L 56 54 48 50 47 51 
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年表

本 事 項校

大正5年 I 12. 22 I 神奈川県知事より横浜市に高等工業学校設置
(1916) I I につき文部大臣に申請

大正6年
(1917) 

大正 7年
(1918) 

大正8年
(1919) 

1. I横浜市より創立費45万円を寄付

3. 16 I 神奈川県より敷地21，071坪、 I 9. 
創立費30万円を寄付

10. 9 I 阪田貞一(東京高等工業学校長)外4名創立 I 11. 
委員を委嘱

|月日| 校外事項

1 7. 281第 1次世界大戦勃発

8. 

8. 2 

11. 11 

臨時教育会議設置、専門
学校増設決まる

ロシア革命

米騒動起こる

シベリア出兵宣言

第 1次世界大戦終わる

6. 28 Iベルサイユ条約調印

大正9年 I1. 19 I本校文部省直轄学校として設置公布、鈴木
(1920) I I達治校長に任命

1. 23 I 本校校則制定機械工学科、応用化学科、電気
化学科の3科を置く

1. 30 I 各学科40名ずつの生徒を募集
2. 26 I 本校事務所を文部省内より横浜市本校内へ移

す

3. 24 I 本日より 3日間本校において第1回入学試験
施行

4. 12 I授業開始
6. 1 校友会組織される (昭和15.12. 2解散) 111. 151国際連盟第1回総会

ー
し
)

，、，組処

年

一
J
mm

-
-E
晶
噌

E
4

大

(

大正10年 I 3. 8 I 文芸部雑誌「鵬翼」第1号発行
(1921) I 4. 8 I 新講堂落成

7. 20 I 商議委員規程認可される
10. 29 I 開校式 (中橋文部大臣来校)第1回記念祭

大正11年 I 5. 16 I 第 1回工業懇話会開催
(1922) I 4. 24 I 市立大岡工業補習学校開校(大正12・4・1

横浜工業専修学校と改称)

大正12年 I1. 31 I校風徐興会発会
(1923) I 3. 1 I観光外人招待大音楽会開催

11. 4 I原首相暗殺される

11. 6 I 9カ国条約、海軍軍縮条
約調印
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年 |月日| 本 校 事 項 |月日| 校外事項

大正192123年) || 3.17 第1回卒業式
(1923) I 8. 20 大岡l町岸ヶ谷第一寮(輿風館)落成

9. 1 関東大震災で校舎大部分灰じんに帰す 9. 1 I関東大震災
11. 1 仮校舎で授業開始

震災記念奨学資金設立

12中旬| 仮校舎起工

高工時報の前身「イオンの叫び」発行

大正13年 3. 17 第2回卒業式
(1924) 3. 仮校舎落成

4. 1 大岡町字力者町第2寮(復興館)開設

互助主義拾銭会(奨学金)

大正14年 1. 15 横浜高工時報第1号発行

1 :: 1.1開問普選
(1925) 3. 17 第3回卒業式

4 建築学科を新設 学校教練の実施 5. 1. 陸軍4個師団廃止

4. パラック全校舎落成

7. 2 第1回対横浜高商野球定期戦に勝つ
10. 3 大陸会発足
10. 横浜工業会創立

文芸部を出版部と改め、高工時報を阿部より
(1926) 発行

3. 17 第4回卒業式 12. 25 大正詐天皇和崩御と改、裕仁親王7. 1 第2回対高商野球定期戦に負ける 践、昭元

昭和2年 3. 17 第5回卒業式 3. - 金融恐慌
(1927) 7. 1 第31m対高商野球定期戦に勝つ 5. 28 第1次山東出兵

昭和3年 3. 15 第6回卒業式 2. 20 総普通選選挙挙法による第 l回
(1928) 3. 18 本年より入学試験に無試験制度採用(-昭10)

4. 19 第2次山東出兵

第3次山東出兵
7 1| 対高商野球叫負ける 張作察爆死
9. 22 野球部専門学校関東争覇戦に優勝 11. 10 天皇即位の大礼
11. 1 開校記念日を従来の10月29日から11月1日に

改正

昭和4年 3. 15 第7回卒業式 10. 24 ニューヨーク株式市場大
(1929) 3. 30 造船工学科増設 暴落(世界経済恐慌の始

4. 1 付設工業教員養成所設置 まり)
6 対高商野球定期戦中止 (昭6年復活)

昭和5年 | 3 15 第8回卒業式
(1930) I 4. 26 航空研究会発会式、日本学生航空連盟に加盟 4. 22 ロンドン軍縮会議で条約

5. 9 社団法人横浜工業会設立 に調印

5. 28 校友会消費組合調査会設立 11. 24 浜口首相狙撃される

5. 31 校舎復興建築実行委員会

6.7-8 全国高工陸上競技大会で優勝

7. 7 田中文部大臣建築、教育状況視察のため来校

11. 1 創立10周年記念式

昭(和6年) || 3.141| 第9回卒業式 4. 13 I浜口内閣辞職
1931) I 3. 28 復興建築地鎮祭執行
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年 |月日| 本 校 ~ß: 項 |月日| 校外事項
昭和6年 2. 18 学生消費組合創立大会 9. 18 満洲事変起こる
(1931 4. 29 社団法人横浜工業会第1回総会 12. 13 犬養内閣成立

6 対高商定期野負球戦復活t本年より 3回戦採用)
ストレート

8. 15 柔道部全国高工大会に優勝
8. 23 端艇部全国高工大会に優勝
9. 6 水泳部全国高工大会に優勝
....... 

昭和7年 3. 15 第10図卒業式 1. 28 第一次上海事変起こる
(1932) 

2. 9 井上前蔵相暗殺される
5. 23 横浜工業懇話会10周年大会 3. 1 満洲国建国
6. 2 対高商定期野球 l勝2敗 5. 15 犬養首相暗殺(5・15事件)12 
13 9. 15 満洲国jJl;認、

6. 5 競技部第8回全国高工陸上大会に優勝

7. 24 水泳部第3回全国高工水上競技大会に優勝

7. 25 庭球部第2回全国高工庭球競技大会に優勝

11. 18 第1旅団長朝香宮教練視察
・ ・ .‘・ “‘ 一色一・ ・ ・ ・・ 4・・ ・・ ・・・，

昭和8年 3. 15 第11回卒業式 1. 30 ヒットラー内閣成立
(1933) 

6. 2 対高商定期野球 1勝 21汝 3. 28 国際連盟脱退
3 
5 

7. 10 剣道部第2回全国高工剣道大会に優勝

7. 20 水泳部第4回全国高工水泳大会に優勝

7. 31 端艇部全国高専学校競漕大会に優勝
・ "・ー 晶‘・ ーー・・・ ・・ ・・ ・ ・ a晶晶晶 4・ 4・ ...・ 4・・ 4・・

昭和9年 3. 15 第12回卒業式 12. 29 日本、約廃ワシントン海軍々
(1934) 6. 2 

対高商定期野球 2勝 1敗 縮条 棄
4 
6 
7. 22 水泳部全国専門学校競技大会に4度述勝

7. 28 端艇部全国専門学校競技大会優勝

10. 20 実授業教教育功育5労0賞周年を記受念け会るで、鈴木校長、 河合教

昭和10年 1. 10 松田文部大臣視察 2. 19 美濃部達吉天皇機関説問
(1935) 

2. 13 鈴木達治校長辞任、富山保2代校長に就任 題化

3. 15 第13回卒業式
3. 6 独、再軍備宣言

3. 25 前校長鈴木達治、本校名誉教授の称号を受け
る

6 対高商定期野球ストレート勝

ら 第3期復興基礎工事始まる

10. 1 横浜工業専修学校公立青年学校神奈川県横

浜市横浜工業専修学校と改称

11. 3 端99艇回部達成第)8回神宮体育大会に優勝 (逮勝記録

_-.-- .‘・“.....

昭和11年 1. 工業教員養成所の給費制廃止 2. 26 害斎藤(2内・大26臣事高橋件蔵)相ら殺(1936) 
3. 14 第14回卒業式
6. 6 

対高商定期野球にストレート勝
11. 25 日独防共協定調印

7 
6. 28 第の偉11回4専門端艇大会に勝ち、 100戦 100勝

業成る

9. 第3期復興工事終了

11. 21 入試に試験制度採択発表
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年 |月日| 本 校 基4 項 |月日| 校外事項

12. 18 体育研究会発会式

昭和12年 3. 15 第15回卒業式 7. 7 目撃事変勃発重溝橋事件
(1937) 3. 入試に筆記試験復活 8. 13 上海事変

6. 2 対高商定期野球ストレート負 9. 25 中国々共合作
3 10. 12 国民精神総動員運動始ま7. 17 
18 全国高工陸上大会に優勝 る

9. 14 特設防護団設置 11. 6 伊、日独防共協定に参加

10. 1 工業技術員養成科設置 12. 13 南京攻略
10. 25 御真影奉戴式挙行

11. 1 名教自然碑除幕式

昭和13年 3. 15 第16回卒業式 3. 24 国家総動員法公布
(1938) 3. 29 航空工学科を増設 9. 29 ミュンヘン会談

4. 22 報国団結図式 10. 27 武漢三鎮占領6. 4 対高商定期野球 2)勝1敗
5 
6 
7. 10 集団勤労作業開始 (防空用貯水槽兼プール)
8. 28 新校舎へ移転 (建築、航空科を除く )
11. 校内開放記念祭中止
12. 3年生授業繰上げ就職

昭和14年 3目 15 第17回卒業式 5. 11 ノモハン事件
(1939) 

プーノレ開き 7. 26 米告す、日米通商条約廃棄通
4. 18 大陸会復活、第 1回総会

6. 2 対高荷定期野球 2勝 1敗
8. 23 独ソ不可侵条約締結

3 9 3 第2次世界大戦勃発
4 
6. 6 特設幸子防団編成

7. 22 第5回全国高工能球大会5連勝

8. 航空工学科パラックから本建築へ

8. 16 商議委員原冨太郎逝〈

11. 3 記念祭校内開放復活

12. 3年生授業繰上げ就職

昭和15年 3. 15 第18回卒業式 3. 30 南京に注政権成立
(1940) 

4. 9 専科生として初めて女子入学 9. 27 日独伊三国同盟成立

6 対高商定期野球ストレート負 10. 12 大政翼賛会発足

11. 1 開校20周年記念式、校内開放記念祭 11.23 大日本産業報国会結成

11.11 紀元2600年奉祝運動会

12. 2 校友会解散 ・学校報国団結団

生徒課新設

昭和16年 3. 14 第四回卒業式 4. 1 生活必需物資統制l令公布
(1941 3. 入試課目に国史採用 4. 13 日ソ中立条約調印

4. 新入生から制服に国民服採用 6. 22 独ソ開戦
5. 20 報園田4歌成る 10. 16 近衛内閣辞職
6. 対高商定期野球ストレート負 10. 17 東条内閣成立
8. 26 報国隊要綱を決定 12. 8 米始英まにる宣戦、大東亜戦争
12. 24 土俵開き

12. 学年歴臨時措置

12. 26 第20回卒業式 (3ヶ月繰上げ挙行)
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年 |月白] 本 校 事 項

昭(和194127年)||85..11 
対高商定期野球 1勝2敗

全国実業専門学校野球に優勝(初の全国制覇)

9. 講堂完成

9. 21 第21回卒業式 (半年繰り上げ挙行)

昭和18年
(1943) 

初の勤労動員令下る

機械、応化に2部設置

対高商定期野球中止

夏期勤労動員，教職員は夏休み返上

第22回卒業式

記念祭中止

報国団改組

。o
s
a
τ
P
0

0
0

9. 21 

11. 

11. 1 

昭和19年
(1944) 

高工時報390号より謄写版刷りとなる

全校生血液型検査実施

中等学校以上の通年動員 決定

本校名称変更、横浜工業専門学校となる
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L

3. 

4 

4. I 高工時報399号をもって廃刊
電化、造船、航空機3科に2部増設

7. I 夏期勤労動員
8. I学徒勤労令公布勤労即教育
9. 20 I 第23回卒業式

昭和20年 I3. 18 I決戦教育措置要項決定， 4月1日より向う
(1945) I I 1カ年授業停止

4. I 電気通信科を新設
5. 22 I 戦時教育令公布(教育的玉砕)
5. 29 I 横浜大空襲、本校あやうく無事

8. 15 I終戦、首相官邸襲撃事件
9. 2 I 米軍より校舎接収の通告、校長奔走し取消し
9. 4 I 授業開始
9. 29 I 第24回卒業式
9. I 航空機科廃止、格納庫を体育館として使用
12. 10 I 食糧難のため明年2月1日まで休校

|月白1 校外事項
1-2 Iマニラ、シンヵーポール占
領

2. l語料配給に点数切符制実

6. 5 ミッドウェイ海戦

8. 7 米軍ヵ・ダノレカナノレ島上陸

4. 18 山本連合艦隊司令長官戦
死

9 8|イタリア降伏

11. 大東亜会議

11. 27 Iカイロ会談
12. 1 I学徒出陣
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2. 4 ヤノレタ会談

4. 1 米軍、沖縄上陸

4. 4 横浜初空襲

5. 7 ドイツ降伏

7. 26 ポツダム宣言発表

8. 6 広島、長崎に原子爆弾投
9 下

8. 9 ソ連参戦

8. 15 終戦、ポツダム宣言受諾

8ア跡地
9. 2 降伏文書調印

9. 15 I rを新発日表本建設の教育方針」

10 lG問理始まる

10. 22 I GHQ管「理日本政教策育制度指に
対する 」を令

10241国際連合成立

12. 22 I i労1働施組行合)法公布 (21. 3. 
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年 |月日| 本 校 事 項 |月日| 校外事項

昭和21年 | 2 1 授業再開 1. 9 航空研究所空等廃止係、各帝座
(1946) I 4. 1 電気通信科を電気科と改める 国廃大学の航関 の誘

5. 15 高工時報戦後第 l号出る を止

6. 10 食糧難のため夏休早やまる 2. 1 公職追放

8. 29 応援団発会式 3. 31 提米国出教育使節団報告書を
9. 19 対高商定期野球戦復活日没引分

10 能球部全国大会優勝 4. 10 総最選初挙)(男女平等による

11. 1 記念祭復活校内開放
5. 1 メーデー復活

3 5 3 極東軍i.)j:裁判l開始
12. 試験制度燥用 11. 3 日本国憲法公布

第25回卒業式 3. 31 教公布育基本法、学校教育法
(1947) I 6. 対高商定期野球 1勝2敗

11. 13 専門学校能球大会に優勝
4 l 6・3・3・4制開始

12. 19 大学準備委員会開催 (単科大学案)
4. 25 新憲法下最初の総選挙

昭和23年 I :. 15 第26回卒業式電気科第 1回卒業 極東軍事裁判判決
(1948) I 5. 総合大学案至上命令として出る 経済安定9原則

5. 26 大学設立後援会発起人会開催 1. 15 大学設置委員会官制公布

6. 4 対高商定期野球ストレート負 5. 19 参議議決院、教育勅語失効を
5 

7. 8 横浜貿易産業科学研究所設置

7. 16 講堂焼失 12. 9 文部部を省設置に新制大学推進本

9. 25 大学設置委員会実地審査

11. 27 校友会解散

昭和192449年) || 2 1 学生自治会発会式 2. 21 大学制設置委員会、公私立
(1949) I 3. 11 第27回卒業式 新大学79校決定

4. 6 大学設立実行委員会
3. 25 浪速認大学等30大学の設置
を可

5. 31 
検経初師学漬範部代兵専学国学を立大学をつ校新型包件発足 検浜範工業学専校門学校奈、l検青年兵

4. 15 ドッジ ・プラン
校持門 括制、神奈川師 学校、神 )1 北大西洋条約し、工学部、経済学部、学芸

保大則任制学として設置
5. 10 使税制節改革のためシヤウプ

長立 冨山 命 団来日

横3浜学部国自大治学会統々一、定中央委員会制で発足 7. 5 下山事件

7. 1 横浜国立大学新聞創刊
7. 15 三鷹事件

7. 20 第 l回入学式挙行(於経済学部講堂)
8. 17 松川事件

8. 1 本学事務機構制定
9. 21 中華人民共和国成立

8. 3 建築学科実習室一棟焼失
12. 10 湯川博士ノーベル賞受賞

9. 1 授業開始

10. 襟章制定

11. 2 第1回学生祭

11. 3 経済学部講裳において関学式挙行

昭(和192550年) ||21..2167 
教授阿部滋弘工学部長兼工専校長に任命 中ソ友好相互援助条約締

ドクター ・イーノレズ来校 イーノレズ旋風 結

3. 15 第28回卒業式

6. 1 関学記念日を6月1日に制定
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昭和25年
(1950) 

年 |月日| 項

昭和26年
(1951) 

昭和27年
(1952) 

昭和初年
(1953) 

本 校 事

7. 13 I 自治会捜査される
。.14 I 第2次アメリカ教育使節団来校
10. 29 I工学部、工専30周年記念祝賀式挙行

1. 29 I 体育館を講堂と用途変更し改装
3. 20 I工専最終卒業式挙行
3. 31 I 検浜工業専門学校、横浜経済専門学校、神奈
| 川師範学校、神奈川青年師範学校廃止

4. 18 I 本年度より学芸学部2年課程、工学部 2部を
除く各学部 1年に対する一般教育を学芸学部
横浜分校で実施

4. 19 I 工学部強電弱電実験室完成
12. 3 I 事務局庁舎落成式

7. 1 I工学部教授会内規施行
8. 5 I冨山学長辞任、工学部長江園正義学長事務

取扱に任命

12. 25 I 横浜国大名誉教授の称号授与規程制定

3. 1 I富山保横浜国大名誉教授の称号を受ける
3. 20 I第 1回卒業式工学部講堂において挙行
3. 25 I工学部電炉電解実験室完成
4. 21 I 江国正義学畏に任命

3. 15 I 第2回卒業式挙行(於工学部講堂)
4. 1 I工学部専攻科設置
7. 20 I 建築学科実験室一部完工
10. 15 I 整備統合施設建設委員会発足，規定制定
12. 1 I 事務局に清水ケ丘土地買収臨時事務室設置

昭和30年 I 3. 15 I 第3回卒業式(於工学部講堂)
(1955) I 3. 30 I経済学部隣接地23，797坪購入

3. 31 I 経済学部隣接地5，502坪購入
12. 12 I 清水ケ丘学生部室と学生食堂の移転改築

昭和29年
(1954) 

昭和31年
(1956) 

2. 25 I協議会規定、学長候補者選考規程制定
3. 15 I 第4回卒業式
4. 1 I 工学部にカーバイド化学研究施設設置

江国正義学長に再伝
施設統合計画を文部省承認

11. 4 I 学生歌「みはるかす」決まる
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3. 8 I日米 MSA協定調印
7. 1 I防衛庁設置
9. 8 I SEATO成立

4. 18 Iアジア ・アフリカ会議開

5 |催砂川事件

9. 13 自由民主党結成

ワルシャワ条約

9. 15 I r神武景気」
ーーーーー ー-_..合 合唱'ーーー・ ...--

10. 19 日ソ共同宣言

12. 18 国際連合加盟

12. 南極観測始まる
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年 |月日| み; 校 項 |月日| 校外事項

昭和1932年 2. 28 工学部第4J突を大蔵すiより所管換 8. 1 米駐留地上箪の撤退決定
(1957) 

3. 15 第 51!!1卒業式 8. 27 東海村原子炉点火

3. 31 _[学訓;化学2号館完成 10. 1 日本国連非常任理事国と
なる

10. 4 ソ述人工衛星打上げ成功

昭和33年 3. 20 ;;n 61gJ卒業式 2. アラブ連合成立
(1958) 

4 l 工学部金属工学科設置
不況

7 5 工丘学)部第一安移築工'1;完成 (岸ヶ谷→i，';-;Jくケ
6 勤務評定闘争

9. 30 煙洲鈴木迷治米J.i祝tl会

昭(和1913549年) 3. 20 第7回卒業式 1 キューバ革命

4. 1 黒沢清学長に任命

9 I 横浜分校 (立野)のがJ水ケJ王修築完了

昭和19365年 2. 25 工学部建築学H実験研究室J哲築完成 1. 24 民主社会党発足
(1960) 

3. 18 第81叫卒業式 4-6月 安行保動改定阻止第一次統一

5. 19 日米安保新条約調印

10. 12 浅沼社会党委員長刺殺

昭和36年 3. 18 第91"1卒業式 4. 12 ソ述、人間衛星成功
( 1961) 

3. 31 工学郎金属ーに学科実験研究室完成 5. 16 韓国クーデター

4 1 学生訓;設位 6. 農業基本法成立

5. 19 工業教員養成所設置 (-44'.ド4)J) 

8. 29 煙洲鈴木達治逝く

12. 1 工学部施設拡充後援会発足

1It'l平1137年 2. 28 学生部事務室完成(弘明寺) キューパ基地問題
(1962) 

3. 17 第101旦l卒業式 南極観測中断

4. 1 化学工学科設置、化'下_[業flを応)jl化学科と 日英通商航海条約調印
改事'J' 国産第 1号原子炉点火
黒沢;青学長に再任 7. 11 大学管理法阻止闘争

昭和19368年 1. 14 文置部大民へ大学院工学研究科 (修上課程詰)設 部分的核実験停止条約成
(1963) ~ 1 ，II!f f;.促:1'， 立

3. 17 第111'-'1卒業式 6 ポポロ港事反件最高倒裁争判決
3. 26 工学剤:屯公(L学科、化学工学科尖験研究室完

!京潜寄 対 おこる

成 11. 22 米、ケネディ大統領暗殺

4. 1 大学院工学研老究科朽設置
工学部第2寮 化のため廃止

6. 17 大学院学t1IJならびに同委員会規程制定

H召平1139年 金kf:， [学利施設拡充f愛媛会I没li. 4. 28 日本 OECDに加盟
(1964) 

3. 18 第121"1卒業式 10. 10 オリンピック東京大会|羽

3. 25 化学L学科実験研究五Wl~完成 会

5. 16 付属凶E書館工学部分館完成

・ 副 晶圃亭咽p・ . 

昭和40年 1. 1 夜間学部に主']1制度を設ける 6. 22 日韓条約調印
(1965 

3. 17 第13凶卒業式 (於県立音楽堂) 11. 21 賞朝受永賞振一郎博土ノーベノレ

3. 18 第 1Ji]大学院修 f式 (於事務局会議室)
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門口同月年 本 校 項 |月日| 校外 Jj:項

昭和405年) 4. 1 工学部付属カーパイド改務化学組研究施設を材料必
(196 礎中工学研学究部施設に拡充

村工 長、学長事取扱に任命

6. 1 中村康治学長に任命

12. 15 付属完成材料法礎工学研究施設を含む研究センタ
一 、同センターに電子計算機室設提

昭和416年) 3. 18 第14回卒業式 (学芸学部は22日) 2. 4 全日空羽田i9'倦落に始ま(196 
4. 15 大学院工学研究科に化学工学専攻設置 l. 18 る航ヲ}f 故多発

早大学'Pl値上げ反対スト
6. 22 

昭和42年 l. 12 統合企画委員会規程制定 4. 24 R波部必育初の革新都知
(1967 3. 18 第15回卒業式 (於横浜文化体育館) となる

6. 29 統渉合問題につき自治会中央委員中村学長に交 10. 8 羽出闘争 (佐藤首相訪米
，学園紛争のはじまり 阻止)

7. 10 工学部の見解を自治会に伝達 11. 16 小笠原返還
8 「工学部学生諸君にf17くつを工学部全学生に

送る
9 7 工学部安全工学科設置
12. 12 統合配置図について学生に対し説明会開俄

昭和143年 2. 21 統21合2計9両用地としてIrI保ートヶ谷コルフ場跡地 l. 29 東大医学部無期限ストに
(1968) 1，299m2購入 人る

3. 18 第16同卒業式 8. 31 横浜市電6系保里子統土路線路j七
3. 25 工学部安全工学科実験室一部完成

(通11汀1- ケ行橋、
弘明寺~吉田n

5. 25 統合計岡地の一部 168，654.71m2購入 10 地下鉄 1号線着 [(1:大
5. 30 統合計岡地の一部 18，515.91m2購入 |河~吉野町)

6. 1 中村康治 学長に再任 10. 新国際宿反駅戦占拠デーの学/七デモ

7. 10 統合地歩道橋新設工事完了

12. 4 学要長求を、学~U生すn治会との公開会見、学生 7項目
11 b大R河人・紛内争総長の辞}'(任任をと って

昭(和194649年) 
1 1 火災により治水ケ丘地区学生食堂、 f百l~包焼失 l. 18 東大安田トリテ'1l({1法

l. 17 自治会学生により、事務局封鎖 4. 1 官、林体制確立
1. 25 教育学部部、経済学部綬、経営棄学部、横浜分校、 5. 3 東名高速道路全通

工学あいついて-業放
31 7. 20 米、JJ者向成功
2. 1 各学部封鎖(工学部2部を除く )
2. 28 中村学長辞任
3. 1 水戸部正男 学長事務取扱に任命

3. 8 完!日保成土ヶ務谷カントリークラブ建物噌改築工'li:
('J~ 局仮庁舎予定)

3. 19 第5回大学院修了式(於薬業会館)

3. 23 工学部入学試験学外において実施
24 .‘ 3. 31 工学部安全工学科実験研究宅完成
4 1 工業教員養成所廃止
4 3 評議会、昭和]43年度統一卒業式取止め決定

7. 25 弘明寺地区 (事務局、学生部、工学部)封鎖
解除

9 1 水戸部信学三長郎事務取扱事務辞取任
越村 学長 扱に任命

9. 11 工学部俊業を学年別にl順次Im!lfl
10. 29 清水ケ任地区封鎖解除

11. 25 清水ケ丘地区各学部順次段業再開
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年 |月日| 本 校 事 項 |月日| 校外事項
昭和45年 | 3 1 越村信三郎学長に任命 3. 31 赤軍学生よど号乗取り
(1970) I 3. 19 第6回大学院修了式 6. 23 安保自動延長に入る

3. 22 統合計画地一部22，938.91m2購入 11. 25 三島由紀夫割腹事件

4. 1 工学部部に機事械務工局学第2学科設式置移
学生 、 常盤台へ正 転

10 ペ統合地南地区運動場工事地鎮祭
11. 23 横浜国立大学工学部創立50周年記念祝賀会
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おもな参考文献

この年史を編さんするにあたって， 以下の文献を参考にさせていただきました.謹んで謝意を表します.

東京工業大学60年史

金沢大学工学部50年史

神戸大学工学部50年史

昭15

昭45

昭46

横浜高工・横浜高荷定期野球戦史 昭43 横浜野

球クラプ

横浜高等商業学校20年史 昭18

神奈川県立商工高等学校50周年記念史昭45

横浜市立横浜工業高等学校概要

実業教育50年史 文部省

学制卯年史 文部省

高工教育 昭2-3

太平洋戦争(上下〉 児島議中公新書

昭和史遠山茂樹/今井清一/藤原彰岩波新書

日本の歴史(下) 井上清岩波新書

日本の歴史 No.23-26 中央公論社

暗黒日記〈上中下〉 清沢初l

日本終戦史(上中下) 林茂読売新聞社

終戦史録(上下) 外務省

朝日年鑑(終戦前後)

毎日年鑑 ( 11 ) 

朝日経済年史 ( 11 ) 

横浜銀行40年史

京浜電気鉄道沿革史

野村洋三伝 白土秀次

横浜復興史 No. l-No. 4 昭7

大正大震災史 大15 神奈川県警察部

横浜市史稿 No. 1-No. 11 昭6-8

神奈川の歴史 読売新聞横浜支局

神奈川の100年 毎日新聞横浜支局

横浜の市蹟と名所 横浜郷土史研究会

名教自然碑の由来と教育私見の断片 昭32 鈴木

達治
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自由教育の片鱗 昭8鈴木達治

名教自然先生の思い出 昭37 媛洲会

煙洲残筆 昭34 山口辰男(編)

名教自然、六ツ川夜話昭12 鈴木達治

自由主義教育の思い出 昭29 鈴木達治

鈴木達治先生記念事業報告 昭12 記念事業会

入愚亭独噺 昭17 鈴木達治

自由教育の悌 昭4 鈴木達治

自由教育10年 昭5 鈴木達治

横浜高等工業学校一覧 大9-昭16

横浜国立大学要覧 昭29~昭45

学報(横浜国立大学〉昭42-昭47

広報 ( 11 ) 昭45~昭47

統合ニュース( 11 ) 昭42~昭43

横浜貿易産業科学研究所要覧 昭23

横浜高工時報 昭3-昭17

横浜工業会誌 大15-昭18

横浜工業会報 昭26~昭28

横浜国立大学工学部各科同窓会会員名簿 昭45

渡満要綱

大陸会記録

昭14

大14-

森川幾久雄日記 昭18-昭37

鵬翼 No.2， No. 5， No. 6 

横浜工業懇談会10年百回

電気化学会誌 大14~昭 6

横浜電化会々報昭44

DENKA No. 5， No. 6 

横浜応化会々報昭40，41 

横浜応化会誌 No. 5~No. 8 

昭7

横浜電気工学科同窓会々報 20周年特集号

同窓会会誌第8号金属工学科

かたりすと(応化昭39-42)



和lIi-tt i:表、RU

昭和46年の6月10日，編者の先輩である東芝音楽

工業社長の菅要助氏より，横浜国立大学工学部50年

史を作りたし、から相談にのってくれとの話があり，

音工本社ではじめて田口工学部長に紹介された.初

めは田口部長の相談相手のような軽い気持で引き受

けたところ，いつの間にか執筆編集の大任を負わさ

れていることに気づいたが，時すでにおそく，乗り

かかった舟ということもあり，とうとう終着駅まで

きてしま っ t~ .

一介のサラリ ーマンで教育界のことは 何 も知 ら

ず，また教育史を専攻したわけでもない.ただ社命

で大分以前に「東京芝浦電気株式会社85年史」を編

さんしただけのディレツタントに過ぎない.ただ資

料を読んでいるうちに鈴木 '{t{山両校長の人柄に興

味がもて，とうとう深入りしてしまった次第であ

る.

本校誌は主として本校卒業1'iおよび関係者を対象
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としたが，事実に忠実なることにつとめた. 日本近

代教育史のために， 僅かでも参考になれば幸であ

る.

執筆にあたり田口工学部長をはじめ，たくさんの

方のご指導，ご援助をいただいたことを深謝する.

ただ附和47年12月12日突如として冨山先生の言ト報

に援し，ご生前にこの本をお目にかけることが出来

なかったことは残念なことであった.先生には六ツ

川のご自宅と野沢町のマンショユィとで僅かに2度お

目にかかっただけて、あったが，その高潔な人格と国

一|ての風貌に援することができた.謹んでご冥穏を祈

り，本史をご霊前にささげていただく .

短日月の編さんと不才のため，記事巾失礼にわた

ったことが多いと思うが，ご寛容願いたい.他は田

口工学部長の例言に詳しいので略させていただく .

(48-1ー 7布生〉
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陽春の候、皆々様にはますますご清祥のこととおよろこび申し上げます。

さて、横浜国立大学工学部五十年史の刊行は、ページ数の増加などのた

め大へん遅れましたが、多くの方々の絶大なご協力を得まして、ここに発

刊することができましたことはまことにご同慶の至りに存じます。

当初は約 450ページの予定のところ，約お0ページ増加しましたため，単

価は著しく上昇致しましたが，幸い皆様方のご支援によりまして，発行部

数も予定の 2，000部より 400部も増加し，ここに無事お届けできました。

発行の遅れましたことをおわび致しますとともに，皆様方の一層のご発

展ご健勝をお祈りしまして，ご送付のご案内申し上げます。
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